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はじめに 
本所・金属材料研究所は、“金属をはじめ、半導体、セラミックス、化合物、有機材料、複合材
料などの広範な物質・材料に関する基礎と応用の両面の研究により、真に社会に役立つ新たな材料
を創出することによって、文明の発展と人類の幸福に貢献する”ことを理念に掲げ、材料科学に関
する学理の探求と応用研究に取り組んでいます。 
本所は、1916年に臨時理化学研究所第２部として産声を上げました。設立当初は鉄鋼の研究が中
心でしたが、その後、鉄鋼から金属・合金全般へと研究領域を広げ、さらには非金属をも含む物質・
材料全般をカバーする基礎および応用研究の世界的中核拠点に発展しました。1987年には東北大学
に附置したままで全国共同利用型の研究所に改組され、さらに 2009年には材料科学共同利用・共
同研究拠点に認定されました。現在は、２年後の百周年に向けて、物質・材料研究のさらなる推進
と人材育成に努めています。 
本所の重要な特長は、理学と工学のバランスが取れた研究体制の下で、基礎研究から出発して実
用化に向けた応用研究・開発までシームレスに行うことができることです。広い視野から物質を探
求しつつ常に実学に帰する姿勢は、初代所長・本多光太郎博士以来の“金研精神”と言うことがで
きます。21 世紀に入って、資源・エネルギーの枯渇や、温暖化などの地球規模の環境問題が喫緊の
課題となり、これらの問題の解決のために理学と工学が融合した物質・材料研究がこれまで以上に
重要となり、本所が果たすべき役割はますます高まっていると考えています。また、2013年には共
同利用・共同研究拠点としての中間評価が行われ、本所は最高位のＳをいただくことができました。
共同利用・共同研究を通した材料科学および関連のコミュニティへの貢献も本所の重要な使命の一
つです。本所には、各研究部門に加えて、量子エネルギー材料科学国際研究センターや新素材共同
研究開発センター、強磁場超伝導材料研究センター、計算材料学センターなど、共同利用に供する
大型あるいは最先端の設備を有するセンターが多数あります。また、国内のみならず、海外の研究
者との共同研究を支援・推進する組織として、国際共同研究センターを設けています。これらのセ
ンターの活動も、材料科学および関連コミュニティの発展に大きく貢献しています。 
本所は 1995年以降、約６年毎に外部評価委員による評価を受けており、2013 年は第４回外部評
価の年に当たりました。全般的に本所の研究・教育活動が高い水準にあることが評価されています
が、その一方で所内の研究部門間の連携不足が指摘されています。これは以前から指摘されている
ことでもあり、大きな反省点として今後本所が真剣に改善に取り組んでいかなければなりません。 
本報告書は 2013年度の本所の活動全般をまとめたものであり、教員、事務職員、技術職員の全
所的な協力の下で、情報企画室・点検評価担当が中心となり、膨大なデータを収集し、整理しまし
た。本報告書の目的と意義は、研究や教育および社会貢献の活動状況を広く一般社会に公開し、専
門的あるいは一般社会的立場からの評価を受け、本所の発展に資することにあります。本所の発展
にとって必要な評価やご意見を頂くための重要な基礎資料として、ご覧頂きたいと願う所存です。 
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東北大学 金属材料研究所 
所長  高梨弘毅 
第１章 本所の理念と現状 
 
１ 本所の理念 
金属材料研究所は、材料科学の学理の探求とその応用研究を目指す全国共同利用研究所であり、
その理念は、「金属をはじめ、半導体、セラミックス、化合物、有機材料、複合材料などの広範な
物質・材料に関する基礎と応用の両面の研究により、真に社会に役立つ新たな材料を創出するこ
とによって、文明の発展と人類の幸福に貢献する」ことである。 
 
２ 現状と 2013 年度の活動状況 
本所は、教職員約 360 名、大学院生約 220 名に客員教員・民間等共同研究員を加えて総勢約
600 名（内外国人約 80 名）で構成されており、我が国の国立大学附置研究所の中で最大級の規
模を誇る研究所の一つである。2011 年 3 月に起こった東日本大震災の被害からはほぼ復旧し，転
倒防止などの安全対策を強化し研究および教育活動を行っている。  
本所は、直接研究教育活動を推進する研究部（27 研究部門等および 3 客員研究部門）及び 4
つの附属研究施設（センター）と、国際交流、スーパーコンピューター利用を軸とした共同研究
を推進するセンター、材料研究に関する融合研究等を推進する 3 つの研究センター、研究教育活
動を円滑かつ効果的に遂行できるよう支援する各種研究支援組織、テクニカルセンター及び事務
部によって組織される。本所の教員数は、2014 年 4 月 1 日現在、教授 28、准教授 36、講師 2、
助教 59、助手 7 である。その中で附属施設である量子エネルギー材料科学国際研究センター（茨
城県大洗）には、准教授 1、講師 1、新素材共同研究センター（2013 年 4 月 1 日に金属ガラス総
合研究センターより改称）には、教授 1、准教授 4、助教 2、強磁場超伝導材料研究センターには、
教授 1、准教授 2、助教 2、関西センター（大阪府堺、兵庫県姫路）には、教授 2、准教授 3 がそ
れぞれ配置されている。客員研究部門を除いた本所の研究部門等の数は 27 である。各研究部門
の教員の基本的構成は原則的に教授 1、准教授 1、助教 2 としているが、必要に応じて、例外的
な人員構成も認めている。 
運営面では、所長、副所長（2名、研究企画、情報企画担当）と運営会議、教授会体制による管
理運営と意思決定が行われている。 
本所は今後も、物質･材料科学の世界的中核研究拠点としてさらに発展したいと決意している。 
“物質･材料は科学技術すべての基盤である”との認識のもとに「物質･材料創製」を主眼とする本
所は、今後とも一部の物質･材料に偏ることなくバランスのとれた研究を推進する。その一方で、
「研究所の表にあって時代を引っ張る中核的研究者集団」を育成するとともに、次の時代の芽を
生むために、研究者の自由な発想を尊重する環境を維持したい。また、理学と工学の研究者が共
存する本所の特徴を最大限に生かす研究を支援していく。具体的な重点研究分野としては、2010
年から開始された第 2 期中期目標・中期計画では、 
① 社会基盤材料、②エネルギー材料、③エレクトロニクス材料 
を重点 3 分野として掲げ、長期戦略を展開している。以下、2013 年度の活動の概要を記す。 
 
２－１ 研究 
２－１－１．社会的課題に応える戦略的研究の推進‐重点 3 研究分野の更なる推進と強化 
 「社会基盤材料」「エネルギー材料」「エレクトロニクス材料」の 3分野を推進するため、低炭
素社会基盤材料融合研究センター、中性子物質材料研究センターを活用し、研究部門横断的な所
内研究連携を強化している。 
 
（１）低炭素社会基盤材料融合研究センターの取組み 
 本センターは、省エネルギー・新エネルギー両面での革新的材料創製とその応用展開による低
炭素社会実現に向けたミッションオリエンテッド研究を推進する目的で 2010 年度に発足した。そ
の設置は、研究所の戦略的な材料研究を推進するために、概算要求などの予算を伴わない所内措
置による。 
 2013 年度は、科研費基盤研究 S(2 件)、JST-CREST、最先端・次世代プログラム等の競争的研究
資金により、研究を遂行している。さらに、本センター所内公募研究助成「低炭素社会基盤材料
研究事業」では、6 件の新規研究テーマ（一般 2 件，若手 4件）を採択し、「ハーフメタル熱電材
料を用いた巨大ペルチェ冷却効果の実現」や「錯体水素化物を用いた次世代 Na イオン二次電池
の開発」など、分野融合研究の奨励による新しいシーズ育成も図っている。 
 
（２）中性子物質材料研究センターの取組み 
 本センターは、先端的中性子利用と人材育成を促進する中性子プラットホームの形成により、
物質材料科学・中性子科学の継続的発展に貢献する目的で 2010 年度に発足した。 
2013 年度は以下のことを実施した。 
ⅰ）大強度陽子加速器施設 J-PARC（茨城県東海村）に、本学の戦略的研究装置として高い国際的
競争力を発揮する偏極中性子実験装置の建設を進めている。高エネルギー加速器研究機構
(KEK)と連携し、2015 年度実験開始を目指した装置設計を行った。 
ⅱ）日本原子力研究開発機構（茨城県東海村）の原子炉に所有する中性子散乱装置を用いて共同
利用を推進している。原子炉再稼働後の高度利用化を見越して、中性子単色化デバイスの開
発とインストール、教育用装置 HERMES-E の建設工事を行った。 
ⅲ）ワークショップ「偏極中性子非弾性散乱の新展開」を開催した。物性・物質科学において、
センターが建設を進める先進的な偏極中性子非弾性散乱装置の役割について国内研究コミ
ュニティとの意見交換を行った。 
 
２－１－２．異分野融合・連携による新機軸研究 
（１）特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト 
 2012 年度より 6 大学連携（本所、東工大応セラ研、阪大接合研、名大エコトピア研、東医歯大
生材研、早大ナノ理工）による本プロジェクトが開始された。 
 2013 年度の本所からの発表論文は 70 報を超え、また連携特許も 5 件の出願を行っている。12
月には名古屋大学において国際会議 ISETS’13/AMDI-4 を開催し、本プロジェクトからの研究成果
発表は日本人 6 名及び外国人 6 名の招待講演とポスター発表が 88 件にのぼり、全体では 400 件の
研究発表が行われた。現在、プロジェクトの取組を英文書籍として発行すべく、刊行準備を行っ
ている。 
 2013 年度の主な取組内容は以下のとおりである。 
ⅰ）非晶質合金を用いた燃料電池部材及び高触媒特性を有する卑金属ナノポーラス合金の研究 
ⅱ）Fe 基磁歪合金の高性能化とそれを用いた環境発電素子の創製 
ⅲ）新機能を有するエレクトロニクスデバイスの創製を目指した水素固溶 Ni-Nb-Zr 非晶質合金   
の電気伝導特性の研究 
ⅳ）高磁気特性を有する新規 Mn 基合金の研究 
 
（２）生物－非生物インテリジェント・インターフェイス創製事業 
 身体組織の形態と機能を模倣・代替する「バイオマテリアル」の使用は、生体（生物）とバイ
オマテリアル（非生物）の新たな界面（インターフェイス）を生み出す。   
本事業（2012 年度開始）では、本学歯学研究科、医工学研究科と連携し、歯学・生物学、材料科
学、医工学的評価・制御技術のからこれらのインターフェイス機能の診断・補完・再生に取組む
とともに、臨床応用へ向けての研究を進める。 
 2013 年度の大きな成果は以下のとおりである。 
ⅰ）CVD によるカルシウム・チタン系セラミックス生体親和コーティング 
ⅱ）チタン表面の炭窒化-酸化プロセスによる生体機能表面処理 
ⅲ）チタン表面に成膜した ハイドロキシアパタイト膜の密着性の生体模擬環境下における変化 
ⅳ）金属溶湯中の脱成分現象を利用した生体用金属材料の表面改質 
ⅴ）電子ビーム積層造形法による生体用コバルトクロム合金製インプラント作製 
 
（３）HPCI 戦略プログラム計算材料科学研究拠点 
 本拠点は、HPCI 戦略プログラム第二戦略分野「新物質・エネルギー創成」の材料科学の研究拠
点として 2011 年 4 月に創設された。特に、当該拠点は「マルチスケール材料科学」を担当してい
る。2013 年度は、プロジェクトの中間年度として、課題毎に特化した研究会や討論会を複数回開
催し、海外専門家も招聘した。2014 年 1 月には国際シンポジウムを開催し、当該拠点のアクティ
ビティを広くアピールした。 
 本拠点では物性科学、分子科学の専門家との交流を活発に行うことを重視しこれに努めている。
計算物質科学という枠組みの中で、物性・分子の異分野コミュニティとの交流、連携から、材料
科学に新しい機軸の問題解決手法が導入されつつある。 
 
（４）学内研究所間連携プロジェクト 
 本プロジェクトは学内研究者が横断的な研究を遂行する仕組みとして 2003 年度に創設された。 
現在、金研、加齢研、流体研、通研、多元研、災害研、東北アジア研究センター、学際科学フロ
ンティア研究所が参画している。具体的には、「エネルギー変換材料・デバイスの創成」をはじめ
とした 7 研究グループから構成されている。25 年度の成果報告会（2014 年 2 月 5 日）では、7グ
ループからの 12 件の口頭発表と 41 件のポスター発表を行い、優秀賞の選定など学生・若手研究
者の育成も重視した取組も実施した。 
 
２－１－３．Essential Science Indicators による世界的位置付け 
 2013 年 7 月の Essential Science Indicators［2003 年（H15）1 月-2013 年（H25）4 月発表論
文が対象］によれば、本学の材料科学分野の被引用数合計は 46,064 回（論文数 5,860 編）で、
世界第 7 位（国内では NIMS に次ぎ第 2 位）である。本学の同分野の Highly Cited Papers（当該
分野における被引用数が世界のトップ 1％の論文）は 51 編であり、うち本所教員によるものが
28 編と、その 55％を占めている。本所が材料科学分野において国際的に卓越した研究拠点である
ことを示している。 
 また、同期指標において本学の物理学分野の被引用数合計は 127,530 回（論文数 10,957 編）
で世界第 13 位（国内では東大に次ぎ第 2 位）である。本学の同分野の Highly Cited Papers は 147
編であり、うち本所教員によるものが 39 編とその 27％を占めており、本学の物理学分野に対す
る本所の貢献も大きい。 
 このような論文被引用数の状況は、本所において世界最先端の研究が推進されており、本所が
組織目標に掲げる「広範な物質・材料に関する基礎と応用の両面の研究」に対応する材料科学、
物理学両分野がバランスよく「応用」と「基礎」の車の両輪となっていることを示している。 
 また、このような数値指標は、本学の同分野におけるプレゼンス向上に大きく貢献しているこ
とを具体的に示している。 
 
２－１－４．機関間の補完的な協力関係の確立 
強磁場超伝導材料研究センターと国内 3 機関（物質・材料研究機構（NIMS）、東大物性研、阪大
極限量子科学研究センター）で申請した強磁場コラボラトリ計画が、日本学術会議マスタープラ
ン 2014 で正式に拠点計画として認定された。現在、これに基づいて施設の相互利用や共同利用の
共通化に関して、制度整備を進めている。また、超伝導材料開発や元素戦略などをはじめとして、
NIMS と包括協定に基づく共同研究を推進している。 
 
２－１－５．受賞等 
 本所では 2013 年度において 42 件の学術賞の受賞があった。 
 特に、2012 年にはゲリット・バウアー教授が、2013 年には高梨弘毅教授が、IEEE Magnetics 
Society Distinguished Lecturer に選出された。 IEEE (The Institute of Electrical and 
Electronics Engineers)は、160 ヵ国以上、約 50 万人から成る世界最大の専門組織で、技術革新
の発展への寄与を目的とした団体である。Distinguished Lecturer (DL)は、世界中の研究所や会
議で講演を行う科学技術の専門家であり、その専門分野において、グローバルなコミュニティを
作り、発展させる役目を担っている。2 年続けて本所から DL が選出されたことは、本学の国際
的地位向上に大きく貢献する業績である。 
 
２－２ 教育 
 国際的に優秀な学生や研究者の確保のため、国際共同研究センターを拠点とした国際的アピー
ルを促進するとともに、異分野融合的な教育プログラムを実施している。 
 
２－２－１．「卓越した大学院拠点形成支援補助金」等による研究環境整備支援 
「材料インテグレーション国際教育研究拠点（卓越補助金）」により工学研究科及び多元研と連
携を図り、多くの DC 学生を RA として雇用した。2013 年度は 28 名（うち 15 名が外国人学生）
を RA 雇用し経済支援することにより、世界で活躍できる研究者を輩出する修学・研究環境を形
成している。   
また、博士課程教育リーディングプログラムやスピントロニクス国際共同大学院など、協力講
座のある理学、工学研究科ほか学内関係部局と連携を図り、異分野融合による人材育成教育を実
施している。本事業では他に、学会等での研究成果発表機会の提供といった取組みを行うととも
に、海外から著名研究者を招聘したシンポジウムを開催し、国際的な意見交換を通じた人材育成
を図っている。 
 
２－２－２．国際共同研究センター（ICC-IMR）による国際的教育促進 
国際共同研究センター（ICC-IMR）では、英語で実施する国際若手学校を毎年開催している。
2013 年度は、第 10 回の材料科学若手学校（KINKEN-WAKATE 2013）を「Crystal Growth」
をテーマに実施した。4 名の著名講師を国内外から招聘して延べ 100 名の参加があった。英語講
義などのコンテンツを集積し、学生の英語での学習環境整備を行っている。毎年定例化した英語
での材料科学の若手学校を開催しているのは国内では金研のみであり、国際的人材育成に顕著な
効果がある。 
また、博士後期課程学生を国際共同プログラム分担者として受け入れ、フェローシップ制度を
新設し、3 ヶ月までの短期留学の滞在費の一部支援を行い、ワークショップ等においても学生の
発表を奨励している。 
 
２－２－３．大洗原子力材料夏の学校、インターンシップ 
量子エネルギー材料科学国際研究センター（大洗）では、大学院生を対象とした夏の学校、高
等専門学校学生を対象としたインターンシップを実施している。2013 年度には経産省の「安全性
向上原子力人材育成委託事業」に採択され、大洗地区の原子力関連事業所と連携を深め充実を図
っている。 
2013 年度は夏の学校を 8 月 5～9 日に実施し、全国 16 大学から 38 名の参加があった。インタ
ーンシップは 8 月 26～30 日に実施し、2012 年度を上回る全国 5 高専・1 大学から 19 名の参加
があった。 
 
２－２－４．金研講演会 
1949 年の第 1 回講演会以来、所内講演者に加えて異なる専門分野の研究者を特別講師として
学内外から招聘し、毎年度 2 回（春・秋）開催している。特に、学生を含む若手研究者の研究発
表の実践修練の場としてポスター発表を実施し（英語発表を奨励）、優秀発表を表彰することで研
究奨励している。 
 2013 年度は第 125・126 回を迎え、各 100 名程度の参加者と 100 件以上のポスター発表があ
った。 
 
２－３ 共同利用・共同研究拠点 
本所は、2009 年 6 月に共同利用・共同研究拠点に正式採択され、この拠点申請に伴い計算材
料学センターの共同利用も 2009 年度より開始・実施されている。国際共同研究センター
（ICC-IMR）での国際共同研究も各センターが行う共同利用・共同研究と密接に連携して行われ
ている。所全体での共同利用・共同研究への取組みの結果、本拠点への参画人数は約 1,700 人と
なった。 
2013 年度は、以下のとおり共同利用・共同研究を受け入れた。 
区分 件数/参画研究者数（のべ来所人数） 
研究部 123 件/820 人（2,100 人） 
量子エネルギー材料科学国際共同研究センター 73 件/100 人(600 人) 
新素材共同研究開発センター 94 件/120 人(400 人) 
強磁場超伝導材料研究センター 68 件/170 人(2,500 人) 
計算材料学センター 23 件/100 人 
 
2013 年度に文科省により実施された国立大学法人各拠点に対する中間評価においては、最高位
である S 評価を得、材料科学分野に関する学理の探求と応用研究についての実績と、若手人材育
成や大型プロジェクトの提案等を通じた研究者コミュニティ発展への貢献に対する高い評価を受
けた。 
 
２－４ 国際研究活動 
国際共同研究センター（International Collaboration Center：ICC-IMR）は、大学の国際化のため
に必要な国際共同研究・国際交流機関として設置され、プロジェクト研究（2年間）、短期滞在型
共同研究、ワークショップ開催、客員教授招聘、若手フェローシップ、国際共同研究の企画等の
プログラムを行っている。プロジェクト研究は、英語での国際的にオープンな応募、外国人レフ
ェリーによるPeer Reviewなど、グローバルな基準に合致するプログラムとなっている。 
2013年度は10カ国の研究者を含む5件のプロジェクト研究課題と6名の客員教授を含む17件の
課題が実施され、50名の外国人研究者を招聘し合計で151名、延べ356名の外国人研究者を受け入
れ、国際的に高水準の研究を展開している。その成果は共同研究者の所属する海外の研究機関で
も研究ハイライトとして取り上げられ、内外での認知度も高い。また、国際共同研究を通じて、
金研発の研究機器を海外の大学に輸出する Material Transfer Agreement (MTA) 事業にも取り
組み、2013年度は英国マンチェスター大学へ独自開発機器の輸出を行った。本学はもとより国内
でも他に類を見ない取組みである。 
研究成果の国際発信では、特に優れた研究成果を英語で取り纏めた「Research Highlights」を引き続
き発行し、海外の 500 もの研究機関に発信している。この取組は、本所の国際的認知度の向上に貢献し
ている。 
 
２－５ 産学連携活動の推進 
 大阪に拠点を置く関西センターや本所産学官連携推進室、各プロジェクトを中心とした活動を
強化し、政府が戦略として掲げるものづくり分野の振興に資する社会貢献や大学シーズ技術の実
用化支援を推進している。 
 
２－５－１．関西センターの取組み 
 本センターにおける、2013 年度の特筆すべき産学官連携活動は以下のとおりである。 
ⅰ）兵庫県立大学および大阪府立大学との学学連携や、ベイエリアコンソーシアム、大阪産業振
興機構などとの産学官連携に基づいた共同セミナーや、チタン・ステンレス業界への連続講
義を通じて、多様なものづくり教育を実践した。 
ⅱ）40 社と共同研究契約中で、うち 2 件が実用販売（前年度継続）、3件がサンプル出荷を行った。
また 2013 年度中小企業庁戦略的基盤技術高度化支援事業に 2 件採択され、共同研究企業が
(株)産業革新機構の支援を得てベンチャー企業を創設した。 
ⅲ）クリエイションコア・東大阪産学連携フロア内での技術相談は 487 件（フロア全体の約 26％）
にのぼり、相談企業は関西圏だけでなく全国にわたり、初めてフランス企業からの相談も担
当した。 
ⅳ）本学 TLO である東北テクノアーチと連携し、共同研究推進と研究成果知財化を行い、11 件の
特許を出願し、3 件が新規登録となった。 
ⅴ）日本経済新聞社が本事業を取材し、本センターの技術相談と企業人教育の二点において高い
評価を得た。（2014 年 2 月 13 日付全国版朝刊に掲載） 
 
２－５－２．産学官連携推進室の取組み 
（１）産学連携先端材料研究開発センター（MaSC）の体制整備 
 2014 年 4 月より活動開始した本学当該センターについては、現在、本格稼動に向けてインフラ
整備や安全衛生管理体制構築を行っている。本所はこの設立準備・体制整備に貢献している。現
在、金研重点 3 分野である「エネルギー材料」、「エレクトロニクス材料」、「社会基盤材料」にお
ける先進材料開発展開を目的として複数研究室が入居し産学連携研究を推進している。 
 
（２）金研夏期講習会 
 初代所長本多光太郎の言「産業は学問の道場」を実践する取組である「金研夏期講習会」を 90
年以上前から企業研究者を対象として開催している。近年は隔年で仙台と国内他地域での交互開
催とし、新たな地域産業界とのつながりを構築し、より広範な参加企業、参加者との交流促進を
図っている。 
 2013 年度は兵庫県立工業技術センターにおいて開催した。講義・実習から成る 3 日間のプログ
ラムで、企業関係の技術者・研究者、学生等約 30 名の受講生の参加があった。 
 
２－５－３． 東北発 素材技術先導プロジェクト（超低損失磁心材料研究領域）の取組み 
 本プロジェクトは、文科省補助金により本学において 2012 年 6 月に開始された素材技術研究開
発拠点形成事業であり、東北素材産業の発展を牽引し、東日本大震災からの復興に資することを
目指す。「超低損失磁心材料技術領域」として、磁心材料等の開発にかかる研究を本所の牧野彰宏
教授が代表者となり「超低損失ナノ結晶軟磁性材料研究開発センター」を基盤に推進している。 
東北素材産業の発展に対しては、東北地域及び大手企業と共同で、材料の実用化研究ならびに
応用実証研究を本格開始した。その結果、共同研究企業数はプロジェクト開始前の 5 社（内東北
関連企業 1社）から、2013 年度末には 12 社（内東北関連企業 5 社）に大幅に拡大した。また「地
域連携研究フォーラム」を 2013 年 3 月と 10 月の 2 回開催し、地域の関連企業約 30 社をはじめ、
行政・研究機関併せて 100 名を超える参加を得た。同フォーラムは、市場/技術セミナー、成果報
告、情報交換、施設見学会等を継続して実施中である。これらの産学・地域連携活動により、今
後の東北発産業形成に向けた産業ネットワークを形成した。 
 
２－５－４．ナノテク融合技術支援センターの活動 
 本所教員（今野豊彦教授）がセンター長を務め、本学産学連携本部に設置される当該センター
において、3 つの分野（微細構造解析、分子・物質合成、微細加工）の最先端機器の開放や技術
支援・研究相談をナノテクノロジー研究に携わる産学官の利用者に対して行っている。また、当
該センターは2012年7月から発足した文科省主管のナノテクノロジープラットフォームに東北地
区唯一の共用設備運用組織として参画している。 
 
２－５－５．技術シーズの事業化促進 
 大学主導型の事業化に向けた新たな取組として 2013 年度に創設された本学ビジネス・インキュ
ベーション・プログラム（BIP）において、本所から 2 課題が採択されている（吉川彰教授：「新
規ランガサイト系圧電単結晶と情報通信用圧電デバイスの実用化開発」、牧野彰宏教授：「ヘテロ・
アモルファス磁性材料の開発・実用化」）。事業化に向けた研究開発を促進している。 
 ２－６ 社会貢献活動 
 
２－６－１．福島原発事故対応:計測技術開発と地方自治体からの放射能汚染検査依頼対応 
 日本原子力研究開発機構と連携して機器開発を進めている。耐放射線光ファイバを用いた第一
世代耐放射線イメージファイバの試作を当該機構が中心となり進めている。事故関連の廃棄物処
理研究施設の詳細計画立案に参画している。地方自治体からの検査依頼に基づき、土壌や水など
の放射能汚染分析を事故直後から現在も継続して行っている。 
 
２－６－２．一般市民を対象とした主な公開講座や本所公開活動等の実施 
（１）片平まつり 
 本学附置研究所等では、一般市民を対象とした最先端の研究内容の公開：「片平まつり」を隔
年開催している。2013 年度には本所が担当部局となり、「きてみてふれて！科学の力」をキャッ
チフレーズに、科学の面白さを実感できる様々なプログラムを実施した。7,000 人を超える来場
者を迎え、研究所群が科学への理解を広める催しとして成功を収めた。 
 
（２）みやぎ県民大学 
 宮城県からの委託を受け、広く一般市民へ専門的な学習機会を提供することを目的に、毎年本
所で開講している。2013 年度は 8 月 19～22 日に 20 名の参加者を得た。「地球にやさしいエネル
ギーと環境・省エネルギー技術」をテーマに、40 代から 80 代までの幅広い世代の受講者に、循
環型社会構築にかかる最新の研究事情を紹介し、多様な意見の交換の場として機能を果たした。 
 
（３）出前授業 
 小中高校生との連携の一環として、子供たちに科学の楽しさ、面白さを実感してもらうことを
目的に、各種の出前授業を毎年度約 20 件程度実施している。2013 年 10 月実施「楽しい理科のは
なし 2013」（河北新報社主催）では、本所複数教員が理科実験に関する出前授業を行い、イベン
ト全体では約 2,000 人の参加を得るなど非常に効果的な活動を行っている。 
 
（４）本所見学者への対応 
初代所長本多光太郎の執務室であった本多記念室や資料展示室を一般公開しており、国内外か
らの見学者を受け入れている。 
また、本所各研究部門・附属施設では外部からの見学・研修依頼があった際には多岐に渡って
受入れを行っている。2013 年度は、台湾工業技術院、ゲッティンゲン大学などの国際機関等から、
県内外の小中高等学校といった学生研修まで、様々な方面からの依頼に対応して本所を公開した。 
本所活動に高い関心を示す企業・教育研究機関等に対し、また進路選択の一助となるように広く
小中高校生に対して本所公開を行うことは有効な社会貢献活動である。 
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（１）運営協議会  
委員長 岸  輝雄 （物質・材料研究機構） 
委 員 鈴木 厚人 （高エネルギー加速器研究機構長） 
 佐久間 健人 （高知工科大学長） 
 加藤  博 （東北発電工業株式会社取締役社長） 
 戸﨑 泰之 （住友金属工業株式会社取締役副社長） 
 太田 賢司 （シャープ株式会社代表取締役 副社長執行役員） 
 家  泰弘 （東京大学物性研究所長） 
 林  静雄 （東京工業大学応用セラミックス研究所長） 
 塙  隆夫 （東京医科歯科大学生体材料工学研究所長） 
 高井  治 （名古屋大学エコトピア科学研究所長） 
 佐藤 直樹 （京都大学化学研究所長） 
 中田 一博 （大阪大学接合科学研究所長） 
 福村 裕史 （東北大学大学院理学研究科長） 
 金井  浩 （東北大学大学院工学研究科長） 
 田路 和幸 （東北大学大学院環境科学研究科長） 
 早瀬 敏幸 （東北大学流体科学研究所長） 
 中沢 正隆 （東北大学電気通信研究所長） 
 河村 純一 （東北大学多元物質科学研究所長） 
 小林 広明 （東北大学サイバーサイエンスセンター長） 
 新家 光雄 （東北大学金属材料研究所長） 
 
（２）共同利用・共同研究委員会  
委員長 新家 光雄 （東北大学金属材料研究所長） 
委 員 瀧川  仁 （東京大学物性研究所） 
 長谷川 正 （名古屋大学大学院工学研究科） 
 中野 貴由 （大阪大学大学院工学研究科） 
 柿本 浩一 （九州大学応用力学研究所） 
 江刺 正喜 （東北大学原子分子材料科学高等研究機構） 
 中沢 正隆 （東北大学電気通信研究所長） 
 河村 純一 （東北大学多元物質科学研究所長） 
 
（３）運営会議 
構成員 新家 光雄 （所 長） 
 高梨 弘毅 （副所長、研究企画室長） 
 古原  忠 （副所長、情報企画室長） 
 今野 豊彦 （戦略企画室長） 
 宇田  聡 （目標・計画対策室長） 
 千葉 晶彦 （産学官連携推進室長） 
 折茂 慎一 （教授会代表） 
 野尻 浩之 （教授会代表） 
 四竃 樹男 （オブザーバー） 
 佐藤 義幸 （事務部長） 
 
（４）研究企画室会議 （５）情報企画室会議 
 室 長 高梨 弘毅 教授  室長 古原  忠 教授 
 副室長 折茂 慎一 教授  室員 早乙女康典 教授 
室 員 齊藤 英治 教授  牧野 彰宏 教授 
 渡邉 和雄 教授  佐々木孝彦 教授 
 後藤  孝 教授  阿部 弘亨 教授 
 我妻 和明 教授  松岡 隆志 教授 
 野尻 浩之 教授  Gerrit Ernst-Wilhelm Bauer 教授 
 正橋 直哉 教授  米永 一郎 教授 
 杉山 和正 教授  佐藤 義幸 事務部長
 永井 康介 教授    
 吉川  彰 教授    
 佐藤 義幸 事務部長    
      
（６）戦略企画室会議 （７）目標・計画対策室会議 
 室長 今野 豊彦 教授  室長 宇田  聡 教授 
 室員 新家 光雄 教授  室員 新家 光雄 教授 
 高梨 弘毅 教授  高梨 弘毅 教授 
 古原  忠 教授  古原  忠 教授 
 宇田  聡 教授  佐々木孝彦 教授 
 松岡 隆志 教授  吉川  彰 教授 
 野尻 浩之 教授  佐藤 義幸 事務部長
 佐藤 義幸 事務部長    
      
      
      
      
      
（８）産学官連携推進室会議 （９）安全衛生管理室 
 室長 千葉 晶彦 教授  室長 高梨 弘毅 教授 
 室員 松岡 隆志 教授  室員 古原  忠 教授 
 吉川  彰 教授  我妻 和明 教授 
 宇田  聡 教授  野尻 浩之 教授 
 今野 豊彦 教授  松岡 隆志 教授 
 牧野 彰宏 教授  千葉 晶彦 教授 
 折茂 慎一 教授  折茂 慎一 教授 
 佐藤 義幸 事務部長  阿部 弘亨 教授 
    加藤 秀実 准教授 
    野島  勉 准教授 
    高橋 嘉典 経理課長
 
　１．研究経費の状況
  　【歳出予算の推移】
　　 　金額（単位 ： 百万円）
  　【奨学寄付金・産学連携等研究費の推移】
第３章　財　政
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産学連携等研究費
　　 　金額（単位 ： 百万円）
  　【科学研究費補助金の推移】
　　 　金額（単位 ： 百万円）
72 1,406 
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2013年度
2012年度
2011年度
2010年度
2009年度
（直接経費のみ）（単位：千円）
件 数 金 額 件 数 金 額
申請 0 0 0 0
採択 0 0 0 0
申請 0 0 0 0
採択 0 0 0 0
申請 9 61,300 13 122,650
採択 5 23,000 6 23,500
申請 2 111,100 4 191,000
採択 1 47,600 3 137,600
申請 13 222,700 16 296,434
採択 8 107,900 10 112,600
申請 33 188,425 26 142,990
採択 22 80,400 17 72,493
申請 23 38,113 22 41,283
採択 11 13,600 11 11,700
申請 43 111,328 43 100,032
採択 17 28,300 26 39,810
申請 15 130,152 17 222,450
採択 6 21,000 10 69,100
申請 30 61,573 35 80,112
採択 14 18,900 17 23,600
申請 7 10,500 1 1,397
採択 1 1,500 0 0
申請 0 0 1 600
採択 0 0 1 600
申請
採択 0 0 0 0
申請 16 12,027 10 8,800
採択 16 11,827 10 8,400
申請 0 0 0 0
採択 0 0 0 0
申請 191 947,218 188 1,207,748
採択 101 354,027 111 499,403
基盤研究（Ｃ）
2．科学研究費助成事業の申請および採択状況
研究種目 項目
２０１２年度 ２０１３年度
特別推進研究
特定領域研究
新学術領域研究
（研究領域提案型）
基盤研究（Ｓ）
基盤研究（Ａ）
基盤研究（Ｂ）
挑戦的萌芽研究
若手研究（Ａ）
若手研究（Ｂ）
研究活動スタート支援
奨励研究
研究成果公開促進費
特別研究員奨励費
その他
(厚生労働科学研究費補助金等）
合  計
３．科学研究費補助金交付一覧
【本研究所教職員等が研究代表者の場合（114件）】
研究種目
  研究代表者　　　　　　         身分    　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　 研究課題
新学術領域研究
23109006
格子歪エネルギー解析によるシンクロ型ＬＰＳＯ構造形成メカニズム解明
古原　忠 教授 10,300,000円 2011-2015
.
24108704
超強磁場によるスピン多重度制御と量子巨大応答
野尻　浩之 教授 2,200,000円 2012-2013
24108714
ドナー・アクセプター配位プログラミングによる電子・スピン制御
宮坂　等 教授 3,200,000円 2012-2013
25102703
4次元トモグラフィによるバルクナノメタル変形過程の可視化
佐藤　和久 助教 4,700,000円 2013-2014
25103702
スピンポンプによるトポロジカル絶縁体へのスピン流注入と逆スピンホール効果
塩見　雄毅 助教 1,800,000円 2013-2014
25103703
トポロジカル凝縮相における量子交差相関現象
野村　健太郎 准教授 1,300,000円 2013-2014
基盤研究（Ｓ）
23224009
超強磁場中性子・XMCDによる量子磁気偏極相の解明
野尻　浩之 教授 36,100,000円 2011-2015
.
25220910
規則合金スピントロニクス材料の新展開
高梨　弘毅 教授 68,800,000円 2013-2017
25220911
高密度水素化物の材料科学-水素の結合自由度を利用したハイドライド・ギャップの克服
折茂　慎一 教授 32,700,000円 2013-2017
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
基盤研究（Ａ）
23246119
自己組織化を用いた高強度・高靱性Fe基バルク・ヘテロ金属ガラスの創成
牧野　彰宏 教授 8,500,000円 2011-2014
.
24241032
量子ビームを利用した高水素組成の金属水素化物研究
青木　勝敏 教授 14,400,000円 2012-2014
24245012
導電性分子磁石における協奏的多重機能の創出
宮坂　等 教授 6,900,000円 2012-2014
24246103
ワイドギャップ半導体結晶中の転位の運動特性と電子・光学物性の解明
米永　一郎 教授 7,100,000円 2012-2014
24246111
骨の力学機能に立脚した脊椎固定用異方性材料デザイン
新家　光雄 教授 6,300,000円 2012-2016
24246155
先端ナノ組織分析による事故時加熱環境を考慮した原子炉構造材料の劣化機構解明と予測
永井　康介 教授 11,700,000円 2012-2014
25246009
オープンセル型ナノポーラスシリコンの開発と長寿命大容量リチウムイオン電池への応用
加藤　秀実 准教授 21,300,000円 2013-2016
25246032
スプリット型25T無冷媒超伝導マグネットの開発研究
渡辺　和雄 教授 7,100,000円 2013-2015
25247055
アクチノイド化合物の新奇強磁性超伝導の探索と磁場誘起現象
青木　大 教授 24,600,000円 2013-2015
25247056
Spin Mechanics
Ｂａｕｅｒ　Ｇｅｒｒｉｔ 教授 4,700,000円 2013-2017
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
基盤研究（Ｂ）
23310049
スクラップ素材の高度分別のための変調測光レーザ誘起プラズマ発光分析装置の開発
我妻　和明 教授 1,100,000円 2011-2013
.
23340093
銅酸化物高温超伝導体における多電子自由度が絡むマルチダイナミクスの研究
藤田　全基 教授 2,600,000円 2011-2014
23340094
４０T超強磁場・軟X線磁気円二色性による電気磁気効果の微視的解明
鳴海　康雄 准教授 2,200,000円 2011-2013
23360004
ナノスピン超構造を用いた位相同期型高出力発振・高感度検波素子の創製
水口　将輝 准教授 2,400,000円 2011-2013
23360283
リラクサーのヘテロナノ組織形成機構と誘電物性の解明
木口　賢紀 准教授 2,400,000円 2011-2013
23360299
生体医療用コバルト合金における粒界からのイプシロン－マルテンサイト形成機構の解明
小泉　雄一郎 准教授 2,100,000円 2011-2013
23360316
「制御加熱」による鉄鋼の相変態ダイナミクスの制御
古原　忠 教授 1,100,000円 2011-2013
23360333
原子レベルで解明するダイカルシウムシリケートのリン酸キャパシティと新素材への展開
杉山　和正 教授 5,400,000円 2011-2013
24340073
複合スピン秩序パラメータのダイナミックスによるエレクトロマグノン
木村　尚次郎 准教授 1,033,989円 2012-2014
24360002
化学量論の本質により化学量論点と調和融解点を一致させたタンタル酸リチウムの創成
宇田　聡 教授 6,500,000円 2012-2014
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
24360284
混乱原理に基づく高エントロピー・バルク金属ガラスの創製、性状の解明と応用化
竹内　章 教授 3,800,000円 2012-2016
24360389
酸素格子欠陥構造に基づく不定比性酸化物燃料の機構論的物性モデルの研究
小無　健司 准教授 6,460,000円 2012-2014
25286040
磁性原子３Ｄ中距離局所構造解析による室温強磁性半導体の機能発現の研究
林　好一 准教授 7,900,000円 2013-2015
25287080
強相関分子性導体の階層的電荷・スピン・格子ダイナミクスの研究
佐々木　孝彦 教授 2,700,000円 2013-2016
25289217
Ni基ホイスラー合金の磁場誘起構造相変態に伴う巨大磁気抵抗効果の起源解明
梅津　理恵 准教授 6,800,000円 2013-2015
25289223
レーザー照射活性場を援用した回転CVDによるナノ構造制御触媒材料の開発
後藤　孝 教授 9,600,000円 2013-2015
25289356
スマートグリッド用バナジウム固体塩電池を高容量化するための濃厚塩安定相の基礎研究
山村　朝雄 准教授 8,400,000円 2013-2015
基盤研究（Ｃ）
23540434
水の過冷却液体状態での挙動の大規模計算機実験による解明
寺田　弥生 准教授 1,000,000円 2011-2013
.
23560782
k空間の相平衡・相変態理論
毛利　哲夫 教授 800,000円 2011-2013
23560857
鋳造欠陥の極めて少ない、高品位ガラス合金およびヘテロアモルファス合金の作製
横山　嘉彦 准教授 1,100,000円 2011-2013
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
24540357
電荷－スピン自由度の結合－非結合系におけるベリー位相物性の開拓
井口　敏 准教授 1,200,000円 2012-2014
24560362
オール窒化物半導体による白色光源の実現に向けた赤色発光層の開発
松岡　隆志 教授 700,000円 2012-2014
24560869
材料の強度特性・破壊予測を目指した放射光X線によるミクロ組織イメージング法の構築
佐藤　成男 准教授 1,100,000円 2012-2014
24560870
Niアモルファス合金の高耐食メカニズムの解明とそれに基づいた溶射皮膜の創製
網谷　健児 准教授 800,000円 2012-2014
25390040
マイクロ磁気流体力学的効果によるキラル界面生成とキラル分子認識
茂木　巖 助教 1,600,000円 2013-2015
25400314
第一原理計算と分子動力学計算による強誘電体の焦電効果と電気熱量効果の最適化
西松　毅 助教 800,000円 2013-2015
25400336
パルス強磁場中性子回折装置の開発とフラストレート磁性体の研究
吉居　俊輔 助教 1,700,000円 2013-2015
25400337
磁性絶縁体/金属ナノ構造におけるスピンホール磁気抵抗効果の理論的研究
高橋　三郎 助教 900,000円 2013-2015
挑戦的萌芽研究
23656422
金属溶湯中で生じるデアロイング現象を利用した新規ポーラス金属作製技術の確立と応用
加藤　秀実 准教授 700,000円 2011-2013
.
24655163
有機薄膜トランジスタの界面ドープによるスピン物性探索
藤川　安仁 准教授 500,000円 2012-2013
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
24655186
還元性高速焼結法を駆使した透明な欠陥導入セラミックスの創製
伊藤　暁彦 助教 800,000円 2012-2013
24656002
垂直磁化薄膜における異常ネルンスト効果の微視的な機構解明
水口　将輝 准教授 1,400,000円 2012-2013
24656004
J-PARCの白色中性子線を用いた多波長原子分解能ホログラフィー法の確立
大山　研司 准教授 700,000円 2012-2014
24656059
超高強度－高導電性水素化銅チタン合金線の開発と非破壊１００テスラ磁場発生
鳴海　康雄 准教授 800,000円 2012-2014
24656366
ハーフメタル性と高い相安定性を有する新規Mn基ホイスラー合金の探索
梅津　理恵 准教授 1,500,000円 2012-2013
24656367
放射光γ線ホログラフィーの確立による化学状態選択的原子イメージングの研究
林　好一 准教授 1,900,000円 2012-2014
24656372
内部ポテンシャル変調に着目した強誘電体薄膜リーク機構の解明
木口　賢紀 准教授 1,200,000円 2012-2013
24656399
Mg基非晶質合金を負極活物質とした高性能金属－空気電池の創製と発電制御因子の解明
山浦　真一 准教授 1,300,000円 2012-2013
24656401
非平衡プロセスによる超軽量・高耐食性多目的Ti－Mg合金の創製
新家　光雄 教授 2,000,000円 2012-2013
24656575
常温・常圧下の氷を用いたガス貯蔵材料の創製
水関　博志 准教授 1,200,000円 2012-2013
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
25600010
マイクロスピンポンピング法を用いた有機半導体単結晶におけるスピン輸送
関　剛斎 助教 2,800,000円 2013-2014
25600037
ナノ結晶組織制御による省資源・低環境負荷型Ｆｅ基硬磁性合金の創製
牧野　彰宏 教授 1,700,000円 2013-2014
25600083
成長中に電流を印加し周期双晶構造を構築した深紫外光発光用四ホウ酸リチウム単結晶
宇田　聡 教授 1,800,000円 2013-2014
25600085
表面光反射の対称性を利用した新規結晶方位解析法
沓掛　健太朗 助教 2,500,000円 2013-2014
25600130
共添加による価数制御法を用いたEu:SrI2シンチレータの発光量世界記録更新
吉川　彰 教授 1,600,000円 2013-2014
25610086
軟X線MCD検知ESR法の開発と表面・界面磁性への応用
野尻　浩之 教授 1,700,000円 2013-2014
25620041
電荷移動DA鎖への不活性種ドープによる磁気・電子物性制御
宮坂　等 教授 2,100,000円 2013-2014
25630004
生体用弾性率自己調整金属の応力応答性自己強化－応力誘起オメガ相に秘められた可能性
仲井　正昭 准教授 1,600,000円 2013-2014
25630059
断熱消磁による極低温までの超高速物性測定法の開発
青木　大 教授 1,700,000円 2013-2014
25630273
レーザー活性化CVDによる立方晶SiC高速エピタキシャル成長
後藤　孝 教授 1,700,000円 2013-2014
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
25630315
変態歪蓄積を利用した巨大歪加工による構造用金属材料の結晶粒微細化
宮本　吾郎 准教授 1,400,000円 2013-2014
25630317
超微細塑性加工と相分離現象を融合した高アスペクト比ナノ微細加工プロセスの創成
小泉　雄一郎 准教授 1,600,000円 2013-2014
25630321
新規熱処理の概念「SMCプロセシング」の確立を目指した鉄鋼の高機能化研究
古原　忠 教授 1,110,000円 2013-2014
25650017
交流電場を用いたエントロピー操作によるタンパク質結晶の高品質化技術の開発
小泉　晴比古 助教 2,500,000円 2013-2014
若手研究（Ａ）
23686008
酸化亜鉛系強相関2次元電子系の輸送特性評価と新奇量子相探索に関する研究
塚崎　敦 教授 2,000,000円 2011-2013
.
23686010
極性ワイドギャップ半導体の量子情報処理応用に関する研究
片山　竜二 准教授 2,000,000円 2011-2013
23686098
粒内核生成による鉄鋼材料のせん断型変態組織の微細化
宮本　吾郎 准教授 2,000,000円 2011-2013
23686104
水素中時効による高強度・高導電性チタン銅合金の開発原理
千星　聡 准教授 2,300,000円 2011-2013
25702027
骨の特異力学機能に学ぶ応力応答性自己強化金属製インプラントの開発原理
仲井　正昭 准教授 5,400,000円 2013-2016
25706018
mono-like Si結晶におけるシード境界からの転位発生メカニズムの解明
沓掛　健太朗 助教 8,300,000円 2013-2016
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
25707029
スピン・格子複合ダイナミクスに基づくスピン流物性の開拓
内田　健一 助教 15,500,000円 2013-2014
25708040
電界効果による物質の相制御と新奇トランジスタ技術の創生
中野　匡規 助教 13,800,000円 2013-2014
25709056
高性能スピンデバイスのためのねじれ磁気構造材料の創製
関　剛斎 助教 14,300,000円 2013-2015
25709069
レーザー反応場における高速化学気相析出のダイナミクスを利用した完全配向成長の実現
伊藤　暁彦 助教 3,500,000円 2013-2015
若手研究（Ｂ）
24760003
高磁気異方性垂直磁化膜による半導体へのスピン注入
窪田　崇秀 助教 1,100,000円 2012-2013
.
23760822
溶質集合体―照射欠陥相互作用の実空間解析によりステンレス鋼の照射硬化機構の解明
外山　健 講師 1,000,000円 2011-2013
24740211
量子凝縮系におけるトポロジカル熱力学応答
野村　健太郎 准教授 800,000円 2012-2013
24750057
高機能吸着・誘電複合材料の創製に向けた強誘電多孔性配位高分子の開発
高坂　亘 助教 1,000,000円 2012-2013
24760246
3次元アトムプローブによる半導体中に共注入した異種不純物間の相互作用の解明と制御
清水　康雄 助教 1,200,000円 2012-2013
24760558
CVD表面修飾粉体の急速加熱焼結による緻密ダイヤモンドベース複合体の合成
且井　宏和 助教 1,600,000円 2012-2013
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
24760566
優れた水素吸放出特性を発揮する共連続構造マグネシウムナノコンポジット材料の開発
和田　武 助教 1,800,000円 2012-2013
24760567
微量貴金属含有チタン銅アモルファス合金を用いる超微細ナノポーラス銅の開発
淡　振華 助教 1,800,000円 2012-2013
24760573
陽電子消滅法による耐熱鋼の新しい余寿命予測法の開発
井上　耕治 准教授 800,000円 2012-2013
24760591
可動双晶界面導入によるマグネシウム合金の高制振性と高強度を両立する技術の創製
李　云平 助教 1,100,000円 2012-2014
25790053
高分子強誘電体極薄膜を用いた新規強誘電性トンネル接合素子の創製
中嶋　宇史 助教 1,500,000円 2013-2014
25790079
X線と中性子の相補的活用による高圧ランダム物質の３次元構造探索
有馬　寛 助教 1,600,000円 2013-2015
25800184
Dynamics of Topological Textures in Antiferromagnetic Nanostructures
Ｔｒｅｔｉａｋｏｖ　Ｏｌｅｇ 助教 1,400,000円 2013-2015
25820348
表面特性制御による骨形成を促進あるいは抑制するチタン合金表面の創製
稗田　純子 助教 1,800,000円 2013-2014
25820350
高クロム高窒素コバルト合金レーザー積層造形体の疲労メカニズムの解明
蘇　亜拉図 助教 1,100,000円 2013-2016
25820367
Ti-Mn合金における弾性率の特異挙動の解明および低弾性率化と高強度化の両立
趙　研 助教 800,000円 2013-2014
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
25870055
東北地方の土壌中における放射性同位体の分布、存在形態及び除去技術の開発
柏倉　俊介 助教 2,700,000円 2013-2014
25870061
抗菌性銀添加型ハイドロキシアパタイトの創製と形態制御
佐藤　充孝 助教 1,500,000円 2013-2014
研究活動スタート支援
25889003
スピン波を用いた新規スピン流－電流変換機構の開拓
井口　亮 助教 1,100,000円 2013-2014
.
奨励研究
25921009
放電プラズマ焼結法による透明セラミックスシンチレータ材料の探索
原田　晃一 技術一般職員 600,000円 2013-2014
.
特別研究員奨励費
24・7292
高効率磁気冷凍のための特異磁気相転移の動力学制御
矢子　ひとみ 特別研究員（ＰＤ） 900,000円 2012-2013
.
24・8082
3次元アトムプローブによるシリコン中ホウ素分布への炭素共注入効果の解明とその制御
高見澤　悠 特別研究員（ＰＤ） 900,000円 2012-2013
24・8210
生体医療用コバルト合金における変形誘起マルテンサイト変態支配因子の解明
李　秉洙 特別研究員（ＰＤ） 900,000円 2012-2013
25・6481
放射線治療の為の近赤外領域発行シンチレータの開発
山路　晃広 特別研究員（ＤＣ２） 1,000,000円 2013-2014
25・10877
新規窒化物半導体共振器構造による光制御に関する研究
正直　花奈子 特別研究員（ＤＣ１） 1,100,000円 2013-2015
25・10932
Co-Cr-Mo合金の窒素添加による導入されるナノヘテロ構造を利用した組織制御
山中　謙太 特別研究員（ＰＤ） 1,000,000円 2013-2014
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
25・2373
クラスター変分法によるB2規則相中の転位芯構造の解析
山田　泰徳 特別研究員（ＤＣ１） 500,000円 2013-2015
23・01326
スピンクロスオーバーを示すナノ磁性体のミクロ多自由度ハミルトニアンに基づく理解
野尻　浩之
（BAKER
MICHAEL LLOYD）
外国人特別研究員 400,000円 2011-2013
23・01373
ナノスケールサイズのトポロジカル絶縁体の電子構造と電気伝導性に関する理論研究
ベロスルドフ・ロディオン
（RANJBARDIZAJ　Ahmad）
外国人特別研究員 600,000円 2011-2013
23・01375
レーザー・プラズマハイブリッドCVDによる高配向超電導膜の高速合成
後藤　孝
（ZHAO Pei）
外国人特別研究員 800,000円 2011-2013
23・01381
高温環境下における酸化物分散強化綱の機械的特性と微細組織変化の相関
阿部　弘亨
（LI Yanfen）
外国人特別研究員 800,000円 2011-2013
【本研究所教職員等が研究分担者の場合(20件)】
研究種目
  研究分担者　　    身分　　　      2013年度配分額　　研究代表者　　   研究代表者所属機関
　 研究課題
新学術領域研究
バルクナノメタルにおける力学特性の解明と変形理論構築
紙川　尚也 助教 6,000,000円 加藤　雅治 東京工業大学
.
シンクロ型ＬＰＳＯ構造の材料科学-次世代軽量構造材料への革新的展開-
古原　忠 教授 4,440,000円 河村　能人 熊本大学
空間反転対称性を破る電子流体の新奇現象
野島　勉 准教授 1,750,000円 鄭　国慶 岡山大学
基盤研究（Ｓ）
電界効果による磁性の制御と誘起
塚崎　敦 教授 10,602,000円 千葉　大地 東京大学
.
量子化磁束のダイナミクス制御と物質科学への展開
淡路　智 准教授 2,500,000円 松本　要 九州工業大学
基盤研究（Ａ）
白金を含む多元金属ナノ粒子の内部構造と触媒活性の関係の研究
水越　克彰 准教授 120,000円 山本　孝夫 大阪大学
.
中性子散乱分光による超伝導-反強磁性相図と擬ギャップ状態の研究
藤田　全基 准教授 400,000円 山田　和芳 高エネルギー加速器研究機構
中性子散乱分光による超伝導-反強磁性相図と擬ギャップ状態の研究
大山　研司 准教授 3,200,000円 山田　和芳 高エネルギー加速器研究機構
ダイナミック構造変化を利用した高強度・高延性ナノ結晶合金の創製
早乙女　康典 教授 300,000円 山崎　徹 兵庫県立大学
研究種目
  研究分担者　　    身分　　　      2013年度配分額　　研究代表者　　 　研究代表者所属機関
　 研究課題
ダイナミック構造変化を利用した高強度・高延性ナノ結晶合金の創製
網谷　健児 准教授 200,000円 山崎　徹 兵庫県立大学
基盤研究（B）
高レベル放射性廃棄物の処理用コンテナ材料の研究開発
佐藤　和久 助教 700,000円 石丸　学 九州工業大学
.
局所ドーピング構造半導体による量子相関光子の生成および制御
片山　竜二 准教授 100,000円 矢口　裕之 埼玉大学
局所ドーピング構造半導体による量子相関光子の生成および制御
窪谷　茂幸 助教 100,000円 矢口　裕之 埼玉大学
基盤研究（Ｃ）
放射光Ｘ線共鳴非弾性散乱による銅酸化物高温超伝導体のスピン・電荷励起
藤田　全基 准教授 800,000円 石井　賢司 日本原子力研究開発機構
.
デジタル放射光トポグラフによるタンパク質結晶の塑性と脆性の研究
小泉　晴比古 助教 100,000円 小島　謙一 横浜創英大学
スピルオーバー水素貯蔵材料の動的理論解明と高密度化
ﾍﾞﾛｽﾙﾄﾞﾌ　ﾛﾃﾞｨｵﾝ 准教授 100,000円 佐原　亮二 物質・材料研究機構
導電性高分子の電気伝導機構の解明：極低温電気抵抗とナノスケール電子状態の観測
佐々木　孝彦 教授 150,000円 西嵜　照和 九州産業大学
挑戦的萌芽研究
水素の量子性による電子状態における断熱近似の破れ
松尾　元彰 講師 500,000円 関場　大一郎 筑波大学
.
巨大正方晶歪みを有するビスマス強誘電体の電圧印加による4つの極状態の実現
木口　賢紀 准教授 400,000円 舟窪　浩 東京工業大学
研究種目
  研究分担者　　    身分　　　      2013年度配分額　　研究代表者　　 　研究代表者所属機関
　 研究課題
特別推進研究
イオントロニクス学理の構築
塚崎　敦 教授 45,000,000円 岩佐　義宏 東京大学
.
３．科学研究費補助金交付一覧
【本研究所教職員等が研究代表者の場合（114件）】
研究種目
  研究代表者　　　　　　         身分    　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　 研究課題
新学術領域研究
23109006
格子歪エネルギー解析によるシンクロ型ＬＰＳＯ構造形成メカニズム解明
古原　忠 教授 10,300,000円 2011-2015
.
24108704
超強磁場によるスピン多重度制御と量子巨大応答
野尻　浩之 教授 2,200,000円 2012-2013
24108714
ドナー・アクセプター配位プログラミングによる電子・スピン制御
宮坂　等 教授 3,200,000円 2012-2013
25102703
4次元トモグラフィによるバルクナノメタル変形過程の可視化
佐藤　和久 助教 4,700,000円 2013-2014
25103702
スピンポンプによるトポロジカル絶縁体へのスピン流注入と逆スピンホール効果
塩見　雄毅 助教 1,800,000円 2013-2014
25103703
トポロジカル凝縮相における量子交差相関現象
野村　健太郎 准教授 1,300,000円 2013-2014
基盤研究（Ｓ）
23224009
超強磁場中性子・XMCDによる量子磁気偏極相の解明
野尻　浩之 教授 36,100,000円 2011-2015
.
25220910
規則合金スピントロニクス材料の新展開
高梨　弘毅 教授 68,800,000円 2013-2017
25220911
高密度水素化物の材料科学-水素の結合自由度を利用したハイドライド・ギャップの克服
折茂　慎一 教授 32,700,000円 2013-2017
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
基盤研究（Ａ）
23246119
自己組織化を用いた高強度・高靱性Fe基バルク・ヘテロ金属ガラスの創成
牧野　彰宏 教授 8,500,000円 2011-2014
.
24241032
量子ビームを利用した高水素組成の金属水素化物研究
青木　勝敏 教授 14,400,000円 2012-2014
24245012
導電性分子磁石における協奏的多重機能の創出
宮坂　等 教授 6,900,000円 2012-2014
24246103
ワイドギャップ半導体結晶中の転位の運動特性と電子・光学物性の解明
米永　一郎 教授 7,100,000円 2012-2014
24246111
骨の力学機能に立脚した脊椎固定用異方性材料デザイン
新家　光雄 教授 6,300,000円 2012-2016
24246155
先端ナノ組織分析による事故時加熱環境を考慮した原子炉構造材料の劣化機構解明と予測
永井　康介 教授 11,700,000円 2012-2014
25246009
オープンセル型ナノポーラスシリコンの開発と長寿命大容量リチウムイオン電池への応用
加藤　秀実 准教授 21,300,000円 2013-2016
25246032
スプリット型25T無冷媒超伝導マグネットの開発研究
渡辺　和雄 教授 7,100,000円 2013-2015
25247055
アクチノイド化合物の新奇強磁性超伝導の探索と磁場誘起現象
青木　大 教授 24,600,000円 2013-2015
25247056
Spin Mechanics
Ｂａｕｅｒ　Ｇｅｒｒｉｔ 教授 4,700,000円 2013-2017
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
基盤研究（Ｂ）
23310049
スクラップ素材の高度分別のための変調測光レーザ誘起プラズマ発光分析装置の開発
我妻　和明 教授 1,100,000円 2011-2013
.
23340093
銅酸化物高温超伝導体における多電子自由度が絡むマルチダイナミクスの研究
藤田　全基 教授 2,600,000円 2011-2014
23340094
４０T超強磁場・軟X線磁気円二色性による電気磁気効果の微視的解明
鳴海　康雄 准教授 2,200,000円 2011-2013
23360004
ナノスピン超構造を用いた位相同期型高出力発振・高感度検波素子の創製
水口　将輝 准教授 2,400,000円 2011-2013
23360283
リラクサーのヘテロナノ組織形成機構と誘電物性の解明
木口　賢紀 准教授 2,400,000円 2011-2013
23360299
生体医療用コバルト合金における粒界からのイプシロン－マルテンサイト形成機構の解明
小泉　雄一郎 准教授 2,100,000円 2011-2013
23360316
「制御加熱」による鉄鋼の相変態ダイナミクスの制御
古原　忠 教授 1,100,000円 2011-2013
23360333
原子レベルで解明するダイカルシウムシリケートのリン酸キャパシティと新素材への展開
杉山　和正 教授 5,400,000円 2011-2013
24340073
複合スピン秩序パラメータのダイナミックスによるエレクトロマグノン
木村　尚次郎 准教授 1,033,989円 2012-2014
24360002
化学量論の本質により化学量論点と調和融解点を一致させたタンタル酸リチウムの創成
宇田　聡 教授 6,500,000円 2012-2014
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
24360284
混乱原理に基づく高エントロピー・バルク金属ガラスの創製、性状の解明と応用化
竹内　章 教授 3,800,000円 2012-2016
24360389
酸素格子欠陥構造に基づく不定比性酸化物燃料の機構論的物性モデルの研究
小無　健司 准教授 6,460,000円 2012-2014
25286040
磁性原子３Ｄ中距離局所構造解析による室温強磁性半導体の機能発現の研究
林　好一 准教授 7,900,000円 2013-2015
25287080
強相関分子性導体の階層的電荷・スピン・格子ダイナミクスの研究
佐々木　孝彦 教授 2,700,000円 2013-2016
25289217
Ni基ホイスラー合金の磁場誘起構造相変態に伴う巨大磁気抵抗効果の起源解明
梅津　理恵 准教授 6,800,000円 2013-2015
25289223
レーザー照射活性場を援用した回転CVDによるナノ構造制御触媒材料の開発
後藤　孝 教授 9,600,000円 2013-2015
25289356
スマートグリッド用バナジウム固体塩電池を高容量化するための濃厚塩安定相の基礎研究
山村　朝雄 准教授 8,400,000円 2013-2015
基盤研究（Ｃ）
23540434
水の過冷却液体状態での挙動の大規模計算機実験による解明
寺田　弥生 准教授 1,000,000円 2011-2013
.
23560782
k空間の相平衡・相変態理論
毛利　哲夫 教授 800,000円 2011-2013
23560857
鋳造欠陥の極めて少ない、高品位ガラス合金およびヘテロアモルファス合金の作製
横山　嘉彦 准教授 1,100,000円 2011-2013
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
24540357
電荷－スピン自由度の結合－非結合系におけるベリー位相物性の開拓
井口　敏 准教授 1,200,000円 2012-2014
24560362
オール窒化物半導体による白色光源の実現に向けた赤色発光層の開発
松岡　隆志 教授 700,000円 2012-2014
24560869
材料の強度特性・破壊予測を目指した放射光X線によるミクロ組織イメージング法の構築
佐藤　成男 准教授 1,100,000円 2012-2014
24560870
Niアモルファス合金の高耐食メカニズムの解明とそれに基づいた溶射皮膜の創製
網谷　健児 准教授 800,000円 2012-2014
25390040
マイクロ磁気流体力学的効果によるキラル界面生成とキラル分子認識
茂木　巖 助教 1,600,000円 2013-2015
25400314
第一原理計算と分子動力学計算による強誘電体の焦電効果と電気熱量効果の最適化
西松　毅 助教 800,000円 2013-2015
25400336
パルス強磁場中性子回折装置の開発とフラストレート磁性体の研究
吉居　俊輔 助教 1,700,000円 2013-2015
25400337
磁性絶縁体/金属ナノ構造におけるスピンホール磁気抵抗効果の理論的研究
高橋　三郎 助教 900,000円 2013-2015
挑戦的萌芽研究
23656422
金属溶湯中で生じるデアロイング現象を利用した新規ポーラス金属作製技術の確立と応用
加藤　秀実 准教授 700,000円 2011-2013
.
24655163
有機薄膜トランジスタの界面ドープによるスピン物性探索
藤川　安仁 准教授 500,000円 2012-2013
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
24655186
還元性高速焼結法を駆使した透明な欠陥導入セラミックスの創製
伊藤　暁彦 助教 800,000円 2012-2013
24656002
垂直磁化薄膜における異常ネルンスト効果の微視的な機構解明
水口　将輝 准教授 1,400,000円 2012-2013
24656004
J-PARCの白色中性子線を用いた多波長原子分解能ホログラフィー法の確立
大山　研司 准教授 700,000円 2012-2014
24656059
超高強度－高導電性水素化銅チタン合金線の開発と非破壊１００テスラ磁場発生
鳴海　康雄 准教授 800,000円 2012-2014
24656366
ハーフメタル性と高い相安定性を有する新規Mn基ホイスラー合金の探索
梅津　理恵 准教授 1,500,000円 2012-2013
24656367
放射光γ線ホログラフィーの確立による化学状態選択的原子イメージングの研究
林　好一 准教授 1,900,000円 2012-2014
24656372
内部ポテンシャル変調に着目した強誘電体薄膜リーク機構の解明
木口　賢紀 准教授 1,200,000円 2012-2013
24656399
Mg基非晶質合金を負極活物質とした高性能金属－空気電池の創製と発電制御因子の解明
山浦　真一 准教授 1,300,000円 2012-2013
24656401
非平衡プロセスによる超軽量・高耐食性多目的Ti－Mg合金の創製
新家　光雄 教授 2,000,000円 2012-2013
24656575
常温・常圧下の氷を用いたガス貯蔵材料の創製
水関　博志 准教授 1,200,000円 2012-2013
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
25600010
マイクロスピンポンピング法を用いた有機半導体単結晶におけるスピン輸送
関　剛斎 助教 2,800,000円 2013-2014
25600037
ナノ結晶組織制御による省資源・低環境負荷型Ｆｅ基硬磁性合金の創製
牧野　彰宏 教授 1,700,000円 2013-2014
25600083
成長中に電流を印加し周期双晶構造を構築した深紫外光発光用四ホウ酸リチウム単結晶
宇田　聡 教授 1,800,000円 2013-2014
25600085
表面光反射の対称性を利用した新規結晶方位解析法
沓掛　健太朗 助教 2,500,000円 2013-2014
25600130
共添加による価数制御法を用いたEu:SrI2シンチレータの発光量世界記録更新
吉川　彰 教授 1,600,000円 2013-2014
25610086
軟X線MCD検知ESR法の開発と表面・界面磁性への応用
野尻　浩之 教授 1,700,000円 2013-2014
25620041
電荷移動DA鎖への不活性種ドープによる磁気・電子物性制御
宮坂　等 教授 2,100,000円 2013-2014
25630004
生体用弾性率自己調整金属の応力応答性自己強化－応力誘起オメガ相に秘められた可能性
仲井　正昭 准教授 1,600,000円 2013-2014
25630059
断熱消磁による極低温までの超高速物性測定法の開発
青木　大 教授 1,700,000円 2013-2014
25630273
レーザー活性化CVDによる立方晶SiC高速エピタキシャル成長
後藤　孝 教授 1,700,000円 2013-2014
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
25630315
変態歪蓄積を利用した巨大歪加工による構造用金属材料の結晶粒微細化
宮本　吾郎 准教授 1,400,000円 2013-2014
25630317
超微細塑性加工と相分離現象を融合した高アスペクト比ナノ微細加工プロセスの創成
小泉　雄一郎 准教授 1,600,000円 2013-2014
25630321
新規熱処理の概念「SMCプロセシング」の確立を目指した鉄鋼の高機能化研究
古原　忠 教授 1,110,000円 2013-2014
25650017
交流電場を用いたエントロピー操作によるタンパク質結晶の高品質化技術の開発
小泉　晴比古 助教 2,500,000円 2013-2014
若手研究（Ａ）
23686008
酸化亜鉛系強相関2次元電子系の輸送特性評価と新奇量子相探索に関する研究
塚崎　敦 教授 2,000,000円 2011-2013
.
23686010
極性ワイドギャップ半導体の量子情報処理応用に関する研究
片山　竜二 准教授 2,000,000円 2011-2013
23686098
粒内核生成による鉄鋼材料のせん断型変態組織の微細化
宮本　吾郎 准教授 2,000,000円 2011-2013
23686104
水素中時効による高強度・高導電性チタン銅合金の開発原理
千星　聡 准教授 2,300,000円 2011-2013
25702027
骨の特異力学機能に学ぶ応力応答性自己強化金属製インプラントの開発原理
仲井　正昭 准教授 5,400,000円 2013-2016
25706018
mono-like Si結晶におけるシード境界からの転位発生メカニズムの解明
沓掛　健太朗 助教 8,300,000円 2013-2016
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
25707029
スピン・格子複合ダイナミクスに基づくスピン流物性の開拓
内田　健一 助教 15,500,000円 2013-2014
25708040
電界効果による物質の相制御と新奇トランジスタ技術の創生
中野　匡規 助教 13,800,000円 2013-2014
25709056
高性能スピンデバイスのためのねじれ磁気構造材料の創製
関　剛斎 助教 14,300,000円 2013-2015
25709069
レーザー反応場における高速化学気相析出のダイナミクスを利用した完全配向成長の実現
伊藤　暁彦 助教 3,500,000円 2013-2015
若手研究（Ｂ）
24760003
高磁気異方性垂直磁化膜による半導体へのスピン注入
窪田　崇秀 助教 1,100,000円 2012-2013
.
23760822
溶質集合体―照射欠陥相互作用の実空間解析によりステンレス鋼の照射硬化機構の解明
外山　健 講師 1,000,000円 2011-2013
24740211
量子凝縮系におけるトポロジカル熱力学応答
野村　健太郎 准教授 800,000円 2012-2013
24750057
高機能吸着・誘電複合材料の創製に向けた強誘電多孔性配位高分子の開発
高坂　亘 助教 1,000,000円 2012-2013
24760246
3次元アトムプローブによる半導体中に共注入した異種不純物間の相互作用の解明と制御
清水　康雄 助教 1,200,000円 2012-2013
24760558
CVD表面修飾粉体の急速加熱焼結による緻密ダイヤモンドベース複合体の合成
且井　宏和 助教 1,600,000円 2012-2013
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
24760566
優れた水素吸放出特性を発揮する共連続構造マグネシウムナノコンポジット材料の開発
和田　武 助教 1,800,000円 2012-2013
24760567
微量貴金属含有チタン銅アモルファス合金を用いる超微細ナノポーラス銅の開発
淡　振華 助教 1,800,000円 2012-2013
24760573
陽電子消滅法による耐熱鋼の新しい余寿命予測法の開発
井上　耕治 准教授 800,000円 2012-2013
24760591
可動双晶界面導入によるマグネシウム合金の高制振性と高強度を両立する技術の創製
李　云平 助教 1,100,000円 2012-2014
25790053
高分子強誘電体極薄膜を用いた新規強誘電性トンネル接合素子の創製
中嶋　宇史 助教 1,500,000円 2013-2014
25790079
X線と中性子の相補的活用による高圧ランダム物質の３次元構造探索
有馬　寛 助教 1,600,000円 2013-2015
25800184
Dynamics of Topological Textures in Antiferromagnetic Nanostructures
Ｔｒｅｔｉａｋｏｖ　Ｏｌｅｇ 助教 1,400,000円 2013-2015
25820348
表面特性制御による骨形成を促進あるいは抑制するチタン合金表面の創製
稗田　純子 助教 1,800,000円 2013-2014
25820350
高クロム高窒素コバルト合金レーザー積層造形体の疲労メカニズムの解明
蘇　亜拉図 助教 1,100,000円 2013-2016
25820367
Ti-Mn合金における弾性率の特異挙動の解明および低弾性率化と高強度化の両立
趙　研 助教 800,000円 2013-2014
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
25870055
東北地方の土壌中における放射性同位体の分布、存在形態及び除去技術の開発
柏倉　俊介 助教 2,700,000円 2013-2014
25870061
抗菌性銀添加型ハイドロキシアパタイトの創製と形態制御
佐藤　充孝 助教 1,500,000円 2013-2014
研究活動スタート支援
25889003
スピン波を用いた新規スピン流－電流変換機構の開拓
井口　亮 助教 1,100,000円 2013-2014
.
奨励研究
25921009
放電プラズマ焼結法による透明セラミックスシンチレータ材料の探索
原田　晃一 技術一般職員 600,000円 2013-2014
.
特別研究員奨励費
24・7292
高効率磁気冷凍のための特異磁気相転移の動力学制御
矢子　ひとみ 特別研究員（ＰＤ） 900,000円 2012-2013
.
24・8082
3次元アトムプローブによるシリコン中ホウ素分布への炭素共注入効果の解明とその制御
高見澤　悠 特別研究員（ＰＤ） 900,000円 2012-2013
24・8210
生体医療用コバルト合金における変形誘起マルテンサイト変態支配因子の解明
李　秉洙 特別研究員（ＰＤ） 900,000円 2012-2013
25・6481
放射線治療の為の近赤外領域発行シンチレータの開発
山路　晃広 特別研究員（ＤＣ２） 1,000,000円 2013-2014
25・10877
新規窒化物半導体共振器構造による光制御に関する研究
正直　花奈子 特別研究員（ＤＣ１） 1,100,000円 2013-2015
25・10932
Co-Cr-Mo合金の窒素添加による導入されるナノヘテロ構造を利用した組織制御
山中　謙太 特別研究員（ＰＤ） 1,000,000円 2013-2014
研究種目
　研究代表者　            　　    身分   　　　　　　　　　　2013年度配分額　　研究期間（年）　　課題番号
　　研究課題
25・2373
クラスター変分法によるB2規則相中の転位芯構造の解析
山田　泰徳 特別研究員（ＤＣ１） 500,000円 2013-2015
23・01326
スピンクロスオーバーを示すナノ磁性体のミクロ多自由度ハミルトニアンに基づく理解
野尻　浩之
（BAKER
MICHAEL LLOYD）
外国人特別研究員 400,000円 2011-2013
23・01373
ナノスケールサイズのトポロジカル絶縁体の電子構造と電気伝導性に関する理論研究
ベロスルドフ・ロディオン
（RANJBARDIZAJ　Ahmad）
外国人特別研究員 600,000円 2011-2013
23・01375
レーザー・プラズマハイブリッドCVDによる高配向超電導膜の高速合成
後藤　孝
（ZHAO Pei）
外国人特別研究員 800,000円 2011-2013
23・01381
高温環境下における酸化物分散強化綱の機械的特性と微細組織変化の相関
阿部　弘亨
（LI Yanfen）
外国人特別研究員 800,000円 2011-2013
【本研究所教職員等が研究分担者の場合(20件)】
研究種目
  研究分担者　　    身分　　　      2013年度配分額　　研究代表者　　   研究代表者所属機関
　 研究課題
新学術領域研究
バルクナノメタルにおける力学特性の解明と変形理論構築
紙川　尚也 助教 6,000,000円 加藤　雅治 東京工業大学
.
シンクロ型ＬＰＳＯ構造の材料科学-次世代軽量構造材料への革新的展開-
古原　忠 教授 4,440,000円 河村　能人 熊本大学
空間反転対称性を破る電子流体の新奇現象
野島　勉 准教授 1,750,000円 鄭　国慶 岡山大学
基盤研究（Ｓ）
電界効果による磁性の制御と誘起
塚崎　敦 教授 10,602,000円 千葉　大地 東京大学
.
量子化磁束のダイナミクス制御と物質科学への展開
淡路　智 准教授 2,500,000円 松本　要 九州工業大学
基盤研究（Ａ）
白金を含む多元金属ナノ粒子の内部構造と触媒活性の関係の研究
水越　克彰 准教授 120,000円 山本　孝夫 大阪大学
.
中性子散乱分光による超伝導-反強磁性相図と擬ギャップ状態の研究
藤田　全基 准教授 400,000円 山田　和芳 高エネルギー加速器研究機構
中性子散乱分光による超伝導-反強磁性相図と擬ギャップ状態の研究
大山　研司 准教授 3,200,000円 山田　和芳 高エネルギー加速器研究機構
ダイナミック構造変化を利用した高強度・高延性ナノ結晶合金の創製
早乙女　康典 教授 300,000円 山崎　徹 兵庫県立大学
研究種目
  研究分担者　　    身分　　　      2013年度配分額　　研究代表者　　 　研究代表者所属機関
　 研究課題
ダイナミック構造変化を利用した高強度・高延性ナノ結晶合金の創製
網谷　健児 准教授 200,000円 山崎　徹 兵庫県立大学
基盤研究（B）
高レベル放射性廃棄物の処理用コンテナ材料の研究開発
佐藤　和久 助教 700,000円 石丸　学 九州工業大学
.
局所ドーピング構造半導体による量子相関光子の生成および制御
片山　竜二 准教授 100,000円 矢口　裕之 埼玉大学
局所ドーピング構造半導体による量子相関光子の生成および制御
窪谷　茂幸 助教 100,000円 矢口　裕之 埼玉大学
基盤研究（Ｃ）
放射光Ｘ線共鳴非弾性散乱による銅酸化物高温超伝導体のスピン・電荷励起
藤田　全基 准教授 800,000円 石井　賢司 日本原子力研究開発機構
.
デジタル放射光トポグラフによるタンパク質結晶の塑性と脆性の研究
小泉　晴比古 助教 100,000円 小島　謙一 横浜創英大学
スピルオーバー水素貯蔵材料の動的理論解明と高密度化
ﾍﾞﾛｽﾙﾄﾞﾌ　ﾛﾃﾞｨｵﾝ 准教授 100,000円 佐原　亮二 物質・材料研究機構
導電性高分子の電気伝導機構の解明：極低温電気抵抗とナノスケール電子状態の観測
佐々木　孝彦 教授 150,000円 西嵜　照和 九州産業大学
挑戦的萌芽研究
水素の量子性による電子状態における断熱近似の破れ
松尾　元彰 講師 500,000円 関場　大一郎 筑波大学
.
巨大正方晶歪みを有するビスマス強誘電体の電圧印加による4つの極状態の実現
木口　賢紀 准教授 400,000円 舟窪　浩 東京工業大学
研究種目
  研究分担者　　    身分　　　      2013年度配分額　　研究代表者　　 　研究代表者所属機関
　 研究課題
特別推進研究
イオントロニクス学理の構築
塚崎　敦 教授 45,000,000円 岩佐　義宏 東京大学
.
４．産業技術研究助成事業費助成金
身分 研究期間 課題番号
准教授 2009-2013 09A19020a
局所弾性率上昇型脊椎固定用チタン合金製ロッドの開発
仲井　正昭 ¥1,755,000
（独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）
代表者 ／研究課題 2013年度配分額
５．その他の外部資金
金額単位：千円
件数 金額
77 1,391,566
76 68,206寄附金
項目
民間等との共同研究
受託研究
各種補助事業
６．研究支援事業等によるプロジェクト研究
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額
文部科学省
2011-2015
新学術領域研究（領域）
古原忠
格子歪エネルギー解析によるシンクロ型ＬＰＳＯ構造形成メカニズム解明
1,339万円
.
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2012-2015
平成２５年度エネルギー対策特別会計委託事業
阿部弘亨
原子炉燃料被覆管の安全設計基準に資する環境劣化評価手法に関する研究開発
約9,700万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2012-2015
平成２５年度エネルギー対策特別会計委託事業
永井康介
原子炉容器構造材料の微視的損傷機構の解明を通じた脆化予測モデルに関する研究開発
約9,357万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2012-2016
東北発　素材技術先導プロジェクト
牧野彰宏
超低損失磁心材料技術領域
約5.77億円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2012-2021
平成２５年度科学技術試験研究委託事業
今野豊彦
微細構造解析プラットフォーム
5,600万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013
卓越した大学院拠点形成支援補助金
後藤孝
材料インテグレーション国際教育研究拠点
約4,695万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013
大学発新産業創出拠点プロジェクト
山村朝雄
新型固体電池のグローバルビジネスモデルの確立のためのスマートバッテリー技術開発
約3,064万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013
平成２５年度エネルギー対策特別会計委託事業
四竈樹男
高度の安全性を有する炉心用シリコンカーバイト燃料被覆管等の製造基盤技術に関する研究開発のう
ち「SiC/Sic燃料被覆管の耐環境性影響評価②中性子照射影響評価」
650万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013
元素戦略プロジェクト＜研究拠点形成型＞
高梨弘毅
元素戦略磁性材料研究拠点
約1,430万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013
高性能汎用計算機高度利用事業
毛利哲夫
1）第5部会「マルチスケール材料科学」の研究活動推進
2）計算科学技術推進体制の構築
2,760万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額
科学技術振興機構（JST）
2010-2014
戦略的創造研究推進事業(CREST)
高梨弘毅
スピン流ナノインテグレーションの創製
約617万円
.
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2010-2014
戦略的創造研究推進事業チーム型研究（CREST）
齊藤英治
スピン流ナノインテグレーションシステムの創製・測定
約9,440万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2010-2015
戦略的創造研究推進事業先端的低炭素化技術開発（ALCA）
小泉雄一郎
MoSi2基複相材料の熱安定性と異相界面における偏析挙動の解明
約1,166万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2011-2013
戦略的創造研究推進事業(さきがけ)
水口将輝
ナノ自己組織化を用いたスピン注入型超高効率熱電素子の開発
約769万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2011-2013
研究成果展開事業　産学共創基礎基盤研究プログラム
高梨弘毅
貴金属フリーL10型規則合金磁石創製の指針構築
1,118万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2011-2013
研究成果展開事業　産学共創基礎基盤研究プログラム
佐々木孝彦
テラヘルツ波を用いたアモルファス薄膜のキャリア輸送特性非破壊評価技術の開発
520万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2011-2014
戦略的創造研究推進事業(さきがけ)
沓掛健太朗
機能性結晶粒界による超高品質シリコン結晶の実現
約1,218万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2011-2015
戦略的創造研究推進事業(CREST)
古原忠
クラスタリング制御による鉄鋼材料の高強度化
9,126万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2012-2014
戦略的創造研究推進事業(さきがけ)
梅津理恵
新規高スピン偏極材料の探索と原子配列制御に伴う電子状態と物性変化
2,925万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2012-2014
戦略的創造研究推進事業(さきがけ)
内田健一
スピン流を用いた革新的エネルギーデバイス技術の創出
1,976万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2012-2014
研究成果展開事業復興促進プログラム（A-STEP)マッチング促進
千葉晶彦
EBM（電子ビーム積層造形）法による高耐食性刃物の開発
約1,068万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013
研究成果展開事業　研究成果最適展開支援プログラム
渡辺和雄
リアクト＆ワインド法コイル作製用高強度CuNb/Nb3Snラザフォード平角ケーブルの開発
559万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013
研究成果展開事業　産学共創基礎基盤研究プログラム
毛利哲夫
ハミルトニアンからの材料強度設計
約653万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013
研究成果展開事業（先端計測分析技術・機器開発プログラム）
吉川彰
「Eu:Srl2の原材料の高純度化プロセスの開発」「Eu：Srl2のパッケージ技術の開発」
2,990万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013
研究成果展開事業（先端計測分析技術・機器開発プログラム）
黒澤俊介
無人ヘリ搭載用散乱エネルギー認識型高位置分解能ガンマカメラの実用化開発
約2,762万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013
研究成果展開事業研究成果最適展開支援プログラム実用化挑戦タイプ（中小・ベンチャー開発）
吉川彰
高温域で劣化しない資源探査用シンチレータ
700万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013-2015
戦略的創造研究推進事業(さきがけ)
塚﨑敦
自発分極変調を機軸とする物質探索と機能開発
約2,072万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013-2017
戦略的国際共同研究プログラム
高梨弘毅
プロジェクトマネージメント（ワークパッケージ１）、材料選択と薄膜成長（ワークパッケージ２）、電磁気特
性評価（ワークパッケージ５）及びデバイス構造作製と評価（ワークパッケージ６）
約2,723万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013-2019
戦略的創造研究推進事業(CREST)
湯葢邦夫
マルチスケール結晶方位分計測と高次元構造解析による長イオン電導パスの可視化
2,418万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額
経済産業省
2013
戦略的国際標準化加速事業
古原忠
社会ニーズ（安全・安心）・国際幹事等輩出分野に係る国際標準化活動
2,000万円
.
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013
革新的新構造材料技術開発
新家光雄
革新的新構造材料-チタン材料
500万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013
平成２５年度安全性向上原子力人材育成委託事業
四竃樹男
安全性向上原子力人材育成
約1,677万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額
日本学術振興会（JSPS）
2010-2013
最先端・次世代研究開発支援プログラム
藤原航三
太陽電池用高品質・高均質シリコン多結晶インゴットの成長技術の開発
2,236万円
.
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2010-2013
最先端・次世代研究開発支援プログラム
折茂慎一
水素化物に隠された物性と機能性-水素の存在状態の根源的探究からエネルギーデバイス実証へ
約1,478万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2011-2015
基盤研究（Ｓ）
野尻浩之
超強磁場中性子・XMCDによる量子磁気偏極相の解明
4,693万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2012-2014
基盤研究（Ａ）
青木勝敏
量子ビームを利用した高水素組成の金属水素化物研究
1,872万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2012-2014
基盤研究（Ａ）
永井康介
先端ナノ組織分析による事故時加熱環境を考慮した原子炉構造材料の劣化機構解明と予測
1,521万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2012-2014
基盤研究（Ａ）
齊藤英治
絶縁体スピントロニクスの構築と体系化
1,612万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013-2015
基盤研究（Ａ）
青木大
アクチノイド化合物の新奇強磁性超伝導の探索と磁場誘起現象
3,198万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013-2016
基盤研究（Ａ）
加藤秀実
オープンセル型ナノポーラスシリコンの開発と長寿命大容量リチウムイオン電池への応用
2,769万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013-2017
基盤研究（Ｓ）
高梨弘毅
規則合金スピントロニクス材料の新展開
8,944万円
期間
事業名
研究題名
平成25年度(2013年度)の配分額2013-2017
基盤研究（Ｓ）
折茂慎一
高密度水素化物の材料科学-水素の結合自由度を利用したハイドライド・ギャップの克服
4,251万円
７．プロジェクト研究の中間･最終評価
（１）継続中のプロジェクト研究[中間評価]
大学名 東北大学
研究施設名 金属材料研究所
拠点の名称 材料科学共同利用・共同研究拠点
認定期間 平成22年度～平成27年度
評価種別 中間評価
評価結果公表 平成25年8月
拠点の
目的・概要
　本研究所の研究部門および量子エネルギー材料科学国際研究センターをはじめとす
る各センターの有する世界最先端の優れた研究設備や知的資源を、全国および世界
の材料科学研究者・コミュニティに組織の枠を超えて開放し共同利用・共同研究を実施
することにより、材料科学分野における学理とその応用に関する先導的発信を展開し、
分野の発展に貢献することを目的とする。
評価内容
（評価区分）
　Ｓ：拠点としての活動が活発に行われており、共同利用・共同研究を通じて特筆すべ
き成果や効果が見られ、関連コミュニティへの貢献が多大であると判断される。
　
（評価コメント）
　共同利用・共同研究拠点として、材料科学分野に関する学理の探求と応用研究につ
いて高い実績を上げるとともに、若手人材育成や大型プロジェクトの提案等を通じて関
連研究者コミュニティの発展に貢献している点が高く評価できる。
　今後、公私立大学の研究者に対する共同利用・共同研究への参加促進に向けた取
組が期待される。
文部科学省　共同利用・共同研究拠点
研究代表者 准教授・藤原　航三
金額規模 1.6億円
研究期間 平成22年度～平成25年度
評価種別 中間評価
評価結果公表 平成25年12月
研究の
目標・特色
（研究の目標）
　本研究では、独自の技術開発により、結晶粒方位、粒サイズ、結晶粒界などの多結
晶組織が精密制御された従来に無い高品質なシリコン多結晶を実現する。
（研究の特色）
　本研究で開発する技術は、シリコン多結晶の製造過程で樹枝状の結晶を成長させる
という独自のアイディアをベースとしており、多結晶組織の精密制御を可能とする世界
で唯一の技術である。本技術は世界中で平準化されているシリコン多結晶の製造技術
にブレークスルーをもたらす。
評価内容
（総合判断）
　A：当初の目的に向け、順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれる。
（総合所見）
　当初の計画通り順調に研究は進展しており、特に結晶成長制御と成長機構の解明・
新たな結晶評価技術の開発について、重要な知見が得られている。最終年度に予定さ
れている変換効率の測定と、その得られた試料組織との関連性の解明、さらにそれを
基にした多結晶Si材料の作製プロセスへのフィードバックが適切になされれば、所期の
目的の達成が可能となると考えられる。
　最終的には、得られた本成果を基に低コストの太陽電池用高性能多結晶Siの実用化
へのスケールアップ、ならびに他の高機能多結晶材料の開発への進展に対する指針
をより明らかとして欲しい。
日本学術振興会　最先端・次世代研究開発支援プログラム
太陽電池用高品質・高均質シリコン多結晶インゴットの成長技術の開発
（２）その他のプロジェクト研究[最終評価]
研究代表者 教授・永井　康介
金額規模 1.2億円
研究期間 平成22年度～平成24年度
評価種別 事後評価
評価結果公表 平成26年1月
研究の概要
　原子炉圧力容器を腐食から保護するオーバーレイクラッドの中性子照射や熱時効に
よる劣化が応力腐食割れ感受性に与える影響を、レーザー３次元アトムプローブ等の
最新のナノ組織解析技術を駆使して機構論的に解明し、圧力容器の耐食性に対する
材料科学的知見を得るとともに、健全性への工学的影響を明らかにするため、機械的
特性試験、応力腐食割れ感受性試験、有限要素法による応力解析等を行った。
評価内容
（総合評価）
　Ｓ：極めて優れた成果が挙げられている
（コメント）
　圧力容器材料の劣化機構に関する研究は今後さらに活発化されるべき重要課題の
一つであると考えるが、各研究機関がそれぞれの役割を果たし、その個々の成果の連
携の下に、当初目標に十分合致した極めて優れた研究成果が得られている。また、こ
れらの成果は、原子炉圧力容器鋼材のみならず、原子力材料全般の新規な劣化診断
技術として波及効果も見込まれる。今回整備されたナノ技術などの大洗研究開発セン
ターのインフラの特徴を活かしつつ、共同利用での他との連携も活用して、当分野の研
究が進展することを期待する。
研究総括 教授・千葉　晶彦　（中核機関：公益財団法人　いわて産業振興センター）
金額規模 2.4億円
研究期間 平成22年度～平成24年度
評価種別 事後評価
評価結果公表 平成26年5月
事業の概要
　「いわて発」高付加価値コバルト合金を創製し、医療機器用及び一般産業用実用化
基盤を構築したこれまでの取組の成果を活用して、本事業では、製品化や材料の規格
化へ向けた研究開発、生体用材料としてニーズの高い欧米市場展開へ向けた研究開
発及び販路拡大の取組を推進し、既に当地域で企業化した合金材製造事業を核とし
た国際競争力のあるイノベーションクラスターの形成を図る。
評価内容
（総合評価）：Ａ
（総評）
　本事業は、国際的に優位性のある素材であるコバルト合金技術をコア技術として産
学官連携を進めたもので、当初の目的はほぼ達成できたと評価できる。事業を通じ、
高付加価値材料としての国内供給拠点が形成され、生体材料や精密機械部品の原料
として産業集積も進んだ。2つあるテーマのうち、一般産業系テーマはいくつかの課題
を残しているものの、医療系テーマについては、多くの成果が生まれた。各研究テーマ
は、地域企業が参画して進められ、JSTの復興支援研究開発事業や企業中心のプロ
ジェクトに発展した。県のバックアップも積極的であった。ブランド戦略として統一ブラン
ドを作ったことは、今後、国際展開を図る上で重要な布石となったと評価できるが、マネ
ジメント人材の育成や広報に力を入れることも望まれる。
科学技術振興機構　原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ
原子炉圧力容器オーバーレイクラッドの劣化機構に関する研究
文部科学省　地域イノベーション戦略支援プログラム（グローバル型）
いわて県央・釜石コバルト新合金クラスター
第４章 職員人事異動 
（2013.4.1～2014.3.31） 
氏   名 年月日 異動種別 職名 
毛 利 哲 夫 2013. 4. 1 採 用 教授 
宮 坂   等 2013. 4. 1 採 用 教授 
塚 﨑   敦 2013. 4. 1 採 用 教授 
塩 見 雄 毅 2013. 4. 1 採 用 助教 
窪 田 崇 秀 2013. 4. 1 採 用 助教 
窪 谷 茂 幸 2013. 4. 1 採 用 助教 
濱 岡   巧 2013. 4. 1 採 用 助教 
宇 田   聡 2013. 4. 1 任用更新 教授 
佐 藤 裕 樹 2013. 4. 1 任用更新 准教授 
寺 田 弥 生 2013. 4. 1 任用更新 准教授 
佐々木 敏 夫 2013. 4. 1 任用更新 助手 
牧 野 彰 宏 2013. 4. 1 配置換 教授 
横 山 嘉 彦 2013. 4. 1 配置換 准教授 
BELOSLUDOV RODION  
VLADIMIROVICH 
2013. 4. 1 配置換 准教授 
湯 葢 邦 夫 2013. 4. 1 配置換 准教授 
SHARMA PARMANAND 2013. 4. 1 配置換 助教 
吉 年 規 治 2013. 4. 1 配置換 助教 
安   東 秀 2013. 4.30 辞  職 助教 
中 野 匡 規 2013. 5. 1 採 用 助教 
PEJCHAL JAN 2013. 6. 1 採 用 助教 
ALBERTUS DENY HERI 
SETYAWAN 
2013. 6. 1 採 用 助教 
清 水 一 行 2013. 6. 1 採 用 助手 
趙     明 2013. 6.19 辞 職 助教 
水 関 博 志 2013. 6.30 辞 職 准教授 
SHARMA PARMANAND 2013. 6.30 辞 職 助教 
外 山   健 2013. 7. 1 昇 任 講師 
南 雲 一 章 2013. 7. 1 採 用 助教 
竹 内   章 2013. 7. 1 採 用 特任教授 
SHARMA PARMANAND 2013. 7. 1 採 用 特任准教授 
横 山 雅 紀 2013. 7. 1 採 用 特任助教 
氏   名 年月日 異動種別 職名 
藤 川 安 仁 2013. 7.31 辞 職（転 出） 准教授 
德 本 有 紀 2013. 7.31 辞 職（転 出） 助教 
才 田 淳 治 2013. 8. 1 配置換 准教授 
才 田 淳 治 2013. 8. 1 昇 任 教授 
大 山 研 司 2013. 8. 1 任用更新 准教授 
高 坂   亘 2013. 8. 1 採 用 助教 
西 嶋 雅 彦 2013. 8. 1 配置換 特任准教授 
淡   振 華 2013. 8. 1 配置換 特任助教 
ALBERTUS DENY HERI 
SETIYAWAN 
2013. 8. 1 配置換 特任助教 
寺 田 弥 生 2013. 8. 1 配置換 特任准教授 
井 口   亮 2013. 9. 1 採 用 助教 
松 本 洋 明 2013. 9.30 辞 職（転 出） 助教 
出 浦 桃 子 2013.10. 1 採 用 助教 
才 田 淳 治 2013.10. 1 配置換 教授 
張      岩 2013.11. 1 採 用 助教 
藤 田 全 基 2013.12.31 辞  職 准教授 
藤 田 全 基 2014. 1. 1 採 用 教授 
志 村 玲 子 2014. 1.27 育児休業 助教 
PEJCHAL JAN 2014. 1.31 辞 職（転 出） 助教 
秦   風 香 2014. 2.28 辞  職 助教 
畠 山 賢 彦 2014. 3.31 任期満了 助教 
佐 藤 成 男 2014. 3.31 辞 職（転 出） 准教授 
吉 居 俊 輔 2014. 3.31 辞  職 助教 
松 永 哲 也 2014. 3.31 辞  職 助教 
佐 藤 充 孝 2014. 3.31 辞  職 助教 
横 山 雅 紀 2014. 3.31 辞  職 特任助教 
三 井 好 古 2014. 3.31 任期満了 助教 
 
  
第１章 研究の現状と今後の計画（概要） 
 
1．金属物性論研究部門   部門担当教授 Gerrit Ernst-Wilhelm BAUER （2011.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：Gerrit Ernst-Wilhelm BAUER／准教授：野村 健太郎／助教：小山 富男、高橋 三郎、Oleg Tretiakov／事務
補佐員［1 名]／大学院生［7 名］ 
 
【研究成果】 
The theory group concentrated efforts on the discovery and improved understanding of the effects 
of the electron spin on transport properties of selected materials, structures and devices of interest 
for the experimental groups in the IMR. The phenomena under investigation can be classified 
roughly into three fields. The first (1) is the conventional spintronics, its extension to include heat 
transport (spin caloritronics) as well as spin mechanics, in which the coupling of spin and lattice is 
considered. The study of topologically protected spin textures especially in so-called topological 
insulators (2) forms the second central topic of our research. Thirdly, our research addresses 
superconductivity (3). 
 
(1) Spintronics/spin caloritronics/spin mechanics 
We published various papers in the field of spintronics physics and devices as listed below. A 
highlight was the explanation and formulation of the spin Hall magnetoresistance in Pt|YIG, i.e. 
a dependence of the electric resistance on the direction of the magnetization in YIG, this in spite of 
ample evidence that Pt remains nonmagnetic in proximity to YIG (Refs. 1,6). The effect can be 
explained in terms of the absorption of the spin Hall current by the spin transfer torque that can 
be controlled by the angle between the direction of the magnetization and the polarization of the 
spin Hall spin current (Ref. 2). In addition, we contributed to the discovery of the spin Peltier effect 
(Ref.5), presented a theory for the domain-wall dynamics in antiferromagnetic nanostructures (Ref. 
16), and proposed a new spin Seebeck generator (Ref 17).  
 
(2) Transport and correlation effects in strongly spin-orbit coupled electron systems 
We worked on transport properties of electron systems with strong intrinsic spin-orbit coupling 
(Refs. 19-23), including topologically nontrivial states. In the presence of both correlation and 
spin-orbit coupling, we found a novel electronic state in which time-reversal symmetry and 
inversion symmetry are spontaneously broken (Ref. 24).  
 
(3) THz emission and Multi-band effect in Superconductors. 
A new THz emitting superconducting device using the electric field effect has been proposed 
(Ref. 25-27).  
  
 
Ref. 1. H. Nakayama, M. Althammer, Y.-T. Chen, K. Uchida, Y. Kajiwara, D. Kikuchi, T. Ohtani, 
S. Geprägs, M. Opel, S. Takahashi, R. Gross, G.E.W. Bauer, S. T. B. Gönnenwein, E. Saitoh, 
Spin Hall Magnetoresistance Induced by a Non-Equilibrium Proximity Effect, Phys. Rev. 
Lett. 110, 206601 (2013). 
Ref. 2. Y.-T. Chen, S. Takahashi, H. Nakayama, M. Althammer, S. T. B. Gönnenwein, E. Saitoh, 
G. E. W. Bauer, Theory of spin Hall magnetoresistance, Phys. Rev. B 87, 144411 (2013). 
Ref. 3. P. Ogrodnik, G.E.W. Bauer, and K. Xia, Thermally induced dynamics in ultrathin 
magnetic tunnel junctions, Phys. Rev. B 88, 024406 (2013). 
Ref. 4. A. Qaiumzadeh, G. E. W. Bauer, and A. Brataas, Manipulation of Ferromagnets via the 
Spin-Selective Optical Stark Effect, Phys. Rev. B 88, 064416 (2013). 
Ref. 5. F.K. Dejene, J. Flipse, G.E.W. Bauer, and B.J. van Wees, Spin heat accumulation and 
spin-dependent temperatures in nanopillar spin valves, Nature Physics 9, 636–639 (2013). 
Ref. 6. M. Althammer, S. Meyer, H. Nakayama, M. Schreier, S. Altmannshofer, M. Weiler, H. 
Hübl, S. Geprägs, M. Opel, R. Gross, D. Meier, C. Klewe, T. Kuschel, J.-M. Schmalhorst, G. 
Reiss, L. Shen, A. Gupta, Y.-T. Chen, G.E.W. Bauer, E. Saitoh, S.T.B. Gönnenwein, 
Quantitative study of the spin Hall magnetoresistance in ferromagnetic insulator/normal 
metal hybrids, Phys. Rev. B 87, 224401 (2013). 
Ref. 7. F.K. Joibari, Ya. M. Blanter, and G.E.W. Bauer, Aharonov-Casher effect in quantum ring 
ensembles, Phys. Rev. B 88, 115410 (2013).  
Ref. 8. T. Chiba, G.E.W. Bauer, and S. Takahashi, Spin torque transistor revisited, Appl. Phys. 
Lett. 102, 192412 (2013).  
Ref. 9. N. Vlietstra, J. Shan, V. Castel, J. Ben Youssef, G. E. W. Bauer, B. J. van Wees, 
Exchange magnetic field torques in YIG/Pt bilayers observed by the spin-Hall 
magnetoresistance, Appl. Phys. Lett. 103, 032401 (2013). 
Ref. 10. J. Xiao, Y. Zhou, G.E.W. Bauer, Spin Wave Excitation in Magnetic Insulator Thin Films 
by Spin-Transfer Torque. In M. Wu, A. Hoffmann, editors: Recent Advances in Magnetic 
Insulators - From Spintronics to Microwave Applications, Solid State Physics 64, UK: 
Academic Press, 2013, pp. 29-52. ISBN; 978-9-12-408130-7 
Ref. 11.  P. Yan and G.E.W. Bauer, Magnon mediated domain wall heat conductance in 
ferromagnetic wires, IEEE Trans. on Magnetics 49, 3109-3112 (2013). 
Ref. 12.  M. Schreier, A. Kamra, M. Weiler, J. Xiao, G. E. W. Bauer, R. Gross, S. T. B. 
Goennenwein, Magnon, phonon and electron temperature profiles and the spin Seebeck effect 
in magnetic insulator/normal metal hybrid structures, Phys. Rev. B 88, 094410 (2013). 
Ref. 13.  M. Weiler, M. Althammer, M. Schreier, J. Lotze, M. Pernpeintner, S. Meyer, H. Huebl, R. 
Gross, A. Kamra, J. Xiao, Y. Chen, H. Jiao, G. E. W. Bauer, S. T. B. Goennenwein, 
Experimental test of the spin mixing interface conductivity concept, Phys. Rev. Lett. 111, 
176601 (2013). 
Ref. 14.  P. Yan, A. Kamra, Y. Cao, and G.E.W. Bauer, Angular and Linear Momentum of Excited 
Ferromagnets, Phys. Rev. B 88, 144413 (2013). 
  
Ref. 15.  Y. Zhou, H. Jiao, Y. Chen, G.E. W. Bauer, and J. Xiao, Current-induced spin wave 
excitation in Pt|YIG bilayer, Phys. Rev. B 88, 184403 (2013). 
Ref. 16.  E. G. Tveten, A. Qaiumzadeh, O. A. Tretiakov, and Arne Brataas, Staggered Dynamics 
in Antiferromagnets by Collective Coordinates, Phys. Rev. Lett. 110, 127208 (2013).  
Ref. 17. A. B. Cahaya, O. A. Tretiakov, G. E. W. Bauer, Spin Seebeck Power Generators, Appl. 
Phys. Lett. 104, 042402 (2014). 
Ref. 18. S. Takahashi, Giant enhancement of spin pumping in the out-of-phase precession mode, 
Appl. Phys. Lett. 104, 052407 (2014). 
Ref. 19.  O. A. Tretiakov, K. S. Tikhonov, and V. L. Pokrovsky, Spin resonance in a Luttinger 
liquid with spin-orbit interaction, Phys. Rev. B, 88, 125143 (2013). 
Ref. 20.  H. Yuan, M. S. Baharamy, K. Morimoto, S. Wu, K. Nomura, B.-J. Yang, H. Shimotani, R. 
Suzuki, M. Toh, C. Kloc, X. Xu R. Arita, N. Nagaosa, Y, Iwasa, Zeeman-type spin splitting 
controlled by an electric field, Nature Physics 9, 563-569 (2013). 
Ref. 21.  A. Yamakage, K. Nomura, K.-I. Imura, Y. Kuramoto, Criticality of the metal–topological 
insulator transition driven by disorder, Phys. Rev. B 87, 205141 (2013). 
Ref. 22.  A. Furusaki, N. Nagaosa, K. Nomura, S. Ryu, T. Takayanagi, Electromagnetic and 
thermal responses in topological matter: topological terms, quantum anomalies and D-branes, 
Comptes Rendus Physique 14, 871-883 (2013). 
Ref. 23.  R. Nakai, K. Nomura, Disorder effects on thermal transport on the surface of topological 
superconductors by the self-consistent Born approximation, Phys. Rev. B 89, 064503 (2014). 
Ref. 24.  A. Sekine, T. Z. Nakano, Y. Araki, K. Nomura, Strong Coupling Expansion in a 
Correlated Three-Dimensional Topological Insulator, Phys. Rev. B 87, 165142 (2013). 
Ref. 25.  H. Matsumoto, T. Koyama, Y. Ota, M. Machida and S. Yamada, Revisit to Terahertz 
Wave Emission with Motion of Josephson Vortices, Physica C 491 (2013) 40-43. 
Ref. 26.  T. Koyama, Electric Field Effect in Intrinsic Josephson Junctions, Physics Procedia 45 
(2013) 197-200. 
Ref. 27.  T. Koyama, H. Matsumoto, Y. Ota and M. Machida, Numerical Study for 
Electromagnetic Wave Emission from Intrinsic Josephson Junction Stacks with a Dielectric 
Cover, Physica C 491 (2013) 20-23. 
Ref. 28.  M. Machida, K. Kobayashi and T. Koyama, Quantum Phases in Intrinsic Josephson 
Junctions: Quantum Magnetism Analogy, Physica C 491 (2013) 44-46.  
Ref. 29. Y. Ota, K. Kobayashi, M.  Machida, T. Koyama and F. Nori, Full Numerical Simulations 
of Dynamical Response in Superconducting Single-Photon Detectors, IEEE, 
TRANSACTIONS on Applied Superconductivity 23 (2013) 2201105. 
 
【研究計画】 
We intend to continue research in the directions sketched above, i.e. pursue the theory of 
transport properties involving the spin degree of freedom.  
  
 ２． 磁気物理学研究部門       部門担当教授 野尻 浩之（2004.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：野尻 浩之／准教授：鳴海康雄／助教：茂木 巖／助教：木原 工／事務補佐員［1 名］／大学院生［3 名］ 
 
【研究成果】  
磁気物理学部門では強磁場を用いた磁性体の研究および強磁場を用いた材料開発を推進している。本
年度の成果は以下の通り。 
（1）強相関電子系の代表物質である U(Ru0.96Rh0.04)2Si2において、30 年間解明されていなかった
強磁場中の状態を世界未踏の強磁場中性子回折実験により決定する事に成功し、Phys. Rev. 
Lett 誌に掲載され、プレスリリースを行った。(Ref. 1 ) 
（2）独自開発の卓上パルス磁場装置を用いてライス大学との共同研究を行い、世界初のパルス強磁場
下で、1 ps の分解能の時分割分光実験に成功し、日米共同でプレスリリースを行った。(Ref. 2 ) 
 (3) 多機能性を有する電子移動型スピンクロスオーバー錯体を、強磁場 XMCD 分光を用いて研究し、
元素選択的な手法により、価数と磁気モーメントを直接的に決定することに成功した。(Ref. 3 ) 
 (4)２次元三角格子の磁気励起について、磁気物理部門の世界最高性能のテラヘルツ ESR 装置を用い
て東工大と共同研究し、特徴的な集団励起を見いだして著名誌に掲載された。(Ref. 4 ) 
 (5)Ce と非磁性の Zn を含む錯体が超常磁性状態を示すことを磁化および ESR により同定し、分子ベ
ース磁性体の研究に新しい可能性を拓いた。 (Ref. 5 ) 
これらの活動を通して、超強磁場量子ビーム科学という新分野確立に先導的な役割を果たし、内外で
高い評価を受け、また分子ベースの磁気材料開発に大きく貢献した。 
  Main research subjects of our group are study of magnetism under very strong magnetic fields. 
Major results obtained this year are as follows. (1)Determination of one of high magnetic phase in 
the most well know strongly correlated system U(Ru, Rh)2Si2, (2) Achievement of 1 ps time 
resolution in ultra-fast spectroscopy by using a table-top pulsed magnetic field generator 
developed at IMR, (3) Determination of element-selective magnetic and charge states in electron 
transfer type spin crossover compound, (4) Observation of the featured collective excitation in 
triangular lattice antiferromagnet,  (5) Finding of super-paramagnetic behavior in Ce-Zn 
complexes. Throughout these activities, we have established the high magnetic field quantum 
beam science as a new emerging research fields and contributed to the development of functional 
magnetic materials. 
 
Ref. 1  K. Kuwahara, S. Yoshii, H. Nojiri, D. Aoki, W. Knafo, F. Duc, X. Fabrèges, G.W. Scheerer, P. 
Frings, G. L. J. A. Rikken, F. Bourdarot, L. P. Regnault and J. Flouquet 
Magnetic Structure of Phase II in U(Ru0.96Rh0.04)2Si2 Determined by Neutron Diffraction 
under Pulsed High Magnetic Fields 
Phys. Rev. Lett. 110(2013) 216406-1-5. 
 
Ref. 2 G. T. Noe, H. Nojiri, J. Lee, G. Woods, J. Leotin and J. Kono 
A Table-top, Repetitive Pulsed Magnet for Nonlinear and Ultrafast Spectroscopy in High 
  
Magnetic Fields up to 30 T 
Rev. Sci. Instrum. 84(2013) 123906-1-7. 
 
Ref. 3  M. L. Baker, Y. Kitagawa, T. Nakamura, K. Tazoe, Y. Narumi, Y. Kotani, F. Iijima, G. N. 
Newton, M. Okumura, H. Oshio and H. Nojiri 
X‐ray Magnetic Circular Dichroism Investigation of the Electron Transfer Phenomena 
Responsible for Magnetic Switching in a Cyanide-Bridged [CoFe] Chain 
Inorg. Chem. 52(2013) 13956-13962. 
 
Ref. 4 T. Susuki, N. Kurita, T. Tanaka, H. Nojiri, A. Matsuo, K. Kindo and H. Tanaka 
Magnetization Process and Collective Excitations in the S = 1/2 Triangular-Lattice 
Heisenberg Antiferromagnet Ba3CoSb2O9 
Phys. Rev. Lett. 110(2013) 267201-1-5.  
 
Ref. 5 S. Hino, M. Maeda, K. Yamashita, Y. Kataoka, M. Nakano, T. Yamamura, H. Nojiri, M. Kofu, 
O. Yamamuro and T. Kajiwara 
Linear Trinuclear Zn(II)-Ce(III)-Zn(II) Complex which Behaves as Single-Molecule Magnet 
Dalton Trans. 42(2013) 2683-2686. 
 
 
【研究計画】 
 磁気物理学部門では強磁場を用いた磁性体の研究および強磁場を用いた材料開発を遂行するために
以下のような研究計画を推進する。 
（1）強磁場と中性子回折を組み合わせ各種の磁場誘起相転移を研究する。J-PARC、ISIS や SNS 等の内
外の施設において、独自開発の強磁場装置を運用し、強磁場下中性子回折実験で世界を席巻する。 
（2）磁性体の評価に革新をもたらす軟X線領域における超強磁場X線MCD手法を用いた研究を推進し、
遷移金属の磁性研究へ応用する。 
（3）時間依存する磁場による物理現象の研究をすすめ、X 線自由電子レーザーを用いた電子状態の映
画の撮影技術を開発する。 
（4）国内外の関連研究者との共同研究等を推進し、ナノ磁性体の研究センターの形成を目指す。 
（5）超強磁場量子ビーム科学を推進し、この分野における本所と日本の先導性を確保する。 
（6）磁場中材料プロセスの手法として磁気電気化学反応などの新しい磁気科学的手法を探索する。 
 The aims of our gropes are study of magnetism under very strong magnetic fields and the material 
processing by using high magnetic fields. Toward these purposes, following projects will be 
conducted. 
（1）Development of high field neutron diffraction system in J-PARC, SNS, ILL and ISIS 
（2）Development of high magnetic field soft X-ray XMCD and application to transition  
     metal systems 
（3）Study of time-dependent phenomena and development of X-ray free electron laser application. 
（4）Wide Research collaboration in nano-magnetism and establishing the center in this field 
（5）Quantum beam science in high magnetic fields  
（6）Material processing by using high magnetic fields 
  
 ３． 量子表面界面科学研究部門    部門担当教授 齊藤 英治（2009.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：齊藤 英治／准教授：藤川 安仁(～ 2013.7)／助教：安 東秀(～ 2013.4)、内田 健一(～ 2014.3)、塩見 雄毅
(2013.4 ～)、井口 亮(2013.9 ～) 
大学院生［12 名］／学部学生［2 名］ 
 
【研究成果】 
ナノテクノロジーを駆使して量子物性やスピントロニクスに関する研究を行っており、特に電流の
スピン版である「スピン流」の物理体系の構築について重点的に取り組んでいます。物質中の量子相
対論的効果である「逆スピンホール効果」を利用した新たなスピン流物理の開拓に継続して取り組む
とともに、JST-CREST「スピン流による熱・電気・動力ナノインテグレーションの創出」（研究代表
者：齊藤英治）において、これまで展開してきたスピン流と熱・電気信号との相関に加え、力学的運
動との相互作用に関しても研究を展開しています。本年度の代表的な成果は以下の通りです。 
 
（１）スピン流の生成・検出技術の開発 
スピントロニクス機能の多くは電子スピン角運動量の流れである「スピン流」によって駆動される
ため、スピン流の新しい生成・検出・制御技術の開発が求められています。本年度は、導電性有機物/
磁性体接合におけるスピン流物性について研究を行い、広く普及している導電性高分子における逆ス
ピンホール効果(Ref. 1 )及びスピン流伝搬(Ref. 2 )の観測に成功しました。これらの研究の成果は、導
電性高分子におけるスピン流物性を明らかにするとともに、フレキシブルかつ低コスト・大面積化な
スピントロニクスデバイスの実現に大きく貢献することが期待されます。 
 
（２）スピン流を媒体としたエネルギー変換・伝送技術の開発 
温度勾配からスピン流を生成する「スピンゼーベック効果」(K. Uchida et al., Nature 455 (2008) 778.)
や、絶縁体中のスピン流を利用した電気信号伝送現象(Y. Kajiwara et al., Nature 464 (2010) 262.)の発
見を皮切りに、ジュール熱による損失のないエネルギー変換・伝送技術の開発にも精力的に取り組んで
います。本年度は、スピン流によって駆動される絶縁体熱電変換技術の応用に向けた研究として、ス
ピンゼーベック効果と異常ネルンスト効果の定量的分離手法の確立(Ref. 3)や、アニール処理による高
品質磁性絶縁体/金属界面の作製と高効率スピン流生成(Ref. 4)等を報告しました。 
 
（３）スピン角運動量-力学的角運動量変換原理の開拓 
マクロな力学的回転運動とミクロなスピンの相互作用原理の開拓を進めています。本年度は、核磁
気共鳴法を発展させることで、高速回転運動する物体中の原子核スピン情報を測定する新手法を開発
しました(Ref. 5 )。この成果により、物体運動によって誘起される量子力学的効果の分析が可能になり、
スピンを直接利用するナノメカニクス研究の加速が期待されます。 
 
Ref. 1  K. Ando, S. Watanabe, S. Mooser, E. Saitoh, and H. Sirringhaus  
Solution-processed organic spin-charge converter: inverse spin Hall effect in 
  
conducting polymer disclosed by dynamical spin injection 
Nature Materials 12 (2013) 622-627.  
 
Ref. 2   S. Watanabe, K. Ando, K. Kang, S. Mooser, Y. Vaynzof, H. Kurebayashi, M. Heeney, E. 
Saitoh, and H. Sirringhaus  
Polaron spin current transport in organic semiconductors 
Nature Physics 10 (2014) 308–313. 
 
Ref. 3  T. Kikkawa, K. Uchida, S. Daimon, Y. Shiomi, Z. Qiu, D. Hou, H. Adachi, S. Maekawa, 
X.-F. Jin, and E. Saitoh  
Separation of longitudinal spin Seebeck effect from anomalous Nernst effect: 
Determination of the origin of transverse thermoelectric voltage in metal/insulator 
junctions 
Physical Review B 88 (2013) 214403_1-214403_11.  
 
Ref. 4  Z. Qiu, K. Ando, K. Uchida, Y. Kajiwara, R. Takahashi, H. Nakayama, T. An, Y. 
Fujikawa, and E. Saitoh 
Spin mixing conductance at a well-controlled platinum/yttrium iron garnet interface 
Applies Physics Letters 103 (2013) 092404_1-092404_3.  
 
Ref. 5  H. Chudo, M. Ono, K. Harii, M. Matsuo, J. Ieda, R. Haruki, S. Okayasu, S. Maekawa, H. 
Yasuoka, and E. Saitoh 
Observation of gyroscopic field in solids by nuclear magnetic resonance 
Applied Physics Express 10 (2014) 063004_1-063004_4. 
 
 
【研究計画】 
これまでの研究により、エレクトロニクスの基盤を成している電流生成手段である電磁気・光・熱
を全て網羅した形で、スピントロニクスの基盤となるスピン流生成原理を確立し、さらに力学的運動
とスピン流の相互変換についても実現に向けて端緒を開きつつあります。今後は、これらについて一
層の体系化を行い、その背後に存在する物理を解明し、スピン流を媒介として電気・磁気・熱・動力
を高効率で変換させる、全く新しいテクノロジーを構築することを目指します。 
 ４． 低温物理学研究部門     部門担当教授 塚﨑 敦（2013.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：塚﨑 敦(2013.4～)/助教：中野 匡規(2013.5～2014.3)/事務補佐員[1 名] 
大学院生[名]/学部学生[名] 
 
【研究成果】 
本部門では薄膜材料およびヘテロ積層界面の高品質形成技術の開発とそれら試料を用いた物性研究、
特に低温量子輸送現象に注目して研究に取り組む。4 月の着任後、5 月より助教の中野氏が配属となり、
研究室の立ち上げ作業を行った。機器類の移設は 5 月末を持って完了し、動作チェックを終えた機器
を用いて順次研究を開始した。以下に、現在の研究内容について以下に述べる。 
 
（１）酸化物ヘテロ積層構造の分野では、高移動度 2 次元電子系における量子ホール効果、超伝導や
磁気抵抗特性などが注目されている。ZnO 系ヘテロ界面は、酸化物の中で最高の電子移動度を有する
2 次元電子ガスの舞台として知られており、これまでに（整数・分数）量子ホール効果が報告されてい
る。現在までに、分子線エピタキシー法で高品位に作製された ZnO 系ヘテロ接合において、様々な観
点での物性研究を展開しており、それらの内容をレビュー論文として 2 報発表した(Ref. 1 , Ref. 2 )。
本部門では、戦略的創造研究推進事業さきがけの委託研究において、結晶内電場を用いたドーパント
フリーの伝導性制御に注力している。本年は、自発分極量の制御された超格子構造の活用によって、
トランジスタの立ち上がり電圧を制御できる技術を確立した。これは、ノーマリーオフデバイスのた
めの指針として有効となることが期待される。本研究は 2016 年末までの継続課題であり、現在論文準
備中である。 
 
（２）中野助教においては、強相関物質の電界効果素子研究に注力してきた。特に、2012 年に発表し
た、二酸化バナジウム(VO2)のイオン液体型トランジスタにおける特異な電界効果について、その原理
探求と応用を目指した発展研究に取り組んでいる。本年は、原理探求としてのゲート電圧印加と構造
変化について検討を開始した。さらに、新機能開発として、近赤外線を吸収する金属状態と透過する
絶縁体状態を、電界印加によってスイッチングできることを示し（Ref. 3 ）、太陽光の近赤外線を電
圧印加によって遮断する素子に適用できることを見出した。強相関酸化物の電界効果素子では、非常
に小さな電圧信号で大きな応答、例えば、ON/OFF 比の大きなトランジスタや磁気的性質の変化を伴
う素子など、が今後の進展が期待される。 
 
Ref. 1  A. Tsukazaki, A. Ohtomo, M. Kawasaki  
Surface and interface engineering of ZnO based heterostructures fabricated by 
pulsed-laser deposition. 
        Journal of Physics D: Applied Physics 47 (2014) 034003_1-034003_19. 
       
Ref. 2  Y. Kozuka, A. Tsukazaki, M. Kawasaki 
Challenges and opportunities of ZnO-related single crystalline heterostructures 
        Applied Physics Review 1 (2014) 011303_1-011303_18. 
 
Ref. 3  M. Nakano, K. Shibuya, N. Ogawa, T. Hatano, M. Kawasaki, Y. Iwasa, Y. Tokura 
        Infrared-sensitive electrochromic device based on VO2 
        Applied Physics Letters 103 (2013) 153503_1-153503_4. 
 
 
【研究計画】  
機能性界面の創成に取り組む。酸化物の界面形成では、非常に多くの物質群から 2 つ以上の物質を
選択して組み合わせることが可能であるが、物理的意義のある研究対象として実際に高品質な界面形
成が可能な材料系という点では、これまでの実施例は多くない。本部門では今後、ルチル型構造やス
ピネル構造、ペロブスカイト構造など、多数の物質群を持つ結晶構造に積極的に取り組むことで、高
品質界面形成の指針確立と機能性界面としての新しい側面を引き出すことを目標に研究を展開する。 
酸化物界面としての報告例のない、全く新しい材料系に着手し、ラシュバ型電子分散を持ちうる高
移動度界面の創成に取り組む。2 次元電子系の形成方法については、既報の方法を改良することで発展
させ、高移動度かつ外部から濃度制御や界面電場制御を行える素子構造を目指す。物性研究としては、
スピン軌道相互作用に注目すると同時に、電界効果による低温量子伝導の開拓を行う。 
また、近年盛んに研究されている“トポロジカル絶縁体”にも着手する。トポロジカル絶縁体は、
バルク試料内部が絶縁体で、試料表面には金属的なディラック分散を有する材料系である。カルコゲ
ナイド系物質群が主に研究されているが、酸化物系界面においても理論的な提案が複数なされている。
残念ながら、これまでに実験的な成功例がないため、最初の実験例を実現すべく試料合成に着手し、
カルコゲナイド系よりも安定的に表面 Dirac の特性を活用できる物質の探索を行う。 
  
 
 ５． 低温電子物性学研究部門     部門担当教授 佐々木孝彦（2010.11 ～） 
 
【構成員】 
教授：佐々木 孝彦/准教授：井口 敏/助教：橋本 顕一郎/事務補佐員[1 名] 
大学院生[6 名]/学部学生[1 名] 
 
【研究成果】 
本部門は 2010 年 11 月に佐々木が低温物理学研究部門から移動，昇任して担当を開始した．2011 年
4 月に井口准教授が東京大学より，2012 年 4 月に橋本助教が京都大学より加わり，分子性有機物質，
導電性高分子を中心とした強相関電子系に発現する超伝導を含む電子物性研究を行っている．当部門
では，分子系に特徴的な階層的構造の自由度と電子自由度が融合した“柔らかさ”の視点から凝縮電
子系にあらわれる新しい機能性の開拓を目指している．2013 年度は特に強相関電子系電荷移動錯体の
分子ダイマー内電荷自由度の発現とそのダイナミクスに関しての研究に進展があった． 
 
(1) 分子性ダイマーモット系物質に内在するスピン-電荷自由度と電子誘電性 
分子性導体の特徴の一つは，電荷-スピン-格子結合による複合的な自由度と秩序が現れることであ
る．これまで分子ダイマーモット系物質の分子ダイマーに本質的に内在することが期待される電荷自
由度に着目し，ダイマー内に量子的な電荷ダイポールが形成され特徴的な誘電応答が発現することを
見出してきた．これは従来的な格子変位などによる誘電応答機構とは異なる純粋に電子的な“電子誘
電性”によるものと考えられる．これまで，三角格子系ダイマーモット絶縁体を中心に研究を行って
きたが，幾何学的フラストレーション効果や磁気秩序との相関，また物質バリエーションを広げるこ
とによる構造分類学的見地からの研究を進めている．本年度は，四角格子系ダイマーモット絶縁体や
反強磁性秩序を示す物質群において電場誘起の強誘電状態の発見，反強磁性スピン秩序による電荷自
由度の凍結現象の発見（Ref. 1）などの成果があった．このような電荷ダイナミクスと格子系の結合に
よる特徴的フォノンダイナミクスの研究を進めるために，非弾性中性子実験を準備している．また，
電荷ダイナミクスをプローブする手段として光応答に関する研究を密接な共同研究として進めている．
三角格子ダイマーモット系におけるダイマー内電荷自由度による新しい低エネルギー励起状態の観測
（Ref. 2,3），ダイマーモット絶縁体状態と電荷秩序絶縁体状態の共存（Ref. 4）などの成果があった．  
 
(2) 分子性電荷秩序物質における特徴的電荷ガラスダイナミクス 
 強相関電子系の基底状態の一つである電荷秩序絶縁体状態がある．この電荷秩序と金属状態の拮抗
する電子相関パラメータ領域において電荷自由度が長距離には秩序化しない電荷ガラス状態が出現す
る．この電荷ガラス状態における電荷ダイナミクスを赤外分光手法により明らかにし，特徴的な集団
応答現象を見出した．(Ref. 5) 
 
Ref. 1 S. Iguchi, S. Sasaki, N. Yoneyama, H. Taniguchi, T. Nishizaki, and T. Sasaki. 
 Relaxor ferroelectricity induced by electron correlations in a molecular dimer Mott 
 insulator. 
 Phys. Rev. B 87 (2013) 075107-1-5. 
 
Ref. 2  K. Itoh, H. Itoh, M. Naka, S. Saito, I. Hosako, N. Yoneyama, S. Ishihara, T. Sasaki and 
 S. Iwai. 
 Collective excitation of electric dipole on molecular dimer in organic dimer-Mott 
 insulator. 
 Phys. Rev. Lett. 110 (2013) 106401-1-5. 
 
Ref. 3 K. Itoh, H. Itoh, S. Saito, I. Hosako, Y. Nakamura, H. Kishida, N. Yoneyama, T. Sasaki,  
 S. Ishihara, and S. Iwai. 
 Narrowing of phonon spectrum induced by ultrafast charge fluctuations in an organic 
 dimer Mott insulator. 
 Phys. Rev. B 88 (2013) 125101-1-6. 
 
Ref. 4 R. Okazaki, Y. Ikemoto, T. Moriwaki, T. Shikama, K. Takahashi, H. Mori, H. Nakaya,    
 T. Sasaki, Y. Yasui, and I. Terasaki. 
 Optical Conductivity Measurement of a Dimer Mott-Insulator to Charge-Order Phase 
 Transition in a Two-Dimensional Quarter-Filled Organic Salt Compound. 
 Phys. Rev. Lett. 111 (2013) 217801-1-5. 
 
Ref. 5  K. Hashimoto, S. C. Zhan, R. Kobayashi, S. Iguchi, N. Yoneyama, T. Moriwaki, Y. Ikemoto 
 and T. Sasaki 
 Collective excitation of a short-range charge ordering in -(BEDT-TTF)2CsZn(SCN)4. 
 Phys. Rev. B 89 (2014) 085107-1-5. 
 
【研究計画】  
本研究部門では，分子性導体，有機物質系を中心とした物質・材料群の凝縮系電子状態の解明，新
機能開拓を目指している．特に分子系に特徴的な階層的構造の自由度と電子自由度が融合した“柔ら
かさ”の視点から，従来の固体物理研究では取り入れにくい“複雑性”，“メソスケール”，“不均一”
などの現象について新たな研究領域，概念を開拓することを目標にしている．発足３年が経過し，部
門としての研究体制が整いつつある．各構成員が異なるバックグラウンドを有しその集合体として部
門全体が有効的に機能するような運営を心がけている． 短期的な研究課題として、強相関電子系であ
る分子性導体において，エックス線照射分子欠陥の人為的制御手法の発見を基にした強相関電子状態
の微視的性質の解明と巨視的な新奇物性の探索を行う．短－中期的課題として，分子ダイマー構造に
由来する電荷自由度，“電子誘電性”の発見を基にした電子秩序の本質的な不均一とその動的状態に関
する研究を進めている．中－長期的課題として，高分子系伝導体に対する電子物性的研究を開始した．
高分子伝導体は，その応用範囲の広範さなどからすでに実用材料として用いられている．しかし，電
気伝導機構の理解は構造の複雑性，多様性などのために固体物理学的には全く不十分であり，系統的
な特性向上の指針が得られていない．これまで材料化学的に進められてきた高分子伝導体研究に対し
て，高電気伝導度化に向けた電子状態解明を目指した固体物理学的視点からのアプローチを行う．  
 ６． 量子ビーム金属物理学研究部門 部門担当教授 藤田 全基 (2014.1 ～) 
 
【構成員】 
教授：藤田 全基／准教授：大山 研司／研究支援者［1 名］／事務補佐員［1 名］／大学院生［3 名］ 
 
【研究成果】 
本研究室は、前任の山田教授が転出したため2012年度より兼佐々木研であったが、2014年1月に
藤田教授が部門担当になったことにより、当該年度中に新しいスタートを切った。本研究室の研究対
象は強相関電子系におけるスピンを主体とする量子物性であり、複数の量子ビームを駆使することに
よる多面的な視点での研究を進めている。また、中性子散乱を行う専門研究室として、金研中性子散
乱装置の共同利用の推進と技術開発を進めている。2013年度は、兼佐々木研、藤田研を通して、以下
に代表例を挙げるような成果を得ることができた。 
 
1) 銅酸化物高温超伝導体における結晶構造と磁気相関の関係を明らかにするため、斜方晶歪みを制
御した La1.94-xSrxCe0.06CuO4に対して中性子非弾性散乱実験を行ってきた。詳細な解析の結果、局所磁化
率のエネルギー依存性に peak-dip-hump 構造を見出し、磁気秩序に由来する低エネルギー励起と超伝
導に関係する比較的高いエネルギーの二種類の励起が存在する可能性を示すことができた。この結果
は、金研が日本原子力研究開発機構 JRR3 に所有し、研究室がこれまで運営してきた中性子散乱装置を
用いて得られた成果である。（Ref.1） 
 
2) アメリカオークリッジの中性子散乱施設において、多層系銅酸化物に対する世界初の中性子散乱
実験を行った。試料は Bi2223 系で測定は弾性散乱に限って行った。多層系における磁気秩序と超伝導
の共存状態を調べる目的で行った実験であるが、用いた試料が微少なため磁気秩序ピークの観測には
至らなかった。しかし明瞭な核反射は観測することができたため、今後、試料を増量しノイズを低減
することで中性子散乱による磁気秩序の観測が充分に可能であるとの手応えと改善の指針を得ること
ができた。本研究はブルックヘブン国際研究所、および、オークリッジ国立研究所の中性子散乱グル
ープとの国際共同研究として行った。 
 
2) スピンパイエルス物質CuGeO3の磁気励起とフォノンをJ-PARCのチョッパー中性子分光器で調べた。
低温で異方的磁気励起の詳細を明らかにすると伴に、高エネルギーまでの磁気励起が温度上昇により
変化する様子を捉えることに成功した。これら結果から、CuGeO3 において鎖間相互作用、および鎖内
の第二近接相互作用が特異なスピン状態を作り出していることが明らかになった。（Refs.2.3） 
 
4) 中性子散乱に関わる専門の研究室として、新しい中性子散乱実験の手法と解析方法の開発に取り
組んでいる。J-PARC で開発した multi-Ei 法による新しい測定法で、バックグラウンドの定量評価を行
い、実験結果との整合性を確認した。（Ref.4）また、中性子非弾性散乱強度の絶対値の導出をルーチ
ン化することに成功した。（Ref.5）これにより磁性体における全モーメントサイズと振動数毎のモー
メントサイズを見積もることが可能となった。 
 
 
5) J-PARCにおける白色中性子を利用して、Euを1%ドープしたCaF2の中性子ホログラム像の波長依存性
を調べることから、Eu周りの局所構造に関する詳細な情報を得ることができた。ホログラフィーは 
中距離局所構造をモデルなしで決定することのできる実験手法であり、波長依存性が得られることで
情報が増え、より厳密な構造の決定にJ-PARCでの測定が非常に有効であることが確認できた。 
 
Ref. 1 Dual Structure of Low-Energy Spin Fluctuations in La1.80Sr0.14Ce0.06CuO4, 
M. Enoki, M. Fujita, and K. Yamada,  
J. Phys. Soc. Jpn. 82, (2013) 114707 (1)-(6). 
 
Ref. 2 Anisotropic spin excitations in spin-Peierls CuGeO3, 
K. Ikeuchi, F. Mizuno, R. Kajimoto, Y. Inamura, M. Nakamura, K. Nakajima, M. Fujita, and M. Arai, 
J. Korean Phys. Soc. 63, (2013) 333-336. 
 
Ref. 3 Temperature Dependence of Spin Excitations in the Frustrated Spin Chain System CuGeO3, 
M. Fujita, C. D. Frost, S. M. Bennington, R. Kajimoto, M. Nakamura, Y. Inamura, F. Mizuno,  
K. Ikeuchi, and M. Arai,  
J. Phys, Soc. Jpn. 82, (2013) 084708 (1)-(5). 
 
Ref. 4 Contamination from the next higher incident energy in inelastic neutron scattering measurements  
with multiple incident energies on chopper spectrometers, 
R. Kajimoto, M. Nakamura, K. Nakajima, M. Fujita, 
Nuclear Instruments and Methods in Physics Research A 729, 365–370, (2013). 
 
Ref. 5 High-energy magnetic excitations in underdoped La1.90Sr0.10CuO4, 
K. Sato, M. Matsuura, M. Fujita, R. Kajimoto, S. Ji, K. Ikeuchi, M. Nakamura, Y. Inamura, M. Arai,  
M. Enoki, K. Yamada, 
J. Korean Phys. Soc. 62, 1836-1839, (2013). 
 
【研究計画】 
2014 年は、量子ビーム利用と中性子デバイス開発の基盤を整えることを目標に、以下の活動を行う。 
  
1)  J-PARC の高輝度化に合わせ、これまで未踏であった 300meV を越える高エネルギースピンダ
イナミクスの研究に重心を移す。特に、元素置換しなくても超伝導の発現が可能であると最近報
告されている T'構造銅酸化物 R2CuO4（R: 希土類）において、磁性の起源を明らかにするため全磁
気励起スペクトルを観測し、その温度依存性をも捉える実験に取り組む。また海外実験施設も利
用し、中性子、X線の相補利用を進める。 
 
2)  中性子散乱の実験技術を継続して発展させるため、研究室でデバイス開発に取り組み、技術を継
承する環境を構築する。偏極中性子用 Cu2MnAl 結晶の作成に関しては、作成条件の最適化を行うと伴に、
定常的に作成できるようにする。その他の中性子デバイスの開発についても開発の基盤を整える。 
 ７． 結晶欠陥物性学研究部門          部門担当教授 米永 一郎（2006.4 ～） 
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【研究成果】 
当部門のタスクである半導体を中心とした物質中の局所的構造・格子欠陥の原子構造や基礎物性を調
べ、その成因および各種条件下での変性や欠陥相互の反応過程の解明し、さらに新機能への応用する
ことを目指し、2013 年度においては、ワイドバンドギャップ半導体結晶中の各種欠陥の基礎物性の解
明と制御に関する研究を展開するとともに、太陽電池用シリコン結晶の高変換効率化に向けた多結晶
化制御に関する革新的技術の開発とその機構の解明を進めた。また、当研究室が世界をリードする高
品質ゲルマニウム結晶でのドナー形成に係る欠陥反応の基礎物性の解明を進めた。本年度、学術論文・
解説等 18 編、その内招待論文 2 件、国際会議 37 件（招待 1 件）、国内学会会議 47 件（招待 2 件）
の発表を行った。特に、本年 1 月に Appl. Phys. Express 誌で発表した「太陽電池用の擬似単結晶シ
リコンインゴットの育成－人工結晶粒界の利用による粒界制御－」は 2013 年度の応用物理学会論文賞
を受賞した。また、Euro. Phys. J. Appl. Phys.で発表した論文は Europhyics で Highlights に選ばれた。
本年度、さきがけ、科学研究費基盤 A、挑戦的萌芽研究の支援を頂いた。尚、7月末で東京大学に移動
した徳本有紀助教の後任として10月に着任した出浦桃子助教を中心にワイドギャップ半導体薄膜の結
晶成長の研究に課題に着手した。 
Ref. 1 ）はワイドギャップ半導体の中である窒化ガリウム(GaN)について、塑性変形によって導入さ
れたフレッシュな転位が有する特異な一次元電気伝導現象とそれを支配する Poole-Frenkel 機構を解
明したものであり、転位のデバイスワイヤ利用を進展させるものである。 
Ref. 2 ）は同じく GaN について、塑性変形によって転位とともに高密度の空孔型欠陥・複合体が導
入されることを単色エネルギー源を用いた陽電子消滅スペクトロスコピーによって初めて発見したも
のであり、それらの複合複合型空孔欠陥が特異な非発光中心として作用することが分かった。 
Ref. 3 ）は高品質太陽電池シリコンのコストパーフォーマンスに優れた擬似単結晶を育成する方法と
して、機能性結晶粒界によって育成時に発生する粒界を制御できることをその物理的メカニズムを含
め報告したものであり、新規技術として注目されるとともに、応用物理学会論文賞（2013 年度）を受
賞した。 
Ref. 4 ）は同じく太陽電池用シリコンの開発に向けて、粒界が変換効率の及ぼす機構を解明するため
に、最も基本的なΣ3 と呼ばれる粒界への各種不純物の集積をアトムプローブ法と透過型電子顕微鏡法
を用いて 3 次元的に定量化し、不純物種による特徴を基礎的に明らかにしたものである。 
Ref. 5 ）は研究室が独自に開発した高強度ゲルマニウム(Ge)について、固溶する酸素不純物が析出し
クラスター化すると同時に熱ドナーとして電気的特性を発現する過程を定量化し、反応速度論に基づ
いて解明することに成功したものである。 
 
Ref. 1  T. Yokoyama, Y. Kamimura, K. Edagawa, I. Yonenaga 
Local current conduction due to edge dislocations in deformed GaN studied by scanning spreading 
resistance microscopy 
 Euro. Phys. J. Appl. Phys. 61 (1), 10102 (2013).  
 
Ref. 2  A. Uedono, I. Yonenaga, T. Watanabe, S. Kimura, N. Ohsaima, R. Suzuki, S. Ishibashi, Y. Ohno 
Vacancy-type defects introduced by plastic deformation of GaN studied using monoenergetic positron 
beams 
J. Appl. Phys. 114 (8), 084506 (2013). 
 
Ref. 3  K. Kutsukake, N. Usami, Y. Ohno, Y. Tokumoto, I. Yonenaga 
 Control of grain boundary propagation in mono-like Si: utilization of functional grain boundaries 
 Appl. Phys. Express 6 (2), 025505 (2013). 
 
Ref. 4  Y. Ohno, K. Inoue, Y. Tokumoto, K. Kutsukake, I. Yonenaga, N. Ebisawa, H. Takamizawa, K. 
Inoue, Y. Nagai, H. Yoshida, S. Takeda 
 Three-dimensional evaluation of gettering ability of Σ3{111} grain boundaries in silicon by atom 
probe tomography combined with transmission electron microscopy 
 Appl. Phys. Lett. 103 (10), 102102 (2013). 
 
Ref. 5  K. Inoue, T. Taishi, Y. Tokumoto, Y. Murao, K. Kutsukake, Y. Ohno, M. Suezawa, I. Yonenaga 
 Interstitial oxygen behavior for thermal double donor formation in germanium: Infrared absorption 
studies 
 J. Appl. Phys. 113 (7), 073501 (2013). 
 
【研究計画】 
当部門のミッションである半導体を中心とした物質中の局所的構造・格子欠陥の原子構造や基礎物性
について、その成因および各種条件下での変性や欠陥間の相互反応過程を解明し、それらの知見を各
種機能性デバイスの性能向上・新機能発現に向けた研究を進める。 
 これまでの 8 年間の研究を継続し、ほぼ全ての半導体材料を対象とした欠陥の電気・光学的・動力
学的性質とその各種外部条件のもとでの変性とその機構を基礎的に、かつ総括的に解明するとともに、
それらのナノ・量子性を新規機能性として発現させる研究をさらに発展させる。特に、欠陥構造の原
子スケールでの同定と、さらに独自の近接場評価法および電子顕微鏡内ナノインデンテーション法に
よりその欠陥個々の電気・光学物性を明らかにし、欠陥の物性を制御するための基礎学理の確立を推
し進める。 
 本年度は、基盤研究 A、さきがけ、若手奨励研究 Aおよび挑戦的萌芽研究の採択を頂いたことを踏ま
え、以下を重点とする。(1) これまで知識を確立した窒化ガリウム、酸化亜鉛に関する研究を発展さ
せ、窒化アルミニウムと窒化インジウム(InN)、炭化ケイ素(SiC)等での転位の動特性、その電気・光
学特性の解明とワイドギャップ半導体における転位の物理機構の統一的解明、(2) 基幹半導体である
シリコン単・多結晶について、新奇な不純物を添加した結晶の育成、および粒界制御による多結晶化
阻止など、転位・粒界と不純物との欠陥反応の物理・化学的な観点での基礎的・総合的な解明および
構造学的・物性発現の解明による高機能化の推進、(3)独自に開発した結晶育成法により高品質ゲルマ
ニウム結晶を育成し、酸素不純物に起因するドナーの形成機構、さらに結晶の高強度化に係る転位機
構の解明を行うとともに、IV 族元素半導体の転位に関する統一的理解の推進、(4) 各種の半導体での
欠陥の学理の確立による社会的貢献を目指すとともに、国際誌編集委員として先端材料分野研究の国
際的サーベイと啓発活動を展開する。 
 
 
 ８． 金属組織制御学研究部門  部門担当教授   古原 忠 （2005.10 ～） 
 
【構成員】 
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【研究成果】 
本部門は、社会基盤構造材料として最も重要な鉄鋼材料を中心とした構造用金属材料に関する組織
と特性の制御に関する研究を行っている．2013 年度は、相界面析出ナノ炭化物を利用した鉄鋼材料の
高強度化に関して，低炭素および中炭素鋼において異相界面性格が相界面析出現象に及ぼす影響（Ref.
１,2），相界面析出炭化物が低炭素鋼の引張変形挙動に及ぼす影響（Ref.３）について研究を行った．
また、バルク金属の結晶粒超微細化と高強度化を達成する新たな超強加工法として繰り返しチャンネ
ルダイ圧縮接合法を考案し、純アルミニウムへ適用した（Ref.４）。さらに、フェライト変態に伴うオ
ーステナイト母相への炭素濃化の直接測定（Ref.５）に取り組んだ．以下に得られた主な結果をまと
める。 
 
（１）近年，異相界面で核生成する相界面析出ナノ析出物が鉄鋼材料の高強度化に利用されているが，
異相界面における炭化物の核生成挙動については不明なため，V を添加した中炭素鋼および低炭素を
用いてフェライト／パーライト変態に伴い形成される V 炭化物を調査した．その結果，中炭素鋼にお
いては整合性のない異相界面が移動して相界面析出が起こること，界面方位は結晶学的に一定の方位
を有さないこと（Ref. １），低炭素鋼においては，界面の整合性が悪くなるほど相界面析出によって
形成される炭化物密度が増加すること（Ref. 2）を明らかにした． 
 
（２）析出強化は鉄鋼材料の主要な強化機構の一つであるが，従来扱われてきた析出物は比較的大き
なものが多く，相界面析出によって形成されるナノ炭化物が力学特性に及ぼす影響は不明な点が多い．
そこで，相界面析出したナノ(Ti, Mo)炭化物が低炭素鋼の引張変形挙動に及ぼす影響を調べ，炭化物の
サイズが細かいほど強度が高く，同時に比較的大きな延性も維持するという優れた力学特性を示すこ
とを見出し，微細合金炭化物は，Ashby-Orowan 機構によりフェライトの析出強化に寄与しているこ
とを示唆する重要な結果を得た． 
 
 
（３）超強加工法は、バルク金属材料の結晶粒超微細化と高強度化を達成できる有効な手法である。
これまでに種々の超強加工法が考案されているが、多くの場合、比較的小さな試験片にしか適用でき
ないという制約があった。本研究では、厚肉試験片に適用可能な超強加工法である繰り返しチャンネ
ルダイ圧縮接合(accumulative channel-die compression bonding; ACCB)を考案し、純アルミニウム
への適用を試みた。その結果、板厚 10 mm 程度、板幅 15 mm 程度、長さ 80 mm 程度の棒状試験片
に対して、均一超微細粒組織の形成と高強度化に成功した。（Ref. 4） 
 
（４）TRIP 鋼や DP 鋼の機械特性を支配するフェライト変態に伴う未変態γへ炭素濃化について
FE-EPMA を用いた定量解析手法を用いて直接測定し，変態温度が高い場合には置換型元素の分配を伴わ
ない局所平衡モデルとよく一致するのに対して，変態温度が低下するほどγ中炭素濃度は平衡組成よ
りも低炭素濃度にずれることを見出した．さらに，γ中の炭素濃度は母相粒径の微細化に伴い増加す
るという重要な知見を得た（Ref. ５） 
 
Ref. 1 Y.-J. Zhang, G. Miyamoto, K. Shinbo, T. Furuhara 
“Effects of α/γ orientation relationship on VC interphase precipitation in low-carbon steels” 
Scripta Materialia, 69(2013), pp.17-20. 
 
Ref.2 Goro Miyamoto, Ryota Hori, Behrang Poorganji, Tadashi Furuhara 
“Crystallographic Analysis of Proeutectoid Ferrite/Austenite Interface and Interphase 
Precipitation of Vanadium Carbide in Medium-Carbon Steel” 
Metallurgical and Materials Transactions A, 44A(2013), pp.3436-3443. 
 
Ref.3 紙川尚也, 阿部吉剛, 宮本吾郎, 船川義正, 古原 忠 
“相界面析出組織を有する Ti,Mo 添加低炭素鋼の引張変形挙動” 
鉄と鋼, 99(2013), pp.352-361. 
 
Ref. 4 N. Kamikawa and T. Furuhara 
“Accumulative channel-die compression bonding (ACCB): a new severe plastic deformation 
process to produce bulk nanostructured metals” 
Journal of Materials Processing Technology, 213(2013), pp.1412-1418. 
 
Ref. 5 Z.-Q. Liu, G. Miyamoto, Z.-G. Yang, T. Furuhara 
“Direct measurement of carbon enrichment during austenite to ferrite transformation in 
hypoeutectoid Fe-2Mn-C alloys” 
Acta Materialia, 61(2013), pp.3120-3129. 
 
【研究計画】  
本部門では、鉄鋼材料をはじめとする構造用金属材料の高強度化のニーズに応えるべく、（１）マルテ
ンサイト／ベイナイト変態を利用した高強度鋼の開発、（２）ナノ析出物を用いた新しい組織制御法の
探索、（３）超強加工による結晶粒超微細化を利用した金属材料の高強度化、の３つの観点から高強度
組織創製のための基礎研究を行う。 
 
（１）では、マルテンサイトやベイナイト組織に及ぼす変態前加工、応力負荷、炭素濃度および変態
温度の影響を調べ、強度・靭性バランスの向上に有効なベイナイト・マルテンサイト組織の微細化の
基本原理を確立することを目指す。 
（２）ではフェライト変態に伴うオーステナイト／フェライト界面での炭化物析出および、試料表面
からの窒素拡散による試料表面近傍での窒化物析出を利用し，添加元素や処理温度・時間を変化させ
て数 nm サイズの炭窒化物組織を作りこみ高強度化を図るとともに、ナノ析出物による強化機構を明
確にする。 
（３）では、Al 合金および鉄鋼材料に対して、繰り返し重ね接合圧延(ARB)による超強加工を施し、
超微細結晶粒組織の形成に及ぼす諸因子の影響を明確にしていくともに、得られた超微細粒組織を有
する金属材料の力学特性の機構を解明していく。 
 
 
９． 計算材料学研究部門    部門担当教授（兼）  高梨 弘毅 （2012.4 ～） 
 
【構成員】 
助教：西松 毅 
 
【研究成果】 
 近年のさらなるコンピュータの高速化と大容量化，理論と計算手法の進歩により強誘電体の実際的
な規模（システムサイズ，〜100 nm）と時間（〜1000 ns）での分子動力学シミュレーションが可能
になりつつある．ペロプスカイト型強誘電体 ABO3 の密度汎関数法に基づいた第一原理計算から有効
ハミルトニアン Heff を構築し，それに基づき分子動力学計算を行うという手法である．われわれはそ
の強誘電体に特化した分子動力学計算フリーソフトウエア feram (http://loto.sourceforge.net/feram/) 
の開発を続けている．2013 年には特に２つの研究成果があった．そこで用いている第一原理計算に
よる Heffの構築方法や分子動力学計算の具体的な手法については日本語の解説[Ref. 1]と原著論文[Ref. 
2,3]を参照されたい． 
 
PbTiO3薄膜の相転移とドメイン形成の分子動力学シミュレーション 
 PbTiO3 の薄膜（1.6〜20 nm）について歪み−温度の相図を第一原理計算有効ハミルトニアンによ
る分子動力学シミュレーションから決定した．強誘電体薄膜のドメイン構造は歪みと強誘電体−電極
界面の構造からくる静電的なスクリーニングの良否に大きく影響されることを明らかにした[Ref. 4]． 
強誘電体の電気熱量効果の直接的な分子動力学シミュレーション 
 近年の気相成長技術の発達により，均質で膜中の欠陥の少ない強誘電体薄膜が作られるようになり
つつある．欠陥の少ない薄膜には今までは不可能であった強い電場をかけることができ，その
ON/OFF により大きな電気熱量効果（electrocaloric effect）が期待できる．固体冷却装置などへの応用
が期待されている． 
 2012 年には，われわれは，われわれが開発を続けている第一原理有効ハミルトニアンに基づく強
誘電体に特化した分子動力学計算プログラム feram により BaTiO3の電場下の分子動力学計算を行い，
電気熱量効果を見積った[Ref. 5]．そこでは，しかしながら，熱力学的な関係式を使って間接的に電気
熱量効果による温度低下 ΔT を見積っていたため，∂Pz/∂T が発散する外部電場 Ezが小さな場合にはそ
の見積りに困難があった（Pz は z 方向の分極）． 
 そこで 2013 年に，直接的に電気熱量効果による冷却 ΔT を見積る方法を開発した[Ref. 6]．有限の外
部電場 Ez 下で温度一定のカノニカル・アンサンブル計算を行い，その後 Ez=0 としてエネルギー一定
のミクロ・カノニカル・アンサンブル計算を行う．分子動力学計算で用いている粗視化  (coarse 
graining) により系の比熱が過小評価され，その結果 ΔT が過大評価されるので，補正 ΔT corrected = ΔT /5
が必要である． 
Ref. 1  西松毅: 強誘電体薄膜キャパシタのヒステリシスループの分子動力学計算，セラミックス，
 第 46 巻 6 月号，pp.456-461，2011 年 6 月． 
Ref. 2 Takeshi Nishimatsu, Umesh V. Waghmare, Yoshiyuki Kawazoe and David Vanderbilt: 
 “Fast molecular-dynamics simulation for ferroelectric thin-film capacitors using a 
 first-principles effective Hamiltonian”, Phys. Rev. B 78, 104104 (2008).  
Ref. 3 Takeshi Nishimatsu, Masaya Iwamoto, Yoshiyuki Kawazoe and Umesh V. Waghmare: 
 “First-principles accurate total-energy surfaces for polar structural distortions of 
 BaTiO3, PbTiO3, and SrTiO3: consequences to structural transition temperatures”, 
 Phys. Rev. B 82, 134106 (2010). 
Ref. 4 Summayya Kouser, Takeshi Nishimatsu and Umesh V. Waghmare: “Ferroelectric 
 domains and diffuse transitions in ultrathin films of PbTiO3: Effects of strain and 
 electrodes”, Phys. Rev. B 88, 064102 (2013). 
Ref. 5 Scott. P. Beckman, L. F. Wan, Jordan A. Barr and Takeshi Nishimatsu: “Effective Hamiltonian 
 Methods for Predicting the Electrocaloric Behavior of BaTiO3”, Materials Letters 89, 254-257 
 (2012). 
Ref. 6 Takeshi Nishimatsu, Jordan A. Barr and Scott. P. Beckman: “Direct molecular dynamics simulation 
 of electrocaloric effect in BaTiO3”, J. Phys. Soc. Jpn. 82, 114605 (2013). 
 
【研究計画】 
本所の重要な資産である計算材料学センターのスーパーコンピューターを最大限に活用し、国内外
他研究所では実行不可能な規模の新規超大規模シミュレーション計算により、持続型社会実現に向け
た新材料予言・提言に取り組む．地球シミュレーター及びスーパーコンピューター「京」を中心とす
る High Performance Computing Infrastructure (HPCI)プロジェクト、計算材料科学研究拠点への貢献も継
続して行う． 
引き続き強誘電体に特化した分子動力学計算フリーソフトウエア feram の開発と公開を行う．また，
強誘電体の電気熱量効果や弾性熱量効果のシミュレーションの手法の開発を継続して行う． 
10． 材料照射工学研究部門    部門担当教授 永井 康介 （2009.4～） 
 
【構成員】 
教授：永井 康介／准教授：井上耕治（2012.4～）／助教：清水 康雄(2010.4～)／助教：南雲 一章（2013.7～） 
事務補佐員［2 名］／大学院生［3 名］／学部生［0 名］ 
 
【研究成果】 
東日本大震災に伴う福島第一原発事故以来、原子力に最も求められているのは安全性をおいて他に
ない。原発の稼働率は大きく低下している一方で、再生可能エネルギーへの置き換えは数年単位で可
能であるはずはなく、今後少なくとも 20 年は現行の軽水炉およびその改良型軽水炉に頼らなければな
らない現実をふまえると、原子炉材料の劣化をよく理解することは、従来に増して重要な課題となっ
ている。当研究室では、放射線照射による材料損傷の学理の探求を基礎に置きながら、実際の原子炉
材料の劣化のメカニズムを解明し、将来の劣化の予測・制御を目指した研究を行っている。特に、劣
化の主因と考えられていながら、最新の電子顕微鏡でも観察が難しい、ナノ・サブナノスケールの欠
陥や不純物クラスター等を、陽電子消滅法や３次元アトムプローブ法というユニークな手法を用いて
検出・解析し、劣化機構の本質の理解を目指した研究を進めている。 
同時に、上記手法の高度化も進め、新しいナノスケールの解析法の開発にも力を入れている。これ
らの計測技術や知見は、原子力材料に留まらず、半導体デバイス開発等の他分野にも、貢献している。
また、これら実験結果を解釈するための計算機シミュレーションも行っている。本年度の具体的成果
は、以下の通りである。 
 
a） 原子炉圧力容器（RPV）鋼の照射脆化機構に関して、不純物 Cu 析出物およびマトリックス欠陥
の形成が、それぞれ脆化にどの程度寄与するかを照射後焼鈍実験によって調べ、不純物濃度依存
性を明らかにした(Ref.1)。また、初期の照射と照射後焼鈍後の再照射の脆化機構が異なることを
明らかにした（Ref.2）。 
b） 圧力容器の耐食性を担保するための内張（肉盛り溶接：二相ステンレス）の熱時効による劣化機
構の解明を行った。二相ステンレスの網目状δフェライト相がスピノーダル分解を起こすとと
もに、Ni-Mn-Si からなる析出物（G 相あるいはその前駆体）の形成が明らかになった。また照
射による組織変化を明らかにし、照射欠陥の硬化への寄与を明らかにした（Ref.3）。 
c） 高レベル放射性廃棄物のガラス固化体の特性に大きな影響を与えるサブナノ寸法の空隙を評価
する方法として陽電子消滅法を提唱し、手法適用時に考慮すべき陽電子やポジトロニウムと欠陥
の反応について明らかにした（Ref. 4）。 
d） 上記の圧力容器鋼等の研究で発展させた、最新の３次元アトムプローブ法を応用して、半導体
中にイオン注入したドーパント分布の原子レベルの分解能での不均一性や、それによる電気的特
性のばらつきの原因を明らかにした（Ref.5）。また、Si 中の重水素の振る舞いや、Ge の同位体
超構造の分析を通じて、3 次元アトムプローブ法の手法の評価も行った（Ref.6,7）。 
 
Ref.1) A. Kuramoto, Y. Nagai, T. Toyama, T. Takeuchi, M. Hasegawa: Mater. Sci. Forum 733 (2013) 
257-263, “Positron annihilation study of neutron-irradiated nuclear reactor pressure vessel steels and 
their model alloy: Effect of purity on the post-irradiation annealing behavior”. 
Ref.2) A. Kuramoto, T. Toyama, Y. Nagai, K. Inoue, Y. Nozawa, M. Hasegawa, M. Valo: Acta Mater. 
61(2013)5236-5246, “Microstructural changes in a Russian-type reactor weld material after neutron 
irradiation, post-irradiation annealing and re-irradiation studied by atom probe tomography and 
positron annihilation spectroscopy.” 
Ref.3) T. Takeuchi, Y. Kakubo, Y. Matsukawa, Y. Nozawa, Y. Nagai, Y. Nishiyama, J. Katsuyama, K. 
Onizawa and M. Suzuki: J. Nucl. Mater. 443 (2013) 266-273, “Effect of neutron irradiation on the 
microstructure of the stainless steel weld overlay cladding of nuclear reactor pressure vessels.” 
Ref.4) K. Inoue, H. Kataoka, Y. Nagai, M. Hasegawa, Y. Kobayashi: J. Appl. Phys. 114(2013) 154904, 
“Reaction of positronium with doped ions in silica-based glasses in the size determination of 
subnanometer structural open spaces.” 
Ref.5) K. Inoue , H. Takamizawa, Y. Shimizu, F. Yano, T. Toyama, A. Nishida, T. Mogami, K. Kitamoto, T. 
Miyagi, J. Kato, S. Akahori, N. Okada, M. Kato, H. Uchida, Y. Nagai: Applied Physics Express 6 
(2013) 046502, “Three-Dimensional Dopant Characterization of Actual Metal–Oxide–Semiconductor 
Devices of 65nm Node by Atom Probe Tomography.” 
Ref.6) Y. Shimizu, H. Takamizawa, Y. Kawamura, M. Uematsu, T. Toyama, K. Inoue, E. E. Haller, K. M. 
Itoh, Y. Nagai: J. Appl. Phys. 113 (2013) 026101, “Atomic-scale characterization of germanium 
isotopic multilayers by atom probe tomography.” 
Ref.7) H. Takamizawa, K. Hoshi, Y.Shimizu, F. Yano, K. Inoue, S. Nagata, T. Shikama,  Y. Nagai: 
Applied Physics Express 6(2013) 066602, “Three-Dimensional Characterization of Deuterium 
Implanted in Silicon Using Atom Probe Tomography.” 
 
【研究計画】 
当部門では、今後も照射損傷の基礎学理から、それに基づいた軽水炉等の実用原子力材料の劣化機
構の解明まで、特に、ミクロ・ナノ構造や照射欠陥の先端的解析手法（陽電子消滅法、３次元アトム
プローブ等）に特徴を持った研究をさらに展開させる。具体的には、 
１） 現在稼働中の原子力発電炉の安全性に関する材料の課題は重要かつ緊急の課題であり、産業界か
らも強い期待がある。上記の特徴ある手法を組み合わせて、圧力容器本体（低合金鋼）の脆化機
構解明や圧力容器オーバーレイクラッドの耐食性に関する劣化機構の解明を進める。 
２） 燃料被覆管（ジルカロイ、Zr-Nb 合金等）の照射、水素化、腐食の影響をミクロ組織の研究を進め
る。 
３） 半導体中にイオン注入された添加元素の移動・拡散挙動、それらの照射欠陥による促進効果、欠
陥－不純物複合体形成等の機構解明は、半導体デバイス開発のみならず、照射損傷の基礎学理と
して重要である。上記の原子炉材料研究で養われた３次元アトムプローブ等の技術を応用し、分
析手法に特徴的な基礎研究を進める。 
 
 11． 原子力材料物性学研究部門  部門担当教授  四竃 樹男 （2001.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：四竃 樹男／准教授：永田 晋二／助教：趙 明／大学院生［5 名]／学部生［3 名］ 
 
【研究成果】 
本部門は高時間分解能で高線量放射線場の実時間測定をおこなうことができる光学線量測定システ
ムを構築することを目的に、システムの中心となるシリカコアファイバーをはじめとするセラミック
ス機能材料を中心に原子、14MeV 中性子、イオン、電子線、ガンマ線照射場における動的照射効果およ
び放射線誘起発光挙動に関する研究を行っている。とくに，電気・光学的手法と他の分析方法を相補
的に用いて、核融合セラミックス材料の特性評価を系統的に進めるほか、酸化物における水素挙動に
関連した電気・光学的特性変化や発光挙動に着目したあらたな機能の探索、非晶質金属材料の原子力
環境への応用を目指した課題にも取り組んでいる(Ref.1)。 
核融合システムでは燃焼プラズマ近傍でセラミックス材料が十分に機能することが必須であり、実
用環境下における定量的な挙動把握が課題である。放射線場での光計装に不可欠な光ファイバの開発
に関しては、これまでに引き続き高温環境での光ファイバの耐熱挙動、照射挙動を明らかにすると共
に、ガラス構造の高温安定性や高温照射下における光吸収特性、水素吸放出およびナノ結晶形成との
関係について検討を行っている。電子励起の役割が重要になるセラミックス材料では、定量評価に加
え照射下でのその場測定が必要不可欠である。本分野でのこれまでの研究活動は世界的に高い評価を
受けており、複数の国際会議で招待講演を行い米国原子力学会より表彰を受けている。(Ref.2,3) 放射
線照射下における発光、いわゆるラジオルミネッセンス特性の変化から材料の照射特性変化をその場
観察する手法をスペイン国原子力研究所との国際協力のもとで発展させ、低放射化材である炭化ケイ
素材料へはじめて適用し、動的照射評価法として十分な可能性があることを示した(Ref.4)。また、こ
のような分光学的手法を加速器から得られる高速イオンビーム実験法と組み合わせることで、トリチ
ウム増殖材であるリチウム３元系酸化物セラミックス中の損傷の蓄積・回復とこれにともなう水素の
保持放出を同時にとらえることに成功している(Ref.5)。非晶質金属材料としては、ジルコニウム基金
属ガラスへのガンマ線、中性子線、イオン照射下における構造変化、電気伝導度、機械的性質変化の
機構を探るべく、基礎データを蓄積しつつある。 
 
Ref.1   J-H. Kim, S. Nagata, T. Shikama, C-Y. Kang , C Characterization and performance of fuel 
cells using BaCe0.9Y0.1O3-delta electrolyte modified by an ion beam,  Metals and Materials 
International,18(3),(2012),451-455 
Ref.2  T.Shikama, S.Ngata, S.J.Zinkle, and E.R.Hodgon, In-situ experiments in fission reactors 
for study of fusion reactor matereials, Important role of study of dynamic irradiation effects in 
fuctional materals in burning nulear fusion systems, Invited talk in the 16th International 
Conference on Fusion Nuclear Materials, Beijing, October, 2013 
Ref.3  American Nuclear Society Mishima Award, 2013 
 
Ref.4  S. Nagata, H. Katsui, K. Hoshi, B. Tsuchiya, K. Toh, M. Zhao, T. Shikama, E.R. Hodgson, 
Recent research activities on functional ceramics for insulator, breeder and optical sensing 
systems in fusion reactors J. Nucl. Mater. 442 (2013) 501–507. 
Ref.5  K. Hoshi, S. Nagata, M. Zhao, T. Shikama, Ion-induced luminescence and damage process 
of LiTaO3, Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. Sect. B.315 (2013) 149-152.   
 
 
【研究計画】 
研究室として最終年度であり、これまでの研究活動を取り纏めるべく、放射線環境下でのセラミック
ス機能材料の評価、新奇特性の発現を目標として以下の４項目について研究を進め総括する。 
１． 照射誘起発光を積極的に利用することにより核融合炉用セラミックス材料の特性評価を行う。三
元系リシウム酸化物、炭化ケイ素(SiC)などの発光挙動と水素輸送特性を系統的に評価・検討し、
発光評価の実システム適用の検討を続ける。さらに、国内のプラズマ実験装置（九州大、筑波大）
におけるプラズマ・材料相互作用解明を目的とした複合的表面分析にも適用する。 
２． 照射誘起発光体の探索を進めるとともに、発光体を用いた計装システムの実機への応用を引き続
き進める。原子炉のトラブル診断において光計装システムを適用し、放射線場での光計装の重要
性を具体的に示すとともに、核融合システム及び関連システムでの光計装の実現に向けた研究を
進める。特に福島事故における環境線量率測定への適用を目指す。 
３． 照射誘起起電力発生機構に関する基礎的研究を行う。特にセラミックス内の水素と起電力との関
係に着目し，照射下でのセラミックス内の水素挙動評価を、加速器を用いて進める。材料中の水
素挙動評価は核融合炉システムで注目されており、プラズマ物理を専門とする他機関と連携しつ
つ、プラズマ対向材料中の水素挙動、特に動的挙動を定量評価する。 
４． 照射効果を利用した金属ガラスの構造制御に関する基礎的知見を得る。イオンを用いた表面構造
制御と，ガンマ線・中性子線を用いたバルク構造制御を平行して行う。また，原子力システムへ
の適用の可能性を， JAEA、ベルギー国原子力研究所、米国オークリッジ国立研究所との協力を通
じて引き続き検討する。 
 
 
  
 12． 原子力材料工学研究部門   部門担当教授 阿部 弘亨（2009.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：阿部弘亨／准教授：佐藤 裕樹／助教：松川義孝(2012.7～)／助教：松永哲也(2011.1～)／JSPS 特別研究員[１名]
／事務補助員[1 名]／大学院生［11 名］／学部生[5 名] 
 
【研究成果】 
 当部門では原子炉（軽水炉、次世代炉）の構造材料や燃料被覆管材料、核融合炉ブランケット構造
材料の放射線照射劣化、環境劣化に係る研究を行っている。これらの材料が被る、高エネルギー粒子
照射による欠陥生成から、損傷組織の発達を経て、マクロな機械的性質の変化に至るまでの複雑な過
程の中で、支配的な要素過程を抽出し理解することは、原子力材料の開発において重要である。そこ
で硬度測定等の機械的性質の評価、TEM 等による微細組織評価と、分子動力学法による原子レベルシミ
ュレーションを実施した。本年度中に得られた研究の成果は以下の通りである。 
1）ジルコニウム基合金は現行軽水炉における燃料被覆管であり、現在原子力の経済性向上を志向して
燃料高燃焼度化が検討されている。当部門では新材料として Zr-Nb 合金を研究対象として、その腐食、
水素化および照射効果について研究を実施した。現行材のジルカロイ合金の知見をベースにして、事
象を素過程に分解しこれらの効果を明らかにした。このために東北大学、東京大学、大阪大学、日本
原子力研究開発機構、(株)NDC による共同研究を実施し、さらに関係機関の専門家で構成される検討委
員会を設け、開発と規制の観点からの検討が可能となる体制を構築した。研究成果として、Zr-Nb 二元
合金の水素吸収および照射に伴う硬化を観察した。そして同合金の耐食性、耐水素吸収特性、耐照射
性が高いことを確認した。加速器結合型電子顕微鏡を東大 HIT に新しく構築し、イオン照射その場観
察実験を可能とした。また東北大学サイクロトロン加速器に作製した高エネルギーイオン照射チャン
バーを用いバルク材料への照射実験を開始した。さらに新合金開発として Zr-Nb-Mo 系合金の開発を行
った。 
2）核融合実証炉用ブランケット候補材 F82H 鋼および核融合炉、高速増殖炉用 ODS 鋼について照射影
響を調査した。また鉄中の格子間原子集合体一次元運動挙動の欠陥サイズ依存、入射電子エネルギー
依存、ビーム強度依存を実験的、理論的に調査した。阪大 UHVEM を用い電子照射その場観察実験を行
い、照射下において TaC 析出物や M23C6炭化物が不安定化することを見出し、そのメカニズムを電子エ
ネルギー依存性およびビーム強度依存性、ビーム強度分布依存性から明らかにした。さらに、阪大接
合研との共同研究により F82H 鋼と SUS316 鋼のレーザー溶接部の組織解析を行った。 
 尚、1)および 2)の成果の一部を元に、平成 24 年度より文部科学省 国家課題対応研究開発推進事業 
原子力システム研究開発事業 「原子炉燃料被覆管の安全設計基準に資する環境劣化評価手法に関する
研究開発」がスタートしている。 
【研究計画】 
 次年度は現在の研究を継続しジルコニウム合金と鉄合金について、電子顕微鏡（超高圧電子顕微鏡、
加速器結合型電子顕微鏡）、機械強度試験、レーザー･アブレーション、第一原理計算、分子動力学計
算などの手法を組み合わせ劣化基礎メカニズムの解明と実機適用性に関する研究を行う。また今回の
  
原子炉事故を受けて、より安全性の高い材料を目指した研究開発を進めることとしている。 
 13． 電子材料物性学研究部門     部門担当教授  松岡 隆志 （2008.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：松岡 隆志／准教授：片山 竜二／助教：花田 貴、谷川 智之、窪谷 茂幸／産官学連係研究員[1 名]／ 
事務補佐員[1 名]／大学院生[7 名]／学部生[2 名] 
 
【研究成果】 
これまで本部門では温度安定性に優れた半導体材料として期待されている InN の高品質化の研究、
極性を制御した成長の研究、および、窒化物半導体の結晶成長技術を駆使した量子光学素子の研究を
進めてきた。 
InN の成長においては、加圧型有機金属成長装置（Pressurized-Reactor Metalorganic Vapor Phase 
Epitaxy; PR-MOVPE）を開発し、気相・固相間の高い窒素平衡蒸気圧に打ち勝ちながら成長温度を高温
化することにより、高品質薄膜の成膜を実現した。加えて、N 原子の捕獲効率を高めるために、通常
の窒化物半導体で用いられている III 族極性とは表裏を逆にした窒素極性での成長を行い、緻密で平
坦な薄膜が得られることが明らかにしてきた。本年度は、結晶品質向上のため、成長条件と結晶品質
との関係を明らかにした。光学的特性は成長温度に強く依存し、成長温度は 575℃を境とし、低温側
では立方晶 InN が出現し、フォトルミネッセンス強度は極端に低下する。さらに、低温側ではキャリ
ア濃度が高くなり、Burstein–Moss シフトによって吸収端エネルギが高くなる。種々の物性評価から、
最適成長温度を明らかにした（Ref. 1）。極性成長においては、青色 LED などでは III 族極性成長が
用いられている。素子設計の自由度を考えたとき、N 極性成長も重要と考えられる。今年度は、p 型
GaN を得るために必要な Mg 添加による成長姿態について実験的に調べた。Mgの添加によって、GaN 成
長においてしばしば観察される六角錐状のヒロックが発生しにくくなることと、原子ステップの幅が
広くなることを確認した。この現象は、Mg が成長最表面での Ga 吸着原子のマイグレーションを促進
していると考えられる。電気的特性については、Ga極性と同程度を実現している。ただ、Mg添加によ
って、ステップバンチングが加速される点が今後の課題である。In 等のサーファクタントの導入によ
って改善できると考えている（Ref. 2）。 
上記の窒化物半導体の結晶成長技術を活かした新規素子として、第二高調波発生や光パラメトリッ
ク発生による横擬似位相整合導波路型の量子光学素子を提案している。この素子においては、c 面サ
ファイア基板をクラッド層、窒化物半導体と酸化物薄膜をコア層として用いる。本部門で開発した窒
素極性面での成長条件の最適化によって、従来は困難であった 100 nm 以下の膜厚においても、平坦膜
が得られることを確認した。酸化物薄膜コア層についても、反応性スパッタリングを用いたアモルフ
ァス TiOxまたは ZrOxの形成条件を最適化することで十分な膜厚均一性を実現するとともに、プリズム
結合法により導波路として動作することを確認し、モード分散による位相整合条件を算出した。 
 
Ref. 1 Y. T. Zhang, T. Kimura, K. Prasertsuk, T. Iwabuchi, S. Kumar, Y. H. Liu, R. Katayama, and T. 
Matsuoka, "Optical Properties of InN films Grown by Pressurized-reactor Metalorganic Vapor Phase Epitaxy", 
Thin Solid Films, 536, pp. 152-155 (2013). 
 
Ref. 2 T. Tanikawa, K. Shojiki, T. Kimura, S. Kuboya, T. Hanada, R. Katayama, and T. Matsuoka, 
"Enhancement of Surface Migration by Mg doping in the Metalorganic Vapor Phase Epitaxy of (0001
_
) 
GaN/Sapphire", Jpn. J. Appl. Phys. 53, pp. 05FL05 1-4 (2014). 
 
【研究計画】 
開発した PR-MOVPE 装置、N 極性成長技術、および、基本結晶面からミスカットした基板を用いた成
長技術の完成を図るために、GaN 表面に見られるステップバンチングを抑制するべく、サーファクタン
トを導入して平坦化を図る。従来、窒化物半導体は格子不整の大きい基板上に成長されてきたが、基
本に立ち返り、ScAlMgO4基板などの格子整合基板上への成長を試み、結晶品質の改善を図る。 
これらの技術の効果の検証とさらなる技術の高度化のために、素子を作製し素子の観点から材料と
しての課題を抽出する。N様性において、オール窒化物半導体による固体照明用素子実現に向けて必須
の高 In 組成の InGaN による赤色発光、高欠陥密度下であっても分極電界の利用によって高効率化を図
ることのできる太陽電池などを試作し、従来からある Ga 極性素子との優位性を明らかにする。窒化物
半導体のワイドギャップ性を活かして、低炭素社会において必須の高出力・高周波トランジスタを試
作する。その中で、低オン抵抗およびノーマリーオフが望まれているが、窒素極性成長によって、そ
の実現を図る。さらに、これまで開発した成長技術を基に窒化物半導体の新領域の開拓に向け、量子
光学素子を取り上げ、強い二次光学非線形性や励起子安定性を利用した量子もつれ光子対ないし単一
光子発生光源の動作実証を目指し、素子作製と計測技術の開発を行う。研究の遂行に当たっては、常
にシステムを鑑みて、材料研究を展開していく。 
 
14． ランダム構造物質学研究部門 部門担当教授 杉山 和正 （2007.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：杉山 和正／准教授：林 好一／助教：志村 玲子、有馬寛／研究員［1 名］、大学院生［6 名］ 
 
【研究成果】 
本研究部門は、回折法を応用して得られる原子レベルの構造情報に基づき、材料特性の最適
化や興味ある特性の発現メカニズムの解明に取り組んでいる。特に最近は、今世紀初頭より金
属化合物が五回対称あるいは正二十面体クラスターという２つの新しい概念を基盤に大きな進
展を遂げている事実を踏まえて、金属間化合物に存在する特殊構造に関する研究展開を行って
いる。より具体的には、準周期構造をもつ準結晶の近傍に存在する複雑な構造を持つ近似結晶
の構造解析およびＸ線異常散乱法を用いた非晶質金属の精密構造解析という研究を推進してい
る。 
本年度は、このような金属複雑化合物に関する研究成果のひとつとして、Al-Co-Pd 系近似結
晶 R-相の構造解析に成功している。例えば R 相の解析では、これまで３次元準結晶の構造単位
であると考えられているマッカイ多面体と小さな正二十面体ユニットの結合でその複雑構造が
明瞭に説明できることを単結晶構造解析によって解明している( Ref. 1 )。本研究グループでは、
これまでの研究成果および本年度の近似結晶相の構造を詳細に検討することによって、準結晶
の基本構造単位としての Mackay クラスターの多様性と重要性を改めて報告し、そして現在は
このマッカイ多面体と正二十面体ユニットの結合で準結晶の３次元構造を説明すべくモデル計
算を行っている。一方、２次元の準結晶の構造単位は、重元素の五角対称配列を基盤とするカ
ラム構造が基本である。本研究グループはこの問題に関しても、従来から構造解明が期待され
ていた複雑な金属近似結晶の構造解析にも成功している( Ref. 2 )。 
昨年度から継続推進する非晶質金属の構造解析に関しては、放射光源を応用したＸ線異常散
乱(AXS)法と reverse Monte Carlo(RMC)法をドッキングしたAXS-RMC法を駆使して実施した
構造解析を系統的に進めている。研究成果の一部は、国際学会などで報告を完了しているので、
来年度には出版物として公表できる予定である。本研究グループは非晶質金属の原子レベルの
構造解析だけではなく、その物理化学的特性を構造から解明する研究も推進しており、本年度
出版した、冷間圧延を行った Zr 系非晶質合金の構造変化に関する研究成果はその一例である
( Ref.３ )。 
複雑な結晶構造を応用する物質材料素材の開発は、今般のキーワードであると考えられる。
そして、結晶質・非晶質を問わずその開発理念の基本には様々な天然物がある。我々の研究グ
ループは、これまで主として天然結晶質物質を中心に構造的な研究を推進してきたが、本年度
は、放射光実施設で実施したＸ線分光法によって得られた研究成果の一つとして、天然非晶質
物質の構造に関する研究成果もまとめることができた( Ref.4 および Ref.5 )。とくに、潜晶質
鉱物として有名な chrysocolla の構造に関して、実験室系での合成実験を通じてと非晶質の成
因も含めた議論を進めることができた成果は、当該分野でも一定の評価を得ている。熱水系を
含めて水溶液が関与する非晶質物質およびナノ結晶物質の構造と特性の評価は、新しい素材製
造プロセスの基盤となることも予想されるため今後重要な研究素材となると考えている。本研
究部門では発光材料としての複雑系酸化物の開発研究も行っている。中性子シンチレータやＸ
線シンチレータに応用可能なホウ酸塩の構造と発光元素の環境構造を決定する一連の応用研究
も推進している。 
 
Ref.1 R.Simura, S.Suzuki, K.Yubuta and K.Sugiyama: Crystal Structure and 
Pseudo-Mackay Cluster of R-AlPdCo. Mater. Trans., 54(8), 1385-1391(2013). 
 
Ref.2 K.Sugiyama, A.Yasuhara, and K.Hiraga: Structure of 2-Al3Co, a monoclinic 
approximant of the Al-Co decagonal quasicrystal. Aperiodic Crystals, Proceedings of 
Aperiodic 2012, 237-241(2013). 
 
Ref.3 O.Haruyama, K.Kisara, A.Yamashita, K.Kogure, Y.Yokoyama and K.Sugiyama: 
Characterization of free volume in cold-rolled Zr55Cu30Ni5Al10 bulk metallic glasses. Acta 
Materialia, 61, 3224-3232(2013). 
 
Ref. 4  T.Hariu, H.Arima and K.Sugiyama: 
The structure of hydrated copper-silicate gels, an analogue compound for natural 
chrysocolla. 
J. Min. Petrol. Sci., 108, 111-115(2013). 
 
Ref. 5 L. Wang, A.Yoshiasa, M.Okube, T.Hiradoko, Y.Hu, H.Arima and K.Sugiyama: 
Local structure of iron in tektites and natural glass: An insight through X-ray absorption fine 
structure spectroscopy. 
J. Min. Petrol. Sci. 108(5), 218-294(2013). 
 
 
【研究計画】 
平成 26年度も、優れた機能を有するランダム系物質の特性発現機構解明のために，原子レベ
ルの構造解析を中心に研究推進する計画である。具体的には、ランダム無機構造の解析分野で
は、①非晶質金属の定量的構造評価を継続推進し、多元系非晶質金属の構造的原理を明らかに
する研究および②準結晶近傍に存在する近似結晶相を探索し、特殊なアトムクラスター構造の
解明に関する構造的な研究を推進したい。本研究グループで独自に開発した AXS-RMC 法は、
非晶質合金に存在するアトムクラスターの詳細やその連結様式を解明する目的には最適であり、
これまで非晶質合金の構造解析に汎用されてきた通常の動径分布解析より格段に優れた構造イ
メージを議論することができる。そして、これまでの系統的な研究で、金属非晶質合金の構成
元素の構造的役割を定量的に示すことができたことは、非晶質金属の構造的研究に大きなイン
パクトを与えることができたと自負している。これまでの研究推進によって Zr系金属の構造解
析はほぼ終了しているので、昨年度よりは金属・非金属系非晶質合金の構造解析に軸足を移し
た研究展開を実施している。今後この研究を大きく進展させるキーポイントとして、我々の得
意とするＸ線異常散乱法に J-PARC で実施できる中性子線回折をドッキングするマルチビーム解
析法が重要であると考えている。現状、J-PARC の稼働時間が十分でないことから、Ni-B 系、
Fe-B 系などの金属非晶質および GeO2系酸化物ガラスの構造評価など実験が完了している研究は
限られているが、今後、非晶質研究は大規模量子ビームを積極的に利用した方向で大きく発展
するという信念のもと研究推進に努めている。また今般、結晶質・非晶質問わず構造モデルな
しで複雑構造解析が可能な、高エネルギーＸ線回折法を用いたPDF解析が注目を集めている現
状を踏まえ、我々の得意とするＸ線異常散乱法をドッキングすることによって、独自の新しい
研究展開を試みている。 
 15． 生体材料学研究部門      部門担当教授  新家 光雄 （2005.10 ～） 
 
【構成員】 
教授：新家 光雄／准教授：仲井 正昭／助教：趙 研／技術補佐員[1 名]／事務補佐員[2 名]／ポスドク[1 名]／大学院生
[8 名] 
 
【研究成果】 
本研究部門で研究開発した生体用低弾性率チタン合金の微細組織制御による力学的特性の改善、同合
金の変形挙動に及ぼす微量侵入型元素の影響および同合金の脊椎固定器具への実用化を目指した力学
的・生物学的安全性評価などの基礎および応用の両面から研究を進めるとともに、脊椎固定器具用に
特化した生体用弾性率自己調整チタン合金の開発、低コスト高強度チタン合金および超軽量チタン合
金の開発などの新たなチタン合金の開発についても研究を進めている。2013 年度における主な研究成
果を以下にまとめる。 
（1）生体用低弾性率チタン合金である Ti-29Nb-13Ta-4.6Zr（TNTZ）合金（化学組成は質量パーセント）
の実用化を目指して、TNTZ 製脊椎固定器具を試作し、耐久性を改善するための表面処理の一つとして
キャビテーションピーニング処理の有効性について検討した。その結果、特に高サイクル疲労寿命領
域において、耐久性の向上が認められた。 
（2）生体用弾性率自己調整チタン合金の一つである Ti-12Cr 合金の単軸疲労特性を評価した結果、同
合金は溶体化状態の β 型チタン合金としては非常に高い疲労強度を有することが明らかとなった。こ
のような高い疲労強度が得られる原因の一つとして、同合金に変形を加えたときに生じる変形誘起 ω
相の形成が寄与していると考えられる。 
（3）生体用低弾性率チタン合金であるTNTZ合金に酸素を添加していくと、酸素含有量の増加に伴い、
伸びがいったん減少するが、ある特定の量まで増加させると、従来の知見とは反対に、伸びが増加す
る現象が認められた。 
（4）非平衡プロセスであるマグネトロンスパッタリング法を用いて Ti-Mg 合金薄膜を作製し、本合金
を生理食塩水およびハンクス溶液に浸漬した際の溶解性および析出物の生成について調査した。作製
した Ti-17Mg、Ti-33Mg、Ti-55Mg 合金薄膜を生理食塩水に 7 日間浸漬した結果、Ti-55Mg 合金では、
一部溶解が認められたのに対して、Ti-17Mg、Ti-33Mg 合金では、溶解は生じず、金属イオンの溶出も
検出限界以下であった。一方、各合金薄膜をハンクス溶液に 30 日間浸漬した結果、Ti-33Mg 合金にお
いてのみ、リン酸カルシウムの析出が認められた。これらの結果から、医療器具への応用には、Ti-33Mg
合金が有望であることが分かった。 
（5）TNTZ 合金に高圧ねじり加工を施し、組織をナノメートルオーダーに微細化した場合の転位の挙
動について、CMWP 近似法による XRD プロファイル解析を用いて調査した。高圧ねじり加工の回転
数を増加することにより、刃状転位が減少し、らせん転位が増加することが明らかとなった。この結
果から、高圧ねじり加工により導入された転位のうち、主に刃状転位が亜結晶粒界の形成に寄与して
いると考えられる。 
（6）低コスト β型 Ti-Mn合金の医療器具への応用を検討するため、本合金の生体適合性評価を行った。
Mn 含有量を 6~17 mass%まで変化させた本合金をハンクス溶液に 7 日間浸漬した結果、金属イオンの
溶出は検出限界以下であった。一方、細胞培養試験を行った結果、Mn 含有量が 13 mass%以下の場合、
細胞毒性を示さないことが明らかとなった。また、家兎の大腿骨に Ti-12Mn 合金を移植した動物実験
の結果からは、本合金の骨形成能が純チタンと同等であることが明らかとなった。以上により、本合
金の生体適合性は、Mn 含有量が 13 mass%以下であれば純チタンと同程度であると考えられる。 
 
（2013 年度に発表した主な論文） 
Ref. 1 Q. Li, M. Niinomi, J. Hieda, M. Nakai and K. Cho 
 ”Deformation-induced ω phase in modified Ti-29Nb-13Ta-4.6Zr alloy by Cr addition” 
 Acta Biomater., 9 (2013), 8027-8035. 
 
Ref. 2 H. Yilmazer, M. Niinomi, M. Nakai, K. Cho, J. Hieda, Y. Todaka and T. Miyazaki 
 ”Mechanical properties of a medical β-type titanium alloy with specific microstructural evolution 
through high-pressure torsion”  
 Mater. Sci. Eng. C, 33 (2013), 2499-2507. 
 
Ref. 3 K. Cho, M. Niinomi, M. Nakai, J. Hieda and X. Tao 
 ”Effects of alloying elements on the HAp formability on Ti alloys after alkali treatment” 
 Mater. Trans., 54 (2013), 1295-1301. 
 
Ref. 4 K. Narita, M. Niinomi and M. Nakai 
 ”Effects of micro- and nano-scale wave-like structures on fatigue strength of a beta-type titanium 
alloy developed as a biomaterial 
 J. Mech. Behav. Biomed. Mater., 29 (2014), 392-402. 
 
【研究計画】 
2013 年度の研究成果を踏まえ、生体用チタン合金を中心とする金属材料の新規創出および種々の特性
改善を目標として以下の項目を中心に研究を展開する。 
（1）生体用弾性率自己調整チタン合金の一つである Ti-12Cr 合金を用いて脊椎固定器具を試作し、そ
の耐久性を評価する。一部のサンプルにはキャビテーションピーニング処理を施し、その有効性につ
いても検討する。 
（2）Ti-12Cr 合金をベース組成とし、添加元素として酸素を添加することにより、Ti-Cr-O 合金におい
て高性能な生体用弾性率自己調整チタン合金の開発を目指す。そのため、同合金における変形誘起 ω
相変態に及ぼす酸素の影響について調査する。 
（3）酸素を添加した TNTZ 合金に引張ひずみを負荷し、それにより生じるすべり線、双晶あるいはマ
ルテンサイト相などとβ母相との結晶方位関係や数密度などについて解析する。 
（4）非平衡プロセスを用いることにより、溶解法では作製することが困難な Ti-Mg 合金を作成し、そ
の微細組織を詳細に解析するとともに、ビッカース硬さ等の力学的特性を評価する。 
（5）TNTZ 合金に高圧ねじり加工処理を施すことによって得られる超微細粒組織が、細胞毒性および
腐食特性に及ぼす影響を分析し、極めて力学的および生物学的生体適合性に優れたチタン合金の開発
を目指す。 
（6）低コスト β型 Ti-Mn 合金に対して、第三元素を添加することにより、双晶誘起塑性等を利用して
強度－延性バランスの改善を目指す。 
 
 
 16． 超構造薄膜化学研究部門     部門担当教授 宮坂 等（2013.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：宮坂 等(2013.4～)/助教：高坂 亘(2013.8～)/事務補佐員[1 名] 
大学院生[2 名]/特別研究学生[4 名]/研究生[1 名] 
 
【研究成果】 
本部門は、本年度４月より宮坂が担当を開始し、新たに研究をスタートさせた（８月からは高坂を
助教として加えた）。主軸となる研究内容は、金属錯体を基盤とした多次元格子上での電子やスピンの
自在制御と非自明電子・磁気物性を発現するソフトマテリアルの探索である。本年度の成果は以下の
様である。 
１）金属錯体を基軸とした電子ドナー・アクセプターからなる多次元格子（Donor/Acceptor-Metal- 
Organic Framework: D/A-MOF と命名）を合理的に設計し、格子内電荷移動と電子移動を自在に調整
することにより、電子輸送及び磁気秩序、構造転移を協奏的に制御する方法論を提案した。ドナーと
して paddlewheel 型（水車型）ルテニウム二核(II, II)錯体（[Ru2II,II]）を用い、アクセプターとして有
機ポリシアノ系分子（TCNQ や DCNQI など）を用いることで、配位サイトの形状とパッキング効果
に基づいて一次元から三次元の格子を合理的に設計し、ドナーの HOMO レベルとアクセプターの
LUMO レベルに立脚した電荷移動制御を共有結合格子内で実現した（Ref. 1）。 
２）[Ru2]/TCNQ 分子系で合成される一電子移動型の D2A 層状格子化合物は、分子磁石では比較的
高い相転移をもつ磁性体になる。多くが TC, TN = 50~100 K 付近にもつが、これは、D2A 層内の一電
子移動により TCNQ•–が磁気相関を媒介するからである。このような電子移動に立脚した磁性体の層
間に弱いドナ （ーピレン）を挿入すると、層内の TCNQ との間にフロンティアー軌道（TCNQ···pyrene）
を形成し、層内の電子移動を阻害することが明らかとなった。その結果、中性型 D2A 化合物に変位し、
常磁性を示すことが実験により証明された（Ref. 2）。 
３）イオン性 DA 一次元鎖（D+A–鎖）に中性のドナー（P とする）を D の代わりにドープすると、
P···P 間には必ず１セットの混合原子価 A0/A–が存在し（ホールをドープしたことになる）、P···P ドメ
イン内を自由に移動可能である。また、P を介して隣接ドメイン間で電荷移動が可能であれば、ドー
プ量、即ち混合原子価 A0/A–キャリア量、に依存した伝導性が得られるはずである。このような新規な
機構を提案し、本予想を基に、[Ru2]TCNQ イオン性一次元鎖に酸化還元不活性である[Rh2]をドープ
したところ、ドープ量の増加に伴って伝導性が向上することが明らかとなった。同構造の[Rh2]TCNQ
一次元鎖は絶縁体であることを考えると、混合原子価 A0/A–で生成したホールがキャリアーであること
は明らかであり、D/A 一次元鎖における伝導性についての新しい機構を発見した（Ref. 3）。 
４）[Ru2II,II]錯体とフェナジン（phz）からなる一次元鎖化合物が、ゲート開閉型の多孔性化合物に
なることを見出し、二酸化炭素を特異的に吸着させる化合物を発見した（Ref. 4）。当初[Ru2II,II]のもつ
高ドナー性を利用した電子アクセプター型ゲスト分子の吸着に対する選択性を予想したが、予想に反
して不活性な CO2のみに特異性が観られた。この結果から、格子のドナー性に加えて、格子の電子リ
ッチなサイト（phz 近傍）に空孔が存在することが条件であることが予想された。 
５）4)の結果を参考にし、より高活性な[Ru2II,II]ユニットを含むドナー性の格子（D-MOF）を設計
し、アクセプター分子としてふるまう一酸化窒素（NO）を選択的に吸着させる多孔性化合物を発見し
た。この化合物では、２段階の構造転移（ゲート開閉構造転移）を経て電子リッチな phz 近傍に空孔
を創り出し、phz 近傍に NO をトラップさせていることが IR 同時測定で明らかとなった（Ref. 5）。本
系における NO の選択的な吸着は、ホスト・ゲスト相互作用（化学的相互作用）が主要因であること
が明らかである。格子のドナー性を高めることで選択的に活性分子を捉えることに成功しており、今
後、ホスト・ゲスト相互作用による電子的な摂動を利用した格子の物性制御に期待がもたれる。 
 
Ref. 1  H. Miyasaka 
 Control of Charge Transfer in Donor/Acceptor Metal–Organic Frameworks 
 Acc. Chem. Res. 46, 248-257 (2013). 
 
Ref. 2  M. Nishio, N. Motokawa, M. Takemura, H. Miyasaka 
 Modification of charge transfer in a two-dimensional donor/acceptor framework by the 
insertion of another donor-type molecule into electronegative interlayer pockets 
 Dalton Trans. 42, 15898-15901 (2013). (Invited to the themed issue on Coordination 
Programming: Science of Molecular Superstructures towards Chemical Devices) 
 
Ref. 3  M. Nishio, N. Hoshino, W. Kosaka, T. Akutagawa, H. Miyasaka 
 Carrier Concentration Dependent Conduction in Insulator-Doped Donor/Acceptor 
Chain Compounds 
 J. Am. Chem. Soc. 135, 17715-17718 (2013). 
 
Ref. 4  W. Kosaka, K. Yamagishi, H. Yoshida, R. Matsuda, S. Kitagawa, M. Takata, H. Miyasaka 
 CO2 superabsorption in a paddlewheel-type Ru dimer chain compound: Gate-open 
performance dependent on inter-chain interactions 
 Chem. Commun. 49, 1594-1596 (2013). 
 
Ref. 5  W. Kosaka, K. Yamagishi, A. Hori, H. Sato, R. Matsuda, S. Kitagawa, M. Takata, H. 
Miyasaka 
 Selective NO Trapping in the Pores of Chain-Type Complex Assemblies Based on 
Electronically Activated Paddlewheel-Type [Ru2II,II]/[Rh2II,II] Dimers 
 J. Am. Chem. Soc. 135, 18469-18480 (2013). 
 
【研究計画】  
現在、D/A-MOF を化合物基盤として、電子移動に基づく物性制御を行っているが、化合物の電子移
動制御に関しては大方理解が進みつつある。電荷移動・電子移動に関しても、化学修飾レベルで合理
的に制御でき、結晶を基盤としたバルク物性の一般的なキャラクタリゼーションの方法論は確立しつ
つある。さらなる物性制御に関しては、結晶材料を基盤とした外場制御（主に、光と電場）と、薄膜
や界面といった新たなステージでの取り扱いを開拓する必要がある。金属錯体を基盤とした薄膜研究
は、重要性の認知度に対して研究の進展が未だ遅い。そのため、本部門では、今後集中的に金属錯体
の薄膜化と物性制御に関して展開する。物質の合成も含めて、新しい方法論と新しい制御場による分
子ソフトマテリアルの電子・磁気物性を開拓する予定である。 
多孔性材料に関する研究は、ガス吸着機能に対する興味ではなく、むしろホスト・ゲスト相互作用
に基づく格子の電子・スピン制御が目的である。ホスト・ゲスト相互作用という“化学的摂動”を格
子の“物理的性質の変化”として捉え、新たな物性制御法として確立することを狙う。 
17． 非平衡物質工学研究部門   部門担当准教授 加藤 秀実（2009.4.1 ～） 
 
【構成員】 
准教授：加藤 秀実／助教：和田 武 
事務補佐員［1 名］／大学院生［9 名］ 
 
【研究成果】 
Ｘ線位相イメージングは、硬Ｘ線が物体を通過した際に生じる位相シフトを用いて高感度のＸ線像
を撮影できる技術である。従来のＸ線吸収イメージングが苦手とする生体軟組織等を鮮明に観察でき
ることに大きな利点があり、病院での医療画像診断への実用化が期待されている。Ｘ線位相イメージ
ングにはタルボ干渉計と呼ばれる周期的縞状構造の金属製回折格子が必要であり、現在はＸ線リソグ
ラフィーあるいはディープエッチング、および、メッキの技術によって作製されている。これらの従
来法は、長い時間が掛かって歩留まりが悪い上、高い精度を維持することが困難であった。当研究部
門では、金属ガラスを昇温することによって得られた水飴状の過冷却液体金属を、シリコン製の型に
押し当て転写するインプリント成形によって、ナノスケール加工精度を有する金属ガラス製Ｘ線回折
格子を短時間で作製する技術を確立した。 
(Ref. 1) 
 
シリコンは重量当たりのリチウム吸蔵量が最大の物質であることから、リチウムイオン蓄電池(LIB)
の大容量化を可能とする負極活物質として注目されている。しかしながらシリコンはリチウムの挿入
に伴って最大約 4 倍にまで体積が膨張して自壊してしまうためシリコンを用いた LIB のサイクル特性
が著しく低い。シリコンの三次元オープンセル型ナノポーラス体は、体積膨張を緩和できる空隙を有
し自壊が抑制できることから、LIB のサイクル特性を改善できるものと期待される。当研究部門では、
マグネシウムとシリコンから成る合金がビスマス金属溶湯中において、マグネシウム原子を溶出しや
すい一方で、シリコン原子を溶出しにくい性質を利用した金属溶湯中での脱成分反応を用いて、シリ
コンの三次元オープンセル型ナノポーラス粉末の開発に成功した。更に、これを活物質に用いた LIB
が、現行の LIB よりも大きな比容量を有し、かつ、サイクル特性にも優れることを明らかにした。 
(Ref.2) 
 
 
Ref. 1 W. Yashiro, D. Noda, T. Hattori, K. Hayashi, A. Momose and H. Kato 
A metallic glass grating for X-ray grating interferometers fabricated by imprinting. 
Applied Physics Express 7 (2014) 032501 
 
Ref.2  T. Wada, T. Ichitsubo, K. Yubuta, H. Segawa, H. Yoshida and H. Kato 
Bulk-Nanoporous-Silicon Negative Electrode with Extremely High Cyclability for 
Lithium-Ion Batteries Prepared Using a Top-Down Process. 
Nano Letters 14 (2014) 4505-4510 
 
 
【研究計画】 
2014 年度は金属溶湯中その場脱成分反応を利用してマグネシウム基バルク金属ガラスにポーラス
チタンニッケル合金を分散させ、靭性改善を試みる。この脱成分反応を利用した三次元オープンセル
型ナノポーラス黒鉛の作製技術を確立し、これを応用したエネルギーデバイスへの開発にも取り組む。
また、金属ガラス過冷却液体のインプリント成形による中性子線回用ガドリニウム基金属ガラス格子
の開発にも取り組む。 
 
 18． 磁性材料学研究部門       部門担当教授  高梨 弘毅 （2000.11 ～） 
 
【構成員】 
教授：高梨 弘毅／准教授：水口 将輝／助教：関剛斎、窪田崇秀／博士研究員：BOSU Subrojati、小嶋隆幸／JSPS 特
別研究員：矢子ひとみ／事務補佐員［1 名］／大学院生［10 名］／研究生［1 名］ 
 
【研究成果】 
 本部門では、人工ナノ構造制御によって、スピントロニクスへの応用を目指した物質・材料の開発
と物理現象の基礎研究を行っている。2013 年度は、科学研究費基盤研究(S)「規則合金スピントロニク
ス材料の新展開」および JST 国際科学技術共同研究推進事業 ”Heusler Alloy Replacement for 
Iridium” が新たにスタートし、スピントロニクス材料としての磁性規則合金の研究をこれまで以上に
強化し、研究を行っている。また、JST 産学共創基礎基盤研究プログラム「貴金属フリーL10 型規則
合金磁石の指針構築」（2011~13 年度）に基づいて、元素戦略的な観点から、非希土類磁石材料の基礎
研究も継続している。 
 本部門で研究対象としている磁性規則合金系は、主として、FePt に代表される高い磁気異方性を有
する L10型規則合金と Co2MnSi に代表される高いスピン偏極率を有するハーフメタル・ホイスラー合
金であり、それらの薄膜・ナノ構造の創製と基礎物性、スピントロニクス・スピンカロリトロニクス
に関わる特性の研究に取り組んでいる。 
 L10型規則合金の研究では、高磁気異方性材料に対する全く新規な磁化スイッチング手法として、ス
ピン波アシスト磁化スイッチングを提案し、実際に L10-FePt と NiFe の交換結合膜において、NiFe
のスピン波を励起することによって L10-FePt のスイッチング磁場が著しく減少することを実証した
（Ref. 1）。さらに、スイッチング磁場の角度依存性を詳細に調べ、マイクロ波アシスト磁化反転とは
異なる挙動を示すことを明らかにした（Ref. 2）。非希土類磁石材料の基礎研究として取り組んでいる
L10-FeNi 薄膜については、磁気ダンピング定数を測定し、規則度に寄らず磁気ダンピング定数は比較
的低いことを見出し、L10-FeNi が高い磁気異方性と低い磁気ダンピング定数を併せ持つ材料として有
望であることが示された（Ref. 4）。また、Fe-Ni 組成依存性を詳細に調べ、磁気異方性は１：１より
もやや Fe リッチ側で最大となることがわかった（Ref. 5）。 
 ホイスラー合金の研究では、これまでに室温で大きな膜面垂直通電型巨大磁気抵抗効果（CPP-GMR）
を報告してきた Co2MnSi/Ag/Co2MnSi 積層系の研究を継続し、大きな CPP-GMR を得るためには
400 ℃以上の高温アニールが必要であったが、加熱基板上に作製することによって 300 ℃以下の熱処
理温度でも大きな CPP-GMR が得られることを見出した（Ref.3）。これは、磁気記録再生ヘッドへの
応用展開上、重要な成果である。 
 
Ref. 1 T. Seki, K. Utsumiya, Y. Nozaki, H. Imamura, and K. Takanashi 
 Spin wave-assisted reduction in switching field of highly coercive iron-platinum 
magnets 
Nature Communications, Vol. 4 (2013) 1726. 
 
Ref. 2 T. Seki, K. Hotta, H. Imamura, Y. Nozaki and K. Takanashi 
  Characteristic field angular dependence of magnetization switching assisted by spin 
wave excitation 
  Appl. Phys. Lett., Vol. 103, No. 12 (2013) 122403. 
 
Ref. 3 Y. Sakuraba, K. Izumi, T. Koganezawa, S. Bosu, R. Okura, M. Ueda, T. Kojima, K. 
Saito and K. Takanashi 
 Fabrication of Fully-Epitaxial Co2MnSi/Ag/Co2MnSi Giant Magnetoresistive Devices 
by Elevated Temperature Deposition 
 IEEE Trans., Mag., Vol. 49, No. 11 (2013) 5464. 
 
Ref. 4 M. Ogiwara, S. Iihama, T. Seki, T. Kojima, S. Mizukami, M. Mizuguchi and K. 
Takanashi 
 Magnetization damping of an L10-FeNi thin film with perpendicular magnetic 
anisotropy 
 Appl. Phys. Lett., Vol. 103, No. 24 (2013) 242409. 
 
Ref. 5 T. Kojima, M. Ogiwara, M. Mizuguchi, M. Kotsugi, T. Koganezawa, T. Ohtsuki, T. Y. 
Tashiro and K. Takanashi 
 Fe-Ni composition dependence of magnetic anisotropy in artificially fabricated 
L10-ordered FeNi films 
 J. Phys.: Condens. Matter, Vol. 26 (2014) 064207. 
 
【研究計画】 
 2013 年度から採択された科学研究費基盤研究(S)「規則合金スピントロニクス材料の新展開」および
JST 国際科学技術共同研究推進事業 ”Heusler Alloy Replacement for Iridium”の助成のもとに、磁性
規則合金薄膜の研究を継続する。また、非希土類磁石材料の基礎研究も継続する。 
 具体的な研究計画を以下に列挙する。 
・ 垂直磁化を示す高磁気異方性材料として、L10型から L11型への展開を図り、高磁気異方性と同時
に低い磁気ダンピング定数や高いスピン偏極率を具備する材料の創製を行う。 
・ 低消費電力磁化スイッチング技術の確立を目指し、高磁気異方性材料に対して、スピン波や電圧を
利用した磁化制御の研究を継続して進める。 
・ 垂直磁化を示すさまざまな高磁気異方性材料の異常ネルンスト効果や、ハーフメタルホイスラー合
金を用いたペルチエ効果の系統的測定を通して、新規な熱電変換素子や冷却素子の可能性を検討し、
スピンカロリトロニクスの発展に貢献する。 
・ L10-FeNi(Co)規則合金の研究を継続し、非希土類磁石材料としての可能性を検討する。 
・ ハーフメタルホイスラー合金の CPP-GMR の研究を発展させ、CPP-GMR 特性や発振特性のさら
なる向上に取り組む。材料としては、L21型から C1b型への展開も図る。 
・ スピンバルブ素子に利用されている IrMn を置換することを目指し、希少金属フリーで大きな交換
バイアス効果を示す反強磁性ホイスラー合金薄膜の探索と創製に取り組む。 
 19． 結晶材料化学研究部門    部門担当教授  宇田 聡 （2003.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：宇田 聡／准教授：藤原航三／助教：小泉晴比古、野澤純／教育研究支援者：前田健作／事務補佐員［1 名］／ 
大学院生［9 名］ 
 
【研究成果】 
 H25 年度は、(I) 高効率高均質酸化物単結晶の育成と評価、(II) 外部電場によるタンパク質結晶の高
品質化、(III) コロイドの結晶化を用いた固液間不純物分配現象の理解、(IV) シリコン結晶成長のその
場観察、に関して以下の研究成果を得た。 
I 化学量論組成と調和融解組成を同時に実現するタンタル酸リチウム（ cs-MgO:LT →
Li Li
 0.816 MgLi 0.092 VLi'  0.092 TaTa  OO 3）の開発に成功し、１インチ径の単結晶を引き上げ法により育成し
た。本結晶は化学量論 LT 単結晶として従来未解決であった組成均質性の問題を解決した (Ref. 1)。 
 高温燃焼圧センサー材料として高温で高抵抗を示すランガサイト型の４元系圧電体結晶、
La3Ta0.5Ga5.3Al0.2O14 (LTGA)の伝導メカニズムを明らかにした (Ref. 2)。 
 ニオブ酸リチウム（LiNbO3）結晶にドープする不純物の存在サイトは、不純物のイオン半径、電気
陰性度によらず、不純物の価数により決定されることを X 線回折、およびキュリー点測定から明らか
にした。２価と３価のイオンは Li サイト、４価のイオンは、Nb サイトに分布する。 
 ボレート結晶は常誘電体であるため、非線形効果を効率よく発現できる擬似位相整合構造の作製は
従来不可能と考えられてきた。我々は双晶の形成メカニズムを明らかにし、周期双晶構造による擬似
位相整合構造を作製した。この構造により Nd:YAG のレーザー光を波長変換し、532nm の緑色光の発
生に成功した (Ref. 3)。 
II 外部電場印加によりリゾチームの核形成頻度が制御できることをこれまで報告している。本年度は、
交流印加電場によりリゾチーム単結晶のモザイク性を改善し、品質にすぐれたリゾチーム結晶の育成
に成功した (Ref. 4)。 
III 融液からの結晶成長において固液間不純物分配の理解は、結晶の高均質化、高品質化において最重
要事項である。しかしながら、一般に融液成長は温度が高く分配現象をその場観察する事は不可能で
ある。そこでポリスチレンのコロイド粒子をホスト結晶として、蛍光物質を含むコロイド粒子を不純
物として固液間の分配現象を調べた。不純物の分配現象は、BPS 式を満足し、Thurmond and Struthers
のモデルでうまく説明できることを示した (Ref. 5)。 
IV 太陽電池用 Si 多結晶インゴットは融液成長により作製されており、インゴットの高品質化のため
には固液界面で起こる諸現象を理解し制御する必要がある。本年度は Si 融液から Si 多結晶が一方向成
長する過程を直接観察し、結晶粒界が固液界面形状に及ぼす影響について調べた。Σ9、Σ27 およびラ
ンダム粒界では固液界面に｛111｝面で囲まれた溝が形成されるが、粒界面方位が｛111｝面であるΣ3
粒界では溝が形成されないことが明らかとなった (Ref. 6)。｛111｝Σ3 粒界以外の粒界における溝の形
成は、不純物の取り込みに影響を及ぼすことが示唆される。次に、｛111｝Σ3 粒界が固液界面の不安定
化に及ぼす影響について調べた。粒界が存在しない単結晶においては、固液界面に負の温度勾配が形
成されると平坦な固液界面に揺らぎが発生し不安定化が起こるが、｛111｝Σ3 粒界では成長速度が大き
いため、固液界面の温度勾配が正であっても不安定化が起こることが明らかとなった。 
  
 
Ref. 1 Shunsuke Fujii, Satoshi Uda, Kensaku Maeda, Jun Nozawa, Haruhiko Koizumi, Kozo    
Fujiwara, Tomio Kajigaya 
Growth of congruent-melting lithium tantalate crystal with stoichiometric structure by MgO 
doping 
J. Cryst. growth, 383 (2013) 63-66. 
 
Ref. 2 Ritsuko Yaokawa, Katsumi Aota, and Satoshi Uda 
Electrical conduction mechanism in La3Ta0.5Ga5.3Al0.2O14 single crystals 
J. Appl. Phys., 114 (2013) Art. No. 224101.  
  
Ref. 3 Kensaku Maeda, Satoshi Uda, Kozo Fujiwara, Jun Nozawa, Haruhiko Koizumi, Shun-ichi 
Sato, Yuichi Kozawa, and Takahiro Nakamura 
Fabrication of quasi-phase-matching structure during paraelectric borate crystal growth 
Appl. Phys. Express, 6 (2013) Art. No. 015501. 
 
Ref. 4 H. Koizumi, S. Uda, K. Fujiwara, M. Tachibana, K. Kojima and J. Nozawa 
Improvement of crystal quality for tetragonal hen egg white lysozyme crystals under 
application of an external alternating current electric field 
J. Appl. Cryst., 46 (2013) 25-29. 
 
Ref. 5 Jun Nozawa, Satoshi Uda, Yuhei Naradate, Haruhiko Koizumi, Kozo Fujiwara, Akiko 
Toyotama, Junpei Yamanaka 
 Impurity partitioning during colloidal crystallization 
J. Phys. Chem. B, 117 (2013) 5289-5295. 
 
Ref. 6 Kozo Fujiwara, Masaya Ishii, Kensaku Maeda, Haruhiko Koizumi, Jun Nozawa, and 
 Satoshi Uda 
The effect of grain boundary characteristics on the morphology of the crystal/melt interface 
of multicrystalline silicon 
Scr. Mater., 69 (2013) 266-269. 
 
 
 
【研究計画】 
1. 電場印加による結晶品質の向上と結晶成長速度の操作 
 静電エネルギーの温度に対する変化率は、過剰エントロピーとして捉えることができる。電場印加
により過剰のエントロピーが液相および固相に付加されるが、これらがリゾチームの結晶品質に及ぼ
す効果を明らかにする実験方法を見出す。また、電場の結晶成長速度に与える影響について研究する。 
2. 酸化物融液に存在する酸素の固液間分配と結晶の化学量論及び光学的品質の関係について 
 OEIC を睨んだ信頼性の高い光源、光導波路、光変調素子の開発には、点欠陥が完全に制御された光
学結晶が必要とされる。そこで H26 年度の研究内容を以下に示す。①化学量論組成と調和融解組成が
一致するタンタル酸リチウム結晶、cs-MgO:LT について非線形光学定数、屈折率分布、熱伝導率等の
基本物性を明らかにする。②ニオブ酸リチウム（LiNbO3）結晶の不純物陽イオンのサイト分配とキュ
リー点の関係を明らかにする。③結晶サイトの自由度が示す結晶学的な本質的意義（結晶構成要素の
activity と考えている）を明らかにする。④育成酸素分圧雰囲気によらず酸化物結晶の酸素が飽和する
ことを実験で示し、また、そのメカニズムを明らかにする。 
3. コロイドの結晶化を用いた固液間不純物分配のその場観察 
 融液からの結晶成長において固液間不純物分配は、結晶の高均質化、高品質化において最重要事項
である。そこでポリスチレンのコロイド粒子を使用し、分配現象のその場観察を行っている。コロイ
ド単結晶成長の分配現象の熱力学的解析をもとに、H26 年度は、多結晶における不純物分配、特に粒
界への不純物偏析が単結晶成長における拡散層偏析に相応することを証明する。 
4. その場観察手法による Si の融液成長メカニズムおよび太陽電池用大型 Si 多結晶インゴットの成長 
 実用太陽電池の主流である Si 多結晶太陽電池の更なる低コスト化・高効率化を実現するためには、
太陽電池に適した多結晶組織を有する Si 多結晶インゴットの成長技術を開発しなければならない。そ
のためには、融液成長過程で Si の多結晶組織がどのようなメカニズムで形成されるのかを結晶成長の
学理に基づいて解明し、その制御方法を開発しなければならない。H26 年度は、融液成長過程のその
場観察により、結晶粒界における欠陥形成メカニズム、結晶粒界における不純物偏析メカニズム、結
晶粒界における固液界面不安定化メカニズムなど、多結晶材料特有の現象を解明する。これらの知見
をキャスト法による Si 多結晶インゴットの成長技術に反映させ、太陽電池の高効率化を目指す。 
 
 20． 水素機能材料工学研究部門   部門担当教授 折茂 慎一 （2006.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：折茂 慎一／講師：松尾 元彰／助教：高木 成幸／助教：佐藤 豊人／研究教育支援者：池庄司 民夫／青木 
勝敏（上級研究員）／技術補佐員［3 名]／事務補佐員［1 名]／大学院生［5 名］ 
 
【研究成果】 
最先端・次世代研究開発支援(NEXT)プログラムを平成 25 年 5 月に終了し、その成果を応用展開する
ためにJST-ALCAや産業界からの支援を受け次世代エネルギーデバイスとしての実証研究を推進して
いる。同年 6 月からは、科研費・基盤研究(S)の支援のもとで、新たに「高密度水素化物の材料科学」
の観点での学理探求も開始した。ここでは“水素の結合自由度”を反映した水素ダイアグラムや計算
材料科学に基づく特性予測、水素流体での高圧合成、多様な量子ビームによる水素化反応過程や原子・
電子構造の解析、などの要素研究を融合して、従来技術では合成できないぺロブスカイト・錯体水素
化物を系統的に探索した。昨年度は、新たな LiNi 系ぺロブスカイト水素化物の合成に成功するととも
に、日本原子力研究開発機構との共同研究によってその生成過程を放射光その場測定によって解明し
た (Ref. 1)。この LiNiH3は、高密度の水素を含むにも関わらず金属的特性が期待される特異な水素化
物であることも判明した(Ref. 2)。また、水素の結合自由度を高めて水素化物合成の幅を格段に広げる
ために独自の電子ドナー添加技術も導入するとともに、[FeH7]
3- 錯イオンなどを含む新たな鉄系高密
度水素化物の合成予測も進めた(Ref. 3)。さらに、原子ユニットのねじれによって水素化反応が進行す
る Cu-Al 系水素化物の合成にも成功し、放射光その場測定と第一原理計算との融合によって原子構造
変化などを詳細に解析した(Ref. 4)。さらに、錯体水素化物での電気二重層の誘起も提唱し、関連水素
化物研究の新領域の開拓に繋げた(Ref. 5)。 
 
Ref. 1   R. Sato, H. Saitoh, N. Endo, S. Takagi, M. Matsuo, K. Aoki, S. Orimo 
Formation process of perovskite-type hydride LiNiH3: In situ synchrotron radiation 
X-ray diffraction study 
 Appl. Phys. Lett., 102 (2013), 091901-1-4 
 
Ref. 2   S. Takagi, H. Saitoh, N. Endo, R. Sato, T. Ikeshoji, M. Matsuo, K. Miwa,  
  K. Aoki, S. Orimo 
 Density-functional study of perovskite-type hydride LiNiH3 and its synthesis:  
Mechanism for formation of metallic perovskite 
 Phys. Rev. B, 87 (2013), 125134-1-6 
  
Ref. 3   S. Takagi, T. Ikeshoji, M. Matsuo, T. Sato, H. Saitoh, K. Aoki, S. Orimo 
Unusual sevenfold coordination of Ru in complex hydride Na3RuH7: 
Prospect for formation of [FeH7]3- anion 
Appl. Phys. Lett., 103 (2013), 113903-1-4 
  
Ref. 4   H. Saitoh, S. Takagi, N. Endo, A. Machida, K. Aoki, S. Orimo, Y. Katayama 
Synthesis and formation process of Al2CuHx: A new class of interstitial aluminum-based  
alloy hydride 
APL Mater., 1 (2013), 032113-1-7 
 
Ref. 5   T. Ikeshoji, Y. Ando, M. Otani, E. Tsuchida, S. Takagi, M. Matsuo, S. Orimo 
Biased interface between solid ion conductor LiBH4 and lithium metal: 
a first principles molecular dynamics study 
Appl. Phys. Lett., 103 (2013), 133903-1-4 
  
 
 
【研究計画】 
「高密度水素化物の材料科学」に関する取り組みを一段と強化するために、独自の電子ドナー添加技
術に加えて水素アニオン添加技術も導入する。すなわち、遷移金属錯イオンを含む錯体水素化物に対
して水素アニオンとしての過剰水素を共存させることで、陽イオンの選択制や組合せの観点で高密度
水素化物の探索領域を一気に拡大する。またこれらを実現するために、本部門で確立した錯体・金属
水素化物の合成技術を基礎とした高圧水素化技術（高圧プレス装置用の反応セルの形状やその材質、
および水素流体としての内部水素源との組合せの最適化技術、など）を高度化するとともに、中性子・
高輝度 X線回折／X線吸収分光測定での原子・電子構造解析技術に関する原子力研究開発機構や高エネ
ルギー加速器研究機構との共同研究を促進する。高エネルギー密度のバルク型全固体リチウムイオン
二次電池を想定した次世代エネルギーデバイスとしての実証研究に関しては、固体電解質として優れ
たリチウム高速イオン伝導性を示す新たな錯体水素化物を合成する。特に[BH4]
- 錯イオンから構成さ
れる錯体水素化物よりも熱的・電気化学的に安定であることが予測される[B12H12]
2- 錯イオンなどの
B-H クラスターから構成される錯体水素化物群に注目した材料開発を国際共同研究を推進する。さらに
ポスト・リチウムイオン電池の開発に必要なナトリウムやマグネシウムに関する高速イオン伝導材料
の探索・合成等の研究開発も産学共同で鋭意進める。 
 
 
 21． 先端結晶工学研究部   担当教授 吉川 彰 （2012.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：吉川彰／助教：黒澤俊介、Pejchal Jan(2014.2 まで)／技術補佐研究員：菅野（戸口）景子、佐々木愛美／大学院生
［7 名］ 
 
【研究成果】 
本研究室では、放射線や光、熱、圧力などの外部からのエネルギーと結晶との相互作用に興味を持
ち、①化学と物理の両側面からの材料設計、②合成プロセスの開発、③相互作用の評価と理解とその
デバイス化、の 3 つの切り口から先駆的な機能性結晶の開発研究を進めている。代表的な研究成果は、
シンチレータ、圧電材料、形状制御結晶成長の 3 つが挙げられる。シンチレータにおいては、ガンマ
線用 Ce: (La,Gd)2Si2O7（La-GPS）（Ref.1）や光導波型共晶体構造を利用した X 線イメージングプレー
ト用の Ce:GdAlO3-Al2O3（Ref.2）を開発した。また、次世代の高性能放射線検出器用シンチレータとし
て期待される Eu:SrI2単結晶の作製技術の開発を行った。 
 
La-GPS については、100℃を超える温度領域でも発光量が低下しないことから(Ref. 3)、資源探
査への応用が強く期待でき、その実用化をめざして性能の向上、安定供給、量産化を目指して開
発を進めており、JST A-step 実用化挑戦タイプ（中小・ベンチャー開発）にも採択され(2013.12
～)、結晶組成の最適化、大型化などに取り組んだ。その結果、2 インチ直径の結晶の育成に成功
した。 
また、Eu:SrI2は自己放射能を持たない環境放射能測定用シンチレータとしての応用が検討され、
日立アロカ社より、Eu:SrI2を用いたサーベイメータが実用化され、実際に千代田テクノル社の福
島周辺地域での放射線量のモニタリングに活用された。その後、JST 研究成果展開事業 【先端計測
分析技術・機器開発】「高エネルギー分解能・高スループットの国産放射能測定検査装置」に採択
され（2013.10～）、研究室では量産化、コストダウンのため原料の最適化、直径 2 インチ以上の大型
化をめざし、すでに原材料のコストを半分以下にすることに成功しており、今後の普及が大きく期待
できる結果となった。 
2011 年の開発後、古河機械金属社に技術移転した Ce:Gd3Al2Ga3O12(GAGG)は、JST 研究成果展開事
業 【先端計測分析技術・機器開発】「無人ヘリ搭載用散乱エネルギー認識型高位置分解能ガンマカメ
ラの実用化開発」に採択され（2012.6～）、研究室では、ガンマカメラ用の低原子番号シンチレータの
開発を担当している。本開発では、GAGG の性能最適化（Ref.4）を行った。 
内閣府 ・最先端・次世代研究開発支援プログラム「次世代癌治療用近赤外線発光シンチレータの系
統的研究開発」で得られた結果としては、Cr:Gd3Ga5O12、Nd:Lu2O3など多くの近赤外線発光シンチレー
タの開発に成功した (Ref. 5,6)。戦略的基盤技術高度化支援事業（青山精工社、秋田精工社、高周波ネ
ッスル社）の支援および TDK 社との共同研究により進めたランガサイト系圧電材料の形状制御結晶成
長にも成功し（ref.7）、燃焼圧センサのプロトタイプが完成した。 
その他、2011 年度から開始した経産省の戦略的基盤技術高度化支援事業（田中貴金属社、フルヤ金
属社、TEP 社、東栄科学社）において、自動車の点火プラグ用の Ir 基の合金の形状制御技術の開発も
行っている。 
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【研究計画】 
研究の中心はシンチレータ、圧電材料、形状制御結晶成長の 3 つである。 
今後の計画として、シンチレータの研究においては、厚生労働科学研究費補助金（医療機器開発推
進研究事業）の採択（2013 年 4 月）に伴い、医療像装置用の高感度かつ高速なシンチレータの開発も
進めたい。La-GPS および Eu:SrI2についても、それぞれ JST A-step および先端計測に採択された内容
に従い、発光物理、結晶化学に基づいた、材料設計・性能向上の研究を進めるとともに、産業界での
実用化を目指したバルク結晶成長技術の開発も進める。 
圧電材料に関しても、圧電特性と結晶組成の関連性を、科学的に明らかにしながら、元素戦略も考
え、希少元素の利用量を削減しつつ、同等以上の性能が得られる圧電材料の設計を行い、形状制御結
晶成長技術を活かした実用化開発を行っていきたいと考えている。 
また、共晶体の機能性応用なども考えて行きたい。いずれも、本学・本研究所の強みである「もの
つくり」を知的・技術的基盤としたもので、「つくれなければ価値はない」を座右の銘に、実際に産業
界に必要とされるものを創り出すことを強く意識して研究開発を進めて参る所存である。 
 22． 複合機能材料学研究部門    部門担当教授  後藤 孝 （1998.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：後藤 孝／助教：伊藤 暁彦、且井宏和／JSPS 外国人特別研究員：Zhao Pei, Wei Liu／ 
事務補佐員 [1 名]／大学院生[14 名]／研究生[1 名] 
 
【研究成果】 
 本部門では、気相法、液相法、固相法など種々の材料合成プロセスを駆使し、酸化物および
非酸化物系高機能セラミックス材料の開発を行っている。気相法としては、MOCVD 法、プラズマ
CVD 法、レーザーCVD、スパッタ法、レーザーアブレーション法を用い、微細構造を制御した材
料の開発を試みている。-アルミナは燃料電池固体電解質として広く用いられている材料であ
るが、これまで結晶性に優れた膜を、生成したままで、後処理をすることなしにすることはで
きなかった。本部門では、レーザーCVD 法を用い、結晶配向性に優れた-アルミナ膜を高速で
合成することに成功した（Ref.1）。また、Y 系超伝導膜は実用材料として多くの研究が行われ、
実用化段階にある。高効率で高性能の膜を金属テープ上に合成することが求められている。本
部門では、レーザーCVD 法により実用ハステロイ C276 テープ上に従来の MOCVD 法の約 100 倍の
成膜速度で、臨界電流密度 2.5MA/cm2の YBCO 系膜の合成に成功した（Ref.2）。液相法によって
も種々の高機能性材料の開発に取り組み、本部門で発見した新規強誘電体 BaTi2O2の大型単結晶
の育成に成功した。このことにより、BaTi2O5の固有の諸物性の測定が可能になり、BaTi2O5がイ
オン伝導性と強誘電性を有する特異な材料であることを明らかにした（Ref.3）。固相法では、
主に SPS（スパークプラズマ焼結）法による難焼結性材料および酸化物系透明材料の開発を行っ
ており、初めて SPS による透明 Lu2H2O7の作製に成功した（Ref.4）。本部門では、気相法と固相
法の融合による材料創製の手法として、回転式 CVD（RCVD)法により直接粉体表面に金属や化合
物ナノ粒子を析出被覆し、触媒や焼結助剤としての機能を発現させ、SPS 法と組み合わせるこ
とにより高機能材料を作製してきた。Niは良好な焼結助剤であるが、少量の Niを均一に分散す
るのは困難であった。本部門では、RCVD により Ni ナノ粒子を Al2O3粉体表面に析出させ、高い
硬さを有し高靱性の Al2O3-Ni ナノコンポジットの作製に成功した（Ref.5）。 
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【研究計画】 
 本部門では新材料の探索および微細構造制御による新機能の発現と特性の向上を 2014 年度も
継続発展させる。新規成膜プロセスとして強力レーザーを用いた CVD を提案したが、この手
法をさらに発展させ、各種機能性材料および構造用材料を合成し、特性の向上および高効率合
成を行う。回転式 CVD と SPS を組み合わせた材料開発プロセスを提案したが、さらに多くの粉
体へのナノ粒子、コーティングを行い触媒材料の開発および、粉体表面の表面修飾を行い、低
温、高速焼結プロセスの開発に取り組む。 
 
 23． 加工プロセス工学研究部門     部門担当教授 千葉 晶彦 （2006.11 ～） 
 
【構成員】 
教授：千葉 晶彦／ 准教授：小泉 雄一郎／ 助教：松本 洋明、李 云平／ 産学連携研究員：佐々木 信之、齋藤 毅、
紀伊 正／ ポスドク（金研） 唐 寧／ ポスドク（JSPS） 李 乘洙、山中 謙太／ 技術補佐員[2 名]／ 事務補佐員[2 名]
／ 大学院生[18 名]／ 研究生[1 名]／ 企業研究員[3 名] 
 
【研究成果】 
Co-Cr-Mo(CCM)合金は、生体不活性、耐食性、耐摩耗性に優れ高強度であるため人工関節用材料とし
て用いられているが、より長期の使用や運動量の大きい若年層の使用にも耐えられるよう、更なる耐
久性の向上が望まれている。本研究では、CCM 合金の機械的性質を支配するひずみ誘起マルテンサイ
ト変態（SIMT）の役割に注目し、疲労変形した人工関節用 Co-Cr-Mo 合金の表面起伏の内部組織を、
FIB を用いた断面 TEM 観察で調べた。突出し・入り込みは巨大な断層状であり、その段差は SIMT
でγ-fcc 相から変態したε-hcp 相に沿うとともに、ε相中には高密度の底面転位が存在することを見
出した。さらに Weak-beam 法を用いた g･b 解析により、これらの転位のバーガースベクトルは hcp
相の完全転位であることも見出した。すなわち、突出し・入り込み形成は、これまでの定説に反して、
ε相への完全転位すべりの集中に因ることをはじめて証明した (Ref. 1)。最新の金属用３次元プリン
ターである電子ビーム積層造形(EBM)は、カスタムフィット人工関節をはじめとする高付加価値金属
製品の製造方法として注目されている。本研究では、EBM で製造した CCM 合金の内部組織と高温引
張特性に対する造形方向の影響について調べた。造形まま材の大部分は準安定γ相で、造形方向と電
子線走査方向に<001>方向が強く配向した単結晶状の集合組織を有し、大きさ 1µm 程度の M23C 炭化
物が約 3µm 間隔で造形方向に配列して微細に分散された EBM プロセス以外では得られない特有の組
織となっていた。さらにその組織に対して 800℃で 24 時間の時効処理を施すと、結晶粒径 100 µm 以
下のε-HCP 相多結晶が得られた。EBM まま材および時効処理材の強度は、構成相ならびに造形方向
に依存し、例えば 700℃ における電子線走査方向の降伏強度は、ε単相化時効処理で 100 MPa 以上
上昇し、造形空間の立方体対角線方向(準安定γ相で<111>に配向)の降伏強度はさらに 50 MPa 程度高
くなった(Ref. 2)。 
Co-Cr-Mo 合金は力学特性に優れ、また生体適合性に優れるため、医療用金属材料として広く実用化さ
れている合金である。その多くは FCC 構造を基調としたγ相を主相とした合金設計となっているが、
最近、HCP 構造であるε相が良好な強度特性を示すため、注目を浴びている。本研究では、このε相
の力学特性(強度、室温延性)について実験および FEM 解析の両面から詳細に評価した。ε相は良好な
強度-延性バランスを示し、詳細な変形組織の解析から底面<a>すべりと柱面<a>すべりが同様な容易
さで活動することが明らかとなり、見積もられた CRSS 比も 1 に近く、この 2 つのすべり系が主要な
変形機構であることが分かった。一方で双晶変形は変形後期においてもほとんど活動しない。また破
壊は粒界破壊と粒内破壊の混在した形態であった。FEM 解析により転位集積を予測した結果、粒界で
の応力集中の大小は粒界における compatibility に依存し、応力集中の高い粒界で粒界破壊が優先的に
起こることが示された。この結果は実験結果と良く合うものであり、多結晶体における粒界の性格を
適切に制御することでε相においても更なる延性の改善が期待できる事が示された(Ref. 3)。 
これまでフッ素樹脂注射成形スクリュー材としては、主に NiCrMo 基合金が用いられてきた。これは
フッ素との反応により Mo 酸化物の不動態膜が形成され、特有の耐食性を示すことによる。然し、汎
用 NiCrMo 合金が柔らかいため、耐摩耗性が低い、摩耗混の混入による製品特性の劣化及びスクリュ
ー材の摩耗による試料転送率による生産率の低下に大きな影響を与える。本研究では耐摩耗性向上の
ためにコバルトを添加し、合金の耐摩耗性と耐食性の向上が両立できることを見出した。熱力学計算
により得られた Ni-Cr-Mo 合金を基本とし、Co などを添加させた後、フッ酸溶液中の浸漬試験を行い、
合金の耐食特性と基本的な耐食機構を調べた(Ref. 4)。ニッケルフリーコバルト基合金は高強度かつ高
耐摩耗性を有するため、人工関節として広く使用されている。合金の力学特性の向上とγ相安定化の
ために、一般的に、コバルト基合金には炭素が添加されている。然し、これまで炭素添加によるニッ
ケルフリーコバルト基合金(CCM)の耐摩耗性への影響は不明であった。本研究では、低炭素 CCM 合
金と高炭素 CCM 合金の耐摩耗性評価を行った。その結果、低炭素 CCM 合金においては脆いσ相の破
壊に起される摩耗が主因である。一方、高炭素 CCM 合金においては、炭化物の周辺に存在したσ相
の破壊による炭化物の脱落がその材料の摩耗に大きく影響することが分かった(Ref.4)。 
最近、マルテンサイト組織を有する Ti-6Al-4V 合金にて、適切な条件下で熱間加工を行うことで、α
単相の超微細粒組織が形成されることを見出し、更に、この組織を有する合金(α’-UFG 材)は低温
(650℃)-高速域(10-2s-1)にて超塑性が発現することを明らかにした。本研究ではこの超微細粒組織を有
するα’-UFG 材の変形特性について詳細な組織変化の解析から評価し、各種の構成モデルより得られ
た流動特性と比較して、変形機構を議論した。 
変形過程で微細なβ相が粒界で生成し、これが応力緩和機構として強く作用して、粒界すべりを促進
させる。また転位集積の形態から、この粒界すべりの機構はひずみ量に応じて変化し、低ひずみ域で
は Ball-Hutchison モデルで説明出来、一方で高ひずみ域では Gifkins Core-Mantle モデルで説明でき
る事が分かった。塑性流動特性について低ひずみ域で動的な粒成長の影響が小さい領域では実験の流
動特性は Bird-Mukherjee-Dorm モデルの流動特性と良く合うが、粒成長が顕著になる高ひずみ域で
は硬化特性が大きく、転位すべりの影響を考慮する必要がある (Ref.6)。 
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【研究計画】 
エネルギー製造用材料、省エネルギー材料、環境負荷低減材料、生体材料などの高機能構造材料は人
類社会の持続的発展のために必要不可欠な社会・福祉基盤材料である。当部門では、鍛造加工・圧延
加工などの塑性加工や熱処理によって材料内部に起こるマクロ、ミクロ、ナノスケールの組織変化を
最新の分析解析技術や計算機シミュレーションを駆使して系統的に明らかにし、特性発現メカニズム
に基づいた加工プロセスの確立と新材料の創製を目指す。特に、熱間鍛造における組織変化の定量的
評価法である Processing map と FEM シミュレーションを組み合わせた「インテリジェント鍛造」を
コンセプトとし、各種実用合金の熱間加工条件の最適化に関する研究に取り組む。また、上記加工法
に加えて、最新鋭の三次元造形技術である電子ビーム積層造形技術にいち早く取り組むとともに、従
来の塑性加工プロセッシングと電子ビーム積層造形技術の融合による高機能材料の開発を行う。 
以上の研究課題を以下に示す研究項目に基づいて推進する。 
１．高精度“Processing Map”の構築のための材料科学―“Map Science”の確立 
1.1 材料加工 FEM シミュレーション技術の適用とその応用展開 
1.2 Phase-Field シミュレーション技術を用いた界面偏析挙動の解明 
２．新規材料加工技術開発とそれをベースとする新規材料開発 
2.1“インテリジェント（スマート）”鍛造加工技術の開発 
2.2 電子ビーム積層造形（EBM）技術―Additive manufacturing―とその材料科学の究明 
2.3 リソグラフィーと相分離の融合による新規微細加工技術の開発 
2.4 冷間･熱間での「塑性加工」をベースとする新規材料開発 
３．新規な社会基盤・福祉基盤材料の研究開発 
3.1 アルミニウム溶湯耐腐食性材料・高耐熱疲労強度金型工具材料の開発 
3.2 高耐摩耗性・高耐食性（耐フッ化水素など）・高耐熱（疲労）強度金属材料の開発 
3.3 高熱伝導・高強度材料の開発 
3.4 生体用 Co-Cr-Mo（W）系合金の実用化研究 
3.5 産業用チタン合金の新加工プロセス－’ プロセッシング－の高機能化 
 
 
 24． 放射線金属化学研究部門     部門担当教授 青木 大 （2012.4 ～） 
 
【構成員】 
教授：青木 大 ／ 准教授：本多 史憲／ 助教：李 徳新、本間 佳哉 ／ 事務補佐員[2 名]  
 
【研究成果】 
 本部門は、希土類・アクチノイド元素を含む f 電子系化合物の純良単結晶育成を行ない、極低温・
強磁場・高圧の極限環境下における精密物性測定を通じて、新物質開発、新現象の発見、そしてそれ
らの物理的解明を目指している。いわゆる「重い電子系」の物理を研究対象としている。また、国際
共同研究を積極的に推進しており研究成果もそれを反映している。2013 年度に得られた成果は以下の
通りである。 
 強磁性超伝導体 URhGe，UCoGe、UGe2の純良単結晶育成に成功した。残留抵抗比 RRR が 100 か
ら 200 のきわめて純良な試料である。これらは、当部門で開発した小型断熱消磁（ADR）による世界
最速の冷却速度を誇る冷凍機で電気抵抗測定を行ない、多数の試料を育成、評価した結果である。得
られた試料を用いて、極低温比熱を測定した。その結果、磁気秩序モーメントが大きいほど残留状態
密度が大きいことが分かった。強磁性超伝導体における自己誘起渦糸状態を示していると考えられる。
また強磁性超伝導体における磁場誘起超伝導を詳細に調べた。その結果、磁場中での強磁性の不安定
性のみならず、フェルミ面の不安定性も重要であることが分かった。強磁場下における、ホール効果
測定、熱電能測定、量子振動測定によるものである(ref.1, 2)。 
 強磁性量子臨界現象について、UCoAl の単結晶を育成し、極低温、強磁場、高圧の極限環境下にお
けるホール効果測定を行なった。その結果、強磁性量子臨界終点近傍で、一次のメタ磁性転移がクロ
スオーバーに移り変わることが確認できた。しかし、反転対称性の欠如やフラストレーションを伴う
結晶構造を反映して、単純な強磁性量子臨界終点の振る舞いではないことが分かった(ref.3)。 
 メタ磁性におけるフェルミ面の振る舞いを詳細に調べるために、CeRu2Si2に Rh をドープした系に
ついて極低温、強磁場下における熱電能測定を行なった。反強磁性臨界磁場 Hcと擬メタ磁性 Hmが分
離した珍しい系であり、熱電能のとびの符号が両者で逆転していることを見出した(ref.4)。 
 「隠れた秩序」物質 URu2Si2においても、隠れた秩序相内においてフェルミ面の不安定性が熱電能
測定により明らかになった(ref.5)。キャリア数が小さく有効質量の大きな物質はゼーマン分裂によるフ
ェルミ面の不安定性が重要であり、リフシッツ転移によって理解できることを示した。URu2Si2に Rh
をわずかにドープした系については、メタ磁性近傍の Phase II において、磁気構造を決定した(ref.6)。
磁気物理学研究部門その他との共同研究である。 
  鉄系超伝導体 KFe2As2については、極低温下での比熱測定等を行ない重い準粒子の存在を明らかに
した(ref.7)。 
 重い電子系超伝導体 CeCoIn5にわずかに Nd をドープした系について、超伝導相内部で非整合の磁
気構造である Q 相を発見した。ピュアな CeCoIn5の強磁場低温相に現れる反強磁性相と同じであり、
フェルミ面のネスティングおよび超伝導のギャップ構造と深い関わりがあることが分かった(ref.8)。 
 またその他の希土類化合物においては、EuTe で巨大な磁気熱量効果を見出した(ref.9)。 
 これらの成果は、科研費（基盤 A,挑戦的萌芽）、ERC、ANR、黎明研究、ICC-IMR 等の援助により
得られたものである。 
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【研究計画】 
 アクチノイド化合物は、5f 電子が遍歴と局在の中間的な性質を持ち、スピン・軌道相互作用が強い
など特徴的な性質を持つ。強磁性と超伝導の共存など非従来型の超伝導はアクチノイド化合物で多く
見つかっており、凝縮系物性物理学の宝庫である。今後、さらに新物質を開発していくことが重要で
ある。物性実験のためのマクロ量のアクチノイド元素を扱える施設はきわめて限られており、当部門
は、この優位性を最大限利用して研究を進めていくつもりである。新物質を開発する上で、重要な点
は、ジグザグ構造、結晶反転対称性の欠如、カイラリティ、フラストレーション、カゴ状など特徴的
な結晶構造に着目した試料育成である。また、チョクラルスキー法、フラックス法、ブリッジマン法、
化学気相成長法などさまざまな試料育成法を駆使して育成した単結晶を ADR などを用いて試料を迅速
に評価して、世界最高純度の単結晶を得ることが重要である。そのための環境整備を行なう。また昨
今のヘリウム供給危機に対応するため、無冷媒冷凍機の整備を進める。また、フェルミ面を直接観測
できる実験手段であるドハース・ファンアルフェン効果測定のために、ヘリウム再凝縮装置の導入を
予定している。これらの実験手段により、強磁性と超伝導の共存、フェルミ面の不安定性、スピンゆ
らぎ、軌道自由度をふくめた多自由度ゆらぎ、量子臨界現象についての研究をすすめる。人材交流を
含む国際共同研究についてもこれまでと同様に積極的にすすめる。 
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【研究成果】 
 当研究部門では、収差補正高分解能 TEM・STEM など、種々の最先端電子顕微鏡法を主要な解析手
段として用い、金属・無機系構造・機能材料の電子線ナノイメージングを行っている。以下に示す研
究課題について、定性的なイメージングに留まることなく、原子分解能での界面・格子欠陥の構造解
析、位相再構築による内部ポテンシャルの解析、高分解能像の幾何学的位相解析による局所弾性場の
イメージング、3D トモグラフィーによる 3 次元構造解析など、最新の画像解析手法を駆使して、イメ
ージの定量的解析を勧めてきた。主要な研究成果について、以下に概要を示す。 
(1)局所弾性場に基づいたMg合金LPSO相形成メカニズムの解明 
 Mg合金におけるシンクロ型長周期積層秩序構造(LPSO)の形成は、α-Mgマトリックス中に長周期を持
つ積層欠陥がYやZn等の添加元素の濃化を伴って析出する基礎科学的に非常に興味深い現象であるだ
けでなく、キンク変形による新たな強化機構として実用面でも大変注目される現象である。本年度は、
収差補正STEM法及び画像のPeak-Pair解析により、仕込み組成でMg97Zn1Y2及びMg85Zn6Y9の時効材を弾性
場の観点から原子分解能で解析を進め、積層不整、構造遷移領域の存在、2種の濃化層の垂直変位、構
造遷移領域における濃化元素の短距離秩序の変化の観点から、異なる多型間での普遍的な構造変態機
構を究明した。また、Y,Zn以外の希土類元素、遷移金属元素からなるLPSOにおける濃化層間の弾性相
互作用の強さを、濃化元素の平均原子半径に伴う弾性場の観点から明らかにした。(Ref. 1)。 
(2)電子線トモグラフィによる構造材料微細組織の3次元観察 
 電子顕微鏡の投影像から3次元構造を再構築する電子線トモグラフィを用いて、強磁性鉄鋼材料(フ
ェライト・マルテンサイト鋼)の微細組織観察を行った。このとき、対物レンズ磁場を印加しない低倍
率(LM)STEM法を用いて、強磁性体観察時の磁場による電子線の偏向と像質低下の抑制を試みた。その
結果、LM-STEM法においても、試料傾斜時に電子線の偏向による像コントラストの急激な変化は不可避
であるものの、鉄鋼材料中のCuやVC析出物の観察には十分な分解能を有すること、広領域での組織観
察に適していること、3次元再構成が可能な程度の連続傾斜像観察を行い得ることなどが明らかとなっ
た。 
(3)低加速電子顕微鏡を応用したバイオマス起源のカーボンシェル構造の解明 
 金属触媒により炭素化した木質バイオマスの低加速収差補正TEMによる高分解能観察や、極低加速走
査電子顕微鏡による表面極微構造の観察を行い、カーボンシェル構造の形成機構に関する研究を主に
北見工業大学のグループと共同で進めている。昨年度、解明した Ni触媒の効果に引き続き、今年度は
相変態および炭化物の生成により反応が複雑な Fe触媒の役割に関する研究を行い、オーステナイト相
が関与していることを明らかにした。 
(4)金属原子クラスターの原子的構造の解明 
 走査透過電子顕微鏡を用いた高角環状暗視野像(HAADF-STEM像)では、原子番号コントラストによ
り異種原子の識別が可能である。そこで、L10型規則構造を有する微細なCoPtナノ粒子の原子的構造解
明を目的として、HAADF-STEM観察を行った。その結果、規則格子ドメインを有するナノ粒子におい
て、粒子再表面層がCoで終端化されていることが判明した。完全に規則化したモデルクラスターを用
いた理論計算ではPtによる終端化が報告されており、今回観察したナノ粒子は規則化途上にあると考
えられる。また、HAADF-STEM像とモデル計算との対比により、粒子形状を反映して粒子周縁部で規
則格子コントラストが急激に低下する場合があることが明らかとなった。このコントラスト低下は規
則度とは無関係であり、電子顕微鏡像をもとにナノ粒子における規則格子形成を議論する際に粒子形
状を考慮する必要があることを示している(Ref.2)。同様の手法を用いて、粒径2〜5nmサイズのL10型
CoPt、FePtナノ粒子における多重双晶構造を明らかにした(Ref.3)。 
(5) Pb(Mg1/3Nb2/3)O3緩和型強誘電体薄膜における化学的秩序構造の解明 
 強誘電性ドメインがマクロなサイズに成長できない極性ナノ領域と化学的秩序領域を持つ特殊な強
誘電体である緩和型強誘電体（Relaxor）である Pb(Mg1/3Nb2/3)O3(PMN)は、薄膜結晶成長温度付近で低
誘電率なパイロクロア相が安定であり、容易に熱分解が起こる。本年度は、パイロクロア相を完全に
抑制した結晶性の高いエピタキシャル薄膜の成長に成功すると共に、熱処理による PMN の短距離秩序
構造の形成挙動を原子分解能 HAADF-STEM 法で解明すると共に、原子分解能 EDS マッピングから Bサイ
ト原子である Mg,Nb の局所的な規則／不規則配列を初めて実験的に明らかにした。また、強誘電体で
あるPbTiO3(PT)との固溶体PMN-PTに着目し、PTの固溶に伴って規則反射強度が急速に低下するものの、
50-60mol%までは完全には消失しないことから、PMN-PT エピタキシャル薄膜では化学的秩序領域の残留
できる組成の上限、つまり、MPB 組成はバルク結晶の 33mol%よりも PT 高濃度側へ大きくシフトしてい
ることが明らかになった。(Ref.4,5) 
(6) PbTiO3強誘電体薄膜における積層欠陥形成による残留応力緩和 
 PbTiO3は正方相Perovskite型構造を持つ代表的な強誘電体材料であるが、そのtetragonalityがc/a 
= 1.063 と非常に大きいため、バルク結晶は冷却過程の相転移温度において自発的に粉砕する。本研究
では、SrTiO3 基板上へのエピタキシャル成長を利用してボトムアップ型の結晶成長を行ったところ、
TEM による組織解析より(001)面上に数 nm 幅の小さな積層欠陥が多数存在することを見出した。この積
層欠陥は、90°ドメイン（双晶）境界近傍には存在せずドメイン内部にのみ観察された。一般に、結
晶中の残留応力を緩和するように 90°ドメインが形成されることから、ドメイン形成で緩和しきれな
かった残留応力を積層欠陥形成で緩和したものと考えられる。(Ref.6)。 
 (7)Ge量子ドット型太陽電池における局所弾性場と元素分布の解明 
 本研究ではGe/Se積層構造中に形成されるGe QDsのエッチングレートの相違を利用してフォトニック
結晶を表面に形成した新規なSi結晶太陽電池の創製を目指し、本年度はHRTEM及びHAADF-STEM像の定量
的解析によりGe層やSiキャップ層の厚さの僅かな変化がGe QDsの配列や形状に大きな影響を及ぼすこ
とや薄膜中の歪み分布をナノスケールの空間分解能で解明した。(Ref.7) 
 (8)銅基合金における時効析出挙動の解明 
 歴史的に青銅としてしられる Cu-Sn 合金系ではヒュームロザリー相が競合して析出するため、その
析出挙動は未解決の問題が多数存在する。本研究室では収束イオンビーム装置と透過電子顕微鏡を併
用することにより、局所的にしか起こらない反応を詳細に観察することに成功し、昨年度は、これま
で平衡相であるイプシロン相によるものと思われていた不連続析出が準安定なゼータ相によって引き
起こされていることを明らかにしたが、当該年度もこの研究を引き続き行い、粒内においてイプシロ
ン相、デルタ相、ガンマ相が競合して析出することを明らかにした。（Ref.8） 
(9)ステンレス鋳鋼の析出物の結晶構造の解明 
 オーステナイト系ステンレス鋳鋼SCS16Aはオーステナイト相に加えてフェライト相が約10-20%の体
積分率で混在する鉄鋼材料である。SCS16Aに対して300-500℃前後の温度で長期間の熱時効を施すとフ
ェライト相に大きさが数nm-数十nmの析出物が形成し、材料が脆化することが知られている。この析出
物の結晶構造はG相と従来見做されてきたが、高分解能TEM像とナノ電子回折パターンを解析すること
により、析出物はG相の単相ではなく、χ相、及び擬5回回転対称を有する相の3つの相のナノドメイン
が集合して一つの析出物を形成していることを明らかにした。 
(10)Al-Si系ダイカスト合金ADC12の析出強化相の解明  
 Al-Si系ダイカスト合金ADC12は自動車に用いられる社会基盤材料である。α-Al相には溶質原子が固
溶するため180℃前後の時効処理を施すと析出強化により強度が上昇するが、ADC12の析出強化相の同
定はこれまでに殆んど行われていない。ADC12には主要元素のAl, Si, Cuの他に不純物元素としてMg, Fe, 
Mnなどが含まれるため、時効に伴い多様な相の析出が予想される。そこで本研究ではADC12の組成に準
じAl, Si, Cu, Mgのみからなる高純度の合金を作製し、不純物を含まない析出相を透過電子顕微鏡観
察により同定した。高純度合金ではAl-Cu系θ相の前駆体及びAl-Cu-Mg系S相の前駆体が析出強化の要
因であることを明らかにした。 
 
【文献】 
Ref. 1  T. Kiguchi, Y. Ninomiya, K. Shimmi, K. Sato, and T.J. Konno, “Structural and Compositional 
Modulation in Transformation of LPSO Structure in Mg97Zn1Y2 Cast Alloys”, Materials Transaction, 
54, 668 (2013). 
 
Ref .2   K. Sato, K. Yanajima, and T. J. Konno: Z-contrast STEM imaging of long-range ordered structures in 
epitaxially grown CoPt nanoparticles, Journal of Nanomaterials, 2013, 679638 (2013). 
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Aligned Nano-Islands for Si/Ge 2D Photonic Nanocrystals“, Materials Research Society Symposium 
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Ref. 8   Z.-J. Wang and T. J. Konno: Concurrent emergence of Hume-Rothery phases in Cu-8.6% Sn alloy 
annealed at 573K, Philosophical Magazine, 93, 1618 (2013). 
 
 
【研究計画】 
 本研究室に課せられたテーマは、電子顕微鏡を解析手法の中心に据えつつ、合金・セラミックス・
微粒子・薄膜等に出現する物質の構造安定性と組織形成の本質を、相平衡論とキネティクスの両面か
ら定量的に理解し、新しい物質開発に結びつけることにある。そのために特に収差補正技術や透過型
走査電子顕微鏡の進歩により可能となった構造の可視化をフルに活かすとともに、相の安定性に及ぼ
す種々の要因を自由エネルギー的安定性はもとより、拮抗する要素からなるフラストレーションの破
れとして捉えることにより、構造安定性に関する新しい理論的発展に結びつく研究を行う。部門名も
不定比化合物材料学研究部門に名称変更する予定であり、金属･合金から酸化物にいたる物質の不定比
性が構造と特性に果たす役割を金属物理的な立場から解明していく予定である。具体的には以下の研
究項目が挙げられる。 
 自由電子を結合の基礎としながらも d 電子が絡み合い、かつ歪み等の構造的要因が結晶構造と組織
を決定する金属系に関しては Mg, Cu, Ti 基の合金系における相変態および析出挙動を上記見地から
解明する。具体的には Mg 合金に出現する濃化層面内の短距離・中距離秩序と面外方向への積層の長
距離規則性、Cu 合金に出現するヒュームロザリー相の安定性、Ti 合金におけるオメガ相とマルテンサ
イトの選択を継続テーマとして取り上げ、構造安定性に関する新しい理論の発展に結びつく実験結果
を出す。さらに構造的に複雑なフランクカスパー相にも研究の幅を拡げ、特に鉄基合金中の G 相に着
目し、その析出挙動を解明する。 
 酸化物系においては、不定比性が構造におよぼす典型的な例としてペロブスカイト構造を基礎とし
た系に着目し、組成相境界(MPB)における誘電率の発散をインコメンシュレートな組織の安定性の破れ
として捉え、その組織を形成する構造の特異性から一連の現象を説明する。また、リラクサーに関し
ても局所的に存在する構造的フラストレーションと温度との拮抗が破れる過程を原子レベルで解明す
るとともに、化学的な規則構造形成メカニズムに関して原子分解能で明らかにする。 
 
26． 分析科学研究部門       部門担当教授  我妻 和明 （2006.6 ～） 
 
【構成員】 
教授：我妻和明／准教授：佐藤成男／助教：松田秀幸、柏倉俊介／大学院生[４名] 
 
【研究成果】 
分光分析用の放電プラズマの分光化学的解析には、その発光強度の空間分布を測定できる分光
システムの適用が有効であり、同時に、このような測定は試料の元素分布に関する情報をもたら
す。本研究では、直流パルス放電を用いたグロー放電プラズマを励起源とした場合に、銅小片を
試験試料として得た分光像を 2次元イメージング分光システムを用いて測定し、その空間分解能
を決める実験因子について検討した。試料としては 1.0x1.0mm 方形の純銅片をニッケル基板に固
定したものを使用した。従来の発光分光法で使用されている放電／測光条件では、分光像は銅小
片のサイズより大きく拡がるため、実用分析に必要とされる良好な空間分解能を得ることができ
なかった。空間分解能を向上させるためには、CCD 検出器のゲート幅、及びパルス放電の点滅周
期（デューティ比）を最適化が重要な実験因子である。空間分解能を改善するためには、CCD 検
出器のゲート幅を出来るだけ狭くしてパルス放電が立ち上がる瞬間を捉え、測定対象の原子が存
在する試料表面の部位直上での発光のみを検出することが必要となる。 (Ref. 1) 
Okamoto-cavity マイクロ波誘導プラズマ(MIP)－発光分析法は、空気ガスを用いたプラズマ
を励起源とするため素材生産現場のオンサイト分析に適した特性を持つ。Okamoto-cavity MIP
では、窒素ガスに酸素ガスを 10%程度混合すると試料原子からの発光線強度が増大するという現
象が認められる。この強度増加の原因について、２次元イメージング分光法を用いて発光強度の
空間分布を測定し考察した。クロムの発光線及びプラズマガスである窒素分子のバンド発光につ
いて測定したところ、酸素ガスを混合することにより、クロム中性原子線の強度は著しく増大す
るのに対して、クロムの 1価イオン線および窒素バンドの発光強度は減少することが見い出され
た。この現象は、窒素分子の励起種が酸素分子との衝突の際にその解離のために使われ、その数
密度が減少するためである。クロムの電離衝突の際にもエネルギー供給源となる窒素分子の励起
種の数密度の低下は、クロム原子のイオン化を抑制し、結果として中性原子の数密度の増大をも
たらす。Okamoto-cavity MIP を実際分析に応用するため、プラズマ制御因子の最適化を行い、
分析感度及び精度を検討した。 (Ref. 2)   
励起源にパルスレーザーを用いたレーザ誘起プラズマ発光分光分析法(Laser-Induced 
Breakdown Spectroscopy: LIBS) はその迅速さと簡便さから、火星探査機 ChemCam への応用が
進められているなど、今後の利用に期待が持たれている。本報は LIBS を鉄鋼スクラップのリサ
イクルの高度化のための組成別ソーティングへと応用した事例を報告したものであり、鉄鋼スク
ラップを電気炉にて溶解し再利用する際に、表面割れを起こす代表的なトランプエレメントとし
て知られる銅の高速検出を試みたものである。実際の応用を想定した大気圧下で発生させるレー
ザ誘起プラズマは真空下のものと比較して大気中の窒素や酸素などによるバックグラウンド発
光の増大などから分析条件を著しく悪化させるが、本法ではレーザーパルスに同期させる検出器
の増感をプラズマからの発光の立ち上がりから減衰に合わせて極力長時間行うことで大気圧下
における元素分析の短時間下と分析精度の向上を両立し、鉄鋼スクラップ中の銅濃度を 1試料に
つき数秒から数十秒程度で行うことに成功した。(Ref.3) 
金属構造体内部の転位密度、転位組織の分布を解析するため、高エネルギー白色 X 線マイク
ロビームを利用したエネルギー分散型 X線回折ラインプロファイル解析法を開発した。ラインプ
ロファイル解析は高分解能を要求するため、エネルギー分散型 X線回折法の固有問題である低い
逆空間分解能により適用不能と見なされていた。この問題を特定の回折条件で克服できることを
見いだし、エネルギー分散型 X線回折ラインプロファイル解析法を実現した。本手法を伸線加工
パーライト鋼に適用し、伸線材内部の転位密度分布や転位配列状態分布を明らかにすることに成
功した。同時に測定された結晶ひずみデータをもとに、フェライト－セメンタイト相の相応力分
布も導き、相応力と転位キャラクターの関係を導いた。(Ref.4)。 
Ti-6Al-4V合金は疲労強度に優れる生体材料として実用に供されているが、AlとVは生体毒性
を持つため体内への溶出を抑制する必要がある。本研究では、低温で平滑な表面改質層が作製
可能である酸素グロー放電プラズマ表面処理に着目し、Ti-6Al-4V 合金の生体安全性の向上を目
指した。生体環境中（in vitro）における金属イオン溶出量を基準に生体安全性を評価すると、従来
法で作製した表面酸化試料と比較し、酸素グロー放電プラズマ表面処理を施し作製した試料は、
生体安全性に極めて優れることが明らかとなった。この理由を、X 線光電子分光法を用いた表面
分析の結果と金属イオンの溶解挙動から考えると、酸素グロー放電プラズマ表面処理を用いた場
合、酸化皮膜の形成過程において、毒性元素の選択スパッタリングにより、表面近傍の毒性元素
濃度が顕著に低下したことが原因であるという結論を導くに至った。この研究成果は、更なる高機
能化が求められる金属生体材料の分野において、使用可能な合金元素の選択肢とその濃度域を
広げる可能性を示唆しており、大きなブレークスルーを起こし得ると考えられる。(Ref.5) 
 
Ref. 1   M. Matsuura, K. Wagatsuma: Two-dimensional observation of emission image of a 
copper chip excited in a glow discharge plasma, ISIJ Int., 53(11) (2013), 1923-1926. 
Ref. 2  Y. Arai, S. Sato, K. Wagatsuma: Emission spectrometric analysis using an 
Okamoto-cavity microwave-induced plasma with nitrogen-oxygen mixed gas, ISIJ 
Int., 53(11) (2013), 1993-1999.  
Ref. 3   S. Kashiwakura, K. Wagatsuma: Characteriscitc of the calibration curves of copper 
for the rapid sorting of steel scrap by means of laser-induced breakdown 
spectroscopy under ambient air atmospheres, Anal. Sci., 29(12), (2013) 1159-1164.  
Ref. 4   S. Sato, K. Wagatsuma, S. Suzuki, M. Kumagai, M. Imafuku, H. Tashiro, K. 
Kajiwara, T. Shobu: Relationship between dislocations and residual stresses in 
cold-drawn pearlitic steel analyzed by energy-dispersive X-ray diffraction, Mater. 
Charact., 83, (2013), 152-160. 
Ref. 5   K. Satoh, N. Ohtsu, S. Sato, K. Wagatsuma: Surface modification of Ti–6Al–4V 
alloy using an oxygen glow-discharge plasma to suppress the elution of toxic 
elements into physiological environment, Surf. Coat. Technol., 232, (2013), 
298-302. 
 
【研究計画】 
 現行の材料元素分析で広範に用いられている原子発光分析法の高感度・高精度化を図るために
は、励起源としての電気放電プラズマの基礎及び応用研究が重要である。この課題に対して、二
次元分光システム等の新しい解析機器・方法により研究を推進する。レーザ誘起プラズマ発光分
析法はオンライン／オンサイト迅速分析技術として、実用化が急がれている。材料分析科学の分
野においては、素材の製造プロセスのみならず、資源リサイクル、希少／有価金属の高度再利用
技術等に寄与できる分析技術の開発が必要とされる。本研究グループが取り組んでいる、レーザ
誘起プラズマやグロー放電プラズマはこのような分析を行うために有用な要素技術である。装置
開発と現象素過程の解明の両面から研究活動を行う。 
 また、金属材料の表面処理に関しては、素材に新奇の特性を付与する、素材の長寿命化を実現
する等、極めて重要な要素技術である。この課題に関して、特に分析科学の視点に立ち、表面処
理に用いられている酸素グロー放電プラズマの分光化学的解析のように、汎用の表面処理法では
有効に活用されていない情報に注目した新たな表面制御についての提案を行う。 
さらに、素材開発に貢献する分析技術の開発という観点から、X線散乱現象を利用した合金組
織解析に引き続き取り組む。特に放射光を利用した新測定技術を開発し、材料のミクロ組織に対
する新たな視点をもたらすことが本研究の達成目標となる。 
 
 
 
 
  
 27. 材料プロセス評価学研究部門  部門担当准教授 藤田 全基 (2009.7 ～ 2013.12) 
 
【構成員】 
 
准教授：藤田 全基  
 
【研究成果】 
 
本研究グループでは、電子の持つ自由度のダイナミクスに注目して、強相関電子系における物性機構
を研究している。特に高品質単結晶試料を作成し、それに対する量子ビーム実験を行うことで独自の
研究を展開している。 震災以降、国内の原子炉が稼働せず、以前のように充分な中性子散乱実験が行
えない状況が続いており、さらに 2013 年度はハドロン事故の影響で 6 月以降 J-PARC も停止するとい
う極めて厳しい状況にある。しかし、事故以前に複数の実験を行うことができ、海外研究施設も利用
することができたため、2013 年度は以下のような成果を得ることができた。また国際ワークショップ
を開催し、なお、材料プロセス評価学研究部門では、2013 年 12 月を持って藤田が部門担当を外れた。 
 
１）T'構造電子ドープ型銅酸化物 Pr1.4-xLa0.6CexCuO4+dに対するミュオンスピン回転実験を J-PARC で行
った。この系での超伝導発現に不可欠な元素置換、および、還元アニールが磁性に及ぼす効果を
調べることができた。その結果、還元アニールでは Pr モーメントと Cu モーメントのモーメント
サイズが単純に減少するものの、元素置換では両者のモーメント間の相互作用が弱まることを示
唆する結果が得られた。つまり元素置換と還元アニール効果は異なっており、単純にどちらも電
子をドープする見方ではないことを意味する。 
 
２）上記の系の Ce 置換した単結晶に対する中性子回折実験を J-PARC で行い、高次までの磁気反射を
観測した。前年度に行った Ce 置換しない試料に対する結果と比べると、磁気散乱強度の運動量遷
移依存性が異なることが明らかとなった。このことは、磁気形状因子、つまり実空間でのスピン
密度分布が Ce 置換によって変化することを示している。現在、詳細な結晶構造と磁気構造の解析
を進行中である。 
 
３）Tb3Gd5O12 におけるスピン・格子結合の有無を明らかにするため、磁場中性子散乱実験により音響
フォノンの磁場依存性を調べた。その結果、磁場によるフォノンソフトニングの徴候を見いだし
た。統計精度が充分でないため、今後詳細な実験を継続して行う予定である。本実験は、日本原
子力研究開発機構、および、ニューサウスウェールズ大学の理論グループとの国際共同研究とし
て、オーストラリアの ANSTO 中性子散乱施設で行った。 
 
４）7 月 23 日-25 日の三日間、研究室主催で国際ワークショップ「新物質とスペクトロスコピーで切
り開く超伝導研究」を開催した。新しい物質と新しい分光測定技術が未来の科学を拓くという観
点から、超伝導を中心とする量子伝導現象のダイナミクスについて最新の研究成果を元に活発に
議論することができた。この分野の感心の高さを反映し、学内外、国内外から 100 名を越える参
加者があった。 
 
Ref. 1 Ho-doping effect on incommensurate magnetic order in La1.88Sr0.12CuO4, 
 M. Fujita, M. Enoki, K. Tsutsumi, S. Iikubo, K. Yamada,  
J. Korean Phys. Soc. 62, 1840-1843, (2013). 
 
Ref. 2 Broken relationship between superconducting pairing interaction and electronic dispersion kinks in  
 La2-xSrxCuO4 measured by angle-resolved photoemission,  
S. R. Park, Y. Cao, Q. Wang, M. Fujita, K. Yamada, S.-K. Mo, D. S. Dessau, D. Reznik, 
Phys. Rev. B 88, 220503-1-220503-4 (2013). 
 
Ref. 3 Evidence for a charge collective mode associated with superconductivity in copper oxides from  
 neutron and x-ray scattering measurements of La2-xSrxCuO4,  
S. R. Park, T. Fukuda, A. Hamann, D. Lamago, L. Pintschovius, M. Fujita, K. Yamada, D. Reznik, 
Phys. Rev. B 89, 020506-1-020506-4 (2014). 
  
28． 特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト 
   プロジェクトリーダー：  新家 光雄 
 
【構成員】 
プロジェクトリーダー (兼)： 新家 光雄 
准教授：山浦 真一、梅津 理恵、謝 国強、仲井 正昭（兼）、横山 嘉彦（兼）、小泉雄一郎（兼） 
客員教授： 王 新敏、張 偉 
助  教： 関 一郎、秦 風香、中嶋 宇史、三井 好古、蘇亜拉図、成田 健吾、淡 振華（兼） 
助  手： 佐々木 敏夫 
特別教育研究教員： 松浦 眞 
技術補佐員： ［1 名］／ 事務補佐員 ［2 名］ 
 
 
【研究成果・全体】 
平成 17 年度からスタートした 3 大学研究所連携の「金属ガラス・無機材料接合開発共同研究プロジ
ェクト」での基盤的研究成果に基づいて、平成 22 年度より新たに 3 大学を加えた 6 大学連携「特異構
造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト」が開始された。この 6 大学研究所・機構連
携プロジェクトは、前身の 3 大学研究所である東北大学金属材料研究所、東京工業大学応用セラミッ
クス研究所、大阪大学接合科学研究所に加え、新たに環境・エネルギー材料開発に特化した名古屋大
学エコトピア科学研究所、広範囲なエレクトロニクス材料の加工・デバイス化に特化した早稲田大学
ナノ理工学研究機構、さらに我が国を代表する生体医療材料研究機関である東京医科歯科大学生体材
料工学研究所の 3 研究所・機構が加わり、これら相互間の有機的な連携研究によって、新機能性材料
の開発段階から接合機能と応用機能発現を考慮した材料開発、さらにはデバイス化、実用化技術に亘
る総合的な技術開発を行うことを目的としている。本年度（平成 25 年度）は発足 4 年目に当たり、出
口イメージが明確なテーマを優先し、各大学間の連携研究推進に注力している。そのために、日頃よ
り「環境・エネルギー材料開発」、「エレクトロニクス材料開発」、「生体・医療材料開発」の各分野の
メンバーが定期的に集まり、討論を重ねてきている。その結果、それぞれの研究テーマにおいて試料
提供、共同評価などの共同研究が進み、具体的な成果が見えてきている。 
 
【研究成果・各分野】 
「環境・エネルギー材料開発」、「エレクトロニクス材料開発」、「生体・医療材料開発」、「実用化加
速」の 4 分野において 6 大学連携の共同研究を行っている。 
1.  環境・エネルギー材料開発分野では、従来から進めていた燃料電池、新機能触媒に関する共
同研究に加えて、エネルギーハーベスティングの連携研究が特に進展した。具体的な新規発
電素子の試作品を他大学と共同で開発している。 
2. エレクトロニクス材料開発分野は早稲田大学と共同で、垂直磁化膜としての特性を有する新
規磁性材料の開発研究を進めると共に、高保磁力を有するMn基合金の磁場中熱処理による組
織制御の研究も進めてきている。 
3. 生体・医療材料開発分野は非晶質合金／セラミックス／アパタイト被覆新規生体材料の開発、
Ti-Nb-Ta-Zr(TNTZ)や Mg 系合金生体材料の特性評価を行うと共に、MRI 用低磁化率 Zr 基
合金組成の最適化に関する研究にも新たに取り組んでいる。 
  
4. 実用化加速分野は生体用チタン合金を応用した医療機器（脊椎固定器具）を試作し、その耐
久性試験などを実施した。また、耐久性のさらなる向上のための応用研究を他大学と共同で
着手している。 
 
主要な共同発表（他多数） 
  
1.  中嶋宇史 1、阿部克博 1、佐々木敏夫 1,2、山浦真一 1、関口哲志 2、竹内輝明 2、由比藤勇 2、
加藤邦男 2 
FeCo 合金薄膜の構造、磁気特性に及ぼす熱処理効果 
1 東北大学金属材料研究所 
2 早稲田大学ナノ理工学研究機構 
日本金属学会 2013 年秋期（第 153 回）講演大会発表、2013 年 9 月 19 日,  金沢大学。 
2. 梅津理恵1、三井好古1、由比藤勇2、竹内輝明2、川原田洋2 
Cu2Sb型Mn系層状化合物のキュリー温度に及ぼす元素置換効果 
 1 東北大学金属材料研究所 
 2 早稲田大学ナノ理工学研究機構 
 日本金属学会2014年春期（第154回）講演大会発表、2014年3月22日、東京工業大学。 
3. G. Xie1, S. Zhu1, F. Qin1 and N. Matsushita2 
Development of Ni- and Be-free Zr-based bulk metallic glasses with potential for 
application as biomaterials  
1 Institute for Materials Research, Tohoku University, Sendai 980-8577, Japan  
2 Research Laboratory of Engineering Materials, Tokyo Institute of Technology, 
Yokohama 226-8503, Japan 
International Conference on Processing & Manufacturing of Advanced Materials 
(THERMEC'2013), December 2-6, 2013, Las Vegas, USA (Invited). 
4. Suyalatu1, M. Niinomi1, K. Narita1, N. Nomura2, G. Xie1, T. Hanawa3 
Microstructure and mechanical property of N added Zr-Cr alloys for biomedical 
applications 
1 Institute for Materials Research, Tohoku University 
2 Materials Processing, Graduate School of Engineering, Tohoku University 
3 Institute of Biomaterials and Bioengineering, Tokyo Medical and Dental University 
 The 4th International Symposium on Advanced Materials Development and Integration 
of Novel Structured Metallic and Inorganic Materials (AMDI-4), December 14, 2013, 
Nagoya, Japan. 
 
Ref. 1 
S. Yamaura1, K. Katsumata2, M. Hattori2 and T. Yogo3 
Production of Ni-Based Glassy Alloy-Coated Bipolar Plate with Hydrophilic Surface for 
PEMFC and Its Evaluation by Electrochemical Impedance Spectroscopy 
Materials Transactions, 54 (2013), 1324 - 1329. 
  
1 Institute for Materials Research, Tohoku University, Sendai 980-8577, Japan 
2 Materials & Structures Laboratory, Tokyo Institute of Technology, Yokohama 226-8503, 
Japan 
3 EcoTopia Science Institute, Nagoya University, Nagoya 464-8603, Japan 
Abstract 
Ni65Cr15P16B4 glassy alloy-coated bipolar plates with a hydrophilic surface were produced and the 
power generation properties of a single fuel cell with such plates were investigated, SUS316L and 
graphite bipolar plates also being produced for comparison. The fuel cell with the glassy 
alloy-coated bipolar plates showed good IV performance after repeated IV scans for membrane 
activation as did the cell with the graphite bipolar plates. After 30 IV scans for activation, a 
long-time power generation test for 100 h was conducted at a current density of 0.2 A·cm12. As a 
result, it was found that the fuel cell with the glassy alloy-coated bipolar plates showed stable 
power generation behavior, maintaining the cell voltage at around 0.6V. Impedance 
measurements were also conducted for the cells and it was found that it was possible to 
understand the difference of IV behavior between the cells with three different bipolar plate 
materials by calculating the impedance parameters. 
 
Ref. 2 
R. Y. Umetsu1, H. Yoshida2, M. Fukuhara2, S. Yamaura1, T. Sasaki1,3, T. Sekiguchi3, M. 
Saito3, J. Mizuno3, H. Kawarada3 
Transport Properties of Ni-Nb-Zr Glassy Alloys and Hydrogen Absorbed Alloys 
Open Journal of Metal, 3 (2013), 45-49. 
1 Institute for Materials Research, Tohoku University, Sendai 980-8577, Japan  
2 Research Institute for Electromagnetic Materials, Sendai 982-0807, Japan 
3 Nanotechnology Research Center, Waseda University, Tokyo162-0041, Japan 
Abstract 
The electrical transport properties of (Ni0.8Nb0.2)100−xZrx (x = 30, 40 and 50) amorphous ribbons and 
hydrogen charged specimens were investigated. The amorphous ribbons indicated a negative 
coefficient in the temperature dependence of their electrical resistivity as well as the typical 
transport properties of the amorphous alloys with comparatively high values of electrical 
resistivity, ρ. The normalized temperature coefficient of the resistivity (TCR ≡ 1/ρ300K·dρ/dT) 
tended to increase with increasing x in the temperature range of 100 - 300 K. These behaviors 
would suggest that the transport properties of the present amorphous ribbons were governed by 
temperature variation of the Debye-Waller factor, not by electron-phonon scattering. The hydrogen 
charged ribbons obtained by an electrochemical method also showed similar electrical resistivity 
behaviors as a function of the temperature. However, TCR of x = 40 with hydrogen charged ribbon, 
in which the amount of absorbed hydrogen was about 14 at%, increased about three times more 
than that of the pre-charged amorphous ribbon. 
 
Ref. 3 
  
I. Seki1, R. Y. Umetsu1, G-Q. Xie1, N. Nomura2, X-M. Wang1 and T. Hanawa3 
Cooling rate and composition dependences of magnetic susceptibility for Zr54-xCu30+xAl8Ag8 
Glassy alloys 
Materials Transactions, 54 (2013), 1356 - 1360 
1 Institute for Materials Research, Tohoku University, Sendai 980-8577, Japan 
2 Department of Materials Processing, Graduate School of Engineering, Tohoku University, 
Sendai 980-8579, Japan 
3 Institute of Biomaterials and Bioengineering, Tokyo Medical and Dental University, 
Tokyo 101-0062, Japan 
Abstract 
Cooling rate and composition dependences of the magnetic susceptibility for Zr54-xCu30+xAl8Ag8 
glassy alloys which are candidate materials for magnetic resonance imaging (MRI) were 
investigated. Lower magnetic susceptibility was achieved by reducing Zr content in the present 
series of the alloys, and also by higher cooling rate during the preparing glassy alloys. The 
magnetic susceptibility values were hard to be explained by the simple free-electron model. It is 
suggesting that the effects of the enhancement of the density of states by 4d-conduction band 
should be taken into the consideration. The results obtained by utilizing the pair correlation 
functions suggested that the different magnetic susceptibilities between the ribbon and bulk 
glassy alloys were originated from the structural difference in the middle range order caused by 
the different cooling rates. 
 
Ref. 4 
 M. Matsuura1, W. Zhang1,2, S. Yamaura1, T. Fujita3, K. Ohara4, S. Kohara4 and J. Mizuno5 
Structural Features of the Extraordinary Low Glass Transition Temperature for 
Au65Cu18Si17 Bulk Metallic Glass 
Materials Transactions, 54 (2013), 1351-1355. 
1 Institute for Materials Research, Tohoku University, Sendai 980-8577, Japan 
2 School of Materials Science and Engineering, Dalian University of Technology, Dalian 
116024, China 
3 WPI Advanced Institute for Materials Research, Tohoku University, Sendai 980-8577,  
Japan 
4 Research & Utilization Division, Japan Synchrotron Radiation Research Institute, Sayo, 
Hyogo 679-5198, Japan 
5 Institute for Nanoscience and Nanotechnology, Waseda University, Tokyo 162-0041, Japan 
Abstract 
Au65Cu18Si17 bulk metallic glass (BMG) exhibits an extraordinary low glass transition 
temperature (<100°C) and a wide supercooled liquid region. In order to elucidate the structural 
features of the extraordinary low glass transition temperature and high glass forming ability of 
the Au65Cu18Si17 BMG, high-energy X-ray diffraction (HEXRD) and Extended X-ray Absorption 
Fine Structure (EXAFS) measurements were carried out using synchrotron radiation. A sharp first 
  
peak and oscillation of the structure factor S(Q) up to the high wave number Q can be attributed to 
the dominant weighting factor of the Au-Au correlation over others. A reverse Monte Carlo (RMC) 
simulation was applied simultaneously to the HEXRD and EXAFS data. The obtained RMC model 
shows a quite highly dense packed structure with large amount of icosahedral type clusters 
around Au atoms while small ones around Si atoms. The partial Cu-Cu pair distribution function 
gCu,Cu(r) shows a sharp peak at a short interatomic distance, i.e., 2.38 Å. The Cu-Cu pairs with 
short interatomic distances and the large thermal fluctuation around Cu atoms are considered to 
be one of the structural characteristics of the low glass transition temperature of the Au65Cu18Si17 
BMG. 
 
Ref. 5 
R.Y. Umetsu1, H. Yoshida2, M. Fukuhara2, S. Yamaura1, M. Matsuura1, T. Sasaki1,3, T. 
Sekiguchi3, M. Saito3, J. Mizuno3 and H. Kawarada3 
Effect of the hydrogen absorption on the electrical transport properties for Ni36Nb24Zr40 
amorphous ribbon 
Materials. Transaction., 54 (2013) 1339-1342. 
1 Institute for Materials Research, Tohoku University, Sendai 980-8577, Japan 
2 Research Institute for Electromagnetic Materials, Sendai 982-0807, Japan 
3 Institute for Nanoscience & Nanotechnology, Waseda University, Tokyo 162-0041, Japan 
Abstract 
Electrical resistivity measurements in the temperature range from 6 to 300 K were carried out in 
order to investigate the effects of the hydrogen absorption on the transport properties of 
Ni36Nb24Zr40 amorphous alloy ribbon. The electrical resistivity basically behaved negative 
temperature dependence in all prepared specimens of (Ni0.36Nb0.24Zr0.40)100−xHx with 0 ≤ x < 15. The 
absolute value of temperature coefficient of the resistivity, TCR, increased with increasing the 
amount of the absorbed hydrogen. In addition, it was also clear that the electrical resistivity 
gradually increased with the time just after electrochemically charging, and tended to saturate 
after about 800 ks at 300 K. The behavior of the gradual increase in the electrical resistivity with 
the time was explained by the model including two kinds of the relaxation times, being associated 
with the migration of the hydrogen from the sample surface. 
 
 
【国際会議など】 
2013 年 12 月 13-15 日に 6 大学連携の名大エコ研主催国際会議 ISETS-2013/AMDI-4 が愛知県名古
屋市にて開催された。さらに、6 大学公開討論会が 2014 年 3 月 7 日に東京医科歯科大学において開催
された。また、上記と平行して、環境・エネルギー材料開発、エレクトロニクス材料開発、生体・医
療材料開発分野別の会議、及び 6 大学連携運営協議会がもたれた。 
 
【研究計画】 
1. 環境・エネルギー材料開発分野は主に燃料電池構築に向けての素材、触媒用のナノポーラ
  
 ス材料および環境発電に向けての新規Fe基合金の研究を行う。特に新規環境発電素子に関
する研究においては、作製した試作品の更なる性能向上のためにデザインを再考し、また
MEMS化の可能性を探る。 
2. エレクトロニクス材料開発分野は、Mn基磁性合金の基礎研究を進めながら、新機能デバイ
スや新型磁気デバイスの創製を目指して、各大学との連携を一層強め、出口イメージの明
確化に向けた共同研究を進めていく。 
3. 生体・医療材料開発分野では非晶質合金および非晶質合金被覆アパタイト複合体の各種分
野への応用化を目指すと共に、MRI 用低磁化率 Zr 基合金、生体用 Ti 基合金、および Mg
基合金等の生体試験にも取り組んでいく。 
4. 実用化加速分野は、医療用の材料開発に特化した応用研究として、実用化企業との連携を
進めていく。 
 
  
 29． HPCI 戦略プログラム計算材料科学研究拠点 
 拠点長・教授(兼任)  毛利 哲夫（2011.4 ～） 
 
【構成員】 
拠点長・教授(兼任)：毛利 哲夫(2011.4～)／特任准教授：寺田 弥生(2013.1～) /事務補佐員［1 名］ 
 
【研究・事業成果】 
文部科学省の進める「次世代スーパーコンピュータ戦略プログラム」の分野2＜新物質・エネルギー
創成＞（統括責任者：常行真司 東京大学教授）の研究ネットワーク型組織であるHPCI戦略プログラ
ム計算物質科学イニシアティブ（CMSI）において，金属材料研究所（金研）は東京大学物性研究所と
自然科学機構分子科学研究所とともに戦略機関の一つとして中核を担うこととなった．そのため，平
成23年4月に計算材料科学の拠点であるHPCI戦略プログラム計算材料科学研究拠点（CMRI）が毛利
哲夫教授(当初委嘱，現在兼任)を拠点長として金研に設立された．平成25年1月からCMSI特任教員と
してCMRI人材育成・教育担当の寺田弥生准教授が加わった． 
 
本拠点を含む戦略分野2では，物性科学，分子科学，材料科学の第一線で活躍する計算物質科学研究
者を結集した計算物質科学分野の研究体制の構築と最先端の研究成果の創出を目指す．これまでに，
物性科学と分子科学に関わる部会として量子概念・量子機能の解明・予測・設計を目指す第１部会「新
量子相・新物質の基礎科学」，次世代デバイスのブレークスルーを目指す第2部会「次世代先端デバイ
ス科学」，ウィルスの分子科学を確立し，感染機構や免疫機構の解明に貢献する第3部会「分子機能と
物質交換」，次世代エネルギー技術の基盤となる物質機能性の探索を目的とする第4部会「エネルギー
変換」の4部会が設けられていた．平成25年度からは新たに第5部会「マルチスケール材料科学」が創
設され，特に，CMRIに所属する材料科学分野の研究者が重点課題，特別支援課題の遂行に取り組んで
いる． 
重点課題は「金属系構造材料の高性能化のためのマルチスケール組織設計・評価手法の開発」であ
り，香山正憲博士（産業技術総合研究所）をリーダーとして9名が遂行メンバーである． 
特別支援課題は 
 「合金凝固組織の高精度制御を目指したデンドライト組織の大規模数値計算」 
大野宗一准教授（北海道大学） 他2名 
 「ナノクラスターから結晶までの機能性材料の全電子スペクトルとダイナミクス」 
大野かおる教授（横浜国立大学）他4名 
「超高速分子動力学計算による強誘電体薄膜キャパシタの高性能化」 
西松毅助教 （東北大学）  他2名 
である． 
 
本拠点は，計算物質科学の中でも 
1. 計算材料科学分野における研究体制の構築と最先端の研究成果の創出 
2. 計算材料科学分野の国際連携と人的ネットワークの構築 
3. 計算材料科学の研究者のコミュニティの人材育成と教育や産官学連携 
を主たる事業としており，以下が具体的な事業内容である．  
 
1. 実用材料のマクロスケールの機械的性質や機能は，ミクロスケールの電子・原子の振る舞いからメ
ゾスケールの内部組織の構造や特性に強く依存する．ミクロからマクロにわたる材料特性の系統だ
った機構を解明しなければ高精度の材料設計を行うことはできない．このようなマルチスケール組
織設計・評価技術の開発には，各結晶相のみならず，異相界面・粒界・転位などに対して大規模複
雑構造の第一原理計算を行い，合金成分や不純物との相互作用を明らかにするとともに，それらを
Phase Field法に繋げる手法を確立する必要がある．そのため，昨年度より分野2において第一原理
  
計算とPhase Field法の連携について理論的・計算技術的な検討を進めるために，計算材料科学分
野を中心とする重点課題として「金属系構造材料の高性能化のためのマルチスケール組織設計・評
価手法の開発」が採択されたことは上に述べた通りである．この重点課題をはじめ，上述の特別支
援課題の効率的な遂行のために，平成25年度は課題関連者による小規模の研究会を多数回開催し
た．以下がその記録である． 
 
・CMSI 第５部会「マルチスケール材料科学」重点課題研究会 
「材料中の複雑構造・組織の第一原理解析」 
・2013年7月17日：産業技術総合研究所 関西センター 
・参加者：9名 
 
・CMSI第５部会研究会 
・平成25年11月25日：産業技術総合研究所 関西センター 
・参加者：10名 
 
・CMSI第５部会研究会 
・平成26年1月10日：東北大学金属材料研究所 
・参加者：10名 
 
特別支援課題(1) 
合金凝固組織の高精度制御を目指したデンドライト組織の大規模数値計算 
・平成25年度CMRI(東北大学計算材料科学研究拠点)研究会 CMSI特別支援課題 
・平成25年7月30日 
・東北大学金属材料研究所 
・参加者：31名 
 
特別支援課題(2) 
ナノクラスターから結晶までの機能性材料の全電子スペクトルとダイナミクス 
・TOMBO20周年記念講演会/CMSI特別支援課題研究の合同研究会 
・平成25年8月22日 
・東北大学北門会館 
・参加者：50名 
 
特別支援課題(3) 
超高速分子動力学計算による強誘電体薄膜キャパシタの高性能化 
・CMSI/CMRI Workshop for Ferroelectrics and Related Materials 
・平成26年1月6日‐7日 
・東北大学金属材料研究所 
・参加者：8名 
 
  
これらに加えて，CMRIの全体の研究会を平成26年1月8日～10日に開催した．これは国際シンポジウ
ムとして，米国をはじめとする外国人招聘者7名の講演と，日本人講演者による総計19件の講演を行っ
た． 
 
2. 上述のように，平成26年1月の” CMRI International Symposium 2014”では海外から計算材料科
学分野の第一人者7名を招待講演者として招聘し国際連携を推進した．又，平成25年10月には，
CMSI国際シンポジウム（10月21日～22日東京大学）にCMRIがドイツより若手研究者を招へいし，
その後，仙台でセミナーを開催するなど，有意義な交流を行なった．さらに“8th Asian Consortium 
on Computational Materials Science - Virtual Organization”（平成25 年11月7日～9日 さくらホ
ール&松島大観荘)を共催し，特にアジア地域の研究者との交流に実をあげた．その他にも，本拠
点の研究協力者の国際会議参加のための旅費補助3件を行い，国際的な人的ネットワーク構築の支
援などを行った． 
 
3.  研究協力者の若手研究者1名をUniversity of Missouri-Kansas Cityに1か月，大学院生1名をフラ
ンスのONERAに2か月派遣し，計算材料科学分野におけるグローバルな人材育成を推進した．ま
た，大規模並列計算に対応できる若手の教育と人材育成のために“MPI講習会”(平成25年12月25
日 名古屋工業大学)を主催し，特に大学院生以上に対して並列化計算技法の普及促進を図った．
さらに，下記セミナーなどを通じて，計算材料科学分野における人材育成・教育活動を行った．
“TOMBOセミナー - 高精度全電子第一原理計算プログラムTOMBOプログラム講習会”(平成25
年７月5日 東北大学東京オフィス)では，「計算科学の実態と将来像」に関する一般的な議論から，
TOMBOに関する開発と応用，新バージョンの紹介，高速化，実習などを行った．セミナー修了後
には，計算材料科学についての教育・人材育成に関するアンケートを実施し，大学関係，および，
産業界での現状把握と今後のニーズを調査した．その結果を踏まえ，“マルチスケール計算材料学
の現状と今後”セミナー全8回（平成25年11月19日-12月17日 東北大学物理教室）を開催した．
このセミナーシリーズでは，工学研究科マテリアル系と理学研究科物理学専攻を中心に，学部4年
生から博士課程2年生，博士研究員など幅広い参加があった．また，CMSIのテレビ会議システム
を利用した配信セミナー“マルチスケールの計算材料科学”（平成26年3月5日 配信元： 東北大
学青葉山キャンパス 配信先：8機関11拠点，東北大片平，金沢大，豊橋技科大学，名古屋大，京
都大，大阪大学豊中・吹田，神戸大(CMSI神戸拠点)，産総研つくば，東大本郷・駒場・柏）も開
催した．本配信セミナーでは，内部組織の形成過程の代表例であるデンドライト成長（ハードマタ
ー）と液晶のパターン形成(ソフトマター)についての講演を行い，企業からの参加者2名を含む幅
広い分野の52名の受講参加があり，活発な議論がなされた． 
 
 
本拠点の運営委員，研究協力者は，金研を含む学内研究者，他大学研究者，学外研究機関研究者，
企業関係者など多岐にわたるメンバーで構成される．本報告では以下に，専任の本拠点構成員による
主要な研究成果を記す． 
 
一般化されたレプリカ交換法を用いた液体－結晶・ガラス相転移の研究 
非晶質合金は，結晶構造を持つ合金とは異なる材料特性を持つことから近年注目を集めているが，
形成過程は未だ理論的に解明されておらず，ガラスの作成は経験的な手法に頼る点が大きい．ところ
が，ガラス転移点近傍では緩和時間が長くなり，いったん準安定状態にトラップされると，計算機実
験の有限時間の範囲内で平衡状態に到達することが非常に困難である．そこで，一次相転移に適用す
るために開発された一般化されたレプリカ交換法をガラス形成物質のモデル系である粒子サイズに多
分散性を持つレナードジョンズモデル系に適用し，計算機実験を行った．本年度は，特に，圧力変化
と温度変化に対する相図の変化を明らかにした．気相－液相－固相の3相が存在する臨界点以下と流動
相と固相の2相のみが存在する臨界点以上の定圧における計算機実験の結果，圧力によらず，本モデル
系においては15%-20%以上の粒子サイズ分布で結晶相が消失し非晶質相となることを示した．その一
方，結晶化やガラス化が生じる温度は，臨界点以下では圧力依存性が小さいが，臨界点以上では圧力
変化によって変化し制御可能であることを示した．  
 
  
Ref) Effect of Size Polydispersity on Phase Equilibria of Lennard-Jones Systems, Y. Terada, T. 
Keyes, and J. Kim, 2013 Materials Research Society Fall Meeting, 2013/12/5, Boston, USA 
 
【研究・事業計画】   
平成 26 年度も，これまでの事業のさらなる発展と充実化を図る．25 年度に新設された第 5部会の研
究活動は，京コンピュータを用いた重点課題の遂行が順調に行われており，初期の目標を達成しつつ
ある．第 2 フェーズの課題は，電子状態計算とフェーズフィールド法の融合化であり，26 年度はこれ
に向けた研究会を開催し計算の具体化を図る．特に，横浜国大が新たなサブ拠点として認められた為，
ここに専門の拠点研究員を雇用して第一原理フェーズフィールド計算に向けた計画の立案と具体化を
図る．特別支援課題のテーマの推進も行う．また，人材育成・教育のために，昨年度に続いて，大学
院生レベル以上の受講者を対象とするマルチスケール計算材料科学をテーマとした複数回のセミナー
を実施し，加えてや産官学との連携による構造材料を対象としたシンポジウムも開催する． 
 
本拠点専任の構成員による研究については，計算材料学センターのスーパーコンピュータなどを用
いてより高精度の材料設計につながる研究をめざす． 
これまでの平衡状態の気相－液相－固相（結晶相・ガラス相）のモデルシステムのシミュレーショ
ンに加え，結晶化・ガラス化過程などの非平衡状態についても研究を進める．特に，結晶化過程につ
いては，最近行われている 2 成分コロイドの結晶化実験のメカニズムの解明をシミュレーションによ
って行う．現実の系に即したモデル系の構築を行い，コロイド結晶化に対する重要なファクターを明
らかにする．さらに，実験では観測できない物理量の観測や時間領域などをシミュレーションするこ
とにより，より高精度の結晶化過程の制御につながる因子の解明を目指す．また，2成分コロイド系の
少数成分の偏析条件などをシミュレーションで明らかにし，コロイドの結晶化のメカニズムから合金
の結晶化過程にも関係する普遍的な因子を見いだす． 
 
 26 年度には新たな拠点研究員の雇用を予定しているが，専門を凝固シミュレーションの関連分野に
限定しており，これに関する特別支援課題を遂行している北海道大学・大野グループ，東京大学・渋
田グループ，そして京都工芸繊維大学・高木グループに一定期間派遣して，それぞれのグループの計
算支援を行う． 
 
 
 
 
30． 量子エネルギー材料科学国際研究センター 
                   センター長・教授（兼）  四竃 樹男  
 
【構成員】 
センター長・教授（兼）：四竃 樹男／准教授：小無 健司／講師：外山 健／技術職員：山崎 正徳、渡部 信、阿部 千景、
鈴木 克弥／事務係長：菊地 直矢／事務職員：齋藤 真純／技術補佐員［2 名]／産学官連携研究員［2 名]／事務補佐
員［7 名］ 
------------------------- 
准教授(アルファ放射体実験室・室長)：山村 朝雄／技術職員：白崎 謙次、永井 満家／研究支援推進員［2 名］／産学
官連携研究員［1 名]／研究支援者[1 名] 
 
【研究成果】 
○原子炉を用いた材料照射研究 
海外の原子炉を用いた照射試験をさらに強化し、材料照射試験の継続を図った。研究協力を行って
いるベルギー国原子力研究所(SCK/CEN)とは、引き続き MICADO プロジェクトを進めた。MICADO-Ⅵ、
MICADO-Ⅶを完了し、水環境下および比較的低温での照射試験を中心として材料照射を行った。さらに、
原子炉照射の更なる高度利用となる多段・多段階引上げ照射（中性子束・中性子スペクトル・照射温
度を高精度に揃え、中性子照射量のみをパラメータとする照射）を進展させ、照射リグを製作した。
現在は MICADO-Ⅷを実行中であり、多段・多分割引き上げ照射および加圧水型炉環境下照射を中心とし
て材料照射を行う予定である。また、米国オークリッジ国立研究所の研究用原子炉（The High Flux 
Isotope Reactor：HFIR）の利用も進めた。 
 
○原子力材料研究 
 軽水炉材料では、陽電子消滅・３次元アトムプローブ・透過型電子顕微鏡などによるミクロ組織分
析を進めた。 原子炉圧力容器監視試験片の粒界を３次元アトムプローブで観察し、高照射量での照射
脆化で重要になるとされる不純物元素の粒界偏析を解析した（Ref.1）。高速炉材料では、中性子吸収
材開発の研究を進めた。金属中の水素は、原子炉の中で効率の良い中性子減速材として働くことより
新たな可能性をもった機能性材料として注目されている。そこで、文部科学省の原子力システム研究
開発事業の革新技術創出発展型研究課題として、ハフニウム水素化物の研究を行った（平成 21-24 年
度）。得られた成果を国際会議（ICAPP13）で４件のシリーズ発表を行った（Ref.2）。文部科学省に
よる事後評価では、優れた成果が挙げられているとして高い評価を受けた。（A評価）。また、核融合
炉材料では、３次元アトムプローブを用いてバナジウム合金中に中性子照射で形成する微細析出物を
解析した（Ref.3）。 
平成２５年度は新奇アクチノイド化合物の物性研究を軸に核燃料物質や燃料デブリの研究に向けて
の研究環境整備も併せて行ってきた。物性研究に必要な低温高磁場環境の発生が近年のヘリウムの供
給不足により著しく困難になっていたため、科研費基盤研究 A（代表者 青木大）等によりヘリウムの
再凝縮装置を超伝導量子干渉計を用いた磁化測定装置（SQUID）および 15 テスラマグネット付き希釈
冷凍機に設置し、それぞれの装置を継続的に使用できるようにした。 
 
○人材教育 
経済産業省資源エネルギー庁 平成２５年度「安全性向上原子力人材育成事業」に課題「茨城県大
洗地区ホットラボ連携による原子力人材育成」（代表者：四竃樹男）が採択された。大学院生、大学生、
高等専門学校生を対象として、３つの機関（東北大学金属材料研究所附属量子エネルギー材料科学国
際研究センター、JAEA、日本核燃料開発）の大型ホットラボを用いた実習を行い、廃止措置及び安全
性向上に関わる人材育成を実施した。 
 
Ref. 1：T. Toyama, et al., Intergranular Segregation in the Pressure Vessel Steel of a Commercial 
Nuclear Reactor Studied by Atom Probe Tomography, Mater. Trans. 54 (2013) 2119-2124. 
 
Ref. 2：K. Konashi et al., Development of hydride neutron absorber for fast reactor, Proc. 
ICAPP2013, April 15,14-18, 2013, Jeju Island, Korea, Paper No. FF232, FF233, FF229,  FF215 (4
件シリーズ発表). 
 
Ref. 3：M. Hatakeyama et al., Irradiation-induced precipitation in V-4Cr-4Ti alloys studied 
using three-dimensional atom probe, J. Nucl. Mater., 442 (2013) S346-S349.  
 
【研究計画】 
原子炉利用では、日本原子力研究開発機構の材料試験炉を用いた共同利用照射を進め、照射キャプ
セルの設計・製作などを行う。また、常陽の再稼働に向けた準備を行い、照射キャプセルの概念設計
や熱計算を行う。さらに、照射済み試料の取り出しに向けた準備を行う。海外原子炉の利用では、原
子炉国際ネットワークの構築とその中での特徴的な役割分担が重要であることをふまえ、国際原子力
機関(IAEA)などの国際機関との連携、各地域における拠点との連携強化を継続する。これまでに引き
続き、欧州の拠点である SCK/CEN との研究協力を推進し、加圧水型炉環境下での照射や多段・多分割
引き上げ型照射を行う。また、HFIR を利用した照射研究について、共同利用による照射に向けた準備
を進める。 
照射後試験研究では、当センターに整備されたミクロ組織解析装置（透過型電子顕微鏡、３次元ア
トムプローブ、陽電子消滅法、TDS など）や機械的試験装置を共同利用研究に引き続き提供し、軽水炉・
次世代炉・核融合炉の関連材料における照射効果を調べる。 
アクチノイド元素関連研究では、核燃料が使用できるように変更申請した高温 NMR 装置、近紫外赤
外分光装置、メスバウアー分光装置、放電加工機等を用いてアクチノイド固体や液体の電子状態を反
映した磁性、伝導特性、光学特性などを総合的に研究している。ここでは核燃料関連物質の材料物性
のみならず、非従来型の超伝導などアクチノイド元素そのものに由来する新奇量子現象の解明も行っ
ている。また、原子炉用核燃料の高温物性研究としてラマン分光装置を用いて高温状態で不定比性ア
クチノイド酸化物の欠陥構造を研究する。 
人材育成に関しては、昨年度に引き続き経済産業省資源エネルギー庁「安全性向上原子力人材育成
事業」に応募し大学院生、大学生、高等専門学校生を対象として、３つの機関（東北大学金属材料研
究所附属量子エネルギー材料科学国際研究センター、JAEA、日本核燃料開発）の大型ホットラボを用
いた実習等を行い、廃止措置及び安全性向上に関わる人材を育成する。 
 
 31． 新素材共同研究開発センター           センター長・教授   牧野 彰宏 
 
【構成員】 
センター長・教授：牧野 彰宏／准教授：横山 嘉彦、湯葢 邦夫、ベロスルドフ ロディオン 
助教：シャルマ パ－マナント（～2013.6）、吉年 規治、張岩（2013.11～） 
技術職員：村上 義弘、野手 竜之介、戸澤 慎一郎、菅原 孝昌、野村 明子、大村 和世、成田 一生、 
原田 晃一、杉山 知子／再雇用技術職員：大久保 昭 
客員教授［6 名]／教育研究支援者［1 名]／技術補佐員［3 名]／事務補佐員［4 名]／大学院生［3 名］／ 
研究生［2 名］ ※延べ人数 
-------------------------------------------------------------------------------- 
教授（兼）： 後藤 孝、我妻 和明、高梨 弘毅、宇田 聡、今野 豊彦、米永 一郎、千葉 晶彦、杉山 和正、 
折茂 慎一、吉川 彰／准教授（兼）：山浦 真一、加藤 秀実／技術職員（兼）：野手 竜之介 
 
【研究成果】 
 
１．ミクロ組織制御材料合成研究部 
 
   新しい機能特性を持つナノ結晶軟磁性材料などの研究・開発、およびこれらの実用化研究を
中心として新素材合金の開発研究を行い、下記のような研究成果を得た。 
 
(1) 軟磁気特性の向上を目指して、Fe-B-P-Cu 合金の磁気特性と微細構造に与える Fe 濃度の影
響を調査した。その結果、673K で熱処理した急冷合金 Fe83.3+xB7-xP9Cu0.7 (x = 0.0-2.5)は、Fe 濃度
の増加に伴い、α-Fe の直径が 18.1nm から 14.6nm に減少して、微細化されることが明らかにな
った。一方、Fe 濃度の増加に伴い、飽和磁束密度(Bs)および保磁力(Hc)は、それぞれ、増加およ
び減少して、x=1.0 における Bs = 1.72 T および(Hc)=2.9 A/m の最大値および最小値を示すことが
明らかになった。x=1.0 における鉄損(W)は、50 Hz、1.6 T の測定環境下で W= 0.26 W/kg であっ
た。Fe-B-P-Cu 合金の磁気特性と微細構造は Fe 濃度により大きく影響されることが明らかにな
った。(Ref.1)  
 
(2) 液体急冷で作製した Fe55Pt25B20-xPx (x = 0-5) 合金の構造、熱的安定性および磁気特性を調査
した。その結果、P の添加はアモルファス形成能を向上させ、完全なアモルファス相が得られる
ことが明らかになった。熱処理後、x = 0 および 2 合金では硬質磁性相の L10-FePt および軟磁性
相の Fe2B から成る平均粒子サイズが 40nm の均一なナノ構造が得られ、x = 5 合金では、平均粒
子サイズが 80nm の L10-FePt/Fe2B 
ナノ複層組織となることが明らかになった。x = 5 合金では、最大の保磁力 12.1 kOe が得られた。
一方、x = 2 合金では、L10-FePt 相と Fe2B 相の交換磁気カップリングによる 53.5 emu/g の高い残
留磁化および減磁曲線の角型度が得られることが明らかになった（Ref.2） 
 
(3) 熱力学量である混合エンタルピーと物理量である原子寸法差を表すデルタパラメータの評
価を通じて、５元系から 10 元系までの等原子分率合金に対して高エントロピー結晶合金ならび
にバルク金属ガラスの合金設計の計算を行った。計算結果から、例えば、従来見出されていない
高エントロピー結晶合金およびバルク金属ガラスの候補合金を抽出することに成功した。本合金
設計により、新規合金系の開発が期待される。（Ref.3） 
 
Ref.1 A. Urata, M. Yamaki, K. Satake, H. Matsumoto and A. Makino 
Magnetic properties and structure of Fe83.3-85.8B7.0-4.5P9Cu0.7 nanocrystalline alloys 
Journal of Applied Physics, 113 (2013), 17A311-1-17A311-3 
 
Ref. 2 W. Zhang, A. Kazahari, K. Yubuta, A. Makino, Y.M. Wang, R. Umetsu and Y.H. Li 
       Effect of P addition on the structure and magnetic properties of melt-spun Fe-Pt-B 
alloy 
 Journal of Alloys and Compounds, 586 (2014), S294-S297.  
 
Ref. 3 A. Takeuchi, K. Amiya, T. Wada, K. Yubuta, W. Zhang, and A. Makino 
       Alloy Designs of High-Entropy Crystalline and Bulk Glassy Alloys by Evaluating 
Mixing Enthalpy and Delta Parameter for Quinary to Decimal Equi-Atomic Alloys 
       Materials Transactions, 55 (2014) 165-170. 
 
2．ナノ構造制御機能材料研究部 
 
  新しい機能特性を持つ新素材（アモルファス合金や鋳造ガラス合金など）の研究・開発、およ
びこれらの実用化研究を行い、下記のような研究成果を得た。 
  優れた精密成形性や機械的性質を利用して、ガラス相と結晶相からなるコンポジットが高比強
度構造材料やマイクロ部品等に実用化されつつある。しかし一方で、疲労や凝固解析そして製造
プロセスと言った実用化のための基礎研究または根幹となる技術開発が十分でないことも否め
ない。そこで、優れた諸特性を生かして実用化するために、ナノスケールでの組織制御を可能に
する新しい金属冶金学的アプローチを試み、既存の結晶材料では到達し得ない材料としての限界
に挑戦してきた。今年度に得られた研究結果を以下に記す。 
(1) 高温での拡散クリープ変形が、金属ガラスの延性改善に有効であることを見出した。よく知
られているように、高温での熱処理（Tg 以下）は構造緩和を起こして脆化するが、クリープ変
形においては脆化する事無く延性が改善された。また、クリープ変形により改善される延性は異
方性を持ちクリープ変形方向に沿った方向で延性が改善されている。 (Ref.1)  
(2) 金属ガラスは剪断帯を伴う不均一変形をする事で知られているが、機械加工や圧延などの剪
断変形による加工は可能である。蓄積する剪断変形に伴う微細構造の変化や、緩和量の変化につ
いてエンタルピー緩和測定の手法を用いて解析を行った。結果として、剪断帯以外の部分の変形
の寄与も無視できない程大きいことが理解できた。(Ref.2) 
(3) 優れた超弾性特性を有するＴｉＮｂ系合金の開発を行った。また、本合金はβＴｉ構造でヤ
ング率が低いことも知られている。此処では、凝固時の冷却速度を変えることで組織の違いを与
えて超弾性効果への影響を調べた。 (Ref.3) 
(4) 軟磁気特性に優れた鉄系金属ガラス粉末はガスアトマイズ法により効率よく作製できるた
め、これらの固化成形技術の開発により、作製できる試料の形状寸法の自由度を大幅に向上させ
ることが可能となる。そこで、鉄系金属ガラス粉末の高密度化を目的とした液相焼結法を提案し、
作製条件と組織の関係を明らかにした。 (Ref.4) 
(5) 鉄系金属ガラスの急冷凝固時の核発生サイトとなりうる容器壁の影響について、冷却速度と
組織の関係性の観点から詳細に検討を行い、無容器凝固プロセスの優位性について調査を行った。 
(Ref.5) 
 
Ref.1   Y. Tong, W. Dmowski, Y. Yokoyama, G. Wang, P.K. Liaw and T. Egami  
         Recovering compressive plasticity of bulk metallic glasses by high-temperature  
         creep 
         Scripta Materialia 69 (2013) 570-573. 
 
Ref.2 O. Haruyama, K. Kisara, A. Yamashita, K. Kogure, Y. Yokoyama, K. Sugiyama 
        Characterization of free volume in cold rolled Zr55Cu30Ni5Al10 bulk metallic  
        glasses 
        Acta Materialia, 61(2013), 3224-3232. 
 
Ref.3  Y Guo, K. Geogarakis, Y. Yokoyama and A. R. Yavari 
        On the mechanical properties of TiNb based alloys 
        J. Alloys and Compound, 571(2013) 25-50. 
 
Ref.4   Noriharu Yodoshi, Rui Yamada, Akira Kawasaki, Akihiro Makino 
Pressurized liquid phase sintering of iron based metallic glassy powder with Al-Cu 
eutectic alloy 
Euro PM2013 Congress Proceedings, 2 (2013), 85-90. 
 
Ref.5   Rui Yamada, Noriharu Yodoshi, Akira Kawasaki 
Effects of Cooling Rates and Container Walls in Preparation of Spherical Fe and Pd 
Based Metallic Glassy Particles 
Journal of the Japan Institute of Metals, 77 (2013), 139-146. 
 
3. 材料設計研究部 
 
  今年度に得られた研究成果の主なものを以下に示す。 
 
 最近、材料科学において原子間結合距離を超えた距離におけるファンデルワールス力(vdW)
の基本的役割が認識されてきた。弱い相互作用のパラメーター評価のため、ファンデルワールス
分散係数算定にCasimir-Polder積分が使われた。振動強度と真の励起状態の表現を改善するため、
時間依存局所密度近似（Casidaの定式化）が全電子混合基底法プログラムTOMBOに完全に導
入された。(Ref. 1) 多電子系の真の励起エネルギーが通常の時間依存コーン・シャム方程式の遷
移エネルギーと波動関数から算定された。通常の立方メッシュを基本とした実空間で電子波動関
数が直接算定された。 
 
(1)実験グループとの共同で、調整可能なポアを有する一酸化炭素を選択的に吸着する新規ソフ
ト・ナノポーラスMOFに対する第一原理シミュレーション計算を実行した。高度な選択性は、
一酸化炭素とCu2+金属サイトの局所相互作用、及びフレームワークとの全体的変化の相乗的効
果によって達成される。この変形可能な結晶材料は一酸化炭素と最も競合する窒素ガスとの混合
物からの一酸化炭素分離を実現する。(Ref. 2) MOFフレームワークと吸着されたガス分子の物
理吸着が相互作用の弱さを示すことを除けば、計算結果は一酸化炭素を含むMOFが一酸化炭素
と窒素分子の分離を可能とすることを明確にした。ホスト-ゲスト相互作用に関係する等電荷密
路表面からMOF中の一酸化炭素と窒素分子の吸着が大きく違うことを示した。小さいチャネル
中での一酸化炭素吸着では、吸着分子に余分な電荷が局在することが判明した。また、MOFフ
レームワークでの電荷分布減少はゲスト分子とホスト構造体とが好ましい引力関係にあること
を示した。窒素分子吸着の場合には、電子分布減少は窒素分とMOFの両方で見られた。これは
両者が反発することを意味している。この結果は、上記2ケースで吸着エネルギーが大きく異な
ることと一致している。 
 
(2)ハイドレート相と液相にある 2 種類の水の化学ポテンシャルが等しくなる平衡状態条件を示
す両相間の p-T 線を計算する方法を開発した。常温、常圧の氷 Ih の融点で格子力学法を用いて、
氷 Ih の化学ポテンシャルを得て、水分子の化学ポテンシャルを見積もるために必要なポテンシャ
ルを直接計算した。この計算方法を用いて、異なる氷の結晶構造から構成される He ハイドレー
トの相図を作成した。(Ref. 3) この開発した理論的アプローチは 2 種類の氷の相から構成される
ハイドレートのヘリウムの占有状態を再現できた。水と 2 種類の氷の結晶構造の化学ポテンシャ
ル計算から、ヘリウムハイドレートの相境界を推測でき、これは実験で観察されているものと一
致した。 
 
(3)複数ケージ占有、ホスト格子緩和、及びゲスト分子の量子効果に関する独自アプローチが、
複数ゲスト分子充填可能な純水素及び２元 CH4+H2 水和物の熱力学的性質の算定に適用された。
６%のメタンを含む H2-CH4-H2O 系は CS-I の安定化は実現でき、これは最近得られ実験結果と一
致している。貯蔵量はガス相中のメタン濃度に依存する。そのため、6%のメタン濃度では、250K
の条件下で水素貯蔵量は CS-I ハイドレート中に 0.7wt%である。しかし、水素貯蔵利用の観点か
らは、メタン濃度が 6%以下においても CS-II 構造では 2.5wt%の水素を貯蔵できることから、CS-II
のメタン−水素ハイドレートの方が望ましい。 
 
(4)密度汎関数法を適用して、TiO2表面とクラスター(1-2 nm)上へのアンモニウム・パークロレー
ト（AP）吸着を研究した。結晶表面に対する数値計算から、アナターゼ(001) TiO2表面が AP 吸
着へのより強い触媒性能を示すと結論した。しかし、この表面は(101)表面に比べて不安定である。
アナターゼ型 TiO2 クラスターの構造解析により、より高い比率を持つ(001)表面が、このクラス
ターの AP 吸着能が高くすることが判明した。こうして、TiO2粒子の高い触媒性能は、安定なナ
ノサイズのクラスターの(001)表面によって説明される。 
 
Ref.1 R. V. Belosludov, H. Mizuseki, R. Sahara, Y. Kawazoe, O. S. Subbotin. R. K. 
Zhdanov and V. R. Belosludov, Computational Materials Science and Computer 
Aided Materials Design & Processing. In: Lee K-M, Kauffman J (eds). Handbook of 
Sustainable Engineering. Springer, New York, (2013) pp 1215-1247. 
Ref. 2 H. Sato, W. Kosaka, R. Matsuda, A. Hori, Y. Hijikata, R. V. Belosludov, S. Sasaki, M. 
Takata, S. Kitagawa, Self-accelerating CO sorption in a soft nanoporous crystal. 
Science 343 (2014) 167-170. 
Ref.3 R. V. Belosludov, Y. Y. Bozhko, O. S Subbotin, V. R. Belosludov, H. Mizuseki, Y. 
Kawazoe, and V. M. Fomin, Stability and composition of helium hydrates based on 
ice Ih and II at low temperature. J. Phys. Chem. C 118 (2014) 2587-2593. 
 
4. バルク結晶構造制御材料研究部 
 
新規機能性化合物の創製およびその結晶化学的研究を行った。以下に主たる研究成果を記す。 
 
(1)自己フラックス法により合成された-YbAlB4 単結晶では、Yb 系化合物では初めての重い電
子系超伝導転移 (転移温度 80 mK) が確認されたことから最近非常に注目を集めている。2 次元
ネットワークを持つ層状化合物 YCrB4型および (ThMoB4型)YbAlB4 におけるタイリン
グ欠陥を起因とするインターグロース構造について、電子および X 線回折実験と高分解能電子
顕微鏡観察を行った。電子回折パターンが示すように、Tm 系と同様に両相の結晶学的関係は、
(1-10) || (010) and [001] || [001] である。両相の電子回折パターンともに垂直方向に特
徴的なストリークが現れている。相単結晶に対する X 線回折からも、相と相に対して 72°
傾いた相の存在が認められた。高分解能電顕観察により、相中には相が、相中に相がイン
ターグロース成長しているナノ構造が直接観察された。インターグロースした構造は、3 次元構
造をもつことも明らかになった。( Ref. 1 ) 
(2)B12 正 12 面体クラスターを含有する RB22C2N 型構造 (R:希土類) を持つホウ化物絶縁体
Dy0.74B22C2N 結晶の合成に初めて成功した。この結晶は、従来存在しないと考えられていた。
44 K でゼロ磁場磁化率の幅の広いピークとともに、スピングラス的な挙動を観測した。キュ
リー・ワイス温度は、=-43.9 K であり、この Dy 系化合物が他の希土類系ホウ化物よりも強い
磁気的相関を持つ事を示唆する。電子構造および化学結合計算から、フェルミレベル付近に擬
ギャップが形成され、通常の f 電子系磁気メカニズムでは説明出来ないことが明らかになった。
B12 正 12 面体クラスターが、磁気的相関に重要な役割を担うと考えられる。( Ref. 2 ) 
(3)ガーネット型 Li5La3Nb2O12 結晶は比較的高いリチウムイオン伝導性を有することから、全
固体型固体リチウムイオン二次電池の電解質材料の候補として研究されている。Li5La3Nb2O12 
結晶内には、Li イオンの 3 次元的パスが存在する。本研究では、LiOH フラックスを用いて、
500 ℃で結晶育成を行った。得られた結晶は、{211}と{110}面が発達したファセットに囲まれ
た多角形の形状を持ち、平均サイズは、約 59.2 m であった。電子顕微鏡観察から、結晶の凝
集もなく、高い結晶性を持つ事を確認した。 ( Ref. 3 ) 
(4)常温では単斜晶 (空間群 I2/a) である、圧力によって誘起される強弾性を示す LaNbO4 に
Mn と V を共ドープした fergusonite 型 La(Nb0.71V0.04Mn0.25)O4 試料では、Nb5+ サイトを置
換した Mn4+ イオンと酸素空孔による局所的な原子配列に再構成が生じた。それに伴い、隣接
する単位格子間での強磁性クラスターのスピングラス挙動が発現した。温度の低下とともに
Mn4+Nb5+O7 クラスターの相互作用空間が広がり、75 K では Mn4+イオンの d 電子数より期待
される 4 B/Mn の磁気モーメントが観測された。強弾性体の双晶構造と隣接する Mn4+Nb5+O7 
クラスターの交換相互作用はナノスケールの応力に感応する単位格子サイズ磁気メモリーの開
発に有効と期待される。( Ref. 4 ) 
 
Ref. 1 K. Yubuta, T. Mori, S. Okada, Y. Prots, H. Borrmann, Y. Grin and T. Shishido, 
High-resolution electron microscopy and X-ray diffraction study of intergrowth 
structures in - and -type YbAlB4 single crystals 
Phil. Mag. 93 (2013) 1054-1064. 
 
Ref. 2 T. Mori, R. Sahara, Y. Kawazoe, K. Yubuta, T. Shishido, Y. Grin, 
Strong magnetic coupling in a magnetically dilute f-electron insulator: A 
dysprosium boron-cluster compound 
J. Appl. Phys., 113 (2013) 17E156-1-3. 
 
Ref. 3 Y. Mizuno, H. Wagata, H. Onodera, K. Yubuta, T. Shishido, S. Oishi, K. Teshima, 
Environmentally Friendly Flux Growth of High-Quality, Idiomorphic Li5La3Nb2O12 
Crystals 
Cryst. Growth Des., 13 (2013) 479-484. 
 
Ref. 4 S. Kawakami, N. Takeda, S. Kohiki, F. Tsutsui, J. Harada, M. Arai, M. Mitome, K. 
Ohmura, K. Yubuta, T. Shishido, 
Synthesis and magnetic properties of fergusonite-structured La(NbVMn)O4 
Emerg. Mater. Res., 2 (2013) 191-197. 
 
 
【研究計画】 
 
1. ミクロ組織制御材料合成研究部 
 
  下記に示す新ナノ結晶材料を中心とした研究・開発、およびこれらの実用化研究を行う。 
(1)新ナノ結晶 Fe-Si-B-P-Cu 系合金の合金組成最適化を実験的手法により行うとともに、モー
タやトランス等の応用化、実用化に向けて、シミュレーション等の計算的手法を併せて実施し、
その効率化向上の予測を行う。得られた結果を総合的に判断し、材料組成、熱処理の最適化を行
う。  
(2)急冷効果を増加できる新たな粉末作製装置を開発し、優れた軟磁気特性有する急冷粉末の作
製を試み、さらにそのバルク化も行う。上述の(1)を含め様々な企業と連携した共同研究を遂行
する。 
 
2. ナノ構造制御機能材料研究部 
 
   融体をスタート材として固化したランダム構造体には未知な部分が多く、様々な可能性を秘
めている。新しいランダム構造体の創製は、新規な機能性を具現化するポテンシャルを有する。
しかし、一方で新素材を実用化するためには信頼性を得ることも重要である。このように、アモ
ルファス合金や鋳造ガラス合金をはじめとする多種多様の新材料の創製およびその実用化をす
るため、当センターの特徴を活かして幅広い共同研究を推進していく。今年度の研究計画を以下
に記す。 
（1）実用化を視野に入れた素形材マイクロファクトリーの開発 
（2）優れた機械的性質を有する新しい鉄基アモルファス合金の開発 
（3）生体応用を踏まえた亜共晶組成 Zr 基金属ガラスの開発 
（4）曳糸性を利用して成形したナノワイヤーを用いた磁気センシング材料の開発 
（5）液相焼結により得られた鉄系バルク金属ガラスの界面観察 
（6）鉄系金属ガラスの応力緩和挙動の観察 
（7）単分散鉄系金属ガラス粒子の粘性流動成形加工を用いた高機能マイクロ部品の作製 
 
3. 材料設計研究部 
 
  今年度は以下の研究計画に従って研究を進める。 
(1) クラスレートハイドレートを用いた貯留材料 
解析手法には第一原理計算と古典分子動力学法を用いる。第一原理計算には東北大学金属材
料研究所で開発された全電子混合基底プログラム TOMBO を用い、CO+H2 ガスを含む包摂ケ
ージの各温度・圧力での構造安定性を評価する。その結果を基に、より大規模な系の古典分子動
力学計算を産総研で行う。これにより、現実に近い条件における CO+H2ガスハイドレートのガ
ス分離・貯蔵・解離特性を推算する。 
 (2) 有機金属構造体 (MOF) 
バンド構造計算を適用し、数種類の MOF 構造(Zn(fmt), Zn(sacch) and Zn(OH)(bdc))の電子
構造と物性に関する研究を行う。さらに、亜鉛原子を遷移金属原子へ置換した電気伝導性ネット
ワークの分子レベルでの研究を実施する。  
(3) TiO2ナノ粒子の触媒性能  
TiO2 基触媒をより良く理解するため、クラスター上へのアンモニア・パークロレート（AP）
吸着に関する構造欠陥（酸素欠陥）と遷移金属ドーピングの効果を研究する。 
(4) ナノ結晶軟磁性体材料 
第一原理分子動力学計算を用いて、Fe基ナノ結晶合金の原子構造、電子的性質、動力学特性
を研究する。計算で得られた二体分布関数(PDF)から特定原子の部分 PDFとナノ結晶合金の部
分状態密度を求め、局所的原子配置と特定の原子対結合の性質を理解するために、異なる組成を
有するナノ結晶合金中の特定の原子対の部分 PDFと電子状態の部分密度特性の原子間結合の幾
何学的配置を抽出し解析する。動的性質は、特性のクラスター内原子配置の安定性に寄与する各
原子の役割を理解するのに役立つ。自由エネルギー、ギブス関数、及び化学ポテンシャルの評価
により、特定の鉄基ナノ結晶合金の熱力学的特性解析を実施する。 
(5) 量子ドット QD の医療応用 
  我々のグループで以前に提案したケージ構造を基にCdを含む量子ドットQDの安定構造を探
索する。この計算では、電子状態、振動スペクトル、励起エネルギー等を求め、安定かつ最適な
光学特性を持つ構造を決定する。現像剤のサイズを小さくし、かつ、毒性を抑えることを目的と
して、極性基をつけたシリカポリマー殻を用いて特定の QD をカバーした効果を調べる。 
 
4. バルク結晶構造制御材料研究部 
 
新規機能性結晶材料の創製とその無機構造化学的特徴について研究する。加えて、大型単結晶
合成についても遂行する。以下の (1)～(4) に注力する。 
(1)超硬材料：高温領域において硬度や耐磨耗性の低下を抑制した実用的な超硬材料を得ること
を目的に、新規ホウ化物の合成をはじめとした結晶化学研究を進める。 
(2)エネルギー関連材料：中高温域の大気中で安定に使用可能な熱電変換材料の開発を目指して、
新規化合物の探索を実施する。遷移金属ケイ化物、ホウ化物、複合酸化物を対象に系統的な結晶
合成・構造解析を行い、新規エネルギー関連材料の創製を目指す。 
(3)量子ビーム応用材料：規則-不規則変態が起こる三元系金属間化合物の cm 超の単結晶育成を
行う。 
(4)マルチフェロイクス材料：異種元素ドープを含めてバルク単結晶、ナノ構造体単結晶、薄膜
単結晶の作製に関する研究を実施する。 
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【研究成果】 
強磁場超伝導マグネットの開発研究として、20T 大口径超伝導マグネットには最内層コイルに Y123
テープ線材が用いられるが、無冷媒超伝導マグネットの使用環境において Y123 テープ線材を熱暴走さ
せない設計指針を検討した。その結果、5K の低温領域では、Y123 テープ線材の臨界電流値をこえる
クエンチ時のオーバー電流は熱暴走に至ることが分かった。運転電流と同程度の電流マージンが取れ
る臨界電流値を確保することで、クエンチ時でも熱暴走を生じさせない Y123 コイル設計が可能である。
(Ref. 1) 
強磁場センターで計画している強磁場超伝導マグネット開発における R&D として、REBa2Cu3Oyテ
ープ高温超伝導線材(RE は希土類元素)を用いた試験コイルを作製し、高磁場・高電磁力での試験によ
り、実用に近い多層巻パンケーキコイルが、13.5T でも 1300MPa を越える高い電磁力下で安定に動作
することを実証した。本研究は、高温超伝導マグネット開発に関するフランスグルノーブル強磁場セ
ンターとの国際共同研究の一環でもある。この成果は、25T 無冷媒超伝導マグネット、30T 無冷媒超伝
導マグネット、50T ハイブリッドマグネット開発へと繋がって行く予定である。(Ref. 2) 
Nb3Sn の反応熱処理を経てから巻き線をする react-and-wind 法のマグネット用導体として、新たな製
法である Nb ロッド法高強度 CuNb/Nb3Sn 素線の開発に成功した。この Nb ロッド法製造方法では、こ
れまでの In-situ 法高強度 CuNb/Nb3Sn 素線に比べて電気特性や機械特性に優れ、コストも約 1/2 で済む
製造方法であり、共同研究の相手方である古河電工と東北大学の共同で特許を出願した。学術会議マ
スタープランで計画中の 50T ハイブリッドマグネット用の 20T 大口径超伝導マグネットの線材として
用いられる予定である。この線材は、従来の in-situ 法 CuNb 強化型 Nb3Sn 線材より、ヤング率、0.2%
耐力が向上し、230 MPa という高い引張り応力下でも臨界電流が劣化しないことが分かった。さらに、
CuNb 合金の残留抵抗比の増加によって超伝導線材の残留抵抗比も増加するため、大型マグネットのク
エンチ保護の観点からもメリットがあることが分かった。(Ref. 3) 
また、物性基礎研究として、直線円偏光変換器を内蔵した強磁場 ESR 装置を立ち上げて、三角格子
反強磁性体 CuFeO2の磁気共鳴信号の右・左円偏光に対する強度の依存性を調べ、電磁波の振動電場に
よって生じるこの物質のエレクトロマグノンの信号が、通常の磁気共鳴にみられるはずの円二色性を
示さないことを明らかにした。この振る舞いは、CuFeO2の特異なスピン波励起に伴って生成されるプ
ロパーらせん構造のスピンテクスチャーと振動電場が結合してエレクトロマグノンが観測されたこと
を示唆している。(Ref. 4) 
さらに、磁気科学研究として、反磁性磁化率の温度変化を測定する方法の１つとして磁気浮上を利
用した非接触での測定法を提案し、炭素数 22 前後のいくつかの n-alkane について磁化率の温度変化を
融点以上まで測定した。その結果、単分散試料ではいずれも融点までほとんど変化を示さないのに対
し、それらを２種あるいは３種混合した試料では溶融前に僅かに増加を示すことから、単相と混合系
では磁化率は温度に対し異なる振る舞いを示すことが分かった。(Ref. 5) 
センター共同利用に関しては、2012 年度に採択された 68 登録課題について 51 件の利用報告があっ
た共同利用報告書を 2013 年 6 月に出版した。また、報告書のトピックスとして主要な共同利用研究成
果 6 件と震災で損傷したマグネット設備の修復後における性能試験結果 2 件の合計 8 件を選定した英
文（和文併記）パンフレットを 2013 年 8 月に出版し、報告書と共に国内外の主な研究機関に配布した。 
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【研究計画】 
 強磁場科学が求めるより高い磁場を目指して、世界の強磁場施設は、20MW～32MW の電力により水冷
銅マグネット 34T を組み合わせた 40T～45T までの定常強磁場発生技術の開発を行なっている。特に、
アメリカ・国立強磁場施設は水冷銅マグネットの電力を 56MW に増強して、60T までの更なる強磁場化
を計画している。今後も強磁場化を目指す研究・開発が求められるため、我が国では、環境・エネル
ギーを強く意識した研究戦略を実行する必要がある。そこで、強磁場を利用した材料科学を中心とし
て、具体的には、１）将来のエネルギー源として期待される実用 25T クラス核融合炉用超伝導マグネ
ットの強磁場超伝導材料を研究開発するため、我が国独自の 30T 無冷媒超伝導マグネットの開発を目
指す。２）強磁場科学として、金研強磁場センターで開発している強磁場 X 線装置及び強磁場中熱分
析装置と、これらを用いて培った先端実験技術・知識は、強磁場を用いた機能性材料研究の発展に大
きく貢献してきた。今後、金研強磁場センターは国内共同研究を超えて、フランス･グルノーブル強磁
場センターやアメリカ・国立強磁場施設との国際共同研究を積極的に進め、金研強磁場センターが強
磁場磁気科学と強磁場材料開発分野をリードして行くことを狙う。超伝導材料開発に基づいた強磁場
発生技術、基礎物性と磁気科学の研究を精力的に行って、将来的には強磁場と材料科学の融合による
国際的な磁気科学研究拠点を目指す。 
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【研究・事業成果】 
関西センターは大学シーズを活用した関西圏の産業支援を目的として、東北大学金属材料研究所と
大阪府が連携し、文部科学省の連携融合事業として 2011 年 4 月に設立された。センター活動の主な目
的は、産業界のかかえる技術課題の解決支援と、大学シーズの活用による新材料やプロセス技術の創
出、そして次世代のものづくり技術者の育成の三点である。対象とする企業群は大阪府を中心とした
関西圏全体であるが、センターの認知度が高まると共に、国内外の企業からの支援要請に対応してい
る。本事業では、環境およびエネルギー関連材料の研究開発に加え、基礎的な立場から低炭素社会構
築に向けての研究開発の推進を目指す。実行にあたっては、大阪府に加え兵庫県の支援のもと、大阪
府立大学、（財）大阪産業振興機構、大阪府立産業技術総合研究所、兵庫県立工業技術センターと連携
し、広範な産業支援に取り組んでいる。兵庫県立大学との学学連携により設置したナノ・マイクロ構
造科学研究センター（兵庫オフイス）を一拠点とし、兵庫県をはじめとした関西圏内の企業支援を、
大阪府立大学に既設の大阪オフイスと連動して効率的に進めている。 
 平成 25 年度は本事業の中間折り返しの年で、事業後半に向けて様々な産学官連携活動を実践した成
果の一端として、共同研究のうち 2 件が実用販売（前年度継続）、3 件がサンプル出荷を行った点があ
げられる。また中小企業庁戦略的基盤技術高度化支援事業に 2 件採択され、共同研究企業が(株)産業革
新機構の支援を得てベンチャー企業を創設したことも特筆できる。学学連携を締結する兵庫県立大学
および大阪府立大学や、産学連携を締結するベイエリアコンソーシアム、大阪産業振興機構などとの
共同セミナーや、チタン・ステンレス業界への連続講義、本所夏期講習会を通し、多様なものづくり
教育を実践した。平成 25 年度のクリエイションコア・東大阪産学連携フロア内での技術相談は 487 件
（約 26%）を数え、相談企業は関西圏だけではなく、中部・中国・関東・九州など広域にわたり、初
めてヨーロッパ（フランス）の企業からの相談も担当した。さらに本学 TLO である東北テクノアーチ
と連携し、共同研究推進と研究成果知財化を行い、11 件の特許を出願し、3 件が新規登録となった。
なお、企業との共同研究は 40 件、新聞掲載 4 件、競争的資金獲得 38 件、投稿論文数は 76 報を数えた。 
 
①  環境・エネルギー材料分野 
 企業との共同研究のうち、陽極酸化 TiO2の研究では抗菌活性に優れる陽極酸化膜を開発し、基礎知
見の解明と併せてサンプル出荷を開始した。一方、高機能バイメタルの開発においては、2013 年 2 月
に完了した技術移転を受けて、欧州の自動車メーカーへのサンプル出荷を開始した。さらに、インプ
ラント用チタン合金の開発においては、新チタン合金の医療認可申請作業を開始した。併せて、この
新合金に骨伝導性を付与すべく表面改質を目的とした東北大学医学部との共同研究において、指導学
生が医学博士の学位を取得した。当室の基盤技術である陽極酸化法の知財化においては、国内 2 件と
外国 1 件の特許が登録となり、TLO と協調したライセンス活動を開始している。一方、次世代技術者
育成においては、これまで開催してきた「ものづくり基礎講座」に加え、ステンレス・チタン業界に
所属する企業の技術者や研究者を対象とした「金属基礎講座」を開講し、第 1 回（2013 年 7 月 10 - 11
日、123 名参加）、第 2 回（2013 年 11 月 7 - 8 日、117 名参加）をそれぞれ開催した。 
 学術研究においては、これまでと同様に本学をはじめ、東北大学、大阪大学、早稲田大学等の大学
や、大阪府立産業技術総合研究所や佐賀県立九州シンクロトロン光研究センターの自治体研究機関と
の共同研究を進めている。学術成果としては、SPS を用いた固相接合による銅合金と鋼材のバイメタ
ル創製成功で、この成果は企業との共同研究において知財化を終えた初めての論文となる（Ref.1）。
また、陽極酸化 TiO2の研究では、波長を制御した可視光光源照射下でのアセトアルデヒドの分解によ
る CO2発生を確認し、ルチル構造 TiO2への硫黄原子ドープによるバンド構造の改質に起因することを
報告した（Ref.2）。更に、硝酸水溶液中での陽極酸化膜が可視光活性を示すことを明らかにし、TiO2
への窒素ドープによるバンド構造改質を考察した（Ref.3）。そして、生体適合性に優れた TiNbSn 合
金の材料開発においては、スウエージ加工を施すことで”相が断熱的に逆変態をおこし、ヤング率の
低下と強度の増加を確認した（Ref.4 ）。  
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Solid-state bonding of alloy-designed Cu-Zn brass and steel associated with phase transformation by 
spark plasma sintering 
J. Mater. Sci., 48(2013)5801-5809. 
 
Ref. 2 Y. Mizukoshi, N. Ohtsu and N. Masahashi 
Structural and characteristic variation of anodic oxide on pure Ti with anodization duration 
Applied Surface Science, 283 (2013) 1018-1023. 
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Applied Surface Science, 270 (2013) 513-518. 
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②  次世代機能材料分野 
 企業、とくに中小企業との共同研究では、外部資金（中小企業庁，戦略的基盤技術高度化支援事業（通
称サポイン、研究期間３年、約１億円）の導入による開発研究の推進に注力しており、兵庫県の企業
との継続研究に加えて、新たに２件のプロジェクトが採択され、ナノ材料に関する挑戦的開発研究の
企業支援を行っている。また、プロジェクト終了後もプロジェクトで確立された基盤技術をベースと
した発展研究、新規研究テーマのもとに共同研究開発を継続して行っている(Ref.1、Ref.2)。 
また、NEDO 次世代戦略技術実用化開発助成事業に継続した大阪の企業との共同研究では、溶射被膜
用 Ni 基金属ガラスの開発（Ref.3）を行い、その燃料電池セパレータへの実用化など、アモルファス
溶射技術とその応用を核としたベンチャー企業の設立（2013 年４月１日設立）に寄与した。また、金
属ガラス磁歪材料とその溶射技術を応用した回転トルクセンサ―の共同研究開発では、企業からその
応用製品が販売される運びとなった。 
兵庫県立大学内に研究室を設置している本分野では、ナノ・マイクロ構造科学研究センターの客員
部門としても研究活動を行ない、その成果の一部（Ref.4）は兵庫県立大学における次世代水素触媒セ
ンターの設立に貢献し、科学技術振興機構 COI-T 事業として展開中である。また、ものづくり技術者
の育成に関しては、兵庫県立工業技術センターの協力の下、金研夏期講習等において実習を実施した。
さらに、日本材料学会金属ガラス部門委員会、ナノ・マイクロ構造科学研究センター、金属ガラスフ
ォーラム、大阪ベイエリアフォーラム、粉体粉末冶金協会金属ガラス・ナノ金属結晶材料委員会等と
の合同講演会を開催し、また、長野県、愛知県、東京都で開催された展示会での展示等を行なうこと
で、次世代構造・機能材料としての金属ガラスおよびその微細加工による新機能の創成に関しての技
術普及活動を行った。 
 
Ref. 1    山中茂, 網谷健児, 早乙女康典,  
転造加工により成形した金属ガラスボルトの弾塑性挙動に及ぼす残留応力の影響, 
塑性と加工, 54 (2013), 426-430. 
 
Ref. 2  橋間隆, 井上陽一, 早乙女康典, 網谷健児, 
「非結晶質合金の成型方法および該成型方法で作製した成型物」, 特開 2013-176791. 
 
Ref. 1 網谷健児, 三村恒裕, 早乙女康典,  
高耐食 Ni 基アモルファス合金とその溶射被膜の作成,  
紛体および粉末冶金, 60 (2013), 236-239. 
 
Ref. 4  Y.Saotome and Y.Fukuda, 
(Invited) Fabrication of Nano/Micro devices of metallic glasses 
Proc.10th Int. Conf. on Multi-Material Micro Manufacture(4M2013), Oct. 8-10, 2013, Spain 
 
 
【研究・事業計画】 
 2014 年度は関西センター事業の折り返し後半の初年であり、これまで以上に開発研究と学術研究の
バランスに配慮した成果蓄積を目指す。年々増加する技術相談や依頼講演の数から、関西センターへ
の期待を窺い知ることができるが、2013 年度に専従教員が一名転出したことに加え、特別経費の大幅
削減を考慮すると、事業成果を効率的に得るための戦略策定が必要となる。すなわち、2014 年度以降
は限られたマンパワーを有効活用すべく、連携先の研究機関との共同活動の推進が必須となる。また、
企業からの技術相談の対応はその内容を精査により当センターが受けるかどうかを峻別し、健全な研
究開発を実践しているか、学術支援的要素の強い案件への対応に軸足を移したい。さらに、共同研究
成果の実用化や大学シーズの技術移転を促進するために、普段の研究活動に加え TLO との知財化の共
同作業を推進する。 
 
① 環境・エネルギー材料分野 
 現在進行中の企業との共同研究の事業化推進と、関連する技術知見の知財化を進め、目に見える形
での産学連携成果を目指す。また、TLO から依頼を受けている要素技術特許の権利化とライセンシー
作業による技術移転を進める。さらに、「ものづくり基礎講座」（平成 26 年度は 6 回開催予定）や「金
属基礎講座」（平成 26 年度は 4 回開催予定）を開講することで、企業技術者・研究者のものづくり基
礎教育を実践する。以上の業務を通して、センターおよび本分野のミッション（グリーンイノベーシ
ョン創出）に合致した成果の確立を目指す。 
 
③  次世代機能材料分野 
兵庫県立大学ナノ・マイクロ構造科学研究センターおよび次世代水素触媒センター、兵庫県立工業
技術センターとの連携のもとに、企業との産官学連携、共同開発研究を推進する。企業、特に中小企
業との共同開発研究では、外部資金の導入による産官学連携プロジェクトの加速、およびその継続研
究を通じて、早期の実用化を目指す。また、基礎的研究による基盤技術開発への支援と共に、企業で
の技術開発手法の高度化、開発推進体制の整備、モノづくり技術者の育成に貢献する。また、耐環境
性材料とそのプロセッシング、それによる新機能性の創成などに関する開発研究を引続き推進する。
さらに、「ものづくり基礎講座」、関連諸団体との講演会および展示会への参加等により、ものづく
り教育およびシーズの普及活動を継続する。 
 
 
 
 34． 国際共同研究センター 
                           センター長・教授（兼） 野尻 浩之 
 
【構成員】 
センター長・教授（兼）：野尻 浩之／教授（兼）：折茂 慎一、齋藤 英治、バウアー ゲリット、宮坂 等、吉川 彰、加藤 
秀美／外国人客員教授[6 名]／事務補佐員[1 名]  
 
【研究成果】 
International Collaboration Center, abbreviated as ICC-IMR was founded in April, 2008. The goal of   
ICC-IMR is to become a center for promotion of international collaboration research in materials science, 
in close cooperation with the national collaboration system, which is being run by research divisions, and 
other three research centers in IMR. Also, through supporting the activity of Leading Program and 
Core-to-Core Program, we aim at forming a worldwide community for materials science researchers and at 
contributing to grow world-leader in young generations. It works as a gateway of diverse collaborations 
between international researchers and IMR members. Currently, ICC-IMR coordinates seven different 
programs:  
1) Integrated Project Research 
International integrated projects between IMR and foreign institutions/groups provide world-class 
collaborative research for a period of up to two years.  Diverse research teams with members from 
multiple countries are encouraged. International referees evaluate each project.  
2) Visiting Professorship 
Individuals staying more than a month can apply for a visiting professorship. Successful applicants are 
employed as formal visiting professors of IMR. 
3) Short Single Research Visit 
Applicants accepted for a short research visit are allowed access to IMR, including its research centers and 
divisions, and travel expenses are partially supported. Collaborating with several IMR groups is encouraged 
during a single research visit. 
4) International Workshop 
ICC-IMR supports international workshops held at IMR. These can be independent workshops or ones 
cosponsored with other organizations.  
5) Coordinator  
ICC-IMR coordinates international collaborations.  
6） Fellowship for Young Researcher and PhD Student  
Applicants are supported partially up to two months of research under the IMR supervisor.  
7)  Material Transfer Program 
The Products of IMR can be transferred to foreign research institution based on the international exchange 
agreement and are used for the international collaborative research in abroad.  
 
  In FY2013, ICC-IMR has conducted five peer reviewed international project researches and has 
sponsored three international workshops. The center has invited six guest professors from abroad. 
Moreover, single research visits of five foreign researchers have been supported and one MTA 
program has been completed.  
 
 
ICC-IMR Activities in FY 2013   
 
Integrated Projects Research 
New Approaches for Single-Chain Magnets and Related Magnetically-Correlated Materials (FY2013-2014) 
PI: R. Clérac (Centre de Recherche Paul Pascal, CNRS, France) and H. Miyasaka (Solid-State Metal-Complex 
Chemistry Division, IMR) 
 
Spin, Lattice, and Ac-Feld Coupling in Magnetic Materials and Devices (FY2013-2014) 
PI: S. Gönnenwein (Walther-Meissner-Institute, Bavarian Academy of Science, Germany) and G. E-W. Bauer 
(Theory of Solid State Physics, IMR)  
 
New Guideline for Designing Hydrogen Storage Complex Hydrides (FY2013-2014) 
PI: B. Hauback (Institute for Energy Technology, Norway) and S. Orimo (Hydrogen Functional Materials 
Division, IMR)  
 
High Pressure Studies of Strongly Correlated Electron Systems (FY2013-2014) 
PI: G. Knebel (CEA Grenoble,France) and D. Aoki (Actinide Materials Science Division, IMR)  
 
New Technology for Materials Science: Developing a Terahertz-Frequency EPR Spectrometer 
(FY2013-2014) 
PI: D. Graham (The University of Manchester, USA) and H. Nojiri (Magnetism Division, IMR)  
 
Visiting Professors 
B. Dikici, Yuzuncu Yil University, Turkey, July 3- August 14, 2013 
“Investigation of electrochemical biocompatibilities of -type Ti-Nb-Ta-Zr and Co-Cr-Mo alloys through 
microstructural refinement” 
 
A.Hirohata, University of York, United Kingdom, FY 2013 
“Experimental Demonstration of a Persistent Current” 
 
T. Ziman, Institut Laue Langevin, France, FY2013 
“Transport and Non-Linear Correlation Functions in Frustrated Metallic Antiferromagnets” 
 
C. Schröder, University of Applied Sciences Bielefeld, Germany, FY2013 
“Large Scale Simulations of Hybrid Nano-Magnetic Systems, Molecular Based Magnets, Magnetic Multi Layers 
and their Composites” 
 
V. Kochurikhin, General Physics Institute, Russian Academy of Sciences, Russia, Novemver 5- December 
5, 2013 
“Development of Growth Technology for Large Size Bulk and Shaped Growth on Scintillator, Piezo-Electric and 
Halogen Single Crystals” 
 
C. Boehlert, Michigan State University, Turkey, January 6- February 6, 2014 
“Analysis of Deformation Behavior of Beta-Type Titanium Alloys for Biomedical Applications” 
 
Short Single Research Visit 
X. Zhao, Sep. 1 – Dec. 1, 2013 
“Development of Zr-Nb alloys with changeable Young’s modulus for spinal fixation applications” 
 
H. Wu, Dec 7 - 24, 2013 
“Microstructure and Tribological behavior of Ni-free Ti-Based Bulk Metallic 
glasses for biomedical applications” 
 
T. Yamamoto, July 17 – Aug. 3, 2013 
“Advanced Microstructural Characterization of New Radiation Induced Defects in RPV Steels” 
 
H.-S. Shin, Feb. 3 –7, 2014 
“Electro-Mechanical Property Evaluation in HTS CC tapes under Magnetic Field” 
 
T. Fischer, March 5 –16, 2014 
“Development of a Compact Pulsed Magnet for High-Field Magneto-optical Studies of Carrier and Exciton 
Dynamics in Nanostructures” 
 
 
International Workshop 
The 8th International Workshop on Biomaterials in Biosis-Abiosis Intelligent Interface Science, Aug.29- 30, 
2013 
 
Superconductivity Research Advanced by New Materials and Spectroscopies, July. 23 - 25, 2013 
 
6th International Workshop on Amorphous and Nanostructured Magnetic Materials - ANMM'2013, Oct. 1- 
3, 2013 
 
KINKEN-WAKATE2013：10th Materials Science School for Young Scientists, Nov. 21 - 22, 2013 
 
Material Transfer Program 
 
The University of Manchester 
 
 
 35． 低炭素社会基盤材料融合研究センター 
センター長・教授  古原 忠 (2010.4 ～) 
 
【構成員】 
センター長・教授：古原 忠、 副センター長・教授：折茂 慎一、 教授：米永 一郎、宇田 聡、高梨 弘毅、松岡 隆志、 事
務補佐員1 名 
 
【研究・事業成果】 
 本センターは、省エネルギー・新エネルギー両面での革新的材料創製とその応用展開による低炭素
社会実現に向けたミッションオリエンテッド研究を推進する目的で、平成22年4月より発足した。その
設置は、研究所の戦略な材料研究を推進するために、概算要求などの予算を伴わない所内措置によっ
て行われた。センターでは、多彩な分野での低炭素社会の実現に資する研究とともに、バックグラウ
ンドの異なる研究者の連携によって、共通する材料科学的原理・手法の水平展開による融合研究を推
進するため、以下の6名の部門担当教授（括弧内は研究のキーワード）および1名の准教授が兼任する
形で現在活動を行っている。本センターは、省エネルギー・新エネルギー両面での革新的材料創製と
その応用展開による低炭素社会実現に向けたミッションオリエンテッド研究を推進する目的で、平成
22 年4 月より発足した。その設置は、研究所の戦略な材料研究を推進するために、概算要求などの予
算を伴わない所内措置によって行われた。センターでは、多彩な分野での低炭素社会の実現に資する
研究とともに、バックグラウンドの異なる研究者の連携によって、共通する材料科学的原理・手法の
水平展開による融合研究を推進するため、以下の6名の部門担当教授（括弧内は研究のキーワード）が
兼任する形で現在活動を行っている。 
 
 折茂 慎一 教授（水素化物，イオン伝導）、宇田 聡 教授（結晶成長，外場応用、太陽電池）、 
 高梨 弘毅 教授（磁性材料，スピントロニクス）、松岡 隆志 教授（窒化物半導体，デバイス設計）、   
 米永 一郎 教授（半導体，格子欠陥）、古原 忠 教授（鉄鋼材料，材料組織解析） 
 
参画する研究室は文科省・JSPSの科研費、JST、NEDO等の競争的研究資金の委託事業により持続
可能社会に向けた戦略的研究を推進しており、本年度は最先端・次世代研究開発支援プログラム2件、
JSTプロジェクト（CREST／さきがけ，産学共創）9件、NEDOプロジェクト1件、経済産業省プロジ
ェクト２件，総務省プロジェクト1件の研究を着実に遂行している。センターが責任を持ってマネジ
メントする所内公募研究助成「低炭素社会基盤材料研究事業」では、本年度6件のテーマ（一般4件，
若手2件）を採択し、分野融合研究の奨励による新しいシーズ育成の取組みを継続している。 
 
区分 研究代表者 研究テーマ 
一般部門 
佐々木 孝彦 教授 
透明導電性高分子の階層構造性とミクロ電子状態の相関
解明に基づく高電気伝導化 
宮坂 等 教授 
多孔性導電性分子磁石における特異的ガス吸着と電子・磁
気相関の同時制御 
  
社会に向けた情報発信、社会還元の活動の一環としては、センターのHPより情報発信を行うと共
に、11月14日に第4回ワークショップ「低炭素社会実現に向けた材料科学」を金研において開催した。
ワークショップでは、エネルギー材料研究に関する所内シーズの紹介を行うとともに、計算科学およ
び大型量子線施設利用の面から学外の権威を招いて講演をいただき意見交換を行った。またセンター
構成員の関連する産業分野における研究連携をさらに拡大し、国内2社との研究連携、27件の共同研
究（平成25年度実績）を行っている。 
 
【研究・事業計画】 
 2014 年度は、これまでのセンター活動の継続性を確保すると共に，新たな展開を図る予定である。 
前者については、担当研究部門による低炭素社会基盤材料研究の推進，所内公募研究助成の審査およ
び平成 24 年度採択テーマに関する最終成果報告会を行う予定である。さらに、新しいエネルギー材料
の研究に重点を移した組織の構築と焦点を絞ったセンター主催のワークシップを開催し、今後の展開
をにらんだ情報発信を行う。また、学内外の関連機関や研究グループとの連携をより強化する予定で
ある。 
 
若手部門 
窪田 崇秀 助教 
ハーフメタル熱電材料を用いた巨大ペルチェ冷却効果の
実現 
仲井 正昭 准教授 非平衡プロセスを用いた非固溶元素の合金化効果の探索 
松尾 元彰 講師 錯体水素化物を用いた次世代Na イオン二次電池の開発 
松永 哲也 助教 水素化した六方晶金属の機械的性質に関する研究 
 36． 中性子物質材料研究センター 
センター長・教授（兼）  折茂 慎一 (2013.4 ～) 
 
【構成員（兼任）】 
センター長・教授：折茂慎一 ／准教授：大山研司、藤田全基、林 好一 
 
【活動成果】 
中性子物質材料研究センター（以下本センター）は、金研において長い実績のある中性子散
乱による物質科学研究を組織的に進めることで、金研を国際的により特徴ある存在にするこ
とを目的に、平成 22 年 4 月に設立された。本センターはセンター長を含め 4 名の構成員か
らなり、運営委員会（所内委員 8 名、所外委員 3 名）により運営されている。本センターで
は、所有中性子散乱装置の管理と高度化、J-PARC での新装置の建設、中性子科学における
連携．交流の構築を進めている。平成 25 年度には以下の活動を行った。 
 
1. J-PARC での中性子分光器建設 
(1)本センターは、大強度陽子加速器施設 J-PARC（茨城県東海村）に国際的競争力の高い偏
極中性子実験装置 POLANO の建設を、高エネルギー加速器研究機構と連携して進めている。
平成 24 年度補正予算によりほぼ全額が予算化され、平成 25 年 2 月から本格的に建設に着手
した。平成 25 年度の目標の一つであった放射線遮蔽体の主要部分の作製と J-PARC への設
置が同年 12 月に完了した。さらに、位置敏感型中性子検出器、データ集積システムなど、
計測に重要な機器群が平成 26 年 3 月に導入され、散乱真空槽（平成 26 年度末までに設置予
定）が導入され次第、計測準備が開始できる準備が整った。(Ref.1) 
 
2. 原子炉既存装置の共同利用 
(1)金研は日本原子力研究開発機構(茨城県東海村)の実験炉 JRR3 に中性子散乱装置を所有し
ており、本センターが管理運営している。震災の影響により JRR-3 は稼働しておらず実験は
できなかったが、それにも関わらず粉末回折装置 HERMES, 三軸分光器 AKANE への共同
利用に対し、約 40 件の課題申請があり、金研装置への期待が失われていないことが示され
た。また、本センターでは原子炉停止中もユーザーとの共同研究は進めており、HERMES を用
いた Barium Neodymium Osmate Ba2NdOsO6の構造物性研究についての論文発表、HERMES を用
いた層状コバルト酸化物のイオン伝導の可視化についてのプレス発表などがあった 
(Ref.2,3) 
 
3. ドープ系機能性材料研究 
微少量ドーパントが機能性材料の物性に与える影響の起源を解明する優れた手法として、蛍
光 X 線と中性子を用いたホログラフィー法がある。平成 25 年度には、細川（熊本大学）ら
の蛍光 X 線ホログラフィー実験による In0.995Ga0.005Sb 単結晶の構造研究に関して本センター
から林が共同研究者として参画し、Ga周りの局所構造を可視化することに成功した。この実
験により、Ga ドープによる In0.995Ga0.005Sb の歪みが第１および第 2 近接までしか及ばないこ
とが明らかにされた(Ref.4)。 
 
4. 交流活動・情報発信活動 
(1)上述の J-PARC 装置 POLANO の学術的、社会的重要性を PR するため、その特色など
を分かりやすく説明したリーフレットを本センターで作製し、学内外へ配布した。 
(2)POLANO に 関 す る 国 際 協 力 を 進 め る た め 、 本 セ ン タ ー の 大 山 と Paul 
Scherrer Institut (スイス )の Dr. Kenzelmann、 Dr. Patrick、 Dr. Fliges と
で、偏極アナライザー用のスーパーミラーおよび動的陽子偏極法による偏極
子の開発での協力について協議した。  
(3)本センター主催で、平成 25 年 6 月 12−13 日に金研において POLANO で
のサイエンスを議論する目的で金研ワークショプ「偏極中性子非弾性散乱の新展
開-- J-PARC/POLANO が拓く新しい物質科学 --」を開催した。所外 34 人を含む 42
人に参加いただいた。 
 
Ref.1 Basic Concepts of Polarization Analysis of Neutron Chopper Spectrometer, POLANO, at 
J-PARC   
K. Ohoyama, T. Yokoo, S. Itoh, J. Suzuki, K. Iwasa, T.J. Sato, H. Kira, Y. Sakaguchi, T. 
Ino, T. Oku, K. Tomiyasu, M. Matsuura, H. Hiraka, M. Fujita, H. Kimura, T. Sato, J. 
Suzuki, H.M. Shimizu, T. Arima, M. Takeda, K. Kaneko, M. Hino, S. Muto, H. Nojiri, C.H. 
Lee, J.G. Park, S. Choi 
J. Phys. Soc. Jpn. 82 (2013) SA036(1)-(6) 
 
Ref.2 Physical properties of double perovskite-type barium neodymium osmate Ba2NdOsO6  
Makoto Wakeshima, Yukio Hinatsu, Kenji Ohoyama 
J. Solid State Chem., 197 (2013) 236–241. 
 
Ref.3 東工大など、層状コバルト酸化物の高イオン伝導度の原因を解明－燃料電池などの
性能向上へ威力－ 
 2013 年 6 月 26 日 東北大学プレス発表（東工大他と共同） 
 http://www.tohoku.ac.jp/japanese/2013/06/press20130625-01.html 
 
Ref.4 Extent and features of lattice distortion around Ga impurity atoms in InSb single crystal 
 S. Hosokawa, N. Happo, T. Ozaki, H. Ikemoto, T. Shishido, and K. Hayashi 
Phys. Rev. B, 87 (2013) 094104(1)-(8). 
 
【活動計画】 
平成 26 年度は以下の活動を行う。 
POLANO の主要部分である真空散乱槽および偏極アナライザーの導入、設置を行う。平
成 25 年度までの整備設備と合わせ、これで装置自身の主要設備はほぼ整い、平成 27 年
度初期に初のビームを受け入れる準備ができる。 
  
 37． 超低損失ナノ結晶軟磁性材料研究開発センター 
 センター長・教授 牧野 彰宏（2012.6 ～） 
 
【構成員】 
センター長・教授（併）：牧野 彰宏(2012.6～) 
副センター長・特任教授：竹内 章(2013.7～) 
特任教授：小林 健治(2012.7～)、別所 忠夫(2013.6～) 
特任准教授：西嶋 雅彦(2012.10～)、宇波 繁（2012.11～）、SHARMA PARMANAND (2013.7～) 
特任助教：淡 振華(2012.7～)、横山雅紀（2013.7～2014.3）、ALBERTUS DENY HERI SETYAWAN（2013.6～） 
助手：佐藤 隆文(2012.8～)、竹中 佳生(2012.12～)、清水 一行（2013.6～） 
技術職員：遠藤 孝（2012.8～） 
事務室長：星 雄藏（2013.4～） 
教育研究支援者［2 名］／技術補佐員［2 名］／事務補佐員［5 名］※延べ人数 
 
-------------------------------------------------------------------------------------- 
助教（兼）：吉年 規治，張 岩 
 
【研究成果】 
 
 ナノ結晶軟磁性材料を中心とする関連研究に対して、実験、分析・解析を主軸とする基礎的研究を
遂行するとともに、実用化を指向して、企業等との共同研究の橋渡しを行い、下記の研究成果を得た。 
 
(1) 溶質鋳造法により作製した純ニッケルフェライト粉末およびナノコンポジットの磁場中冷却磁化
のメモリー効果について調査した。その結果、ナノコンポジット中の磁気成分濃度の増加により、メ
モリー効果が抑制されることが明らかになった。このことは、ヘンケルプロットとして、濃度の増加
による双極子相互作用距離の増加に関係づけられることが明らかになった。 
 
(2) 外部触媒不添加、550℃で１時間環境の下、Fe76Si9B10P5ガラス合金粉末へのC2H2の直接化学蒸着
法により、長さ１~5m、直径15~30nm、ブルナウアー‐エメット‐テラー表面積81.4 m2/gのアモル
ファスカーボンナノチューブの量産に成功した。アモルファスカーボンナノチューブの成長過程は、
高温での化学蒸着中に生成した応力および表面破壊により、初期段階で孤立した縞状の-Feナノ粒子
の出現が決定因子として作用することが明らかになった。 
 
(3) 三元系アモルファス合金のデータベース支援の下、原子寸法差と混合エンタルピーを指標として、
高エントロピー合金、バルク金属ガラスおよび高エントロピーバルク金属ガラスの安定性の統計的解
析を行った。アモルファス合金および高エントロピー合金に対して使用されている原子寸法差を表現
する熱力学的および物理的パラメータの関係を得ることに成功した。 
 
(4) 等原子分率に近い組成のFePt薄膜を同時スパッタ法によりシリコン基板板状にSiO2層基板上に
積層させて作製した。薄膜の構造的および磁気的性質は薄膜の成長温度に影響されることが明らかに
なった。Si基板上でのFeおよびPtの拡散が無い場合、保磁力が8.2kOeのL10構造のFe50Pt50相が生成す
る。薄膜の組成を変化させた場合、化学的規則を有する反強磁性FePt3相(Q2型)から構成される花弁型
パターンが出現し、そのナノ構造は、Si基板上の窪みにおけるFe原子の拡散の促進により制御される
ことが明かになった。 
 
(5) 急冷アモルファスFe83.3Si3B10P3Cu0.7リボン材を698Kで熱処理することにより得た幅10mmのナ
ノ結晶軟磁性合金が1.82Tの飽和磁束密度と11.8A/mの保磁力を有することを見出した。このナノヘテ
ロアモルファスから作製したナノ結晶合金は、平均直径22nmの-Feとアモルファス相からなり、比較
材としてのアモルファス合金よりも優れた耐食性を示すことが分かった。 
  
 
Ref. 1 R. Malik, N. Sehdev, S. Lamba, P. Sharma, A. Makino and S. Annapoorni 
Magnetic Memory Effects in Nickel Ferrite/Polymer Nanocomposites 
Appl. Phys. Lett., Volume: 104, Issue: 12, Article Number: 122407 (Published: MAR 24 
2014) 
 
Ref. 2 C. He, L. Chen, C.S. Shi, C.G. Zhang, E.Z. Liu, J.J. Li, N.Q. Zhao, X.M. Wang, A. Makino 
and A. Inoue 
Direct Synthesis of Amorphous Carbon Nanotubes on Fe76Si9B10P5 Glassy Alloy Particles 
J. Alloys Comps, Volume: 581, Pages: 282-288. (Published Dec 25, 2013) 
 
Ref. 3 A. Takeuchi, K. Amiya T. Wada, K. Yubuta, W. Zhang and A. Makino 
Entropies in Alloy Design for High-Entropy and Bulk Glassy Alloys 
Entropy, Volume: 15, Issue: 9, Pages: 3810-3821 (Published Sep, 2013) 
 
Ref. 4 P. Sharma, N. Kaushik, M. Esashi, M. Nshijima and A. Makino 
On the Growth and Magnetic Properties of Flower-Like Nanostructures Formed on 
Diffusion of FePt with Si Substrate 
J. Mag. Mag. Mater., Volume: 337, Pages: 38-45. (Published Jul, 2013) 
 
Ref. 5 Z. Dan, Y. Samada, Y. Zhang, M. Nishijima, N. Hara, H. Matsumoto and A. Makino 
Electrochemical Behavior of Annealed Soft-Magnetic Fe-Si-B-P-Cu Alloy 
Mater. Trans. Volume: 54, Issue: 4, Pages: 561-565 (Published April, 2013) 
 
【研究計画】 
（１）本センターの設立趣旨、「東北発 素材技術先導プロジェクト」（文部科学省、復興庁）に則
り、本所が生み出した特異なナノヘテロ構造の結晶化を利用し極限まで低い磁心損失を実現しうる超
高鉄濃度ナノ結晶軟磁性合金 ”NANOMET®”の創成を行う。また、実用化に向けた多くの技術課題に対
し異分野の学術及び工学領域が協働して解決する組織的研究を行うことによって、本低損失材料創製
における基盤技術を確立することを目指す。特に、ナノ結晶軟磁性材料分野における磁気理論とナノ
組織理論を統合した本質的な材料設計指針を構築し、本学術領域の発展を牽引するとともに、革新的
な基盤技術を軸として、産学官連携を多面的に推進して、東北地域の産業活性化を図る。 
（２）具体的には、東北大金研に属する４グループ(磁性評価、組織・構造、シミュレーションおよ
び応用性能評価)ならびに研究サテライトに属する研究実施グループから構成される研究実施部門の
相互連携を図り、効率的で、かつ、速効性のある研究成果の輩出を目指す。さらに、企画室、事務室
が連携して、研究の方向性を確認して、最終目的である東北地域の産業活性化に資するプロジェクト
を遂行する。 
 
38. 低温物質科学実験室           室長・教授（兼） 佐々木 孝彦 
  
【構成員】 
室長・教授（兼）：佐々木 孝彦 ／准教授：野島 勉 ／助教：中村 慎太郎／大学院[2 名]/学部生[0 名] 
--------------------------------------------- 
技術職員（出向）：丹野 伸哉、細倉 和則、緒方 亜里／技能補佐員［1 名］／技術補佐員［1 名］ 
 
【研究成果】 
 本実験室では、種々の超伝導体や磁性体を用いた低温物性制御や基底状態の解明に関する研究に加
え、学内共同利用装置を用いた低温研究支援と共同研究を行っている。2013 年度は、電気二重層トラ
ンジスタ構造を用いて発現する電界誘起超伝導体の詳細な特性評価とキャリアドープ機構の解明、Yb
系希土類化合物の基底状態、エサキダイオード型スピン注入デバイスにおけるスピン検出感度に関す
る研究をそれぞれ行った。 
 
(1) 近年、電気二重層トランジスタ（EDLT）構造を用いた超伝導の電界誘起が様々な物質で試みられ
ているが、これらの超伝導特性の詳細は明らかではない。最初の電界誘起超伝導体である EDLT-SrTiO3
の上部臨界磁場の温度、磁場方位依存性を測定し、この系が極めて理想的な２次元超伝導体であるこ
とを示すとともに、その実効的な厚さを実験的に導出することに成功した（Ref. 1 ）。銅酸化物超伝
導体である YBa2Cu3Oyを用いた EDLT においては、試料を超薄膜（数ユニットセル）にすることによ
りホールドープ側で最適ドープ近傍まで静電的なキャリア制御が可能となることを見出した。 
 
(2) YbIrGe は Yb を含む重い 4f 電子系の中でも極めて大きな電子有効質量が報告されている化合物で
ある。この物質の低温磁化過程と磁場中比熱、磁気輸送特性により、これまで知られていた 2.4 K 以下
での反強磁性転移相に加え、1.4 K 以下で新たな磁気秩序相があることを発見した。またこの相の存在
により電子有効質量が当初の予想より小さくなることも新たにわかった（Ref. 2 ）。 
 
(3) 工学研究科新田研究室との共同研究において、(Ga,Mn)As/GaAs スピンエサキダイオード構造にお
けるスピン蓄積信号を詳細に調べ，これまで 半導体スピン注入素子で観測されていた異常に大きいス
ピン蓄積信号の起源を解明した。さらにこのデバイスで従来比でスピン検出感度 40 倍の増幅を実証し
た（Ref. 3 ）。 
 
 極低温科学センターとしての研究支援業務としては、2012 年度より続く米国のヘリウム輸出制限に
起因する国内ヘリウム不足への対応を含めた液体ヘリウム安定供給の維持、および共同利用実験に対
する技術支援を行った。2013 年度は 122,598 リットルの液体ヘリウムを製造し片平地区の研究所に供
給した。実験室においては SQUID 磁化測定装置等を用いた年間 9,490 時間（延べ 405 日）の共同利用
実験を行った。  
 
Ref. 1  K. Ueno, T. Nojima, S. Yonezawa, M. Kawasaki, Y. Iwasa, and Y. Maeno,  
Effective thickness of two-dimensional superconductivity in a tunable triangular 
quantum well of SrTiO3 
 Phys. Rev. B 89 (2014) 020508(R). 
 
Ref. 2  K. Katoh, E. Honda, T. Matsuo, S. Nakamura, T. Nojima, A. Ochiai, 
Unconventional magnetic phase transition in antiferromagnetic heavy-fermionYbIrGe 
Physica B 429 (2013) 63. 
 
Ref. 3 J. Shiogai, M. Ciorga, M. Utz, D. Schuh, M. Kohda, D. Bougeard, T. Nojima, J. Nitta, D. 
Weiss, 
Giant enhancement of spin detection sensitivity in (Ga,Mn)As/GaAs Esaki diodes 
 Phys. Rev. B 89 (2014) 081307(R). 
 
 
【研究計画】 
液体ヘリウム安定供給、低温技術指導、共同利用実験といった研究支援に加え、実験室独自の研究
として、電界効果によるキャリア制御技術の更なる向上とこれを用いた新奇物性の探索とその解明、
強相関磁性体（強磁性ナノグラニュラー膜系や強相関系磁性体）の低温物性解明に関する研究を継続
する。具体的には以下のテーマを進める。 
 
(1) 電気二重層トランジスタ（EDLT）構造を用いたキャリア制御技術の向上と新物性解明 
これまで SrTiO3や YBa2Cu3Oyを用いた EDLT 構造で培われてきたキャリアドープ技術をさらに向上
させる。SrTiO3 ではこれまでよりさらに強い電場を印加してスピン軌道相互作用が増強された特殊な
金属状態を実現しその基礎物性を解明する。YBa2Cu3Oy では静電的および電気化学的手法を組み合わ
せた新技術でキャリア制御範囲の拡張を行うとともに、この技術を他のエキゾチック超伝導体へ適用
することで、新奇超伝導現象の発現を目指す。 
(2) TM-Al-O (TM = Fe, Co) ナノグラニュラー膜の基礎特性解明 
特異な輸送特性・磁化特性を示す強磁性領域（高い TM 濃度領域）の Fe-Al-O および Co-Al-O グラ
ニュラー系の背後にある物理学（特に強磁性グラニュラー間の磁気的相互作用）の解明を目指す。特
に低温でのスピン波分光から得られる交換磁場と電気抵抗の関係を明らかにする。 
(4) 強相関系希土類化合物の基底状態の研究 
Yb や Ce を含む 4f 電子スピンフラストレート系化合物における基底状態と磁気相転移の研究を、希
釈冷凍機や 3He 冷凍機を用いた磁場中での低温物性測定より明らかにする。また強磁場超伝導材料研
究センターのハイブリットマグネット用希釈冷凍機を用いた超音波測定法の開発を行う。 
第２章　特許
１．特許登録状況
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
量子ビーム金属物理学研究部門
中性子回折装置
特許第5403728号
2013.11.08
日本国
無
大山 研司、山田 和芳、井澤 和幸
.
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
電子材料物性学研究部門
結晶基板および薄膜形成方法ならびに半導体装置
特許第5255935号
2013.04.26
日本国
無
松岡 隆志、藤戸 健司
.
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
結晶材料化学研究部門
ランガテイト系単結晶の製造方法
特許第5299908号
2013.06.28
日本国
無
八百川 律子、宇田　聡、青田 克己
.
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
Si結晶およびその製造方法
特許第5419072号
2013.11.29
日本国
無
宇田　聡、ムカンナリ アリバナンドハン、後藤 頼良、藤原 航三
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
複合機能材料学研究部門
高硬度高密度立方晶窒化ホウ素焼結体およびその製造方法
特許第5245081号
2013.04.19
日本国
無
後藤　孝
.
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
結晶性セリア薄膜触媒
特許第5281807号
2013.05.31
日本国
無
須田 暁彦、坂本 淑幸、森川　彰、米倉 弘高、後藤　孝、塗　溶
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
加工プロセス工学研究部門
窒素添加Co-Cr-Mo合金の結晶粒微細化方法および窒素添加Co-Cr-Mo合金
特許第5283136号
2013.06.07
日本国
無 国際出願：PCT/JP2009/065358　国際公開：WO2010/026996
中国出願：ZL200980132663.6
黒須 信吾、千葉 晶彦、松本 洋明
.
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
多孔質Co基合金焼結被覆材およびその製造方法
特許第5303718号
2013.07.05
日本国
無
野村 直之、千葉 晶彦、阿部 麻里子
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
粉末冶金用金属粉末、焼結体および焼結体の製造方法
特許第5311941号
2013.07.12
日本国
無
中村 英文、千葉 晶彦
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
ナノ結晶含有チタン合金およびその製造方法
特許第5419098号
2013.11.29
日本国
無
千葉 晶彦、松本 洋明、日本発條
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
附属新素材共同研究開発センター
金属ガラス及びそれを用いた磁気記録媒体並びにその製造方法
特許第5267884号
2013.05.17
日本国
無
牧野 彰宏、井上 明久、張　偉、木村 久道
.
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
αＦｅナノ結晶分散アモルファス溶射被膜の製造方法
特許第5395984号
2013.10.25
日本国
無
清水 雄太、村田 晃徒、中島 浩二、石川 智仁、牧野 彰宏
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
附属研究施設関西センター
Rutile-Type Titanium Dioxide Photocatalys
8445401
2013.05.21
アメリカ合衆国
無
Naoya Masahashi, Yoshiteru Mizukoshi, Naofumi Ohtsu, Yu Matsuda, Satoshi Semboshi
.
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
銅-チタン-水素合金とその製造方法
特許第5465903号
2014.01.31
日本国
無 出願細項目記事：査定種別(査定無し)
千星　聡
[登録]
[発明者]
[実用化・備考]
超音波照射陽極酸化法による二酸化チタン製造法
特許第5463502号
2014.01.31
日本国
無 出願細項目記事：査定種別(査定無し)
正橋 直哉、水越 克彰、大津 直史、千星　聡
２．特許出願状況 
 
 2013 年度 特許出願件数  計 34 件 
 
 
 
　　　　　　　　　第３章　学術的受賞
１．　個人受賞
[授与機関]
[受賞者]
磁気物理学研究部門
日本磁気科学会　優秀学術賞 2013 11 20
日本磁気科学会
茂木　巖
磁気電気化学および磁気浮上の材料科学的研究
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
量子表面界面科学研究部門
船井研究奨励賞 2013 4 13
(財)船井情報科学振興財団
内田　健一
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
量子表面界面科学研究部門
科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞 2013 4 16
文部科学省
内田　健一
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
量子表面界面科学研究部門
第12回「インテリジェント・コスモス奨励賞」 2013 5 20
(財)インテリジェント・コスモス学術振興財団
内田　健一
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
量子表面界面科学研究部門
原田研究奨励賞 2013 7 5
(財)本多記念会
内田　健一
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
量子表面界面科学研究部門
泉萩会奨励賞 2013 10 26
泉萩会
内田　健一
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
量子表面界面科学研究部門
凝縮系科学賞 2013 12 1
凝縮系科学賞　事務局
内田　健一
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
量子表面界面科学研究部門
井上研究奨励賞 2014 2 4
(財)井上科学振興財団
内田　健一
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
量子表面界面科学研究部門
ヤマト科学賞 2014 3 4
ヤマト科学(株)
内田　健一
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
量子表面界面科学研究部門
トーキン科学技術賞最優秀賞 2014 3 4
(財)トーキン科学技術振興財団
内田　健一
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
量子表面界面科学研究部門
トーキン財団特別賞 2014 3 4
(財)トーキン科学技術振興財団
内田　健一
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
材料照射工学研究部門
東北大学金属材料研究所所内講演会　優秀ポスター賞 2013 5 22
東北大学金属材料研究所
清水　康雄
アトムプローブ法によるゲルマニウム同位体超構造の３次元分布解析
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
原子力材料工学研究部門
2013 Annual Meeting of Excellent Graduate Schools for “Materials Integration Center" and "Materials
Science Center" in conjunction with International Workshop on Advanced Materials Synthesis Process
and Nanostructure, Poster Presentation Aword
2014 3 11
東北大学
阿部　弘亨
Evaluation of the stability of TaC under irradiation in Fe-Ta-C alloys and its effect
on nano-indentation hardness
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
原子力材料工学研究部門
2013 Annual Meeting of Excellent Graduate Schools for “Materials Integration Center" and "Materials
Science Center" in conjunction with International Workshop on Advanced Materials Synthesis Process
and Nanostructure, Poster Presentation Aword
2014 3 11
東北大学
阿部　弘亨
Grain boudary sliding in ultrafine-grained interstitial-free steel
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
電子材料物性学研究部門
第126回 金研講演会（2013年秋季）優秀ポスター賞 2013 11 28
東北大学金属材料研究所
谷川　智之
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
生体材料学研究部門
第23回奨励賞 (工業材料部門) 2013 9 17
(社)日本金属学会
稗田　純子
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
磁性材料学研究部門
第12回「インテリジェント・コスモス奨励賞」 2013 5 20
(財)インテリジェント・コスモス学術振興財団
水口　将輝
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
磁性材料学研究部門
第34回本多記念研究奨励賞 2013 5 31
(財)本多記念会
水口　将輝
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
結晶材料化学研究部門
第34回本多記念研究奨励賞 2013 5 31
(財)本多記念会
藤原　航三
Siの融液成長メカニズムの解明および太陽電池用Si多結晶インゴットの成長技術開発
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端結晶工学研究部
財団法人服部報公会 報公賞 2013 10 9
(財)服部報公会
吉川　彰
ガーネット型シンチレータの開発と放射線検出器への展開
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端結晶工学研究部
第11回日本結晶成長学会奨励賞 2013 11 6
日本結晶成長学会
吉川　彰
GAGGシンチレータの開発と放射線検出器への応用
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端結晶工学研究部
第35回（2013年秋季）応用物理学会講演奨励賞 2013 11 19
(社)応用物理学会
吉川　彰
赤・近赤外線発光シンチレータの開発と応用研究
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端結晶工学研究部
平成25年度　トーキン科学技術賞 2014 3 4
(財)トーキン科学技術振興財団
吉川　彰
高性能シンチレータ及びそれを用いた放射線検出器の開発
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端結晶工学研究部
第35回（2013年秋季）応用物理学会講演奨励賞 2013 11
(社)応用物理学会
黒澤　俊介
赤外線発光シンチレータの開発
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
複合機能材料学研究部門
APAM Academician 2013 10 3
Asia-Pacific Academy of Materials (APAM)
後藤　孝
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
加工プロセス工学研究部門
第15回 日本金属学会学術功労賞 2014 3 21
(社)日本金属学会
千葉　晶彦
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
加工プロセス工学研究部門
第72回　日本金属学会功績賞 2014 3 21
(社)日本金属学会
小泉　雄一郎
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
加工プロセス工学研究部門
第64回　日本金属学会金属組織写真賞「奨励賞」[透過電子顕微鏡部門] 2014 3 21
(社)日本金属学会
小泉　雄一郎
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
分析科学研究部門
学術功績賞 2014 3 21
(社)日本鉄鋼協会
我妻　和明
鉄鋼材料の分析・解析法の研究
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
分析科学研究部門
東北分析化学功績賞 2013 12 21
(社)日本分析化学会東北支部
石黒　三岐雄
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端分析研究部門
平成25年度新学術LPSO研究成果報告会　優秀発表賞 2014 3 8
文部科学省科学研究費補助金「新学術領域研究」シンクロ型LPSO構造の材料科学
 -次世代軽量構造材料への革新的展開-
木口　賢紀
Mg-Zn-Y合金におけるLPSO相変態機構
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端分析研究部門
第10回日本金属学会村上奨励賞 2013 9 17
(社)日本金属学会
佐藤　和久
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端分析研究部門
共用・計測　合同シンポジウム2014 最先端計測の共用化によるイノベーション ポスター賞 2014 3 14
(独)物質・材料研究機構 微細構造解析プラットフォーム推進室
早坂　浩二
微細構造解析における対象分野の広がり-ソフトマターの微細構造観察-
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト
第72回功績賞（物性部門） 2014 3 21
(社)日本金属学会
梅津　理恵
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
附属研究施設関西センター
日本塑性加工学会賞　学会大賞 2013 6 7
(社)日本塑性加工学会
早乙女　康典
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
附属研究施設関西センター
銅および銅合金技術研究会, 第47回論文賞 2013 11 3
(社)日本銅学会
千星　聡
抽出分離法を利用したCu-Ti合金中時効析出物の定量的評価
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
超低損失ナノ結晶軟磁性材料研究開発センター
軽金属論文新人賞 2013 11
(社)軽金属学会
清水　一行
[所属]
２．　グループ受賞
[授与機関]
[受賞者]
量子表面界面科学研究部門
応用物理学会　シリコンテクノロジー分科会　論文賞 2014 3 19
(社)応用物理学会　シリコンテクノロジー分科会
E. Shikoh, K. Ando, K. Kubo, E. Saitoh, T. Shinjo, and M. Shiraishi
“Spin-pump-induced spin transport in p-type Si at room temperature”, Physical Review Leetters 110
(2013) 127201
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
低温電子物性学研究部門
JPSJ注目論文 2013 6
(社)日本物理学会
T. Adachi, Y. Mori, A. Takahashi, M. Kato, T. Nishizaki, T. Sasaki, N. Kobayashi, Y. Koike
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
金属組織制御学研究部門
日本鉄鋼協会澤村論文賞 2014 3 21
(社)日本鉄鋼協会
Toshio Murakami, Hitoshi Hatano, Goro Miyamoto, Tadashi Furuhara
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
金属組織制御学研究部門
澤村論文賞 2014 3 21
(社)日本鉄鋼協会
村上俊夫、畑野等、宮本吾郎、古原忠
「ISIJ International」に掲載された前1か年の論文を審査し、学術上、技術上最も有益な論文を寄稿した者
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
材料照射工学研究部門
第125回金研講演会 ポスター賞 2013 5 22
東北大学金属材料研究所
清水康雄、高見澤悠、河村踊子、植松真司、伊藤公平、Eugene E. Haller、井上耕治、外山健、永井康介
アトムプローブ法によるゲルマニウム同位体超構造の3次元分布解析
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
電子材料物性学研究部門
第126回金属材料研究所講演会 優秀ポスター賞 2013 11 28
東北大学金属材料研究所
谷川智之、正直花奈子、逢坂崇、木村健司、窪谷茂幸、片山竜二
サファイア基板上（000-1）GaNの有機金属気相成長におけるMgによる表面マイグレーションの促進
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
電子材料物性学研究部門
2013 Annual Meeting of Excellent Graduate Schools for "Materials Integration Center" and
"Materials Science Center" Poster Presentation Award
2014 3 10
Materials Integration Center and Materials Science Center
正直花奈子、崔正焄、花田貴、谷川智之、片山竜二、松岡隆志
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
生体材料学研究部門
日本歯科理工学会第60回学術講演会発表優秀賞 2013 4 13
(社)日本歯科理工学会
武本真治、仲井正昭、服部雅之、市川弘道、五十嵐俊男、吉成正雄、河田英司、新家光雄、小田 豊
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
生体材料学研究部門
第125回東北大学金属材料研究所講演会優秀ポスター賞 2013 5 22
東北大学金属材料研究所
稗田純子、新家光雄、仲井正昭、趙研
DCマグネトロンスパッタリング法により作製したTi-Mg膜における生理食塩水へのTiおよびMgの溶出量
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
生体材料学研究部門
第61回材料プロセシング部門：論文賞 2013 9 17
(社)日本金属学会
野山義裕、三浦拓也、石本卓也、板屋貴大、新家光雄、中野貴由
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
水素機能材料工学研究部門
ポスター賞 2013 8 30
水素若手研究会実行委員会
李関喬、松尾元彰、松村大樹、西畑保雄、髙木成幸、三輪和利、折茂慎一
マンガン系錯体水素化物の合成および特性評価
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
水素機能材料工学研究部門
日本金属学会第18回優秀ポスター賞 2013 9 17
(社)日本金属学会
赤城拓馬、佐藤豊人、髙木成幸、折茂慎一
LiCa(AlH4)3の格子振動特性、結晶構造、脱水素化反応の解明
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端分析研究部門
日本金属学会 第64回金属組織写真賞 透過電子顕微鏡部門 奨励賞 2014 3 21
(社)日本金属学会
木口賢紀、新見健輔、松永修平、佐藤和久、今野豊彦
Mg97Zn1Y2合金LPSO層の微視的相変態過程
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端分析研究部門
第39回日本セラミックス協会学術写真賞　優秀賞 2014 3 7
(社)日本セラミックス協会
木口賢紀、範滄宇、赤間章裕、今野豊彦、舟窪浩
PbTiO3薄膜の90°ドメイン交差に伴う格子変形
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
先端分析研究部門
第39回日本セラミックス協会学術写真賞　優秀賞 2014 3 7
(社)日本セラミックス協会
木口賢紀、範滄宇、赤間章裕、今野豊彦
Pb(Mg1/3Nb2/3)O3規則構造の原子分解能組成分析
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
分析科学研究部門
共同研究賞（山岡賞） 2014 3 21
(社)日本鉄鋼協会
鋼中非金属介在物粒子の多面的評価研究会
鋼中非金属介在物粒子の多面的評価法
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
分析科学研究部門、特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト
第47回　日本銅学会論文賞 2013 11 16
(社)日本銅学会
千星聡、石黒三岐雄、佐藤成男、我妻 和明、高杉 隆幸、高 維林、菅原 章
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト
Best Poster Award 2013 7
The 3rd International Symposium on Advanced Magnetic Materials and Applications
K. Abematsu, R.Y. Umetsu, R. Kainuma, T. Kanomata, K. Watanabe, K. Koyama
Structural properties of magnetic shape memory alloy Ni46Mn41In13 under magnetic fields
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト
講演奨励賞 2013 9
(社)応用物理学会
アベ松賢一、梅津理恵、貝沼亮介、鹿又武、渡辺和雄、小山佳一
メタ磁性形状記憶合金Ni46Mn41In13の磁場中結晶構造評価
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト
若手論文賞 2013 9
(社)日本金属学会
許皛、片倉稲子、木原工、徳永将史、伊東航、梅津理恵、貝沼亮介
"Optical Microscopic Study on NiCoMnAl Metamagnetic Shape Memory Alloy by In Situ Observation under
a Pulsed High Magneic Field", Mater. Trans., 54, (2013) 357-362.
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
附属新素材共同研究開発センター
平成26年度日本材料学会金属ガラス部門委員会 優秀研究発表賞 2013 11
(社)日本材料学会
山田　類、吉年規治、才田淳治、川崎　亮
[所属]
[授与機関]
[受賞者]
超低損失ナノ結晶軟磁性材料研究開発センター
軽金属論文賞 2013 11
(社)軽金属学会
清水一行、坂口祐二、酒井一憲、戸田裕之、上杉健太朗、竹内晃久,、小林正和
[所属]
第４章　発表論文等
１．著書　(2013年1月～12月)
[発行年月]
.
2013
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
金属物性論研究部門
Recent Advances in Magnetic Insulators - From Spintronics to Microwave Applications,  Solid State
Physics 64
UK: Academic Press
J. Xiao, Y. Zhou, G.E.W. Bauer
2 Spin Wave Excitation in Magnetic Insulator Thin Films by Spin-Transfer Torque
[発行年月]
.
2013.04
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
量子表面界面科学研究部門
「サーマルマネジメント -余熱・排熱の制御と有効利用-」
エヌ・ティー・エス出版
内田健一、齊藤英治
第2編, 第4章, 第1節, 2 「スピンゼーベック効果による新規熱電変換素子の開発」
[発行年月] 2013
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
Anomalous and Topological Hal Effects in Itinerant Magnets(教科書)
Yuki Shiomi
[発行年月]
.
2013.02
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
低温電子物性学研究部門
Non-universal superconducting gap structure in iron-pnictides revealed by magnetic penetration depth
measurements
Springer Japan
Kenichiro Hashimoto
[発行年月]
.
2013
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
材料照射工学研究部門
試料分析講座．半導体・電子材料分析（日本分析化学会編）
丸善出版
井上耕治, 清水康雄, 永井康介
第6章 三次元アトムプローブ, pp.71-92
[発行年月] 2013.04
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
Single-Atom Nanoelectronics
Pan Stanford Publishing
Koji Inoue and Yasuyoshi Nagai
Chapter 7
[発行年月]
.
2013.03.08
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
電子材料物性学研究部門
ZnO系の最新技術と応用　《普及版》
エヌ・ティー・エス出版
花田貴
第1章（ZnO関連物質の基礎データ）pp.1-22
[発行年月]
.
2013.02
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
生体材料学研究部門
Advances in Biomaterials Science and Biomedical Applications
InTech
Junko Hieda, Mitsuo Niinomi, Masaaki Nakai and Ken Cho
Chapter 20, Dental Materials
[発行年月] 2013.07
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
未来型人工関節を目指して
日本医学館
新家光雄他
5-1-3. 未来型医療用金属材料の種類と特性170頁-175頁
[発行年月] 2013.01
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
体内埋め込み医療材料の開発とその理想的な性能・デザインの要件
技術情報協会
新家光雄他
第4章　金属系材料・セラミックスの開発とその高機能化 第1節　金属系材料の強
度・靭性・弾性の向上技術　289頁-297頁
[発行年月]
.
2013.09.26
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
磁性材料学研究部門
改訂磁気工学の基礎と応用（電気学会マグネティクス技術委員会編）
コロナ社
高梨弘毅
5.3.3節「スピントロニクス」pp. 128-133
[発行年月] 2013.01
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
薄膜の評価技術ハンドブック
(株)テクノシステム
高梨弘毅、関剛斎
第II部、第2章、第6節, 第3項(ホール効果（異常ホール効果，スピンホール効果）)pp.
300 - 302
[発行年月]
.
2013.05.08
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
水素機能材料工学研究部門
リチウムに依存しない革新型二次電池 （錯体水素化物を用いた新規ナトリウムイオン伝導体開発のた
めの材料学的アプローチ
エヌ・ティー・エス出版
松尾元彰, 大口裕之, 折茂慎一
第1章　ナトリウムイオン電池　(1) 錯体水素化物を用いた新規ナトリウムイオン伝導
体開発のための材料学的アプローチ pp.27-32
[発行年月]
.
2013.11
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
複合機能材料学研究部門
Woodhead Publishing Series in Composites Science and Engineering No. 45 "Advances in ceramic
matrix composites"
Woodhead Publising Limited
J Zhang, R Tu, T Goto
Cubic boron nitride-containing ceramic matrix composites for cutting tools
[発行年月]
.
2013.05
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト
Fabrication and corrosion of Ti-based metallic glasses. [in “Titanium Alloys: Formation, Characteristics
and Industrial Applications”, Edited by L.C. Zhang and C. Yang]
Nova publishers
F.X. Qin, G.Q. Xie, S.L. Zhu, X.M. Wang, Z.H. Dan
Chapter 8, pp.175-199
[発行年月]
.
2013.03
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター
アクチノイド物性研究のための計算科学入門
小無健司、湊和生
[発行年月]
.
2013
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
附属新素材共同研究開発センター
Handbook of Sustainable Engineering "Computational Materials Science and Computer Aided Materials
Design and Processing" ed. by K-M Lee and J. Kauffman
Springer, New York
Rodion V. Belosludov, Hiroshi Mizuseki, R. Sahara, Yoshiyuki Kawazoe, Oleg S.
Subbotin, Ravil K. Zhdanov, and Vladimir R. Belosludov
Volume II Chapter 63 pp.1215-1247
[発行年月]
.
2013
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
附属強磁場超伝導材料研究センター
SPINELS: Occurrences, Physical Properties and Applications
Nova publishers
S. Kimura and M. Hagiwara
pp. 115-132
[発行年月]
.
2013.10.01
[出版社名]
[執筆者]
[分担執筆部分]
超低損失ナノ結晶軟磁性材料研究開発センター
Titanium Alloys: Formation, Characteristics and Industrial Applications
Nova publishers
F.X. Qin, G.Q. Xie, S.L. Zhu, X.M. Wang, Z. H. Dan
Chapter 8 (Fabrication and Corrosion of Ti-Based Metallic Glasses)
２．論文および総説・解説記事 (期間：2013年1月～12月)
☆：　主要文献　　ISI：　ISI対象論文
. 金属物性論研究部門
英語
Spin torque transistor revisited
査読有
Appl. Phys. Lett
102 192412-12013(           )
ISI
英語
Exchange magnetic field torques in YIG/Pt bilayers observed by
the spin-Hall magnetoresistance 査読有
103 032401-12013(           )
ISI
英語
Full Numerical Simulations of Dynamical Response in
Superconducting Single-Photon 査読有
IEEE Trans. Appl. Supercond.
23 22011052013(           )
ISI
英語
Magnon mediated domain wall heat conductance in ferromagnetic
wires 査読有
IEEE Trans. Magn.
49 3109/01/012013(           )
ISI
英語
Electron Correlation Induced Spontaneous Symmetry Breaking
and Weyl Semimetal Phase in a Strongly Spin-Orbit Coupled
System
査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
82 033702-12013(           )
ISI
英語
Zeeman-type spin splitting controlled by an electric field
査読有
Nat. Phys.
9 5632013(           )☆
ISI
英語
Spin heat accumulation and spin-dependent temperatures in
nanopillar spin valves 査読有
9 6352013(           )☆
ISI
英語
Field-free synthetic-ferromagnet spin torque oscillator
査読有
Phys. Rev. B
87 020409-12013(           )
ISI
英語
Thermally induced dynamics in ultrathin magnetic tunnel junctions
査読有
88 024406-12013(           )
ISI
英語
Manipulation of ferromagnets via the spin-selective optical Stark
effect 査読有
88 064416-12013(           )
ISI
英語
Magnon, phonon, and electron temperature profiles and the spin
Seebeck effect in magnetic insulator/normal metal hybrid
structures
査読有
88 094410-12013(           )
ISI
英語
Theory of spin Hall magnetoresistance
査読有
87 144411-12013(           )☆
ISI
英語
Angular and linear momentum of excited ferromagnets
査読有
88 144413-12013(           )
ISI
英語
Strong Coupling Expansion in a Correlated Three-Dimensional
Topological Insulator 査読有
87 165142-12013(           )☆
ISI
英語
Current-induced spin-wave excitation in Pt/YIG bilayer
査読有
88 184403-12013(           )
ISI
英語
Criticality of the metal-topological insulator transition driven by
disorder 査読有
87 205141-12013(           )☆
ISI
英語
Quantitative study of the spin Hall magnetoresistance in
ferromagnetic insulator/normal metal hybrids 査読有
87 224401-12013(           )☆
ISI
英語
Aharonov-Casher effect in quantum ring ensembles
査読有
88 2013(           )
ISI
英語
Spin resonance in a Luttinger liquid with spin-orbit interaction
査読有
2013(           )☆
ISI
英語
Spin Hall Magnetoresistance Induced by a Nonequilibrium
Proximity Effect 査読有
Phys. Rev. Lett.
110 206601-12013(           )☆
ISI
英語
Spin Backflow and ac Voltage Generation by Spin Pumping and
the Inverse Spin Hall Effect 査読有
110 217602-12013(           )
ISI
英語
Experimental Test of the Spin Mixing Interface Conductivity
Concept 査読有
111 176601-12013(           )
ISI
英語
Staggered Dynamics in Antiferromagnets by Collective
Coordinates 査読有
2013(           )☆
ISI
英語
Nonlocal Ginzburg-Landau Theory for Superconductors
査読有
Physica C
484 1002013(           )
ISI
英語
Numerical Study for Electromagnetic Wave Emission from Intrinsic
Josephson Junction Stacks 査読有
491 202013(           )☆
ISI
英語
Revisit to Terahertz Wave Emission with Motions of Josephson
Vortices 査読有
491 402013(           )☆
ISI
英語
Quantum Phases in Intrinsic Josephson Junctions: Quantum
Magnetism Analogy 査読有
491 442013(           )
ISI
英語
Electric Field Effect in Intrinsic Josephson Junctions
査読有
Physics Procedia
45 1972013(           )☆
英語
The Electric Field Effect and Electromagnetic Wave Emission in
Intrinsic Josephson Junctions 査読有
Supercond. Sci. Technol.
26 045018/12013(           )
ISI
. 磁気物理学研究部門
英語
Structural Tailoring Effects on the Magnetic Behavior of
Symmetric and Asymmetric Cubane-Type Ni Complexes 査読有
Chem. Asian J.
8 11522013(           )
ISI
英語
A New Family of Trinuclear Nickel(II) Complexes as Single-
Molecule Magnets 査読有
Chem. Eur. J.
19 39432013(           )
ISI
英語
Linear Trinuclear Zn(II)-Ce(III)-Zn(II) Complex which Behaves as
Single-Molecule Magnet 査読有
Dalton Trans.
42 26832013(           )☆
ISI
英語
Single-molecule Magnet [Tb(hfac)3(2pyNO)] (2pyNO = t-butyl 2-
pyridyl nitroxide) with a Relatively High Barrier of Magnetization
Reversal
査読有
42 139682013(           )
ISI
英語
Magnetoelectrodeposition for the Chiral Surface Formation of Cu
Films 査読有
ECS Trans.
45 12013(           )
英語
Examination of the Extinction Process of Ionic Vacancy by the
Cyclotron MHD Electrode 査読有
45 92013(           )
英語
Non-electrochemical Nanobubble Formation in
Ferricyanide/Ferrocyanide Redox Reaction by the Cyclotron
Effect under a High Magnetic Field
査読有
Electrochem.
81 8902013(           )
ISI
英語
Slow Relaxation of the Magnetization of an MnIII Single Ion
査読有
Inorg. Chem.
52 83002013(           )
ISI
英語
Exchange Coupling and Its Chemical Trend Studied by High-
Frequency EPR on Heterometallic [Ln2Ni] Complexes 査読有
52 133512013(           )
ISI
英語
X-ray Magnetic Circular Dichroism Investigation of the Electron
Transfer Phenomena Responsible for Magnetic Switching in a
Cyanide-Bridged [CoFe] Chain
査読有
52 139562013(           )☆
ISI
英語
Magnetic Entropy and Magnetocaloric Effect of Ferromagnetic
Heusler Alloy Ni2Mn0.75Cu0.25Ga and Ni2MnGa0.88Cu0.12 査読有
J. Alloys Compd.
577S S3762013(           )
ISI
英語
Magnetic property of a single crystal of spin-1/2 triple-chain
magnet Cu-3(OH)(4)SO4 査読有
J. Korean Phys. Soc.
62 20542013(           )
ISI
英語
Nonmagnetic Impurity Effects in the Decorated Shastry-
sutherland Compound Cd(Cu1-xZnx)2(BO3)2(0<x<0.2) 査読有
63 10282013(           )
ISI
英語
High-field ESR on Light-Induced Transition of Spin Multiplicity in
FeCo Complex 査読有
J. Low Temp. Phys.
170 3832013(           )
ISI
英語
Thermal Strain and Magnetization of the Ferromagnetic Shape
Memory Alloy Ni52Mn25Ga23 in a Magnetic Field 査読有
J. Phys. Chem. Solids
74 1582013(           )
ISI
英語
Basic Concepts of Polarisation Analysis of Neutron Chopper
Spectrometer, POLANO, at J-PARC 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
82 SA036-12013(           )
ISI
英語
High-Field Magnetization Measurements of Fe2MnSi
査読有
82 044802-12013(           )
ISI
英語
Crystal Structure and Magnetic Properties of the Verdazyl
Biradical m-Ph-V2 Forming a Ferromagnetic Alternating Double
Chain
査読有
82 074719-12013(           )
ISI
英語
Synthesis and Magnetic Properties of a New Series of Triangular-
Lattice Magnets, Na2BaMV2O8 (M = Ni, Co, and Mn) 査読有
J. Phys.: Condens. Matter
25 116003-12013(           )
ISI
英語
Magnetic Field-Induced Transition in Co-Doped Ni41Co9Mn31.5Ga18.5
Heusler Alloy 査読有
Mater. Trans.
54 92013(           )
ISI
英語
Crystal Structure and Magnetic Properties of Honeycomb-like
Lattice Antiferromagnet p-BIP-V2 査読有
Phys. Rev. B
87 125120-12013(           )
ISI
英語
Barium Vanadium Silicate BaVSi2O7: A t
2g Counterpart of the Han
Purple Compound 査読有
87 134412-12013(           )
ISI
英語
Magnetic Structure of Phase II in U(Ru0.96Rh0.04)2Si2 Determined by
Neutron Diffraction under Pulsed High Magnetic Fields 査読有
Phys. Rev. Lett.
110 216406-12013(           )☆
ISI
英語
Magnetization Process and Collective Excitations in the S = 1/2
Triangular-Lattice Heisenberg Antiferromagnet Ba3CoSb2O9 査読有
110 267201-12013(           )☆
ISI
英語
Magnetic Study on Radical-gadolinium(III) Complexes.
Relationship between the Exchange Coupling and Coordination
Structure
査読有
Polyhedron
66 1832013(           )
ISI
英語
A Table-top, Repetitive Pulsed Magnet for Nonlinear and Ultrafast
Spectroscopy in High Magnetic Fields up to 30 T 査読有
Rev. Sci. Instrum.
84 123906-12013(           )☆
ISI
英語
Surface chirality induced by rotational electrodeposition in
magnetic fields 査読有
Scientific Reports
3 25742013(           )
ISI
日本語
スピン1/2 の正規三角格子反強磁性体Ba3CoSb2O9の量子磁化過
程とESR
電子スピン学会誌
11 862013(           )
. 量子表面界面科学研究部門
英語
Spin pumping by nonreciprocal spin waves under local excitation
査読有
Appl. Phys. Lett
102 224062013(           )
ISI
英語
Spin-relaxation modulation and spin pumping control by
transverse spin wave spin current in Y2Fe5O12 査読有
103 052404_12013(           )
ISI
英語
Heat-induced damping modification in YIG/Pt hetero-structures
査読有
102 624172013(           )
ISI
英語
Observation of the spin Seebeck effect in epitaxial Fe3O4 thin
films 査読有
102 072413_12013(           )
ISI
英語
Thermal imaging of standing spin waves
査読有
103 052410_12013(           )
ISI
英語
Spin mixing conductance at a well-controlled platinum/yttrium
iron garnet interface 査読有
103 924042013(           )☆
ISI
英語
Experimental investigation of spin Hall effect in indium tin oxide
thin film 査読有
103 1824042013(           )
ISI
英語
Effects of mechanical rotation and vibration on spin currents
査読有
J. Korean Phys. Soc.
62 14042013(           )
ISI
英語
Current-induced spin polarization on a Pt surface
査読有
J. Magn. Magn. Mater.
342 1392013(           )
ISI
英語
Spin Current: Experimental and Theoretical Aspects
査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
82 102002_12013(           )
ISI
英語
Extremely high electron mobility in a phonon-glass semimetal
査読有
Nat. Mater.
12 5122013(           )
ISI
英語
Unidirectional spin-wave heat conveyer
査読有
12 5492013(           )
ISI
英語
Solution-processed organic spin-charge converter: inverse spin
Hall effect in conducting polymer disclosed by dynamical spin
injection
査読有
12 6222013(           )☆
ISI
英語
Spin Seebeck effect in antiferromagnets and compensated
ferrimagnets 査読有
Phys. Rev. B
87 014423_12013(           )
ISI
英語
Thermal driven spin and charge currents in thin NiFe2O4/Pt films
査読有
87 054421_12013(           )
ISI
英語
Longitudinal spin Seebeck effect in various garnet ferrites
査読有
87 1044122013(           )
ISI
英語
Theory of spin Hall magnetoresistance
査読有
87 144411_12013(           )
ISI
英語
Chiral spin-wave edge modes in dipolar ferromagnetic thin films
査読有
87 174402_12013(           )
ISI
英語
Mechanical generation of spin current by spin-rotation coupling
査読有
87 180402_12013(           )
ISI
英語
Quantitative study of the spin Hall magnetoresistance in
ferromagnetic insulator/normal metal hybrids 査読有
87 224401_12013(           )
ISI
英語
Topological Nernst effect in a three-dimensional skyrmion-lattice
phase 査読有
88 644092013(           )
ISI
英語
Separation of longitudinal spin Seebeck effect from anomalous
Nernst effect: Determination of the origin of transverse
thermoelectric voltage in metal/insulator junctions
査読有
88 214403_12013(           )☆
ISI
英語
Longitudinal spin Seebeck effect free from the proximity Nernst
effect 査読有
Phys. Rev. Lett.
110 672072013(           )
ISI
英語
Spin-pump-induced spin transport in p-type Si at room
temperature 査読有
110 127201_12013(           )
ISI
英語
Spin Hall magnetoresistance induced by a non-equilibrium
proximity effect 査読有
110 2066012013(           )
ISI
英語
Theory of the Spin Seebeck Effect
査読有
Rep. Prog. Phys.
76 036501_12013(           )
ISI
英語
Pure detection of the acoustic spin pumping in Pt/YIG/PZT
structures 査読有
Solid State Communs.
2013(           )
ISI
日本語
スピンゼーべック効果による新規熱電変換素子の開発
サーマルマネジメント -余熱・排熱の制御と有効利用-
2013(           )
日本語
熱・音波を用いたスピン流生成技術
まぐね
8 182013(           )
日本語
スピンゼーベック効果と熱電変換への応用
応用物理
82 9282013(           )
日本語
絶縁体におけるスピンゼーべック効果と熱電変換
工業材料
61 422013(           )
. 低温物理学研究部門
英語
Infrared-sensitive electrochromic device based on VO2
査読有
Appl. Phys. Lett
103 153503-12013(           )☆
ISI
英語
Systematic control of stress-induced anisotropy in
pseudomorphic iron garnet thin films 査読有
J. Magn. Magn. Mater.
339 632013(           )
ISI
英語
Observation of Plasma and Magnetoplasma Resonances of Two-
Dimensional Electrons in a Single MgZnO/ZnO Heterojunction 査読有
JETP Lett.
98 2232013(           )
ISI
英語
Surface and interface engineering of ZnO based heterostructures
fabricated by pulsed-laser deposition
Journal of Physics D: Applied Physics
2013(           )
日本語
省エネ社会に向けた強相関トランジスタの可能性
MATERIAL STAGE
13 132013(           )
英語
A strained organic field-effect transistor with a gate-tunable
superconducting channel 査読有
Nat. Commun.
4 2379/01/012013(           )
ISI
英語
Magneto-photoluminescence of charged excitons from MgxZn1-
xO/ZnO heterojunctions 査読有
Phys. Rev. B
87 853122013(           )
ISI
英語
Rashba spin-orbit interaction in a MgxZn1-xO/ZnO two-
dimensional electron gas studied by electrically detected electron
spin resonance
査読有
87 2054112013(           )
ISI
英語
Robust Formation of Skyrmions and Topological Hall Effect
Anomaly in Epitaxial Thin Films of MnSi 査読有
Phys. Rev. Lett.
110 1172022013(           )
ISI
英語
Gate control of electronic phases in a quarter-filled manganite
査読有
Scientific Reports
3 2904/01/012013(           )
ISI
日本語
機能性有機分子をゲート材料とする新しい酸化物トランジスタ
月刊ディスプレイ
19 232013(           )
日本語
ZnOヘテロ構造を用いた光・電子素子応用への展望
電子情報通信学会誌3月号「酸化物エレクトロニクスの進展と将来展望」
2013(           )
. 低温電子物性学研究部門
英語
SPATIAL VARIATION OF TUNNELING SPECTRA IN (111)-
ORIENTED FILMS OF BORON-DOPED DIAMOND PROBED BY
STM/STS
査読有
Int. J. Mod. Phys. B
27 13620142013(           )
ISI
英語
Field-Induced CDW Phases in a Quasi-One-Dimensional Organic
Conductor, HMTSF-TCNQ Under Pressure of 1 GPa in Magnetic
Field of 31 T
査読有
J. Low Temp. Phys.
170 3772013(           )
ISI
英語
Evolution of the Electronic State through the Reduction Annealing
in Electron-Doped Pr1.3-xLa0.7CexCuO4+δ (x=0.10) Single Crystals:
Antiferromagnetism, Kondo Effect, and Superconductivity
査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
82 637132013(           )
ISI
英語
Effect of Magnetic Field on the Superconducting Phase in the
Electron-Doped Metallic Double-Chain Compound Pr2Ba4Cu7O15-δ 査読有
82 747062013(           )
ISI
英語
Relaxor ferroelectricity induced by electron correlations in a
melecular dimer Mott insulator 査読有
Phys. Rev. B
87 075107-12013(           )☆
ISI
英語
Interplane resistivity of isovalent doped BaFe2(As1-xPx)2
査読有
87 1045062013(           )
ISI
英語
Magnetic control of electric polarization in the
noncentrosymmetric compound (Cu, Ni)B2O4 査読有
87 1844162013(           )
ISI
英語
Narrowing of phonon spectrum induced by ultrafast charge
fluctuations in an organic dimer Mott insulator 査読有
88 1251012013(           )
ISI
英語
Cyclotron resonance study of quasiparticle mass and scattering
rate in the hidden-order and superconducting phases of URu2Si2 査読有
88 245131-12013(           )
ISI
英語
Collective Excitation of an Electric Dipole on a Molecular Dimer in
an Organic Dimer-Mott Insulator 査読有
Phys. Rev. Lett.
110 1064012013(           )☆
ISI
英語
Optical Conductivity Measurement of a Dimer Mott-Insulator to
Charge-Order Phase Transition in a Two-Dimensional Quarter-
Filled Organic Salt Compound
査読有
111 2178012013(           )☆
ISI
英語
Superconducting properties in bulk nanostructured niobium
prepared by high-pressure torsion 査読有
Physica C
493 1322013(           )
ISI
英語
Anomalous superfluid density in quantum critical superconductors
査読有
Proc. National Academy of Sciences of the United States of America
110 32932013(           )
ISI
英語
Electrical conductivity of PEDOT:PSS film prepared through
organic compound addition. 査読有
Trans. Mat. Res. Soc. Japan
38 3632013(           )
. 量子ビーム金属物理学研究部門
英語
High-energy magnetic excitations in underdoped La1.90Sr0.10CuO4
査読有
J. Korean Phys. Soc.
62 18362013(           )☆
ISI
英語
Ho-doping effect on incommensurate magnetic order in
La1.88Sr0.12CuO4 査読有
62 18402013(           )
ISI
英語
Anisotropic spin excitations in spin-Peierls CuGeO3
査読有
63 3332013(           )☆
ISI
英語
Residual-Charge Induced Memory Effect of Electric Polarization
in Multiferroic CuFe1-xGaxO2 as Seen via Polarized Neutron
Diffraction
査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
247062013(           )
ISI
英語
Neutron Brillouin Scattering with Pulsed Spallation Neutron
Source - Spin-Wave Excitations from Ferromagnetic Powder
Samples -
査読有
82 043001/12013(           )
ISI
英語
Temperature Dependence of Spin Excitations in the Frustrated
Spin Chain System CuGeO3 査読有
82 847082013(           )☆
ISI
英語
Dual Structure of Low-Energy Spin Fluctuations in
La1.80Sr0.14Ce0.06CuO4 査読有
82 1147072013(           )☆
ISI
英語
Basic Concepts of Polarisation Analysis of Neutron Chopper
Spectrometer, POLANO, at J-PARC 査読有
82 SA035(1)2013(           )
ISI
英語
Newly Proposed Inelastic Neutron Spectrometer POLANO
査読有
82 SA035(1)2013(           )
ISI
英語
Physical Properties of Double Perovskite-type Barium
Neodymium Osmate Ba2NdOsO6. 査読有
J. Solid State Chem.
197 2362013(           )
ISI
英語
Contamination from the next higher incident energy in inelastic
neutron scattering measurements with multiple incident energies
on chopper spectrometers,
査読有
Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. Sect. A
729 3652013(           )☆
ISI
その他外
Energy-dependent crossover from anisotropic to isotropic
magnetic dispersion in lightly doped La1.96Sr0.04CuO4 査読有
Phys. Rev. B
87 545082013(           )
ISI
その他外
Resonant inelastic x-ray scattering study of intraband charge
excitations in hole-doped high-T-c cuprates 査読有
87 1045112013(           )
ISI
英語
Broken relationship between superconducting pairing interaction
and electronic dispersion kinks in La2-xSrxCuO4 measured by
angle-resolved photoemission
査読有
88 2205032013(           )
ISI
英語
Damped soft phonons and diffuse scattering in (Bi1/2Na1/2)TiO3
査読有
641092013(           )
ISI
その他外
Spin-Stripe Density Varies Linearly With the Hole Content in
Single-Layer Bi2+xSr2-xCuO6+y Cuprate Superconductors 査読有
Phys. Rev. Lett.
110 170042013(           )
ISI
. 結晶欠陥物性学研究部門
英語
Improved Czochralski growth of germanium single crystals from a
melt covered by boron oxide 査読有
Acta Phys. Pol. A
124 2312013(           )
ISI
英語
Control of grain boundary propagation in mono-like Si: utilization
of functional grain boundaries 査読有
Appl. Phys. Express
6 025505-12013(           )☆
ISI
英語
Three-dimensional evaluation of gettering ability of Σ3{111} grain
boundaries in silicon by atom probe tomography combined with
transmission electron microscopy
査読有
Appl. Phys. Lett
103 102102/12013(           )☆
ISI
英語
Local current conduction due to edge dislocations in deformed
GaN studied by scanning spreading resistance microscopy 査読有
Euro. Phys. J. Appl. Phys.
61 10102-12013(           )☆
ISI
英語
Nanoindentation Hardness and Elastic Modulus of AlGaN Alloys
査読有
Extended abstracts of the 10th Conference on Lasers and Electro-Optics Pacific Rim (CLEO-PR)
(Kyoto, IEEE)
TuPH-32013(           )
英語
In situ observation of dislocation dynamics in AlN films
査読有
Extended abstracts of Electron Microscopy and Multiscale Modeling 2013
542013(           )
英語
Interstitial oxygen behavior for thermal double donor formation in
germanium: Infrared absorption studies 査読有
J. Appl. Phys.
113 073501-12013(           )☆
ISI
英語
Vacancy-type defects introduced by plastic deformation of GaN
studied using monoenergetic positron beams 査読有
114 084506/12013(           )☆
ISI
英語
p-type conductivity control of heteroepitaxially grown ZnO films
by  N and Te codoping and thermal annealing 査読有
J. Cryst. Growth
363 1902013(           )
ISI
英語
Growth of Si single bulk crystals with low oxygen concentrations
by the noncontact crucible method using silica crucibles without
Si3N4 coating
査読有
372 1212013(           )
ISI
英語
Constitutional supercooling in heavily As-doped Czochralski Si
crystal growth 査読有
393 2013(           )
ISI
英語
Czochralski growth of heavily indium-doped Si crystals and co-
doping effects of group-IV elements 査読有
393 452013(           )
ISI
英語
Slip systems in wurtzite ZnO activated by Vickers indentation on
{2-1-10} and {10-10} surfaces at elevated temperatures 査読有
393 1192013(           )
ISI
英語
Microstructure of striae in <0-441>-oriented lithium niobate
single crystal grown by Czochralski method 査読有
393 1712013(           )
ISI
英語
How to best measure atomic segregation to grain boundaries by
analytical transmission electron microscopy 査読有
J. Mater. Sci.
49 38982013(           )
ISI
英語
A novel constitutive model for semiconductors: The case of
silicon 査読有
J. Mech. Phys. Solids
61 24022013(           )
ISI
英語
Dislocation dynamics in SiGe alloys
査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
471 012002-12013(           )
英語
Influence of Isoelectronic Te Doping on the Physical Properties of
ZnO Films Grown by Molecular-Beam Epitaxy 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
52 055501-12013(           )
ISI
英語
Highly Stable GaN Photocatalyst for Producing H2 Gas from
Water 査読有
52 08JH042013(           )
ISI
英語
Investigation of Growth Mechanism for InGaN by Metal-Organic
Vapor Phase Epitaxy Using Computational Fluid Simulation 査読有
52 08JB132013(           )
ISI
英語
Effect of GaP and GaP/InGaP insertion layers on the structural
and optical properties of InP quantum dots grown by metal-
organic vapor phase epitaxy
査読有
Microelectron. Eng.
112 1432013(           )
ISI
日本語
太陽電池用の擬似単結晶シリコンインゴットの育成
オーム　ナノテク・材料科学
100 82013(           )
日本語
女性研究者活躍の場は拡大されたか？杜の都の女性研究者た
ち：自立し、共生し、未来を育み、サイエンスを拓く人材の育成
パリティ
28 642013(           )
日本語
東日本大震災から学んだこと、伝えなければならないこと：　一研
究者からのメッセージ
まてりあ
52 1462013(           )
日本語
非極性GaN 層中の微結晶粒の効率的な検出と今後の展望
査読有
52 2732013(           )
日本語
太陽電池用の擬似単結晶シリコンインゴットの育成
技術総合誌OHM 2013年6月号
82013(           )
日本語
会議報告　6th International Workshop on Crystalline Silicon Solar
Cells (CSSC6)
日本結晶成長学会誌
39 612013(           )
日本語
注目論文（Editors' choice）、その成績は？
日本物理学会誌
68 482013(           )
日本語
研究室紹介
Crystal Letters
52 642013(           )
. 金属組織制御学研究部門
英語
Direct measurement of carbon enrichment during austenite to
ferrite transformation in hypoeutectoid Fe-2Mn-C alloys 査読有
Acta Mater.
61 31202013(           )☆
ISI
英語
Crystallography of Surface Precipitates Associated with Shape
Change in a Ti-5.26wt%Cr alloy 査読有
61 76242013(           )
ISI
英語
Synergistic alloying effect on microstructural evolution and
mechanical properties of Cu precipitation-strengthened ferritic
alloys
査読有
61 77262013(           )
ISI
英語
Comparison of Variant Selection between Lenticular and Lath
Martensite Transformed from Deformed Austenite 査読有
ISIJ International
53 9152013(           )
ISI
英語
Variant selection of lath martensite and bainite transformation in
low carbon steel by ausforming 査読有
J. Alloys Compd.
557 S5282013(           )
ISI
英語
Microstructural evaluation of austenite reversion during
intercritical annealing of Fe-Ni-Mn martensitic steel 査読有
557 S5722013(           )
ISI
英語
Quantitative analysis of three-dimensional morphology of
martensite packets and blocks in iron-carbon-manganese steels 査読有
577 S5872013(           )
ISI
英語
Accumulative channel-die compression bonding (ACCB): a new
severe plastic deformation process to produce bulk
nanostructured metals
査読有
J. Mater. Process. Technol.
213 14122013(           )☆
ISI
日本語
ナノ析出組織による鉄鋼材料の高強度化
Journal of the JSTP
54 8732013(           )
英語
Microstructure and mechanical properties of nickel processed by
accumulative roll bonding 査読有
Mater. Sci. Eng. A
576 1602013(           )
ISI
英語
Effect of Titanium Carbide Inclusions on Morphology of Low-
Carbon Steel Martensite 査読有
Mater. Sci. Forum
738-339 252013(           )
日本語
Special Issue on Long-Period Stacking Ordered Structure and Its
Related Materials (I) PREFACE 査読有
Mater. Trans.
54 6312013(           )
ISI
英語
Discussion on strain accommodation associated with formation of
LPSO structure 査読有
54 6752013(           )
ISI
日本語
Foreword: Atomistic Effects in Migrating Interphase
Interfaces―Recent Progress and Future Study 査読有
Metall. Mater. Trans. A
44A 34342013(           )
ISI
英語
Crystallographic Analysis of Proeutectoid Ferrite/Austenite
Interface and Interphase Precipitation of Vanadium Carbide in
Medium-Carbon Steel
査読有
44A 34362013(           )☆
ISI
英語
Excess carbon enrichment in austenite during intercritical
annealing 査読有
44A 48722013(           )
ISI
英語
Volume fractions of proeutectoid ferrite / pearlite and their
dependence on prior austenite grain size in hypoeutectoid Fe-
Mn-C alloys
査読有
44A 54562013(           )
ISI
英語
Effects of α/γ orientation relationship on VC interphase
precipitation in low-carbon steels 査読有
Scr. Mater.
69 172013(           )☆
ISI
英語
Discovery of plate-shaped athermal ω phase forming pairs with
α′ martensite in a Ti-5.26 wt.% Cr alloy 査読有
69 7522013(           )
ISI
日本語
相界面析出組織を有するTi,Mo添加低炭素鋼の引張変形挙動
査読有
Tetsu To Hagane(鉄と鋼)
99 3522013(           )☆
ISI
日本語
ナノ析出組織による鉄鋼材料の高強度化
塑性と加工
54 8732013(           )
日本語
中炭素鋼ラスマルテンサイトの三次元構造
熱処理
51 972013(           )
. 計算材料学研究部門
その他外
Ferroelectric domains and diffuse transitions in ultrathin films of
PbTiO3: Effects of strain and electrodes 査読有
Phys. Rev. B
88 641022013(           )☆
ISI
その他外
Direct Molecular Dynamics Simulation of Electrocaloric Effect in
BaTiO3 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
82 1146052013(           )☆
ISI
. 材料照射工学研究部門
英語
Microstructural changes in a Russian-type reactor weld material
after neutron irradiation, post-irradiation annealing and　re-
irradiation studied by atom probe tomography and positron
annihilation spectroscopy
査読有
Acta Mater.
61 53262013(           )☆
ISI
英語
Three-Dimensional Dopant Characterization of Actual Metal-
Oxide-Semiconductor Devices of 65 nm Node by Atom Probe
Tomography
査読有
Appl. Phys. Express
6 465022013(           )☆
ISI
英語
Three-Dimensional Characterization of Deuterium Implanted in
Silicon Using Atom Probe Tomography 査読有
6 666022013(           )☆
ISI
英語
Three-dimensional evaluation of gettering ability of Σ3{111} grain
boundaries in silicon by atom probe tomography combined with
transmission electron microscopy
査読有
Appl. Phys. Lett
103 102102/12013(           )
ISI
英語
Atomic-scale characterization of germanium isotopic multilayers
by atom probe tomography 査読有
J. Appl. Phys.
113 261012013(           )☆
ISI
英語
Reaction of positronium with doped ions in silica-based glasses in
the size determination of subnanometer structural open spaces 査読有
114 1549042013(           )☆
ISI
英語
Effect of neutron irradiation on the microstructure of the
stainless steel weld overlay cladding of nuclear reactor pressure
vessels
査読有
J. Nucl. Mater.
443 2662013(           )☆
ISI
英語
Positron annihilation study of the Mg-Zn-Y alloys with long period
stacking ordered (LPSO) structures 査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
443 012029-12013(           )
日本語
３次元アトムプローブによる半導体ナノ構造の元素分布解析
査読有
J. Vac. Soc. Jpn.
56 3402013(           )
英語
Positron annihilation study of neutron-irradiated nuclear reactor
pressure vessel steels and their model alloy: Effect of purity on
the post-irradiation annealing behavior
査読有
Mater. Sci. Forum
733 2572013(           )☆
英語
Intergranular Segregation in the Pressure Vessel Steel of a
Commercial Nuclear Reactor Studied by Atom Probe Tomography 査読有
Mater. Trans.
54 21192013(           )
ISI
英語
New applications in atom probe tomography
査読有
Microscopy and Microanalysis
19 10222013(           )
ISI
日本語
引抜加工-時効処理したFe-36wt%Niインバー合金の格子欠陥と，
硬さ，熱膨張に及ぼすC，Vの影響 査読有
Tetsu To Hagane(鉄と鋼)
99 3802013(           )
ISI
日本語
3次元アトムプローブによる原子レベルの不純物元素分布解析-原
子炉材料から半導体デバイスまで-
エネルギーと動力2013年春季号
280 962013(           )
日本語
３次元アトムプローブによる半導体ナノ構造の元素分布解析
真空学会機関誌「真空」
56 3402013(           )
日本語
陽電子消滅および３次元アトムプローブによる原子炉圧力容器鋼
の照射脆化機構に関する研究 -フィンランド・ロビーザ炉監視試験
片を例として-
査読有
陽電子科学
1 412013(           )
. 原子力材料物性学研究部門
その他外
Three-Dimensional Characterization of Deuterium Implanted in
Silicon Using Atom Probe Tomography 査読有
Appl. Phys. Express
6 666022013(           )
ISI
その他外
A new facility for investigation on neutron irradiation effect on
superconducting properties of Nb3Sn strand for fusion magnet 査読有
Fusion Eng. Des.
88 15512013(           )
ISI
英語
Compositional Dependence of the Proton Conductivity of Anodic
ZrO2-WO3-SiO2 Nanofilms at Intermediate Temperatures 査読有
J. Electrochem. Soc.
160 10962013(           )
ISI
その他外
Competition between magnetic ordering and random spin freezing
in Dy2PtS3 査読有
J. Korean Phys. Soc.
62 22332013(           )
ISI
その他外
Recent results of divertor simulation research using an end-cell
of a large tandem mirror device 査読有
J. Nucl. Mater.
438 S7382013(           )
ISI
その他外
Thermal desorption of hydrogen from carbon and graphite at
elevated temperatures 査読有
438 S9632013(           )
ISI
その他外
Tritium trapping in silicon carbide in contact with solid breeder
under high flux isotope reactor irradiation 査読有
442 S4972013(           )
ISI
その他外
Desorption of hydrogen trapped in carbon and graphite
査読有
442 S7462013(           )
ISI
英語
Properties of deposited layer formed by interaction with Be
seeded D-He mixture plasma and tungsten 査読有
442 3132013(           )
ISI
英語
Recent research activities on functional ceramics for insulator,
breeder and optical sensing systems in fusion reactors 査読有
442 5012013(           )☆
ISI
英語
Evaluation of the surface morphologies and erosion/deposition
profiles on the LHD first-wall by using toroidal array probes 査読有
442 8732013(           )
ISI
英語
Ion-induced luminescence and damage process of LiTaO3
査読有
Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. Sect. B
315 1492013(           )☆
ISI
英語
Damage and recovery processes for the luminescence of
irradiated PEN films 査読有
315 1572013(           )
ISI
英語
Reducing structural change in aluminum coated polyethylene
naphthalate foils during MeV proton irradiation 査読有
Vacuum
89 1532013(           )
ISI
その他外
Effects of ion beam surface modification on water absorption
characteristics of perfluorosulfonic acid membranes 査読有
89 2252013(           )
ISI
. 原子力材料工学研究部門
日本語
高耐摩耗・放射線遮蔽コーティング技術の開発
査読有
Fine Ceram. Report
31 422013(           )
日本語
放射線遮蔽・環境調和性コーティング技術
査読有
Isotope News
706 2013(           )
英語
Effect of yttrium on dynamic strain aging of vanadium alloys
査読有
J. Nucl. Mater.
442 S3412013(           )
ISI
英語
Defect clusters formed from large collision cascades in fcc metals
irradiated with spallation neutrons 査読有
442 S7682013(           )
ISI
英語
One-dimensional motion of interstitial clusters in iron-based
binary alloys observed using a high voltage electron microscope 査読有
1802013(           )
ISI
英語
Corrosion behavior of 9Cr-ODS steel in stagnant liquid lithium
and lead-lithium at 873 K 査読有
443 2002013(           )
ISI
英語
Effect of neutron irradiation on the microstructure of the
stainless steel electroslag weld overlay cladding of nuclear
reactor pressure vessels
査読有
443 2662013(           )
ISI
英語
Effect of strain rate on deformation mechanism for ultrafine-
grained interstitial-free steel 査読有
Mater. Sci. Eng. A
576 2672013(           )
ISI
英語
Grain boundary sliding during low temperature creep of ultrafine
and coarse grained aluminum 査読有
Mater. Sci. Forum
735 172013(           )
英語
Modeling of fluctuating interaction energy between a gliding
interstitial cluster and solute atoms in random binary alloys 査読有
Philos. Mag.
93 16522013(           )
ISI
英語
Direct Observation of Solute-dislocation Interaction on Extended
Edge Dislocation in Irradiated austenitic stainless steel 査読有
Philos. Mag. Lett.
94 182013(           )
ISI
英語
Fusion Neutron Effects - Estimation using Ion Irradiation
Technique 査読有
Proc. 20th ANS Topical Meeting on the Technology of Fusion Energy
2013(           )
. 電子材料物性学研究部門
英語
Key Factors for Metal Organic Chemical Vapor Deposition of
InGaN Films with High InN Molar Fraction 査読有
Appl. Mech. Mater.
341 2042013(           )
英語
Analysis of Electronic Structures of Nitrogen δ-Doped GaAs
Superlattices for High Efficiency Intermediate Band Solar Cells 査読有
IEEE J. Photovolt.
3 12872013(           )
ISI
英語
Growth Temperature Dependence of Phase Purity in InN Grown
by Pressurized Reactor MOVPE 査読有
J. Appl. Phys.
2013(           )
ISI
英語
Photoluminescence properties of InGaAsN films on Ge(001)
vicinal substrates 査読有
J. Cryst. Growth
370 462013(           )
ISI
英語
Molecular beam epitaxy of ErGaAs alloys on GaAs (001)
substrates 査読有
378 852013(           )
ISI
英語
RF-MBE growth of cubic AlN on MgO (001) substrates via 2-step
c-GaN buffer layer 査読有
378 3072013(           )
ISI
英語
AlN/air distributed Bragg reflector by GaN sublimation from
microcracks of AlN 査読有
2013(           )
ISI
英語
Homoepitaxy of ZnO and MgZnO Films at 90 ℃
査読有
J. Solid State Chem.
2013(           )
ISI
英語
Fabrication of InGaN/GaN multiple quantum wells on (1-101) GaN
査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
52 2013(           )
ISI
英語
Growth of GaN on Si(111) Substrates via a Reactive-Sputter-
Deposited AlN Intermediate Layer 査読有
52 08JB16-12013(           )
ISI
英語
Conversion Efficiency of Intermediate Band Solar Cell with GaAs:
N δ-Doped Superlattices 査読有
52 102302-12013(           )
ISI
英語
Effects of low energy e-beam irradiation on cathodoluminescence
from GaN 査読有
phys. stat. sol. (a)
210 3832013(           )
ISI
英語
Pyrolysis of dimethylhydrazine for the MOVPE growth of GaN and
InN monitored by in-situ quadrupole mass spectroscopy 査読有
phys. stat. sol. (c)
10 4052013(           )
英語
Investigation of indium incorporation into InGaN by nitridation of
sapphire substrate in MOVPE 査読有
10 4172013(           )
英語
AlGaN/GaN MIS-gate HEMTs with SiCN gate stacks
査読有
10 7902013(           )
英語
Biexciton emission from single isoelectronic traps formed by
nitrogen-nitrogen pairs in GaAs 査読有
Proc. 31st International Conference on the Physics of Semiconductors (ICPS) 2012
1566 5382013(           )
英語
Defects generation and annihilation in GaN grown on patterned
silicon substrate 査読有
Proc. SPIE
8625 2013(           )
英語
Optical Properties of InN films Grown by Pressurized-reactor
Metalorganic Vapor Phase Epitaxy 査読有
Thin Solid Films
536 1522013(           )☆
ISI
. ランダム構造物質学研究部門
英語
Characterization of free volume in cold-rolled Zr55Cu30Ni5Al10 bulk
metallic glasses 査読有
Acta Mater.
61 32242013(           )☆
ISI
英語
Static disorders of atoms and experimental determination of
Debye temperature in  pyrope: Low- and high-temperature
single-crystal X-ray diffraction study―Reply ―Reply
査読有
Am. Miner.
98 7832013(           )
ISI
英語
Structure of ε16 phase in Al-Pd-Co system studied by HREM
and X-ray diffraction 査読有
Aperiodic Crystals 2012 Proc.
2312013(           )
英語
Structure of τ2-Al3Co, a monoclinic approximant of the Al-Co
decagonal quasicrystal. 査読有
2372013(           )☆
英語
Growth of Ce-doped Ba3Gd(BOe)3 and Sr3Gd(BO3)3 single crystals
by micro-pulling-down method and analysis of luminescence
propertes
査読有
J. Cryst. Growth
362 1452013(           )
ISI
英語
Valence state and scintillation properies of Ce-doped Sr3Y(BO3)3
crystal 査読有
362 2962013(           )
ISI
日本語
ペロブスカイト型YRh3Bのホウ素不定比と性質に関する研究
査読有
J. Flux Growth
8 122013(           )
ISI
英語
The structure of hydrated copper-silicate gels, an analogue
compound for natural chrysocolla 査読有
J. Mineral. Petrol. Sci.
108 1112013(           )☆
ISI
英語
Local structure of iron in tektites and natural glass: An insight
through X-ray absorption fine structure spectroscopy 査読有
108 2882013(           )☆
ISI
英語
Pd-based metallic glass with a low glass transition temperature
査読有
J. Non-Cryst. Solids
359 462013(           )
ISI
英語
Site Determination of Sr in Sr3YB3O9 Crystals by Anomalous X-
ray Scattering 査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
accepted 2013(           )
英語
Temperature dependence of pre-edge features in Ti K-edge
XANES spectra for ATiO3 (A = Ca and Sr), A2TiO4 (A = Mg and
Fe), TiO2 rutile and TiO2 anatase
査読有
J. Synchrotron Radiat.
20 6412013(           )
ISI
英語
Crystal Structure and Pseudo-Mackay Clusters of R-AIPdCo
査読有
Mater. Trans.
54 13852013(           )☆
ISI
英語
COOLING HISTORY OF ALMAHATA SITTA UREILITE AS
INFERRED FROM TRANSMISSION ELECTRON MICROSCOPY
OF IRON METAL
査読有
Meteoritics & Planetary Science
48 A2472013(           )
ISI
英語
Extent and feature of lattice distortions around Ga impurity atoms
in InSb single crystal 査読有
Phys. Rev. B
87 941042013(           )
ISI
日本語
原子分解能ホログラフィー
日本物理学会誌
68 2172013(           )
日本語
(155) 蛍光Ｘ線ホログラフィー：回折実験による構造解析の矛盾解
析の矛盾とその解決
表面科学
34 5922013(           )
日本語
蛍光Ｘ線ホログラフィーによる局所格子歪みの評価
放射光
26 1952013(           )
. 生体材料学研究部門
英語
Deformation-induced ω phase in modified Ti-29Nb-13Ta-4.6Zr
alloy by Cr addition 査読有
Acta Biomater.
9 80272013(           )☆
ISI
英語
ω Transformation in cold-worked Ti-Nb-Ta-Zr-O alloys with low
body-centered cubic phase stability and its correlation with their
elastic properties
査読有
Acta Mater.
61 1392013(           )
ISI
英語
White-ceramic conversion on Ti-29Nb-13Ta-4.6Zr surface for
dental applications 査読有
Adv. Mater. Sci. and Eng.
Article ID2013(           )
ISI
英語
Dental materials
Advances in Biomaterials Science and Biomedical Applications
5152013(           )
英語
Plasma Interactions with AminoAcid (L-Alanine) as a Basis of
Fundamental Processes in Plasma Medicine 査読有
Cur. Appl. Phys.
13 S592013(           )
ISI
英語
Experimental application of pulsed laser-induced water jet for
endoscopic submucosal dissection: mechanical investigation and
preliminary experiment in swine
査読有
Dig. Endosc.
25 2552013(           )
ISI
英語
Influence of Alloy Elements on the Osteoconductivity of Anodized
Ti-29Nb-13Ta-4.6Zr Alloy 査読有
J. Biomaterials and Nanobiotechnology
4 2292013(           )
ISI
英語
Improvement of adhesive strength of segmented polyurethane on
Ti-29Nb-13Ta-4.6Zr alloy through H2O2 treatment for biomedical
applications
査読有
J. Biomed. Mater. Res. Part B Appl. Biomater
101B 7762013(           )
ISI
日本語
低コスト型生体用Ti-Mn系二元合金の力学的特性と生体親和性
査読有
J. Jpn. Inst. Met.(日本金属学会誌)
77 2532013(           )
ISI
日本語
摩擦攪拌プロセスによる生体用β型Ti-29Nb-13Ta-4.6Zr合金の
表面改質層と機械的性質 査読有
77 5432013(           )
ISI
英語
Enhancement of adhesive strength of hydroxyapatite films on Ti
-29Nb-13Ta-4.6Zr by surface morphology control 査読有
J. Mech. Behav. Biomed. Mater.
18 2322013(           )
ISI
英語
Investigations on Plasma-Biomolecules Interactions as
Fundamental Process for Plasma Medicine 査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
2013(           )
英語
Functionalization of Multiwalled Carbon Nanotubes by Solution
Plasma Processing in Ammonia Aqueous Solution and Preparation
of Composite Material with Polyamide 6
査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
52 1251012013(           )
ISI
英語
Corrosion resistance of Ti-29Nb-13Ta-4.6Zr alloy in a fluoride-
containing solution 査読有
Key Eng. Mater.
529-530 5842013(           )
英語
Research and development of low-cost titanium alloys for
biomedical applications 査読有
551 1332013(           )
英語
The estimation of corrosion behavior of new TiNbTaZr alloys for
biomedical applications 査読有
Mater. Corrs.
2013(           )
ISI
英語
Mechanical properties of a medical β-type titanium alloy with
specific microstructural evolution through high pressure torsion 査読有
Mater. Sci. Eng. C
33 24992013(           )☆
ISI
英語
Comparison of mechanical properties of a biomedical β Titanium
alloy added with pure rare earth and rare earth oxides 査読有
Mater. Sci. Forum
750 1472013(           )
英語
Tensile and fatigue properties of carbon-solute-strengthened (α
+β)-type titanium alloy 査読有
Mater. Trans.
54 1692013(           )
ISI
英語
Development of High Modulus Ti-Fe-Cu Alloys for Biomedical
Applications 査読有
54 5742013(           )
ISI
英語
Relationship between Microstructures and Mechanical Properties
in Ti-4.5Al-2Mo-1.6V-0.5Fe-0.3Si-0.03C for Next-Generation
Aircraft Applications
査読有
54 7832013(           )
ISI
英語
Special Issue on New Functions and Properties of Engineering
Materials Created by Designing and Processing II, PREFACE 査読有
54 12412013(           )
ISI
英語
Special Issue on Advanced Materials Development and Integration
of Novel Structured Metallic and Inorganic Materials, ―Selected
Papers from the 3rd Advanced Materials Development and
Integration of Novel Structured Metallic and Inorganic Materials
査読有
54 13132013(           )
ISI
英語
Solution Process for Synthesizing Bioactive Nano-Mesh Layer on
Ti-Based Bulk Metallic Glasses 査読有
54 13432013(           )
ISI
英語
Effect of Oxide Particles Formed through Addition of　Rare-Earth
Metal on Mechanical Properties of Biomedical β-Type Titanium
Alloy
査読有
54 13612013(           )
ISI
英語
Improvement of Tensile and Fatigue Properties of β-Titanium
Alloy while Maintaining Low Young’s Modulus through Grain
Refinement and Oxygen Addition
査読有
54 20002013(           )
ISI
英語
Effects of Alloying Elements on the HAp Formability on Ti Alloys
after Alkali Treatment 査読有
2013(           )☆
ISI
英語
Microstructure and fatigue properties of double-sided friction stir
welded Ti-4.5Al-2.5Cr-1.2Fe-0.1C alloy plate for aerospace
applications
査読有
Proc. 1st International Joint Symposium on Joining and Welding
4292013(           )
英語
Mechanical Properties of Low-Cost Beta-Type Ti-Mn Alloys
Fabricated by Metal Injection Molding 査読有
Proc. 8th Pacific Rim International Congress on Advanced Materials and Processing
11152013(           )
英語
Microstructural control and mechanical properties of low-cost
titanium alloys for next generation aircrafts 査読有
CD-ROM 11312013(           )
英語
Mechanical properties of Ti-12Cr alloy with self-tunable Young's
modulus for use in spinal fixation devices 査読有
CD-ROM 15412013(           )
英語
Deformation induced changeable Young's modulus in ternary Ti-
Cr-O alloys for spinal fixation applications 査読有
CD-ROM 16352013(           )
英語
Heterogeneous grain refinement of biomedical Ti-29Nb-13Ta
-4.6Zr alloy through high-pressure torsion 査読有
Scientia Iranica
20 10672013(           )
ISI
日本語
弾性率制御を基軸とした高力学的生体適合化チタン合金
査読有
まてりあ
52 2192013(           )
日本語
特集　バイオマテリアルの高機能化技術最前線  -生体組織／生
体材料の異方性制御から考える- , メタルバイオマテリアルの高機
能化と異方性
機能材料
33 52013(           )
日本語
チタンの元素戦略と用途開発
軽金属
63 212013(           )
日本語
(1803)高強度チタン合金の研究・開発の現状と課題
耐熱金属材料123委員会研究報告
54 3312013(           )
日本語
トランペットのチタン合金製マウスピースの形状による振動・音響
特性 査読有
日本機械学会論文集
79 22402013(           )
日本語
骨-インプラント間の弾性率差による骨形態変化
日本骨形態計測学会雑誌
23 232013(           )
. 超構造薄膜化学研究部門
英語
Control of Charge-Transfer in Donor/Acceptor Metal-Organic
Frameworks 査読有
Acc. Chem. Res.
46 2482013(           )☆
ISI
英語
CO2 superabsorption in a paddlewheel-type Ru dimer chain
compound: Gate-open performance dependent on inter-chain
interaction
査読有
Chem. Commun.
49 15942013(           )☆
ISI
英語
Polyoxometalate-based frameworks with a linker of paddlewheel
dirughenium(II, III) complexes 査読有
CrystEngComm
48522013(           )
ISI
英語
Modification of charge transfer in a two-dimensional
donor/acceptor framework by the insertion of another donor-type
molecule into electronegative interlayer pockets
査読有
Dalton Trans.
42 158982013(           )☆
ISI
英語
Axial-Site Modifications of Paddlewheel Diruthenium(II,II)
complexes Supported by Hydrogen Bonding 査読有
Inorg. Chem.
52 99082013(           )
ISI
英語
Carrier Concentration Dependent Conduction in Insulator-Doped
Donor/Acceptor Chain Compounds 査読有
J. Am. Chem. Soc.
135 177152013(           )☆
ISI
英語
Selective NO trapping in the Pores of Chain-Type Complex
Assemblies Based on Electronically Activated Paddlewheel-Type
[Ru2II,II]/[Rh2II,II] Dimers
査読有
135 184692013(           )☆
ISI
英語
Microporous Structures Having Phenylene Fin: Significance of
Substituent Groups for Rotational Linkers in Coordination
Polymers
査読有
Microporous Mesoporous Mater.
2013(           )
ISI
英語
Donor/acceptor neutral aggregation of a paddlewheel-type [Ru2II,
II] complex and TCNQ 査読有
Polyhedron
12132013(           )
ISI
英語
Shape-Memory Nanopores Induced in Coordination Frameworks
by Crystal Downsizing 査読有
Science
339 1932013(           )
ISI
. 非平衡物質工学研究部門
英語
Nanoporous palladium fabricated from an amorphous
Pd42.5Cu30Ni7.5P20 precursor and its ethanol electro-oxidation
performance
査読有
Electrochim. Acta
108 5122013(           )
ISI
英語
Entropies in alloy design for high-entropy and bulk glassy alloys
査読有
Entropy
15 38102013(           )
ISI
英語
Shear banding behavior and fracture mechanisms of
Zr55Al10Ni5Cu30 bulk metallic glass in uniaxial compression analyzed
using a digital image correlation method
査読有
Intermetallics
32 212013(           )
ISI
英語
Kinetics of formation and coarsening of nanoporous alpha-
titanium dealloyed with Mg melt 査読有
J. Appl. Phys.
114 1135032013(           )
ISI
英語
3D morphological evolution of porous titanium by x-ray micro-
and nano-tomography 査読有
J. Mater. Res.
28 24442013(           )
ISI
英語
Effect of Cobalt Microalloying on the Glass Forming Ability of Ti-
Cu-Pd-Zr Metallic Glass 査読有
J. Non-Cryst. Solids
379 1552013(           )
ISI
英語
Solid Argon Precipitation in a Metallic Glass: Does Free-Volume
Help? 査読有
Mater. Res. Lett.
2013(           )
英語
Correlation between the enhanced plasticity of glassy matrix
composites and the intrinsic mechanical property of
reinforcement
査読有
Mater. Sci. Eng. A
560 402013(           )
ISI
英語
Mg-based metallic glass matrix composite with in situ porous
titanium despersoids by dealloying in metallic melt 査読有
582 762013(           )
ISI
英語
Preparation of the catalyst for methanol steam reforming from
Cu-Zr amorphous alloys 査読有
Mater. Sci. Forum
761 72013(           )
英語
Electrochemical Properties of Porous Pd-Based Bulk Metallic
Glasses 査読有
Mater. Trans.
54 13472013(           )
ISI
英語
ZrCu-based Metallic Glass Matrix Composites with Ta Dispersoid
by In Situ Dealloying Method 査読有
54 14162013(           )
ISI
英語
Non-Monotonic Aging Temperature Dependence of
Superelasticity of Ti72Nb15Zr10Al3 Quaternary Alloy 査読有
54 15022013(           )
ISI
英語
Alloy Designs of High-Entropy Crystalline and Bulk Glassy Alloys
by Evaluating Mixing Enthalpy and Delta Parameter for Quinary to
Decimal Equi-Atomic Alloys
査読有
2013(           )
ISI
英語
Enhanced Mechanical Properties by Cyclic Compression in
TiNb/Zr-Based Metallic Glassy Composite 査読有
Metall. Mater. Trans. A
44A 45952013(           )
ISI
英語
Viscous flow of Cu55Zr30Ti10Co5 bulk metallic glass in glass-
transition and semi-solid regions 査読有
Scr. Mater.
68 2192013(           )
ISI
英語
Surface-activated supercooled liquid brazing
査読有
68 6992013(           )
ISI
英語
Three-dimensional open-cell macroporous iron, chromium and
ferritic stainless steel 査読有
68 7232013(           )
ISI
英語
High power diode laser cladding of Fe-Co-B-Si-C-Nb amorphous
coating: Layered microstructure and properties 査読有
Surf. Coat. Technol.
235 6992013(           )
ISI
日本語
卑・半金属およびそれらの合金によるオープンセル型ポーラス材
料の開発 査読有
まてりあ
52 3952013(           )
日本語
Pd42.5Ni7.5Cu30P20金属ガラスの動的緩和挙動
査読有
粉体および粉末冶金
60 2282013(           )
. 磁性材料学研究部門
英語
Fabrication of highly L10-ordered FePt thin films by low-
temperature rapid thermal annealing 査読有
APL Mater.
1 032117-12013(           )
ISI
英語
Anomalous Nernst Effect in L10-FePt/MnGa Thermopiles for New
Thermoelectric Applications 査読有
Appl. Phys. Express
6 330032013(           )
ISI
その他外
Tetragonal D0(22) Mn3+xGe Epitaxial Films Grown on MgO(100)
with a Large Perpendicular Magnetic Anisotropy 査読有
6 1230022013(           )
ISI
英語
Nuclear magnetic resonance reveals structural evolution upon
annealing in epitaxial Co2MnSi Heusler films 査読有
Appl. Phys. Lett
102 242404-12013(           )
ISI
英語
Fast magnetization precession for perpendicularly magnetized
MnAlGe epitaxial films with atomic layered structures 査読有
103 1424052013(           )
ISI
英語
Characteristic field angular dependence of magnetization
switching assisted by spin wave excitation 査読有
103 122403-12013(           )☆
ISI
英語
Magnetization damping of an L10-FeNi thin film with perpendicular
magnetic anisotropy 査読有
103 242409-12013(           )☆
ISI
英語
Magnetoresistance Enhancement in MnxGa100-x/MgO/CoFeB
Perpendicular Magnetic Tunnel Junctions by Using CoFeB
Interlayer
査読有
IEEE Trans. Magn.
49 43392013(           )
ISI
英語
Fabrication of Fully-Epitaxial Co2MnSi/Ag/Co2MnSi Giant
Magnetoresistive Devices by Elevated Temperature Deposition 査読有
49 54642013(           )
ISI
英語
High power radio frequency oscillation by spin transfer torque in a
Co2MnSi layer: Experiment and macrospin simulation 査読有
J. Appl. Phys.
113 033907-12013(           )
ISI
英語
Magnetic and transport properties of tetragonal- or cubic-
Heusler-type Co-substituted Mn-Ga epitaxial thin films 査読有
113 17C723-12013(           )
ISI
英語
Nanoscale characterization of FeNi alloys processed by high-
pressure torsion using photoelectron emission microscope 査読有
114 143905-12013(           )
ISI
その他外
Tunneling magnetoresistance effect in MnGa based perpendicular
magnetic tunnel junction with Fe/Co interlayer 査読有
114 1639132013(           )
ISI
英語
Relationship between the Microstructure and the Magnetic
Properties of Nano-scale Magnetic Particles Formed in a Cu-10
at% Ni-5 at% Co Alloy
査読有
J. Korean Phys. Soc.
2013(           )
ISI
英語
Origin of strong magnetic anisotropy in L10-FeNi probed by
angular-dependent magnetic circular dichroism 査読有
J. Magn. Magn. Mater.
326 2352013(           )
ISI
英語
Current-induced spin polarization on a Pt surface: A new
approach using spin-polarized positron annihilation spectroscopy 査読有
342 1392013(           )
ISI
英語
Magnetic properties of L1(0)-Mn57Ga43/Co bilayer films with
different Co thicknesses 査読有
346 532013(           )
ISI
英語
Synthesis and Characterization of L10-FeNi Powders
査読有
J. Magn. Soc. Jpn.
37 1982013(           )
英語
Transport and magnetic properties of fully-epitaxial
superconducting NbN/half-metallic Heulser alloy Co2MnSi bilayer
films
査読有
37 2222013(           )
英語
Magnetic Nanoparticles: A Subject for Both Fundamental
Research and Applications (Review Article) 査読有
J. Nanomaterials
2013 952540-12013(           )
ISI
英語
Ion-irradiation enhancement of materials degradation in Fe-Cr
single crystals detected by magnetic technique 査読有
J. Nucl. Mater.
442 S8612013(           )
ISI
英語
Magnetic tunnel junctions of perpendicularly magnetized L1(0)-
MnGa/Fe/MgO/CoFe structures: Fe-layer-thickness
dependences of magnetoresistance effect and tunnelling
conductance spectra
査読有
J. Phys. D: Appl. Phys.
46 1550012013(           )
ISI
英語
Voltage-induced coercivity change in FePt/MgO stacks with
different FePt thicknesses 査読有
46 285002-12013(           )
ISI
英語
Characterization of MgO Thin Films Grown on Carbon Materials
by Molecular Beam Epitaxy 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
52 070208-12013(           )
ISI
英語
Magneto-Optical Properties and Size Effect of Ferromagnetic
Metal Nanoparticles 査読有
52 073003-12013(           )
ISI
英語
Observation of a large spin-dependent transport length in organic
spin valves at room temperature 査読有
Nat. Commun.
4 13922013(           )
ISI
英語
Spin Wave-Assisted Reduction in Switching Field of Highly
Coercive Iron-Platinum Magnets 査読有
4 1726-12013(           )☆
ISI
英語
Interface tailoring effect on magnetic properties and their
utilization in MnGa-based perpendicular magnetic tunnel junctions 査読有
Phys. Rev. B
87 1844262013(           )
ISI
英語
Nonlinear Emission of Spin-Wave Caustics from an Edge Mode of
a Microstructured Co2Mn0.6Fe0.4Si Waveguide 査読有
Phys. Rev. Lett.
110 672012013(           )
ISI
英語
Significant surface flattening effect by Au addition for Cu growth
on Cu3Au(001) 査読有
Surf. Sci.
2013(           )
ISI
日本語
高い磁気異方性を有するL10型FePtおよびL10型FeNi規則合金薄
膜
セラミックス
48 4042013(           )
. 結晶材料化学研究部門
英語
Fabrication of Quasi-Phase-Matching Structure during
Paraelectric Borate Crystal Growth 査読有
Appl. Phys. Express
6 015501-12013(           )☆
ISI
英語
Evaluation of crystalline silicon solar cells by current-modulating
four-point-probe method 査読有
Appl. Phys. Lett
103 043903-12013(           )
ISI
英語
Improvement of Crystal Quality for Tetragonal Hen-Egg White
Lysozyme Crystals under Application of an External AC Electric
Field
査読有
J. Appl. Crystallogr.
46 252013(           )☆
ISI
英語
Electrical conduction mechanism in La3Ta0.5Ga5.3Al0.2O14 single
crystals 査読有
J. Appl. Phys.
114 2241012013(           )☆
ISI
英語
Growth of congruent-melting lithium tantalate crystal with
stoichiometric structure by MgO doping 査読有
J. Cryst. Growth
383 632013(           )☆
ISI
英語
Impurity partitioning during colloidal crystallization
査読有
J. Phys. Chem. B
117 52892013(           )☆
ISI
英語
Vortex Magnetic Structure in Framboidal Magnetite Reveals
Existence of Water Droplets in an Ancient Asteroid 査読有
Nat. Commun.
4 26492013(           )
ISI
英語
Germanium-doped Czochralski silicon: a novel material for solar
cells 査読有
phys. stat. sol. (c)
10 17462013(           )
英語
The effect of grain boundary characteristics on morphology of the
crystal/melt interface of multicrystalline silicon 査読有
Scr. Mater.
69 2662013(           )☆
ISI
英語
Grown-in microdefects and photovoltaic characteristics of heavily
Ge co-doped Czochralski-grown p-type silicon crystals 査読有
69 6862013(           )
ISI
日本語
タンパク質結晶の弾性定数
日本結晶成長学会誌
40 1262013(           )
日本語
交流電場を利用したタンパク質核形成過程の制御 40 982013(           )
. 水素機能材料工学研究部門
英語
Synthesis and formation process of Al2CuHx: A new class of
interstitial aluminum-based alloy hydride 査読有
APL Mater.
1 032113-12013(           )☆
ISI
英語
Formation process of perovskite-type hydride LiNiH3: In situ
synchrotron radiation X-ray diffraction study 査読有
Appl. Phys. Lett
102 091901-12013(           )☆
ISI
英語
Unusual sevenfold coordination of Ru in complex hydride Na3RuH7:
Prospect for formation of [FeH7]3- anion 査読有
103 113903-12013(           )☆
ISI
英語
Biased interface between a solid ion conductor LiBH4 and lithium
metal: A first-principles molecular dynamics study 査読有
103 133903-12013(           )☆
ISI
英語
Synthesis and crystal structure analysis of complex hydride Mg
(BH4)(NH2) 査読有
Int. J. Hydrogen Energy
38 67302013(           )
ISI
英語
Special issue on Journal of Alloys and Compounds (MH2012),
Preface
J. Alloys Compd.
580 S12013(           )
英語
Dehydrogenation properties and crystal structure analysis of Mg
(BH4)(NH2) 査読有
580 S852013(           )
ISI
英語
Sodium and magnesium ionic conduction in complex hydrides
査読有
580 S982013(           )
ISI
英語
Hexavalent hydrogen complex in hypothetical Y2CrH6
査読有
580 S2742013(           )
ISI
英語
Comparative study on the reversibility of pure metal borohydrides
査読有
580 S2922013(           )
ISI
英語
Li-Fe系錯体水素化物Li4FeH6の合成予測
査読有
J. Jpn. Inst. Met.(日本金属学会誌)
77 6042013(           )
ISI
英語
TiCl3添加によるマグネシウムボロハイドライドMg(BH4)2 の水素放
出反応の低温化効果 査読有
77 6272013(           )
ISI
英語
Effect of heat treatment on the lithium ion conduction of the
LiBH4-LiI solid solution 査読有
J. Phys. Chem. C
117 32492013(           )
ISI
英語
Thermodynamical stability of complex transition metal hydrides
M2FeH6 査読有
117 80142013(           )
ISI
英語
All-solid-state lithium battery with LiBH4 solid electrolyte
査読有
J. Power Sources
226 612013(           )
ISI
英語
Dehydriding property of LiBH4 combined with Mg2FeH6
査読有
Mater. Trans.
54 15322013(           )
ISI
英語
Density-functional study of perovskite-type hydride LiNiH3 and
its synthesis: Mechanism for formation of metallic perovskite 査読有
Phys. Rev. B
87 125134-12013(           )☆
ISI
英語
Formation of an Fe-H complex anion in YFe2: adjustment of
imbalanced charge by using additional Li as an electron donor 査読有
RSC Advances
3 10132013(           )
ISI
英語
Development of liquid, high capacity hydrogen carriers
査読有
Abstract of Papers of the American Chemical Society
245 724-ENFL2013(           )
. 先端結晶工学研究部
英語
Czochralski Growth and Properties of Scintillating Crystals
査読有
Acta Phys. Pol. A
124 2502013(           )
ISI
英語
Submicron-diameter phase-separated scintillator fibers for high-
resolution X-ray imaging 査読有
Appl. Phys. Lett
102 519072013(           )
ISI
英語
Scintillation characteristics of LiCaAlF6-based single crystals
under X-ray excitation 査読有
102 161907-12013(           )
ISI
英語
Vacuum ultraviolet light emitting device consisting of Nd3+:LuF3
thin film as phosphor
Conference on Lasers and Electro-Optics/Pacific Rim
TuPK-2_12013(           )
英語
Luminescence and lifetime properties of Nd3+:LaF3 thin films
grown by pulsed laser deposition
WPE-13_12013(           )
英語
Optical properties of Ce3+:LiCaAlF6 thin films prepared by pulsed
laser deposition
WPE-16_12013(           )
英語
Multichannel down-scattered neutron detector for areal density
measurement 査読有
EPJ Web of Conferences
59 13011-12013(           )
英語
Luminescent properties of RE2O3 (RE = Lu, Sc, Y) singlecrystals
and ceramics 査読有
Eur. Phys. J. B
86 1993/01/012013(           )
ISI
その他外
Annealing effects for Ca3NbGa3Si2O14 piezoelectric single crystals
grown by micro-pulling-down method 査読有
Ferroelectrics
455 12013(           )
ISI
その他外
Fabrication and physical properties of Ca3Nb(Ga1-xAlx)3Si2O14
piezoelectric materials 査読有
456 1072013(           )
ISI
英語
Effects of growth atmosphere on crystal growth and optical
properties for Ca3NbGa3Si2O14 single crystals 査読有
449 1472013(           )
ISI
英語
Temperature Dependence of Neutron-Gamma Discrimination
Based on Pulse Shape Discrimination Technique in a Ce:LiCaAlF6
Scintillator
査読有
IEEE Trans. Nucl. Sci.
60 9592013(           )
ISI
英語
Crystal growth and scintillation properties of Ce-doped K2NaLuF6
査読有
60 10242013(           )
ISI
英語
Growth of Ce-doped Ba3Gd(BO3)3 and Sr3Gd(BO3)3 single crystals
by micro-pulling-down method and analysis of luminescence
properties
査読有
J. Cryst. Growth
362 1452013(           )
ISI
英語
Crystal growth and luminescence properties of Cr-doped YAlO3
single crystals 査読有
362 1572013(           )
ISI
英語
Micro-pulling down method-grown Er3+:LiCaAlF6 as prospective
vacuum ultraviolet laser material 査読有
362 1672013(           )
ISI
英語
Growth and scintillation properties of Nd-doped Lu3Al5O12 single
crystals by Czochralski and micro-pulling-down methods 査読有
362 1782013(           )
ISI
英語
The control of mean ionic radius at Y site by Lu co-doping for Ce:
LiYF4 single crystals 査読有
362 2432013(           )
ISI
英語
Valence state of dopant and scintillation properties of Ce-doped
Sr3Y(BO3)3 crystal 査読有
362 2962013(           )
ISI
英語
Crystal growth of Eu:SrI2 single crystals by micro-pulling-down
method and the scintillation properties 査読有
375 492013(           )
ISI
英語
Preparation and characterization of pure and Pr(III)-doped lead
chloride single crystals grown by modified micro-pulling-down
method
査読有
375 572013(           )
ISI
英語
Simulation of Gas Avalanche in a Micro Pixel Chamber using
Garfield++ 査読有
J. Instrum.
2013(           )
ISI
英語
Effect of the Pr3+ → Gd3+ energy transfer in multicomponent
garnet single crystal scintillators 査読有
J. Phys. D: Appl. Phys.
46 365303-12013(           )
ISI
英語
Electronic States of Trivalent Praseodymium Ion Doped in 20Al
(PO3)3-80LiF Glass 査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
52 062402-12013(           )
ISI
英語
Neutron imaging detector based on the μ-PIC micro-pixel
chamber 査読有
Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. Sect. A
697 232013(           )
ISI
英語
Crystal growth and characterization of calcium metaborate
scintillators 査読有
703 72013(           )
ISI
英語
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deformed age-hardenable aluminum alloys by ultrafine-grained
and precipitation hardenings
査読有
Metall. Mater. Trans. A
44 39212013(           )
ISI
英語
Discontinuous precipitation with metastable zeta phase in a
Cu8.6% Sn alloy 査読有
Philos. Mag.
93 9492013(           )
ISI
英語
Multi-L10 domain CoPt and FePt nanoparticles revealed by
electron microscopy. 査読有
Phys. Rev. Lett.
110 055501-12013(           )☆
ISI
英語
Low temperature ferromagnetism in chemically ordered FeRh
nanocrystals 査読有
110 087207-12013(           )
ISI
. 分析科学研究部門
英語
Spatially resolved observation of a radio-frequency-powered glow
discharge plasma for emission  spectrometric analysis 査読有
Anal. Sci
29 5852013(           )
ISI
英語
Characteristics of the Calibration Curves of Copper for the Rapid
Sorting of Steel Scrap by Means of Laser-induced Breakdown
Spectroscopy under Ambient Air Atmospheres
査読有
29 11592013(           )☆
ISI
英語
Dependence of core-level XPS spectra on iron silicide phase
査読有
Appl. Surf. Sci.
264 2192013(           )
ISI
英語
Precise characterization of dislocations and cementite in pearlitic
steels at different drawing strains using X-ray diffraction 査読有
ISIJ International
53 6732013(           )
ISI
英語
Two-dimensional observation of emission image of a copper chip
excited in a glow discharge plasma 査読有
53 19232013(           )☆
ISI
英語
Emission spectrometric analysis using an Okamoto-cavity
microwave-induced plasma with nitrogen-oxygen mixed gas 査読有
53 19932013(           )☆
ISI
英語
Rapid determination of small amounts of copper in steel scraps by
laser-induced plasma spectrometry 査読有
53 22012013(           )
ISI
英語
Extraction of precipitates from age-hardnable Cu-Ti alloys
査読有
Mater. Charact.
82 232013(           )
ISI
英語
Relationship between dislocations and residual stresses in cold-
drawn pearlitic steel analyzed by energy-dispersive X-ray
diffraction
査読有
83 1522013(           )
ISI
英語
Microscopic residual stress evolution during deformation process
of an Fe-Mn-Si-Cr shape memory alloy investigated using white
X-ray microbeam diffraction
査読有
Mater. Sci. Eng. A
570 432013(           )
ISI
英語
Direct and rapid quantification of calcium phosphate precipitate
on titanium by X-ray fluorescence analysis using fundamental
parameter method
査読有
Mater. Trans.
54 8172013(           )
ISI
英語
Dissolution of Rare Earth Elements from Coal Fly Ash Particles in
a Dilute H2SO4 Solvent 査読有
Open J. Physical Chemistry
2013(           )
英語
Comparative Studies on the Excitation Mechanism of Fe II Lines
in Low Pressure Laser-Induced Plasma of Argon and Neon 査読有
Spectrosc. Lett.
46 12013(           )
ISI
英語
Surface modification of Ti-6Al-4V alloy using an oxygen glow-
discharge plasma to suppress the elution of toxic elements into
physiological environment
査読有
Surf. Coat. Technol.
232 2982013(           )☆
ISI
日本語
アルカリ融解処理時におけるニッケルるつぼからの汚染の評価
査読有
東北大学金属材料研究所テクニカルセンター技術研究報告
25 232013(           )
日本語
鉄鋼中のクロム定量のためのセリウム（-）逆滴定法の検討
査読有
25 272013(           )
日本語
イオンクロマトグラフの装置性能確認と実試料分析への応用
査読有
25 352013(           )
日本語
抽出分離法を利用したCu-Ti合金中時効析出物の定量的評価
査読有
銅と銅合金
52 302013(           )
. 材料プロセス評価学研究部門
英語
High-energy magnetic excitations in underdoped La1.90Sr0.10CuO4
査読有
J. Korean Phys. Soc.
62 18362013(           )
ISI
英語
Ho-doping effect on incommensurate magnetic order in
La1.88Sr0.12CuO4 査読有
62 18402013(           )☆
ISI
英語
Anisotropic spin excitations in spin-Peierls CuGeO3
査読有
63 3332013(           )
ISI
英語
Neutron Brillouin Scattering with Pulsed Spallation Neutron
Source - Spin-Wave Excitations from Ferromagnetic Powder
Samples -
査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
82 043001/12013(           )
ISI
英語
Temperature Dependence of Spin Excitations in the Frustrated
Spin Chain System CuGeO3 査読有
82 847082013(           )
ISI
英語
Dual Structure of Low-Energy Spin Fluctuations in
La1.80Sr0.14Ce0.06CuO4 査読有
82 1147072013(           )
ISI
英語
Contamination from the next higher incident energy in inelastic
neutron scattering measurements with multiple incident energies
on chopper spectrometers,
査読有
Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. Sect. A
729 3652013(           )
ISI
その他外
Energy-dependent crossover from anisotropic to isotropic
magnetic dispersion in lightly doped La1.96Sr0.04CuO4 査読有
Phys. Rev. B
87 545082013(           )
ISI
その他外
Resonant inelastic x-ray scattering study of intraband charge
excitations in hole-doped high-T-c cuprates 査読有
87 1045112013(           )
ISI
英語
Broken relationship between superconducting pairing interaction
and electronic dispersion kinks in La2-xSrxCuO4 measured by
angle-resolved photoemission
査読有
88 2205032013(           )☆
ISI
その他外
Spin-Stripe Density Varies Linearly With the Hole Content in
Single-Layer Bi2+xSr2-xCuO6+y Cuprate Superconductors 査読有
Phys. Rev. Lett.
110 170042013(           )
ISI
. 特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト
英語
Magnetic properties and phase diagram of Ni50Mn50-xGax
ferromagnetic shape memory alloys 査読有
Acta Mater.
61 67122013(           )
ISI
英語
Periodic corrugation on fracture surface of Zr-based bulk metallic
glass composite with in situ precipitated nanocrystalloids 査読有
AIP Conf. Proc.
1518 6682013(           )
英語
Irradiation induced nanocrystallization of Cu-based metallic glass
査読有
AMTC Letters
3 095 (2 Pages)2013(           )
英語
Smoothing metallic glasses without introducing crystallization by
gas cluster ion beam 査読有
Appl. Phys. Lett
102 101604 (52013(           )
ISI
英語
Magnetic field hysteresis under various sweeping rates for Ni-Co-
Mn-In metamagnetic shape memory alloys 査読有
103 1224062013(           )
ISI
英語
Cooling-induced shape memory effect and inverse temperature
dependence of superelastic stress in Co2Cr(Ga,Si) ferromagnetic
Heusler alloys
査読有
103 1641042013(           )
ISI
英語
Stress-induced transformations at low temperatures in a
Ni45Co5Mn36In14 metamagnetic shape memory alloy 査読有
103 2424062013(           )
ISI
英語
Nanoporous palladium fabricated from an amorphous
Pd42.5Cu30Ni7.5P20 precursor and its ethanol electro-oxidation
performance
査読有
Electrochim. Acta
108 5122013(           )
ISI
英語
Corrosion behavior and mechanical properties of Mg-Zn-Ca
amorphous alloys 査読有
Intermetallics
42 92013(           )
ISI
英語
Temperature dependence of a resonance frequency of Co-59
NMR in a ferromagnetic Heusler alloy Co2FeSi 査読有
J. Alloys Compd.
551 2082013(           )
ISI
英語
Magnetic phase diagram of Heuselr alloys Pd2Mn1+xSn1-x
査読有
554 3352013(           )
ISI
英語
On deformation behavior of a Ni-based bulk metallic glass
produced by flux treatment 査読有
561 2412013(           )
ISI
英語
Thermodynamic assessment for the Bi-Mn binary phase diagram
in high magnetic fields 査読有
577 3152013(           )
ISI
英語
Phase diagram and magnetic moment of Ni50+xMn27-xGa23
ferromagnetic shape memory alloys 査読有
579 5212013(           )
ISI
英語
Site occupancy and magnetic moment of Fe in Ni2Mn0.3Fe0.7Ga
alloy by neutron powder diffraction study 査読有
580 5062013(           )
ISI
英語
Dealloying Behavior of Amorphous Binary Ti-Cu Alloys in
Hydrofluoric Acid Solutions at Various Temperatures 査読有
581 5672013(           )
ISI
英語
Effects of the initial 0microstructure of Ti-Cu alloys on final
nanoporous copper via dealloying 査読有
1662013(           )
ISI
英語
Repulsive magneto-structural interaction in the ferromagnetic
shape memory alloys Ni2Mn1+xIn1-x 査読有
J. Magn. Magn. Mater.
327 1252013(           )
ISI
英語
Magnetic exchange interaction of (Fe, Co)-Si-B-Nb glassy alloys
with soft-magnetic properties 査読有
J. Magn. Soc. Jpn.
37 1372013(           )
ISI
英語
Effects of micro- and nano-scale wave-like structures on fatigue
strength of a beta-type titanium alloy developed as a biomaterial 査読有
J. Mech. Behav. Biomed. Mater.
29 3932013(           )
ISI
英語
Microstructures and mechanical properties of Co-29Cr-6Mo alloy
fabricated by selective laser melting process for dental
applications
査読有
2013(           )
ISI
英語
Pd-based metallic glass with a low glass transition temperature
査読有
J. Non-Cryst. Solids
359 462013(           )
ISI
英語
A polarized neutron study of the magnetization distribution in
Co2FeSi 査読有
J. Phys.: Condens. Matter
25 2060022013(           )
ISI
英語
Effects of pulse voltage on the formation of nanoporous Ti oxides
by dealloying amorphous TiCu alloy 査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
417 012022 (62013(           )
英語
Ni-based Amorphous Alloy-Coating for Bipolar Plate of PEM Fuel
Cell by Electrochemical Plating 査読有
417 120292013(           )
英語
Spark plasma sintering: a useful technique to develop large-sized
bulk metallic glasses 査読有
J. Powder Metallurgy & Mining
2 e109 (32013(           )
英語
Polarization Switching Dynamics of Vinylidene
Fluoride/Trifluoroethylene Copolymer Thin Films under High
Electric Field at Various Temperatures
査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
52 416032013(           )
ISI
英語
A thick hierarchical rutile TiO2 nanomaterial with multilayered
structure 査読有
Mat. Res. Bull.
48 19612013(           )
ISI
英語
Nickel-stabilized nanoporous copper fabricated from ternary
TiCuNi amorphous alloys 査読有
Mater. Lett.
2013 1282013(           )
ISI
英語
Correlation between the enhanced plasticity of glassy matrix
composites and the intrinsic mechanical property of
reinforcement
査読有
Mater. Sci. Eng. A
506 402013(           )
ISI
英語
Effect of minor addition Ta on the thermal stability and corrosion
resistance of Ti-Zr-Cu-Pd bulk metallic glasses 査読有
Mater. Sci. Forum
750 232013(           )
英語
Effects of minor Si addition on glass formation and thermal
stability of Ni-free Ti-based bulk metallic glass 査読有
750 362013(           )
英語
Ti-based bulk metallic glass composites produced by spark
plasma sintering 査読有
750 522013(           )
英語
Nanoporous Copper Dealloyed from A Nanocrystallized TiCu
Alloys 査読有
522013(           )
英語
Magnetoresistance and Transformation Hysteresis in the
Ni50Mn34.4In15.6 Metamagnetic Shape Memory Alloy 査読有
Mater. Trans.
54 2912013(           )
ISI
英語
Optical Microscopic Study on NiCoMnAl Metamagnetic Shape
Memory Alloy by In Situ Observation under a Pulsed High
Magnetic Field
査読有
54 3572013(           )
ISI
英語
Magnetic and structural properties of Mn1.8Co0.2Sb under high
magnetic fields 査読有
54 9692013(           )
ISI
英語
Recent progress in Ti-based metallic glasses for application as
biomaterials 査読有
54 13142013(           )
ISI
英語
Hydrophilic Surface Treatment of Ni-based Glassy Alloy-coated
Bipolar Plate for PEMFC 査読有
54 13242013(           )
ISI
英語
Hydrogen Permeable Nb-based Amorphous Alloys with High
Thermal Stability 査読有
54 13302013(           )
ISI
英語
Ti particles dispersed Ti-based metallic glass matrix composite
prepared by spark plasma sintering 査読有
54 13352013(           )
ISI
英語
Effect of Hydrogen Absorption on Electrical Transport Properties
for Ni36Nb24Zr40 Amorphous Alloy Ribbons 査読有
54 13392013(           )☆
ISI
英語
Solution process for synthesizing bioactive nano-mesh layer on
Ti-based bulk metallic glasses 査読有
54 13432013(           )
ISI
英語
Electrochemical properties of porous Pd-based bulk metallic
glasses 査読有
54 13472013(           )
ISI
英語
Structural Features of the Extraordinary Low Glass Transition
Temperature for Au65Cu18Si17 Bulk Metallic Glass 査読有
54 13512013(           )☆
ISI
英語
Cooling rate and composition dependences of magnetic
susceptibility for Zr54-XCu30+XAl8Ag8 glassy alloys 査読有
54 13562013(           )☆
ISI
英語
Glass-Forming Ability, Corrosion Resistance and Mechanical
properties of Zr60-xAl15Ni25TMx (TM=Nb and Ta) Bulk Metallic
Glasses
査読有
54 13682013(           )
ISI
英語
Effect of Annealing on Magnetostrictive Properties of Fe-Co
Alloy Thin Films 査読有
55 5562013(           )
ISI
英語
Enhanced mechanical properties by cyclic compression in
TiNb/Zr-based metallic glassy composite 査読有
Metall. Mater. Trans. A
A44 45952013(           )
ISI
英語
Magnetic Moment of Cu-Modified Ni2MnGa Magnetic Shape
Memory Alloys 査読有
Metals
3 1142013(           )
ISI
英語
Mossbauer Spectroscopy Studies on Magnetic Properties for
57Fe-substituted Ni-Mn-Sn Metamagnetic Shape Memory Alloys 査読有
3 2252013(           )
ISI
英語
The Thermal Transformation Arrest Phenomenon in NiCoMnAl
Heusler Alloys 査読有
3 2982013(           )
ISI
英語
Elaboration of nanoporous Copper by modifying surface diffusivity
by the minor addition of gold 査読有
Micropor. Mesopor. Mater.
257 201300002013(           )
ISI
英語
Effect of disorder potential on domain switching behavior in
polymer ferroelectric films 査読有
Nanotechnology
24 157062013(           )
ISI
英語
Structural investigation and mechanical properties of a
representative of a new class of materials: nanograined metallic
glasses
査読有
24 045610 (82013(           )
ISI
英語
Transport Properties of Ni-Nb-Zr Glassy Alloys and Hydrogen
Absorbed Alloys 査読有
Open J. Metal
3 452013(           )☆
英語
Structure and mechanical properties of Ni-Cu-Ti-Zr composite
materials with amorphous phase 査読有
Phys. Metals Metallography
114 7732013(           )
ISI
英語
Optimization of Mo content in beta-type Ti-Mo alloys for
obtaining larger changeable Young's modulus during deformation
for use in spinal fixation applications
THERMEC2013
2013(           )
英語
Relationship between heterogeneous microstructure and fatigue
strength of Ti-Nb-Ta-Zr alloy for biomedical materials subjected
to aging treatments
2013(           )
日本語
超音波疲労試験機を用いたZr55Al10Ni5Cu30金属ガラスの超高サイ
クル疲労特性 査読有
材料
62 1912013(           )
日本語
非励磁型コイルレス磁歪リング式トルクセンサ素子としての高磁歪
Fe-Co-V系合金の特性 査読有
材料の科学と工学
50 1982013(           )
. HPCI戦略プログラム計算材料科学研究拠点
英語
Effect of Size Polydispersity on Liquid-Glass Crossover, Liquid-
Crystal Transition, and Gas-Liquid Transition of Lennard-Jones
Fluids
査読有
Proc. 4th International Symposium on Slow Dynamics in Complex Systems, American Institute of
Physics, Conference Proceedings
1518 7762013(           )
. 附属量子エネルギー材料科学国際研究センター
英語
Microstructural changes in Russian-type reactor weld material
after neutron irradiation, post-irradiation annealing and re-
irradiation studied by atom probe tomography and positron
annihilation spectroscopy
査読有
Acta Mater.
61 52362013(           )
ISI
英語
SMM Behavior Observed in Ce(III)Zn(II)2 Linear Trinuclear
Complex 査読有
Chem. Lett.
42 12762013(           )
ISI
英語
A luminescent single-molecule magnet: observation of magnetic
anisotropy using emission as a probe 査読有
Dalton Trans.
42 19872013(           )
ISI
英語
Linear trinuclear Zn(II)-Ce(III)-Zn(II) complex which behaves as a
single-molecule magnet 査読有
42 26832013(           )
ISI
英語
Atomic-scale characterization of germanium isotopic multilayers
by atom probe tomography 査読有
J. Appl. Phys.
113 261012013(           )
ISI
英語
The role of acoustic cavitation in liquid pressurization in narrow
tubes 査読有
113 1449052013(           )
ISI
英語
Competition between magnetic ordering and random spin freezing
in Dy2PtSi3 査読有
J. Korean Phys. Soc.
62 22332013(           )
ISI
英語
Irradiation-induced precipitation in V-4Cr-4Ti alloys studied using
three-dimensional atom probe 査読有
J. Nucl. Mater.
442 S3462013(           )☆
ISI
英語
Investigation on electronic, mechanical and thermal properties of
Hf-H system 査読有
443 992013(           )
ISI
英語
Trapping of hydrogen isotopes at radiaton defects formed in W by
neutron and ion irradiations 査読有
2013(           )
ISI
英語
Positron annihilation study of the Mg-Zn -Y alloys with long
period stacking ordered (LPSO) structures 査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
443 120292013(           )
英語
Positron annihilation study of neutron-irradiated nuclear reactor
pressure vessel steels and their model alloy: Effect of purity on
the post-ittadiation annealig behavior
査読有
Mater. Sci. Forum
733 2572013(           )
英語
Intergranular Segregation in the Pressure Vessel Steel of a
Commercial Nuclear Reactor Studied by Atom Probe Tomography 査読有
Mater. Trans.
54 21192013(           )☆
ISI
英語
Deuterium trapping at defects created with neutron and ion
irradiations in tungsten 査読有
Nuclear Fusion
53 730062013(           )
ISI
英語
Magnetic anisotropy in intermetallic compounds containing both
uranium and 3d-metal 査読有
Phys. Metals Metallography
114 7272013(           )
ISI
英語
Spin susceptibility in the superconducting state of the
ferromagnetic superconductor UCoGe 査読有
Phys. Rev. B
88 851272013(           )
ISI
英語
Development of Hydride Neutron Absorber for Fast Reactor
- High Temperature Stability of Hafnium Hydride - 査読有
Proc. International Congress on the Advances in Nuclear Power Plants (ICAPP) 2013
2013(           )☆
英語
Development of Hydride Neutron Absorber for Fast Reactor
- Compatibility of Pin Components - 査読有
2013(           )☆
英語
Development of Hydride Neutron Absorber for Fast Reactor
- Irradiation Experiment on Hydride Neutron Absorber in
BOR-60 -
査読有
2013(           )☆
英語
Development of Hydride Neutron Absorber for Fast Reactor
- Development of Sodium Filling and Inspection Techniques on
Sodium Bond Type Control Rods -
査読有
2013(           )☆
英語
Enhancement of Transmutation of Minor Actinides by Hydride
Target 査読有
Proc. on InternationalSymposium on Nuclear Back-end Issues and the Role of Nuclear Transmutation
Technology after the accident of TEPCO's Fukushima Daiichi Nuclear Power Stations
2013(           )
英語
Transmutation of Minor Actinides by Hydride Target
査読有
Trans. Am. Nucl. Soc.
109 3912013(           )
ISI
日本語
Zr水素化物の熱的，機械的挙動に及ぼすHf含有量の効果
査読有
日本原子力学会和文論文誌
12 672013(           )
日本語
放射線モニタリング活動を通じた東北大における支援活動
放射線
38 1592013(           )
日本語
陽電子消滅および3次元アトムプローブによる原子炉圧力容器鋼
の照射脆化機構に関する研究 -フィンランド・ロビーザ炉監視試験
片を例として-
査読有
陽電子科学
1 412013(           )
. 附属新素材共同研究開発センター
英語
Characterization of free volume in cold-rolled Zr55Cu30Ni5Al10 bulk
metallic glasses 査読有
Acta Mater.
61 2013(           )☆
ISI
英語
Modeling size effects on fatigue life of a zirconium-based bulk
metallic glass under bending 査読有
61 2732013(           )
ISI
英語
Sintered powder cores of high Bs and low coreloss
Fe84.3Si4B8P3Cu0.7 nano-crystalline alloy 査読有
AIP Advances
3 621182013(           )
ISI
英語
Arrangement of Transition-Metal Atoms in an Approximant
Crystal Related to Al-Cu-Co Decagonal Quasicrystals Studied by
Cs-Corrected HAADF-STEM
査読有
Aperiodic Crystals 2012 Proc.
2252013(           )
英語
Structure of ε16 Phase in Al-Pd-Co System Studied by HREM
and X-Ray Diffraction 査読有
2312013(           )
英語
Fabrication of transparent-colorless Nb2O5 nanocrystal layers and
their photocatalytic evaluation using organosilane thin films 査読有
Appl. Surf. Sci.
28 5392013(           )
ISI
英語
Environmentally Friendly Flux Growth of High-Quality, Idiomorphic
Li5La3Nb2O12 Crystals 査読有
Cryst. Growth Des.
13 4792013(           )
ISI
英語
Flux growth of Sr2Ta2O7 crystals and subsequent nitridation to
form SrTaO2N crystals 査読有
CrystEngComm
15 81332013(           )
ISI
英語
Nanoporous palladium fabricated from an amorphous
Pd42.5Cu30Ni7.5P20 precursor and its ethanol electro-oxidation
performance
査読有
Electrochim. Acta
108 5122013(           )
ISI
英語
Synthesis and magnetic properties of fergusonite-structured La
(NbVMn)O4 査読有
Emerg. Mater. Res.
2 1912013(           )☆
英語
Entropies in Alloy Design for High-Entropy and Bulk Glassy Alloys
査読有
Entropy
15 38102013(           )
ISI
英語
Correlation between the glass-forming ability and activation
energy of crystallization for Zr75-xNi25Alx metallic glasses 査読有
Int. J. Minerals Metall. Mater.
20 4452013(           )
ISI
英語
Direct synthesis of amorphous carbon nanotubes on Fe76Si9B10P5
glassy alloy particles 査読有
J. Alloys Compd.
581 2822013(           )
ISI
英語
Insight into plasticity mechanisms in metallic glasses by means of
a Brazilian test and numerical simulation 査読有
2013(           )
ISI
英語
On the Mechanical Properties of TiNb based alloys
査読有
2013(           )☆
ISI
英語
Magnetic properties and structure of Fe83.3-85.8B7.0-4.5P9Cu0.7
nanocrystalline alloys 査読有
J. Appl. Phys.
113 17A3112013(           )☆
ISI
英語
Strong magnetic coupling in a magnetically dilute f-electron
insulator: A dysprosium boron-cluster compound 査読有
113 17E156-12013(           )☆
ISI
英語
High-Performance p-Type Magnesium Silicon Thermoelectrics
査読有
J. Electron. Mater.
42 18552013(           )
ISI
英語
Study on the Boron-Nonstoichiometry and Properties of
Perovskite-Type YRh3B 査読有
J. Flux Growth
8 122013(           )
日本語
Effects of Cooling Rates and Container Walls in Preparation of
Spherical Fe and Pd Based Metallic Glassy Particles 査読有
J. Jpn. Inst. Met.(日本金属学会誌)
77 1392013(           )☆
ISI
英語
Competition between magnetic ordering and random spin freezing
in Dy2PtSi3 査読有
J. Korean Phys. Soc.
62 22332013(           )
ISI
英語
On the growth and magnetic properties of flower-like
nanostructures formed on diffusion of FePt with Si substrate 査読有
J. Magn. Magn. Mater.
337 382013(           )
ISI
英語
Local Structural Ordering in Cluster-Glass RE2CuSi3 (RE = Ce
and Nd) compounds from HRTEM image 査読有
J. Phys.: Conf. Ser.
417 012058-12013(           )
英語
Preparation of ZnO thin films by MO-CVD using fibrous bis
(acetylacetonato) zinc (II) and ozone 査読有
417 012059-12013(           )
英語
Nickel-stabilized nanoporous copper fabricated from ternary
TiCuNi amorphous alloys 査読有
Mater. Lett.
94 1282013(           )
ISI
英語
Effects of cryogenic temperatures on mechanical behavior of a
Zr60Ni25Al15 bulk metallic glass 査読有
Mater. Sci. Eng. A
584 72013(           )
ISI
英語
Glass-forming ability and mechanical properties of Zr-Ni-Al bulk
metallic glasses with high Zr content 査読有
Mater. Sci. Forum
750 3062013(           )
英語
Magnetic Field Effects on Crystallization of Iron-Based
Amorphous Alloys 査読有
Mater. Trans.
54 1882013(           )
ISI
英語
Electrochemical behavior of annealed soft-magnetic FeSiBPCu
alloy 査読有
54 5612013(           )
ISI
英語
Al0.5TiZrPdCuNi High-Entropy (H-E) Alloy Developed through
Ti20Zr20Pd20Cu20Ni20 H-E Glassy Alloy Comprising Inter-Transition
Metals
査読有
54 7762013(           )
ISI
英語
Isothermal Crystallization of Iron-Based Amorphous Alloys in a
High Magnetic Field 査読有
54 12322013(           )
ISI
英語
Glass-Forming Ability, Corrosion Resistance and Mechanical
Properties of Zr60-xAl15Ni25TMx (TM = Nb and Ta) Bulk Metallic
Glasses
査読有
54 13682013(           )
ISI
英語
Crystal Structure and Pseudo-Mackay Clusters of R-AlPdCo
査読有
54 13852013(           )
ISI
英語
ZrCu-Based Metallic Glass Matrix Composites with Ta Dispersoid
by In Situ Dealloying Method 査読有
54 14162013(           )
ISI
英語
Effects of P Addition on Corrosion Properties of Soft Magnetic
FeSiB Alloys 査読有
54 16912013(           )
ISI
英語
Nano-microscale moulding of some metal plates with high
strength Ni-W alloy moulds 査読有
Microsys. Technol.
17 2013(           )
ISI
英語
Role of Thermal Vacancies on Temperature Dependence of
Lattice Parameter and Elastic Moduli in B2-type FeAl 査読有
MRS Proc.
1516 1692013(           )
英語
Crystal growth and characterization of Ce:Gd3(Ga,Al)5O12 single
crystal using floating zone method in different O2 partial pressure 査読有
Opt. Materials
35 18822013(           )
ISI
英語
Crystal Growth and Physical Properties of Y2ReB6-type Structure
Pacific Sci. Rev.
15 12013(           )
英語
Molten Metal Flux Growth and Properties of Chromium Disilicide 15 62013(           )
英語
Crystal Growth of Nb-Si System Compound Obtained from The
Solution in Cu Melt and Some Properties
15 1252013(           )
英語
High-resolution electron microscopy and X-ray diffraction study
of intergrowth structures in α- and β-type YbAlB4 single
crystals
査読有
Philos. Mag.
93 10542013(           )☆
ISI
英語
New atomization technology products fine amorphous metal
powders
Powder Injection Moulding
7 242013(           )
英語
Pressurized Liquid phase sintering of iron based metallic glassy
powder with Al-Cu eutectic alloy 査読有
Proc. Euro PM 2013
2013(           )☆
英語
Estimation of current path area during small scale resistance spot
welding of bulk metallic glass to stainless steel 査読有
Sci. Technol. Weld. Join.
18 1352013(           )
ISI
英語
Surface-activated supercooled liquid brazing
査読有
Scr. Mater.
68 6992013(           )
ISI
英語
Recovering compressive plasticity of bulk metallic glasses by
high-temperature creep 査読有
69 5702013(           )☆
ISI
. 附属強磁場超伝導材料研究センター
英語
Heat-Treatment Processing for MnBi in High Magnetic Fields
査読有
Adv. Sci. Technol.
78 192013(           )
ISI
英語
Modeling spectroscopic properties of Ni2+ ions in the Haldane gap
system Y2BaNiO5 査読有
Appl. Magn. Reson.
44 8992013(           )
ISI
英語
Magnetoelectrodeposition for the Chiral Surface Formation of Cu
Films 査読有
ECS Trans.
45 12013(           )
英語
A New Facility for Investigation on Neutron Irradiation Effect on
Superconducting Properties of Nb3Sn Strand for Fusion Magnet 査読有
Fusion Eng. Des.
88 15512013(           )
ISI
英語
Upgrade Design to a Cryogen-Free 20-T Superconducting
Outsert for a 47-T Hybrid Magnet 査読有
IEEE Trans. Appl. Supercond.
23 4300304-12013(           )☆
ISI
英語
Superconducting and Mechanical Properties of Impregnated
REBCO Pancake Coils Under Large Hoop Stress 査読有
23 4600305(1)2013(           )☆
ISI
英語
Development of High Strength Pancake Coil With Stress
Controlling Structure by REBCO Coated Conductor 査読有
23 4601204(1)2013(           )
ISI
英語
Improvement of Jc for GdBCO Coated Conductors by Annealing
Under Strain 査読有
23 8000104-12013(           )
ISI
英語
Flux Pinning Properties at Low Temperatures in BaHfO3 Doped
SmBa2Cu3Oy Films 査読有
23 8001104(1)2013(           )
ISI
英語
Enhancement of In-Field Current Transport Properties in GdBCO
Coated Conductors by BaHfO3 Doping 査読有
23 8002304-12013(           )
ISI
英語
Relation Between the Crystal Axis and the Strain Dependence of
Critical Current Under Tensile Strain for GdBCO Coated
Conductors
査読有
23 8400304-12013(           )
ISI
英語
Reversible Strain Response of Critical Current in Differently
Processed GdBCO Coated Conductor Tapes Under Magnetic
Fields
査読有
23 8400404(1)2013(           )
ISI
英語
HTS Coil Test Facility in a Large Bore 20 T Resistive Magnet at
LNCMI 査読有
23 9500204-12013(           )
ISI
英語
Thermodynamic Assessment for the Bi-Mn Binary Phase Diagram
in High Magnetic Fields 査読有
J. Alloys Compd.
577 3152013(           )
ISI
英語
Orthorhombic martensite formed in L12-type Fe3Pt Invar alloy
査読有
577S S5032013(           )
ISI
英語
Site Occupancy and Magnetic Moment of Fe in Ni2Mn0.3Fe0.7Ga
Alloy by Neutron Powder Diffraction Study 査読有
580 5062013(           )
ISI
英語
Combined Effect of Sn Addition and Post-Rolling Sintering on the
Superconducting Properties of SmFeAsO1-xFx Tapes Fabricated
by an ex-situ Powder-in-Tube Process
査読有
J. Appl. Phys.
113 123902-12013(           )
ISI
英語
Variation of c-axis correlation on vortex pinning by ab-plane
nonsuperconducting layers in YBa2Cu3O7 films 査読有
114 073903(1)2013(           )
ISI
英語
High-field Multi-frequency ESR in the S = 1/2 Heisenberg
antiferromagnetic chain compound MnCl3(bpy) 査読有
J. Korean Phys. Soc.
62 20462013(           )
ISI
英語
Multi-step metamagnetic processes of PrPd2Si2 single crystal
査読有
63 5672013(           )
ISI
英語
Magnetic properties of Mn2Sb1-xGe (0.05 ≦ x ≦ 0.2) in high
magnetic fields 査読有
63 7472013(           )
ISI
英語
Antiferromagnetic transition in Ru2CrSi in magnetic fields
査読有
63 20682013(           )
ISI
英語
Electromagnon Excitation of the Triangular Lattice
Antiferromagnet CuFeO2 in High Magnetic Fields 査読有
J. Low Temp. Phys.
170 2742013(           )
ISI
英語
X-Ray Powder Diffraction Studies on MnFeP0.78Ge0.22 in High
Magnetic Fields 査読有
170 2792013(           )
ISI
英語
High-Field Optical Spectroscopy of the Spin-Crossover Complex
[MnIII(taa)] 査読有
170 4242013(           )
ISI
英語
Wide Variety of Experiments Using a Cryogen-free 27.5 T Hybrid
Magnet and a Cryogen-Free 18.1 T Superconducting Magnet 査読有
170 5032013(           )
ISI
英語
Transport and Magnetic Properties of Fully-Epitaxial
Superconducting NbN/Half-Metallic Heulser Alloy Co2MnSi
Bilayer Films
査読有
J. Magn. Soc. Jpn.
37 2222013(           )
英語
Collapse of order of the quasi one-dimensional Ising-like
antiferromagnet BaCo2V2O8 in transverse fields 査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
82 033706-12013(           )
ISI
英語
High-Field Magnetization Measurements of Fe2MnSi
査読有
82 044802-12013(           )
ISI
英語
High-field magnetism of the S = 5/2 triangular-lattice
antiferromagnet CuFe1-xGaO2 査読有
82 064712-12013(           )
ISI
英語
New Fabrication Processe of Cu-Nb Composite for Internal
Reinforcement of Nb3Sn Wires 査読有
J. Supercond. Nov. Magn.
26 20992013(           )
ISI
英語
Flux Pinning Properties and Microstructures of Multilayered Films
Consisting of Sm1.04Ba1.96Cu3Oy Layers and BaSnO3-Doped
Sm1.04Ba1.96Cu3Oy Layers
査読有
Jpn. J. Appl. Phys.
52 01201(1)2013(           )
ISI
英語
Magnetic Field Effects on Crystallization of Iron-Based
Amorphous Alloys 査読有
Mater. Trans.
54 1882013(           )
ISI
英語
Bi-Mn Binary Phase Diagram in High Magnetic Fields
査読有
54 2422013(           )
ISI
英語
Magnetic and structural properties on Mn1.8Co0.2Sb under high
magnetic fields 査読有
54 9692013(           )
ISI
英語
Isothermal crystallization of iron-based amorphous alloys in a high
magnetic field 査読有
54 12322013(           )
ISI
英語
Limiting Factors for Stable Operating Conditions of 1G and 2G
High-Tc Superconducting Current-Carrying Elements in High
Magnetic Fields
査読有
Open Superconductors J.
4 12013(           )
英語
Magnetic Anisotropy in Intermetallic Compounds Containing Both
Uranium and 3d-Metal1 査読有
Phys. Metals Metallography
114 7272013(           )
ISI
英語
Thermal and Electrodynamical Formation Mechanisms of
Overloaded AC States and Charging Rate Influence on Their
Stable Dynamics
査読有
Physica C
495 252013(           )
ISI
英語
Magnetic-field induced alignment of low molecular weight
polyethylene 査読有
Polymer
54 7842013(           )
ISI
英語
Limiting Currents of YBCO Coated Tape with Non-Uniform
Distribution of the Critical Current Along the Conductor 査読有
Proc. 24th Inter. Cryo. Eng. Conf. /Inter. Cryo. Mater. Conf. 2012 (ICEC 24-ICMC 2012)
8372013(           )
英語
Formation Peculiarities of Overloaded AC Current Modes
査読有
8452013(           )
英語
Surface Chirality Induced by Rotational Electrodeposition in
Magnetic Fields 査読有
Scientific Reports
3 2574/01/012013(           )
ISI
英語
Grain Boundary Segregation in a Bronze-Route Nb3Sn
Superconducting Wire Studied by Atom Probe Tomography 査読有
Supercond. Sci. Technol.
26 055008-12013(           )
ISI
英語
Control of residual strain and twin boundary by annealing under
strain 査読有
26 065013(1)2013(           )
ISI
英語
Quantitative strain measurement in Nb3Sn wire and cable
conductors using high-energy x-ray and neutron beams 査読有
26 073001(1)2013(           )
ISI
英語
Microstructure and Transport Critical Current in Sr0.6K0.4Fe2As2
Superconducting Tapes Prepared by Cold Pressing 査読有
26 075003-12013(           )
ISI
英語
Large Transport Jc in Sn-Added SmFeAsO1-xFx Tapes Prepared
by an ex situ PIT Method 査読有
26 075017-12013(           )
ISI
英語
Mechanical and Superconducting Properties of Nb3Sn Wires with
Nb-Rod-Processed CuNb Reinforcement 査読有
26 094002-12013(           )☆
ISI
英語
Tuning the microstructure and vortex pinning properties of
YBCO-based superconducting nanocomposite films by controlling
the target rotation speed
査読有
27 25009(1)2013(           )
ISI
英語
The influence of the geometric characteristics of nanorods on the
flux pinning in high-performance BaMO3-doped SmBa2Cu3Oy films
(M D Hf, Sn)
査読有
27 065001(1)2013(           )
ISI
英語
Electrical Conductivity of PEDOT:PSS Film Prepared Through
Organic Compound Addition 査読有
Trans. Mat. Res. Soc. Japan
38 3632013(           )
ISI
日本語
磁気浮上を利用した反磁性磁化率測定
化学工業
64 2132013(           )
. 計算材料学センター
英語
Modelling of a displacive transformation in two-dimensional
system within a single-site approximation of continuous
displacement cluster variation method
査読有
Philos. Mag.
93 23162013(           )
ISI
英語
First-principles study on the dilute Si in bcc Fe: Electronic and
elastic properties up to 12.5 at.%Si 査読有
Comput. Mater. Sci.
70 1002013(           )
ISI
英語
Cluster Variation Method
査読有
J. Minerals, Metals & Materials Society
65 15102013(           )
ISI
英語
First-principles cluster variation calculations of tetragonal-cubic
transition in ZrO2 査読有
J. Alloys Compd.
577S S1232013(           )
ISI
日本語
純せん断試験によるMg単結晶の非底面すべり挙動評価法確立と
Y添加の影響 査読有
J. Jpn. Inst. Met.(日本金属学会誌)
10 4662013(           )
ISI
. 附属研究施設関西センター
英語
Fabrication of visible-light-responsive titanium dioxide layer on
titanium using anodic oxidization in nitric acid 査読有
Appl. Surf. Sci.
270 5132013(           )☆
ISI
英語
Structural and characteristic variation of anodic oxide on pure Ti
with anodization duration 査読有
283 10182013(           )☆
ISI
英語
Effect of CeO2 support properties on structure of Pt-Cu
nanoparticles synthesized by electron beam irradiation method for
preferential CO oxidation
査読有
Chem. Eng. J.
2013(           )
ISI
英語
Fabrication of high-strength and high-conductivity Cu-Ti alloy
wire by aging in a hydrogen atmosphere 査読有
J. Alloys Compd.
580 S3972013(           )
ISI
英語
Influence of Fe addition to hydroxyapatite by aqueous solution
process 査読有
J. Ceram. Soc. Jpn.
121 4222013(           )
ISI
英語
Influence of Fe addition to hydroxyapatite by hydrothermal
process 査読有
121 5592013(           )
ISI
英語
Catalytic activities of sonochemically prepared Au-
core/Pdshellstructured bimetallic nanoparticles immobilized
onTiO2 and its dependence on Pd-shell thickness
査読有
J. Exp. Nanosci.
9 12013(           )
ISI
英語
Solid-state bonding of alloy-designed Cu-Zn brass and steel
associated with phase transformation by spark plasma sintering 査読有
J. Mater. Sci.
48 58012013(           )☆
ISI
英語
Extraction of precipitates from age-hardenable Cu-Ti alloy
査読有
Mater. Charact.
82 232013(           )
ISI
英語
Effect of stress-induced α″ martensite on Young's modulus of
β Ti-33.6Nb-4Sn alloy 査読有
Mater. Sci. Eng. A
588 4032013(           )
ISI
英語
Mechanical properties and microstructures of β Ti-25Nb-11Sn
ternary alloy for biomedical applications 査読有
Mater. Sci. Eng. C
33 16292013(           )
ISI
英語
Formation of titanium hydride in dilute Cu-Ti alloy by aging in
hydrogen atmosphere and its effects on electrical and mechanical
properties*
査読有
Mater. Trans.
54 5202013(           )
ISI
英語
Alloy Designs of High-Entropy Crystalline and Bulk Glassy Alloys
by Evaluating Mixing Enthalpy and Delta Parameter for Quinary to
Decimal Equi-Atomic Alloys
査読有
55 1652013(           )
ISI
英語
Effects of energetic heavy ion on hardness of Al-Mg-Si alloys
査読有
Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. Sect. B
2013(           )
ISI
英語
Preparation of high corrosion resistance Ni-Mo-B amorphous
alloys and their thermal spray coatings 査読有
Proc. 2012 Powder Metallurgy World Congress & Exhibition
P-T10-962013(           )
日本語
チタン合金の陽極酸化による光触媒材料の開発
査読有
スマートプロセス学会誌
2 3202013(           )
日本語
転造加工により成形した金属ガラスボルトの弾塑性挙動に及ぼす
残留応力の影響 査読有
塑性と加工
54 4262013(           )☆
日本語
超塑性ナノ・マイクロ成形加工に関する研究 54 10332013(           )
日本語
抽出分離法を利用したCu-Ti合金中時効析出物の定量的評価
査読有
銅と銅合金
52 302013(           )
日本語
会議開催報告　第34 回ものづくり基礎講座「ものづくりを支える超
音波の魅力」
日本ソノケミストリー学会誌
7 292013(           )
日本語
高耐食Ni 基アモルファス合金とその溶射被膜の作製
査読有
粉体および粉末冶金
60 2362013(           )☆
. 中性子物質材料研究センター
英語
Newly Proposed Inelastic Neutron Spectrometer POLANO
査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
82 SA035(1)2013(           )
ISI
英語
Basic Concepts of Polarisation Analysis of Neutron Chopper
Spectrometer, POLANO, at J-PARC 査読有
82 SA036(1)2013(           )☆
ISI
英語
Physical Properties of Double Perovskite-type Barium
Neodymium Osmate Ba2NdOsO6. 査読有
J. Solid State Chem.
197 2362013(           )☆
ISI
. 超低損失ナノ結晶軟磁性材料研究開発センター
英語
Cavitation during high-temperature deformation in Al-Mg alloys
査読有
Acta Mater.
61 24032013(           )
ISI
英語
Sintered powder cores of high Bs and low coreloss
Fe84.3Si4B8P3Cu0.7 nano-crystalline alloy 査読有
AIP Advances
3 621182013(           )
ISI
英語
A Representative of a New Class of Materials: Nanograined
Metallic Glasses Showing Unique Properties 査読有
AIP Conf. Proc.
1518 6822013(           )
英語
Compression and recovery micro-mechanisms in flexible graphite
査読有
Carbon
59 1842013(           )
ISI
その他外
Jadeite formation in shocked ordinary chondrites
査読有
Earth Planet. Sci. Lett.
373 1022013(           )
ISI
英語
Nanoporous palladium fabricated from an
amorphousPd42.5Cu30Ni7.5P20precursor and its ethanol electro-
oxidationperformance
査読有
Electrochim. Acta
108 5122013(           )
ISI
英語
Entropies in Alloy Design for High-Entropy and Bulk Glassy Alloys
査読有
Entropy
15 38102013(           )☆
ISI
英語
Corrosion behavior and mechanical properties of Mg-Zn-Ca
amorphous alloys 査読有
Intermetallics
42 92013(           )
ISI
英語
Effects of the initial microstructure of Ti-Cu alloys on final
nanoporous copper via dealloying 査読有
J. Alloys Compd.
557 1662013(           )
ISI
英語
Dealloying behavior of amorphous binary Ti-Cu alloys in
hydrofluoric acid solutions at various temperatures 査読有
581 5672013(           )
ISI
その他外
Effect of facing annealing on crystallization and decomposition of
Pb(Mg1/3Nb2/3)O-3 thin films prepared by CSD technique using
MOD solution
査読有
J. Ceram. Soc. Jpn.
121 2362013(           )
ISI
その他外
Effect of excess Pb on epitaxial growth of Pb(Mg1/3Nb2/3)O-3 thin
films prepared by chemical solution deposition process 査読有
121 6382013(           )
ISI
その他外
Metallurgical Microstructure of the Spear Blade Manufactured
from the End of the Muromachi Period to the Edo Period 査読有
J. Jpn. Inst. Met.(日本金属学会誌)
77 1852013(           )
ISI
英語
On the growth and magnetic properties of flower like
nanostructures formed on diffusion of FePt with Si substrate 査読有
J. Magn. Magn. Mater.
337-338 382013(           )☆
ISI
英語
A Novel Ti-Based Nanoglass Composite with Submicron-
Nanometer-Sized Hierarchical Structures to Modulate Osteoblast
Behaviors
査読有
J. Mater. Chem. B
1 25682013(           )
ISI
英語
Effect of Cobalt Microalloying on the Glass Forming Ability of Ti-
Cu-Pd-Zr Metallic Glass 査読有
J. Non-Cryst. Solids
379 1552013(           )
ISI
英語
Highly Stable Pt-Au@Ru/C Catalyst Nanoparticles for Methanol
Electro-oxidation 査読有
J. Phys. Chem. C
117 14572013(           )
ISI
英語
Mitigating Phosphate Anion Poisoning of Cathodic Pt/C Catalysts
in Phosphoric Acid Fuel Cells 査読有
117 48772013(           )
ISI
英語
Surface morphology, nano-indentation and TEM analysis of
tantalum carbide-graphite composite film synthesized by hot-
filament chemical vapor deposition
査読有
Mater. Chem. Phys.
138 9442013(           )
ISI
英語
Nickel-stabilized nanoporous copper fabricated from ternary
TiCuNi amorphous alloys 査読有
Mater. Lett.
94 1282013(           )
ISI
英語
Effect of Minor Addition Ta on the Thermal Stability and
Corrosion Resistance of Ti-Zr-Cu-Pd Bulk Metallic Glasses 査読有
Mater. Sci. Forum
750 232013(           )
ISI
英語
Nanoporous Copper Dealloyed from A Nanocrystallized TiCu Alloy
査読有
750 722013(           )
ISI
英語
Electrochemical Behavior of Annealed Soft-Magnetic FeSiBPCu
alloy 査読有
Mater. Trans.
54 5612013(           )☆
ISI
英語
Al0.5TiZrPdCuNi High-Entropy (H-E) Alloy Developed through
Ti20Zr20Pd20Cu20Ni20 H-E Glassy Alloy Comprising Inter-Transition
Metals
査読有
54 7762013(           )
ISI
英語
Dealloying Behaviours of an Equiatomic TiCu Alloy
査読有
54 11202013(           )
ISI
英語
Electrochemical Properties of Porous Pd-Based Bulk Metallic
Glasses 査読有
54 13472013(           )
ISI
英語
Effects of P Addition on Corrosion Properties of Soft Magnetic
FeSiB Alloys 査読有
54 16912013(           )
ISI
英語
Primary Transformation Kinetics in Zr-Al-Ni-Cu-Pd Bulk Metallic
Glass Correlated with Relaxation State 査読有
Metall. Mater. Trans. A
44A 19982013(           )
ISI
英語
Elaboration of nanoporous Copper by modifying surface diffusivity
by the minor addition of gold 査読有
Micropor. Mesopor. Mater.
165 2572013(           )
ISI
英語
Structural investigation and mechanical properties of a
representative of a new class of materials: nanograined metallic
glasses
査読有
Nanotechnology
24 456102013(           )
ISI
英語
Surface-activated Supercooled Liquid Brazing
査読有
Scr. Mater.
68 6992013(           )
ISI
日本語
3D/4D fracture mechanics evaluation on shear band of aluminum
alloys 査読有
軽金属
63 1882013(           )
. 低温物質科学実験室
英語
Temperature dependence of the coercive force of ferromagnetic
TM-Al-O (TM=Fe, Co) granular films 査読有
J. Korean Phys. Soc.
63 7732013(           )
ISI
英語
High-Field Magnetization Measurements of Fe2MnSi
査読有
J. Phys. Soc. Jpn.
82 044802-12013(           )
ISI
英語
Spin-state responses to light impurity substitution in low-spin
perovskite LaCoO3 査読有
Phys. Rev. B
87 224409-12013(           )
ISI
英語
Unconventional magnetic phase transition in antiferromagnetic
heavy-fermionYbIrGe 査読有
Physica B
429 632013(           )☆
ISI
(期間：2013年4月～2014年3月)
招待・特別・
基調講演 パネル 口頭 ポスター
１．金属物性論研究部門 23 4 5
２．磁気物理学研究部門 2 4 2
３．量子表面界面科学研究部門 18 1
４．低温物理学研究部門 4 1 1
５．低温電子物性学研究部門 2 2
６．量子ビーム金属物理学研究部門 1 1 2
７．結晶欠陥物性学研究部門 3 28 26
８．金属組織制御学研究部門 2 2
９．計算材料学研究部門
10．材料照射工学研究部門 7 11 8
11．原子力材料物性学研究部門 2 2 1
12．原子力材料工学研究部門 1 7 3
13．電子材料物性学研究部門 9 10 12
14．ランダム構造物質学研究部門 1 2 4
15．生体材料学研究部門 37 26 29
16．超構造薄膜化学研究部門 4
17．非平衡物質工学研究部門 2
18．磁性材料学研究部門 13 4 5 3
19．結晶材料化学研究部門 4 8 9
20．水素機能材料工学研究部門 10 1 5
21．先端結晶工学研究部 8 15 81
22．複合機能材料学研究部門 16 15 8
23．加工プロセス工学研究部門 5 13 6
24．放射線金属化学研究部門 5 6
25．先端分析研究部門 1 4 7
26．分析科学研究部門 2 4 5
27．材料プロセス評価学研究部門
28．特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト 11 8 20
29．HPCI戦略プログラム計算材料科学研究拠点 2
30．量子エネルギー材料科学国際研究センター 2
31．新素材共同研究開発センター 9 8 15
32．強磁場超伝導材料研究センター 3 9 1
33．計算材料学研究センター 4 6
34．関西センター 5 6 1
35．国際共同研究センター
36．低炭素社会基盤材料融合研究センター
37．中性子物質材料研究センター
38．超低損失ナノ結晶軟磁性材料研究開発センター 1 1 5
39．低温物質科学実験室 2 1 1
合計 217 4 204 271
第５章　国際会議における発表
研究室
招待講演 一般講演
１．共同利用採択専門委員会採択の共同研究
（１）　所外
所属 職名等 氏名
13K0001 若手萌芽研究
継続
(2)
ガラス上における高品質Ge層
の化学気相成長 筑波大学 助教 都甲 薫 宇佐美 徳隆
13K0002 一般研究
継続
(2)
L10FePt-FeCoおよび
L20FeCoに着目した高エネル
ギー積をもつ革新的磁石に関
する基礎研究
秋田大学大学院工学
資源学研究科 教授 石尾 俊二 関 剛斎
13K0003 一般研究 新規
超重力下でアニールしたTiO2
アナターゼ単結晶の精密構造
熊本大学自然科学研
究科 教授 吉朝 朗 杉山 和正
13K0004 一般研究 新規
Na3M2Li3F12（M = Al, Fe, Ga）
ガーネット型フッ化物の構造
不規則性と陽イオン間相互作
用
山口大学大学院理工
学研究科 准教授 中塚 晃彦 杉山 和正
13K0005 若手萌芽研究 新規
水素ドープによる新規高温超
伝導物質の創成 青山学院大学 助手 堀金 和正 折茂 慎一
13K0006 一般研究
継続
(2)
陽極酸化/液相析出複合プロ
セスを用いるアルミニウム電
解コンデンサ用高誘電体皮膜
の形成
北海道大学大学院工
学研究院 准教授 坂入 正敏 永田 晋二
13K0007 一般研究
継続
(2)
単結晶表面におけるステップ
自由エネルギーと線張力 信州大学工学部 准教授 鈴木 孝臣 杉山 和正
13K0008 一般研究
継続
(2)
荷電コロイド粒子の電気泳動
を用いた溶液成長結晶化モデ
ル系の構築
名古屋市立大学大学
院薬学研究科 教授 山中 淳平 宇田 聡
13K0009 一般研究
継続
(2)
遷移金属酸化物系熱電変換
材料の探索と高温熱伝導率
測定
岩手大学工学部 教授 藤代 博之 且井 宏和
13K0010 一般研究
継続
(2)
1ミクロン帯発光量子ドットの
作製と構造評価
和歌山大学システム
工学部 准教授 尾崎 信彦 大野 裕
13K0011 一般研究 新規
高速炉被覆管材料と核分裂
生成物核種の化学的腐食相
互作用研究
福井大学附属国際原
子力工学研究所 教授 福元 謙一 阿部 弘亨
13K0012 一般研究
継続
(2)
部分分子置換したダイマー
モット絶縁体の化学圧力効果 山梨大学工学部 助教 米山 直樹 佐々木 孝彦
13K0013 若手萌芽研究
継続
(3)
無機層状化合物の励起子発
光によるシンチレータ材料の
探索
東京大学大学院工学
系研究科応用化学専
攻
助教 荻野 拓 吉川 彰
第６章　国内の共同研究
新規
・
継続
研究代表者
課題番号 研究種別 研究題目 対応教員
所属 職名等 氏名
新規
・
継続
研究代表者
課題番号 研究種別 研究題目 対応教員
13K0015 一般研究 新規
LHDプラズマ対向材料に捕捉
された水素粒子の定量評価に
よる燃料粒子バランス解析
核融合科学研究所 助教 時谷 政行 永田 晋二
13K0016 一般研究 新規
スピンポンピングの分子スピ
ントロニクス材料への応用
日本原子力研究開発
機構　先端基礎研究セ
ンター
グループ
リーダー 境 誠司 安藤 和也
13K0018 一般研究 新規
ナノ構造化による耐照射性材
料の開発
大阪大学産業科学研
究所 准教授 石丸 学 佐藤 和久
13K0019 一般研究
継続
(2)
有機半導体へのスピン注入と
スピン伝導 電力中央研究所
主任  研
究員 小野 新平 関 剛斎
13K0020 一般研究 新規
磁気強誘電体NdCrTiO5の電
気磁気効果 名古屋大学理学部 教授 寺崎 一郎 佐々木 孝彦
13K0021 一般研究 新規
イットリウム鉄ガーネット積層
膜における電子伝導特性の
温度依存性
秋田県産業技術セン
ター
主任  研
究員 神田 哲典 水口 将輝
13K0022 一般研究
継続
(3)
ZnO基板を用いた窒化物半導
体光導波路の作製
東京大学生産技術研
究所 教授 藤岡 洋 松岡 隆志
13K0023 一般研究
継続
(3)
蛍光X線ホログラフィーによる
強磁性半導体ZnSnAs2：Ｍｎ
薄膜の研究
長岡技術科学大学 工
学部 教授 内富 直隆 林 好一
13K0024 一般研究 新規
低放射化高Crバナジウム合
金の高温強度 核融合科学研究所 准教授 長坂 琢也 阿部 弘亨
13K0025 重点研究
継続
(2)
液体構造の不均質性を利用し
た応力誘起ナノ結晶合金の作
製
兵庫県立大学大学院
工学研究科 教授 山崎 徹 加藤 秀実
13K0026 一般研究 新規
フラストレーション磁性体の強
磁場中磁気相関のモデル構
築
日本原子力研究開発
機構量子ビーム応用
研究部門
研究  主
幹 坂井 徹 野尻 浩之
13K0027 一般研究 新規
SbドープしたSiGe混晶中転位
欠陥の運動に関する研究 岡山大学 准教授 山下 善文 大野 裕
13K0028 一般研究 新規
窒化鉄薄膜を有する面内スピ
ンバルブ素子の作製とスピン
輸送特性に関する研究
福島工業高等専門学
校 准教授 磯上 慎二 齊藤 英治
13K0029 一般研究 新規
SQUID顕微鏡を用いた超伝導
磁束量子の直接観察
（独）日本原子力研究
開発機構
研究  主
幹 岡安 悟 野島 勉
13K0030 一般研究 新規
ナトリウム-アルミニウム系錯
体水素化物の高強度中性子
全散乱測定による構造解析
高エネルギー加速器
研究機構 准教授 池田 一貴 折茂 慎一
13K0031 一般研究 新規
機能性酸化物単結晶中の転
位、析出物等の欠陥評価・解
析
信州大学工学部 准教授 太子 敏則 米永 一郎
所属 職名等 氏名
新規
・
継続
研究代表者
課題番号 研究種別 研究題目 対応教員
13K0032 一般研究
継続
(3)
局所ドーピング構造半導体に
よる量子相関光子生成に関す
る研究
埼玉大学理工学研究
科 教授 矢口 裕之 片山 竜二
13K0033 一般研究
継続
(3)
サブナノクラスターを基盤とし
た新物質創製のための実験と
大規模計算の協同
豊田工業大学 クラス
ター研究室 准教授 市橋 正彦 水関 博志
13K0034 一般研究 新規
昇華法を用いた結晶成長にお
ける多形制御
九州大学応用力学研
究所 教授 柿本 浩一 宇田 聡
13K0035 一般研究
継続
(2)
三層構造ビスマス系高温超伝
導体の大型単結晶育成法の
研究
弘前大学大学院理工
学研究科 教授 渡辺 孝夫 藤田 全基
13K0036 一般研究 新規
強磁性超伝導体の単結晶育
成
名古屋大学大学院理
学研究科 教授 佐藤 憲昭 山村 朝雄
13K0037 一般研究 新規
火星隕石中衝撃斜長石ガラス
の構造解析
東京大学大学院理学
系研究科 准教授 三河内 岳 杉山 和正
13K0038 一般研究 新規
凝固定常状態における固相お
よび液相の構造相関 学習院大学理学部 助教 水野 章敏 宇田 聡
13K0039 一般研究
継続
(2)
紫外・真空紫外透明ガラス材
料の開発
大阪大学レーザーエネ
ルギー学研究センター 助教 清水 俊彦 水関 博志
13K0040 一般研究 新規
種々の熱処理したTi-29Nb-
13Ta-4.6Zr合金の擬似口腔
内での耐食性評価
東京歯科大学歯学部
歯科理工学講座 講師 武本 真治 仲井 正昭
13K0041 一般研究
継続
(2)
疑似金属基板を用いた集積
化GaN系面発光素子製作の
ための基本検討
工学院大学 教授 本田 徹 片山 竜二
13K0042 一般研究 新規
高圧ねじり加工を用いたナノ
組織制御によるCo-Cr-Mo合
金の力学的特性の改善
九州大学大学院工学
研究院 教授 堀田 善治 趙 研
13K0043 若手萌芽研究
継続
(3)
電気化学的表面処理による
TNTZ合金の硬組織適合性の
向上
東京医科歯科大学生
体材料工学研究所 助教 堤 祐介 稗田 純子
13K0044 一般研究 新規
高スピンクラスターの強磁場
物性
九州大学先導物質化
学研究所 教授 佐藤 治 野尻 浩之
13K0045 一般研究 新規
グラフェン金属ヘテロ界面の
局所電子状態の解明
東京大学大学院新領
域創成科学研究科 教授 斉木 幸一朗 藤川 安仁
13K0046 一般研究
継続
(3)
価数揺動自由度を有するRu
スピンダイマー系のＮＭＲ 上智大学理工学部 教授 後藤 貴行 佐々木 孝彦
13K0047 一般研究
継続
(2)
全電子混合基底第一原理プ
ログラムTOMBOの開発と応
用
横浜国立大学大学院
工学研究院物理情報
工学専攻
教授 大野 かおる 水関 博志
13K0048 一般研究 新規
EBSD法およびKFM法による
BaSi2エピタキシャル膜の粒界
性格の検討
筑波大学数理物質科
学研究科 教授 末益 崇 宇佐美 徳隆
所属 職名等 氏名
新規
・
継続
研究代表者
課題番号 研究種別 研究題目 対応教員
13K0049
ワーク
ショップ
開催
新規 新物質とスペクトロスコピーで切り開く超伝導研究
京都大学基礎物理学
研究所 教授 遠山 貴巳 藤田 全基
13K0050 一般研究
継続
(3)
強磁性体MnBiの合成と分解
過程のその場観測
鹿児島大学大学院理
工学研究科 教授 小山 佳一 宇田 聡
13K0051 一般研究 新規
電子構造計算とマルチスケー
ル・シミュレーションによる物
性研究
山口大学工学部 教授 嶋村 修二 水関 博志
13K0052 一般研究
継続
(3)
光学メディア物質GeSbTe結晶
の3次元原子イメージ
熊本大学大学院自然
科学研究科 教授 細川 伸也 林 好一
13K0053
ワーク
ショップ
開催
新規 超伝導体における渦糸状態の物理と応用（２０１３） 大阪府立大学 教授 石田 武和 野島 勉
13K0054 一般研究
継続
(3)
ラスマルテンサイトの組織形
成のメカニズム
島根大学総合理工学
部物質科学科 准教授 森戸 茂一 古原 忠
13K0055 若手萌芽研究 新規
熱間加工された炭素鋼におけ
るフェライト変態挙動のフェー
ズフィールドモデリングと実験
検証
東京農工大学大学院
工学府機械システム
工学専攻
准教授 山中 晃徳 小泉 雄一郎
13K0056 一般研究 新規
アモルファス炭酸カルシウム
の構造と圧力誘起結晶化の
機構解明
東京大学大学院理学
系研究科 教授 鍵 裕之 杉山 和正
13K0057 一般研究
継続
(2)
粒界修飾によるペロブスカイト
型誘電体薄膜の絶縁性改善
上智大学理工学部物
質生命理工学科 准教授 内田 寛 木口 賢紀
13K0058 一般研究 新規
フラストレートした低次元量子
スピン系の磁気励起に関する
理論研究
日本原子力研究開発
機構　先端基礎研究セ
ンター
副主任
研究員 森 道康 藤田 全基
13K0059 一般研究
継続
(3)
高性能Geモノクロメータ－結
晶の開発
（独）日本原子力研究
開発機構 量子ビーム
応用研究部門
研究  副
主幹 金子 耕士 平賀 晴弘
13K0060 一般研究 新規
ホスト・ゲスト系規則性多孔質
材料の作製と構造解析 大阪府立大学 講師 阪本 康弘 杉山 和正
13K0061 一般研究
継続
(2)
低温で融解する錯体水素化
物混合物の水素吸蔵・放出特
性に関する研究
関西大学　化学生命
工学部 教授 竹下 博之 折茂 慎一
13K0062 一般研究 新規
新奇なPd基金属ガラスのガラ
ス転移挙動 宇都宮大学 准教授 山本 篤史郎 加藤 秀実
13K0063 一般研究 新規
f金属錯体における特異な磁
気特性の詳細の解明 奈良女子大学理学部 教授 梶原 孝志 山村 朝雄
13K0064 一般研究
継続
(3)
ウラン化合物における量子相
転移の研究
兵庫県立大学　大学
院物質理学研究科 助教 本山 岳 山村 朝雄
13K0065 一般研究
継続
(2)
新規作製法によるシンチレー
ター単結晶の育成と結晶評価
山梨大学大学院医学
工学総合研究部 准教授 綿打 敏司 吉川 彰
所属 職名等 氏名
新規
・
継続
研究代表者
課題番号 研究種別 研究題目 対応教員
13K0066 一般研究
継続
(2)
フッ化物結晶を使ったデバイ
ス応用の研究
大阪大学レーザーエネ
ルギー学研究センター 教授 猿倉 信彦 吉川 彰
13K0067 一般研究 新規
カーボンナノ構造の電顕内通
電加熱のよる構造変化その場
観察
大阪大学大学院理学
研究科 准教授 河野 日出夫 大野 裕
13K0068 若手萌芽研究
継続
(2)
フタロシアニン型配位子を用
いた新規アクチノイド錯体の
合成と性質
大阪大学大学院理学
研究科 講師 福田 貴光 山村 朝雄
13K0069 一般研究 新規
Co-Fe合金モルフォトロピック
相境界近傍で発現する大磁
歪の検証と高出力化
弘前大学北日本新エ
ネルギー研究所 准教授 久保田 健 加藤 秀実
13K0071 一般研究
継続
(2)
次世代太陽電池に向けた高
品質窒化物半導体薄膜の選
択成長
三重大学大学院工学
研究科 電気電子工学
専攻
准教授 三宅 秀人 谷川 智之
13K0072 一般研究
継続
(2)
高圧下における窒化インジウ
ムの結晶成長機構の解明
九州大学 応用力学研
究所 准教授 寒川 義裕 松岡 隆志
13K0073 一般研究
継続
(3)
X線回折法による鉄鋼材料の
弾・塑性ひずみ場解析 東京都市大学工学部 教授 今福 宗行 佐藤 成男
13K0074 一般研究
継続
(3)
磁歪式トルクセンサデバイス
の小型化に向けた応答性の
改善
弘前大学 教授 島田 宗勝 加藤 秀実
13K0075 一般研究 新規
宇宙からの再突入環境におけ
る耐熱材料の高温劣化挙動
宇宙航空研究開発機
構 教授 八田 博志 且井 宏和
13K0076 一般研究 新規
低放射化フェライト鋼における
酸化膜が水素保持特性に及
ぼす影響
核融合科学研究所 助教 芦川 直子 永田 晋二
13K0077 一般研究
継続
(3)
ホイスラー合金におけるハー
フメタル物質の探索
鹿児島大学大学院理
工学研究科 助教 重田 出 櫻庭 裕弥
13K0078 一般研究 新規
高温プラズマ閉じ込め実験装
置におけるプラズマ・壁相互
作用による水素挙動と材料損
傷
九州大学応用力学研
究所 准教授 徳永 和俊 永田 晋二
13K0079 一般研究 新規
Si1-xCx/Siヘテロ構造の形成
における格子間炭素組成の
低減による高正孔移動度化
山梨大学大学院医学
工学総合研究部 准教授 有元 圭介 宇佐美 徳隆
13K0080 一般研究
継続
(2)
高エネルギー反応場による強
誘電体キャパシタ用新規材料
の開発
大阪府立大学大学院 准教授 齊藤 丈靖 永田 晋二
13K0081 一般研究 新規
電子ネマチック揺らぎによる光
散乱理論
（独）物質・材料研究機
構　超伝導物性ユニッ
ト量子物性
主任研
究員 山瀬 博之 藤田 全基
13K0082 一般研究
継続
(2)
異種の微量元素を介在した
Belite(β-C2S)結晶の安定性
とフォノン特性
秋田工業高等専門学
校 教授 桜田 良治 水関 博志
所属 職名等 氏名
新規
・
継続
研究代表者
課題番号 研究種別 研究題目 対応教員
13K0083 一般研究 新規
低ホール濃度組成Bi2201にお
ける反強磁性磁気秩序状態
の研究
九州工業大学大学院
生命体工学研究科 助教 飯久保 智 藤田 全基
13K0084 若手萌芽研究
継続
(2)
強誘電体薄膜に対する電極
からの応力印加効果に関する
研究
静岡大学工学部 助教 坂元 尚紀 木口 賢紀
13K0085 一般研究
継続
(3)
スピンギャップ有機磁性体の
磁気励起に関する研究
大阪府立大学理学系
研究科物理科学専攻 教授 細越 裕子 野尻 浩之
13K0086 一般研究 新規
タンデムセル太陽電池に向け
たInxGa1-xN薄膜の結晶成長
と電気的特性評価
名古屋大学大学院工
学研究科 助教 本田 善央 谷川 智之
13K0087 一般研究
継続
(2)
Zr-Nb合金の水素吸収と水素
脆化 近畿大学理工学部 教授 渥美 寿雄 阿部 弘亨
13K0088
ワーク
ショップ
開催
新規 ナノ光が拓く新素材・新材料開発と産業応用 山形大学 准教授 松嶋 雄太 杉山 和正
13K0089 重点研究 新規
4f-2pへテロスピン結合性制御
による新規単分子磁石の開発
電気通信大学大学院
情報理工学研究科 教授 石田 尚行 野尻 浩之
13K0090 一般研究 新規
表面・バルク励起による
Ce:LiCaAlF6結晶の時間分解
発光分光
山形大学理学部物理
学科 准教授 北浦 守 吉川 彰
13K0091 一般研究
継続
(2)
超伝導ナノ構造の転移温度上
昇と磁束構造
大阪府立大学大学院
工学研究科 准教授 加藤 勝 小山 富男
13K0092 一般研究
継続
(2)
Cu-Ni合金中のFe及びCo磁
性微粒子の形成機構と物性
評価
横浜国立大学 准教授 竹田 真帆人 水口 将輝
13K0093 若手萌芽研究
継続
(2)
新規開発シンチレータの高感
度な中性子検出器への応用 広島大学 助教 高橋 弘充 吉川 彰
13K0094 一般研究 新規
強相関アクチノイド化合物の
熱物性
日本原子力研究開発
機構
研究主
幹 芳賀 芳範 山村 朝雄
13K0095 一般研究
継続
(3)
225Acや213Biのα線を利用し
た悪性黒色腫治療の検討
金沢大学医薬保健研
究域保健学系 助教 鷲山 幸信 山村 朝雄
13K0096
ワーク
ショップ
開催
新規
金属材料の高度利用, 省資源
化, 及び循環利用に資する分
析・解析技術
名古屋大学 教授 吉川 典彦 柏倉 俊介
13K0097 一般研究 新規
ナトリウムイオン導電性セラ
ミックス・ハイブリッド型ポリ
マー電解質と全固体電池の製
作
名古屋工業大学 大学
院工学研究科物質工
学専攻
准教授 中山 将伸 木口 賢紀
13K0098 一般研究 新規
種々の電気化学処理による
TNTZ合金試料表面のナノ構
造制御
東京工業大学 准教授 松下 伸広 新家 光雄
所属 職名等 氏名
新規
・
継続
研究代表者
課題番号 研究種別 研究題目 対応教員
13K0099 一般研究 新規
金属水素化物の超高分解能
軟X線発光分光 筑波大学 講師 関場 大一郎 折茂 慎一
13K0100 一般研究 新規
窒化物半導体の光学的並び
に電気的特性評価
弘前大学大学院理工
学研究科 教授 岡本 浩 松岡 隆志
13K0101 一般研究 新規
生体材料用TNTZ合金表面の
超親水化と高骨伝導化
名古屋大学エコトピア
科学研究所 准教授 黒田 健介 稗田 純子
13K0102 一般研究
継続
(2)
多重双安定性化合物におけ
る電子状態の外場制御
筑波大学大学院数理
物質科学研究科 教授 大塩 寛紀 野尻 浩之
13K0103 一般研究 新規
β型Ti合金の相安定性が及
ぼす摩擦摩耗挙動への影響 兵庫県立大学 准教授 三浦 永理 松本 洋明
13K0104 一般研究 新規
βチタン合金の結晶粒微細化
および集合組織制御による特
性改善
新潟工科大学機械制
御システム工学科 教授 村山 洋之介 千葉 晶彦
13K0105 一般研究 新規
大きな異常ネルンスト効果を
示すナノコンポジット材料の創
製と評価
物質・材料研究機構 グループリーダー 三谷 誠司 水口 将輝
13K0106 一般研究 新規
非晶質金属合金の熱的挙動
および局所構造変化に関する
研究
大阪府立大学工学研
究科 准教授 堀 史説 今野 豊彦
13K0107 一般研究 新規
表面近接配置有機分子の発
光機構に及ぼす周囲電磁場
環境探索
物質材料研究機構 特別研究員 根城 均 水関 博志
13K0108 一般研究
継続
(2)
シリコン結晶中結晶粒界にお
けるキャリア物性の総合的理
解
宮崎大学 准教授 福山 敦彦 沓掛 健太朗
13K0109
ワーク
ショップ
開催
新規 格子欠陥が挑戦する新エネルギー・環境材料開発
関西学院大学理工学
部 教授 西谷 滋人 大野 裕
13K0110 一般研究 新規
急冷凝固法により作製された
非希土類系Fe基磁歪合金の
磁気特性と振動発電効果
弘前大学理工学研究
科 教授 古屋 泰文 後藤 孝
13K0111 若手萌芽研究 新規
原子炉圧力容器材中の銅富
裕析出物形成に対する金属
組織影響
東京大学大学院工学
系研究科 助教 村上 健太 阿部 弘亨
13K0112 一般研究 新規
Zr基バルク金属ガラスのせん
断応力下における静的破壊お
よび疲労破壊の挙動と機構の
解明
宇部工業高等専門学
校機械工学科 教授 藤田 和孝 加藤 秀実
13K0113 一般研究
継続
(2)
鋼の動的相変態に伴う微細組
織形成機構の解明
京都大学大学院工学
研究科材料工学専攻 教授 辻 伸泰 古原 忠
13K0114 一般研究
継続
(2)
Ti-Cr合金のおけるCr添加量
と細胞適合性の関係
北見工業大学機器分
析センター 准教授 大津 直史 仲井 正昭
13K0115 一般研究 新規
浮遊キャスト成長法による高
品質Si多結晶インゴットの結
晶成長技術の開発
名古屋大学 教授 宇佐美 徳隆 米永 一郎
所属 職名等 氏名
新規
・
継続
研究代表者
課題番号 研究種別 研究題目 対応教員
13K0201 若手萌芽研究 新規
チタン中における希土類酸化
物の溶解/析出挙動 東北大学工学研究科 助教 上田 恭介 趙 研
13K0202 一般研究 新規
錯体水素化物における磁性と
水素貯蔵機能の関係
東北大学大学院理学
研究科 物理学専攻 助教 富安 啓輔 折茂 慎一
13K0203 一般研究 新規
低対称化した鉱物結晶に観察
される秩序ー無秩序構造に関
する研究
東北大学理学研究科
地学専攻 助教 栗林 貴弘 杉山 和正
13K0204 一般研究
継続
(3)
Mo-Si-B合金と炭化物のin-
situ複合化による新たな超高
温材料の展開
東北大学環境科学研
究科環境科学専攻 准教授 吉見 享祐 後藤 孝
13K0205 一般研究
継続
(2)
チタンの骨適合化を目的とし
た元素添加生体吸収性リン酸
カルシウムコーティング膜から
のイオン徐放
東北大学大学院工学
研究科材料システム
工学専攻
教授 成島 尚之 後藤 孝
13K0206 一般研究 新規
マルチフェロイック物質
RMn2O5のエレクトロマグノン
励起の探索
東北大学多元物質科
学研究所電子機能解
析
准教授 木村 宏之 平賀 晴弘
13K0207 一般研究 新規
核融合炉材料の高エネル
ギー粒子線照射下微細組織
発達
東北大学工学研究科 教授 長谷川 晃 阿部 弘亨
（２）　所内
所属 職名等 氏名
13K0401 ワークショップ開催 新規
金属系バイオマテリアル研究・開
発と医療器具の国産化に向けて
東北大学金属材料
研究所 教授 新家 光雄 新家 光雄
13K0402 ワークショップ開催
継続
(2)
中性子が切りひらく新しい物質科
学の展開 ―中距離構造研究の可
能性
東北大学金属材料
研究所 准教授 大山 研司 大山 研司
13K0403 ワークショップ開催
継続
(3)
外部場励起粉体粉末冶金プロセ
スによる材料開発の基礎と応用
東北大学金属材料
研究所 教授 後藤 孝 後藤 孝
13K0404 ワークショップ開催 新規
より安全な原子力技術、核融合技
術に向けての材料研究の展開
東北大学金属材料
研究所 教授 阿部 弘亨 阿部 弘亨
対応教員
研究代表者
課題番号 研究種別 課題
新規・
継続
２．量子エネルギー材料科学国際研究センター
（１）　材料
課題番号 所  属 代表者氏名 研究課題
13M0003 室蘭工業大学工学部 幸野 豊 低Si含有SA508原子炉圧力容器用綱の微細組織と照射効果
13M0005 京都大学エネルギー理工学研究所 笠田 竜太 鉄クロム系合金の相分離に及ぼす照射影響
13M0006 名城大学 土屋 文 シリコン炭化物の照射誘起伝導度における線量率依存性
13M0008 核融合科学研究所 長坂 琢也 低放射化バナジウム合金における中性子照射硬化とイオン照射硬化との相関
13M0009 福井大学附属国際原子力工学研究所 福元 謙一 バナジウム合金の中性子照射脆化の評価とそのメカニズムに関する研究
13M0010 茨城大学 車田 亮 タングステンと銅との接合界面の機械的性質および微細組織に及ぼす中性子照射効果
13M0012 兵庫県立大学大学院工学研究科 山崎 徹 Zr基バルク金属ガラスの中性子照射による機械的性質の変化
13M0015 日本原子力研究開発機構 福本 正勝 被覆タングステン中の水素蓄積に及ぼす炭素の影響
13M0016 京都大学原子炉実験所 佐藤 紘一 中性子照射によるオーステナイト鋼およびフェライト鋼中の原子空孔挙動の解明
13M0018 北海道大学工学研究科 橋本 直幸 日米協力TITAN計画で照射した材料の照射後試験
13M0020 東京大学大学院工学系研究科マテリアル工学専攻 霜垣 幸浩
アトムプローブによるCVD薄膜中の合金原子組
成分析
13M0022 北海道大学工学研究科 橋本 直幸 被照射鉄鋼材料における機械的特性と微細組織に及ぼす水素の効果
13M0023 高エネルギー加速器研究機構 中本 建志 高エネルギー物理実験用超伝導線材の放射線照射効果
13M0024 京都大学 木村 晃彦 先進原子力システム用ナノ酸化物粒子分散強化鋼における照射効果
13M0025 京都大学 木村 晃彦 軽水炉寿命延長時における圧力容器の照射脆化支配因子の検討
13M0026 京都大学 木村 晃彦 日米協力TITAN計画で照射した核融合炉材料の照射後試験
13M0027 山形大学理学部 岩田 尚能 40Ar-39Ar法を用いた岩石・鉱物の形成年代測定
13M0028 (独)物質・材料研究機構 深田 直樹 アトムプローブ法による半導体ナノワイヤ中のドーパント不純物分布評価
課題番号 所  属 代表者氏名 研究課題
13M0029 (独)物質・材料研究機構 竹内 孝夫 核融合炉用超伝導線材の照射効果
13M0032 福島工業高等専門学校 鈴木 茂和 低放射化フェライト鋼のひずみと微細組織に与える温度の影響
13M0033 京都大学エネルギー理工学研究所 檜木 達也 原子力用セラミックス及びセラミックス複合材料の中性子照射効果
13M0034 九州大学応用力学研究所 渡辺 英雄 圧力容器モデル合金の中性子照射による組織・硬さ変化に関する研究
13M0035 岩手大学工学部マテリアル工学科 鎌田 康寛 中性子照射した圧力容器鋼およびモデル合金の動的磁気特性・電磁超音波特性
13M0036 University of California 山本 琢也 原子炉構造材料の照射硬化機構に及ぼす損傷速度効果の解明
13M0037 日本原子力研究開発機構 勝山 仁哉 中性子照射された原子炉圧力容器鋼熱影響部及び肉盛溶接材の微細組織観察
13M0038 （財）応用科学研究所 長江 正寛 多段内部窒化－酸化法により組織制御したMo合金の耐照射特性
13M0039 東京都市大学　工学部 矢野 史子 アトムプローブによる半導体デバイスのナノ解析
13M0040 (独)物質・材料研究機構 鈴木 達 配向制御した炭化ケイ素の耐照射性に関する研究
13M0041 富山大学 波多野 雄治 タングステンの水素同位体保持特性に及ぼす中性子照射効果の影響
13M0042 室蘭工業大学 岸本 弘立 核分裂炉材料としてのNITE-SiC/SiC複合材料の微細組織と照射効果
13M0043 東京工業大学 原子炉工学研究所 矢野 豊彦 炭化ケイ素および炭化ケイ素複合材料関連セラミックスの中性子照射損傷
13M0044 室蘭工業大学工学部 香山 晃 燃料被覆管用SiC/SiC管および部材の基本特性と照射効果
13M0045 愛媛大学大学院 阪本 辰顕 ナノ組織を有する高融点遷移金属の微細組織に及ぼす中性子照射効果
13M0046 近畿大学理工学部 渥美 寿雄 核融合炉用炭素材料の中性子照射効果
13M0048 自然科学研究機構核融合科学研究所 西浦 正樹 ITER核融合プラズマ計測のための光学材の放射線照射特性
13M0049 東京大学大学院理学系研究科 長尾 敬介 中性子照射を利用した40Ar-39Arおよび I-Xe法による隕石・地球鉱物の年代測定
13M0050 慶應義塾大学物理情報工学科 伊藤 公平 ３次元アトムプローブ法によるGeナノワイヤ中の不純物原子および点欠陥挙動の評価
13M0201 東北大学大学院工学研究科 野上 修平 鉄鋼材料照射材の疲労き裂発生・成長挙動
課題番号 所  属 代表者氏名 研究課題
13M0202 東北大学大学院工学研究科 長谷川 晃 核融合炉プラズマ対向機器用タングステン合金の中性子照射効果
13M0203 東北大学大学院工学研究科 藪内 聖皓 マトリックス損傷の形成・成長過程に及ぼす銅析出物の影響
13M0402 東北大学金属材料研究所 松川 義孝 先端電子顕微鏡術によるジルコニウム基燃料被覆管材料の微細組織解析
13M0403 東北大学金属材料研究所 阿部 弘亨 鉄基分散強化合金の炭化物と酸化物の相安定性に及ぼす照射効果
13M0404 東北大学金属材料研究所 大野 裕 太陽電池用半導体中の欠陥機能
13M0406 東北大学金属材料研究所 清水 康雄 アトムプローブと陽電子消滅法による先端半導体デバイス中の実空間分布解析と欠陥評価
13M0408 東北大学金属材料研究所 小無 健司 水素化物中性子吸収材の開発
13M0409 東北大学金属材料研究所 畠山 賢彦 金属材料中のマトリックス／析出物界面構造、転位構造と耐照射特性に関する研究
13M0410 東北大学金属材料研究所 外山 健 陽電子消滅法・３次元アトムプローブ法を用いた軽水炉鉄鋼材料のミクロ組織分析
13M0411 東北大学金属材料研究所 外山 健 軽水炉ステンレス鋳鋼の機械特性評価
13M0414 東北大学金属材料研究所 井上 耕治 陽電子消滅時間－運動量相関法による新しい原子炉材料分析手法の開発
（２）　アクチノイド
課題番号 所 属 代表者氏名    研究課題
13F0001 岩手大学 吉澤 正人 アクチノイド化合物の超音波測定
13F0002 （独）日本原子力研究開発機構先端基礎研究センター 神戸 振作 アクチノイド化合物の微視的物性
13F0004 京都大学原子炉実験所 藤井 俊行 NMRスペクトル法によるウランの錯生成に関する研究
13F0007 長岡技術科学大学 鈴木 達也 固体抽出剤を用いたアクチノイドとランタノイドの分離
13F0011 北海道大学 網塚 浩 強相関５ｆ電子系における量子異常の研究と新規物性の探索
13F0013 九州大学工学研究院 出光 一哉 緩衝材中のアクチノイド元素の移動に関する研究
13F0014 京都大学原子炉実験所 小林 康浩 Au微粒子のメスバウアー効果における無反跳分率の研究（３）
13F0017 福井大学国際原子力工学研究所 山脇 道夫 ウラン金属間化合物の水素吸収・放出特性に関する研究
13F0030 日本原子力研究開発機構 芳賀 芳範 アクチノイド化合物5f電子系の物理と化学の研究
13F0031 (独)日本原子力研究開発機構 佐藤 匠 高純度金属を用いたNp合金の状態図に関する研究
13F0047 金沢大学医薬保健研究域保健学系 鷲山 幸信 転移性骨腫瘍治療のためのアクチニウム系列核種の応用
13F0416 東北大学金属材料研究所 山村 朝雄 水熱合成と不燃性溶媒を利用した燃料リサイクルおよび除染に関する研究
13F0401 東北大学金属材料研究所 李 徳新 ウラン化合物U5T3X7におけるスピンクラスターの形成とクラスターグラス効果
13F0405 東北大学金属材料研究所 青木 大 アクチノイド化合物における強磁性と超伝導の共存
13F0407 東北大学金属材料研究所 小無 健司 酸化物核燃料の酸素格子欠陥構造の研究
13F0412 東北大学金属材料研究所 本多 史憲 ウラン化合物および関連物質の新奇な電子状態の高圧/磁場下における研究
13F0413 東北大学金属材料研究所 本間 佳哉 希土類・アクチノイド化合物のメスバウアー分光
13F0054 新潟大学 摂待　力生 URu2Si2のフェルミ面研究
13F0417 東北大学金属材料研究所 黒澤 俊介 Eu価数とEu:SrI2結晶のもつシンチレーション特性の関連性の解明
３．附属新素材共同研究開発センター
（１）　所外　（装置利用の共同利用研究）
所属 職名等 氏名
13G0001 新規 Cu(Fe1-xInx)O2の合成と磁性に関する研究 九州工業大学大学院工学研究院 教授 古曵 重美
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0002 継続(5) リサイクル型Fe3Al基合金の耐摩耗特性と切削工具材への適応
千葉大学大学院工学研
究科人工システム科学
専攻機械系コース
准教授 糸井 貴臣 加藤 秀実/牧野 彰宏
13G0003 新規
アルカリ金属塩添加のもとでのNb2O5粉末
と非晶質ホウ素粉末の熱還元反応による
NbB2粉末の合成と性質
国士舘大学理工学部 教授 岡田 繁 牧野 彰宏/湯葢 邦夫
13G0004 新規 環境浄化用機能性無機結晶の創成とその構造解析
信州大学　工学部　環
境機能工学科　大石・手
嶋研究室
助教 我田 元 牧野 彰宏/湯葢 邦夫
13G0005 継続(2) Ni-Mn-Ga系強磁性形状記憶合金における圧力効果
山形大学大学院理工学
研究科 准教授 安達 義也
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫/
シャルマ
パーマナント
13G0006 継続(2)
ポテンシャルエネルギーランドスケープの視
点から見たバルク金属ガラスの静的構造緩
和挙動
東京理科大学理工学部
物理学科 教授 春山 修身
杉山 和正/
加藤 秀実/
横山 嘉彦
13G0007 継続(3) 組成と構造が制御された金属錯体を用いたZnO薄膜デバイスの作製 仙台高等専門学校 教授 羽賀 浩一
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0008 継続(2) Zr-Cu-Ni-Al系金属ガラスの過冷却液体領域における形状転写特性
兵庫県立大学大学院工
学研究科 教授 山崎 徹
加藤 秀実/
後藤 孝/
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0009 新規 強磁性Fe基アモルファス厚膜メンブレンを有するマイクロポンプ試作 宇都宮大学 准教授 山本 篤史郎
加藤 秀実/
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0010 新規
水素化アモルファスシリコン薄膜によるプロ
リン含有アンモニアセンサーユニットの感度
向上に関する研究
秋田大学工学資源学部
材料工学科 講師 辻内 裕 後藤 孝
13G0011 継続(3) 生体安全性・生体適合性を有するZr基バルク金属ガラスの創出
東京医科歯科大学生体
材料工学研究所 助教 堤 祐介
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0012 新規 Gd3(Al,Ga)5O12結晶中のCe3+関連格子欠陥複合体の起源
山形大学理学部物理学
科 准教授 北浦 守
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0013 継続(3) Cu-Fe-Pt およびCu-Fe-Pd３元合金の結晶構造・磁性 筑波大学 講師 高橋 美和子
後藤 孝/
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0014 新規 生体用Ti-Zr系合金の弾性的性質に影響する因子の解析
長崎大学大学院医歯薬
学総合研究科 准教授 白石 孝信
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0015 新規 Zr基金属ガラスのろう材への応用に関する研究 兵庫県立大学 准教授 三浦 永理
千葉 晶彦/
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0016 新規 高度に制御したヘテロ構造を用いたグラフェン素子のスピン伝導測定
日本原子力研究開発機
構
任期付
研究員 圓谷 志郎
高梨 弘毅
13G0017 継続(3) Zr系バルク金属ガラスの構造と電子物性 熊本大学大学院自然科学研究科 教授 細川 伸也
加藤 秀実/
牧野 彰宏
対応教員
研究代表者
課題番号 新規・継続 研究題目
所属 職名等 氏名
対応教員
研究代表者
課題番号 新規・継続 研究題目
13G0018 継続(2)
ホイスラー型規則合金電極を用いたCPP-
GMR素子における磁気抵抗効果と局所磁
性に関する研究
名古屋工業大学大学院
工学研究科 助教 田中 雅章 高梨 弘毅
13G0019 新規 クロム薄膜の量子臨界現象 金沢大学理工研究域 准教授 大橋 政司 高梨 弘毅
13G0021 継続(2) 金属ガラスへの粒子線照射による内部構造と特性制御に関する研究
大阪府立大学工学研究
科 准教授 堀 史説
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0022 継続(2) 生体用チタン／セラミック複合材料 新潟工科大学機械制御システム工学科 教授 村山 洋之介
後藤 孝/
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0023 新規 放電プラズマ焼結を用いた高熱伝導ナノセラミックスの作製 中央大学理工学部 助教 小林 亮太
後藤 孝/
牧野 彰宏
13G0024 継続(5) 新規なホウ素クラスター系高温熱電材料の開発 物質・材料研究機構
ＭＡＮＡ研
究者　（併
任企画調
整室運営
主席）
森 孝雄 牧野 彰宏/湯葢 邦夫
13G0025 新規 アモルファス合金のメタノール水蒸気改質触媒への応用
鹿児島大学大学院　理
工学研究科　化学生命・
化学工学専攻　甲斐研
究室
教授 甲斐 敬美 加藤 秀実
13G0026 新規 熱時効および照射した鉄クロム単結晶合金の磁気特性
岩手大学工学部マテリ
アル工学科 教授 鎌田 康寛
高梨 弘毅/
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0027 新規 エネルギー移動過程解明のためのBi,Eu共添加バナジン酸イットリウム単結晶の作製
長岡技術科学大学電気
系 准教授 加藤 有行
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0028 継続(4) HPT（High Pressure Torsion）法を用いた非晶質金属の強ひずみ加工
豊橋技術科学大学機械
工学系 准教授 戸高 義一
後藤 孝/
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0029 新規 Sr3Ti2O7型希土類マンガナイトの単結晶育成と構造解析
豊橋技術科学大学環
境・生命工学系 助教 佐藤 裕久
後藤 孝/
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0030 継続(2) 鉛フリーはんだ／銅接合界面構造に及ぼす添加元素の影響
群馬工業高等専門学校
機械工学科 講師 山内 啓 牧野 彰宏
13G0031 新規 エネルギーハーベストを目的とした磁歪・圧電三層型コンポジッ トの創製 弘前大学理工学研究科 教授 古屋 泰文 牧野 彰宏
13G0032 新規 ホットアトム反応法による燃料電池用固体高分子電解質膜のプロトン伝導特性改質 名城大学 准教授 土屋 文
四竃 樹男/
高梨 弘毅
13G0033 新規 LiMn2O4結晶育成技術開発と異常分散粉末回折法による結晶構造解析
独立行政法人・物質材
料研究機構
主席エン
ジニア 田中 雅彦
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0034 新規 全固体Liイオン電池の電極・電解質界面におけるLiの濃度分布のイオンビーム解析
名古屋産業科学研究所
研究部
上席研
究員 森田 健治
四竃 樹男
13G0035 新規 酸化亜鉛系透明導電性結晶の作製と評価 東京工芸大学工学研究科工業化学専攻 教授 澤田 豊
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0036 新規 新規Bi蛍光材料の開発とその応用 大阪大学レーザーエネルギー学研究センター 講師 藤本 靖 吉川 彰
13G0037 新規 Mn基ホイスラー合金におけるハーフメタル物質の合成と物性に関する研究 鹿児島大学 教授 廣井 政彦
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0038 新規 マグネシウムアノード酸化皮膜の生成挙動 北海道大学大学院工学研究院 教授 幅崎 浩樹 四竃 樹男
所属 職名等 氏名
対応教員
研究代表者
課題番号 新規・継続 研究題目
13G0039 新規 Zr-Cu系合金の形状記憶・変態誘起塑性挙動に関する研究
宇部工業高等専門学校
機械工学科 准教授 徳永 仁夫
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0040 新規 耐エローション性に優れた新規高クロム基合金の開発 岩手大学 助教 末永 陽介
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0041 新規 高磁化ナノ結晶Fe 系軟磁性薄膜の作製 東北学院大学 教授 嶋 敏之
高梨 弘毅/
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0042 新規 金合金薄膜の欠陥構造と多孔質化への影響について 東北学院大学工学部 講師 中谷 聡子 牧野 彰宏
13G0043 新規 抵抗加熱を利用した金属ガラスの精密加工
大阪大学大学院工学研
究科マテリアル生産科
学専攻
准教授 福本 信次 牧野 彰宏/横山 嘉彦
13G0044 新規 鉄基軟磁性材料の凝固過程における熱物性測定 宇宙航空研究開発機構 助教 岡田 純平
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0045 継続(2)
Zr基バルク金属ガラスの疲労強度に及ぼす
母合金鋳込み回数の影響とその機構の解
明
宇部工業高等専門学校
機械工学科 教授 藤田 和孝
加藤 秀実/
後藤 孝/
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0046 継続(5) フェムト秒レーザー照射による金属表層ガラス化
大阪大学大学院工学研
究科マテリアル生産科
学専攻
准教授 佐野 智一 牧野 彰宏/横山 嘉彦
13G0047 新規 金属ガラス集電体を用いたリチウムイオン電池の作製 兵庫県立大学 助教 岡 好浩
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0048 継続(2) フッ化物単結晶を用いた磁気光学応用単結晶の開発
物質材料研究機構光材
料センター
グループ
リーダー 島村 清史
後藤 孝/
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0049 継続(5) 大ひずみ加工を利用した金属ガラス系金属間化合物の組織制御
物質・材料研究機構　構
造材料ユニット
グループ
リーダー 土谷 浩一
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0050 新規 放電プラズマ焼結によるSiO2-Mo複合材料の作製
横浜国立大学大学院環
境情報研究院人工環境
と情報部門
教授 多々見 純一 後藤 孝/牧野 彰宏
13G0051 新規 高速変形の作用によるせん断帯形成の実験的研究 神戸大学 教授 向井 トシジ
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0052 継続(3) 高仕事関数を有するITVO薄膜の作製と評価 国立仙台高等専門学校 助教 関 成之
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0053 新規 PdNi（Cu）P金属ガラスの応力負荷条件での構造不均質性の検討 京都大学 准教授 奥田 浩司
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0054 継続(3) Zr基バルク金属ガラスの超高サイクル回転曲げ疲労特性の解明 立命館大学 教授 酒井 達雄
後藤 孝/
横山 嘉彦
13G0055 新規 High Entropy Alloyのナノ組織化 京都大学大学院工学研究科材料工学専攻 教授 辻 伸泰
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0201 継続(4) 金属ガラス薄膜の構造解析 東北大学原子分子材料科学高等研究機構 准教授 藤田 武志 牧野 彰宏
13G0202 継続(2) Mg基準結晶を利用した軽量合金の作製と機械特性評価
東北大学多元物質科学
研究所 教授 蔡 安邦 牧野 彰宏
13G0203 新規 SPS焼結による鉛フリー圧電材料の創製 東北大学多元物質科学研究所 准教授 殷 しゅう 牧野 彰宏
13G0204 新規 特殊溶解法による高融点金属の高純度精製
東北大学多元物質科学
研究所 准教授 三村 耕司
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
所属 職名等 氏名
対応教員
研究代表者
課題番号 新規・継続 研究題目
13G0205 新規 セラミックス系材料の開発と応用に関する研究
東北大学大学院工学研
究科 エネルギー安全科
学国際研究センター
教授 橋田 俊之 米永 一郎/牧野 彰宏
13G0206 継続(2) アルカリ－加熱処理を行った金属表面の構造解析に関する研究
東北大学大学院歯学研
究科 准教授 金高 弘恭
後藤 孝/
牧野 彰宏
13G0207 新規 垂直磁化薄膜におけるゲート電界保磁力制御
東北大学大学院工学研
究科 准教授 好田 誠 高梨 弘毅
13G0208 新規 低弾性高強度チタン合金の生体活性向上 東北大学学際科学国際高等研究センター 教授 増本 博
後藤 孝/
牧野 彰宏
13G0209 継続(2) チタン合金の熱酸化反応によるアナターゼ形成と光触媒活性
東北大学大学院工学研
究科材料システム工学
専攻
教授 成島 尚之 後藤 孝/牧野 彰宏
13G0210 継続(2) Fe-Al金属間化合物の物理的・機械的性質の温度依存性
東北大学環境科学研究
科環境科学専攻 准教授 吉見 享祐
後藤 孝/
牧野 彰宏/
湯葢 邦夫
13G0211 新規 SiO2高圧相の生成条件の決定 東北大学理学研究科 助教 坂巻 竜也 杉山 和正
13G0212 新規 多孔質酸化鉄集合体の液中カチオン吸着と加熱による構造変化解析
東北大学多元物質科学
研究所 准教授 篠田 弘造 杉山 和正
13G0213 継続(4) Zr基金属ガラスを用いた歯科医用材料の開発 東北大学歯学研究科 教授 山本 照子
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0214 新規 ナノファイバー作製のためのアモルファス母合金製作
東北大学原子分子材料
科学高等研究機構 准教授 中山 幸仁
牧野 彰宏/
横山 嘉彦
13G0215 新規
非晶質合金をプレカーサーに用いるナノ
ポーラス金属・合金の電気化学的作製と応
用
東北大学工学研究科 教授 原 信義 牧野 彰宏
（２）　所内　（装置利用の共同利用研究）
申請者職 申請者氏名 共同研究者職
共同研究者
氏名
13G401 新規
高エネルギーX線回折を利用した金
属組織中の相応力、転位キャラクタ
リゼーション技術の開発
准教授 佐藤 成男
13G402 新規 3d遷移金属を含む新規高保磁力材の結晶作製と磁気物性 助教 梅津 理恵 准教授 三井 好古
13G403 継続(3) Mg基合金の腐食特性研究 助教 秦 風香
大学院生 堀田 京子
大学院生 山本 竜也
教授 高梨 弘毅
大学院生 塩田　明弘
大学院生 周　偉男
13G405 新規 ポーラスチタン基およびマグネシウム基金属ガラスの開発 准教授 謝 国強 助教 秦 風香
13G406 継続(2) 共晶反応を利用した新しい燃料被覆管Zr合金の開発 助教 松永 哲也
助教 志村 玲子
助教 有馬 寛
技術職員 板垣 俊子
技術職員 坂本 冬樹
技術補佐員 石黒 三岐雄
技術職員 伊藤 俊
特任准教授 平賀 晴弘
研究支援員 山口 泰男
技術補佐員 宍戸 統悦
技術専門員 戸澤 慎一郎
准教授 湯葢 邦夫
准教授 仲井 正昭
助教 稗田 純子
助教 趙 研
プレピークを持つAl基非晶質合金の
中距離領域解析 教授 杉山 和正
継続(2) 化学分析のための難分解性金属・無機材料の試料分解法の開発 助教 芦野 哲也
組織の超微細化アプローチによる生
体用β型チタン合金の力学的生体
適合性の改善
教授 新家 光雄
ホイスラーCu2MnAl単結晶を使った
偏極中性子素子の開発 准教授 大山 研司
13G410
13G409
研究題目
研究組織
13G404 新規 磁性ナノ複合体における磁化ダイナミクスの制御 助教 関 剛斎
13G408
13G407
課題番号 新規・継続
継続(3)
新規
新規
申請者職 申請者氏名 共同研究者職
共同研究者
氏名
研究題目
研究組織
課題番号 新規・継続
13G411 新規
生体用Co-Cr-Mo合金におけるひず
み誘起マルテンサイト変態と疲労破
壊の研究
准教授 小泉 雄一郎
13G412 新規 鉄系磁性合金粉末焼結体の作製とその性能評価 准教授 山浦 真一
13G413 新規 レーザーCVD法によるチタン酸アルミニウム膜の合成 助教 伊藤 暁彦
13G414 継続(2) 化学気相析出法によるリチウム伝導性酸化物膜の配向と表面形態制御 助教 且井 宏和
大学院生 ボス スボロ
ジャティ
大学院生 鎌田 知成
助教 窪田　崇秀
学振特別研究
員 矢子　ひとみ
大学院生 土屋　朋生
大学院生 成澤　寛行
大学院生 小嶋 隆幸
大学院生 田代 敬之
教授 高梨 弘毅
大学院生 井上　政己
教授 米永 一郎
准教授 大野 裕
講師 徳本 有紀
助教 沓掛 健太朗
教授 米永 一郎
准教授 大野 裕
講師 徳本 有紀
教育支援者 後藤 頼良
大学院生 井上 海平
准教授 木口 賢紀
教授 今野 豊彦
大学院生 小野寺 礼尚
教授 小山 佳一
沓掛 健太朗
高性能軟磁性Fe基ナノ結晶合金の
磁場中作製プロセスの開発 准教授 木村 尚次郎
機能性薄膜・合金ナノ構造の解析 助教 佐藤 和久
継続(2)
Si結晶中の塑性変形に伴う転位に
沿った不純物の高速拡散挙動の解
明
教育支
援者 後藤 頼良
垂直磁気異方性合金材料の創製と
特性評価 准教授 水口 将輝
13G420
13G419
13G418
13G417
ハーフメタルホイスラー合金を用い
た強磁性トンネル接合と巨大磁気抵
抗素子の作製と評価
教授 高梨 弘毅
継続(2) 半導体結晶中の格子欠陥と不純物の相互作用に関する総合研究 助教
13G415 新規
継続(4)
新規
13G416 新規
申請者職 申請者氏名 共同研究者職
共同研究者
氏名
研究題目
研究組織
課題番号 新規・継続
13G421 継続(4) 高圧対応型次世代アキシャルポンプ構造体の創製 教授 正橋 直哉
13G422 継続(4) 機能性材料に担持した高機能二酸化チタン薄膜の表面解析 准教授 水越 克彰
13G423 新規 単結晶を用いた応力誘起マルテンサイトのバリアント解析 准教授 宮本 吾郎
准教授 横田 有為
助教 黒澤 俊介
准教授 鎌田 圭
13G425 新規 TNTZ/Zr複合材の開発 助教 蘇 亜拉図 助教 成田 健吾
特任准教授 西嶋 雅彦
助教 淡 振華
研究支援者 汪 姚岑
助手 清水 一行
超低損失高飽和磁束密度を有する
ナノ結晶軟磁性材料の開発 教授 牧野　彰宏
継続(5) 新規シンチレータホスト材料の探索 教授 吉川 彰13G424
13G426 継続(2)
4．強磁場超伝導材料研究センター
（１）　所外
13H0001 新規 一般研究 磁場中構造相転移を示すホイスラー磁性合金の磁気機能性の研究
龍谷大学理工学部
機械システム工学科 教授 左近 拓男 野尻浩之
13H0002 継続(3) 超伝導マグネット
次世代加速器応用に向けたA15系超伝
導線の歪み特性に関する研究
高エネルギー加速器
研究機構 准教授 中本 建志 小黒英俊
金 新哲/
菅野未知央/
小黒英俊/
淡路 智
13H0005 新規 材料開発 Fe系超伝導体線材の強磁場特性の評価
東京大学工学系研究科
物理工学専攻 准教授 為ヶ井 強 淡路 智
13H0006 新規 一般研究 磁性イオン液体を用いたミクロ相分離構造制御
首都大学東京大学院
都市環境科学研究科 准教授 山登 正文 高橋弘紀 久保直之
13H0007 新規 一般研究 Fe3PtおよびFe-Pd合金における磁歪の機構
大阪大学大学院
工学研究科 准教授 福田 隆 高橋弘紀
13H0008 継続(2) 一般研究
気相法及び溶液法により磁束ピン止め
点を特異に配置した酸化物超伝導薄
膜の電流輸送特性
九州大学大学院工学
研究院材料工学部門 准教授 寺西 亮 淡路 智
大田黒賢也/
井上剣太
13H0009 継続(2) 材料開発 強磁場プロセスによる省レアメタル永久磁石のナノ組織制御と高性能化
山形大学大学院
理工学研究科 教授 加藤 宏朗 高橋弘紀
小池邦博/
庄司圭一/
水野善幸/
小川大介
13H0010 新規 材料開発 ビスマスナノプレートの磁気異方性に関する研究
独立行政法人
産業技術総合研究所
主任研
究員 北村 直之 高橋弘紀
高橋弘紀/
茂木 巌
13H0011 継続(3) 一般研究 強磁場中調製シリカゲルを用いた異方性材料開発 徳島大学 講師 森 篤史 高橋弘紀 山登正文
13H0012 新規 一般研究 金属２重鎖系超伝導体Pr247の強磁場輸送特性と電子相図 岩手大学工学部 教授 松川 倫明 佐々木孝彦
小林 悟/
藤原貴浩
13H0013 新規 材料開発 鉄系高温超伝導体の強磁場下輸送特性評価
（独）産業技術総合研究
所
研究
グルー
プ長
永崎 洋 淡路 智 伊豫 彰/石田茂之
13H0014 継続(2) 一般研究
単一構造単層カーボンナノチューブ固
体の磁気伝導特性および超伝導の探
索
理化学研究所 専任研究員 大島 勇吾 淡路 智
竹延大志/
高木 勇樹
共同利用
研究者名
金研対応
教 員 名職名 氏名
課題番
号
新規
継続 研究題目
研究代表者
所属
重点
一般
共同利用
研究者名
金研対応
教 員 名職名 氏名
課題番
号
新規
継続 研究題目
研究代表者
所属
重点
一般
13H0015 継続(2) 一般研究
磁気輸送特性を用いた多層型高温超
伝導体における転移温度上昇機構の
研究
弘前大学大学院
理工学研究科 教授 渡辺 孝夫 木村尚次郎
臼井友洋/
足立伸太郎
13H0016 継続(2) 強磁場科学 磁性強誘電体の新奇磁気光学効果 東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 有馬 孝尚 木村尚次郎
阿部伸行/
Nguyen Khanh/
豊田新悟
13H0017 新規 材料開発 キラル磁気電析における磁場・回転対称性の実験的検討
山形県立産業技術
短期大学校 准教授 押切 剛伸 茂木 巌
杉山敦史/
三浦 誠/
青柿良一
13H0018 新規 一般研究 多形化合物RIr2Si2の強磁場磁気特性 山口大学大学院理工学研究科 教授 繁岡 透 木村尚次郎
13H0019 新規 材料開発 強磁場熱分析法を用いたMn基複合磁石材料の合成過程評価
鹿児島大学大学院
理工学研究科 教授 小山 佳一 高橋弘紀 三井好古
13H0020 新規 一般研究 Mn2Sb系一次相転移物質の強磁場中磁気と構造特性
鹿児島大学大学院
理工学研究科 教授 小山 佳一 木村尚次郎 松本佳大
13H0021 新規 一般研究 ハイブリットマグネットによるNMR測定技術開発 上智大学理工学部 教授 後藤 貴行 佐々木孝彦
星野侑宏/
松井一樹
13H0022 新規 一般研究 氷結晶成長に及ぼす磁場の影響 公立大学法人宮城大学食産業学部 助教 君塚 道史 茂木 巌
茂木 巌/
高橋弘紀
13H0023 継続(2) 一般研究 磁場中高温超伝導CC線材の臨界電流の電気−機械的特性評価
安東大學, Andong
National University 教授 申 亨燮 淡路 智
ゴロスペ
アルキング
13H0024 継続(3) 一般研究 実用超伝導線材の応力ひずみ効果およびその履歴の影響
富山大学 大学院
理工学研究部(工学) 准教授 笠場 孝一 小黒英俊 西村 新
13H0026 継続(3) 一般研究 RE系薄膜高温超伝導テープ線の通電特性評価 京都大学工学部 教授 雨宮 尚之 淡路 智
13H0027 新規 一般研究 化学溶液法で作製した高温超伝導フィラメントの磁場中臨界電流特性の評価
名城大学理工学部
材料機能工学科 教授 坂 えり子 小黒英俊 池邉由美子
13H0028 新規 超伝導マグネット
超強磁場発生超伝導マグネットを目指
した自己組織化磁束ピン止め点制御に
よるRE-Ba-Cu-O超伝導薄膜の強磁場
中における超伝導特性
名古屋大学エコトピア
科学研究所 准教授 一野 祐亮 淡路 智
吉田 隆/
鶴田彰宏/
澤野友祐/
樋川一好
共同利用
研究者名
金研対応
教 員 名職名 氏名
課題番
号
新規
継続 研究題目
研究代表者
所属
重点
一般
13H0029 新規 強磁場科学
擬一次元有機導体の磁場誘起スピン
密度波相におけるアニオン秩序化の役
割
北海道大学大学院
理学研究院物理部門 教授 野村 一成 佐々木孝彦 松永悟明
13H0030 新規 一般研究 バイオベースポリマーとしてのポリ-L-乳酸フィルムのモルフォロジー制御
日本大学理工学部
物質応用化学科 講師 伊掛 浩輝 高橋弘紀
室賀嘉夫/
小出優一郎/
中山 麗
13H0031 新規 強磁場科学 有機伝導体の高圧力下磁場誘起相 大阪市立大学大学院理学研究科数物専攻 教授 村田 惠三 佐々木孝彦
横川敬一/
福本雄平/
高岡 亮
13H0032 新規 一般研究 ホイスラー合金Pd2MnInのメタ磁性転移 東北学院大学 准教授 岡田 宏成 淡路 智
佐々木 徹/
菅野幹太
13H0033 継続(2) 一般研究 強磁場中の電気抵抗測定によるBSCCO結晶配向性の評価
宮城教育大学教育学部
理科教育講座 准教授 内山 哲治 淡路 智 袴田 暁
13H0034 継続(3) 材料開発
極低温・強磁場下トンネル分光測定に
よるハーフメタル物質のスピン分極特
性の解明
鹿児島大学大学院
理工学研究科 助教 重田 出 木村尚次郎 小山佳一
13H0035 継続(2) 一般研究 高性能超伝導材料の開発と磁束ピンニング特性評価技術
熊本大学大学院
自然科学研究科 教授 藤吉 孝則 淡路 智 末吉哲郎
13H0036 新規 一般研究 擬一次元競合鎖磁性体におけるネマチック相のNMR 上智大学理工学部 教授 後藤 貴行 佐々木孝彦
星野侑宏/
松井一樹
13H0037 新規 一般研究 希土類磁石における結晶粒界と磁壁の相互作用の研究 静岡理工科大学 教授 小林 久理眞 高橋弘紀
13H0038 新規 一般研究 MgB2バルク超伝導体の捕捉磁場特性 岩手大学工学部 助教 内藤 智之 淡路 智 藤代博之
13H0039 新規 超伝導マグネット
人工ピンニングセンターを導入した希
土類系高温超伝導線材の臨界電流特
性
九州大学大学院システム
情報科学研究院 教授 木須 隆暢 渡邉和雄
井上昌睦/
東川甲平/
今村和孝
13H0041 継続(3) 一般研究
Transport properties of iron-based
wires and tapes and heat treatment in
magnetic fields
Institute of Electrical
Engineering, Chinese
Academy of Sciences
教授 馬 衍偉 淡路 智
13H0042 継続(3) 一般研究 Y系コート線材の磁束ピンニング機構解明に関する研究
九州工業大学・大学院
情報工学研究院 准教授 木内 勝 淡路 智
共同利用
研究者名
金研対応
教 員 名職名 氏名
課題番
号
新規
継続 研究題目
研究代表者
所属
重点
一般
13H0045 継続(3) 一般研究 精密化学組成制御したRE123超伝導体のピンニング機構解明
東京大学大学院
工学系研究科 准教授 下山 淳一 淡路 智
荻野 拓/
山本 明保
13H0046 新規 一般研究 鉄系超伝導体における歪効果 物質・材料研究機構 主任研究員 西島 元 小黒英俊
13H0201 継続(2) 超伝導マグネット
大電流容量ReBCO導体の機械的接合
試験
東北大学大学院
工学研究科
量子エネルギー工学専攻
助教 伊藤 悟 小黒英俊
橋爪秀利/
丹野裕介/
清野祐太郎/
帰山英也
13H0202 継続(3) 強磁場連携 三面複層コーティング流路を用いた強磁場下におけるMHD流動特性評価
東北大学大学院
工学研究科
量子エネルギー工学専攻
教授 橋爪 秀利 小黒英俊 伊藤 悟/一色大地
13H0203 新規 強磁場科学
電子型高温超伝導体における強磁場
下輸送特性から見た超伝導発現機構
に関する研究
東北大学大学院工学
研究科応用物理学専攻 助教 足立 匡 佐々木孝彦
小池洋二/
佐々木孝彦
13H0204 継続(2) 一般研究 低次元量子スピン系におけるスピンによる熱伝導と磁気秩序
東北大学大学院工学
研究科応用物理学専攻 助教 川股 隆行 佐々木孝彦
小池洋二/
成瀬晃樹/
大野真澄/
松岡禎知
13H0205 新規 一般研究 S=1/2反強磁性三量体系の磁場誘起磁気秩序の観測
東北大学
多元物質科学研究所 教授 佐藤 卓 鳴海康雄 三田 稔
13H0206 継続(2) 一般研究 鉄ニクタイド超伝導体における3次元ディラックコーンの輸送特性
東北大学WPI-AIMR、
理学研究科 教授 谷垣 勝己 小黒英俊
田邉洋一/
Huynh Khuong/
浦田隆広
（２）　所内
13H0401 継続(2) 一般研究 磁気電析膜によるアミノ酸のキラル分子認識の研究 助教 茂木 巌 渡邉和雄
13H0402 継続(3) 一般研究 磁場誘起相変態に伴う巨大物性変化と強磁場中磁化過程に関する研究 助教 梅津 理恵
藤田麻哉/
貝沼亮介
13H0403 新規 一般研究 導電性高分子PEDOT-PSSの磁場配向効果 助教 西嵜 照和
佐々木孝彦/
本間優太/
Guziak Milena
13H0404 新規 材料開発 Mn系磁性材料の磁場中合成 助教 三井 好古 梅津理恵/小山佳一
13H0405 新規 一般研究 実用超伝導線材の超伝導特性と機械特性の評価 助教 小黒 英俊
13H0406 継続(2) 一般研究 光励起を利用したスピン多重度制御と相制御 教授 野尻 浩之
13H0407 新規 一般研究 強磁場・極低温超音波測定法の開発と多重極秩序・二次元電子系への応用 助教 中村 慎太郎
根本祐一/
野島 勉/
淡路 智
13H0408 新規 超伝導マグネット 高温超伝導REBCO線材を用いたコイル化技術の開発 助教 小黒 英俊 武藤翔吾
13H0409 新規 超伝導マグネット
REBCOコート線材におけるひずみ印加アニールによる
Jc特性の向上 大学院生 鈴木 匠
13H0410 継続(2) 一般研究 フラストレート磁性体のエレクトロマグノンに関する研究 准教授 木村 尚次郎
13H0411 新規 一般研究 高温強磁場下におけるFeRhの磁場誘起相転移の観測 助教 高橋 弘紀
大武和樹/
三井好古/
渡邉和雄
13H0412 新規 一般研究 フラストレーション系パイロクロア格子反強磁性体CdCr2O4の強磁場Raman分光測定 准教授 木村 尚次郎 澤田祐也
13H0413 新規 一般研究 一次元フェリ磁性鎖における量子効果に関する研究 准教授 鳴海 康雄
13H0414 新規 材料開発 高性能軟磁性Fe基ナノ結晶合金の磁場中作製プロセスの開発 大学院生 小野寺 礼尚
13H0415 新規 超伝導マグネット
人工ピンを導入したREBCOコート線材の低温電界ー電
流特性評価 准教授 淡路 智 水戸瀬智久
13H0416 新規 一般研究 磁気浮上微小重力環境下での材料作製プロセス開発 助教 高橋 弘紀
茂木 巌/
淡路 智/
渡邉和雄
共同利用
研究者名課題番号
新規
継続 研究題目
研究代表者
職名 氏名
重点
一般
（３）受託研究員等
所属 職名 氏名
13H0003 新規 超伝導マグネット
新規補強構造を用いた高強度パンケーキコ
イルの応力‐歪特性評価 中部電力（株） 研究主査 渡部 智則 淡路 智
13H0004 継続(2) 強磁場連携
高磁界超伝導マグネット実現のための技術
開発 株式会社　東芝 主幹 花井 哲 小黒英俊
13H0025 新規 一般研究 REBCO超伝導線材の強磁場特性 株式会社フジクラ 室長 伊藤 雅彦 淡路 智
飯島康裕/
大保雅載/
藤田真司
13H0040 継続(2) 超伝導マグネット
リアクト＆ワインド用CuNb補強Nb3Snラザ
フォードケーブルの開発 古河電気工業(株) 部長 坪内 宏和 渡邉和雄
遠藤 壮/
杉本昌弘
13H0043 新規 一般研究 ReＢＣＯ超電導線材の低温強磁場性能評価 古河電工研究開発本部メタル総合研究所 部門統括 井上 至 渡邉和雄
13H0044 継続(2) 一般研究 RE123コイルの冷凍機冷却型超電導マグネット適用に向けた基礎研究 住友重機械工業(株) 主任研究員 三上 行雄 小黒英俊
吉田 潤/
鶴留武尚
共同利用
研究者名課題番号
新規
継続 研究題目
研　　　究　　　代　　　表　　　者重点
一般
金研対応
教員名
5．計算材料学センター
(1) 所外　
所属 職名等 氏名
13S0001 継続(3) 鉄中の溶質原子間相互作用 大阪府立大学大学院工学研究科物質化学系専攻 教授 沼倉 宏
Rodion
Belolsudov
13S0002 新規 非対称XPSスペクトルの形状評価を利用した化学状態分析 北見工業大学機器分析センター 講師 大津 直史 佐原 亮二
13S0201 新規 数学的力学系に基づく非平衡材料 東北大学原子分子材料科学高等研究機構 准教授 藤田 武志 佐藤 和久
13S0202 継続(2) 球形微粒子の自己組織化シミュレーション
東北大学工学研究科材料システ
ム工学専攻 助教 菊池 圭子
Rodion
Belolsudov
13S0203 新規 準結晶/結晶ヘテロ界面の構造と安定性に対する理論研究 東北大学多元物質科学研究所 助教 藤田 伸尚 西松 毅
13S0204 新規
全電子混合基底法第一原理計算プ
ログラム開発と 移動体用材料設計
シミュレーション
東北大学大学院 医工学研究科 教授 松木 英敏 RodionBelolsudov
13S0205 新規 金属アレルギーにおける抗原ペプチドの新たな同定法の確立 東北大学加齢医学研究所 教授  小笠原 康悦 新家 光雄
対応教員課題番号 新規・継続 研究題目
研究代表者
　(2) 所内　
所属 職名等 氏名
13S0401 継続(2) 鉄合金およびジルコニウム合金の照射損傷過程 東北大学金属材料研究所 准教授 佐藤 裕樹
13S0402 新規 超高速分子動力学計算による強誘電体薄膜キャパシタの高性能化 東北大学金属材料研究所 助教 西松 毅
13S0403 新規 生体用Co-Cr-Mo合金におけるひずみ誘起マルテンサイト変態と疲労破壊の研究 東北大学金属材料研究所 准教授 小泉 雄一郎
13S0404 継続(2)
専用スーパーコンピューターを活用した統
合マルチスケール材料設計による物理
的、化学的性質解明
東北大学金属材料研究所 准教授 毛利 哲夫
13S0405 継続(2) 全電子混合基底法プログラムTOMBOによる水素貯蔵材料開発 東北大学金属材料研究所 准教授 佐原 亮二
13S0406 継続(3) 電池材料の第一原理シミュレーション 東北大学金属材料研究所 研究支援者 池庄司 民夫
13S0407 新規
環境問題解決のための各種ゲスト分子を
含むクラスレートハイドレートの熱力学特
性算定
東北大学金属材料研究所 准教授 Rodion Belolsudov
13S0408 新規 水素化物の計算材料科学 東北大学金属材料研究所 助教 高木 成幸
13S0409 継続(3) 放射光、中性子実験に向けた強磁場パルスマグネットの開発 東北大学金属材料研究所 准教授 鳴海 康雄
13S0410 継続(2) 太陽電池用シリコン結晶における多結晶組織が応力分布に与える影響の解明 東北大学金属材料研究所 助教 沓掛 健太朗
13S0411 新規 アクチノイド錯体の熱力学諸量の評価を可能にする第二水和圏の効果に関する研究 東北大学金属材料研究所 准教授 山村 朝雄
13S0412 新規 原子力炉用材料の計算科学的研究 東北大学金属材料研究所 准教授 小無 健司
13S0413 新規 液体から固体への相変化に関する計算機実験による研究 東北大学金属材料研究所 准教授 寺田 弥生
13S0414 新規 スピントロニクスとトポロジカル絶縁体 東北大学金属材料研究所 助教 Tretiakov Oleg
13S0415 新規 合金相平衡の理論計算 東北大学金属材料研究所 教授 毛利 哲夫
13S0416 新規 偏極中性子実験のための磁場環境定量評価シミュレーション 東北大学金属材料研究所 准教授  大山 研司 
課題番号 新規・継続 研究題目
研究代表者
１.　海外との交流協定
※世話教員は締結(あるいは更新)時
大学名等 国名 世話部門 世話教員 協定締結年月日
中国科学院固体物理研究所 中国 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 1985.1.1
韓国科学技術研究院（ＫＩＳＴ） 韓国 磁性材料学研究部門 高梨 弘毅 教授 1989.11.15
ロシア科学アカデミー総合物理学研究所 ロシア 先端結晶工学研究部 吉川　彰 教授 1993.1.27
中国科学院物理学研究所 中国 計算材料学研究部門 川添 良幸 教授 1993.2.17
ソウル大学校自然科学大学 韓国 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 （1993.7.14）1998.7.8
清華大学近代物理研究所応用物理系 中国 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 （1994.8.10）1998.8.31
韓国産業科学技術研究所 韓国 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 1996.4.21
ゲッティンゲン大学材料物理学研究所
（旧：金属物理学研究所） ドイツ 水素機能材料工学研究部門 折茂 慎一 教授
(1996.12.3)
2003.10.23
ペンシルバニア大学工学部 アメリカ ナノ金属高温材料学研究部門 安彦 兼次客員教授 1997.4.25
マックス・プランク金属研究所 ドイツ ナノ金属高温材料学研究部門 安彦 兼次客員教授 1997.4.28
中国科学院金属研究所 中国 計算材料学研究部門 川添 良幸 教授 1997.11.26
中国科学院上海硅酸塩研究所 中国 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 1998.12.3
漢陽大学校セラミックス工程研究センター 韓国 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 1999.5.13
ピサ大学物理学科 イタリア 結晶材料化学研究部門 宇田 聡 教授 1999.8.31
リヨンⅠクラウドベルナール大学
発光材料物理化学研究所 フランス 先端結晶工学研究部 吉川　彰教授 1999.11.25
グルノーブル国立理工科大学 フランス 新素材共同研究開発センター 牧野 彰宏 教授 (2001.2.5)2000.3.31
韓国科学技術院(KAIST)
電子部品・材料設計人力教育センター 韓国 磁性材料学研究部門 高梨 弘毅 教授
(2000.5.11)
2001.4.24
ポーランド真空工学研究所 ポーランド 金属物性論研究部門 前川 禎通 教授 2000.6.9
ジョゼフ・ステファン研究所 スロベニア 金属物性論研究部門 前川 禎通 教授 2000.10.5
国立台湾大学 台湾 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 2000.11.18
スイス連邦工科大学ローザンヌ校 スイス 磁気物理学研究部門 野尻 浩之 教授 2000.11.20
ポーランド科学アカデミー物理学研究所 ポーランド 金属物性論研究部門 前川 禎通 教授 2000.12.8
武漢理工大学 中国 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 2001.4.30
第７章　海外との共同研究の実施状況
大学名等 国名 世話部門 世話教員 協定締結年月日
重慶大学 中国 加工プロセス工学研究部門 千葉 晶彦 教授 2001.6.15
ポーランド電子材料技術研究所 ポーランド 先端結晶工学研究部 吉川 彰 教授 2002.3.1
ハーバード大学理工学部 アメリカ 量子表面界面科学研究部門 齊藤 英治 教授 （2002.5.31）2010.7.22
東義大学校電子セラミックス研究センター 韓国 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 （2002.5.31）2003.12.19
北京科技大学 中国 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 2002.10.25
台湾工業技術研究院工業材料研究所 台湾 新素材共同研究開発センター 牧野 彰宏 教授 2002.10.29
カリフォルニア大学
サンタバーバラ校工学部 アメリカ 量子表面界面科学研究部門 齊藤 英治 教授
（2004.3.12）
2007.2.11
高麗大学校材料科学工学部 韓国 磁性材料学研究部門 高梨 弘毅 教授 （2005.11.26）2004.3.31
ベルギー原子力研究センター ベルギー 原子力材料物性学研究部門 四竃 樹男 教授 (2004.4.15)2005.6.16
ヨーク大学電子工学部 イギリス 磁性材料学研究部門 高梨 弘毅 教授 (2004.5.18)2004.6.7
シンガポール生産技術研究所 シンガポール 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 2005.5.6
国立昌原大学校 韓国 分析科学研究部門 我妻 和明 教授 2005.10.2
大連理工大学材料科学工程学院 中国 先端分析研究部門 今野 豊彦 教授 (2005.10.7)2007.6.16
華東師範大学 中国 材料照射工学研究部門 永井　康介 2006.6.1
北京航空航天大学 中国 新素材共同研究開発センター 牧野 彰宏 教授 2006.12.16
延世大学校 韓国 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 2007.5.29
天津大学 中国 加工プロセス工学研究部門 千葉 晶彦 教授 2007.6.8
国立釜山大学校 韓国 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 2007.7.26
カールスルーエ工科大学
微細加工技術研究所 ドイツ 新素材共同研究開発センター 横山 嘉彦 准教授
（2008.3.24）
2011.1.7
インド科学大学 インド 新素材共同研究開発センター 牧野 彰宏 教授 2008.12.18
国立海洋大学校工科大学 韓国 電子材料物性学研究部門 松岡 隆志 教授 2009.4.15
中国地質大学（武漢）
材料科学与化学工程学院 中国 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授
（2010.7.7）
2012.2.6
香港科技大学 中国 結晶材料化学研究部門 宇田 聡 教授 2011.2.1
イスタンブール工科大学 トルコ 複合機能材料学研究部門 後藤 孝 教授 2011.10.3
ライス大学工学部 アメリカ 磁気物理学研究部門 野尻 浩之 教授 2012.1.30
カイザースラウテルン工科大学 ドイツ 磁性材料学研究部門 高梨 弘毅 教授 2012.2.1
大学名等 国名 世話部門 世話教員 協定締結年月日
ヨハネスグーテンベルク大学 ドイツ 磁性材料学研究部門 高梨 弘毅 教授 2012.2.6
チェンマイ大学 タイ 先端分析研究部門 今野 豊彦 教授 2012.4.10
グラナダ大学 スペイン 結晶材料化学研究部門 宇田　聡教授 2012.9.27
ITER機構 フランス 原子力材料物性学研究部門 四竃 樹男 教授 2013.12.24
２．外国人研究者の受け入れ実績 
 
【研究部】 
教育研究支援者                                       
BOSU SUBROJATI           ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ 2013.4.1-2013.5.31    受入：教授 高梨 弘毅 
唐 寧             中国   2013.4.1-2014.3.31     受入：教授 千葉 晶彦 
李 雲海            韓国  2013.10.15-2013.11.30     受入：教授 古原 忠 
李 艶芬            中国   2014.1.1-2014.3.31     受入：教授 阿部 弘亨 
YILMAZER HAKAN         トルコ    2014.3.1-2014.3.31      受入：教授 新家 光雄 
 
研究支援者                                         
YILMAZER HAKAN         トルコ    2013.4.1-2014.2.28      受入：教授 新家 光雄 
顧 新福            中国   2013.4.1-2014.3.31    受入：教授 古原 忠 
BOSU SUBROJATI           ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ 2013.6.1-2014.3.31   受入：教授 高梨 弘毅 
ISIK MURAT           トルコ    2013.6.5-2013.9.30      受入：教授 新家 光雄 
 
産学官連携研究員                                      
MARAHATTA ANANT BABU      ﾈﾊﾟｰﾙ     2013.4.1-2014.3.31   受入：准教授 山村 朝雄
PEJCHAL JAN          チェコ  2013.4.1-2013.5.31     受入：教授 吉川 彰 
SETYAWAN ALBERTUS DENY HERI   ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ  2013.4.1-2013.5.31    受入：准教授 加藤 秀実 
 
特別教育研究教員                                      
該当なし 
 
日本学術振興会外国人特別研究員                               
ZHAO Pei            中国    2011.10.1-2013.9.30       受入：教授 後藤 孝 
   レーザー・プラズマハイブリッド CVD による高配向超電導膜の高速合成 
 
LI Yanfen           中国   2011.10.1-2013.12.31      受入：教授 阿部 弘亨 
   高温環境下における酸化物分散強化鋼の機械的特性と微細組織変化の相関 
 
BAKER Michael Lloyd      イギリス 2011.10.11-2013.10.2      受入：教授 野尻 浩之 
   スピンクロスオーバーを示すナノ磁性体のミクロ多自由度ハミルトニアンに基づく理解 
 
RANJBARDIZAJ Ahmad       イラン  2011.11.1-2013.10.31      受入：教授 川添 良幸 
ナノスケールサイズのトポロジカル絶縁体の電子構造と             （～2012.3.31） 
電気伝導性に関する理論研究                                      ：准教授 水関 博志 
（2012.4.1～2013.6.30） 
: BELOSLUDOV,Rodion 
（2013.7.1～2013.10.31） 
 LIU Wei                  中国   2013.7.21-2014.6.10       受入：教授 後藤 孝 
   フッ化物透明セラミックスによる新規レーザー材料の開発 
 
 
【量子エネルギー材料科学国際研究センター】 
産学官連携研究員                                      
該当なし 
 
 
【新素材共同研究開発センター】 
外国人研究員                                                                 
Nikl Martin     チェコ    2013.6.1-2013.7.31       受入：教授 吉川 彰 
   Institute of Physics, Czechoslovak Academy of Science 教授 
   SrHf03, SrZr03およびガーネット型セラミックスのシンチレータ発光機構の解明 
 
Wojciech Dmowski   アメリカ   2013.7.16-2013.8.16      受入：准教授 横山 嘉彦 
   テネシー大学 准教授  
   金属ガラスの変形に伴う構造変化 
 
Mattern Norbert    ドイツ    2013.9.7-2013.11.14       受入：准教授 横山 嘉彦   
   Institute für Komplexe Materialien  研究員 
   Gd, Ndを添加したZr-Co-Alバルクアモルファス合金に見られる磁気的ナノクラスターの形成に
ついて 
 
Zeng Zhong      中国     2014.1.6-2014.3.31       受入：教授 吉川 彰 
   重慶大学 教授    
   結晶成長過程の対流制御 
 
教育研究支援者                                       
張 岩              中国   2013.4.1-2013.10.31     受入：教授 牧野 彰宏 
VSHIVKOV KONSTANTIN       ロシア  2013.11.1-2014.1.31    受入：准教授 ベルスルド
フ・ロディオン 
 
産学官連携研究員                                      
該当なし 
 
 
 
 
【強磁場超伝導材料研究センター】 
教育研究支援者                                              
該当なし 
 
 
【関西センター】 
教育研究支援者                                       
該当なし 
産学官連携研究員                                      
該当なし 
 
 
【国際共同研究センター（ICC-IMR）】 
外国人研究員                                                           
DIKICI BURAK                  トルコ   2013.7.3-2013.8.14  受入：教授 新家 光雄 
   ユズンジュユル大学 准教授 
   超微細組織を有するβ型 Ti-Nb-Ta-Zr 合金と Co-Cr-Mo 合金の電気化学的生体適合性の解析 
 
ZIMAN TIMOTHY ARTHUR LOUIS       ドイツ   2013.7.24-2013.12.28    受入：教授 野尻 浩之 
フランス 国立科学研究センター・ラウエランジュバン研究所 理論部門長 
反強磁性体における輸送と非線形相関関数の研究 
 
廣畑 貴文             日本   2013.9.6-2013.11.30   受入：教授 高梨 弘毅 
   イギリス ヨーク大学 准教授 
   非磁性ナノリングに誘起されたスピン偏極永久電流の測定 
 
SCHRÖDER CHRISTIAN HEINZ       ドイツ   2013.10.29-2014.3.31 受入：教授 野尻 浩之 
   ドイツ ビーレフェルト応用科学大学基礎工学数学科 教授 
ハイブリッドナノ磁性系、分子性磁性体、磁性多層膜とそれらの合成物の大型シミュレーショ
ンの研究 
 
KOCHURIKHIN VLADIMIR     ロシア  2013.11.5-2013.12.5    受入：教授 吉川 彰 
   ロシア科学アカデミー基礎物理研究所 コヒーレント非線形光学研究室 室長 
   シンチレータ、圧電、ハロゲン化物単結晶における大型結晶、形状制御結晶作製技術の開発 
 
BOEHLERT CARL JOSEPH     アメリカ  2014.1.6-2014.2.6    受入：教授 新家 光雄 
   アメリカ ミシガン州立大学 准教授 
   生体用β型チタン合金の変形挙動の解析 
 
 
【特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト】 
非常勤講師（客員教授）                                          
王 新敏                     中国   2013.4.1-2014.3.31 
張 偉                      中国   2013.4.1-2014.3.31 
 
特別教育研究教員                                      
該当なし 
 
 
【超低損失ナノ結晶軟磁性材料研究開発センター】 
研究支援者                                                
汪 姚岑            中国   2013.4.1-2014.3.31       受入：教授 牧野 彰宏 
 
 
３．本研究所教員の在外研究（３ヶ月以上） 
 
◆金属組織制御学研究部門 准教授 宮本 吾郎 
【期 間】  2013.8.17-2014.3.8 
【渡航先】 オランダ（デルフト工科大学）、ほか 
【目 的】  デルフト工科大学にて研究業務および各種ディスカッション、ほか 
 
　　　　　　　　　第８章　学会および外部機関における活動
１．学会活動
　（１）　国外の学会活動
量子表面界面科学研究部門. 内田　健一准教授
Magnetism and Magnetic
Materials (MMM) Conference
Publication editor 2013 3 2014 2
結晶欠陥物性学研究部門. 米永　一郎教授
Material Science and Engineering:
Report
Associate editor 2011 7 継続中
金属組織制御学研究部門. 古原　忠教授
TMS/ASMIMember, Phase Transformations Committee 2002 3 継続中
材料照射工学研究部門. 永井　康介教授
IGRDM　Microstructure
Technical Advisery Committee
委員 2009 8 継続中
電子材料物性学研究部門. 松岡　隆志教授
The Open Applied Physics
Journal
副編集長 2010 2 継続中
生体材料学研究部門. 新家　光雄教授
TMS(The Minerals, Metals &
Materials Society)チタン委員会
委員 2000 4 継続中
磁性材料学研究部門. 高梨　弘毅教授
IEEE Magnetics SocietyIEEE DL 2013 1 2013 12
IEEE Magnetics Society運営委員 2011 1 2013 12
The Korean Institute of Metals
and Materials
Electronic Materials Letters 国際諮問委員 2011 1 継続中
Electronic Materials Letters国際諮問委員 2013 1 継続中
2014 MMM AdCom委員 2013 12 継続中
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授
The 18th International
Conference on Crystal Growth
and Epitaxy (ICCGE-18) Program
Committee
副委員長 2012 4 継続中
The 18th International
Conference on Crystal Growth
and Epitaxy (ICCGE-18)
Publication Committee
委員長 2012 4 継続中
先端結晶工学研究部. 吉川　彰教授
Euroconference on Luminescent
Detectors and Transformers of
Ionizing Radiation
国際諮問委員 2006 4 継続中
International Conference on
Defects in Insulating Materials
International advisory committee
国際諮問委員 2006 4 継続中
International Conference on
Inorganic Scintillators and their
Applications
国際諮問委員 2011 9 継続中
International Workshop on
Ionizing Radiation Monitoring
組織委員会委員 2013 5 継続中
複合機能材料学研究部門. 後藤　孝教授
International Ceramic FederationChair of Novel sintering techniques for
ceramics committee
2010 6 継続中
Journal Frontiers of Materials
Science in China (FMSC)
Editorial Board 2009 7 継続中
加工プロセス工学研究部門. 千葉　晶彦教授
Materials Research Society
(MRS)
2000 4 継続中
分析科学研究部門. 我妻　和明教授
"Applied Spectroscopy
Review"編集委員会
Editorial Board 2001 10 継続中
Central Iron & Steel Research
Institute, The Chinese Society
for Metals
編集諮問委員 2006 10 継続中
特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト. 山浦　真一准教授
International Journal of Hydrogen
Production and Applications
(IJHPA)
Scientific and Editorial Commitee 2009 3 継続中
（２）　国内の学会活動
磁気物理学研究部門. 野尻　浩之教授
強磁場フォーラム 幹事 2002 11 継続中
茂木　巖助教
ポーラログラフ学会 評議員 1999 4 継続中
量子ビーム金属物理学研究部門. 大山　研司准教授
(財)総合科学研究機構専用施設審査委
員会
委員 2013 4 2015 3
結晶欠陥物性学研究部門. 米永　一郎教授
(社)日本物理学会 領域10副代表 2013 4 2014 3
(社)日本物理学会 第６９-７０期代議員 2013 4 2015 3
大野　裕准教授
(社)日本物理学会 Webページ管理者（領域１０） 2005 4 継続中
沓掛　健太朗助教
(社)応用物理学会　結晶工学分科会 幹事 2012 4 継続中
(社)応用物理学会 機関誌編集委員 2013 4 2015 3
(社)応用物理学会 学術講演会プログラム編集委員 2014 1 継続中
出浦　桃子助教
電子材料シンポジウム実行委員会 会場委員 2012 9 継続中
(社)応用物理学会JJAP特集号編集委員
会
特別編集委員 2012 10 2013 5
金属組織制御学研究部門. 古原　忠教授
(社)日本鉄鋼協会 評議員 2005 4 継続中
(社)日本熱処理技術協会 評議員 2009 4 継続中
(社)日本金属学会 論文誌編集委員 1999 4 継続中
(社)日本金属学会 理事 2011 4 継続中
(社)日本鉄鋼協会 理事 2012 4 2014 4
(社)日本鉄鋼協会 講演大会協議会議長 2012 4 2014 4
(社)日本金属学会 副会長 2013 4 継続中
(社)日本金属学会 会報編集委員長 2013 4 継続中
(社)日本鉄鋼協会 論文誌編集委員会幹事 2013 4 継続中
材料照射工学研究部門. 永井　康介教授
日本陽電子科学会 理事 2009 1 継続中
井上　耕治准教授
(社)日本金属学会「まてりあ」編集委員
会
委員 2011 4 継続中
日本陽電子科学会 会報編集委員 2013 4 2015 3
原子力材料工学研究部門. 阿部　弘亨教授
(社)日本原子力学会　標準委員会　シス
テム安全専門部会炉心燃料分科会
主査 2009 4 継続中
(独)日本原子力研究開発機構　大学と
の研究協力実施委員会
分科会委員 2005 4 継続中
(社)日本原子力学会　燃料高度化ロード
マップ実行委員会
委員 2006 4 継続中
(社)日本原子力学会　標準委員会　シス
テム安全専門部会
委員 2008 4 継続中
(社)日本原子力学会　標準委員会　照射
基盤技術委員会
委員 2009 4 継続中
(社)日本原子力学会　標準委員会　燃料
基準開発タスク
副委員長 2009 4 継続中
(社)日本原子力学会　標準委員会　シス
テム安全専門部会システム安全合同タ
スクグループ
主査 2010 4 継続中
(社)日本原子力学会　東京電力福島第
一原子力発電所事故調査委員会
委員 2012 7 2014 3
(社)日本原子力学会　安全対策高度化
技術マップ策定部会
燃料材料分野取りまとめ 2013 1 継続中
(社)日本原子力学会　標準委員会　シビ
アアクシデントマネジメント分科会
委員 2013 11 2014 3
松川　義孝助教
(社)日本原子力学会 材料部会　広報小委員会委員長 2013 4 2014 3
電子材料物性学研究部門. 松岡　隆志教授
APEX/JJAP編集員 編集委員 2013 4 2014 3
片山　竜二准教授
(社)応用物理学会　東北支部 企画委員長 2012 4 継続中
谷川　智之助教
第32回電子材料シンポジウム 会場委員 2012 10 2013 9
第33回電子材料シンポジウム 会場委員 2013 10 継続中
ランダム構造物質学研究部門. 杉山　和正教授
日本鉱物科学会 欧文誌編集委員 2006 4 継続中
日本結晶学会 日本結晶学会誌　編集副委員長 2008 4 2014 3
日本結晶学会 評議員 2012 4 継続中
(独)日本学術振興会　結晶成長の科学
と技術　第161委員会
代表副幹事 2013 4 継続中
林　好一准教授
日本フラックス成長研究会 出版委員会　出版委員 2006 12 継続中
(社)応用物理学会　埋もれた界面のＸ
線・中性子解析研究会
委員(外部資金) 2009 4 継続中
有馬　寛助教
日本結晶学会 若手の会世話人 2012 4 継続中
日本結晶学会 行事委員 2012 4 継続中
生体材料学研究部門. 新家　光雄教授
(社)日本材料学会 疲労部門委員会委員 1997 4 継続中
(社)軽金属学会 論文賞・論文新人賞選考委員会委
員
1997 6 継続中
ASTM (American Society for Testing
and Materials) F04委員会
委員 2000 9 継続中
(社)日本材料学会 生体・医療材料部門委員 2002 4 継続中
(社)日本機械学会 校閲委員会委員 2005 4 継続中
(社)日本鋳造工学会 査読委員会委員 2006 3 継続中
日本バイオマテリアル学会 理事 2006 4 2014 3
(社)日本鋳造工学会　東北支部 評議員 2006 4 継続中
(社)日本材料学会 編集委員会査読委員 2007 4 継続中
(社)日本金属学会　東北支部 評議員理事 2007 4 継続中
(社)日本鉄鋼協会　チタンフォーラム 幹事 2008 4 継続中
(社)軽金属学会　東北支部 支部長 2008 4 継続中
(社)日本機械学会医療材料のコーティン
グ材における界面強度評価に関する研
究会
主査 2008 10 継続中
(社)社団法人日本チタン協会産学連携
委員会
委員 2009 4 継続中
(社)軽金属学会 総合計画委員会委員 2009 7 継続中
(社)軽金属学会 研究委員会委員 2009 7 継続中
(社)軽金属学会 チタン常設部会部会長 2009 7 継続中
(社)日本鉄鋼協会　東北支部 支部長 2012 4 2014 2
(社)日本金属学会　東北支部 支部長 2013 4 2014 4
仲井　正昭准教授
(社)軽金属学会　東北支部 幹事 2010 4 継続中
(社)日本金属学会会報編集委員会 委員 2011 5 継続中
日本バイオマテリアル学会 評議員 2012 4 継続中
(社)日本金属学会　第4分科 分科委員 2013 3 継続中
(社)日本金属学会　第4分科 幹事 2013 3 継続中
(社)日本金属学会　東北支部 支部幹事 2013 4 2014 3
(社)日本鉄鋼協会　東北支部 支部幹事 2013 4 2014 3
趙　研助教
(社)日本鉄鋼協会　東北支部 支部幹事 2013 4 2014 2
(社)日本金属学会　東北支部 支部幹事 2013 4 2014 3
磁性材料学研究部門. 高梨　弘毅教授
(社)日本金属学会 代議員 2013 4 継続中
(社)日本ＭＲＳ 理事 2004 8 継続中
(社)日本磁気学会 顧問会　委員 2009 9 2013 5
(社)日本金属学会 分科会委員 2011 5 継続中
(社)日本磁気学会 国際化委員 2012 1 2013 5
第67回山田コンファレンス「金属多層膜
に関するシンポジウム」（MML2013)組織
委員会
組織委員 2012 9 2013 5
(社)日本金属学会東北支部 支部理事 2013 4 継続中
(社)電気学会 ナノスケール磁性体の新物性と新
機能性の応用調査専門委員会
委員
2013 7 継続中
IUMRS-ICA2014組織委員会 委員 2013 8 継続中
関　剛斎助教
(社)応用物理学会　スピントロニクス研
究会
企画幹事 2013 1 2014 12
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授
日本結晶成長学会 理事 2002 4 継続中
日本結晶成長学会　学会誌編集委員会 学会誌編集委員 2010 4 2014 3
藤原　航三准教授
日本結晶成長学会 理事 2010 4 継続中
水素機能材料工学研究部門. 折茂　慎一教授
(社)日本金属学会　第1分科会委員 委員 2003 4 継続中
(社)日本金属学会　会誌・欧文誌編集委
員会
査読委員 2012 4 継続中
(社)日本金属学会　戦略推進委員会 委員 2012 4 継続中
(社)日本金属学会　東北支部 評議員 2013 3 継続中
先端結晶工学研究部. 吉川　彰教授
(独)日本学術振興会第161委員会 運営委員 2000 8 継続中
(独)日本学術振興会第186委員会 代表幹事 2012 4 継続中
日本結晶成長学会 理事 2007 4 継続中
日本フラックス成長研究会 常任理事 2011 12 継続中
大橋　雄二助教
（社）日本音響学会　東北支部 会計幹事 2012 4 継続中
複合機能材料学研究部門. 後藤　孝教授
（社）日本セラミックス協会 常任理事（国際交流理事） 2010 6 継続中
（社）粉体粉末冶金協会 理事 2004 8 継続中
（社）日本セラミックス協会 科学・技術研究委員会委員 2008 2 継続中
（社）日本セラミックス協会 日本セラミックス協会協会賞選考
委員会（学術賞・進歩賞選考分科
会）委員
2010 10 継続中
（社）日本セラミックス協会 運営委員会委員 2011 6 継続中
（社）日本熱電学会 評議員 2011 7 継続中
（社）日本セラミックス協会 基礎科学部会顧問、経営審議会
委員
2012 6 継続中
（社）粉体粉末冶金協会 代議員 2013 4 2014 12
加工プロセス工学研究部門. 千葉　晶彦教授
日本バイオマテリアル学会 2000 4 継続中
（社）日本塑性加工学会 代議員、東北・北海道支部長 2011 4 継続中
（社）日本金属学会 第四文か（生体・福祉材料）、評議
員
2011 4 継続中
先端分析研究部門. 今野　豊彦教授
(財)本多記念会 原田研究奨励賞受賞候補者選考
委員会　委員
2013 3 継続中
(社)日本セラミックス協会 日本セラミックス協会学術写真賞
選考委員会　委員長
2013 4 2014 3
木口　賢紀准教授
(社)日本セラミックス協会　電子材料部
会
役員 2012 3 継続中
(社)日本顕微鏡学会　関東支部 評議員 2007 4 継続中
(社)日本顕微鏡学会　関東支部 幹事 2007 4 継続中
佐藤　和久助教
(社)日本顕微鏡学会 様々な極微イメージング技術研究
部会 幹事
2013 4 2014 3
(社)日本金属学会 会報編集委員 2013 4 2015 3
(社)日本顕微鏡学会　関東支部第38回
講演会実行委員会
実行委員 2013 8 2014 3
分析科学研究部門. 我妻　和明教授
(社)日本分析化学会 本部理事（庶務担当） 2013 4 2015 3
プラズマ分光分析研究会 委員 1996 4 継続中
(社)日本鉄鋼協会分析　解析部会 運営委員 1997 4 継続中
(社)日本鉄鋼協会分析　技術部会 委員 1997 4 継続中
(社)日本分析化学会　産学官連携委員
会
委員 2008 4 継続中
(社)日本金属学会 欧文誌編集委員会委員 2010 4 継続中
(社)軽金属学会 アルミニウム中の水素研究部会委
員
2011 7 継続中
(社)日本分光学会 代議員 2012 4 継続中
(社)日本鉄鋼協会　分析・解析部会 運営委員 2012 4 継続中
(社)日本分析化学会 東北支部長 2013 4 2015 3
(社)日本分析化学会　分析化学討論会 組織委員会　副委員長 2013 5 2014 5
芦野　哲也助教
(社)日本分析化学会「分析化学」誌編集
委員会
編集委員 2011 3 継続中
(社)日本分析化学会　東北支部 常任幹事 2005 3 継続中
(社)日本鉄鋼協会　生産技術部門　分析
技術部会
委員 2007 9 継続中
特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト. 梅津　理恵准教授
(社)日本金属学会 男女共同参画委員会委員 2009 4 継続中
(社)日本金属学会 人材育成委員会拡大ＷＧ委員 2013 4 継続中
HPCI戦略プログラム計算材料科学研究拠点. 寺田　弥生准教授
(社)日本物理学会 領域１２　化学物理　運営委員 2013 3 2014 3
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター. 小無　健司准教授
(社)日本原子力学会 査読員 2004 7 継続中
(社)日本原子力学会 軽水炉・高速炉におけるトリウム燃
料の利用ワーキンググループ委員
2013 11 継続中
山村　朝雄准教授
(社)日本原子力学会　課題議論ワーキン
ググループ
委員 2013 4 継続中
附属新素材共同研究開発センター. 牧野　彰宏教授
(社)日本金属学会　東北支部 評議員 2013 3 2015 2
横山　嘉彦准教授
(社)日本金属学会　分科会委員会 分科会委員 2009 4 継続中
湯葢　邦夫准教授
日本フラックス成長研究会 出版委員会委員 2006 12 継続中
日本フラックス成長研究会 監事 2013 1 2014 12
(社)日本金属学会 日本金属学会会報編集委員 2013 3 2015 4
附属強磁場超伝導材料研究センター. 渡辺　和雄教授
(社)低温工学・超電導学会　東北・北海
道支部
支部長 2010 4 2014 3
(社)低温工学・超電導学会 運営委員会委員 2010 6 2014 5
(社)低温工学・超電導学会　東北・北海
道支部
委員 2011 4 継続中
(社)応用物理学会　東北支部 支部評議員 2012 4 継続中
淡路　智准教授
(社)低温工学協会　東北北海道支部 幹事 1999 4 継続中
(社)低温工学協会 材料研究会委員 2007 9 継続中
(社)低温工学協会 学会誌編集委員 2011 4 継続中
(社)応用物理学会 超伝導分科会幹事 2011 4 継続中
附属研究施設関西センター. 正橋　直哉教授
(社)日本金属学会 情報企画委員会委員 2004 4 継続中
(社)日本金属学会 東北支部評議員 2013 4 継続中
早乙女　康典教授
(社)日本塑性加工学会 ナノ・マイクロ加
工分科会
幹事 2013 5 継続中
(社)日本材料学会 金属ガラス部門委員会 幹事 2013 4 継続中
(社)日本塑性加工学会 ナノ・マイクロ加
工分科会
主査 2005 7 2013 6
(社)日本塑性加工学会 フェロー 2010 5 継続中
(社)日本塑性加工学会 接合複合分科会委員　運営委員 1991 5 継続中
網谷　健児准教授
(社)日本材料学会金属ガラス部門委員
会
会計幹事 2013 6 2014 3
(社)日本材料学会金属ガラス部門委員
会
庶務幹事 2014 3 継続中
超低損失ナノ結晶軟磁性材料研究開発センター. 竹内　章教授
(社)日本金属学会 会誌・欧文誌編集委員 2008 4 継続中
低温物質科学実験室. 野島　勉准教授
(社)低温工学・超電導学会　東北・北海
道支部
委員 2002 4 継続中
(社)低温工学・超電導学会 教育・セミナー委員 2013 4 継続中
(社)低温工学・超電導学会　東北・北海
道支部
会計監査 2012 4 継続中
２．　会議の主催運営
　（１）　国際会議の主催運営
金属物性論研究部門. BAUER　GERRIT　ERNST-WILHELM教授
Spin Caloritronics-V
アメリカ合衆国 Columbus (OH) 2013 5 12 2013 5 15Organizing Committee
Gordon Research Conference on Spin Dynamics in Nanostructures
中国 Hong Kong 2013 8 18 2013 8 23Vice Chairman
14th REIMEI Workshop on Spin Currents and Related Phenomena
フランス Grenoble 2014 2 10 2014 2 13Co-chairman
量子ビーム金属物理学研究部門. 藤田　全基教授
The International Workshop on Superconductivity research advanced  by new materials and spectroscopies
日本国 Ibaraki 2013 7 23 2013 7 25実行委員長
原子力材料物性学研究部門. 四竈　樹男教授
IAEA　TWGRR
オーストリア Wien 2012 4 継続中IAEA　TWGRR(研究炉に関する技術会合）
委員
ICFRM (核融合炉材料国際会議）
2012 4 継続中国内委員会委員長
ICFRM (核融合炉材料国際会議）
2012 4 継続中国際諮問委員
ANIMMA(Advance in Nuclear Instrumentation, Measurement method and their Application)
2013 6 23 2013 6 27国際組織委員会
生体材料学研究部門. 仲井　正昭准教授
22th International Symposium on Processing and Fabrication of Advanced Materials (PFAM XXII)
シンガポール Singapore 2013 12 18 2013 12 20International Advisory Committee
非平衡物質工学研究部門. 加藤　秀実准教授
THERMEC2013
アメリカ合衆国 Las Vegas 2013 12 1 2013 12 5セッションコーディネーター
先端結晶工学研究部. 吉川　彰教授
The 6th International Symposium on Lasers, Scintillators and Non-Linear Optical Materials (ISLNOM-6)
中国 Shanghai 2013 10 20 2013 10 23
複合機能材料学研究部門. 後藤　孝教授
10th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology (PACRIM 10)
アメリカ合衆国 Coronado, CA 2013 6 2 2013 6 7Symposium 06/Fundamentals
Investigations in Current Assisted
Densificadtion II のSession Chairs
10th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology (PACRIM 10)
アメリカ合衆国 Coronado, CA 2013 6 2 2013 6 7Symposium 06/Consolidation of
Nanocrystalline Materials I のSession
Chairs
10th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology (PACRIM 10)
アメリカ合衆国 Coronado, CA 2013 6 2 2013 6 72nd International Richard M. Fulrath
Symposium on “Frontiers of Ceramics for
Sustainable Development”/Ceramics for
Sustainable Development III のSession
Chairs
7th International Conference on Science and Technology of Advanced Ceramics (STAC-7)
日本国 Yokohama 2013 6 19 2013 6 21Session 1E-I Engineering Ceramics/Grain
Boundary and StructureのSession Chairs
The 8th Pacific Rim International Congress on Advanced Materials and Processing (PRICM8)
アメリカ合衆国 Waikoloa, Hawaii 2013 8 4 2013 8 9Program Organizers of "I. Thin Films and
Surface Engineering"
The 8th Pacific Rim International Congress on Advanced Materials and Processing (PRICM8)
アメリカ合衆国 Waikoloa, Hawaii 2013 8 4 2013 8 9Session chairs of "I. Thin Films and
Surface Engineering: Coatings for
Functional and Energy Applications"
8th International Workshop on Biomaterials in Interface Science - Innovative Research for Biosis-Abiosis Intelligent
Interface Summer Seminar 2013 -
日本国 Tohgatta, Miyagi 2013 8 29 2013 8 30Chairman
The 3rd RussiaーJapan workshop “Problems of advanced materials”
ロシア Novosibirsk 2013 10 8 2013 10 10Co-chairman
Materials Science & Technology 2013 (MS&T'13)
カナダ Montreal, Quebec 2013 10 27 2013 10 31Symposium Program Organizers of
"Innovative Processing and Synthesis of
Ceramics, Glasses and Composites"
Materials Science & Technology 2013 (MS&T'13)
カナダ Montreal, Quebec 2013 10 27 2013 10 31Session Chair of "Innovative Processing
and Synthesis of Ceramics, Glasses and
Composites - Powder Synthesis,
Processing, and Characterization"
The 5th International Symposium on Advanced Ceramics (ISAC-5)
中国 Wuhan 2013 12 9 2013 12 12Chair
伊藤　暁彦助教
The 5th International Symposium on Advanced Ceramics (ISAC-5)
中国 Wuhan 2013 12 9 2013 12 12事務局
且井　宏和助教
8th International Workshop on Biomaterials in Interface Science
日本国 Tohgatta, Miyagi 2013 8 29 2013 8 30プログラム委員
2013 Annual Meeting of Excellent Graduate Schools for "Materials Integration Center" and "Materials Science
Center"
日本国 Sendai 2014 3 10 2014 3 11プログラム委員
放射線金属化学研究部門. 青木　大教授
The IMR-ASRC 4th REIMEI International Workshop
日本国 Ibaraki 2013 7 31 2013 8 2Chairman
本多　史憲准教授
The IMR-ASRC 4th REIMEI International Workshop (12th ASRC International Workshop)
日本国 Tokai, Ibaraki 2013 7 31 2013 8 2実行委員(Local Organizing Committee)
International Conference on Strongly Correlated Electron Systems SCES2013
日本国 Tokyo 2013 8 5 2013 8 9プロシーディング編集委員
李　徳新助教
The IMR-ASRC 4th REIMEI International Workshop
日本国 2013 7 31 2013 8 2会議の画策、準備などを参与した
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター. 小無　健司准教授
Scientific Conference - New Materials for Innovative Development of Nuclear Power Engineering
ロシア Dimitrovgrad 2014 3 24 2014 3 27国際運営委員
附属新素材共同研究開発センター. 牧野　彰宏教授
ANMM2013
日本国 Sendai 2013 10 1 2013 10 3
附属強磁場超伝導材料研究センター. 渡辺　和雄教授
International Conference on Magneto-Science (ICMS)
フランス Bordeaux 2013 10 13 2013 10 19セッション座長　Session VI: Magnetic
Field Sources
French-Japanese High Field Research Collaboration Workshop
日本国 Sendai &
Matsushima
2013 11 12 2013 11 14委員長、オーガナイザー、会計、講演
淡路　智准教授
Int. Symp. Supercond. (ISS) 2013
日本国 Tokyo 2013 4 1 2013 12 31プログラム委員
附属研究施設関西センター. 早乙女　康典教授
The 6th Asian Workshop on Micro/Nano Forming Technology(AWMFT 2013)
韓国 Jeju 2013 10 9 2013 10 11運営委員
Int. Conf. on Processing & Manufacturing of Advanced Materials(THERMEC2013)
アメリカ合衆国 Las Vegas 2013 12 2 2013 12 6セッションコーディネーター「Metallic
Glasses/ Bulk Metallic Amorphous」
低温物質科学実験室. 中村　慎太郎助教
The third meeting on ferromagnetic amorphous and nano-crystalline materials
日本国 Sendai 2013 10 4 2013 10 4会場設営、庶務
　（2）　国内会議の主催運営
金属物性論研究部門. 小山　富男助教
金属材料研究所研究部共同利用ワークショップ（第21回渦糸物理国内会議）
日本国 仙台市 2013 12 12 2013 12 14組織委員
磁気物理学研究部門. 茂木　巖助教
第８回日本磁気科学会
日本国 仙台市 2013 11 20 2013 11 22現地実行委員
低温電子物性学研究部門. 佐々木　孝彦教授
金属材料研究所強磁場超伝導材料研究センター研究会「20テスラ超強磁場NMRによる物性研究」
日本国 仙台市 2013 11 18 2013 11 19
「電子誘電体の新展開 -光と分極がおりなす新物質相-」
日本国 2013 12 2 2013 12 4
量子ビーム金属物理学研究部門. 藤田　全基教授
高温超伝導フォーラム第二回会合
日本国 東京 2014 3 26 2014 3 26実行委員
大山　研司准教授
BL23建設キックオフミーティング
日本国 茨城県東海村 2013 4 25 2013 4 25主催者
金研中性子センター　ワークショップ 偏極中性子非弾性散乱の新展開
 - J-PARC/POLANO が拓く新しい物質科学 -
日本国 仙台市 2013 6 12 2013 6 13主催者
結晶欠陥物性学研究部門. 大野　裕准教授
格子欠陥が挑戦する新エネルギー・環境材料開発
日本国 仙台市 2013 11 18 2013 11 19企画・運営
沓掛　健太朗助教
第18回結晶工学セミナー「いまさら聞けない電気・光学測定の基礎と応用」
日本国 東京 2013 12 16 2013 12 16実行委員長
原子力材料工学研究部門. 阿部　弘亨教授
日本金属学会分科会シンポジウム　中性子・材料科学と新しいJMTR　-材料科学の発展と社会への貢献-
日本国 仙台市 2013 11 6 2013 11 6企画世話人
東北大学金属材料研究所共同利用研究ワークショップ
　「より安全な原子力技術、核融合技術に向けての材料研究の展開」
日本国 仙台市 2013 11 7 2013 11 8主催者
電子材料物性学研究部門. 松岡　隆志教授
日本電子材料協会 光・半導体デバイス委員会
日本国 東京 1995 6 継続中幹事
第125回　東北大学　金属材料研究所　講演会
日本国 仙台市 2013 5 22 2013 5 23
第126回　東北大学　金属材料研究所　講演会
日本国 仙台市 2013 11 28 2013 11 29
片山　竜二准教授
応用物理学会
日本国 2006 8 継続中結晶工学・窒化物結晶セッション　座長
日本応用物理学会講演会
日本国 2012 6 1 継続中プログラム編集委員
第32回　電子材料シンポジウム
日本国 2013 7 10 2013 7 12論文委員
応用物理学会シンポジウム「窒化物半導体特異構造の科学　-成長・作製と新機能の発現-」
日本国 2014 3 19 2014 3 19世話人
谷川　智之助教
第32回　電子材料シンポジウム
日本国 滋賀県守山市 2013 7 9 2013 7 11会場委員
ランダム構造物質学研究部門. 杉山　和正教授
日本鉱物科学会
日本国 2007 4 1 継続中セッションのコーディネーター
生体材料学研究部門. 新家　光雄教授
本多光太郎記念講演会
日本国 仙台市 2013 7 5 2013 7 5日本金属学会東北支部長
医療材料のコーティング材における界面強度評価に関する研究会
日本国 東京 2013 8 19 2013 8 19主査
日本バイオマテリアル学会東北地域講演会
「インプラントデバイス構築に向けた金属系バイオマテリアルの研究開発の最前線」
日本国 仙台市 2013 10 7 2013 10 8企画運営
平成25年度軽金属学会東北支部講演会「チタンプロセシングの新展開」
日本国 仙台市 2013 11 22 2013 11 22東北支部長
日本金属学会東北支部講演会
日本国 秋田市 2013 12 17 2013 12 17日本金属学会東北支部長
日本金属学会東北支部研究発表大会
日本国 宮城県名取市 2014 1 13 2014 1 13日本金属学会東北支部長
日本鉄鋼協会東北支部東北地区講演会
日本国 盛岡市 2014 1 22 2014 1 22日本鉄鋼協会東北支部長
日本鉄鋼協会東北支部若手研究者フォーラム
日本国 盛岡市 2014 1 22 2014 1 22日本鉄鋼協会東北支部長
日本鉄鋼協会東北支部湯川記念講演会
日本国 仙台市 2014 1 23 2014 1 23日本鉄鋼協会東北支部長
平成25年度第2回軽金属学会東北支部講演会「若手研究者による最近のチタン系生体材料の研究・開発」
日本国 仙台市 2014 3 25 2014 3 25東北支部長
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授
2013年日本結晶成長学会特別講演会
日本国 東京 2013 5 17 2013 5 17世話人
第30回無機・分析化学コロキウム
日本国 宮城県大崎市 2013 5 31 2013 6 1座長（招待講演・依頼講演）
第37回結晶成長討論会
日本国 長野市 2013 9 25 2013 9 27討論会フォーカスグループ
日本学術振興会第161委員会 第83回研究会
日本国 東京 2013 10 11 2013 10 11世話人
第43回結晶成長国内会議
日本国 長野市 2013 11 6 2013 11 8座長（新機能性結晶(2)）
第43回結晶成長国内会議
日本国 長野市 2013 11 6 2013 11 8座長（特別講演会）
第126回東北大学金属材料研究所講演会（2013年秋季）
日本国 仙台市 2013 11 28 2013 11 29座長（一般講演）
先端結晶工学研究部. 吉川　彰教授
日本学術振興会放射線科学とその応用第186委員会第９回研究会「医用放射線イメージングの最前線」
日本国 千葉市 2013 11 6 2013 11 6
日本学術振興会第161委員会 第82回研究会「先端計測が拓く結晶材料」
日本国 東京 2013 7 19 2013 7 19
複合機能材料学研究部門. 後藤　孝教授
日本セラミックス協会第26回秋季シンポジウム
日本国 長野市 2013 9 4 2013 9 6セッション座長：高密度化の化学と技術
-粉体成形から焼結まで-
東北大学金属材料研究所研究部共同研究ワークショップ
「外部場励起粉体粉末冶金プロセスによる材料開発の基礎と応用」
日本国 仙台市 2013 12 5 2013 12 6セッション座長
伊藤　暁彦助教
外部場励起粉体粉末冶金プロセスによる材料開発の基礎と応用
日本国 仙台市 2013 12 5 2013 12 6運営委員
先端分析研究部門. 今野　豊彦教授
文部科学省ナノテクノロジープラットフォーム　平成25年度第1回セミナーin仙台
日本国 仙台市 2013 11 12 2013 11 12
佐藤　和久助教
様々な極微イメージング技術第1回研究会
日本国 福岡市 2013 10 19 2013 10 19日本顕微鏡学会 様々な極微イメージング
技術研究部会 幹事
様々な極微イメージング技術研究部会 第2回研究会
日本国 仙台市 2014 3 1 2014 3 1日本顕微鏡学会 様々な極微イメージング
技術研究部会 幹事
日本顕微鏡学会関東支部第38回講演会 ”限界に”挑戦する技術開発
日本国 東京 2014 3 8 2014 3 8実行委員
分析科学研究部門. 我妻　和明教授
金研ワークショップ「金属材料の高度利用、省資源化、及び循環利用に資する分析・解析技術」金研WS
日本国 仙台市 2013 12 16 2013 12 17実施責任者
柏倉　俊介助教
2013金属材料研究所ワークショップ
日本国 仙台市 2013 12 16 2013 12 17共同オーガナイザー
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター. 山村　朝雄准教授
アルファ放射体実験室・ 基盤研究(S)（価数不安定性をもつアクチノイド化合物） 合同研究会
日本国 仙台市 2014 2 24 2014 2 24開催委員長
附属強磁場超伝導材料研究センター. 渡辺　和雄教授
日本磁気科学会年会
日本国 仙台市 2013 11 20 2013 11 22現地実行委員、プログラム委員、功労賞選考
委員、講演
木村　尚次郎准教授
第８回日本磁気科学会年会
日本国 仙台市 2013 11 20 2013 11 22実行委員
高橋　弘紀助教
秋季第74回応用物理学会学術講演会
日本国 京都府京田辺市 2013 9 16 2013 9 20磁場応用セッションの座長
第８回日本磁気科学会年会
日本国 仙台市 2013 11 20 2013 11 22現地実行委員
第61回応用物理学会春季学術講演会
日本国 神奈川県相模原市 2014 3 17 2014 3 20磁場応用セッションの座長
附属研究施設関西センター. 早乙女　康典教授
第57回日本学術会議材料工学連合講演会
日本国 京都市 2013 11 25 2013 11 26セッションオーガナイザー
「金属ガラスのメタラジーとメカニクス」
千星　聡准教授
ものづくり基礎講座 -熱処理技術とものづくり-
日本国 大阪府堺市 2013 4 26 2013 4 26講座（セミナー）のコーディネーター
低温物質科学実験室. 野島　勉准教授
日本物理学会　2013年秋季大会
日本国 徳島市 2013 9 25 2013 9 28セッション座長　領域8　25ｐEA
金属材料研究所研究部共同利用ワークショップ（第21回渦糸物理国内会議）
日本国 仙台市 2013 12 12 2013 12 14会議全体のオーガナイザー
３．外部機関における活動
（１）　国外の外部機関における活動
磁気物理学研究部門. 野尻　浩之教授
the Laboratoire National des Champs
Magnetiques Intenses (LNCMI) Scientific
Council
委員 2012 3 2016 2
Wuhan National High Magnetic Field Center 国際評価委員 2013 6 2015 5
金属組織制御学研究部門. 古原　忠教授
Materials Science and Engineering A　(Elsevier) Editorial Boards 2007 1 継続中
生体材料学研究部門. 新家　光雄教授
Journal of the Mechanical Behavior of
Biomedical Materials (Elsevier)
Editorial Board 2007 4 継続中
Materials Science and Engineering C (Elsevier) Editorial Board 2007 4 継続中
Journal of Metallurgy Editorial Board 2008 4 継続中
Journal of Materials Science and Technology,
The Chinese Association for Science and
Technology
International Board 2009 9 継続中
International Journal of Nanotechnology,
Internet Science Publications
Editorial Board 2010 5 継続中
Journal of Biomatter Editorial Board 2011 1 継続中
The Scientific World JOURNAL: Biomaterials Editorial Board 2011 8 継続中
International Journal of Material and Mechanic
Engineering
Editorial Board 2012 2 継続中
Healthcare-Open Access Journal Editorial Board 2013 2 継続中
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授
Elsevier Associate Editor 2004 12 継続中
Freund Publishing House Ltd. International Editorial Board
member
2010 3 継続中
水素機能材料工学研究部門. 折茂　慎一教授
国際エネルギー機関 （IEA）Hydrogen
Implementing Agreement, Task17, Annex22
Research Expert 2003 1 継続中
先端結晶工学研究部. 吉川　彰教授
Optical Materials (Elsevier) Associate editor 2011 4 継続中
複合機能材料学研究部門. 後藤　孝教授
Materials Letters (Elsevier B.V.) Associate Editor 2003 10 継続中
Journal of Asian Ceramic Societies Editing
Committee
General Editor, Edigors-in-
Chief
2012 10 継続中
分析科学研究部門. 我妻　和明教授
International Committee of Analysis for the
Steel and Iron Industry
Comittee Member 2008 4 継続中
International Committee of Analysis in Steel
and Iron Industry
Executive Member 2010 9 継続中
International Committee of Analysis in Steel
and Iron Industry
Vice chairman 2012 11 継続中
特異構造金属・無機融合高機能材料開発
共同研究プロジェクト
. 謝　国強准教授
ISRN Metallurgy Editorial Board Member 2011 11 継続中
Dataset Papers in Materials Science Editorial Board Member 2012 2 継続中
Journal of Powder Metallurgy & Mining Editorial Board Member 2013 5 継続中
Advances in Materials Editorial Board Member 2013 9 継続中
International Journal of Materials Science and
Applications
Editorial Board Member 2013 9 継続中
Advances in Alloys and Compounds Editorial Board Member 2014 1 継続中
附属新素材共同研究開発センター. 牧野　彰宏教授
Journal of Materials（Hindawi Publishing
Corporation）
編集委員 2012 7 継続中
計算材料学センター. 毛利　哲夫教授
Progress in Materials Science (Elsevier) Editor 2007 7 継続中
（2）　国内の外部機関における活動
磁気物理学研究部門. 野尻　浩之教授
東京大学物性研究所附属
国際超強磁場科学研究施設運営委員会
委員 2008 4 2014 3
放射光サイエンス将来計画特別委員会 委員 2010 9 2013 8
(社)日本物理学会領域委員会 領域3代表 2013 4 2014 3
(独)日本原子力研究開発機構,
高エネルギー加速器研究機構
J-PARCセンター ミュオン実験装置部会
委員 2013 8 2015 3
総合科学研究機構東海事業センタ
利用研究課題審査委員会分科会
レフェリー 2013 8 2015 3
物質構造科学研究所
高エネルギー加速器研究機構
 ミュオン共同利用実験審査委員会
ミュオン実験技術評価分科会委員 2013 11 2015 3
量子ビーム金属物理学研究部門. 藤田　全基教授
(独)日本原子力研究開発機構
先端基礎研究センター
嘱託研究員 2012 4 2014 3
東京大学物性研究所中性子科学
研究施設運営委員会
委員 2009 4 継続中
大山　研司准教授
(独)日本原子力研究開発機構
中性子ビーム独自利用課題審査委員会
委員 2012 12 2014 3
(独)日本原子力研究開発機構
施設利用協議会
専門委員 2013 5 2014 3
東京大学物性研究所中性子科学
研究施設運営委員会
委員 2013 4 2015 3
東京大学物性研究所嘱託研究員 嘱託研究員 2013 4 2014 3
高エネルギー加速器研究機構 客員准教授 2013 4 2014 3
J-PARCセンターユーザーズオフィス
委員会
委員 2013 4 2015 3
材料照射工学研究部門. 永井　康介教授
京都大学原子炉実験所運営委員会
及び共同利用運営委員会
委員 2012 4 2014 3
科学技術・学術審議会専門委員会 委員 2012 10 2015 3
京都大学原子炉実験所
共同利用運営委員会
委員 2013 4 2014 3
原子力機構施設利用協議会 専門委員 2013 5 2014 3
(独)日本学術振興会材料の微細組織と
機能性第133委員会
委員 2013 5 2014 3
高エネルギー加速器研究機構
低速陽電子実験計画推進委員会
委員 2013 6 2015 3
物質構造科学研究所 放射光科学研究
施設諮問委員会低速陽電子分科会
委員 2013 12 2015 3
文部科学省原子力人材育成等
推進事業費補助金審査評価会
委員 2013 12 2015 12
(独)日本原子力研究開発機構
博士研究員業績評価委員会
委員 2014 1 2014 3
東北エネルギー懇談会技術委員会 委員 2014 2 2015 6
物質構造科学研究所低速陽電子
実験施設将来計画検討委員会
委員 2014 3 2014 3
原子力材料工学研究部門. 阿部　弘亨教授
(株)三菱原子燃料　PWR超高燃焼度用
改良被覆管開発検討委員会
委員 2005 4 継続中
(株)東京電力　ハフニウム板型制御棒
材料の腐食特性等検討会
委員 2006 4 継続中
原子力安全・保安院　高経年化対策
基盤整備事業　総括検討会
委員、幹事 2006 8 継続中
原子力安全・保安院　高経年化対策
基盤整備事業　照射脆化検討会
主査 2006 8 継続中
(独)日本原子力研究開発機構
「常陽」炉内ラック位置の干渉物対策
に係るアドバイザリー会合
アドバイザ 2007 4 継続中
(独)原子力安全基盤機構
照射燃料検討会
委員 2007 4 継続中
(独)日本原子力研究開発機構
炉心材料特性評価WG
委員 2008 4 継続中
内閣府　原子力安全委員会
原子力安全基準・指針専門部会
燃料関連指針類検討小委員会
委員 2008 4 継続中
(独)原子力安全基盤機構
中間貯蔵キャスク検討会
委員 2008 4 継続中
(独)原子力安全基盤機構
再処理研究会
委員 2008 4 継続中
原子力安全・保安院
総合資源エネルギー調査会
委員 2009 4 継続中
原子力安全・保安院　高経年化対策
基盤整備事業　総括検討会　幹事会
委員 2009 4 継続中
原子力安全・保安院
原子炉安全小委員会　燃料WG
委員 2009 4 継続中
原子力安全・保安院
原子炉安全小委員会　安全評価WG
委員 2009 4 継続中
(独)日本原子力研究開発機構　「軽水炉
燃材料詳細健全性調査」専門部会
主査 2010 8 継続中
(独)日本原子力研究開発機構
原子力基礎工学研究・評価委員会
委員 2011 11 継続中
(株)中部電力浜岡原子力発電所第５号
機　海水流入事象に係る設備健全性評
価検討委員会
委員 2011 7 継続中
日本原燃（株）再処理検討委員会 委員 2012 11 継続中
(独)日本原子力研究開発機構
「燃料等安全高度化対策事業」専門部会
委員 2012 11 継続中
ランダム構造物質学研究部門. 林　好一准教授
PF-UA 外部委員 2012 4 2015 3
SPring -8ユーザー協同体 （SPRUC）
「原子分解能ホログラフィー研究会」
代表 2012 4 継続中
東京大学物性研究所 嘱託研究員 2013 11 継続中
有馬　寛助教
(独)日本学術振興会  第161委員会 委員 2013 4 継続中
生体材料学研究部門. 新家　光雄教授
World Conference of Titanium Member of International Organizing
Committee
2000 4 継続中
チタノミックス研究会 顧問 2003 4 継続中
日本学術会議 連携会員(材料工学分野） 2006 8 継続中
日本学術会議　材料工学委員 委員 2007 4 継続中
(独)医薬品医療機器総合機構 専門委員 2007 4 継続中
日本学術会議　材料工学委員会分科会
「材料構造化コンバージング・テクノロ
ジー分科会」
委員 2008 1 継続中
(独)日本学術振興会・加工プロセス
による材料新機能発現第176委員会
委員長 2011 1 継続中
日本学術会議　材料工学委員会
材料の循環使用検討分科会
委員 2012 4 継続中
仲井　正昭准教授
(独)日本学術振興会加工プロセス
による材料新機能発現第176委員会
委員 2009 6 継続中
磁性材料学研究部門. 高梨　弘毅教授
(独)日本原子力研究開発機構 客員研究員 2004 10 継続中
(財)新世代研究所 スピンエレクトロニクス研究会委員 2006 5 継続中
(財)電気磁気材料研究所 理事 2011 4 継続中
東京大学物性研究所 物性研究所共同利用施設専門委
員会委員
2012 4 継続中
(財)高輝度光科学研究センター 客員研究員 2012 8 継続中
(独)物質・材料研究機構 元素戦略磁性材料研究拠点
ESICMM主任研究者
2012 8 継続中
結晶材料化学研究部門. 宇田　聡教授
(財)国際科学技術財団
日本国際賞推薦委員会
委員 2005 4 継続中
九州大学応用力学研究所応用力学
研究拠点共同利用・共同研究委員会
委員 2013 4 2016 3
九州大学応用力学研究所応用力学
研究拠点運営委員会
委員 2013 4 2016 3
水素機能材料工学研究部門. 折茂　慎一教授
(社)水素エネルギー協会 評議員 2008 4 継続中
先端結晶工学研究部. 黒澤　俊介助教
(独)日本学術振興会
産学協力研究委員会
放射線科学とその応用第186委員会
運営委員 2012 6 2017 3
複合機能材料学研究部門. 伊藤　暁彦助教
(独)日本学術振興会
先進セラミックス第124委員会
運営委員・庶務幹事 2009 4 継続中
加工プロセス工学研究部門. 千葉　晶彦教授
(社)日本鉄鋼協会 2000 4 継続中
(財)いわて産業振興センター
戦略推進委員会
委員 2007 4 継続中
(独)日本学術振興会第176委員会 幹事 2007 4 継続中
幹事国業務（ISO/TC150/SC7) 委員 2007 4 継続中
CAD/CAM技術を応用した歯科補綴物
に適する生体用コバルト合金圧延材の
製造技術の開発
研究推進委員会委員 2011 10 2014 3
スーパーサイエンスハイスクール
運営指導委員会
委員 2012 4 継続中
分析科学研究部門. 我妻　和明教授
(独)日本学術振興会 製鋼第19委員会 委員 2005 4 継続中
表面化学分析国際標準化委員会 ISO TC201/SC8国内業務委員会
主査
2012 3 継続中
(独)日本学術振興会　製鋼第19委員会 計測化学研究会 副主査 2012 4 2014 3
芦野　哲也助教
(社）日本鉄鋼連盟鉄鋼標準物質委員会 委員 2007 3 継続中
特異構造金属・無機融合高機能材料開発
共同研究プロジェクト
. 謝　国強准教授
文部科学省 全国共同利用附置研究所
特異構造金属・無機融合高機能材料開
発共同研究プロジェクト 6大学連携プロ
ジェクト 運営協議会
運営協議会 委員 2013 3 継続中
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター. 小無　健司准教授
平成25年度燃料当安全高度化対策
専門部会(日本原子力研究開発機構)
委員 2014 1 継続中
附属新素材共同研究開発センター. 牧野　彰宏教授
(社）粉体粉末冶金協会 参事 2010 5 継続中
附属強磁場超伝導材料研究センター. 渡辺　和雄教授
(独)物質・材料研究機構　強磁場施設
に係る共用施設等運営委員会
運営委員 2008 12 継続中
計算材料学センター. 毛利　哲夫教授
日本学術会議 連携会委員 2008 10 継続中
(独)日本学術振興会172委員会 委員長 2001 4 継続中
次世代スパコン戦略機関プログラム
分野2
運営協議会委員、運営委員他 2011 3 継続中
附属研究施設関西センター. 早乙女　康典教授
(社)日本合成樹脂技術協会 理事 2003 6 継続中
第９章　その他の社会活動
１．　メディア発表
電子材料物性学研究部門
. テレビ
その他被災小学校で理科教室
NHK仙台放送2013 6 28
その他物理学者が被災小学校で理科教室
仙台放送2013 6 28
磁性材料学研究部門
出演・執筆「ニュートンのリンゴ」No.230 大学の最先端研究に潜入！～東北大学～
青森放送2013 12 8
金属物性論研究部門
. 新聞
資料提供非磁性金属に磁気抵抗効果　磁性体に電流流さず
日刊工業新聞2013 5 17
磁気物理学研究部門
その他磁場誘起量子相の磁気構造、
独自の中性子回折装置で東北大, 茨城大と仏の研究所が共同
科学新聞, 日経プレスリリース, マイナビニュース2013 6 14
その他磁場30テスラで分光測定、卓上型パルス発生装置 東北大など開発
日刊工業新聞, マイナビニュース2014 1 10
その他卓上型パルス磁場発生装置開発,
 1ピコ秒の時間分解能を達成 東北大とライス大の共同研究グループ
科学新聞2014 2 7
量子表面界面科学研究部門
その他磁石内の熱、室温で移動
日経産業新聞2013 4 23
その他熱エネルギーの方向、磁気の波で制御
日刊工業新聞2013 4 26
その他磁気を電気に変換
日経産業新聞2013 5 8
その他身の回りの熱で発電、工場・車向け素子開発
日本経済新聞2014 1 7
その他ゴールド・メダル賞に齊藤、東山、水島氏
読売新聞2014 3 18
低温物理学研究部門
その他ディラック状態　固体界面で検出
化学工業日報2014 2 24
低温電子物性学研究部門
出演・執筆プリズム -身近なサイエンス-
河北新報社2013 11
出演・執筆有機化合物における新しい相転移現象を発見
日本経済新聞2013 11 20
電子材料物性学研究部門
その他磁石の力にわくわく　仙台・中野小　応用物理学会が理科教室
河北新報2013 7 3
その他楽しい理科のはなし2013　-不思議の箱を開けよう-　「光通信の不思議」
河北新報2013 11 16
非平衡物質工学研究部門
資料提供大容量HD高速生産　微細構造作る技術開発
日本経済新聞社2013 7 11
出演・執筆HD製造、短時間で安価に　先端医療など応用期待　東北大
河北新報2013 7 31
磁性材料学研究部門
その他磁石の向き　小さな力で反転
河北新報2013 4 17
結晶材料化学研究部門
資料提供シリコン結晶の品質評価
日経産業新聞2013 9 2
水素機能材料工学研究部門
その他アルミ主原料に水素貯蔵合金を合成
日刊工業新聞2013 9 20
その他アルミで水素貯蔵合金 軽量化めざす
日経産業新聞「日経テレコン21」2013 9 24
その他水素貯蔵、合金で小型化 FCV向けに開発
電気新聞2013 9 25
加工プロセス工学研究部門
その他インプラントの上部製造に参入　コバルトクロム合金活用
日刊工業新聞2013 6 18
その他高付加価値コバルト合金　産業集積へ人材育成　雇用創出狙い１億円
岩手日報2014 2 9
その他コバルト合金製「輝の御剣」奉納　鎮魂と産業発展願う　釜石と大槌の企業制作
河北新報2014 3 12
その他合金宝剣　未来へ光　釜石・大槌新製品研究会　思いを込め奉納
岩手日報2014 3 12
放射線金属化学研究部門
資料提供ゼロ磁場でQ相が実現　超伝導の内部に不思議な磁気秩序
科学新聞2014 1 31
特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト
資料提供東北特殊鋼と東北大、弘前大　鉄基の新磁歪材料開発
鉄鋼新聞2013 12 16
資料提供新磁歪材を共同開発　東北特殊鋼　低コストで普及型
産業新聞2013 12 16
資料提供低コスト発電合金開発
河北新報2014 1 23
附属研究施設関西センター
その他産学連携で人材育てる　東北大金属材料研究所・関西センター
日本経済新聞2014 2 14
低温物質科学実験室
その他半導体のスピン異常信号解明　検出感度40倍増幅　東北大など
日刊工業新聞2014 3 11
非平衡物質工学研究部門
. その他
出演・執筆縞状Ｘ線格子を過冷却液体金属でインプリト成形
-Ｘ線位相像による医療診断や非破壊製品検査の大視野 ・鮮明撮像に期待-
東北大学プレスリリース2014 3 7
加工プロセス工学研究部門
その他3Dプリンターで原子配列の方向の操作が可能に、医療用コバルト合金で発見
-国産オーダーメイド人工関節の実現を加速、ジェットエンジン開発も-
東北大学プレスリリース2013 11 8
２．　学外の社会活動
. 小中高との連携
低温電子物性学研究部門
教授 佐々木　孝彦理科を好きになる　-不思議の箱を開けよう-
仙台市立南中山小学校への出前授業．「低温の不思議」の題目で授業と実演
2013 7 7 10-10 2013
楽しい理科のはなし2013　低温の不思議　総括イベント
河北新報社，東京エレクトロン主催の科学イベントへの参加
2013 10 10 15-15 2013
大学模擬講義　「電気が流れるやわらかい有機材料の物質科学」
秋田県立大館鳳鳴高校での大学模擬講義を行うことで進学意識の高揚を目指す
2013 12 12 18-18 2013
電子材料物性学研究部門
教授 松岡　隆志楽しい理科のはなし -不思議の箱を開けよう-
出前授業　仙台市立沖野東小学校 「光通信の不思議」
2013 5 5 31-31 2013
楽しい理科のはなし -不思議の箱を開けよう-
出前授業　総括編 「光通信の不思議」
2013 10 10 14-14 2013
楽光通信の不思議
山形県新庄市立日新中学校　進路体験学習
2013 11 11 15-15 2013
平成25年応用物理学会東北支部リフレッシュ理科教室
仙台市立愛宕中学校
2013 12 12 13-13 2013
准教授 片山　竜二出前授業
宮城県内の小学校に出向き、主に発光ダイオードと太陽電池からなる教材を用いた体験型の理科教育を
行う。
2009 4 - 継続中
平成25年応用物理学会東北支部リフレッシュ理科教室
仙台市立 中野中学校「科学の不思議を体験しよう！」
2013 6 6 28-28 2013
平成25年応用物理学会東北支部リフレッシュ理科教室
仙台市立愛宕中学校「光を使って、音を伝えてみよう！（クリスマス版）」
2013 12 12 13-13 2013
助教 谷川　智之平成25年応用物理学会東北支部リフレッシュ理科教室
液体窒素やネオジム磁石を用いて、小中学生向けに科学を体感してもらう
2013 6 6 28-28 2013
平成25年応用物理学会東北支部リフレッシュ理科教室
「光を使って、音を伝えてみよう！（クリスマス編） 中学生を対象に、光を使った通信技術を講義・実験ベー
スに体感してもらう
2013 12 12 13-13 2013
助教 窪谷　茂幸楽しい理科のはなし2013　-不思議の箱を開けよう-
仙台市立沖野東小学校において、光通信や光の透過特性についての実験の出前授業を行った。
2013 5 5 31-31 2013
平成25年度　応用物理学会東北支部　リフレッシュ理科教室
仙台市立中野小学校において、「科学の不思議を体験しよう！」というタイトルで行った応用物理学会東北
支部リフレッシュ理科教室の活動に参加した。
2013 6 6 28-28 2013
楽しい理科のはなし2013　-不思議の箱を開けよう-
東京エレクトロンホール宮城で、「光通信の不思議」というタイトルで小学生等を対象に理科実験を行っ
た。
2013 10 10 15-15 2013
進路体験学習
山形県新庄市立日新中学校の生徒に、金属材料研究所において、理科実験等を行った。
2013 11 11 15-15 2013
平成25年度　応用物理学会東北支部　リフレッシュ理科教室
仙台市立愛宕中学校において、「光を使って、音を伝えてみよう！（クリスマス版）」というタイトルで行った
応用物理学会東北支部リフレッシュ理科教室の活動に参加した。
2013 12 12 13-13 2013
ランダム構造物質学研究部門
教授 杉山　和正大学見学訪問
山形県真室川町立真室川北部小学校　金属材料研究所の案内および研究内容紹介
2013 9 9 27-27 2013
2014世界結晶年記念公開講座
高校生に2014世界結晶年の企画として講演を行った。
2013 10 10 14-14 2013
大学見学訪問
仙台市立上杉山中学校金属材料研究所の案内および研究内容紹介
2013 10 10 23-23 2013
水素機能材料工学研究部門
教授 折茂　慎一文部科学省・地域イノベーション戦略支援プログラム・人材育成プ
ログラム開発プロジェクト・平成25年度高機能材料技術講演会
一関工業高等専門学校　講演「エネルギー利用を目指した水素化物の研究」
2013 6 6 28-28 2013
文部科学省事業サイエンス・パートナーシップ・プログラム報告会
「東北・みやぎの復興と新技術」
宮城県工業高等学校　「新エネルギー」について、講師（講評）を務めた
2014 1 1 27-27 2014
先端分析研究部門
教授 今野　豊彦進路体験学習(来所見学対応・説明)
聖ウルスラ学院英地中学校数名が、大学の研究室等訪問を通じ、中学校卒業後の進路について考える
機会を与えること、大学の研究内容に直に触れることで理系分野への関心を更に高めさせることを目的と
して訪問。
2013 12 12 18-18 2013
附属量子エネルギー材料科学国際研究センター
准教授 小無　健司大洗町原子力教育推進研究
原子力に関する正しい理解を深めることによる地域型の原子力教育を進める。
2008 6 - 継続中
. 公開講座
低温電子物性学研究部門
教授 佐々木　孝彦みやぎ県民大学-地球にやさしいエネルギーと環境・省エネルギー
技術‐超伝導の科学と技術-
この講座では循環型社会の実現に不可欠な研究開発の代表例として太陽電池，半導体材料，超伝導の
仕組み，材料その応用について勉強する．
2013 7 7- 2013
電子材料物性学研究部門
教授 松岡　隆志みやぎ県民大学主催
地球にやさしいエネルギーと環境・省エネルギー技術 -太陽電池・半導体・超伝導-", 2013.8.19-22.
2013 8 8 22-19 2013
第22回市民型講座
石からどんな光が出るのか？ -信号機から光通信まで-
2014 2 2 4-4 2014
助教 谷川　智之学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ2013 "光を使って、話をしよう"
一般人向けにLED、太陽電池などを用いて光を使った音の通信を行い、波長多重通信を体感してもらう。
2013 7 7 21-21 2013
結晶材料化学研究部門
教授 宇田　聡第83回金属材料研究所夏期講習会
夏期講習会講義テーマ2：新素材/プロセス/計測「融液からの単結晶成長の基礎」
2013 7 7 26-24 2013
放射線金属化学研究部門
准教授 本多　史憲平成２５年度　大洗原子力夏の学校
東北大学金属材料研究所附属量子エネルギー材料科学国際研究センターが主催する、全国の大学生、
大学院生、初級技術者を対象とした「大洗原子力夏の学校」において、「アクチノイド化合物の試料育成と
基礎物性」に関する講義（70分）と３日間にわたるテーマ別実務教育「核燃料・アクチノイド関連物質の合
成と精密評価」を担当した。
2013 8 8 9-5 2013
先端分析研究部門
教授 今野　豊彦日本鉄鋼協会　第39回鉄鋼工学セミナー
講義-6　組織解析概論
2013 7 7 23-23 2013
東北大学金属材料研究所　第83回夏期講習会
兵庫県
2013 7 7 26-24 2013
附属研究施設関西センター
准教授 網谷　健児第８３回金研夏期講習会
金属系ものづくり」、「新素材／プロセス／計測」の２つのテーマで材料研究に関する基礎から最近の研究
動向までの講義と産学連携推進に特色ある企業等の見学および金属ガラス関連の実習。(兵庫県立工業
技術センサー等)
2013 7 7 26-25 2013
. 講演会・セミナー
磁気物理学研究部門
准教授 鳴海　康雄京都大学工学部集積機能工学セミナー
講演「旅するパルス超強磁場 -放射光軟Ｘ線分光との融合による元素・価数・軌道選択強磁場磁化測定
法 とその応用-」
2014 3 3 7-7 2014
結晶欠陥物性学研究部門
教授 米永　一郎早稲田大学　男女共同参画・ダイバーシティの推進プロジェクトシン
ポジウム「大学における男女共同参画の現状と課題」
基調講演「男女共同参画100年の東北大学　-　その現状と課題　-」
2013 8 8 1-1 2013
金属組織制御学研究部門
助教 佐藤　充孝ものづくり基礎講座 (第36回技術セミナー)
「身体との調和を図るものづくり」をテーマに掲げ、企業から2名の講師を招へいし、生体材料の一つであ
る人工関節に関する現状および研究開発動向についての講演会を主催した。
2013 7 7 23-23 2013
大阪ベイエリア金属系新素材コンソーシアム　第8回セミナー
大阪湾岸地域に集積する金属系新素材ものづくり企業を支援するため、コンソーシアムのメンバー及び関
係する産学官から講師の方々を招へいし、「レーザー加工技術」というキーワードでの最近の研究開発動
向の紹介したセミナーの運営。(近畿高エネルギー加工技術研究所)
2013 9 9 11-11 2013
大阪ベイエリア金属系新素材コンソーシアム　第9回セミナー
大阪湾岸地域に集積する金属系新素材ものづくり企業を支援するため、コンソーシアムのメンバー及び関
係する産学官から講師の方々を招へいし、「3Dプリンターの現状と将来」というキーワードでの最近の研究
開発動向の紹介したセミナーの運営。(日刊工業新聞社　大阪支社)
2014 1 1 16-16 2014
大阪ベイエリア金属系新素材コンソーシアム　第10回セミナー
大阪湾岸地域に集積する金属系新素材ものづくり企業を支援するため、コンソーシアムのメンバー及び関
係する産学官から講師の方々を招へいし、「金属系新素材の新規機能化に関する最新研究」というキー
ワードでの最近の研究開発動向の紹介したセミナーの運営。(大阪府西淀川区役所)
2014 3 3 13-13 2014
生体材料学研究部門
教授 新家　光雄素形材センター主催の次世代材料技術動向研究会
講演「チタン合金の低コスト化のトピックス」
2013 9 9 5-5 2013
日本学術振興会耐熱金属材料第123委員会主催第23回討論会
講演「高強度チタン合金の研究・開発の現状と課題」
2013 11 11 11-11 2013
チタノミックス研究会講演会(12月)
講演会コーディネーター
2013 12 12 26-26 2013
チタノミックス研究会講演会(2月)
講演会コーディネーター
2014 2 2 26-26 2014
水素機能材料工学研究部門
助教 髙木　成幸JAEAスペシャルセミナー
招待講演「水素化物における凝集性 -第一原理計算と高圧合成技術による新規水素化物の探索-」
2013 7 7 8-8 2013
複合機能材料学研究部門
教授 後藤　孝フルラス・岡崎記念会2013年度定期総会&講演会
特別講演「レーザーCVDによる新しいもの作り」　東工大百周年記念会館
2013 6 6 28-28 2013
International Workshop on Flow Dynamics related to Energy,
Aerospace and Material Processing
講演「High-temperature Oxidation of CVD Silicon Carbide for Reentry」　JSPSストックホルム研究連絡セ
ンター主催 KTH, Stockholm, Sweden
2013 9 9 11-10 2013
加工プロセス工学研究部門
教授 千葉　晶彦Jeonbuk National University Seminar
Ultrafine grain refinement due to novel dynamic recrystallization mechanisms in Co-29Cr-6Mo alloy with
extremely low stacking fault energy at elevated temperatures
2013 5 5 1-1 2013
NIB Seminar
Additive manufacturing and mechanical properties evolution of biomedical Co-Cr-Mo alloys by using EBM
method
2013 5 5 2-2 2013
大崎ものづくりネットワーク協議会
講演「電子ビーム積層造形法による３次元造形システムと産業への応用について」
2013 9 9 16-16 2013
インタ－モ－ルド振興会
講演「電子ビーム積層造形法による金属系構造材料の創製」
2013 10 10 2-2 2013
第２回ソフトマテリアルデバイス研究会
講演「電子ビーム積層造形法による三次元造形システムと産業への応用について」
2013 10 10 8-8 2013
VCADシステム研究会
講演「電子ビーム積層造形法による最新の研究成果報告」
2013 10 10 10-10 2013
TECH Biz EXPO 2013
講演「電子ビーム３D積層造形技術の基礎と応用」
2013 10 10 11-11 2013
いわて産業振興センター
講演「いわてにおけるコバルト合金事業の歩み」
2013 10 10 22-22 2013
型技術セミナー
講演「電子ビーム積層造形法による金属系構造部材の創製」
2013 10 10 28-28 2013
産総研オープンラボ
講演「電子ビーム３Dプリンタが拓く新たなものづくり技術」
2013 10 10 31-31 2013
産業技術連携推進会議東北地域部会　秋季機械・金属分科会
講演「電子ビーム３Dプリンタが拓く新たなものづくり技術」
2013 11 11 7-7 2013
３次元造形～３Dプリンタ～次世代ものづくり研究セミナー
講演「３次元積層造形技術について」
2013 11 11 14-14 2013
埼玉大学産学交流会　テクノカフェ
講演「電子ビーム積層造形技術（３Dプリンター）による素形材製造技術について」
2013 11 11 20-20 2013
東京大学生産技術研究所　付加製造科学研究室
講演「EBM加工について」
2014 1 1 17-17 2014
石巻新春公演会
講演「地域の活性化と産学連携(金属材料工学をベースとしたアプローチ)」
2014 2 2 4-4 2014
川口鋳物工業協同組合
講演「金属３Dプリンテイング技術の最前線」
2014 2 2 12-12 2014
理化学研究所　中性子ビーム技術開発チーム
講演「“金属板３Dプリンター”の研究開発」
2014 2 2 18-18 2014
青葉技術会&青葉工業会
講演「３Dプリンタ用金属材料の具備条件と今後の展開」
2014 3 3 14-14 2014
社団法人　未踏科学技術協会
講演「３Dプリンティング金属造形」
2014 3 3 18-18 2014
先端分析研究部門
教授 今野　豊彦ニューセラミックス懇話会　第207回研究会
講演「透過電子顕微鏡を用いた原子レベルの材料解析」
2013 6 6 21-21 2013
ＪＦＥテクノリサーチ(株)　第2回ナノ材料解析技術セミナー
講演「電子顕微鏡の進歩と材料開発への応用」
2013 8 8 23-23 2013
次世代自動車　第5回地域イノベーション人材育成
東日本大震災からの復興、再生の鍵として、次世代自動車に対する期待が拡がっています。本地域イノ
ベーション戦略では、東北大学をはじめとした世界最先端 のシーズ・技術を活用し、宮城県を中心とする
東北地方を中長期的にも自動車産業の一大集積地域として持続的に発展できるよう、次世代自動車のた
めの研究開発拠点を目指すとともに、同時に地域の関連企業の技術力強化、震災による被災復興を強力
に推進します。
2013 10 10 3-3 2013
みやぎ復興パーク技術交流会
ナノテクノロジーおよびナノテク融合技術支援センターの活動内容ポスターの展示および参加者への当セ
ンターの使用方法等の説明
2013 10 10 29-29 2013
次世代自動車　国際シンポジウム　ICFD2013
東日本大震災からの復興、再生の鍵として、次世代自動車に対する期待が拡がっています。本地域イノ
ベーション戦略では、東北大学をはじめとした世界最先端 のシーズ・技術を活用し、宮城県を中心とする
東北地方を中長期的にも自動車産業の一大集積地域として持続的に発展できるよう、次世代自動車のた
めの研究開発拠点を目指すとともに、同時に地域の関連企業の技術力強化、震災による被災復興を強力
に推進します。
2013 11 11 28-25 2013
次世代自動車　人財育成講座・成果発表会(Ｈ25年度)
東日本大震災からの復興、再生の鍵として、次世代自動車に対する期待が拡がっています。本地域イノ
ベーション戦略では、東北大学をはじめとした世界最先端 のシーズ・技術を活用し、宮城県を中心とする
東北地方を中長期的にも自動車産業の一大集積地域として持続的に発展できるよう、次世代自動車のた
めの研究開発拠点を目指すとともに、同時に地域の関連企業の技術力強化、震災による被災復興を強力
に推進します。
2014 1 1 30-30 2014
第12回ナノテクノロジー総合シンポジウム
より高度な安全・安心な社会構築に向けてのナノテクの貢献について、展示・研究成果発表
2014 1 1 31-31 2014
第13回ＫＣみやぎ連絡会
本学ナノテク融合技術支援センターの紹介
2014 2 2 3-3 2014
東北大学セミナー in ＭＯＢＩＯ　Caf
ナノテクノロジーとオープンイノベーション
2014 2 2 24-24 2014
分析科学研究部門
助教 芦野　哲也分析信頼性実務者レベル講習会、金属分析技術セミナー
分析技能の向上と分析試験所認定に向けての個人の技能の確認と技術の習得等の教育・訓練
2008 7 - 継続中
特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト
准教授 謝　国強中国大連理工大学・セミナー
Development of metallic glasses for application as biomaterials
2013 8 8 11-11 2013
特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト
准教授 梅津　理恵鹿児島大学　理学部　男女共同参画講演会
鹿児島大学　理学部　男女共同参画講演会（キャリア形成セミナー）にて、主に女子学生を対象として「ア
カデミックポストにおける女性研究者のキャリアアップ」という題目で講演を行った。
2013 7 7 18-18 2013
特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト
助教 中嶋　宇史新化学技術推進協会（JACI）電子情報技術部会・次世代エレクトロ
ニクス分科会 講演会
講演「圧電ポリマーを用いたエネルギーハーベスティング」
2013 7 7 3-3 2013
株式会社電子ジャーナルElectronic Journal 第2136回Technical
Seminar「エネルギーハーベスティング応用システム開発の現状と
将来展望」
講演「エネルギーハーベスティング応用システム開発の現状と将来展望」
2014 3 3 11-11 2014
附属新素材共同研究開発センター
教授 牧野　彰宏第2回地域連携研究フォーラム
東北発 素材技術先導プロジェクト　超低損失磁心材料技術領域　1.公開セミナー　2.情報交換会
2013 10 10 28-28 2013
附属研究施設関西センター
教授 早乙女　康典ものづくり基礎講座「技術講習会：金属カラスの特長を生かした実
用化技術の理論と実技」
第１回　金属ガラスの成形加工技術(2007.11.12) 第２回　金属ガラスの成形加工技術(2008.12.14)第３回
金属ガラスの成形加工技術(2008.1.16)第４回　技術講習会　(2008.10.20) 第５回　技術講習会
(2008.11.26) 第６回　技術講習会　(2009.1.30) 第７回　技術講習会　(2009.3.2)第７回　技術講習会
(2009.3.2)第８回　技術講習会　(2009.12.11)第９回　技術講習会　(2010.1.29)第11回　技術講習会
(2010.3.5)第12回　技術講習会　(2011.1.28)第13回　技術講習会　(2011.3.4)
2007 11 -12 継続中
ものづくり基礎講座「技術セミナー：次世代金属材料「金属ガラス」
研究開発の最新動向」
第１回　耐食性金属ガラスとその応用(2007.11.12) 第２回　金属系『ものづくり』の拠点形成を目指して
(2008.12.12) 第３回　金属ガラスの機械的性質とその応用(2008.1.16)第４回　金属ガラスの電磁特性とそ
の応用(2008.3.5)第５回　金属ガラスの粘性挙動と超精密微細成形加工への応用(2008.3.19)第９回　次世
代金属材料「金属ガラス」研究開発の最新動向（2008.10.10)第11回　次世代金属材料「金属ガラス」研究
開発の最新動向（2008.11.26)第12回　次世代金属材料「金属ガラス」研究開発の最新動向（2009.1.30)第
13回　次世代金属材料「金属ガラス」研究開発の最新動向（2009.3.2)第24回　次世代金属材料「金属ガラ
ス」研究開発の最新動向（2011.3.4)第26回　次世代金属材料「金属ガラス」研究開発の最新動向
（2011.12.14)
2007 11 -12 継続中
附属研究施設関西センター
准教授 水越　克彰兵庫県立大学ナノ・マイクロ構造科学研究センター・東北大学金属
材料研究所関西センター合同講演会
講演「超音波化学と環境・生体関連分野への応用」
2013 7 7 23-23 2013
. 展示会
生体材料学研究部門
准教授 仲井　正昭TECH Biz EXPO 2013
生体用チタン合金の股関節や脊椎固定器具の試作品等への応用研究の紹介を行った。
2013 10 10 11-9 2013
加工プロセス工学研究部門
教授 千葉　晶彦TECH Biz EXPO 2013
電子ビーム積層造形による試作品紹介
2013 10 10 11-9 2013
Euro Mold 2013 （フランクフルト）
Euro Mold 2013に参加した。
2013 12 12 7-3 2013
東北大学イノベーションフェア2014
地域に密着した産学連携研究・開発推進と成果還元による地域貢献・震災復興実現　(仙台国際センター)
2014 1 1 28-28 2014
先端分析研究部門
教授 今野　豊彦東北大学イノベーションフェア2014
産学連携を進めるきっかけとして、東北大学の研究を、ブース展示やプレゼンテーション、デモ展示として
広く紹介　(仙台国際センター)
2014 1 1 28-28 2014
附属新素材共同研究開発センター
教授 牧野　彰宏東北大学イノベーションフェア2014
産と学の最先端テクノロジーがつくる「新しい未来」ナノテクノロジー・材料「超低損失ナノ結晶軟磁性材料
の研究開発拠点」　(仙台国際センター)
2014 1 1 28-28 2014
附属研究施設関西センター
准教授 網谷　健児イノベーションジャパン2013
金研関西センター兵庫オフィスが所属する兵庫県立大学ナノマイクロ構造科学研究センターとしての展示
の中で、関西センターについての展示を行なった。
2013 8 8 30-29 2013
TECH Biz EXPO 2013
展示を行なった。
2013 10 10 13-9 2013
. ボランティア活動
低温電子物性学研究部門
教授 佐々木　孝彦仙台市青葉少年少女発明クラブ
仙台市青葉少年少女発明クラブの運営委員
2006 4 - 継続中
. その他
電子材料物性学研究部門
助教 窪谷　茂幸サイエンスデイ2013
東北大学川内キャンパスで開催されたサイエンスデイ2013に、「光を使って、話をしよう」という出展プログ
ラム名で出展し、光通信等の理科実験を行った。
2013 7 7 21-21 2013
附属研究施設関西センター
教授 早乙女　康典金属材料研究所 関西センター　技術相談
金属ガラスの実用化開発研究技術相談
2011 4 -1 継続中
３. オープンキャンパス 
 
(１) 東北大学金属材料研究所  第 83 回 金研夏期講習会 
 
日時：2013 年 7 月 24 日（水）～26 日（金） 
会場： 兵庫県立工業技術センター技術交流館 
(〒654-0037 兵庫県神戸市須磨区行平町 3-1-12) 
 
【内容】 今年度、第83 回講習会を神戸：兵庫県立工業技術センターにて開催させて頂きます。
講習会では、「金属系ものづくり」、「新素材／プロセス／計測」の２つのテーマで材料研究に関す
る基礎から最近の研究動向までを講義で分かりやすく紹介することに加え、近隣地域において産
学連携推進に特色ある企業等の見学も実施いたします。 
 
日時 内容等 講師 
7月24日 
（水） 
講義 
開会挨拶 所長 新家 光雄 
兵庫県立工業技術センターの紹介  
講義テーマ①： 「金属系ものづくり」 
ⅰ） 弾性率制御機能性生体構造用チタン合金 教授 新家 光雄 
ⅱ） 電子ビーム積層造形技術による金属系構造部材の創製 教授 千葉 晶彦 
ⅲ） 鉄鋼の熱処理による組織と特性制御 教授 古原 忠 
7月25日 
（木） 
講義、 
見学 
講義テーマ②： 「新素材／プロセス／計測」 
ⅳ） スピン流と材料物理 教授 齊藤 英治 
ⅴ） 融液からの単結晶成長の基礎 教授 宇田 聡 
ⅵ） チタンの表面改質による高機能化 教授 正橋 直哉 
ⅶ） 透過電子顕微鏡の基礎と材料開発への応用 教授 今野 豊彦 
■金研附属研究施設：関西センターの紹介 教授 正橋 直哉 
■兵庫県立工業技術センター内 金研装置の見学 准教授 網谷 健児 
7月26日 
（金） 
見学、 
実習 
■兵庫県立工業技術センター見学 
■閉会式 
コース選択 
A コース：■見学（近隣企業等見学） 
B コース：■実習（金属ガラス関係） 
 
  
(２) 平成 25 年度東北大学金属材料研究所「大洗原子力材料夏の学校」 
 
日時：2013 年 8 月 5 日 (月）  ～ 8 月 9 日 (土） 
会場：東北大学金属材料研究所附属量子エネルギー材料科学国際研究センター 
    (〒311-1313 茨城県東茨城郡大洗町成田町 2145-2) 
 
日時 内容等 
８月５日（月） 開校挨拶 
JMTR と常陽の見学 
我が国のエネルギー事情と福島第一原子力発電所（１F）事故 
福島第一原子力発電所（１F）の廃止措置に向けた取り組み 
放射性廃棄物の長期間の安定保管と処分 
８月６日（火） 核燃料物質取扱技術と管理技術（仮題） 
原子炉内での核燃料の照射挙動（仮題） 
材料照射損傷の基礎過程と最先端のミクロ解析評価手法（仮題） 
原子炉による材料照射試験と照射後試験技術（照射損傷の評価） 
アクチノイド化合物の試料育成と基礎物性 
８月７～９日 １．放射線管理 
１-1．環境中の核種分析技術と被ばく評価 
２．廃止措置関連 
２－１．核燃料物質を用いた模擬炉内損傷燃料試料作製実験 
３．安全性向上関連 
３－１．金属材料の照射脆化のミクロ因子の観察・分析 
３－２．照射試験技術および照射脆化と照射硬化の評価 
３－３．原子力材料の強度特性と組織の相関評価 
３－４．核燃料・アクチノイド関連物質の合成と精密評価 
３－５．原子炉施設の安全に関するオンサイトトレーニング 
 
 
 (３) 片平まつり きんけん一般公開 
 
日時：2013 年 10 月 12 日(土)、13 日(日) 10:00～17:00 
会場：東北大学金属材料研究所 
 
【内容】「おっ！マテリアルっておもしろい！？」をテーマに、燃料電池自動車、宙に浮かぶ超伝導
新幹線、光で伝える音など、未来に役立つ金研の研究を楽しく体験できる一般公開を開催しまし
た。 
 
◆ 片平まつり きんけん一般公開 実行委員会  
委員長 阿部弘亨 教授  
委 員 松岡隆志 教授、Gerrit Ernst-Wilhelm Bauer 教授、塚﨑敦 教授、 
藤原航三 准教授、小泉雄一郎 准教授、井口敏 准教授 
情報企画室広報班、 総務課総務係 
 
◆ 参加組織  
金属物性論研究部門（バウアー研）／磁気物理学研究部門（野尻研）／量子表面界面科学研究
部門(齊藤研)／低温物理学研究部門（塚﨑研）／低温電子物性学研究部門（佐々木研）／結晶
欠陥物性学研究部門（米永研）／金属組織制御学研究部門（古原研）／計算材料学研究部門（兼
高梨研）／材料照射工学研究部門（永井研）／原子力材料物性学研究部門（四竈研）／原子力材
料工学研究部門（阿部研）／電子材料物性学研究部門（松岡研）／ランダム構造物質学研究部門
（杉山研）/生体材料学研究部門（新家研）／超構造薄膜化学研究部門(宮坂研)／非平衡物質工
学研究部門（加藤研）／磁性材料学研究部門（高梨研）／結晶材料化学研究部門（宇田研）／水
素機能材料工学研究部門（折茂研）／先端結晶工学研究部(吉川研)／複合機能材料科学研究部
門（後藤研）／加工プロセス工学研究部門（千葉研）／放射線金属化学研究部門（青木研）／先端
分析研究部門（今野研）／分析科学研究部門（我妻研）／特異構造金属・無機融合高機能材料開
発共同研究プロジェクト／HPCI 戦略プログラム計算材料科学研究拠点／新素材共同研究開発セ
ンター／強磁場超伝導材料研究センター／計算材料学センター／アルファ放射体実験室／低温
物質科学実験室／テクニカルセンター／事務部 
 
◆ 来場者総数：4124 人（12 日：1504 人、13 日：2620 人） 
 
 
 (４) 東北大学イノベーションフェア 2014 
 
日時  2014 年 1 月 28 日 (火 ) 10 :30～17 :00 
会場  仙台国際センター 
 
【内容】 産 学 連 携 を進 めるきっかけとして、東 北 大 学 の研 究 を、ブース展 示 やプレゼ
ンテーション、デモ展 示 として広 くご紹 介 します。また、特 別 展 示 として、東 北 地 方 の
震 災 からの復 興 を目 指 し本 学 が取 り組 んでいる、「復 興 アクション－８つのプロジェク
ト」についてご報 告 します。 
 
本所からの展示 
 
展示題目 発表者 
超 低 損 失 ナノ結 晶 軟 磁 性 材 料 の研 究 開 発 拠 点  教 授  牧 野 彰 宏  
「ナノテク関 連 装 置 群 のオープン利 用 環 境 」と 
「高 度 な知 識 ・技 術 」の提 供  
教 授  今 野 豊 彦  他  
金 属 材 料 の微 細 多 孔 質 化 技 術  准 教 授  加 藤 秀 実  
電 子 ビーム積 層 造 形 法 による金 属 系 構 造 部 材  教 授  千 葉  晶 彦  
 
 
１.　学生等の受入れ状況
（１）　学生総数
２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年
大学院生・理学研究科(前期） 33 32 26 37 41(2) 38（2） 32（2） 30（3） 24（1） 30（2）
大学院生・理学研究科(後期） 22（１） 18（3） 16(3) 11(2) 10 12（1） 14（1） 11 15（1） 16（2）
大学院生・工学研究科(前期） 91（5） 63（4） 74(4) 68(4) 72(6) 68（7） 68(11) 72（8） 82（11） 82（10）
大学院生・工学研究科(後期） 33（11） 30（14） 37(17) 44(21) 42(22) 43（21） 39(21) 50（27） 51（28） 53（28）
大学院生・医工学研究科（前期） 3 5 4 2 0
大学院生・環境科学研究科(前期） データなし 10 7 11(2) 11 10 9（1） 6（1） 10 11（1）
大学院生・環境科学研究科(後期） データなし 5（1） 5（1） 2 2 1 1 1 2（1） 1（1）
研究所等研究生 30（12） 24（10） 22（10） 19（5） 13(9) 16(10) 17(14) 12（11） 13（12） 12（11）
(内社会人） 20（1） 10（1） 10（1） 5 5 5 3 1 1 0
学部学生・理学部 データなし 5 5 4 7 5 9 9 4 6（2）
学部学生・工学部 データなし 19 21 20 22(2) 12 13（1） 6 16 16
日本学術振興会特別研究員 6（0） 6（0） 14（7） 11 10(1) 9（1） 9（2） 6（2） 16（5） 16（7）
計   (社会人研究生除く） 205（28） 202（31） 217(41) 222(34) 225(42) 217（42） 223（60） 215（60） 235（60） 245（66）
受入れ数
２０１３年
大学院生・理学研究科(前期） 34（6）
大学院生・理学研究科(後期） 13（3）
大学院生・工学研究科(前期） 84（11）
大学院生・工学研究科(後期） 52（32）
大学院生・医工学研究科（前期） 0
大学院生・環境科学研究科(前期） 9（1）
大学院生・環境科学研究科(後期） 0
研究所等研究生 11（11）
学部学生・理学部 5（1）
学部学生・工学部 7（0）
日本学術振興会特別研究員 11(4)
計   (社会人研究生除く） 226(69)
（　）内は外国人人数
身分
第1章　学生に対する教育活動
身分 受　　入　　れ　　数
研究所等研究生および日本学術振興会特別研究員を除き、2013.4.1現在
（２）部門毎の学生数
部門名 所属専攻 教授 准教授 講師
金属物性論研究部門 理：物理学 ﾊﾞｳｱｰ　ｸﾞﾘｯﾄ　ｱｰﾝｽﾄｳｨﾙﾍﾙﾑ 野村　健太郎
結晶物理学研究部門 理：物理学 （宇田　聡）
磁気物理学研究部門 理：物理学 野尻　浩之 鳴海　康雄
量子表面界面科学研
究部門 理：物理学 齊藤　英治 藤川　安仁
低温物理学研究部門 理：物理学 塚﨑　敦
低温電子物性学研究
部門 理：物理学 佐々木　孝彦 井口　敏
量子ビーム金属物理
学研究部門 理：物理学 （佐々木　孝彦） 大山　研司
結晶欠陥物性学研究
部門 理：物理学 米永　一郎 大野　裕
金属組織制御学研究
部門 工:金属フロンティア工学 古原　忠 宮本　吾郎
計算材料学研究部門 工：知能デバイス材料学 （高梨　弘毅） 水関　博志
材料照射工学研究部
門 工：量子エネルギー工学 永井　康介 井上　耕治
原子力材料物性学研
究部門 工：量子エネルギー工学 四竈　樹男 永田　晋二
原子力材料工学研究
部門 工：量子エネルギー工学 阿部　弘亨 佐藤　裕樹
電子材料物性学研究
部門 工：応用物理学 松岡　隆志 片山　竜二
ランダム構造物質学
研究部門 工：知能デバイス材料学 杉山　和正 林　好一
生体材料学研究部門 工：知能デバイス材料学医工：生体材料学 新家　光雄 仲井　正昭
超構造薄膜化学研究
部門 理：化学 宮坂　等  
非平衡物質工学研究
部門 工：知能デバイス材料学 加藤　秀実
磁性材料学研究部門 工：知能デバイス材料学 高梨　弘毅 水口　将輝
結晶材料化学研究部
門 理：化学 宇田　聡 藤原　航三
水素機能材料工学研
究部門 環：環境システム材料学 折茂　慎一 松尾　元彰
先端結晶工学研究部 工：材料システム工学 吉川　彰
複合機能材料学研究
部門 工：材料システム工学 後藤　孝
加工プロセス工学研
究部門 工：材料システム工学 千葉　晶彦 小泉　雄一郎
放射線金属化学研究
部門 工：量子エネルギー工学 青木　大
先端分析研究部門 工：知能デバイス材料学 今野　豊彦 木口　賢紀
分析科学研究部門 環：環境システム材料学 我妻　和明 佐藤　成男
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部門名 所属専攻 教授 准教授 講師 研究所等研究生
大学院生
(前期）
大学院生
(後期） 学部生
材料プロセス評価学
研究部門（客員部門） 理：物理学 藤田　全基
量子エネルギー材料
科学国際研究セン
ター
(α放射体実験室）
工：量子エネルギー工学 小無　健司栗下　裕明
新素材共同研究開発
センター 工：知能デバイス材料学 牧野　彰宏
横山　嘉彦
湯葢　邦夫
ﾍﾞﾛｽﾙﾄﾞﾌ　ﾛﾃﾞｨｵﾝ　ﾌﾞ
ﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨｯﾁ
強磁場超伝導材料研
究センター 工：応用物理学 渡邉　和雄
淡路　智
木村　尚次郎
関西センター 工：材料システム工学 正橋　直哉早乙女　康典
水越　克彰
網谷　健児
千星　聡
計算材料学センター 工：材料システム工学 毛利　哲夫
低温物質科学実験室 理：物理学 野島　勉
11(11)66(35) 126(18) 12(1)
4(1) 4
(　）内は外国人人数
合　　　　計
0
1 2(2)2(2)
0
2
0 0 01
0 0 0 0
0
2 0 0
0 0 0
0
3
0
0 0
２．授業
（１）　理学研究科・工学研究科・環境科学研究科・医工学研究科
理：理学研究科　工：工学研究科　環：環境科学研究科　医工：医工学研究科
所属専攻 部門名 教員名 職名 博士 単位数 修士 単位数
理：物理学 金属物性論 バウアー　ゲリット 教授 課題研究 5
セミナー 3
金属物理学特論 2
野村　健太郎 准教授 特別研究 4 課題研究 5
特別セミナー 2 セミナー 3
金属物理学特論 2
理：物理学 磁気物理学 野尻　浩之 教授 特別研究 4 課題研究 5
特別セミナー 2 セミナー 3
金属物理学特殊講義 2
鳴海　康雄 准教授 特別研究 4 課題研究 5
特別セミナー 2 セミナー 3
金属物理学特殊講義 2
理：物理学 量子表面界面科学 齊藤　英治 教授 特別セミナーⅢ 2 課題研究Ⅱ 5
特別研究Ⅲ 4 セミナーⅡ 3
特別セミナーⅡ 2 課題研究Ⅰ 5
特別研究Ⅱ 3 セミナーⅠ 3
特別セミナーⅠ 2
特別研究Ⅰ 3
結晶物理学特殊講義 2
理：物理学 低温物理学 塚﨑　敦 教授 課題研究 5
セミナー 3
理：物理学 低温電子物性学 佐々木　孝彦 教授 課題研究 5
セミナー 3
井口　敏 准教授 課題研究 5
セミナー 3
理：物理学 量子ビーム金属物理学 大山　研司 准教授 課題研究 5
セミナー 3
理：物理学 結晶欠陥物性学 米永　一郎 教授 特別研究 4 課題研究 5
特別セミナー 2 セミナー 3
結晶物理学特論 2
大野　裕 准教授 特別研究 4 課題研究 5
特別セミナー 2 セミナー 3
結晶物理学特論 2
工：金属フロンティア工学 金属組織制御学 古原　忠 教授 プロセス制御学特論 2 応用構造材料学 2
金属プロセス工学特論 2 物質・材料循環学修士セミナーA 2
インターンシップ研修 1～2 物質・材料循環学修士セミナーB 2
プロセス制御学特別研修 4 プロセス制御学セミナー 4
金属フロンティア工学博士研修 8 修士インターシップ研修 2
物質・材料循環学修士研修 6
金属フロンティア工学修士研修 6
所属専攻 部門名 教員名 職名 博士 単位数 修士 単位数
工：量子エネルギー工学 材料照射工学 永井　康介 教授 量子・統計力学 2
量子物性工学特論 2 原子力ナノ材料物理学 2
量子エネルギー工学博士研修 8 量子エネルギー工学特別研修Ａ 2
インターンシップ研修 1～2
量子エネルギー工学修士研修 8
材料照射工学 井上　耕治 准教授 量子・統計力学 2
量子物性工学特論 2 原子力ナノ材料物理学 2
量子エネルギー工学博士研修 8 量子エネルギー工学特別研修Ａ 2
インターンシップ研修 1～2
量子エネルギー工学修士研修 8
工：量子エネルギー工学 原子力材料物性学 四竃　樹男 教授 エネルギー材料工学特論 2 固体物理 2
量子エネルギー工学博士研修 8 材料照射工学 2
エネルギー材料工学セミナー 2
インターンシップ研修 1～2
量子エネルギー工学特別講義A
量子エネルギー工学特別研修A
国際学術インターンシップ研修 1～2
量子エネルギー工学修士研修 8
永田　晋二 准教授 固体物理 2
材料照射工学 2
エネルギー材料工学セミナー 2
インターンシップ研修 1～2
量子エネルギー工学特別講義A
量子エネルギー工学特別研修A
国際学術インターンシップ研修 1～2
量子エネルギー工学修士研修 8
工：量子エネルギー工学 原子力材料工学 阿部　弘亨 教授 エネルギー材料工学特論 2 核エネルギーシステム材料学 2
量子エネルギー工学博士研修 8 エネルギー材料工学セミナー 2
インターンシップ研修 1～2
量子エネルギー工学特別講義A 2
量子エネルギー工学特別研修A 2
国際学術インターンシップ研修 1～2
量子エネルギー工学修士研修 8
佐藤　裕樹 准教授 核エネルギーシステム材料学 2
エネルギー材料工学セミナー 2
インターンシップ研修 1～2
量子エネルギー工学特別講義A 2
量子エネルギー工学特別研修A 2
国際学術インターンシップ研修 1～2
量子エネルギー工学修士研修 8
工：応用物理学 電子材料物性学 松岡　隆志 教授 量子材料物理 2 物性材料学セミナー 2
応用物理工学特論 2 応用物理学修士研修 8
物性物理学セミナー 2 応用物理学特別研修 2
応用物理学博士研修 8
片山　竜二 准教授 物性物理学セミナー 2 電子材料物性学B 2
応用物理学博士研修 8
工：知能デバイス工学 ランダム構造物質学 杉山　和正 教授 インターンシップ研修 1～2 材料構造評価学 2
ナノ構造物質工学特別研修 4 ナノ構造物質工学セミナー 4
知能デバイス材料学博士研修 8 インターンシップ研修 1～2
知能デバイス材料学修士研修 6
林　好一 准教授 ナノ構造物質工学セミナー 4
知能デバイス材料学修士研修 6
所属専攻 部門名 教員名 職名 博士 単位数 修士 単位数
工：知能デバイス材料学 生体材料学 新家　光雄 教授 材料表面機能制御学特論 2 医工学概論 2
医工：生体材料学 高機能材料学特論
Advanced Topics on
High Performance
Materials
2 医用材料学 2
生体材料学特論 2 生体複合機能界面工学 2
医工学特別講義B 1～2 医工学特別講義A 1～2
インターンシップ研修 1～2 PBLゼミナール 4
医工学特別研修 2 国内インターンシップ研修A 1～2
医工学博士研修 8 国際インターンシップ研修A 1～2
材料表面機能制御学特別研修 4 医工学修士研修 6
知能デバイス材料学博士研修 8 インターンシップ研修 2
国内インターンシップ研修B 1～2 材料表面機能制御学セミナー 4
国際インターンシップ研修B 1～2 知能デバイス材料学修士研修 6
仲井　正昭 准教授 生体材料学特論 2 医用材料学 2
材料表面機能制御学特別研修 4 生体複合機能界面工学 2
知能デバイス材料学博士研修 8 材料表面機能制御学セミナー 4
インターンシップ研修 1～2 インターンシップ研修 2
医工学特別講義B 1～2 知能デバイス材料学修士研修 6
国内インターンシップ研修B 1～2 医工学特別講義A 1～2
国際インターンシップ研修B 1～2 国内インターンシップ研修A 1～2
医工学特別研修 2 国際インターンシップ研修A 1～2
医工学博士研修 8 PBLゼミナール 4
医工学修士研修 6
医工学概論 2
理：化学 超構造薄膜化学 宮坂　等 教授 セミナーⅠ 1
セミナーⅡ 1
課題研究Ⅰ 2
課題研究Ⅱ 2
工：知能デバイス材料学 非平衡物質工学 加藤　秀実 准教授 ナノ構造物質工学特別研修 4 非平衡物質工学 2
ナノ構造物質工学セミナー 4
インターンシップ研修 2
知能デバイス材料学修士研修 6
工：知能デバイス材料学 磁性材料学 高梨　弘毅 教授 物質機能創製学特論 2 磁気デバイス材料学 2
物性制御学特論 2 ナノ構造制御機能発現工学 2
インターンシップ研修 1～2 物質機能創製セミナー 4
物質機能創製学特別研修 4 インターンシップ研修 2
知能デバイス材料学博士研修 8 知能デバイス材料学修士研修 6
水口　将輝 准教授 インターンシップ研修 1～2 磁気デバイス材料学 2
物質機能創製学特別研修 4 物質機能創製学セミナー 4
知能デバイス材料学博士研修 8 インターンシップ研修 2
知能デバイス材料学修士研修 6
理：化学 結晶材料化学 宇田　聡 教授 化学特別研究 10 課題研究 10
化学特別セミナー 6 セミナー 6
藤原　航三 准教授 化学特別研究 10 課題研究 10
化学特別セミナー 6 セミナー 6
環：環境システム材料学 水素機能材料工学 折茂　慎一 教授 物質・材料循環学博士セミナー 4 環境調和機能材料学 2
博士インターンシップ研修 2 物質・材料循環学修士セミナーA 2
物質・材料循環学博士研修 8 物質・材料循環学修士セミナーB 2
修士インターシップ研修 2
物質・材料循環学修士研修 6
所属専攻 部門名 教員名 職名 博士 単位数 修士 単位数
工：材料システム工学 先端結晶工学（研究部） 吉川　彰 教授 材料システム工学特論 2 材料界面機能学 2
材料機能制御プロセス学特別研修 4 材料機能制御プロセス学セミナー 4
インターンシップ研修 1～2 インターンシップ研修 2
材料システム工学博士研修 8 材料システム工学修士研修 6
工：材料システム工学 複合機能材料学 後藤　孝 教授 材料機能制御プロセス学特論 2 応用セラミックス材料学 2
材料システム工学特論 2 材料機能制御プロセス学セミナー 4
インターンシップ研修 1～2 インターンシップ研修 2
材料機能制御プロセス学特別研修 4 材料システム工学修士研修 6
材料システム工学博士研修 8
工：材料システム工学 加工プロセス工学 千葉　晶彦 教授 材料システム工学特論 2 応用構造材料学 2
インターンシップ研修 1～2 材料機能制御プロセス学セミナー 4
材料機能制御プロセス学特別研修 4 修士インターシップ研修 2
材料システム工学博士研修 8 材料システム工学修士研修 6
小泉　雄一郎 准教授 インターンシップ研修 1～2 材料機能制御プロセス学セミナー 4
材料機能制御プロセス学特別研修 4 修士インターシップ研修 2
材料システム工学博士研修 8 材料システム工学修士研修 6
工：量子エネルギー工学 放射線金属化学 青木　大 教授 アクチノイド物性工学 2
工：知能デバイス材料学 先端分析 今野　豊彦 教授 物質機能創製学特論 2 材料構造評価学 2
物性制御学特論 2 物質機能創製学セミナー 4
インターンシップ研修 1～2 インターンシップ研修 2
物質機能創製学特別研修 4 知能デバイス材料学修士研修 6
知能デバイス材料学博士研修 8
木口　賢紀 准教授 インターンシップ研修 1～2 材料構造評価学 2
物質機能創製学特別研修 4 物質機能創製学セミナー 4
知能デバイス材料学博士研修 8 インターンシップ研修 2
知能デバイス材料学修士研修 6
環：環境システム材料学 分析科学 我妻　和明 教授 物質・材料循環学博士セミナー 4 素材分析科学 2
博士インターンシップ研修 2 環境材料評価学特論 2
物質・材料循環学博士研修 8 物質・材料循環学修士セミナーA 2
物質・材料循環学修士セミナーB 2
修士インターシップ研修 2
物質・材料循環学修士研修 6
佐藤　成男 准教授 素材分析科学 2
物質・材料循環学修士セミナーA 2
物質・材料循環学修士セミナーB 2
修士インターシップ研修 2
物質・材料循環学修士研修 6
理：物理学 材料プロセス評価学
藤田　全基
（H26.1.1～量子ビーム金属
物理学研究部門　教授）
准教授 課題研究 5
セミナー 3
工：量子エネルギー工学 小無　健司 准教授 量子・統計力学 2
原子力ナノ材料物理学 2
アクチノイド物性工学 2
量子物性工学セミナー 2
インターンシップ研修 1～2
国際学術インターンシップ研修 1～2
量子エネルギー工学特別研修A 2
量子エネルギー工学修士研修 8
量子エネルギー材料科
学国際研究センター
所属専攻 部門名 教員名 職名 博士 単位数 修士 単位数
工：知能デバイス材料学 新素材共同研究開発センター 牧野　彰宏 教授 インターンシップ研修 1～2 非平衡物質工学 2
ナノ構造物質工学特別研修 4 ナノ構造物質工学セミナー 4
知能デバイス材料学博士研修 8 インターンシップ研修 2
知能デバイス材料学修士研修 6
横山　嘉彦 准教授 ナノ構造物質工学特別研修 4 非平衡物質工学 2
ナノ構造物質工学セミナー 4
インターンシップ研修 2
知能デバイス材料学修士研修 6
ﾍﾞﾛｽﾙﾄﾞﾌ　ﾛﾃﾞｨｵﾝ
ﾌﾞﾗｼﾞﾐﾛﾋﾞｯﾁ 准教授 計算材料科学 2
量子力学・非相対論的理論 2
湯葢　邦夫 准教授 非平衡物質工学 2
工：応用物理学 強磁場超伝導材料研究センター 渡邉　和雄 教授 材料物性物理学セミナー 2 低温電子材料物性学セミナー 2
応用物理学博士研修 8 超伝導材料学A 2
応用物理学修士研修 8
淡路　智 准教授 材料物性物理学セミナー 2 低温電子材料物性学セミナー 2
応用物理学博士研修 8 応用物理学修士研修 8
木村　尚次郎 准教授 材料物性物理学セミナー 2 低温電子材料物性学セミナー 2
応用物理学博士研修 8 応用物理学修士研修 8
低温物理学 2
応用物理工学原論 2
工：材料システム工学 関西センター 正橋　直哉 教授 材料機能制御プロセス学特論 2 応用構造材料学 2
インターンシップ研修 1～2 材料機能制御プロセス学セミナー 4
材料機能制御プロセス学特別研修 4 修士インターシップ研修 2
材料システム工学博士研修 8 材料システム工学修士研修 6
早乙女　康典 教授 材料機能制御プロセス学特論 2 応用構造材料学 2
インターンシップ研修 1～2 非平衡物質工学 2
材料機能制御プロセス学特別研修 4 材料機能制御プロセス学セミナー 4
材料システム工学博士研修 8 インターンシップ研修 2
材料システム工学修士研修 6
千星　聡 准教授 物質・材料循環学博士セミナー 4 環境調和機能材料学 2
博士インターンシップ研修 2 物質・材料循環学修士セミナーA 2
物質・材料循環学博士研修 8 物質・材料循環学修士セミナーB 2
修士インターシップ研修 2
物質・材料循環学修士研修 6
工：材料ｼｽﾃﾑ工学 計算材料学センター 毛利哲夫 教授 材料システム工学特論 2 計算材料科学 2
インターンシップ研修 1～2 材料機能制御プロセス学セミナー 4
材料機能制御プロセス学特別研修 4 インターンシップ研修 2
材料システム工学博士研修 8 材料システム工学修士研修 6
理：物理学 低温物質科学実験室 野島　勉 准教授 課題研究 5
セミナー 3
工：量子エネルギー工学 アルファ放射体実験室 山村　朝雄 准教授 固体物理 2
（２）　学部および全学
所属専攻 部門名 教員名 職名 学部 単位数 全学教育 単位数
理：物理学 金属物性論 バウアー　ゲリット 教授 物理学研究 10
物性物理学特論 2
野村　健太郎 准教授 物理学研究 10 基礎ゼミ 2
物性物理学特論 2
理：物理学 磁気物理学 野尻　浩之 教授 物性物理学特論 2
鳴海　康雄 准教授 物性物理学特論 2
理：物理学 量子表面界面科学 齊藤　英治 教授 物理学研究 10
物性物理学特論 2
理：物理学 低温物理学 塚﨑　敦 教授 物性物理学特論 2
理：物理学 低温電子物性学 佐々木　孝彦 教授 物理学研究 10 材料科学の最前線 2
物性物理学特論 2
井口　敏 准教授 物理学研究 10 基礎ゼミ 2
物性物理学特論 2
理：物理学 量子ビーム金属物理学 大山　研司 准教授 物性物理学特論 2
理：物理学 結晶欠陥物性学 米永　一郎 教授 物性物理学特論 2
大野　裕 准教授 物性物理学特論 2
工：金属フロンティア工学 金属組織制御学 古原　忠 教授 材料科学の最前線 2
工：量子エネルギー工学 原子力材料物性学 四竃　樹男 教授 固体物理学 2
機械知能・航空研修Ⅰ 2
機械知能・航空実験Ⅰ 1
機械知能・航空研修Ⅱ 1
卒業研究 6
永田　晋二 准教授 量子力学 2
固体物理学 2
機械知能・航空研修Ⅰ 2
機械知能・航空実験Ⅰ 1
機械・知能航空研修Ⅱ 1
卒業研究 6
工：量子エネルギー工学 原子力材料工学 阿部　弘亨 教授 材料科学 2 材料科学の最前線 2
材料機能設計学 2
機械知能・航空研修Ⅰ 2
機械知能・航空研修Ⅱ 1
卒業研究 6
佐藤　裕樹 准教授 材料科学 2
材料機能設計学 2
機械知能・航空実験Ⅰ 1
機械知能・航空研修Ⅱ 1
卒業研究 6
工：応用物理学 電子材料物性学 松岡　隆志 教授 電気情報・物理工学卒業研修 6 材料科学の最前線 2
工：知能デバイス材料学 生体材料学 新家　光雄 教授 材料科学の最前線 2
医工：生体材料学 仲井　正昭 准教授 基礎ゼミ 2
理：化学 超構造薄膜化学 宮坂　等 無機分析化学演習B 1
工：知能デバイス材料学 非平衡物質工学 加藤　秀実 准教授 材料科学の最前線 2
工：知能デバイス材料学 磁性材料学 高梨　弘毅 教授 材料科学の最前線 2
所属専攻 部門名 教員名 職名 学部 単位数 全学教育 単位数
理：化学 結晶材料化学 宇田　聡 教授 無機分析化学概論A 2 材料科学の最前線 2
無機分析化学演習A 1
藤原　航三 准教授 無機化学IA 1
無機化学IB 1
環：環境システム材料学 水素機能材料工学 折茂　慎一 教授 材料科学の最前線 2
工：材料システム工学 複合機能材料学 後藤　孝 教授 材料科学の最前線 2
工：材料システム工学 加工プロセス工学 千葉　晶彦 教授 材料科学の最前線 2
工：量子エネルギー工学 放射線金属化学 青木　大 教授 基礎ゼミ 2
工：知能デバイス材料学 先端分析 今野　豊彦 教授 材料統計力学 2 材料科学の最前線 2
解析力学 1
環：環境システム材料学 分析科学 我妻　和明 教授 材料分析科学 2
材料科学総合学実験 6
インターンシップ 2
材料分析科学 2
材料科学総合学実験 6
インターンシップ 2
佐藤　成男 准教授 基礎ゼミ 2
工：知能デバイス材料学 新素材共同研究開発センター 横山　嘉彦 准教授 物理学 2
ﾍﾞﾛｽﾙﾄﾞﾌ　ﾛﾃﾞｨｵﾝ
ﾌﾞﾗｼﾞﾐﾛﾋﾞｯﾁ 准教授 基礎ゼミ 2
工：応用物理学 強磁場超伝導材料研究センター 渡邉　和雄 教授 電気情報・物理工学セミナー 3 材料科学の最前線 2
電気情報・物理工学卒業研修 6
淡路　智 准教授 電気情報・物理工学セミナー 3
電気情報・物理工学卒業研修 6
木村　尚次郎 准教授 電気情報・物理工学セミナー 3
電気情報・物理工学卒業研修 6
工：材料システム工学 関西センター 正橋　直哉 教授 材料科学の最前線 2
理：物理学 低温物質科学実験室 野島　勉 准教授 物性物理学特論 2 物理学A 2
工：量子エネルギー工学 アルファ放射体実験室 山村　朝雄 准教授 機械知能・航空研修Ⅰ 2
機械知能・航空研修Ⅱ 1
（3）他大学における講義
部門名 教員名 職名 大学名「講義名」
広島大学
「トポロジカル絶縁体・超伝導体の物理」
山形大学
「特殊講義J」
北海道大学
「応用物理学特別講義一」
千葉大学
「物性物理学特論」
量子ビーム金属物理学研究部門 大山　研司 准教授 神戸大学「電子物性学特論A」
ランダム構造物質学研究部門 杉山　和正 教授 東京理科大学「地球物理学」
磁性材料学研究部門 高梨　弘毅 教授 八戸工業大学「磁性体工学特論」
結晶材料化学研究部門 宇田　聡 教授 九州大学「バルク結晶成長における外場印加効果における研究指導」
北見工業大学
「特別講義Ⅰ」、「バイオ環境化学特別講義Ⅰ」、
「バイオ環境化学特別講義Ⅲ」
大阪大学
「ナノ構造・機能計測解析学」
先端分析研究部門 木口　賢紀 准教授 東京工業大学「物質科学特別講義第二」
関西センター 正橋　直哉 教授 大阪府立大学「マテリアル工学特別講義Ⅰ」
大阪府立大学
「マテリアル工学特別講義Ⅰ」
兵庫県立大学
「非平衡物質工学」、「ナノ・マイクロ成形加工学講究」
関西センター 千星　聡 准教授 大阪府立大学「結晶構造評価」
関西センター 網谷　健児 准教授 兵庫県立大学「非平衡物質工学」、「アモルファス金属工学講究」
計算材料学センター 毛利　哲夫 教授 北海道大学「計算科学フロンティア」
特異構造金属・無機融合高機能
材料開発共同研究プロジェクト 梅津　理恵 准教授
鹿児島大学
「先端科学特別講義」
関西センター 早乙女　康典 教授
金属物性論研究部門 野村　健太郎 准教授
先端分析研究部門 今野　豊彦 教授
３．指導学生の受賞
[受賞内容]
[同時受賞者名]
量子表面界面科学研究部門
Jana Lustikova大学院生
総長賞
東北大学
東北大学の教育目標にかない、かつ、学業成績が優秀な学生を表彰する
(個人受賞)
2014.03.26
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
金属組織制御学研究部門
我妻　崇智大学院生
学生ポスターセッション努力賞
(社)日本鉄鋼協会
優秀なポスターおよび発表者に対して授与する
(個人受賞)
2013.09.18
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
小林　大介大学院生
研究発表奨励賞(優秀賞)
(社)日本熱処理技術協会
優れた発表を行った学生・若手研究者に対して授与する
(個人受賞)
2013.11.28
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
Zhang Yongjie大学院生
研究発表奨励賞(最優秀賞)
(社)日本熱処理技術協会
優れた発表を行った学生・若手研究者に対して授与する
(個人受賞)
2013.11.28
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
Zhang Yongjie大学院生
奨励賞
(社)日本金属学会東北支部
優れた発表を行った学生・若手研究者に対して授与する
(個人受賞)
2014.01.13
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
金下　武士大学院生
学生ポスター発表最優秀賞
(社)日本鉄鋼協会
優秀なポスターおよび発表者に対して授与する
(個人受賞)
2014.03.22
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
Xia Yuan大学院生
総長賞
東北大学
東北大学の教育目標にかない、かつ、学業成績が優秀な学生を表彰する
(個人受賞)
2014.03.25
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
知場　三周大学院生
学生ポスターセッション優秀賞
(社)日本鉄鋼協会
優秀なポスターおよび発表者に対して授与する
(個人受賞)
2013.09.18
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
原子力材料工学研究部門
叶野　翔大学院生
2013 Annual Meeting of Excellent Graduate Schools for “Materials Integration Center" and "Materials
Science Center" in conjunction with International Workshop on Advanced Materials Synthesis Process
and Nanostructure, Poster Presentation Aword
東北大学
優秀ポスター賞　「Evaluation of the stability of TaC under irradiation in Fe-Ta-C
alloys and its effect on nano-indentation hardness」
Sho Kano, Hiroaki Abe, Takahiro Ishizaki, Yuhki Satoh, Yoshitaka Matukawa, Takeshi
Nagase, Hidehiro Yasuda, Hiroyasu Tanigawa
2014.03.11
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
中澤　かさね大学院生
2013 Annual Meeting of Excellent Graduate Schools for “Materials Integration Center" and "Materials
Science Center" in conjunction with International Workshop on Advanced Materials Synthesis Process
and Nanostructure, Poster Presentation Aword
東北大学
優秀ポスター賞　「Grain boudary sliding in ultrafine-grained interstitial-free steel」
K. Nakazawa, S. Itoh, T. Matsunaga, Y. Matsukawa, Y. Satoh, H. Abe
2014.03.11
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
伊藤　駿大学院生
第165回日本鉄鋼協会春季講演大会学生ポスターセッション 最優秀賞
(社)日本鉄鋼協会
室温での低炭素鋼における粒界すべりの顕在化に及ぼす粒径とひずみ速度の影響
松永　哲也、佐藤　裕樹、阿部　弘亨
2013.03.28
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
電子材料物性学研究部門
正直　花奈子大学院生
第74回 応用物理学会秋季学術講演会 Poster Award
(社)応用物理学会
ヒロック形成にともなうm面InGaN薄膜のIn組成分布観察
花田　貴1，崔　正焄1，島田　貴章1，今井　康彦2，木村　滋2，谷川　智之1，片山　竜
二1，松岡　隆志1（東北大金研1，JASRI2）
2013.09.17
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
正直　花奈子大学院生
2013 Annual Meeting of Excellent GraduateSchool
for "Materials Integration Center" and "Materials Science Center" & International Workshop on
Advanced Materials Synthesis Process and Nanostructure
東北大学
Observation of Indium Content Distribution on m-plane InGaN Film with Hillocks
2014.03.10
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
岩渕　拓也、逢坂　崇、吉野川　伸雄大学院生
サイエンス・デイAward
(NPO)natural science
「光を使って、話をしよう」
2013.07.21
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
生体材料学研究部門
松原　綾香大学院生
軽金属希望の星東北支部賞
(社)軽金属学会東北支部
本賞は、軽金属の学業の向上発展を奨励し、軽金属の未来を担う人材の育成を目的と
して、人格・学業ともに優秀な学生に贈られる。
(個人受賞)
2014.02.01
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
超構造薄膜化学研究部門
西尾　正樹特別研究
ポスター賞
Internatinal Symposium for the 70th Anniversary of the Tohoku Branch of the
Chemical Society of Japan(東北大学川内キャンパス)
Doping of [Rh2] unit into a charge-transferred 1-D chain compound composed of
[Ru2] and TCNQ derivative
(個人受賞)
2013.09.28-30
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
登内　政徳特別研究
講演賞
錯体化学会第63回討論会（琉球大学千原キャンパス）
TTF-TCNQを骨格に含む多次元構造体の電子・磁気物性
(個人受賞)
2013.11.02-04
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
山岸　佳世特別研究
ポスター賞
錯体化学会第63回討論会（琉球大学千原キャンパス）
アルミ基を導入したPaddlewheel型 Ru 二核（Ⅱ,Ⅱ）鎖状錯体のガス吸着特性
(個人受賞)
2013.11.02-04
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
磁性材料学研究部門
田代　敬之大学院生
The 3rd International Symposium on Advanced Magnetic Materials and Applications (ISAMMA 2013)
ポスター賞
ISAMMA 2013
Fabrication of L10-ordered FeNi thin films on a MgO (001) substrate by sputtering and
rapid thermal annealing
(個人受賞)
2013.07.23
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
水素機能材料工学研究部門
李　関喬大学院生
優秀ポスター賞
第8回水素若手研究会実行委員会
マンガン系錯体水素化物の合成および特性評価
松尾　元彰, 松村　大樹, 西畑　保雄, 髙木　成幸, 三輪　和利, 折茂　慎一
2013.08.30
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
赤城　拓馬大学院生
優秀ポスター賞
(社)日本金属学会
LiCa(AlH4)3の格子振動特性、結晶構造、脱水素化反応の解明
佐藤　豊人, 髙木　成幸, 折茂　慎一
2013.09.17
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
複合機能材料学研究部門
賀　振華大学院生
優秀講演論文賞
(社)粉体粉末冶金協会
優秀講演論文賞
Z. He, H. Katsui, T. Goto
2013.11.29
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
賀　振華大学院生
Poster Presentation Awards
5th International Symposium on Advanced Ceramics (ISAC-5)
ポスター賞
Z. He, H. Katsui, T. Goto
2013.12.11
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
賀　振華大学院生
Poster Awards
2013 Annual Meeting of Excellent Graduate Schools for "Materials Integration Center"
and "Materials Science Center"
ポスター賞
Z. He, H. Katsui, T. Goto
2014.03.11
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
志賀　敬次大学院生
Poster Awards
2013 Annual Meeting of Excellent Graduate Schools for "Materials Integration Center"
and "Materials Science Center"
ポスター賞
K. Shiga, H. Katsui, T. Goto
2014.03.11
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
加工プロセス工学研究部門
山中　謙太ポスドク
The Excellent Poster Award, for the poster presentation
The 5th International Symposium for Interface Oral Health Science
Effects of carbon addition on mechanical properties and microstructures of Ni-free
Co-Cr-W-based dental alloys
(個人受賞)
2014.01.21
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
光延　卓哉大学院生
優秀ポスター賞
(社)日本金属学会
生体用Co-Cr-Mo合金の疲労変形に伴う突出し・入り込み形成とひずみ誘起マルテン
サイト変態
(個人受賞)
2013.09.17
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
光延　卓哉大学院生
優秀ポスター賞
東北大学金属材料研究所
生体用Co-Cr-Mo合金の疲労変形におけるひずみ誘起マルテンサイト変態と突出し・
入込み形成機構
(個人受賞)
2013.11.28
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
光延　卓哉大学院生
日本金属学会 第64回 金属組織写真賞 透過電子顕微鏡部門 奨励賞
(社)日本金属学会
生体用Co-Cr-Mo合金の疲労変形における突出し・入り込み形成とひずみ誘起マルテ
ンサイト変態
小泉　雄一郎, 千葉　晶彦
2014.03.21
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
先端分析研究部門
新見　健輔大学院生
平成25年度新学術LPSO中間報告会　優秀ポスター賞
文部科学省科学研究費補助金「新学術領域研究」シンクロ型LPSO構造の材料科学 -
次世代軽量構造材料への革新的展開-
Mg97Zn1Y2合金における単一濃化層の歪み解析
(個人受賞)
2013.09.30
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
新見　健輔、松永　修平大学院生
第64回日本金属学会組織写真賞　透過電子顕微鏡部門 奨励賞
(社)日本金属学会
Mg97Zn1Y2合金LPSO相の微視的相変態過程
木口　賢紀、 佐藤　和久 、今野　豊彦
2014.03.21
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
松永　修平大学院生
平成25年度新学術LPSO研究成果報告会　優秀ポスター賞
文部科学省科学研究費補助金「新学術領域研究」シンクロ型LPSO構造の材料科学 -
次世代軽量構造材料への革新的展開-
濃化元素種がLPSO相の局所歪み場に及ぼす影響
(個人受賞)
2014.03.07
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
範 滄宇大学院生
第39回日本セラミックス協会学術写真賞　優秀賞
(社)日本セラミックス協会
Pb(Mg1/3Nb2/3)O3規則構造の原子分解能組成分析
木口　賢紀、 赤間　章裕 、今野　豊彦、安原 聡
2014.03.17
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
範 滄宇大学院生
第39回日本セラミックス協会学術写真賞　優秀賞
(社)日本セラミックス協会
PbTiO3薄膜の90˚ドメイン交差に伴う格子変形
木口　賢紀、 赤間　章裕 、今野　豊彦、舟窪 浩
2014.03.17
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
分析科学研究部門
佐藤　こずえ大学院生
Poster Award, The 15th International Conference on Total Reflection X-Ray Fluorescence Analysis and
Related    Methods (TXRF2013)
TXRF2013, Organizing Committee
Influence of analytical parameters to the quantitative value of calcium phosphate
precipitate on titanium  by X-ray fluorescence analysis using fundamental parameter
method
佐藤　成男、我妻　和明
2013.09.27
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
佐藤　こずえ大学院生
「科学計測振興基金」
　平成２５年度　多元物質科学奨励賞
東北大学多元物質科学研究所
金属生体材料の新しい表面処理技術の開発～分光分析からのアプローチ～
(個人受賞)
2013.11.02
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
強磁場超伝導材料研究センター
小野寺　礼尚大学院生
第８回日本磁気科学会年会研究奨励賞
日本磁気科学会
強磁場下における高Fe濃度アモルファス合金の結晶化挙動
(個人受賞)
2013.11.22
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
小野寺　礼尚大学院生
Poster Presentation Award
2013 Annual Meeting of Excellent Graduate Schools for  "Materials Integration
Center" and "Materials Science Center"
Crystallization kinetics of high iron concentration amorphous alloys under high
magnetic fields
(個人受賞)
2014.03.11
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
澤田　祐也大学院生
平成25年度工学研究科長賞
東北大学工学研究科
（ 修士課程修了時に受賞）
(個人受賞)
2014.03.25
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
武藤　翔吾大学院生
金属材料研究所第125回講演会優秀ポスター賞
東北大学金属材料研究所
エポキシ含浸GdBCOコイルにおける熱履歴と遮断の影響
(個人受賞)
2013.05.22
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
大武　和樹大学院生
Best Poster Award
International Symposium on Advanced Magnetic Materials
and Applications
X-ray Diffraction Measurements of the Fe-Rh Alloy under High Magnetic Fields and at
High Temperatures
(個人受賞)
2013.07.25
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
大武　和樹大学院生
平成25年度東北・北海道支部第18回超電導・低温若手セミナー若手奨励賞
(社)低温工学協会東北・北海道支部
磁性機能材料FeRhの磁気相転移
(個人受賞)
2013.09.03
[授与機関]
[受賞内容]
[同時受賞者名]
大武　和樹大学院生
金属材料研究所第126回講演会最優秀ポスター賞
東北大学金属材料研究所
FeRhの磁場誘起相転移
(個人受賞)
2013.11.28
[授与機関]
４．学生による研究発表
（１）　学生が第一著者の発表 (期間：2013年4月～2014年3月)
研究室 PD DC MC B4 特別研究学生 合計
１．金属物性論研究部門 1 9 10
２．磁気物理学研究部門 1 1
３．量子表面界面科学研究部門 2 1 3
４．低温物理学研究部門
５．低温電子物性学研究部門 1 1
６．量子ビーム金属物理学研究部門 2 2
７．結晶欠陥物性学研究部門 4 4
８．金属組織制御学研究部門 2 1 3
９．計算材料学研究部門
10．材料照射工学研究部門
11．原子力材料物性学研究部門 1 1 2
12．原子力材料工学研究部門 2 11 1 14
13．電子材料物性学研究部門 2 2 4
14．ランダム構造物質学研究部門 1 1
15．生体材料学研究部門 2 8 10
16．超構造薄膜化学研究部門 4 4
17．非平衡物質工学研究部門 8 8
18．磁性材料学研究部門 4 1 4 9
19．結晶材料化学研究部門 2 8 1 11
20．水素機能材料工学研究部門 1 1
21．先端結晶工学研究部 3 18 21
22．複合機能材料学研究部門 13 4 17
23．加工プロセス工学研究部門 16 16
24．放射線金属化学研究部門
25．先端分析研究部門 1 1
26．分析科学研究部門 4 4
27．材料プロセス評価学研究部門
28．特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト
29．HPCI戦略プログラム計算材料科学研究拠点
30．量子エネルギー材料科学国際研究センター
31．新素材共同研究開発センター 2 2
32．強磁場超伝導材料研究センター 5 4 9
33．計算材料学研究センター
34．関西センター
35．国際共同研究センター
36．低炭素社会基盤材料融合研究センター
37．中性子物質材料研究センター
38．超低損失ナノ結晶軟磁性材料研究開発センター
39．低温物質科学実験室
合計 13 87 54 0 4 158
（２）　学生による国際会議発表 (期間：2013年4月～2014年3月)
研究室 招待(口頭) 一般(口頭) 一般(ポスター)
１．金属物性論研究部門 10
２．磁気物理学研究部門 1 1
３．量子表面界面科学研究部門 3
４．低温物理学研究部門
５．低温電子物性学研究部門 1
６．量子ビーム金属物理学研究部門 2
７．結晶欠陥物性学研究部門 6 8
８．金属組織制御学研究部門 3
９．計算材料学研究部門
10．材料照射工学研究部門
11．原子力材料物性学研究部門 1 1
12．原子力材料工学研究部門 6 10
13．電子材料物性学研究部門 2 6 6
14．ランダム構造物質学研究部門 2
15．生体材料学研究部門 3 12 6
16．超構造薄膜化学研究部門 4
17．非平衡物質工学研究部門 9
18．磁性材料学研究部門 4 5
19．結晶材料化学研究部門 8 14
20．水素機能材料工学研究部門 1 1 2
21．先端結晶工学研究部 21
22．複合機能材料学研究部門 9 8
23．加工プロセス工学研究部門 1 10 5
24．放射線金属化学研究部門
25．先端分析研究部門 1 1
26．分析科学研究部門 1 4
27．材料プロセス評価学研究部門
28．特異構造金属・無機融合高機能材料開発共同研究プロジェクト
29．HPCI戦略プログラム計算材料科学研究拠点
30．量子エネルギー材料科学国際研究センター
31．新素材共同研究開発センター 2 8
32．強磁場超伝導材料研究センター 9
33．計算材料学研究センター
34．関西センター
35．国際共同研究センター
36．低炭素社会基盤材料融合研究センター
37．中性子物質材料研究センター
38．超低損失ナノ結晶軟磁性材料研究開発センター
39．低温物質科学実験室
合計 8 79 131
５．　学位指導実績
金属物性論研究部門
修士 清水　庸亮
トポロジカル超伝導体表面におけるマヨラナフェルミオンの量子熱ホール効果
2014.03
修士 千葉　貴裕
スピン角運動量移行トランジスタの理論
2014.03
磁気物理学研究部門
修士 田中　卓也
金属錯体の磁気結合とスピン状態のESR及び中性子散乱による研究
2014.03
量子表面界面科学研究部門
博士 吉野　達郎
金属及び絶縁体におけるスピン　電気変換現象の研究
2014.03
修士 黄　天宇 (HUANG Tianyu)
A study of spin pumping in perovskite type manganese oxides
2013.09
修士 大谷　隆史
Y3Fe5O12上のPt薄膜における低温領域での磁気輸送現象の研究
2014.03
修士 高村　恭平
ビスマス置換希土類鉄ガーネット/白金複合構造における磁気抵抗効果
2014.03
低温電子物性学研究部門
修士 詹　仕誠 (ZHAN Shicheng)
Infrared optical study of disorder effects in molecular dimer Mott insulator k-(BEDT-TTF)2Cu2(CN)3
（赤外光学測定による分子性ダイマーモット絶縁体 k-(BEDT-TTF)2Cu2(CN)3に対する乱れの効果の研究）
2014.03
修士 佐々木　智
強相関電子系分子性導体の特異な誘電特性
2014.03
修士 本間　優太
導電性高分子PEDOT/PSS膜の高電気伝導化と低温電子輸送特性
2014.03
量子ビーム金属物理学研究部門
修士 川村　奨
高温超伝導体La2-xSrxCuO4における高エネルギー磁気励起の擬ギャップ温度を挟んだ温度依存性
2014.03
結晶欠陥物性学研究部門
修士 井元　裕也
シリコンの脆性-延性遷移温度域での転位の運動と芯構造
2014.03
修士 吉岡　尭頌
シリコン中の酸素関連サーマルドナー・析出物形成における酸素の拡散過程
2014.03
金属組織制御学研究部門
博士 李　雲海
Dynamic Recrystallization of Ferrite during Warm Deformation in Low Alloy Steels
 (低炭素鋼フェライトの温間変形時の動的再結晶挙動)
2013.09
修士 我妻　崇智
ナノ析出物を分散させた超微細粒鋼の力学特性
2014.03
修士 近　英佑
ナノ析出物を有するフェライト鋼の引張変形挙動に及ぼす温度・ひずみ速度の影響
2014.03
修士 廣岡　豊久
超微細粒Al-Mg固溶体合金の引張変形挙動
2014.03
修士 金下　武士
Fe-2Mn-C合金のベイナイト組織とその結晶学
2014.03
修士 小林　大介
中炭素鋼のプラズマ窒化に及ぼす元素添加の影響
2014.03
修士 夏　苑
The Incomplete Bainite Transformation in Mo Added Low Carbon Steels
(Mo添加低炭素鋼におけるベイナイト不完全変態)
2014.03
材料照射工学研究部門
修士 高濱　郁彦
3次元アトムプローブを用いたFe中のCuの拡散に関する研究
2014.03
修士 若林　俊也
中性子照射された原子炉圧力容器鋼の焼鈍回復挙動に関する研究
2014.03
原子力材料物性学研究部門
修士 小野寺　俊太
ポリエステル系高分子膜の光誘起発光特性に対する放射線効果
2014.03
修士 八重樫　徹郎
紫外・γ線がポリエチレンナフタレート膜の発光特性に及ぼす影響
2014.03
学士 千原　駿
タングステン中の水素挙動に対する表面酸化物層の影響
2014.03
学士 志村　康成
炭化ケイ素への水素およびヘリウムイオン照射効果
2014.03
原子力材料工学研究部門
博士 叶野　翔
低放射化フェライト/マルテンサイト鋼の微細組織ならびに機械強度に及ぼすTa添加効果に関する研究
2014.03
修士 伊藤　駿
超微細粒鉄材料の室温変形に対する転位と粒界の効果
2014.03
修士 阿部　友紀
改良型中子拡管試験法による原子燃料被覆管炉内挙動の模擬手法の開発
2014.03
学士 國井　大地
粒界に偏析する不純物濃度の上限調査
2014.03
学士 渡邉　章
酸化物分散強化型鋼における超微小硬さと強度の相関に関する研究
2014.03
学士 俵　京祐
改良型中子拡管試験の確立に向けた数値計算シミュレーション
2014.03
電子材料物性学研究部門
博士 崔　正焄 (CHOI Junghun)
Metalorganic Vapor Phase Epitaxial Growth and Device Applications of N-polar InGaN Films
2014.03
修士 小林　健悟
SiCNゲート絶縁膜を用いたAlGaN/GaN MISゲートHEMTに関する研究
2014.03
学士 渡邊　大地
ｍ面から傾斜したサファイア基板上にＭＯＶＰＥ成長したＧａＮの結晶方位の解析
2014.03
ランダム構造物質学研究部門
修士 林　良哉
AXS-RMC法を用いたPd基非晶質金属の精密構造解析
2014.03
修士 廣畑　有人
アルカリ土類ケイ酸塩(Sr2SiO4,Ba2SiO4)の高温構造
2014.03
生体材料学研究部門
修士 松原　綾香
表面形状制御生体用β型チタン合金上にゾルゲル法により作製したハイドロキシアパタイト膜の密着性評価
2014.03
超構造薄膜化学研究部門
修士 登内　政徳
Paddlewheel型金属二核錯体とTCNQからなる多次元集積体へのカチオン性分子挿入による磁気特性変化
2014.03
修士 中林　啓太
一次元鎖中性―イオン性転移化合物における化学ドーピングによる転移挙動制御
2014.03
修士 山岸　佳世
Paddlewheel型Ru二核錯体を構築素子に用いた多孔性金属錯体のガス吸着特性
2014.03
非平衡物質工学研究部門
博士 金　正旭 (KIM Joungwook)
金属溶湯脱成分法を用いたオープンセル型Nbポーラス体の作製とその応用
2014.03
博士 王　昊 (WANG Hao)
金属ガラスの緩和モードと擬弾性挙動に関する研究
2014.03
修士 鈴木　貴義
金属溶湯デアロイング法による多孔質Ni-Cr合金の作製とその触媒応用
2014.03
磁性材料学研究部門
修士 鎌田　知成
垂直磁化ハーフメタルホイスラー合金薄膜の作製と評価
2014.03
修士 堀田　京子
面内磁化FePt/パーマロイ系薄膜におけるスピン波アシスト磁化反転
2014.03
修士 山本　竜也
Spin Pumping Effect in Microfabricated Devices with a Nonmagnetic Metal and an Organic Semiconductor
（微細加工した素子上における非磁性金属および有機半導体中へのスピンポンピング効果）
2014.03
修士 田代　敬之
スパッタ法によるL10型FeNi規則合金薄膜の作製
2014.03
結晶材料化学研究部門
修士 石井　雅也
Si多結晶の一方向成長過程における固液界面形状および粒成長挙動に及ぼす結晶粒界の影響
2014.03
修士 鈴木　康平
単斜晶リゾチームの結晶成長における交流電場の影響
2014.03
水素機能材料工学研究部門
修士 李　関喬 (Li　Guanqiao)
Synthsis and hydrogen storage properties of transition metal based complex hydrides
2013.09
修士 平田　匠
非金属系錯体水素化物の合成とリチウムイオン伝導特性の評価
2014.03
修士 関　大輔
新たな遷移金属系水素化物の理論的探索及び合成
2014.03
先端結晶工学研究部
修士 西本　けい
Eu添加SrI2シンチレータの添加元素制御による特性改善
2014.03
修士 鈴木　祥太朗
Eu添加LiSrAlF6単結晶シンチレータの化学組成制御による特性改善
2014.03
修士 関　真冬
Ce添加Gd3(Al,Ga)5O12シンチレータ結晶のアニールおよび元素置換効果
2014.03
修士 鈴木　彬
Cr添加ガーネット型酸化物単結晶シンチレータの作製とその特性評価
2014.03
複合機能材料学研究部門
修士 金田　優
レーザーCVDによるAl2O3-ZrO2系酸化物膜の合成
2014.03
修士 橋本　龍真
レーザーCVD法によるSiC膜の高速合成
2014.03
修士 清水　亮輔
レーザーCVD法によるLi-La-Zr-O系酸化物膜の合成
2014.03
修士 熊谷　友希
レーザーCVD法によるCaO-TiO2系複酸化物膜の合成
2014.03
加工プロセス工学研究部門
博士 山中　謙太
生体用コバルトクロム合金の動的再結晶挙動と力学特性に関する研究
2013.09
博士 陳　妍 (CHEN Yan)
メタル・オン・メタル人工股関節用CoCrMo合金の耐摩耗性に関する研究
2014.03
修士 李　朋
W-Cr基合金の熱間鍛造挙動と耐酸化特性に及ぼす影響
2013.09
修士 范　秀如 (FAN Xiuru)
ニッケルからコバルトに置換されたNi-Cr-Mo合金のフッ酸中耐食性に関して
2013.09
修士 聶　璐 (NIE Lu)
共還元による優れた物理特性を持つ新たなW-Cu複合合金の開発について
2014.03
修士 光延　卓哉
生体用Co-Cr-Mo合金の疲労変形に伴うひずみ誘起マルテンサイト変態と表面起伏形成
2014.03
先端分析研究部門
修士 新見　健輔
Mg基三元系合金における長周期積層構造の変態挙動
2014.03
分析科学研究部門
修士 佐藤　こずえ
酸素グロー放電プラズマ表面処理によるTi-6Al-4V合金の生体安全性の向上
2014.03
修士 笠原　岳
レーザー誘起プラズマ発光分光分析法による介在物粒子の空間分布の迅速評価
2014.03
附属新素材共同研究開発センター
修士 張　辛 (ZHANG Xin)
Correlation between Microstructure and Soft Magnetic Properties of Fe85Si2B8P4Cu1 Alloy
（Fe85Si2B8P4Cu1合金の軟磁性特性とミクロ組織の関係）
2013.09
附属強磁場超伝導材料研究センター
修士 澤田　祐也
強磁場分光装置の開発と磁場誘起相転移に関する研究
2014.03
修士 水戸瀬　智久
REBCO薄膜の低温Jc特性に及ぼす人工ピンの効果
2014.03
学士 大村　拓也
高強度Nb3Sn線材の臨界電流に与える曲げひずみの影響
2014.03
低温物質科学実験室
修士 永澤　翔平
電気二重層トランジスタ構造を用いたY系銅酸化物薄膜への両極性キャリアドープ
2014.03
学位取得年月 　　　課程修了状況 　　　就職先 or 進学先
６．大学院生の進路
(氏名省略）
金属物性論研究部門
博士課程前期修了2014.03 日本オイルエンジニアリング(株)
博士課程前期修了2014.03 東北大学大学院理学研究科博士課程後期進学
磁気物理学研究部門
博士課程前期修了2014.03 日本プロセス(株)
量子表面界面科学研究部門
博士課程後期修了2014.03 三菱電機(株)
博士課程前期修了2014.03 (株)フジクラ
博士課程前期修了2014.03 三菱自動車工業(株)
低温電子物性学研究部門
博士課程前期修了2014.03 (株)ブイ・テクノロジー
博士課程前期修了2014.03 東北大学大学院理学研究科博士課程後期進学
博士課程前期修了2014.03 東北大学大学院理学研究科博士課程後期進学
量子ビーム金属物理学研究部門
博士課程前期修了2014.03 日本原子力研究開発機構
結晶欠陥物性学研究部門
博士課程前期修了2014.03 富士通(株)
博士課程前期修了2014.03 東北大学大学院理学研究科博士課程後期進学
金属組織制御学研究部門
博士課程後期修了2013.09 東北大PDを経て、2014.01よりPOSCO(韓国)に就職
博士課程前期修了2014.03 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
博士課程前期修了2014.03 日産自動車(株)
博士課程前期修了2014.03 いすゞ自動車(株)
博士課程前期修了2014.03 (株)神戸製鋼所
博士課程前期修了2014.03 日本発条(株)
博士課程前期修了2014.03 清華大学博士後期課程進学
材料照射工学研究部門
博士課程後期修了2013.09 日本原子力研究開発機構
博士課程後期修了2014.03 (株)東芝
原子力材料物性学研究部門
博士課程前期修了2014.03 東日本旅客鉄道(株)
博士課程前期修了2014.03 TPR(株)
原子力材料工学研究部門
博士課程前期修了2014.03 (株)東芝
博士課程前期修了2014.03 (株)コマツ
電子材料物性学研究部門
博士課程後期修了2014.03 LG- Display（韓国）
博士課程前期中途退学    - ソフトウェア関連会社
ランダム構造物質学研究部門
博士課程前期修了2014.03 JFEスチール(株)
博士課程前期修了2014.03 (財)日本海事協会
生体材料学研究部門
博士課程前期修了2014.03 (株)高純度化学研究所
超構造薄膜化学研究部門
博士課程前期修了2014.03 石川県高校教員
博士課程前期修了2014.03 シーケー金属(株)
博士課程前期修了2014.03 (株)田中化学研究所
非平衡物質工学研究部門
博士課程後期修了2014.03 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
博士課程後期修了2014.03 東北大学原子分子材料科学高等研究機構
博士課程後期修了2014.03 (株)リケン
磁性材料学研究部門
博士課程前期修了2014.03 田中貴金属工業(株)
博士課程前期修了2014.03 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
博士課程前期修了2014.03 アルプス電気(株)
博士課程前期修了2014.03 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
結晶材料化学研究部門
博士課程前期修了2014.03 新日鐵住金(株)
博士課程前期修了2014.03 (株)淀川製鋼所
水素機能材料工学研究部門
博士課程前期修了2014.03 日立アプライアンス(株)
博士課程前期修了2014.03 日立建機(株)
先端結晶工学研究部
博士課程前期修了2014.03 大阪ガス(株)
博士課程前期修了2014.03 旭硝子(株)
博士課程前期修了2014.03 日本IBM(株)
博士課程前期修了2014.03 ウシオ電機(株)
複合機能材料学研究部門
博士課程前期修了2014.03 (株)小松製作所
博士課程前期修了2014.03 (株)ニトリホールディングス
博士課程前期修了2014.03 (株)不二越
博士課程前期修了2014.03 住友金属鉱山(株)
加工プロセス工学研究部門
博士課程後期修了2013.09 日本学術振興会特別研究員
博士課程後期修了2014.03 日立(中国)研究開発有限公司
上海市(研究所・開発センタ)
博士課程前期修了2013.09 三菱電機(株)
博士課程前期修了2013.09 帰国（中国）
博士課程前期修了2014.03 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
博士課程前期修了2014.03 新日鐡住金(株)
先端分析研究部門
博士課程前期修了2014.03 アイシン精機(株)
分析科学研究部門
博士課程前期修了2014.03 (株)日揮
博士課程前期修了2014.03 東北大学大学院環境科学研究科博士課程後期進学
強磁場超伝導材料研究センター
博士課程前期修了2014.03 東北大学大学院工学研究科博士課程後期進学
博士課程前期修了2014.03 TDK(株)
低温物質科学実験室
博士課程前期修了2014.03 (株)日立製作所
７．日本学術振興会特別研究員
受入れ：
ＰＤ矢子　ひとみ
磁性材料学研究部門 教授 高梨　弘毅 2012/04/01 2014/03/31
研究題目： 高効率磁気冷凍のための特異磁気相転移の動力学制御
-
受入れ：
ＰＤ高見澤　悠
材料照射工学研究部門 教授 永井　康介 2012/04/01 2014/03/31
研究題目： ３次元アトムプローブによるシリコン中ホウ素分布への炭素共
注入効果の解明とその制御
-
受入れ：
ＰＤ李　秉洙
加工プロセス工学研究部門 教授 千葉　晶彦 2012/04/01 2014/03/31
研究題目： 生体医療用コバルト合金における変形誘起マルテンサイト変
態支配因子の解明
-
受入れ：
ＤＣ２山路　晃広
先端結晶工学研究部 教授 吉川　彰 2013/04/01 2015/03/31
研究題目： 放射線治療の為の近赤外領域発行シンチレータの開発
-
受入れ：
ＤＣ１正直　花奈子
電子材料物性学研究部門 准教授 片山　竜二 2013/04/01 2016/03/31
研究題目： 新規窒化物半導体共振器構造による光制御に関する研究
-
受入れ：
ＤＣ２山中　謙太
加工プロセス工学研究部門 教授 千葉　晶彦 2013/04/01 2015/03/31
研究題目： Co-Cr-Mo合金の窒素添加による導入されるナノヘテロ構造
を利用した組織制御
-
受入れ：
ＤＣ１山田　泰徳
材料システム工学専攻 教授 毛利　哲夫 2013/04/01 2015/03/31
研究題目： クラスター変分法によるB2規則相中の転位芯構造の解析
-
８．卓越した大学院拠点形成事業 
 
(１)背景と目的 
 
材料科学は全ての産業の基盤であり、社会の生産活動に直結する学問領域であることか
ら、東北大学では、建学以来「研究第一主義」・「実学尊重」の理念をもとに、材料科学を
最重要教育・研究分野と位置づけ、応用を目指した基礎研究と、基礎に立脚した応用研究
とを目指してきた。その結果として、本拠点は、とりわけ顕著な成果を挙げ、世界最先端
の研究を展開してきた。材料科学の分野における ISI統計の論文被引用回数は、東北大学は、
中国科学院、ドイツ・マックスプランク協会、日本物質・材料研究機構とともに世界トッ
プレベルであり、国際的に著名な Nature 誌においても世界の材料科学教育研究拠点として
紹介されている。これらの実績は、材料科学関係５部局（金属材料研究所、工学研究科材
料科学系３専攻・応用物理学専攻、理学研究科物理学専攻、多元物質科学研究所、未来科
学技術共同研究センター）の材料科学関係部局が専門分野の垣根を越え一体となった融合
研究、学際教育によって成し遂げられたものであり、本拠点では、社会基盤・生体材料、
エレクトロニクス材料、エネルギー・環境材料と基礎科学の４分野において、異種材料融
合、研究分野融合、基礎-応用科学の融合研究を推進してきた。本拠点では、これまでのグ
ローバル COE 拠点形成事業を継承し、世界最高レベルの研究環境で、若手研究者に自発的
な研究を推進させる自立的な人材養成と、世界主要５ヶ所（ケンブリッジ大学、スウェー
デン王国王立工科大学、中国科学院物理学研究所、ハーバード大学、スタンフォード大学）
のリエゾンオフィス、中国大連理工大学・韓国釜慶大学との共同研究センター、韓国延世
大学・韓国漢陽大学とのアジア研究教育拠点を活用した国際的な人材養成を行い、視野の
広い国際的に活躍できる材料研究者を育成し、優秀な人材を世界の研究機関と産業界に輩
出することを目的とする。 
 
・国際高等研究教育機構の博士前期・後期課程研究院生 
本拠点では、異分野を融合した新しい研究分野で、卓越した知識と創造的な「総合知」の素養
をもった、世界的で活躍できる若手研究者養成を支援する学内共同組織として国際高等研究教
育院を設置している。博士前期課程では、分野融合教育を推進するため、融合領域研究合同講
義履修させ、博士後期課程では、自主的な研究のための経費を支給している。さらに、優秀な若
手研究者を選抜してポストドクに採用し、本学内外へのキャリアパスを支援している。 
・博士課程前期・後期連携接続による先駆的工学系博士課程教育プログラム（通称：博士
一貫コース、標準在学期間４年） 
国際性、実践力、展開力、技術経営マネジメント力を兼ね備え、グローバル化した工業化社会をリ
ード可能な博士の学位を有する高度技術者の育成を目指し、柔軟なカリキュラムの下で教育の質が
保障され十分な研究能力を獲得できる大学院博士課程前期・後期連携接続プログラムを実施して
いる。博士前期課程では専門基礎コースワークと技術経営塾カリキュラム履修を必修化、後期課程
では、インターンシップ、副専攻研修、交換留学を必修化し、実践的な問題への的確な対応、核と
なる専門領域以外の学際・融合領域への柔軟な応用・展開、 技術経営マネジメント能力の発揮、
等の資質を備えることができるようにしている。 
・ダブルディグリー、共同教育プログラム 
博士前期課程レベルではフランスのエコールセントラル国立理工科学院５校、国立応用科学院
リヨン校、スウェーデン王立工科大学等とのダブルディグリープログラムおよび中国の清華大学と共
同教育プログラムを整備し、国際的なネットワークによる教育を実施している。教育は双方とも英語
で行われる。 
・留学生教育プログラム 
本拠点を中心として、工学研究科では博士後期課程学生を対象とした英語による教育コースであ
る学際先端工学特別コースを、理学研究科では博士後期課程の他、博士前期課程からの教育も
英語で行う先端理学国際コースを開設している。 
・国際材料サイエンスコース 
本拠点の中の工学研究科材料科学系が核となって、国際サイエンスコースを開設し、海外からの
留学生に博士課程前期・後期の教育・研究プログラムを提供している。材料科学系で提供している
英語による講義および他系での講義も４単位まで修了単位に含めることができ、短期修了の可能
なコースとなっている。英語による授業の多くは本拠点の事業担当者が行っている。 
・国際インターンシップ 
本拠点では、主にリエゾンオフィスや本学と学術交流協定を締結している機関を活用し若手研究
者が国際性・学際性を高めることを目的に拠点企画の組織的インターンシップと若手研究者が指
導教員の下に計画する個別インターンシップを実施し研究交流を図っている。組織的インターンシ
ップワークショップとしては、ナンヤン工科大学、モナッシュ大学、エコールセントラル国立理工科学
院、国立応用科学院リヨン校、スウェーデン王立工科大学等、ハーバード大学、ロシア科学アカデミ
ー ニコライ無機化学研究所等と相互学生交流を行ってきた。 
・国際コミュニケーション能力育成プログラム 
外国人講師による「英語による講演・論文作成指導」に関する小クラス教育の実施、英語自習
のための電子システムの導入、国際インターンシップ、国外開催の国際会議発表の単位化、学
術交流協定を締結している海外の大学と連携した博士後期課程学生の共同教育の実施等によ
り、系統的な国際コミュニケーション能力育成教育プログラムを整備している。 
・短期教育プログラムの整備と博士後期課程修了時の資格試験の導入 
従来からの在学期間短縮制度による短期間の博士号取得に加えて、前期課程・後期課程連携
による博士一貫コース(標準在学期間４年)を整備している。 
 
 
(２) 組織 
 
 東北大学の物質・材料に関する学術研究・教育能力を最大限に発揮するために、工学研究科 3専攻、
1 センター［材料系２専攻（金属フロンティア工学専攻、材料システム工学専攻）、応用物理学専攻、
未来科学技術共同研究センター］、理学研究科物理学専攻、２附置研究所（金属材料研究所、多元物質
科学研究所）、原子分子材料科学高等研究機構、に所属する個々に特徴ある優れた物質・材料研究者を
融合する研究推進体制を組織した。本プログラムを推進する事業推進担当者 15 名の氏名、所属、役割
分担を【表１】に示す。 
 
【表１】卓越した大学院拠点形成事業推進担当者 
氏 名（年齢）
 
所 属 部 局 ・ 職 名 現在の専門・学位 
（拠点リーダー） 
後藤 孝(60) 
金属材料研究所・教授 無機固体材料学・工学博士 
粉川 博之(61) 工学研究科・教授 接合工学、粒界工学・工学博士 
川崎 亮(59) 工学研究科・教授 材料粉体加工学・工学博士 
蔡 安邦(54) 多元物質科学研究所・教授 金属材料・工学博士 
齊藤 英治(42) 原子分子材料科学高等研究機構・教授 物性物理学・工学博士 
吉川 彰(43) 金属材料研究所・教授 結晶材料学・理学博士 
安藤 康夫(52) 工学研究科・教授 磁気物性・工学博士 
折茂 慎一(47) 金属材料研究所・教授 機能材料工学・学術博士 
野尻 浩之(51) 金属材料研究所・教授 磁気物理学、強磁場物性・理学博士 
小池 洋二(61) 工学研究科・教授 超伝導物理学・理学博士 
成島 尚之(51) 工学研究科・教授 固体電子物性学、生体材料学・工学博士 
大山 研司(52) 金属材料研究所・准教授 磁性物理学、中性子科学・理学博士 
貝沼 亮介(52) 工学研究科・教授 金属材料学・工学博士 
進藤 大輔(60) 多元物質科学研究所・教授 電子顕微鏡学・工学博士 
山中 一司(64) 工学研究科・教授 表面界面物性、計測工学・工学博 
 
 
 なお、工学研究科知能デバイス材料学専攻に関しては、上記とは別に研究推進体制が組織され（代
表：新田淳作 工学研究科・教授）、知能デバイス材料学専攻に協力講座を有する本所教員（今野豊彦、
杉山和正、高梨弘毅、新家光雄、牧野彰宏各教授および加藤秀実准教授、以下 10 名）は、そのもとで
本プログラムの推進する事業に参画した。 
第2章　社会人に対する教育活動
社会人の受け入れ状況
2009年 2010年 2011年 2012年 2013年
47 51 51 59 41
1 0 2 2 3
0 0 0 0 0
3 1 1 0 0
51 52 54 61 44
受入数（名）
研究所等研究生[社会人のみ]
合計
身分
受託研究員
受託研修員
民間等共同研究員
 第１章 テクニカルセンター 
 
【構成員】  
センター長・技術職員 ： 三浦重幸 
副センター長・技術職員 ： 本郷徹男 
技監・技術職員 ： 石本賢一* 
アドバイザー・助教：芦野哲也 
技術職員 ： 
青柳英二*、阿部千景*、安倍渉*、安藤幸輝、五十嵐伸昭*、石川光、板垣俊子*、伊藤俊*、 
伊藤学、井本勇吉、臼井和也、大河原学*、大滝大河*、大場正志*、大村和世*、緒方亜里*、 
椛沢祐輔*、坂本冬樹*、佐々木嘉信*、佐藤香織*、佐藤和弘*、佐藤寿和、佐藤史弥、島田温彦*、 
白﨑謙次*、菅原孝昌*、杉山知子*、鈴木克弥*、鈴木大介、田中裕也、丹野航太*、丹野伸哉*、 
千葉友幸*、戸澤慎一郎*、永井満家*、成田一生*、野手竜之介*、野村明子*、早坂祐一郎*、 
原田晃一*、伏見和樹*、細倉和則*、本郷健一、村上義弘*、山崎正徳*、渡部信*  （五十音順） 
 再雇用職員 ：  
石川由実*、一関京子*、入間川克朗、大久保昭*、大友富美男、清水真人*、永野勇、和田繁男 （五十音順） 
                    *印はテクニカルセンターから別の組織に出向している職員 
------------------------------------------------------------------------------ 
【テクニカルセンター運営委員会】 
   委員長  所長：新家光雄 
副委員長 教授：古原忠 
委員    教授：我妻和明、千葉晶彦  
准教授：横山嘉彦、山村朝雄 
技術職員：三浦重幸、本郷徹男、野手竜之介、村上義弘、丹野伸哉、本郷健一 
 
 
１．テクニカルセンターの概要 
 
本所テクニカルセンタ (ー以下、「センター」という｡)は、研究部、事務部との三位一体の一つとして、
研究者への専門的技術支援を行い、本所の研究進展に寄与している。 
センターは、これまでの技術職員組織である技術部を改組して、平成１９年４月１日に発足した。こ
の改組は、本所の中期目標・計画に「東北大学研究基盤技術センター、研究支援センターの設置を図り、
研究支援効率化、迅速化をすすめる。研修制度の充実と技術資格の取得により、高度先端技術の習得等、
技術力を向上させる。」とあることから、その実現に向けて、これまでのライン制技術部組織をフラット
にして、それぞれの専門技術毎のグループとし、そのグループ内でマネージメントを行うことにより、
柔軟な技術支援、技術継承および技術の高度化を図ることを目的として実施したものである。 
 センターは、センター長以下技術職員で構成し、また従来の技術部に所属していた教員１名をアドバ
イザーとして配置している。組織としては、企画調整室、マテリアル開発技術室、特殊環境技術室およ
び基盤技術室の４室を置き、その室には材料創製技術グループ、評価・分析技術グループ、極限環境技
術グループ、放射線管理技術グループ、機器開発技術グループおよびコンピュータ・ネットワーク技術
グループの６グループを置いている。また、管理運営に関して、教授会の下に設置したセンター運営委
員会では、所長を委員長とし、副委員長の教授１名、委員として教授２名、准教授２名、センター長、
副センター長及び各室長の構成により、センターの将来計画、人事等の重要事項を審議している。また、
センター内に設置した室長会議では、センター長、副センター長、各室長、各グループリーダー、技術
専門職員１名およびアドバイザー１名の構成により、将来計画の素案、実務上の案件等を協議している。 
 センターでは、高度・高速化する研究に対応するため、技術職員の資質向上として、自己啓発やスキ
ルアップを図り、また「研究の質の高さと活力を技術面から支え、新たな技術を創生し、最先端の技術
協力を行う。」としたセンターの理念を具現化するため、日々努力している。 
 平成２５年度にセンターとして取り組んだ課題は、人事評価制度への対応、職員研修（専門研修・特
別研修）の実施、テクニカルセンター全体の組織運営の効率化、センター長及び副センター長による本
学総合技術部への協力等である。人事評価制度は、東北大学に働く職員の人材育成を柱として、被評価
者が自己評価を行うことで、評価に自ら係わる制度であり、年度当初の目標設定、年度途中における中
間評価、年度末での期末評価があり、それぞれについて評価者である各室長を中心に、適宜、面談を行
いつつ適切に対応した。総合技術部からの要請への対応として、総合技術部職員の新規採用及び選考採
用に係る職場説明会・選考試験への協力、職群毎の専門研修への講師派遣及び職場見学会における業務
先の紹介・説明等を担当した。 
 他、平成２５年度における多数の実績などについては、２．テクニカルセンターにおける支援先、３．
技術協力支援状況、４．機器開発技術グループの活動内容、５．技術職員の各出向先での活動内容、 
６．成果の発表状況、７．受賞状況、８．教育活動状況、９．テクニカルセンターの課題とその方策、
として以下に示す。 
 
 
 
２．テクニカルセンターにおける支援先 
                   
●技監（１名）                          支援先 
石本賢一                       情報企画室点検評価情報DB担当 
 
●企画調整室（３名内兼務１名）                   支援先 
野手竜之介、佐藤香織、石川由実(再・兼)             (直属) 
 
●マテリアル開発技術室（２１名 内アドバイザー１名、兼務２名） 
◇材料創製技術グループ（１０名内兼務１名） 
村上義弘、戸澤慎一郎、菅原孝昌、野村明子、成田一生、大村和世、 
原田晃一、杉山知子、野手竜之介（兼）、大久保昭（再）   新素材共同研究開発センタ  ー
 
◇評価・分析技術グループ（１１名 内アドバイザー１名、兼務１名） 
芦野哲也(アドバイザ )ー、板垣俊子、坂本冬樹、伊藤俊、 
千葉友幸、島田温彦、椛沢祐輔、清水真人(再)            材料分析研究コア 
青柳英二、早坂祐一郎、佐藤香織（兼）        東北大学百万ボルト電子顕微鏡室 
 
●特殊環境技術室（１３名） 
◇極限環境技術グループ（６名） 
丹野伸哉、細倉和則、佐々木嘉信、緒方亜里、伏見和樹、 
石川由実(再)          強磁場超伝導材料研究センター・極低温科学センタ  ー
 
◇放射線管理技術グループ（７名） 
山崎正徳、渡部信、阿部千景、鈴木克弥    量子エネルギー材料科学国際研究センタ  ー
白﨑謙次、永井満家                     アルファ放射体実験室 
大河原学                   中性子物質材料研究センター東海分室 
 
 
●基盤技術室（２２名 内兼務２名） 
◇機器開発技術グループ（１４名、兼務１名） 
本郷健一、佐藤寿和、伊藤学、臼井和也、井本勇吉、鈴木大介、 
佐藤史弥、安藤幸輝、石川光、田中裕也、本郷徹男（兼）、永野勇(再)、 
入間川克朗（再）、和田繁男（再）                   (直属) 
 
◇コンピュータ・ネットワーク技術グループ（８名内兼務１名） 
佐藤和弘、五十嵐伸昭、大滝大河、丹野航太、一関京子(再)      計算材料学センタ  ー                                            
大場正志、安倍渉、佐藤和弘(兼)         情報企画室情報班ネットワーク担当 
 
*(再)：再雇用職員、(兼)：兼務 
 
 
３．技術協力支援状況 
 
（１）機器開発技術グループ 
人 員 １３名 
技術協力概要：実験機器の設計・製作、試料作製、塑性加工と工作指導室利用支援他 
技術協力支援内容 
所内支援
件数 
学内(所外)
支援件数 
国内(学外)
支援件数 
海外支援
件数 
計 単位 
圧力容器、絶縁管、  
切断機水槽等製作 
114       114 工作伝票数 
試料ホルダ、研磨治具等
作製 
206 
AIMR ７ 
学際 ４ 
 合計 11 
    217 工作伝票数 
各種試験片、試料等加工 85 AIMR 16     101 工作伝票数 
電極、鋳型等製作 96 
百万ボルト
電顕 3 
    99 工作伝票数 
真空装置部品、磁気回路
部品等作製 
16       16 工作伝票数 
工作指導室利用支援 811       811 
工作指導室利用
件数 
 
 
 
 
（２）材料分析研究コア 
人 員 ７名 
技術協力概要：各種材料組成元素の化学分析、分析法及び分析結果の比較検討実験データ提供他 
技術協力支援内容 
所内支援
件数 
学内(所外)
支援件数 
国内(学外)
支援件数 
海外支援
件数 計 単位 
化学分析 3088 
工学 130 
AIMR 49 
多元研 34 
理学 22 
 合計 235 
日本鉄鋼連
盟標準化セ
ンタ  ー156 
  3479 分析成分数 
イオンスライサに 
よる電顕試料作製 
88 
通研 43  
工学 1 
 合計 44 
千葉大 22   154 試料数 
イオンミリングに 
よる電顕試料作製 
3460 
多元研 31 
通研 40 
 合計 71 
千葉大 175   3706 作業時間 
電子顕微鏡観察
(2000EX2) 
524 
多元研 315 
工学 71 
通研 2 
 合計 388 
千葉大 14   926 作業時間 
電子顕微鏡観察
(EM-002B) 
1145 
多元研 156 
環境科学86 
通研 40  
工学 16 
 合計 298 
    1443 作業時間 
 
 
（３）新素材共同研究開発センタ  ー
人 員 ９名 
技術協力概要：新素材開発業務、元素分析、Ｘ線回折等各種測定、粉末作製、単結晶作製支援他 
技術協力支援内容 
所内支援
件数 
学内(所外)
支援件数 
国内(学外) 
支援件数 
海外支援 
件数 
計 単位 
各種単結晶・多結晶・
金属間化合物等作製 
65 環境科学 6 
NIMS 23  
国士舘大 20 
山形大学14 
長崎大10 
信州大10 
他  
 合計126 
マックスプ
ランク研 
(ドイツ) 3 
200 作製試料数 
薄膜作製 21      21 作製試料数 
焼結 98 工学 86 
横浜国大 8 
中央大 1 
新潟工大 1  
 合計 10   
194 試料数 
表面観察・表面分析・
元素分析 
841 
工学 34 
AIMR 27 
歯学 19  
医工学 14 
多元研 3 
 合計 97 
東北学院大
23     
群馬高専 12 
新潟工大 3 
兵庫県大 3 
宇都宮大 1  
 合計42   
980 測定・観察件数 
X線回折 397 工学 39 
東北学院大 
18     
新潟工大 4 
 合計 22   
458 測定件数 
 
 
（４）量子エネルギー材料科学国際研究センタ  ー
人 員 ４名 
技術協力概要：共同利用に関わる施設、設備等の運用管理、国.県.町への報告、申請、届出他 
技術協力 
支援内容 
所内
支援
件数 
学内(所
外)支援
件数 
国内(学外)支援件数 海外支援件数 計 単位 
共同利用 
支援 
158 工学 63 
京都大 81  JAEA 79 
九州大 51     
北海道大 46 
新潟大 37     
長岡技大 34 
室蘭工大 28    
福井大 19 
その他 181 
 合計556 
カレル大（チェコ） 
19 
カリフォルニア大
(アメリカ) 11 
グルノーブル原子
力センタ  ー
（フランス） 5 
 合計 35 
812 支援延べ日数 
 
（５）アルファ放射体実験室 
人 員 ２名 
技術協力概要：RI・核燃の安全管理、各種装置・設備の維持管理、各種記録作成他 
技術協力支援内容 
所内
支援
件数 
学内(所
外)支援
件数 
国内(学外)支援件数 
海外
支援
件数 
計 単位 
管理区域への入退室管
理、物品搬出等における
汚染検査業務 
506 工学 47 
奈良女子大 44 JAEA 21 
名古屋大 10 大阪大 9 
金沢大 6 その他 10 
合計 100   
653 作業件数 
室内清掃に関わる補助
業務 
144   
    
144 作業件数 
実験装置の取扱説明等
の実験補助業務 
97   
奈良女子大 57 JAEA 17 
名古屋大 6 大阪大 6 
金沢大 4  
合計 90   
187 作業件数 
核燃料物質及び放射性
同位元素の移動に関す
る技術協力 
8 
多元研 2 
工学 1 
 合計 3 
京都大 6 名古屋大 5 
JAEA 3 島根大 3 
その他 3 
 合計 20   
31 作業件数 
水道水の放射能測定     宮城県 226   226 測定検体数 
 
 
（６）強磁場超伝導材料研究センタ  ー
人 員 ３名 
技術協力概要：強磁場環境の提供、周辺機器の点検整備、データ収集、ソフト作成他 
技術協力支援内容 
所内支援
件数 
学内(所外)
支援件数 
国内(学外)
支援件数 
海外支援
件数 
計 単位 
強磁場環境の提供 21       21 支援日数 
極低温環境の提供 2       2 支援日数 
 
 
（７）計算材料学センタ  ー
人 員 ５名 
技術協力概要：計算機資源の提供、サポート他 
技術協力 
支援内容 
所内支
援件数 
学内(所
外)支援
件数 
国内(学外)支援
件数 
海外支援件数 計 単位 
計算機資源
の提供 
27 
AIMR 5 
工学 4 
NICHe 3 
多元研 
1 
合計 13 
東京大 7      
大阪大 7 
豊田自動織機 4 
AIST 4 
名工大 3      
兵庫県大 2 
九工大 2      
大阪府大 2 
横浜国大 2   
NIMS 2 
千葉大 2      
その他 14 
 合計51 
KIST(韓国) 10 ロシア
科学アカデミ  ー4 
北京大 3 シンガポー
ル国立大 3 
ベトナム国家大 2  
ロバートボッシュ社
(ドイツ) 2 
ジョージ・メイソン大
(米国) 2 
アイオワ州大(米国) 2 
その他 25 
 合計 53 
144 利用者数 
スパコンシ
ステム関連
利用支援 
7 
NICHe 8 
AIMR 1 
工学 1 
合計 10 
NIMS 6 AIST 7 
大阪府大 3    
横浜国大 2 
豊田自動織機 2 
KIST(韓国) 12      
ノースカロライナ州
大(米国) 5 
蔚山大(韓国) 3     
72 依頼対応件数 
その他 3  
 合計 23 
ベトナム国家大 2 
ジョンズ・ホプキンス
大(米国) 2 その他 8 
 合計 32 
アプリケー
ション関連
利用支援 
17 
NICHe 
14   
AIMR 4 
合計 18 
NIMS 5        
豊田自動織機 4 
大阪大 2      
その他 4 
 合計 15 
KIST(韓国) 11 シンガ
ポール国立大 5 
ベトナム国家大 4  
燕山大(中国) 2 
西安理工大(中国) 2 
その他 7 
 合計 31 
81 依頼対応件数 
大判プリン
タ利用支援
他 
99 
NICHe 
22 
NIMS 1 九州大 1 
 合計 2 
KIST(韓国) 2       
その他 2 
 合計 4 
127 依頼対応件数 
 
 
（８）中性子物質材料研究センタ  ー
人 員 １名 
技術協力概要：中性子回折実験技術支援他 
技術協力支援内容 
所内
支援
件数 
学内(所外)
支援件数 
国内(学外)
支援件数 
海外支援
件数 
計 単位 
中性子回折支援(AKANE) 5       5 実験・作業件数 
中性子回折支援(HERMES) 6       6 実験・作業件数 
共同利用支援   
  
KEK 1    
広島大 1 
 合計 2   
2 実験・作業件数 
中性子回折支援   理学 7     7 実験・作業件数 
 
 
（９）情報企画室点検評価DB担当 
人 員 １名 
技術協力概要：研究者業績評価関連、自己点検評価報告書(赤本)の発行、東北大学情報DB関連 
技術協力支援内容 
所内
支援
件数 
学内(所外)
支援件数 
国内(学外)
支援件数 
海外支援
件数 
計 単位 
教員個人業績評価報告 123       123 報告数 
自己点検評価報告 1       1 報告数 
各種データ提供 5       5 依頼件数 
東北大学情報DBの登録 
および管理 
12 
      
12 作業件数 
 
 
（１０）情報企画室情報班ネットワーク担当 
人 員 ２名 
技術協力概要：メールサーバ、Webサーバ、所内ネットワーク管理運用接続支援、パソコン関係 
利用支援他 
技術協力支援内容 
所内
支援
件数 
学内(所外) 
支援件数 
国内(学外) 
支援件数 
海外
支援
件数 
計 単位 
各種サーバー・サービス
等管理保守 
25 シナジ  ー1 
    
26 支援項目数 
ネットワーク・大判プリ
ンター等利用支援 
12 
シナジ  ー1  
本部人事課 1 
 合計 2 
東北学院大 2         
南九州大 1 
 合計 3   
17 支援項目数 
 
 
（１１）極低温科学センタ  ー
人 員 ３名 
技術協力概要：液体ヘリウム、液体窒素の供給と低温技術サポート他 
技術協力支援内容 
所内
支援
件数 
学内(所外)支援件数 
国内(学外)
支援件数 
海外支
援件数 
計 単位 
液体窒素供給 1043 
AIMR 303            
生命科学研 166 
流体研 38 農学 29 
 合計 536     
1579 供給件数 
液体ヘリウム供給 769 
多元研 314 AIMR 299 
通研 200 工学 36 
理学 10 
 合計 859     
1628 供給件数 
 
 
（１２）百万ボルト電子顕微鏡室 
人 員 ２名 
技術協力概要：電子顕微鏡設備の保守管理と研究支援、技術指導 
 
技術協力支援内容 
所内支援
件数 
学内(所外)支援件数 
国内(学外)
支援件数 
海外
支援
件数 
計 単位 
電顕観察 115 
多元研 62 AIMR 13 
理学 10 医学 1 
 合計 86     
201 課金対象依頼件数 
 
注釈：「人員」欄は平成25年4月1日時点の再雇用者を含む技術職員数を示す。但し、各業務先 
の人員に兼務者は含まない。 
 
 平成２５年度技術協力支援先機関 
金属材料研究所テクニカルセンター職員が、業務先で技術協力(支援)を行った国内機関および海外機関 
 
(国内) 
 
    
 
北海道： 北海道大学、北見工業大学、室蘭工業大学 
  
 
秋田県： 秋田工業高等専門学校 
   
 
岩手県： 岩手大学 
    
 
宮城県： 仙台高等専門学校、東北学院大学、宮城県(自治体) 
 
 
山形県： 山形大学 
    
 
新潟県： 新潟大学、長岡技術科学大学、新潟工科大学 
  
 
栃木県： 宇都宮大学 
    
 
茨城県： 筑波大学、高エネルギー加速器研究機構、産業技術総合研究所、 
 
  
高度情報科学技術研究機構、日本原子力研究開発機構、物質・材料研究機構 
 
群馬県： 群馬工業高等専門学校 
   
 
東京都： 東京大学、中央大学、国士舘大学、日本鉄鋼連盟、 
 
  
（株）アクセルリス、（株）ボッシュ 
   
 
神奈川県： 東京工芸大学、横浜国立大学、横浜市立大学 
  
 
千葉県： 千葉大学 
    
 
長野県： 信州大学 
    
 
愛知県： 名古屋大学、名古屋工業大学、豊橋技術科学大学、豊田工業大学 
 
  
（株）豊田中央研究所、（株）豊田自動織機 
  
 
三重県： 三重大学 
    
 
石川県： 金沢大学、北陸先端科学技術大学院大学 
  
 
福井県： 福井大学 
    
 
京都府： 京都大学 
    
 
大阪府： 大阪大学、大阪府立大学、近畿大学 
  
 
奈良県： 奈良女子大学 
    
 
兵庫県： SPring-8、兵庫県立大学 
   
 
広島県： 広島大学 
    
 
島根県： 島根大学 
    
 
福岡県： 九州大学、九州工業大学 
   
 
長崎県： 長崎大学 
    
 
宮崎県： 南九州大学 
    
 
鹿児島県： 鹿児島大学 
    
       
       
 
(海外) 
 
    
 
インド： Indian Institute of Science  
   
  
Indian Association for the Cultivation of Science  
 
  
SRM University 
   
  
Dr. Vijay Kumar Foundation  
   
  
Guru Ghasidas Vishwavidyalaya  
  
  
Central Electrochemical Research Institute 
  
  
Cauvery College of Engineering & Technology  
 
  
Ramco Institute of Technology 
   
 
カザフスタン： L.N.Gumilyov Eurasian National University  
  
 
シンガポール： National University of Singapore  
  
 
スロバキア： Slovak Academy of Sciences 
   
 
チェコ： Charles University 
   
 
ドイツ： Max Planck Institute  
   
  
Robert Bosch GmbH  
   
 
ニュージーランド： Massey University 
   
 
ハンガリー： Wigner Research Centre for Physics 
  
 
フランス： Centre d'études nucléaires de Grenoble 
  
 
ベトナム： Vietnam National University  
   
 
ロシア： Russian Academy of Sciences 
   
 
中国： University of Jinan  
   
  
Peking University  
   
  
Xi'an University of Technology  
  
  
Yanshan University  
   
  
Chinese Academy of Sciences  
   
  
Chongqing University  
   
 
米国： Johns Hopkins University  
   
  
George Mason University  
   
  
Iowa State University  
   
  
North Carolina State University  
  
  
University of California  
   
  
Cornell University 
   
 
韓国： Korea Institute of Science and Technology (KIST) 
 
  
LG Chem Ltd.  
   
  
University of Ulsan 
   
  
Ulsan National Institute of Science and Technology 
 
        
４．機器開発技術グループの活動内容 
 
【経緯】 
 機器開発技術グループの前身は、附属工場で、金研概要の沿革によると大正１０年４月に工場建物が
完成したと記されており、組織名称変更をしながら現在に至るまで非常に長い歴史を持ち重要な技術支
援を担っている。平成５年に技術室（所内措置としての技術部が発足）が設置され、それに伴って機器
開発技術グループは、技術部組織の複数の班係に分散配置されているために一本化することを目的に、
平成１２年 (２０００年)４月１日に機器開発技術コアが設置された。その後、平成１９年 (２００７年)
４月１日にこれまでの技術室を改組して、テクニカルセンターに名称を変更してスタートした。その際
に、これまでの機器開発技術コアの組織は解消され、テクニカルセンター組織の４室のひとつである基
盤技術室内の機器開発技術グループとして改組された。以下に平成２５年度の活動経過を報告する。 
 
【目的および業務内容】 
  機器開発技術グループの目的は、研究者との緊密な交流を図り、即応性のある機器開発技術をもって、
本所研究者からの依頼に基づき主に研究機器の製作および研究試料を作製し、材料研究を支援すること
である。 
  そのため多くの機能を持つ機器（数値制御装置）などを活用して、能率向上をはかり、常に柔軟迅速
に業務を遂行すること。さらに、工作指導室においては専従指導員が常駐し、個々の研究者に機械加工
の技術を指導することで、若手研究者が自ら創造の喜びを得られるよう支援している。 
  主な業務は次の通りである。 
１） 研究機器の設計と製作および特殊機器の開発 
２） 研究試料の作製に関わる特殊技術の開発 
３） 研究者等に対する設計技術、研究機器開発に関する技術協力および助言 
４） 研究者等に対する工作技術に関する技術指導 
５） 大型プロジェクト研究の支援 
 
【教育活動状況】 
   機器開発技術グループでは、研究者および大学院学生などに対し、次のような技術教育を行っている。 
１）  技術相談 
           研究機器の設計、機械工作の方法および研究計画に対する技術協力、その他、機器開発技
術グループ利用者の便を図るため常時技術相談に応じている。 
 
２）  工作技術講習会 
         既設研究機器類の簡単な部品の工作や修理および試料作製等を自分で行う人のために、工
作技術講習会を実施している。この講習会は昭和４８年(１９７３年)以降の定例行事であり
本所教授会の承認を得たもので、毎年６月末から７月初めに次の要領によって実施しており、
受講者には修了証書を発行している。また、オリエンテーションとして受講者全員を対象と
した安全講習を行っている。 
① 講習目的：初歩的な工作技術修得を目的として工作指導室利用の便を図る。 
② 講習科目：機械製図、機械工作〔旋盤、フライス盤、ボール盤(仕上）〕、TIG溶接 
        講習対象者は本所の大学院学生および研究者 
③ 指  導  員：機器開発技術グループ職員 
 
平成２５年度開催の工作技術講習会のオリエンテーション参加状況と科目別受講状況を以下の表
に示す。 
 
オリエンテーション参加状況   
  対象者数 参加人数 参加率(%) 
オリエンテーション 
(安全講習) 47 38 81.0 
    
科目別受講状況    
            内 訳 
  科 目 受講申込数 受講者数 受講率(%) 
製    図 ＊ 33 27 81.8 
旋    盤 44 40 90.9 
フ ラ イ ス 盤 39 38 97.4 
仕 上 工 作 34 33 97.1 
Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 33 30 90.9 
合    計 183 168 91.6 
 
備考  １．※は定員なし（申込者全員） 
２．受講希望者数  ４９名 
３．実受講者数    ４８名 
 
【工作依頼および利用実績】 
  機器開発技術グループへの依頼実績を表１に示す。（参考のため、平成２４年度分を記載した） 
表 １  工作伝票数および工作時間数 
 平成２４年度 平成２５年度 
工作伝票数 732 547 
工作時間数 11,768 11,833 
 
   
次に研究者や大学院学生等が自ら利用している工作指導室の利用実績を表２に示す。 
                       （参考のため、平成２４年度分を記載した） 
表 ２  工作指導室の利用人数および利用時間 
 
平成２４年度 平成２５年度 
利 用 人 数 利 用 時 間 利 用 人 数 利 用 時 間 
旋   盤 411 970 330 779 
形 削 盤 41 136 37 112 
フライス盤 285 618 212 542 
高速切断機 127 330 123 351 
ボ  ール盤 258 311 208 261 
ダイヤモンドソ  ー 5 5 1 2 
そ の 他 202 266 171 232 
合   計 1,329 2,636 1,082 2,279 
 
 
５．技術職員の各出向先での活動内容 
 
 情報企画室情報班点検評価情報DB担当、新素材共同研究開発センター、材料分析研究コア、百万ボル
ト電子顕微鏡室、強磁場超伝導材料研究センター、極低温科学センター、中性子物質材料研究センター、
量子エネルギー材料科学国際研究センター、アルファ放射体実験室、計算材料学センター、情報企画室
情報班ネットワーク担当における活動内容は、テクニカルセンター活動報告及び各施設等の年次報告を
参照していただきたい。 
 
６．成果の発表状況 
 
（１）総合報告・論文等の件数     
 
掲載雑誌または著書名                     平成２５年度 
 
東北大学金属材料研究所金属ガラス総合研究センター共同利用研究報告    １１ 
 
放射線                                  １ 
 
 その他（技術職員が著者となった欧文学術雑誌掲載論文等）         １０ 
 
合  計                     ２２ 
 
 
（２）口頭発表等の件数      
 
発表した大会等の名称                     平成２５年度 
 
日本物理学会                                           １ 
 
ナノ学会                                 １ 
 
日本原子力学会                              ２ 
 
日本中性子学会                              １ 
 
電子通信情報学会                             １ 
 
日本フラックス成長研究発表会                       ４ 
 
日本ホウ素・ホウ化物研究会                        ２ 
 
日本セラミックス協会                           ２ 
 
 分析化学討論会                              １ 
 
日本鉄鋼協会分析技術部会                         １ 
 
表面分析研究会                                    １ 
 
国際会議                                   ６ 
 
          合  計                       ２３ 
 
 
                                  
（３）平成２５年度鳥取大学機器・分析技術研究会 
● アルカリ溶融処理時におけるニッケルるつぼからの汚染の評価 
● 宮城県内河川水及び水道水のγ線スペクトロメトリー測定 
 
（４）平成２５年度核融合科学研究所総合技術研究会 
● 技術棟改修とその後の安全対策について 
 
（５）所内講演会 
平成２５年春季ポスターセッション       
● スーパーコンピューティングシステムにおけるリアルタイムグラフ作成システムの機能拡張 
 
平成２５年秋季ポスターセッション          
● ベルギーBR2炉を用いた多段・多分割引き上げ照射リグの開発 
● Yb:Gd3Al2Ga3O12 結晶の作製と赤外発光特性の評価 
● 擬似体液浸漬による Ti-xMg 合金薄膜の硬組織適合性評価 
 
（６）平成２５年度東北大学総合技術部研修 
● 宮城県内河川水及び水道水の Ge 半導体検出器による放射能測定 
 
（７）技術開発 
   
テクニカルセンターでは、より高度な技術支援を可能にするために、所内予算から技術開発助成の
配当を受けて、技術開発を行っている。また、積極的に科学研究費補助金に応募して、技術開発研究
を推進している。 
 
○技術開発課題 
●  磁性体多層膜ファクトデータベースの構築 
●  高融点希土類ホウ化物の結晶育成を通じた“フラックス介在型アーク溶融法”の技術確立 
● 粉末試料の表面分析における前処理方法の検討 
● フレーム原子吸光分析法における同一光路・同時測定内標準法の検討 
● Co-Cr-Mo合金試料分析のためのNi分離法 
● 金属材料中の微量ハロゲン元素定量分析のためのイオンクロマトグラフ法の検討 
 
７．受賞状況 
【平成２５年度】 
 
 
賞の名称                                 受賞年月日 
  氏  名            受賞対象（論文名またはテーマ） 
 
 
本間記念賞                             平成25年5月21日 
三浦 重幸     
三浦重幸氏は平成４年７月から平成１０年６月まで、本所のアルファ放射体実 
験室において、放射線管理者としてその専門的知識と技術を以て、非密封・密封 
の放射性同位元素の管理、放射線管理区域の施設管理・環境管理等に従事し、 
本所における原子力材料の開発研究、放射性物質を利用した材料物性研究等を 
支援してきました。そして平成１０年７月以降は、本所計算材料学センターの 
所属となり、主として計算機ネットワークやスパコンシステムの各種設備等の 
運用・管理を担当し、全国共同利用センターとして多くの国内計算科学者の受け 
入れと各種支援はもとより、アジア計算材料学コンソーシアムを中心とした国際 
的なスーパーコンピューターの利用環境提供に関連して、研究者から常に信頼さ 
れる技術職員として複雑な要求に応えてきました。 
これらの業績について、本所の研究発展に顕著な貢献があったと評価され、 
このたび、受賞されました。 
 
 東北大学金属材料研究所表彰                      平成25年5月21日 
  野手 竜之介  エックス線作業主任者資格取得による表彰 
 
  佐藤 寿和   クレーン運転特別教育修了による表彰 
 
  板垣 俊子   毒物劇物取扱者及びエックス線作業主任者資格取得による表彰 
 
  坂本 冬樹   第一種衛生管理者資格取得による表彰 
 
  成田 一生   エックス線作業主任者資格取得による表彰 
 
  原田 晃一   エックス線作業主任者資格取得による表彰 
 
  佐藤 史弥   クレーン運転特別教育修了による表彰 
 
  田中 裕也   クレーン運転特別教育修了による表彰 
 
  坂本 冬樹   永年勤務者表彰 
 
  臼井 和也   永年勤務者表彰 
  
 
 
８．教育活動状況    
 
平成２５年度 
 
センター長およびテクニカルセンター全般の管理運営に携わる企画調整室所属以外のテクニカルセン
ター職員は、それぞれの業務先で、大学院生、研究生等に対し、装置使用上の技術的指導や安全管理面
の指導等の教育活動を行っている。テクニカルセンター職員が主としてすすめている教育活動について
以下に示す。これらの講習会・説明会では、出向先の責任者に協力する形で、技術職員が大学院生、研
究生等に対する教育活動を行っている。 
 
● 工作技術講習会      
機器開発技術グループ主催    
 
● 放射線業務従事者再教育  
アルファ放射体実験室主催     
 
● 高圧ガス保安教育 (低温技術講習会)    
極低温科学センター支援 
 
● 危険物質総合管理説明会 
材料分析研究コア支援  
 
● Ｂ０プリンター利用者講習会 
情報企画室情報班ネットワーク担当主催   
 
９．テクニカルセンターの課題とその方策 
 
【組織関係】 
 平成２５年度における課題として、平成２４年度より新たに人事配置された副センター長について、
その業務を適切に遂行し研究支援の実を上げて行くこととした。導入２年目であったが、センター長を
補佐しつつ、総合技術部の運営にも参画し、研究部・事務部との調整、技術職員の技術向上、研究支援
分野の保持、効率的組織運営等の諸課題についても企画調整室長と連携し適切に実行することができた。 
今後、センター長をはじめとして各役職者の年齢が若くなっていく状況にあり、役職者各々が組織運
営の経験を積み上げる時間を十分に取ることができるので、経験豊かな組織運営の下、適宜、運営管理
業務と技術業務を兼務しつつ、テクニカルセンター全体としてより適切な業務遂行・研究支援を実施し
ていく必要がある。 
 
【東北大学総合技術部とテクニカルセンター】 
平成２１年７月に、東北大学教室系技術職員（以下、技術職員という）の統合された組織として総合
技術部が発足し、約５年が経過した。総合技術部発足の趣旨は、硬直化した人事システムを改善するた
め、技術職員の部局間相互交流による活性化、キャリアパスの構築、技術職員の総定員管理に基づく再
雇用職員の適正配置、技術職員の総合的な研修実施等を図ることにある。 
テクニカルセンターとしては、センター長が総合技術部運営委員会の委員となり、またセンター長と
副センター長が総合技術部統括技術専門員会議の委員として運営に協力している。 
平成２５年度における統括技術専門員会議の主な課題は、(1)職群による研修及び情報交換会や職場見
学会の実施、(2) 統括技術専門等の選考方法の見直し、(3)部局を超えた人事異動のプロセスの確立、(4)
人事評価シート記載の本学全体への改善提案等の精査・対応、(5)キャリアアップセミナーの検討、等で
あった。 
平成２５年４月に総合技術部の各職群毎に「情報交換会」が開催され、テクニカルセンターの各業務
先代表者等がそれぞれの職場紹介等を含めた発表を行った。また、この「情報交換会」を契機として総
合技術部統括技術専門員会議のもとに、９月に「女性技術職員の会」が発足した。 
平成２５年９月に山形大学で開催された東北地区国立大学法人等技術職員研修にテクニカルセンター
から１名が参加した。また、総合技術部の個別専門研修として、平成２５年９月に総合技術部電子顕微
鏡懇話会により開催された研修に電顕担当等３名のテクニカルセンター職員が参加し、学内外の電顕技
術者並びに研究者・学生等の参加者と積極的な技術交流を行った。さらに、平成２５年１０月に開催さ
れた総合技術部職員研修にテクニカルセンターから６名が参加した。 
また、平成２４年度に総合技術部長による「全学的な人事管理の在り方」の方針に基づいて設置され
た「職群」の代表が中心となり、数件の部局を超えた人事異動を実施した。 
総合技術部における今後の課題として、 (1)職群毎の研修及び電子回路等の専門研修の充実、(2)人事
評価制度の見直し、(3)個人調書のシステム化及び記載項目の再検討、(4)技術職員表彰制度設置の検討、
等が挙げられている。 
今後、これらの課題を検討し、合意が得られた事項から逐次実施・対応していく必要がある。 
第２章 情報企画室図書担当 
 
【構成員】 
担当教授（兼）：米永 一郎  
図書係長：木戸浦 豊和／図書系職員：小林 真理絵／事務補佐員[3 名] 
---------------------------------------------------------------------------- 
【図書整備委員会】 
委員長 准教授： 鳴海 康雄 
委員  准教授： 佐藤 成男 
助教： 小泉 晴比古, 関 剛斎, 和田 武, 稗田 純子, 橋本 顕一郎, 沓掛 健太朗 
オブザーバー 教授： 米永 一郎  
総務課長： 石井 俊明 
 
１． はじめに 
 
図書室は、1800 年代から今日まで、材料科学に関する幅広い領域の資料を積極的に収集・所蔵し、
充実した専門資料をもとに、所内・学内はもとより国内外の研究者に幅広いサービスを提供している。
研究や情報を取り巻く環境が変化し、多様化する現在においても、利用者ニーズを的確に把握し、か
つ、親しみやすく快適な図書室であることを目指している。 
 
２． 組織・運営 
 
図書室は、図書係として事務部総務課に属し、係長を含む職員 2 名と事務補佐員 3 名の体制で業務
を行っている。また、図書室は、情報企画室のもと、図書整備委員会とも連携して運営されている。 
図書整備委員会は、1996年に「図書電子化小委員会」として発足し、2004 年に所内委員会「図書電
子化委員会」に発展・改組後、2010 年 3 月に現在の名称に変更された。委員会は、研究者の視点から
専門資料の選定やデータベース環境の整備について、図書室に助言を行うとともに、利用者への広報
活動やガイダンスおよびオリエンテーションの実施などについても、図書室に協力してきた。このよ
うに研究者と図書室が連携して情報整備を行う委員会は特筆されるべき事柄であり、今後もこのよう
な体制は維持・継続されるべきであろう。 
また、図書室は、附属図書館本館および各分館・図書室と緊密な連絡を取りつつ、図書業務を遂行
するとともに、部局図書室として唯一、本館を介さずに図書購入・支払・目録登録を行う業務体制を
維持している。その結果、研究者へ迅速に資料を提供することを実現している。 
 
３． 電子ジャーナルの問題 
 
本学は、2001 年の APS 誌共同購入をはじめとして、附属図書館の「学術情報整備計画」のもとで、
電子ジャーナルや二次情報データベースの整備を段階的に進めてきた。 
図書室ではこの整備計画に沿って冊子体を中止し、電子ジャーナルのみを契約するなど、外国雑誌
の経費抑制のため、努力を続けてきた。その結果、図書室が契約するタイトルの 9 割以上が既に電子
ジャーナルのみの契約に移行している。 
しかし、このような努力にもかかわらず、東北大学全体の電子ジャーナル経費の増加は続き、加え
て、近年は政府の経済政策による円安傾向が電子ジャーナル経費の増大に一層の拍車をかけている。
さらに、今後、海外サーバから配信される電子ジャーナルや電子ブックなどへの消費税課税を検討さ
れており、更なる経費の増大へとつながる惧れがある。このように電子ジャーナルの経費をめぐって
はまったく予断を許さない状況が続いており、全学的な総意にもとづいて抜本的な対策を取ることが
必要となっている。 
また、電子ジャーナルを利用する上では、ルールに従って適切に利用することが不可欠である。金
研では過去数年間、電子ジャーナルの不正利用は発生していない。しかし、不正アクセスが発覚する
と、適正な処置が取られるまでの間、所内または大学全体の電子ジャーナルの利用が停止される場合
があり、研究活動に甚大な被害を与える。図書室では毎年、適正な利用を心がけるように利用者に注
意を促しているが、今後もさらに周知を徹底していきたい。 
 
 
*2010 年度および 2011 年度の金研負担額の低下は、主に円高の影響によるものである。また、2013 年度
の金研負担額の低下は、学内部局間の経費負担方法の変更によるものである。 
 
４． 蔵書管理 
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４．１ 図書の充実 
限られた予算の中で常に図書の充実を図っている。新刊案内などを参考に、物質・材料科学分野の
基本的な図書や、図書整備委員および研究室などから推薦された図書を積極的に購入し、蔵書の充実
を目指している。また、研究室や研究者が個別に購入しにくいシリーズ本やハンドブック、データ集、
国際会議録などを継続図書として購入している。2013 年度は、教員や学生の推薦により、合計 461 点
の図書を購入した。なお、2013 年度から Twitter を活用し、随時、新着図書を案内しており、図書が
有効に利活用されるように広報に努めている。 
また、電子ブックの整備は適宜検討しながら実施しており、2013 年度末現在では金研図書室の予算
で合計 107 点を導入している。これらはすべて蔵書検索システム(OPAC)から検索することが可能であ
る。また、他館でも積極的に電子ブックの購入を進めており、大学全体で利用できるタイトル数も大
幅に増加している。近年、欧米の出版社では、学術図書や教科書などを電子ブックによって刊行する
ことは一般的であり、日本の出版社においても今後、紙から電子ブックへの転換はますます加速する
ことが予測される。メディアの変化や情報環境の進展を見極め、適切に蔵書の充実を進めることは、
図書室の変わらない役割である。 
 
４．２ 蔵書点検 
毎年 2 回、書庫の蔵書点検を定期的に行い、不明図書・発見図書の確認や配架整備を行っている。
不明図書については、教授会でアナウンスを行うなど、適正な利用を心がけるよう注意を喚起してい
る。図書は共有財産であるので、引き続き貸出手続の徹底や返却期限の厳守を呼びかけていきたい。 
 
４．３ 金研出版物の保存・公開 
金研で発行される報告書や広報誌などは、可能な限り図書室で収集・保存し、専用のコーナーを設
けて利用に供している。また、金研百周年を控え、所内刊行物に対する問い合わせも増えていること
から、過去に発行された分も収集・保存することを検討している。さらに、所内関係部署との協力・
連携のもと、所内刊行物を東北大学機関リポジトリ TOUR に積極的に登録し、公開するよう働きかけ
ていきたい。 
 
５． 利用者サービスの充実 
 
学生や教職員との距離が近い部局図書室の利点を活かし、利用者にとってより身近で、行き届いた
サービスを提供するよう、スタッフ全員で努力している。 
 
５．１ 利用者向け講習会 
毎年春に、金研の新構成員のために図書整備委員を講師として、主要なデータベースの講習と図書
室のオリエンテーションを行っている。2013年度は新大学院生を中心に 46名の参加があった。内容は
毎年見直しを行い、利用頻度の高いデータベースを取り上げている。2013 年度の図書室オリエンテー
ションでは、特に蔵書検索システム（OPAC）や、図書館オンラインサービスの MyLibrary、さらに、
電子ジャーナルの利用方法の説明を強化した。 
さらに、各種データベースの説明会開催も、機会を捉えて積極的に協力し、学生や研究者がより効
果的・効率的に利用できるようサポートしている。2013 年 6 月 18 日には「Springer Materials 講習
会」を開催し、7月 2 日には「引用索引データベースの活用法と研究評価の最前線」の開催に協力した。 
 
開催日 内 容 主 催 参加者 
2013.5.15 
金研図書室オリエンテーション (15:30-17:00) 
第１部 図書室オリエンテーション 
・ 図書室の設備と基本的なサービス 
・ オンラインサービス（OPAC、電子ジャーナル） 
第２部 各種データベースの使い方 
・ ICDD Cards 
・ Alloy Phase Diagrams Online 
・ International Tables for Crystallography 
・ Scopus, Web of Science 
・ GeNii 
図書整備委員会  
図書係 
46 名 
 
５．２ 情報検索コーナー 
図書室では図書整備委員会のサポートを受けながら、多くのデータベースの中から有用なものを厳
選し、図書室の情報検索コーナーで利用者が常時使えるように環境を整えている。 
図書閲覧室の情報検索用パソコン 5 台のうち 1 台は多言語表示に対応している。また、パソコンの
安全対策として、ウィルスチェックソフトとハードドライブシールドソフトを導入している。今後も、
図書整備委員会との連携のもとでデータベースのオンライン化や利用環境の改善に努めたい。 
 
オンライン CD-ROM 
Alloy Phase Diagrams Online  
ICSD 
International Tables Online 
Phase Equilibria Diagrams Online 
Scopus 
Web of Science 
Journal Citation Reports 
SciFinder Scholar 
CiNii, KAKENなど 
ICDD Cards (Powder Diffraction File) 
Pauling File 
Pearson’s Crystal Data 
CRC Handbook of Chemistry & Physics 
鉄鋼便覧 
Database of Titanium Properties 
その他 
 
５．３ 『情報検索の手引き』の刊行 
図書整備委員会と図書係とでは、研究活動に欠かすことのできない各種データベースやツールに関
して、利用マニュアル『情報検索の手引き』を作成し、提供している。この『情報検索の手引き』は
1997年以降隔年で改訂し、第 8版を 2013年 3 月に刊行した。第 8版では、記述の内容の全面的な見直
しを行い、最新の情報を反映するよう努めた。 
『情報検索の手引き』は各研究室やオリエンテーションの参加者に配布するほか、図書室の情報検
索コーナーに備え付け、いつでも参照できるようにしている。また、所内に限り、図書室ホームペー
ジ上で公開している。 
研究者である委員が、自身の研究活動に基づいて執筆したマニュアルは金研の構成員にとって極め
て有用である。今後もより使いやすい『手引き』へと更新していきたい。 
 
５．４ ホームページの充実 
図書室では、2013 年度に図書室ホームページの見直しと全面的な更新作業に取りかかり、2014 年 4 月 1
日から新しいホームページを公開した。今回の更新ではデザインを一新するとともに、トップページに蔵書検索
や東北大学機関リポジトリ TOUR、さらに、Web of Science や CiNii など、主要データべースの簡易検索機
能を設け、図書室ホームページからの情報検索をより容易に、かつ、スムースに行えるように改善した。また、
新着雑誌の目次速報や、Twitter などの SNS を活用した新着図書の案内など、図書室からの情報発信機
能をも強化した。 
 
 
 
５．５ 「金研図書室だより」の発行 
学術情報や図書室の最新情報をお知らせするため、「金研図書室だより」を随時発行している。ホー
ムページにも最新情報を掲載しているが、個々の利用者に図書室をより身近に感じてもらえるように、
印刷物として発行している。 
 
金研図書室ホームページ（2014 年 7 月 11 日現在） 
 
５．６ 資料の貸出 
 2013年度は、図書の貸出冊数が 3,215冊（昨年度に比べ 497 冊の増加）、貸出者数が 2,268人（昨年
度に比べ 341人の増加）となった。これらの数値は 2008 年度に比較すると、両者ともに 2 倍近い伸張
となっている。このように貸出冊数・貸出者数ともに大幅に増加した背景には、教員・学生からの推
薦によって蔵書の充実に努めていること、また、2011年度より自動貸出装置を夜間と休日も稼働させ、
24 時間貸出の手続きを行えるようになったこと、さらに、キャンパス間資料搬送サービスが利用者に
十分に周知されてきたことなどを挙げることができる。この搬送サービスを利用した図書の貸出冊数
は 1,026 冊であり、総貸出冊数の約 3 割を占める。今後、搬送サービスを利用した貸出実績の多い図
書のうち、金研図書室の蔵書にふさわしいものは積極的に購入し、所蔵するなどの対応が課題となる
だろう。 
 
 
 
５．７ 利用環境・施設の整備 
 2013 年度中の取り組みとして、書庫の利用環境改善のため、今後、利用の見込まれない重複図書・
雑誌約 600 冊を整理した。また、施設の整備として、電動集密書架の耐震性を強化するため棚板を交
換するとともに、落下防止バーを設置した。東日本大震災の体験を踏まえ、今後も引き続き、図書室
の震災対策に取り組む必要がある。 
 
６． 文献複写・現物貸借 （図書館間相互利用サービス） 
 
学内の各図書館および学外の他大学図書館との相互文献複写サービスは、教員や学生の研究・学習
を支える図書室の重要な業務の一つである。そのため、図書室では利用者へ迅速に文献を手渡せるよ
うに努めている。また、2013 年度より学内・学外の図書館へ依頼する文献複写の費用を図書室が負担
する試みをはじめた。ただし、学術雑誌の電子ジャーナル化の影響で全国的に文献複写サービスの件
数は減少傾向にあり、金研においても同様である。 
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なお、2011 年度の学外からの文献複写の受付数は、東日本大震災の影響のため、2010年度に対し大
きく落ち込み、299 件であったが、2012 年度の受付数は 395 件となり、約 100 件増加した。しかし、
2013 年度の学外からの受付件数は 347 件と再び減少し、全体的に言えば引き続き減少傾向にあると
言って良い。 
また、文献を画像化してオンラインで送受信する画像伝送システムも比較的良く利用されている。
著作権法や出版社許諾の範囲内という制約があるため、学内限定で行っている e-DDS(Electronic 
Document Delivery Service)は、迅速に文献の受け渡しができるため、利用者に好評であり、図書室
サービスの一環として既に広く定着したと言って良いだろう。 
長年の懸案であった他大学図書館との図書現物の貸借については、2011 年度から実施を開始した。
過去 3年間で貸出・借受ともに年間 10 件前後で推移している。 
 
 
 
７． その他  
 
研究支援の役割を確実に果たし、また利用者のニーズに応えた多様なサービスを提供するため、図
書室職員は各種研修会に積極的に参加している。また図書系職員として、図書館本館が中心になって
進めている各種委員会やワーキンググループのメンバーの一員として活動している。 
 
7．１ 研修等 
・ 目録システム講習会 
・ 図書館職員総合研修 
・ 事務情報化講習会 
 
7．２ 各種委員会、ワーキンググループ、会議等 
・ 図書館情報教育支援 WG 
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・ 附属図書館部課長打合せ 
・ 全学図書系係長等会議 
・ 附属図書館商議会（陪席） 
・ 附属図書館運営会議（陪席） 
・ 学術情報整備検討委員会（陪席） 
・ 分野別資料選定 WG（陪席） 
 
８． 統計 （平成 25 年度） 
 
■施設 
総面積 書架総延長 図書収容能力 総閲覧座席数 パソコン台数 複写機台数 
534 ㎡ 2.39km 6.6 万冊 28 席 6 台 4 台 
 
■資料 
  和書 洋書 合計  
蔵
書 
蔵書冊数 19,329 冊 64,475 冊 83,804 冊 *開架冊数：52,957 冊 
年間受入冊数 441 冊 216 冊 657 冊  
雑
誌 
雑誌種類数 391 種 999 種 1,390 種  
年間受入雑誌種類数 145 種 137 種 282 種  
電子ジャーナル数（全学） 464 種 13,411 種 13,875 種  
 新聞種類数 6 種 1 種 7 種  
＊蔵書は研究室貸出分や製本雑誌を含む 
＊受入： 購入・受贈・保管場所変更等により図書室の蔵書として登録すること 
 
■サービス 
開室日数 サービス対象 入室者 貸出 文献複写 現物貸借 
教職員 学生 貸出 （うち搬送） 依頼 発送 借用 貸出 
241 日 408 人 236 人 14,755 人 3,215冊 (1,026 冊) 72 件 411 件 12 件 9 件 
 
第３章 情報企画室広報班 
 
【構成員】 
担当教授： 阿部弘亨、松岡隆志、Gerrit Ernst-Wilhelm Bauer、塚﨑敦 
事務補佐員［２名］ 
---------------------------------------------------------------------------------------- 
【広報編集委員会】 
 委員 准教授：藤原航三、小泉雄一郎、井口敏 
 
１．はじめに 
 
情報企画室広報班は近年重要度が増している情報公開に対処するため設けられた組織であり、研究
所の公式な一般情報公開を担当している。 
 
２．組織構成 
  
情報企画室広報班は上述の構成員を中心に、広報委員会の協力を得ながら金属材料研究所の広報活
動を行っている。2013 年度の通常の実務は事務補佐員（高橋佳子、菊地美織）が担当している。 
 
３．2013 年における活動概要 
 
201 年度に行われた情報企画室広報班の活動としては、次の 6 項目があげられる。 
(1) 広報誌 IMRニュース KINKEN (Vol. 71,72,73)の発行 
(2) 金研概要 2013の発行 
(3) 英文冊子 KINKEN Research Highlights 2013 の発行 
(4) 金研紹介リーフレットの発行 
(5) 金属材料研究所ホームページの作成、管理および支援業務 
(6) 片平まつり「金研一般公開 2013」 の開催 
 
 
 
以下、(1)～(6)それぞれについて述べる。 
 
(1)  広報誌 IMR ニュース KINKEN (Vol. 71,72,73)の発行 
金属材料研究所では、研究所の取り組み、研究成果、研究・教育活動を広報するため、IMR ニュース
KINKEN を全国規模で配布している。発行は年 3 回であり、配布部数は 3,000 部である。内容は「トッ
プメッセージ」、「研究最前線」、「研究室紹介」などの教育研究に関する情報をはじめ、本研究所
が係わる材料開発の歴史や人物に焦点をあてた「金研物語」も掲載している。また「金研ニュ 
ース」は、金研で開催された国際学術会議および国際ワークショップに関する情報も紹介している。 
 Vol.71 (2013年 6月)     Vol.72 (2013年 11月)     Vol.73 (2014年 2月) 
 
(2)  金研概要 2013 の発行 
 金研概要の発行を 2010年度より情報企画室広報班が行っている。金研概
要は、沿革、機構等の組織紹介ページや、各部門の紹介ページなどで構成
されており、巻末には最新の研究成果を掲載している。 
また、ほとんどのページが日英対訳となっており、来所者に配布するほか
海外での会議でも広く配布されている。毎年度初めにアップデート作業を
行い、常に最新の情報を掲載するよう努めている。 
 
 
 
       金研概要 2013 
 
 
(3)  英文冊子 KINKEN Research Highlights 2013 の発行 
情報企画室広報班は、2007 年より継続して英文冊子"KINKEN 
Research Highlights"を編集発行している。この冊子は、研究
所内の研究者による研究成果トピックスおよび全国共同利用に
よって得られた研究トピックス約 60編から構成され、約 500部
は海外の理工系大学・研究所など広く国外にも配布されている。
英文冊子"KINKEN Research Highlights"は、金研(KINKEN)の研
究成果を、国内外に迅速に発信する大きな役割を果たしている。 
 
KINKEN Research Highlights 2013 
 
(4)  金研紹介リーフレットの発行 
金研への訪問者に研究所の簡単な紹介をするため、所内３箇所に金研紹介リーフレットを設置して
いる。リーフレットは日本語版、英語版、中国語版、韓国語版がある。所長トップメッセージ、最新
の研究成果「創る」「探す」「測る」という材料研究への多角的なアプローチ、さらに金研で学んだ
国外の研究者の言葉など、本研究所の詳細が一目で理解できるように工夫している。2013年度は 2014
年 4月の所長交代にあたり、4言語の改訂版を発行した。 
 
(5)  金属材料研究所ホームページの作成、管理および支援業務 
 近年の目覚しい情報技術の発展により、ホームページの普及がますます進んでいる。情報企画室広
報班では金研の各研究室や各研究施設の対外的窓口として金研ホームページを作成、管理している。
掲載内容は、研究室やセンターを紹介する「組織」、最新の研究を紹介する「研究成果」、「受賞」
等のニュース、行事のお知らせする「研究会」「イベント」、「人材公募」、などで、研究性・学問
性の高い情報を随時敏速に外部発信している。特に、海外に対しての情報発信はホームページの整備
が有効であることから、常に英語ページの充実を図っている。また、外部への発信を目的とした金研
ホームページの他に、所内向けの研究協力係のホームペ
ージを作成、管理し、共同利用に関する行事のお知らせ、
書類のダウンロード、採択結果の公表などの支援業務を
行なっている。さらに、"IMR ニュース KINKEN "、"KINKEN 
Research Highlights"、"自己点検評価報告書"、"研究
部共同研究報告"など金研発行の印刷物を、金研ホーム
ページに掲載し、研究成果の迅速な発信に努めている。 
 
 
                           金研ホームページ（English画面） 
 
(6)  片平まつり「金研一般公開 2013」 の開催 
2013 年 10 月 12 日 13 日に片平まつり「きんけん一般公開 2013」 を開催した。情報企画室広報班で
は、きんけん一般公開実行委員会を組織し、その準備を行った。研究所の一般公開がより効果的に運
営されるよう、企画立案、広報活動、各研究室との連絡、会計等を行った。片平まつり全体の入場者
数が減少しているなか、一般公開 2013 の 2日間の入場者数は、例年を大きく上回る約 4200 名となり、
多くの方々に金研を紹介する機会を提供できた。 
 
４．今後の課題 
ホームページ、広報誌などの広報活動は金研を PR する場として有効であった。正確な情報を
素早く掲載し、より効果的な情報発信の手段となるよう、今後も改善を進める。 
第４章 情報企画室情報班点検評価情報DB担当 
  
【構成員】  
情報企画室長(兼)点検評価情報DB担当副所長 ：高梨 弘毅（2013.11～2014.3） ／ 
技術職員 ： 石本 賢一（2009.4～）／事務補佐員［1名］ 
-------------------------------------------------------------------------------- 
担当教授 ：早乙女 康典（2009.11～）、牧野 彰宏（2011.4～） 
  
１．はじめに 
 
大学の評価は学問や社会の将来に大きな影響を及ぼす。当担当、情報企画室点検評価情報 DB
担当は、本研究所自己点検評価報告書の編集・発行、教員個人業績評価書の作成支援、論文・
特許・受賞等の各種調査など本所の評価活動を支援する組織である。 
 
２．組織構成 
 
当組織は、情報企画室長(兼)点検評価情報DB担当副所長を中心にそれを補佐する担当教授と
実務職員から構成されている。研究所全体の情報収集には、事務部を始めとした全研究部門、
全研究施設、全研究支援組織の協力を仰いでいる。一方、東北大学情報データベースの部局評
価責任者、部局運用責任者、部局連絡担当係、はそれぞれ、情報企画室長(兼)点検評価情報DB
担当副所長、当担当技術職員、総務課総務係が担当している。これらを通して本学本部の評価
分析室との連携が図られている。 
 
３．東北大学情報データベースシステム 
 
当担当の業務には種々のデータベースの結果が取り入れられており、なかでも東北大学情報
データベースは評価活動における主要な情報源である。これは、東北大学の全教員が研究活動、
教育活動、社会貢献活動等に関する項目について随時入力する形式の情報データベースシステ
ムである。入力内容は全学の個人業績評価根拠資料として使用されている。 
 
 
４． 2013年度における活動概要 
 
 当年度の活動概要は次の５つの項目に分けられる。 
(1) 平成 24年度教員個人業績報告書の作成支援 
(2) 「東北大学金属材料研究所の活動 2012年度版」 
    の編集・発行 
(3) 所内他部署へのデータ提供 
(4) 東北大学情報データベース・システムの管理・運営 
(5) Webサイトの管理および情報収集 
以下、各項目の内容について述べる。           東北大学金属材料研究所の活動 
                                     2012年度版 
(1) 平成24年度教員個人業績報告書の作成支援 
本所教員は毎年度初めに、前年度の業績報告書を所長に提出する義務がある。提出書類は、「個
人業績評価根拠資料」（必須）、「Highly Cited Papers（短期的注目論文）」（該当者のみ）、「ISI
論文のCitation合計」（教授のみ、他は任意）、「自由記述の評価項目」（任意）の4つであり、当
担当は「自由記述の評価項目」を除いた前者3つの報告書の作成支援を行っている。「個人業績
評価根拠資料」は"東北大学情報データベース"から抽出され、当担当による仮出力・配付、各教
員による訂正、それらの訂正を反映した本出力・配付、という３段階の手続きが踏まれる。残
り２種類の報告書も当担当が"Essential Science Indicators"や"Researcher ID"から検索し、
各教員に配付する。各教員はそれらの報告書を人事係経由で所長に提出する。一律に同じ条件
で抽出・検索することにより、個人業績報告における公平性が確保されている。 
 
(2) 「東北大学金属材料研究所の活動 2012年度版」の編集・発行 
本報告書（＝赤本）は本所の公式の自己点検評価報告書である。ページ構成は本研究所概要、
研究活動(研究の現状、特許、発表論文、海外との共同研究)、教育活動、支援組織等からなり、
本所全体の活動に及んでいる。情報源は東北大学情報データベースが中心だが、それ以外に、
各研究室、各施設、各支援組織、事務部、それぞれに組織データの提出をお願いしている。全
部数は250部であり、所内、学内、文部科学省、本所運営委員、全国理工系大学等に配布されて
いる。本報告書は、研究所単位の自己点検評価資料として利用されている。 
 
(3) 所内他部署へのデータ提供 
所内他部署から、報告書や判断資料としてデータ提供依頼があり、点検評価担当ではそれら
の各種調査に対応している。主なものを次表に示す。 
部署 内容 
総務係 東北大学(金研)の2012年Citation Rankingsにおける調査。 
人事係 教員個人別2012年論文数・ISI対象論文数の調査。 
司計係 研究室別2012年論文数・ISI対象論文数・受賞・特許、学生受賞の調査。 
広報担当 金研概要2013編集の為、金研2012年論文数・特許数の調査。 
新素材共同研究開発センター 新素材共同研究開発センター教員(専任、兼任)2012年論文データの提供。 
 
(4) 東北大学情報データベース・システムの管理・運営 
部局評価責任者、部局運用責任者、部局連絡担当係の三者の協力の下、本所分の東北大学情
報データベースシステムの管理・運営が行われている。 
 
(5) Webサイトの管理および情報収集 
 当担当は点検評価活動のお知らせや「東北大学金属材料研究所の活動」などの刊行冊子を点
検評価担当Webサイトに掲載して情報公開を行っている。また、所内での連絡として、赤本の原
稿やゲラを点検評価担当Webサイトに掲載し、原稿執筆や校正作業の効率化を図っている。 
 
５. 今後の課題 
当担当が編集する本書は、金属材料研究所の自己点検評価報告書として位置づけられている。
その内容は、本所全体、また、各組織ごとに行う当該年度の『研究・教育に関する活動業績の
報告』が主たるものとなっている。実際に、本書の大部分は金属材料研究所構成メンバーや組
織の研究活動、教育活動、社会貢献活動等に関する様々な業績報告である。しかし、本報告書
の役割がこのような過年度の業績・活動を踏まえた上での将来計画・展望の策定に資する自己
点検、自己評価を行うものであることを踏まえると、各組織や項目ごとに『今後の展望・将来
計画』を明瞭に意識した内容を含むことが重要である。しかし、本年度の編集において、一部
の組織からの提出原稿に、『今後の展望・将来計画』の視点を欠いた記載内容にとどまっている
ものが見受けられた。本書発行の大きな役割のひとつが、報告書原稿の作成を契機として、各
組織が将来展望・計画を定期的に見直す機会となることである。このことを促すために、来年
度の本書編集においては『今後の展望・将来計画』が報告内容に含まれていない場合には、同
内容の検討と記載を改めて依頼するように編集作業に取り組む予定である。 
 
 
第５章 情報企画室情報班ネットワーク担当 
 
【構成員】 
担当教授（兼）： 佐々木 孝彦、毛利 哲夫 
技術職員：大場 正志、安倍 渉、佐藤 和弘（兼） 
 
 
1. はじめに 
 
情報企画室情報班ネットワーク担当は、情報基盤に関する技術支援により本所の研究教育ならびに運
営事務への支援を行っている。具体的には、所内コンピュータネットワークの運用保守、電子メール
およびホームページに関するサービス、共用のポスター印刷用大判プリンタ、TV 会議システム、プロ
ジェクターおよび音響機器の管理、所内で使用される情報機器ならびに事務電子化に対する技術支援
などが主な業務である。 
 
２．組織構成 
 
2013 年度は技術職員 3 名（内兼任 1 名）と担当教授 2 名で運営・実務を行った。あわせて、各研究室・
部署ごとに連絡担当者の選任を依頼し、個別対応時の担当として円滑な業務実施に協力を得ている。 
 
３．2013 年度における活動 
 
情報企画室情報班ネットワーク担当の主要業務は、次の通りである。 
1. 東北大学総合ネットワーク StarTAINS の本研究所に関わる部分の維持管理と調査依頼等への対応 
  (1) TAINS 無線 LAN のアクセスポイントとエッジルータの維持管理対応 
  (2) 情報セキュリティに関する調査依頼および機材の調整依頼への対応 
  (3) 情報システム利用連絡会議への参加 
 
2. システム導入等 
本年度は以下の機器更新作業、システム拡張等を行った。 
(1) ネットワークシステムの機器更新を年度進行で行っている。2013 年度は対外接続スイッチと
実験棟用エッジスイッチの更新、各実験棟とエッジスイッチのギガビット接続化を実施し、
所内基幹部分のギガビット化がほぼ完了した。また、技術棟 1 のネットワーク整備(耐震工事
部分)、産学連携棟(マテリアルバレー)の本所利用部分の接続、利用環境構築を実施した。 
(2) ポスター印刷用大判プリンタの新システムへの切り替え作業 
(3) 新共同利用 Web 申請システムの導入支援 
 
3. 本研究所における情報処理に関するネットワーク機器、サーバ、インフラの運用と維持管理 
  (1) ネットワーク機器やサーバの故障、不具合時の調整および復旧対応 
  (2) 利用者からの申請によるメールアカウントの登録 
  (3) 固定 IP アドレス機器の登録 
  (4) ssh 認証サーバへの公開鍵の登録 
(5) 研究室等からの申請によるメーリングリストの作成 
(6) 外部公開用 URL の登録 
(7) 無線 LAN アクセスポイント/無線ルーター(研究室が導入した物)の登録 
(8) メールサーバでの spam 対策 
 
4. 共用機器の運用及び維持管理 
(1) 無線 LAN ネットワーク(共通システム)の運用と利用者への提供 
(2) ポスター印刷用大判プリンタと課金管理サーバの運用保守およびアカウントと課金管理 
(3) 講堂、会議室、視聴覚室の音響機器とプロジェクターの維持管理への協力 
(4) テレビ会議システムの運用管理 
(5) キオスク端末設置とそのサーバ運用支援 
(6) 100 周年記念事業(特に講堂用の映像音声設備導入) のサポート 
 
5. 業務で必要となる情報処理技術に係わる利用者支援 
(1) パソコン関係の利用支援 
(2) ネットワーク接続の支援(PC、プリンタ、NAS、無線アクセスポイント、TV 会議システム等) 
(3) メーリングリストの運用管理 
(4) ホームページの作成と運用支援 
(5) 事務サービスの効率化に関わるプログラムの作成と運用支援 
  ・所内講演会予稿提出システムの運用 
  ・夏期講習会申込システムの運用 
  ・会議室予約システムの運用 
 ・備品予約システム設定の設定支援 
  ・旅費試算ツールプログラムの運用 
  ・e-learning システムのサーバ管理 
  ・共同利用の Web 申請システム用サーバの運用支援とプログラム修正 
  ・国際会議 HP テンプレート作成支援 
   
6. ウィルス対策とセキュリティに関する作業と啓蒙活動 
ウィルス対策を含むネットワークセキュリティ向上のために「ウィルス対策ソフトの導入」「OS、
ソフトウェアのアップデート」「ウィルス感染しにくい設定」等について啓蒙活動を行った。 
 
7. 情報漏えい防止、ソフトウェアの適正な利用等に関する作業と啓蒙活動 
2013 年度は、1)フィッシングによるメール用パスワードの漏えい、2)漏えいパスワードの不正利用
による本所からの大量メール送信、の 2 件のインシデントが発生しその対処を行った。今後、これ
まで以上に情報漏えい防止の重要性をユーザーに対して訴えていく啓蒙活動を行う必要がある。 
第６章 安全衛生管理室 
 
【構成員】 
室長・副所長・教授（兼）：高梨 弘毅、副室長・副所長・教授（兼）：古原 忠 
助手：遠藤 和光／事務補佐員[1 名] 
------------------------------------------------------------------------------------------- 
教授(兼)：我妻 和明、野尻 浩之、松岡 隆、千葉 晶彦 
准教授(兼)：野島 勉、加藤 秀実、山村 朝雄 
助教(兼)：松田 秀幸／技術職員(兼)：村上 義弘、坂本 冬樹、白崎 謙次、丹野 伸哉、佐藤 寿和(2013.4~) 
事務職員(経理課長･兼)：高橋 嘉典(~2013.9)、齋藤 雅樹(2013.10~)／事務職員(施設第二係長･兼)：阿部 聡 
 
1. はじめに 
 
 2004 年 4 月の国立大学法人化に伴い、職員の安全及び健康に関して労働安全衛生法の適用を受ける
こととなった。そこで、職員の安全の確保及び健康の保持増進と快適な職場環境の形成を促進するた
めに、安全衛生管理室が発足した。当室は、安全衛生パトロールを中心とした安全指導、各種安全教
育による啓発活動、労働安全衛生法はじめ関係法令順守のための技術支援を行っている。 
 
２．組織構成 
 
安全衛生管理室は、副所長を室長とし、7名の教授・准教授からなる室員、及び専門別の 5 班から構
成される。各班には班長をおく。室長、室員、及び班長は、安全または衛生に関して経験を有する委
員として、安全衛生委員会へ出席し、労働安全衛生に関して具体的な意見を提示し、問題解決に当た
っている。また、研究部・附属施設・支援組織の代表者からなる安全衛生連絡会議を下部組織に配し、
安全衛生管理室が企画・提案する事項や報告事項等を全職員に周知・徹底するとともに、研究室等か
らの意見・要望を安全衛生委員会へフィードバックしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．2013年度の主な活動 
 
３．１ 安全衛生管理班 
（労働安全衛生法に基づく、安全管理及び健康管理に関する事項） 
 
(1) 安全衛生巡視 
安全・衛生管理者１名、安全衛生管理室員（安全衛生管理班２名及び化学班１名）より２名、 
教授、准教授、講師等からなる教職員３名、計６名で編成した巡視員により毎週１回実施した。 
7 月 1 日には、金研安全の日・金研安全週間に合わせ、事業場長（所長）による巡視を実施し 
た。また、毎月１回の産業医巡視も併せて実施した。実験室および居室等（のべ部屋数 986 室） 
を４６回に分けて巡視した。指摘事項は「巡視結果報告書」として研究室に送付し、これに対 
する「改善報告書」を安全衛生委員会に報告し、安全衛生連絡会議で各研究室の安全衛生連絡 
担当者に周知し、研究室への情報普及に努めた。 
 
 
(2)  レーザー安全教育の実施 
レーザー機器使用中の事故防止のため、7 月 22 日に本研究所片山竜二准教授を講師として、
レーザー光線による健康障害、レーザー機器の安全対策、保護具等に関する安全教育を実施し、
31 名の参加者を得た。 
 
 
(3)  健康診断 
一般定期健康診断、特殊健康診断（放射線取扱者、有機溶剤取扱者、特定化学物質取扱者、  
石綿及びじん肺）を実施した。2013 年度一般定期健康診断受診率は 97.5%であり、昨年度に引
き続き、高い受診率であった。(2012 年度：97.3%、2011 年度：96.4％、2010 年度：90.0％、
2009 年度：90.8%、2008 年度:90.1%）。 
 
(4)  作業環境測定 
上半期 32 実験室（延べ対象物質 72）、下半期 32 実験室（延べ対象物質 70）につい
て実施した。全ての実験室において良好な作業環境（第 1 管理区分）が保たれていた。 
 
(5)  労働安全衛生法に関する届出の提出 
労働安全衛生法第 88 条第 2 項による設置等に届出の必要な装置（エックス線装置の新規設置
5 台、移転 1 台、局所排気装置 1 台）について、届出の支援を行った。 
 
 
(6)  労働安全衛生の周知 
当室の取り組みや労働安全衛生に関する情報を所員と共有するために、ホームページに安全
衛生連絡会議の資料や各種マニュアル・届出様式などを引き続き掲載した。また、冊子版の金
研安全マニュアルを配布している。 
 
(7) 高圧ガス（一般）保安教育実施および第 2 種製造事業所に関する届出の提出 
本所は高圧ガス保安法による第一種貯蔵所であり、多くの高圧ガスを貯蔵していることから、 
7 月 4 日に大陽日酸株式会社 東北支社技術部技術課 佐々木博氏を講師として、高圧ガスによ 
る事故事例、高圧ガスの安全な取り扱い等の安全教育を実施し、59 名の出席者を得た。また、 
特定高圧ガス消費廃止届出１件の支援を行った。 
 
 
３．２ 化学班 
（化学薬品の在庫・保管管理、排気・排水・廃液の管理に関する事項） 
 
(1)  化学薬品の取扱および管理 
化学薬品の健康影響・危険性および取り扱い方法に関して、産業医および管理担当者の講演
による安全教育を、使用する全教職員・学生を対象に 2013 年 6 月 25 日に実施し、XX名の参加
者を得た。また、全学運用されている危険物総合管理システム（IASO）の概要について示し、
薬品管理、高圧ガス管理および廃液管理に関するソフトウエアの使用方法、及びドラフトチャ
ンバの管理方法について説明を行った。なお、IASO システムについては、新入教職員を対象と
して個別に説明会を実施し、その運用方法等について説明をした。 
 
(2) 排水の管理 
研究所の排水が公共下水道へ接続する最終枡（3 号枡）における pH は、下水道法の定める排
水基準以内にある。しかし、弱アルカリ性を示すため、環境保全センターによる測定に加えて、
2009 年 10 月より自動 pH 測定装置を導入して連続測定を行い、pH 変動の原因について調査を
行っている。精確な測定値を得るために測定装置のメンテナンスを行い、その時間／日間変動に
ついては引き続き詳細な測定を行っている。また、研究室に対して、実験排水の回収の徹底につ
いて、継続して啓蒙活動を行った 
 
(3) 局所排気装置の定期自主点検のための説明会 
局所排気装置（ドラフトチャンバー）は、労働安全衛生法第 45 条により定期に自主点検を行
う必要がある。そのため、点検を実施する職員を対象として風量測定器の貸出し、その具体的
な作業手順について、上記の安全教育実施の際に併せて説明を行った。 
 
３．３ ライフライン班 
（電気・ガス・上下水道の管理、防火・防災に関する事項） 
 
  (1)  電気設備点検 
各実験室等で使用しているヒューズ付ナイフスイッチを、安全性の高い漏電ブレーカーへ更
新、ならびに、室内の電源系統を入居者に説明して１つの電源に負荷が集中しないよう過負荷
防止の推進に努めた。 
 
    (2)  ガス設備点検 
瞬間湯沸かし器等のガス器具使用に際し、必ず換気を行い使用することを啓発した。 
 
    (3)  上下水道点検 
トイレの排水詰まりが何度か発生したため、排水管の清掃やトイレブースに注意喚起の貼り
紙を設置した。 
 
(4) 防災訓練 
2013年 11月 27日の防災訓練において、地震想定の総合訓練（緊急地震速報による通報訓練、
避難訓練、救助訓練）を実施した。2014 年度は、各研究室で作成した危機管理マニュアルに沿
って行動する訓練を目的として行った。また、災害メーリングリストを使用した伝達訓練も実
施した。 
賞味期限が残り少ない備蓄食糧を所内に配布し、新規の食料・水等を防災倉庫に補充した。 
 
(5） 災害対策の見直し 
    消防法の改正に合わせ、防火・防災管理内規の改訂を行った。 
 
３．４ 放射線管理班 
（放射性物質・核燃料物質・放射線発生装置・エックス線発生装置等の管理に関すること） 
 
(1)  作業環境測定 
放射線管理区域については作業環境測定士により毎月、また、エックス線発生装置について
は作業主任者およびエックス線検査員により 6ヶ月に 1回の頻度で、作業環境測定を実施した。 
 
(2)  放射線業務従事者再教育 
放射線障害防止法に基づき、放射線業務従事者に対して、教育訓練を 2013 年 4 月 19 日に実
施した。 
  
(3)  社会貢献 
福島原発事故による、県内の水道水・河川水等の放射能汚染の検査依頼が環境・安全推進室
（大学本部）を通して自治体からあり、測定を実施し、結果を報告した。 
 
３．５ 低温・高圧ガス班 
（液体ヘリウム・液体窒素・高圧ガスの取扱いに関すること） 
 
(1)   液体寒剤の管理 
金研事業場内における液体窒素及びヘリウムの供給施設の適切な管理（高圧ガス保安法に基
づく日常点検、定期自主点検および監視カメラや見回りによる安全確認）を行った。また、液
体寒剤および供給施設利用に関するトラブルシューティングや、低温技術に関する指導を行っ
た。 
 
(2) 液体窒素容器の管理 
各部門、センター等の所有する液体窒素容器の情報（容量、製造年月日、検査年月日、容器
番号等）を集約し、高圧ガス保安法で定められる容器検査の時期の通達や容器検査の申し込み
方法に関する指導を行った。 
 
(3) 高圧ガス保安教育（低温技術講習会および e-leaning） 
金研内の液体寒剤使用研究室を対象とした、高圧ガス保安法と液体寒剤の安全な利用に関す
る保安講習会を 2013 年 4 月 23 日に行った。また、金属材料研究所から液体窒素の供給を受け
ている他部局の代表教員にもこの保安講習を受講してもらい、その後、その代表教員が所属部
局で行う安全教育の実施に対する支援（資料提供や指導内容相談等）や安全管理に積極的に関
わった。さらに年度途中から液体寒剤の利用を始める研究室へ対し、個別指導も行った。 
2011 年度より低温寒剤の安全な利用をより徹底させる目的で e-learning システム（Web ペ
ージを用いた教育コンテンツ）の本格運用を始めている。今年度、低温講習会も含めた
e-learning 受講履歴を研究室毎に整理し、安全教育が不十分な状況にある研究室等への注意喚
起や卒業や移動による登録内容の更新といった e-leaning システムの運営管理を行った。 
 
(4) 高圧ガス保安法に関わる立入検査 
仙台市消防局による第一種高圧ガス製造所（ヘリウム液化システム、液体窒素貯槽を含む設
備）に関わる法定立入検査を 2013 年 6 月 4 日に受検し、合格した。 
 
 
第７章 材料分析研究コア 
 
【構成員】 
コア長・教授（兼）：我妻 和明／教授（兼）：今野 豊彦 
助教：芦野 哲也／助手：中山 健一／技術職員：板垣 俊子、伊藤 俊、坂本 冬樹、千葉 友幸、島田 温彦、椛沢 祐
輔／再雇用職員：清水 真人、技術補佐員[1名] 
 
１．はじめに 
 
材料分析研究コア（以降は分析コア）は 1998 年４月１日に発足した組織である。分析コアの業務は、
所内及び学内の研究者から依頼される金属・無機材料の組成・組織・構造の評価（依頼試料分析業務）
と、これまの分析法では対応が困難な試料に対する新規元素定量分析法の研究開発を行っている。 
 
２．組織構成 
 
本コアの組織構成及び構成員数を表１に示す。 
分析実務スタッフは分析科学研究部門に所属する助教・助手２名、テクニカルセンターの評価・分
析技術グループに所属する技術職員７名（内再雇用職員１名）、及び研究支援推進員（技術補佐員）
１名の合計１０名である。本年度は、平成 25年 4月 1日より技術補佐員の配置は 1名となってい
る。また同日付で技術職員１名がアルファ放射体実験室へ転出し、同室より技術職員 1 名が転入
した。 
 
表１．材料分析研究コア構成人員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
a): 実務スタッフ 
b): 再雇用職員で内数 
 
３．２０１３年度における活動状況 
 
本コアでは、本所において開発研究中のものと本所との共同研究で開発研究中の各種材料、及び学
内他部局からの各種試料に関する化学分析、並びに透過電子顕微鏡による組織・構造解析を行ってい
る。以下は、分析実務スタッフによる依頼試料分析業務に関する活動状況である。 
 
３.１ 依頼分析業務状況 
部門名 教授 助教・助手 技術職員 技術補佐員 小計 合計 
分析科学研究部門 
１ 
コア長・(兼務) 
２a) - - ３ 
１２ 
 
先端分析研究部門 
１ 
 (兼務) 
- - - １ 
テクニカルセンター 
評価・分析技術グループ 
- - 
７ 
（１b）） 
- ７ 
研究支援推進員 - - - １ １ 
（１）化学分析 
分析方法別による分析元素数及び分析方法適用比率を表２に示す。分析方法は、各種材料の構成元
素の種類、含有率によって適宜選択する。適用した分析方法の比率は、ICP発光分光分析法が約 56 % を
占める。また炭素、硫黄、酸素、窒素、水素のガス成分元素の定量分析法の適用比率も約 29％にのぼ
る。一方で、吸光光度法、原子吸光法、重量法、容量法の利用頻度はそれぞれ 1%程度ではあるが、特
定の元素または元素含有率を求められる分析試料に適用している。本年度より陰イオンクロマト分析
法による分析依頼の受付を開始した。また、本年度の蛍光Ｘ線分析の依頼は 11%である。 
本所以外からの化学分析の主な依頼部局は、本学の原子分子材料科学研究機構 (WPI)、大学院工学
研究科・工学部、多元物質科学研究所、環境科学研究科である。 
 
表２．化学分析方法による依頼分析元素処理数及びその適用比率 
 
また、所内外の依頼者自身が分析操作を行うことを希望した場合、本コアの分析実務スタッフによ
る分析方法の立案指導や危険回避方法等を含めた実験指導を行っており、学生・研究者への教育的貢
献に努めている。本年度の実験指導実績を表３に示す。 
 
表３．実験指導実績 
 
 
 
 
 
（２）透過電子顕微鏡 
透過電子顕微鏡は、データを必要とする研究者自身が装置を操作して材料情報を得る利用システム
をとっている。イオンミリング装置及びイオンスライサー装置は透過電子顕微鏡観察用試料を薄片に
加工するために欠かせない装置である。 
 透過電子顕微鏡、イオンミリング装置及びイオンスライサー装置の稼動時間または個数を表４に示
す。透過電子顕微鏡の稼働時間は約 2500時間、そのうち所内研究者によるものが約 60％を占めている。
またイオンミリング及びイオンスライサー装置も昨年より多く稼働している。 
本所以外で透過電子顕微鏡を利用する割合が多い部局は、本学の原子分子材料科学研究機構 (WPI)、
大学院工学研究科・工学部、多元物質科学研究所、環境科学研究科、理学研究科・理学部である。 
 
表４．透過電子顕微鏡等の稼働状況 
依頼者 依  頼  分  析  元  素  数 
所属 
ICP 
発光 
分析 
C, S 
分析 
O, N 
分析 
H 
分析 
重量 
・容量 
分析 
吸光 
分析 
原子 
吸光 
分析 
ICP 
質量 
分析 
蛍光 
Ｘ線 
分析 
前処理 イオン
クロマ
ト分析 
合計 
所内 1791 324 559 27 23 22 25 3 373 44 0 3191 
所外 161 30 51 8 0 0 26 2 0 0 10 288 
(小計) 1952 354 610 35 23 22 51 5 373 44 10 3479 
(比率) 56.11% 10.18% 17.53% 1.01% 0.63% 1.47% 0.66% 0.14% 10.72% 1.26% 0.29% 100.00 
 所属 人数 試料数 成分数 
2013年 9月 金研・関西センター 1 6 60 
2013年 9月 金研・我妻研究室 1 2 2 
2013年 10月 金研・我妻研究室 2 3 3 
  
 
 
 
 
 
３.２ 化学分析及び透過電子顕微鏡観察業務に伴う本所内外での活動 
（１）分析方法開発・検討実験等に関するもの 
 分析依頼試料の化学分析業務及び透過電子顕微鏡観察業務を遂行する上で必要な分析方法の開発及
び検討実験並びに透過電子顕微鏡観察のための工夫などに基づくデータ等の発表実績を示す。これら
は全て分析実務スタッフによるものである。 
国内外の学術雑誌等に掲載された論文等の数を表５に、各種学協会等における口頭発表数を表 6 に
示す。 
 
表５．論文等発表件数 
掲 載 雑 誌 名 報 文 数 
Materials Characterization, 82 1 
銅と銅合金、第52巻 1 
ISIJ Inter., 53 1 
金研テクニカルセンター技術研究報告 4 
合計      7 
 
表６．口頭発表等件数 
学 協 会 名 等 発 表 件 数 
第73回分析化学討論会 2 
日本鉄鋼協会第166回秋季講演大会 1 
日本金属学会2013年春季講演大会 1 
平成25年度機器・分析技術研究会 2 
日本鉄鋼協会分析技術部会 1 
東北大学金属材料研究所講演会 1 
東北大学金属材料研究所ワークショップ 1 
合計 8 
 
講習会等の講師及び実技担当を表７に示す。特に、日本分析化学会主催の「分析化学基礎セミ
ナー」は受講希望者が多く、年３回のペースで開催され、年間約 200 人の受講がある。また、化
学分析に関する共同研究組織参加状況を表８に示す。 
 
表７．化学分析関係セミナー及び講習会講師 
セ ミ ナ ー 等 件 数 
日本分析化学会 「金属分析技術セミナー」 講師 1 
日本分析化学会 「分析化学基礎セミナー」 講師 1 
東北大学金属材料研究所 「化学薬品管理説明会」 講師 2 
合計 4 
利用者所属 
稼 働 時 間、 時間／年 稼 働 件 数 
透過電子
顕微鏡 
透過電子
顕微鏡 
イオンミリング 
装置 
合計 
イオンスライサー 
装置  
Em-002B 2000 EX-2 
所内 1145 520.5 3457.7 5123.2 88 
所外 298 400.1 245.7 943.8 66 
（小計） 1443 920.6 3703.4 6067 154 
 表８．化学分析に関する共同研究組織への参加 
共 同 研 究 会 名 件 数 
日本鉄鋼連盟鉄鋼認証物質委員会 1 
日本鉄鋼協会生産技術部門分析技術部会 1 
日本鉄鋼協会生産技術部会Ⅱ型研究会 
「鉄鋼分析における技術基盤の再構築を指向した統合型データベース開発」 
1 
日本鉄鋼協会「製鋼における無機材料物質の分析法」フォーラム 1 
日本鉄鋼協会「鉄鋼および関連材料の特性評価の基盤となる高性能分析法の開
発」フォーラム 
1 
合計 5 
 
 
（２）学会等委員 
 各種学協会の委員会における活動を表９に示す。 
 
表９．化学分析関連学協会の委員会における活動 
委 員 会 名 等 件 数 備 考 
日本鉄鋼連盟鉄鋼標準物質委員会委員 1 1984/4～現在 
日本鉄鋼協会生産技術部門分析技術部会委員 1 1995/6～現在 
日本鉄鋼協会評価・分析・解析部会フォーラム委員 2 2011/3～現在 
日本鉄鋼協会生産技術部門研究会幹事委員 1 2011/3～現在 
日本分析化学会東北支部常任幹事 1 2005/4～現在 
分析化学誌編集委員 1 2011/3～現在 
機器・分析技術研究会地域代表者 1 2003/4～現在 
合計 8  
 
（３）社会・地域における活動 
 社会・地域における活動を表１０に示す。本年度も分析技術の継承及び発展を目的とした日本鉄
鋼協会の研究会に参加している。 
 
表１０．社会・地域における活動 
活 動 名 称 等 件 数 
日本鉄鋼連盟鉄鋼標準物質認証値決定のための共同実験 1 
日本鉄鋼協会生産技術部会 
「鉄鋼分析における技術基盤の再構築を指向した統合型データベース開発」研究会 
1 
合計 ２ 
 
（４）他大学等からの来室 
 本コアへの来室実績を表１１に示す。 
 
表１１．本コアへの来室実績 
 
 
 所属 人数 目的 
2013年 6月 日本鉄鋼協会生産技術部会Ⅱ型研究会 10 データベース作製のための実験風景の撮影 
2013年 10月 名古屋工業大学技術部 1 分析技術の習得 
2013年 12月 日本鉄鋼協会生産技術部会Ⅱ型研究会 10 データベース作製のための実験風景の撮影 
 ３．３ 資格及び学協会等における認定 
本コアメンバーが取得している資格等を表１２に示す。 
 
表１２．資格及び学協会等における認定 
 
４．その他 
  
本コアメンバーが委員となっている本所内設置委員会、本所テクニカルセンター内設置委員会を表
１３に示す。 
 
表１３．金研内設置各種委員会 
委 員 会 名 人 数 
安全衛生委員会 1 
安全衛生管理室化学班 2 
自衛消防班 3 
衛生管理者として所内巡視 １ 
テクニカルセンター・アドバイザー 1 
テクニカルセンター・室長会議メンバー 2 
テクニカルセンター・研修委員会 1 
テクニカルセンター・情報・ネットワーク検討部会 1 
合計 12 
 
資 格 等 件 数 
薬剤師 1 
第一種衛生管理者 2  
第二種衛生管理者 1 
甲種危険物取扱主任者 2 
乙種危険物取扱主任者 4 
特定化学物質等作業主任者 2 
有機物取扱作業主任者 2 
エックス線作業主任者 2 
局所排気装置等定期自主検査者研修終了者 1 
日本分析化学会「分析信頼性実務者レベル講習会・金属分析技術」エクセレントレベル認定 3 
合計 20 
第８章 計算材料学センター 
 
【構成員】 
センター長・教授：毛利 哲夫 
准教授（兼）：水関 博志（2013.4～2013.6） 
特任准教授（兼）：寺田 弥生 
技術職員：佐藤 和弘、五十嵐 伸昭、大滝 大河、丹野 航太 
再雇用職員：一関 京子 
技術補佐員[１名]／事務補佐員[１名]／常駐ＳＥ（企業からの出向）[２名] 
 
1．はじめに 
 
計算材料学センターは専任の毛利センター長と、兼任の准教授１名、技術職員 4名、再雇用職員 1
名、事務補佐員 1名、及び技術補佐員 1名から構成される組織である。日常のスーパーコンピューテ
ィングシステムの運用は本センターの技術職員や常駐 SE によって行われており、両者の定期的な会合
を通じて情報の共有を図り、円滑かつ効率的な運用を行っている。本年度から専任のセンター長が赴
任したが、センター長は、本センターのスーパーコンピューティングシステム及び組織を最大限に活
用し得る計算環境の管理と整備のみならず、本所他研究グループや全国共同利用の研究者、国外から
の利用者、訪問研究者等の利用支援、さらには、SC13（米国のスパコン会議・展示）等への参加活動
を行い、本邦の計算材料科学分野の分野振興の責を担っている。 又、技術職員のスキルの向上を目指
し、彼らの計算機関係学会・研修等への参加や、計算機関連の講習会への出席・論文発表の支援・指
導を行っている。 
平成 24 年度 4 月から 4 代目のスーパーコンピューターとして SR16000/M1 が稼働を開始した。本機
は理論演算性能 300TFLOPS、総主記憶容量 42TB を有しており、これまでの SR11000 に比して演算速度
において約 40倍、主記憶容量において約 8倍の性能を誇る。過去 5 年間の実績や反省の上に、新機種
の選定にあたっては材料設計シミュレーションを積極的に支援・運用し得るシステム設計を念頭に置
き、アプリケーションサーバーの数を従来の 3 式から１式に減らし、計算の枢軸をスーパーコンピュ
ーターに集中していく方針としたことは前年度も述べたところである。 
本年度のシステムの平均稼働率は前年より 10％増の約 65％に達しており、順調な運用がなされてい
る。又、HPCI(文部科学省「革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラの構築」)コ
ンソーシアムへの参加を契機とし、本計算機資源の 20％を CMSI(Computational Materials Science 
Initiative: HPCI戦略プログラム分野 2「新物質・エネルギー創成」)枠として提供できるようなノー
ド構成と運用体制を調え、CMSI からの利用者を 24 年 11 月から受け入れているが、平成 25 年度は 28
名であり前年度の約 2 倍であった。 
又、毛利センター長は HPCI-CMSI 傘下にある本所・計算材料科学研究拠点（CMRI: Computational 
Materials Research Initiative）の拠点長も兼任しており、本邦の計算材料科学分野の振興のために、
計算材料学センターの計算機資源の有効な利活用について CMRI 及び CMSI のメンバーと協議を行って
いる。 
予算については極めて厳しい状況にある。運営交付金の減額、電気料金の高騰に伴い、次年度には
抜本的な対応が必至である。 
 
2．組織構成 
 
計算材料学センターの構成人員を表 1に示す。 
 
表 1 計算材料学センター構成人員 
センター長・教授 
准教授(兼) 
（2013.4～2013.6） 
特任 
准教授(兼) 
技術職員 
再雇用 
職員 
事務 
補佐員 
技術 
補佐員 
計 
1 1 1 4 1 1 １ 10 
 
3．平成 25 年度における活動概要 
 
本センターの主要業務は、現在次の通りである。 
(1) スーパーコンピューティングシステムの運用並びに維持管理 
(2) スーパーコンピューティングシステムの利用支援全般 
(3) スーパーコンピューティングシステムを活用した材料設計シミュレーションに対する並列化支援 
(4) HPCI (High Performance Computing Infra) との連携とCMSI (Computational Materials Science 
Initiative) に対する計算機資源の提供 
(5) ACCMS (Asian Consortium on Computational Materials Science) の支援 
(6) マルチスケール材料科学の基礎理論研究と応用シミュレーション 
 
3.1 利用実績 
計算材料学センターで行っている業務に対する利用実績状況を表 2及び表 3 に示す。 
なお、スーパーコンピューティングシステムを利用した研究成果をまとめた報告書として、第 18巻 
(平成 24 年度版、原著論文数 64 編)を平成 25 年 8 月に出版した。平成 25 年度版・第 19 巻は平成 26
年 7月出版に向け編集中である。 
 
表 2 スーパーコンピューティングシステム利用申請者数 
年度 利用申請者数 
平成 25年度 154 
   
表 3 スーパーコンピューター利用状況 
年度 ジョブ投入件数 
平成 25年度 157,279 
 
3.2 スーパーコンピューティングシステム概要 
図 1にスーパーコンピューティングシステムの概要図を示す。 
図 1． スーパーコンピューティングシステム概要図 
 
平成 25年度はシステム更新から 2 年目を迎え、大規模科学計算の実行やアプリケーションプログラ
ムの実行が精力的に行われており、スーパーコンピューターの稼働率は平均 64.8%に達した。また、ア
プリケーションサーバーを含むスーパーコンピューティングシステム全体の稼働率としても平均
52.3%と順調な運用がなされている。平成 25 年度は、CMSI 利用枠による自作プログラムの実行増加に
加え、現在スーパーコンピューティングシステムにインストールされていないアプリケーションの利
用要望が多くあったため、コンパイル支援を行った。また、より簡単で便利なスーパーコンピューテ
ィングシステムへの接続方法の紹介や自作のプログラムを実行するユーザーのために、スーパーコン
ピューターの特性とそれを活かした実行方法の説明を広報するなど、効率の良いシステム利用方法の
啓蒙活動も行った。 
平成 24年度は新システムになり、ノード数が大幅に増加したため「システム全体の稼働状況の詳細
を把握する」システム開発を行ったが、平成 25 年度はシステム安定稼働のための機能追加を行った。 
ジョブの実行時に利用されるスーパーコンピューターのメモリ領域には、スタック領域とヒープ領
域がある。ヒープ領域はオペレーティングシステムが使用する領域とは異なるメモリ領域が使用され
るため、枯渇した場合でもオペレーティングシステムの動作に影響を及ぼさないが、スタック領域は
オペレーティングシステムと同じメモリ領域が使用されるため、枯渇が発生した場合、システムがダ
ウンするなどの影響が発生する。スタック領域の使用量はプロセス数に応じて増加し、プロセス数は
ジョブごとに異なるため、プロセス数に応じてスタックの制限値を自動で変更する必要がある。しか
し、スパコンの有する機能のみでは実現できないため、ジョブ投入コマンド submit にプロセス数に応
じてスタック制限を自動設定する機能を追加し、スタックによるメモリ枯渇を引き起こさないように
した。 
４．成果 
 
4.1 研究・技術の成果状況 
計算材料学センター所属技術職員の活動成果報告の詳細を、表 4にまとめて示す。 
 
表 4 ポスター発表 
ポ ス タ ー 発 表 件数 
第 125回 東北大学金属材料研究所講演会 1 
 
4.2 教員の研究の成果状況 
計算材料学センター専任教員の活動成果報告の詳細を、表 5及び表 6 にまとめて示す。 
 
表 5 論文、総説・解説 
論 文 , 総 説 ・ 解 説 
Modelling of a displacive transformation in two-dimensional system within a single-site approximation 
of continuous displacement cluster variation method  
Naoya Kiyokane and Tetsuo Mohri 
Phil. Mag. 93 (2013), pp. 2316-2328. 
First-principles study on the dilute Si in bcc Fe: Electronic and elastic properties up to 12.5 at.%Si 
A. Saengdeejing, Y. Chen, K.Suzuki, H. Miura, T. Mohri 
Computational Materials Science, 70 (2013), pp. 100–106. 
Cluster Variation Method 
T. Mohri 
The Journal of The Minerals, Metals & Materials Society (TMS) 65 (2013), 1510-1522. 
First-principles cluster variation calculations of tetragonal-cubic transition in ZrO2 
Tetsuo Mohri, Ying Chen and Naoya Kiyokane 
J. Alloys and Compounds 577S (2013), pp.S123-S126. 
離散格子上の状態図計算 
毛利哲夫 
第 7回 状態図・統計力学セミナー「エネルギー・環境・資源問題と状態図の役割」 
合金状態図 第 172委員会 (2013) pp.21-41. 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 6 口頭発表、ポスター発表 
口 頭 発 表 ,  ポ ス タ ー 発 表 
From Phase Equilibria to Mechanical Properties -Application of Cluster Variation method- (2013 年 5
月 CALPHAD XLII, Spain) Yasunori Yamada and Tetsuo Mohri 
First-principles modeling of ductile-brittel transition at low Si concentration in Fe-Si binary alloy 
(2013年 5月 CALPHAD XLII, Spain) Ying Chen, Arkapol Saengdeejing and Tetsuo Mohri 
Cluster Variation Method and its Applications to Materials Science (2013年 6月 International Workshop 
on Materials Design Process Thermodynamics, Kinetics and Microstructure Control, Spain) Tetsuo Mohri 
Cluster Variation Method Applied to Stability Analysis (2013年 8月 PRICM8, USA) Tetsuo Mohri 
Mechanical Properties of Dilute Si in bcc-Fe: A First-Principles Study (2013年 8月 PRICM8, USA) Ying 
Chen, Arkapol Saengdeejing, Ken Suzuki, Hideo Miura and Tetsuo Mohri 
Mechanomagneto effects in Fe-Si system (2013年 8月 The 20th Anniversary of TOMBO and Russian Megagrant 
Opening International Conference, Tohoku University) Ying Chen, Arkapol Saengdeejing and Tetsuo Mohri 
First-principles Calculation for Stability Analysis of Fe-Ni System (2013年 11月 The Eighth General 
Meeting of ACCMS-VO, Tohoku University) Tetsuo Mohri 
ハミルトニアンからの材料強度設計 (2013年 7月京都大学 構造材料元素戦略研究拠点 平成 25年度 第 2回シ
ンポジウム ～構造材料研究プロジェクトの新展開～, 京都大学) 毛利哲夫 
鉄鋼材料に関する理論研究の課題 (2013 年 7 月「i-s 溶質原子間相互作用とナノクラスタ形成」i-s フォーラ
ム第 6回研究会, 京都) 毛利哲夫 
電子構造に基づく相安定性、相平衡及び物理特性の第一原理モデリング (2013 年 9 月日本金属学会 2013 年秋
期講演大会, 金沢大学) 陳迎, 毛利哲夫, 岩田修一 
材料科学におけるマルチスケール計算 (2013年 12月数電機シンポジウム「Mathematics in the Real world 5」, 
首都大学東京) 毛利哲夫 
 
５．見学者 
 
平成 25 年度、計算材料学センターには、北海道大学大学院工学研究院 三浦誠司教授をはじめとし
て国内外から 176名の見学者があった。 
2013年掲載誌ごと発表文献一覧
掲載誌名 論文 Proceedings 総説解説記事
Acc. Chem. Res. 1
Acta Biomater. 2
Acta Mater. 13
Acta Phys. Pol. A 2
Adv. Mater. Sci. and Eng. 1
Adv. Sci. Technol. 1
Advances in Biomaterials Science and Biomedical Applications 1
AIP Advances 1
AIP Conf. Proc. 1 1
Am. Miner. 1
AMTC Letters 1
Anal. Sci 2
APL Mater. 2
Appl. Magn. Reson. 1
Appl. Mech. Mater. 2
Appl. Phys. Express 6
Appl. Phys. Lett 26
Appl. Surf. Sci. 4
C. R. Physique 1
Carbon 1
Ceramics International 3
Chem. Asian J. 1
Chem. Commun. 1
Chem. Eng. J. 2
Chem. Lett. 1
Comput. Mater. Sci. 1
Corros. Sci. 6
Cryst. Growth Des. 1
CrystEngComm 2
Cur. Appl. Phys. 2
Dalton Trans. 4
Dig. Endosc. 1
Earth Planet. Sci. Lett. 1
ECS Trans. 2
Electrochem. 1
Electrochim. Acta 1
Emerg. Mater. Res. 1
Entropy 1
EPJ Web of Conferences 1
Eur. Phys. J. B 1
Euro. Phys. J. Appl. Phys. 1
Ferroelectrics 3
Fine Ceram. Report 1
Fusion Eng. Des. 1
Handbook of Advanced Ceramics 1
IEEE J. Photovolt. 1
IEEE Trans. Appl. Supercond. 10
IEEE Trans. Magn. 3
IEEE Trans. Nucl. Sci. 3
Inorg. Chem. 4
Int. J. Hydrogen Energy 1
Int. J. Minerals Metall. Mater. 1
Int. J. Mod. Phys. B 1
Intermetallics 2
掲載誌名 論文 Proceedings 総説解説記事
ISIJ International 5
Isotope News 1
J. Adv. Ceram. 2
J. Alloys Compd. 23
J. Am. Ceram. Soc. 2
J. Am. Chem. Soc. 2
J. Appl. Crystallogr. 1
J. Appl. Phys. 17
J. Asian Ceram. Soc. 2
J. Biomaterials and Nanobiotechnology 1
J. Biomed. Mater. Res. Part B Appl. Biomater 1
J. Ceram. Soc. Jpn. 8
J. Cryst. Growth 21
J. Electrochem. Soc. 1
J. Electron. Mater. 1
J. Eur. Ceram. Soc. 2
J. Exp. Nanosci. 1
J. Flux Growth 2
J. Jpn. Inst. Met.(日本金属学会誌) 7
J. Korean Phys. Soc. 19 1
J. Low Temp. Phys. 6
J. Magn. Magn. Mater. 6
J. Magn. Soc. Jpn. 3
J. Mater. Chem. B 1
J. Mater. Process. Technol. 1
J. Mater. Res. 1
J. Mater. Sci. 4
J. Mech. Behav. Biomed. Mater. 3
J. Mech. Phys. Solids 1
J. Mineral. Petrol. Sci. 2
J. Minerals, Metals & Materials Society 1
J. Nanomaterials 2
J. Non-Cryst. Solids 3
J. Nucl. Mater. 16
J. Phys. Chem. B 1
J. Phys. Chem. C 4
J. Phys. Chem. Solids 1
J. Phys. D: Appl. Phys. 4
J. Phys. Soc. Jpn. 22
J. Phys.: Condens. Matter 2
J. Phys.: Conf. Ser. 6 2
J. Powder Metallurgy & Mining 1
J. Power Sources 1
J. Solid State Chem. 2
J. Supercond. Nov. Magn. 1
J. Synchrotron Radiat. 1
J. Vac. Soc. Jpn. 1
JETP Lett. 1
Jpn. J. Appl. Phys. 16
Key Eng. Mater. 6
Mat. Res. Bull. 1
Mater. Charact. 2
Mater. Chem. Phys. 1
Mater. Corrs. 1
Mater. Des. 1
Mater. Lett. 4
Mater. Res. Bull. 1
Mater. Res. Lett. 1
掲載誌名 論文 Proceedings 総説解説記事
Mater. Sci. Eng. A 11
Mater. Sci. Eng. C 2
Mater. Sci. Forum 8 2
Mater. Trans. 44 1
Metall. Mater. Trans. A 10
Metals 3
Meteoritics & Planetary Science 1
Microelectron. Eng. 1
Micropor. Mesopor. Mater. 1
Microporous Mesoporous Mater. 1
Microsys. Technol. 1
Nanotechnology 2
Nat. Commun. 4
Nat. Mater. 3
Nat. Phys. 2
Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. Sect. A 7
Nucl. Instrum. Methods Phys. Res. Sect. B 3
Nuclear Fusion 1
Open J. Metal 1
Open J. Physical Chemistry 1
Open Superconductors J. 1
Opt. Materials 9
Pacific Sci. Rev. 3
Philos. Mag. 4
Philos. Mag. Lett. 2
Phys. Metals Metallography 2
Phys. Rev. B 40
Phys. Rev. Lett. 17
phys. stat. sol. (a) 1
phys. stat. sol. (b) 1
phys. stat. sol. (c) 3 1
Physica B 1
Physica C 6
Physics Procedia 2
Polyhedron 2
Polymer 1
Proc. National Academy of Sciences of the United States of America 1
Progress in Crystal Growth and Characterization of Materials 1
Radiation Measurements 16
Rep. Prog. Phys. 1
Rev. Sci. Instrum. 1
RSC Advances 1
Sci. Technol. Weld. Join. 1
Science 1
Scientia Iranica 1
Scientific Reports 3
Scr. Mater. 10
Solid State Communs. 1
Spectrosc. Lett. 1
Supercond. Sci. Technol. 12
Surf. Coat. Technol. 5
Surf. Sci. 1
Tetsu To Hagane(鉄と鋼) 2
Thin Solid Films 2
Trans. Mat. Res. Soc. Japan 1
Vacuum 3
Wear 1
Abstract of Papers of the American Chemical Society 1
掲載誌名 論文 Proceedings 総説解説記事
Aperiodic Crystals 2012 Proc. 3
Conference on Lasers and Electro-Optics/Pacific Rim 3
Extended abstracts of Electron Microscopy and Multiscale Modeling 2013 1
Extended avbstracts of the 10th Conference on Lasers and Electro-
Optics Pacific Rim (CLEO-PR) (Kyoto, IEEE)
1
J. Instrum. 1
Materials Research Society Symposium Proc. 3
Microscopy and Microanalysis 1
MRS Proc. 1
Proc. 1st International Joint Symposium on Joining and Welding 1
Proc. 2012 Powder Metallurgy World Congress & Exhibition 1
Proc. 20th ANS Topical Meeting on the Technology of Fusion Energy 1
Proc. 24th Inter. Cryo. Eng. Conf. /Inter. Cryo. Mater. Conf. 2012 (ICEC
24-ICMC 2012)
2
Proc. 31st International Conference on the Physics of Semiconductors
(ICPS) 2012
1
Proc. 4th International Symposium on Slow Dynamics in Complex Systems,
American Institute of Physics, Conference Proceedings
1
Proc. 8th Pacific Rim International Congress on Advanced Materials and
Processing
4
Proc. Euro PM 2013 1
Proc. International Congress on the Advances in Nuclear Power Plants
(ICAPP) 2013
4
Proc. on InternationalSymposium on Nuclear Back-end Issues and the
Role of Nuclear Transmutation Technology after the accident of TEPCO's
Fukushima Daiichi Nuclear Power Stations
1
Proc. SPIE 1
THERMEC2013 2
Trans. Am. Nucl. Soc. 1
スマートプロセス学会誌 1
まてりあ 3 2
機能材料 1
金属 3 3
軽金属 1 1
材料 1
材料の科学と工学 1
塑性と加工 2 1
銅と銅合金 3
日本機械学会論文集 1
日本結晶成長学会誌 1 2
日本原子力学会和文論文誌 1
粉体および粉末冶金 2 1
陽電子科学 1
Crystal Letters 1
KINKEN Research Highlights 2013 1
MATERIAL STAGE 2
Powder Injection Moulding 1
エネルギーと動力 1
オーム　ナノテク・材料科学 1
サーマルマネジメント -余熱・排熱の制御と有効利用- 1
セラミックス 1
パリティ 1
まぐね 1
応用物理 1
化学工業 1
月刊ディスプレイ 1
工業材料 1
耐熱金属材料123委員会研究報告 1
掲載誌名 論文 Proceedings 総説解説記事
電子スピン学会誌 1
電子情報通信学会誌3月号「酸化物エレクトロニクスの進展と将来展望」 1
東北大学金属材料研究所テクニカルセンター技術研究報告 3
日本ソノケミストリー学会誌 1
日本骨形態計測学会雑誌 1
日本物理学会誌 2
熱処理 1
表面科学 1
放射光 1
放射線 1
678 44 39
761
Highly Cited Papersに見る本所の研究活動
Highly Cited Papers：当該分野における被引用数が世界のトップ1％の論文
１．材料科学(Materials Science)分野について
Ranking Institution Papers Citations Citations Per Paper
1 CHINESE ACAD SCI 20,548 218,455 10.63
2 US DEPT ENERGY 9,483 165,151 17.42
3 UNIV CALIF SYSTEM 6,678 164,149 24.58
4 MAX PLANCK SOCIETY 4,362 89,046 20.41
5
SWISS FEDERAL INSTITUTES OF
TECHNOLOGY DOMAIN
4,661 71,280 15.29
6 MIT 2,400 66,517 27.72
7 NATL UNIV SINGAPORE 3,190 63,577 19.93
8 NIMS 4,738 57,889 12.22
9 TSING HUA UNIV 6,450 56,855 8.81
10 TOHOKU UNIV 6,365 52,857 8.30
11 CSIC 4,898 51,826 10.58
12 UNIV CALIF BERKELEY 1,685 50,788 30.14
13 UNIV SYS GEORGIA 2,587 50,523 19.53
14 AIST 4,272 49,326 11.55
15 GEORGIA INST TECHNOL 2,350 48,253 20.53
16 CSIR INDIA 5,340 46,900 8.78
17
PENNSYLVANIA
COMMONWEALTH SYS HIGH
EDUC
2,967 46,325 15.61
18 IIT 7,162 46,309 6.47
19 SEOUL NATL UNIV 3,672 45,629 12.43
20 NANYANG TECHNOL UNIV 3,603 45,502 12.63
2014年2月7日のEssential Science Indicators［2003年1月1日～2013年10月31日発表論文］
東北大学全体の材料科学分野におけるHighly Cited Papers：60編
そのうち本所の材料科学分野におけるHighly Cited Papers：29編（48.3％）
２．物理学( Physics)分野について
Ranking Institution Papers Citations Citations Per Paper
1 US DEPT ENERGY 48,400 870,984 18.00
2 UNIV CALIF SYSTEM 31,834 664,694 20.88
3 MAX PLANCK SOCIETY 23,712 414,316 17.47
4 CHINESE ACAD SCI 41,850 383,491 9.16
5 RUSSIAN ACAD SCI 43,324 319,943 7.38
6 IST NAZL FIS NUCL 19,868 256,257 12.90
7 MIT 10,915 252,927 23.17
8
ATOMIC ENER ALT ENER
COMMISSION
16,769 251,470 15.00
9 UNIV TOKYO 17,832 251,084 14.08
10 UNIV CALIF BERKELEY 10,707 250,204 23.37
11
SWISS FEDERAL INSTITUTES OF
TECHNOLOGY DOMAIN
13,932 242,074 17.38
12 UNIV CHICAGO 11,688 228,625 19.56
13
LAWRENCE BERKELEY NATL
LAB
9,370 225,888 24.11
14 STANFORD UNIV 7,023 194,837 27.74
15 CNR 14,122 192,267 13.61
16 CSIC 12,174 190,356 15.64
17 FLORIDA STATE UNIV SYSTEM 10,597 185,780 17.53
18 UNIV CAMBRIDGE 9,370 182,821 19.51
19 CALTECH 6,637 167,284 25.20
20 PRINCETON UNIV 7,561 166,242 21.99
21 UNIV SYS OHIO 8,659 163,541 18.89
22 HARVARD UNIV 6,416 162,970 25.40
23 CNRS 12,099 161,723 13.37
24
PENNSYLVANIA
COMMONWEALTH SYS HIGH
EDUC
7,866 157,625 20.04
25 UNIV CALIF SANTA BARBARA 5,952 154,766 26.00
26 UNIVERSUD PARIS 10,354 152,840 14.76
27 TOHOKU UNIV 12,122 151,176 12.47
28 UNIV PARIS SUD - PARIS XI 9,958 148,916 14.95
29 UNIV ILLINOIS SYSTEM 7,396 148,596 20.09
30 LOS ALAMOS NATL LAB 8,368 148,099 17.70
2014年2月7日のEssential Science Indicators［2003年1月1日～2013年10月31日発表論文］
東北大学全体の物理学分野におけるHighly Cited Papers：150編
そのうち本所の物理学分野におけるHighly Cited Papers：42編（28.0％）
№ 月　日 件　　名 備　　考
1 平成25年5月1日
工学マテリアル・開発系
「プレゼミ・フロンティア材料学入門」 学部1年129名
2 平成25年6月23日 仙台市青葉少年少女発明クラブ 小学4-6年 28名
3 平成25年6月27日 台湾工業技術院 李宗銘副所長
4 平成25年8月29日 宮城県工業高等学校 化学工業科1年40名
5 平成25年9月27日 山形県真室川町立真室川北部小学校 6年生4名
6 平成25年10月22日 ゲッティンゲン大学 ファルコフスキ　タンヤ　国際交流課長　兼留学生センター長補佐（ヘキサゴン担当）
7 平成25年10月23日 宮城県仙台市立上杉山中学校 1年生4名
8 平成25年11月15日 山形県新庄市立日新中学校 3年生15名
9 平成25年12月13日 台湾金属工業研究発展センター 魏嘉民 副執行長、王俊傑 副處長
10 平成25年12月18日 聖ウルスラ学院英智中学校 3年生16名
11 平成26年2月20日 産業技術総合研究所 中鉢良治 理事長
 
   
   
   
   
   
   
   
平成２５年度見学者リスト
(※事務部が窓口となり対応した主な本所見学者リスト)
あとがき 
 
本所は、物質･材料研究の中核的研究拠点（COE）として物質･材料科学研究分野をリード
する世界的な研究所であり、2016 年 5 月には創立 100 周年を迎える。現在、第 2 期中期目
標・中期計画として、(１)社会基盤材料分野、(２)エネルギー材料分野、 (３)エレクトロ
ニクス材料分野の３つの重点分野を掲げて，第 1 期の成果を踏まえ、さらなる発展への長
期戦略を展開している。 
 
本所の第 1 回自己点検評価報告書（通称「赤本」1987-1992 年度版）は 1994 年に発行さ
れた。以来、ほぼ毎年発行されている。2004 年の国立大学独立行政法人化以降、他部局・
他大学からも自己点検評価報告書が発行されているが、本所はそれより 10年も早い発行で
ある。今回の 2013年度版は第 16回自己点検評価報告書である。 
 
本報告書の主な内容は、第１部：本研究所の概要、第２部：研究活動、第３部：教育活
動、第４部：研究および教育活動に対する支援組織、および、付録である。これらには、
外部評価委員会による指摘事項や東北大学本部による部局評価に配慮した項目が取り込ま
れている。本書は部局評価、個人業績評価など、多くの評価機会において基礎データとし
て使用されている。 
 
本書の作成には、東北大学情報データベースへの入力情報がフル活用されたが、それと
共に、本所の各研究部門、各センター、事務部、各研究支援組織からのご協力も大きなも
のであった。所内各位に対し厚く御礼申し上げる。また、本報告書の発行には、情報企画
室情報班点検評価情報 DB 担当委員（室長：佐々木 孝彦 教授、室員：早乙女 康典 教授、
牧野 彰宏 教授、青木 大 教授）の下、石本 賢一 職員、大友 しず江 職員がデータをま
とめ編集作業を行った。これらの方々のご尽力に深く感謝する次第である。 
 
2014年 9月 
情報企画室長(兼)点検評価情報 DB担当 
                        副所長    佐々木 孝彦 
 
 
